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78
　
不
退

（
613
）
阿
弥
陀
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
七
頁
中
）、「
極
楽
の
往
生
人
は
、
み
な
阿
鞞
跋
致
す

な
わ
ち
不
退
転
の
菩
薩
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
614
）
同
経
義
記
に
云
う
（
天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、三
〇
七
頁
上
）、「
極
楽
の
徒

衆
に
つ
い
て
、
ま
ず
声
聞
を
挙
げ
、
次
に
菩
薩
を
明
か
す
。
問
う
。
は
じ
め
に
無
数
の
声
聞
あ
り
と
言
い
、

後
に
み
な
阿
鞞
跋
致
で
あ
る
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
二
乗
も
み
な
不
退
だ
か
ら
で
あ
る
。
二
乗
は

凡
夫
に
退
か
ず
、
菩
薩
は
小
乗
に
退
か
な
い
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
615
）同
経
略
記
に
云
う（
源
信『
阿
弥
陀
経
略
記
』、『
大
正
蔵
』五
七
、六
七
七
頁
下
～
六
七
八
頁
上
）、「
問

う
。『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』（
巻
上
、『
大
正
蔵
』
二
四
、一
〇
一
三
頁
上
）
に
は
、
第
七
住
で
は
じ
め
て
不

退
に
立
つ
と
説
か
れ
る
が
、
極
楽
の
衆
生
が
み
な
不
退
で
あ
る
と
説
か
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
上
品
中

生
人
は
、
往
生
か
ら
七
日
後
に
不
退
を
得
る
と
説
か
れ
る
。
そ
の
他
は
ど
う
な
の
か
。
答
え
。『
十
疑
論
』

に
よ
る
と
、
極
楽
の
衆
生
は
修
行
が
足
り
な
い
が
、
別
の
理
由
で
不
退
を
得
る
と
言
う
。
第
一
に
は
阿
弥

陀
仏
の
大
悲
願
に
懐
か
れ
て
い
る
か
ら
、
…
中
略
…
第
五
に
は
仏
と
等
し
く
寿
命
無
量
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
基
の
『
西
方
要
決
』
に
は
、
三
不
退
の
ほ
か
に
、
極
楽
は
処
不
退
と
名
づ
け
ら
れ
る
と
言
う
。
…
中

略
…
処
不
退
に
つ
い
て
は
『
十
疑
論
』
の
説
と
同
意
で
あ
る
。

　
問
う
。
彼
国
に
は
阿
羅
漢
果
を
得
る
者
も
あ
る
の
に
、
な
ぜ
み
な
阿
鞞
跋
致
（
不
退
）
で
あ
る
と
説
か

れ
る
の
か
。
答
え
。
天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』
に
、〈
二
乗
は
凡
夫
に
退
か
ず
、
菩
薩
は
二
乗
に
退
か
な

い
か
ら
、
不
退
で
あ
る
と
説
か
れ
る
〉
と
言
う
。
天
台
大
師
は
教
時
次
第
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
仰
せ

で
あ
る
が
、
理
を
尽
く
さ
れ
て
は
い
な
い
。
仏
名
を
聞
い
て
発
願
し
、
大
乗
に
お
い
て
不
退
転
を
得
た

後
に
往
生
し
た
者
が
、
な
ぜ
長
ら
く
小
乗
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
も
し
仏

名
を
聞
か
ず
、
発
願
も
し
な
け
れ
ば
往
生
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
往
生
の
後
し
ば

ら
く
は
小
乗
に
住
す
る
が
、
最
終
的
に
は
大
乗
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
十
疑
論
』（『
大
正
蔵
』

四
七
、八
〇
頁
中
）
に
は
、〈
た
だ
回
心
し
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
う
な
ら
ば
、
浄
土
に
至
り
、
二

源
隆
国
『
安
養
集
』
の
研
究
（
七
）

梯
　
　
信
　
暁

乗
の
執
心
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
浄
土
論
』
に
は
、《
女
人
・
根
欠
さ
ら
に
な
く
　
二
乗
種

を
も
つ
者
も
な
し
》
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
〉
と
言
う
。
た
と
え
天
台
大
師
の
釈
で
あ
ろ
う
と
も
、
一
辺

に
執
着
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
『
称
讃
浄
土
経
』
に
は
、〈
必
ず
無
上
菩
提
を
証
す
る
で
あ
ろ
う
〉

と
説
か
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
」（
要
約
）
と
。

（
616
）
同
経
疏
に
云
う
元
暁
（『
大
正
蔵
』
三
七
、三
四
九
頁
下
）、「
第
三
大
衆
功
徳
と
は
、
往
生
人
は
み

な
阿
鞞
跋
致
を
得
る
こ
と
を
言
う
。
よ
っ
て
十
念
の
功
徳
に
至
る
ま
で
、
往
生
人
は
正
定
聚
に
入
り
、
永

く
退
く
こ
と
は
な
い
。『
浄
土
論
』
に
は
、〈
荘
厳
大
衆
功
徳
と
は
、
偈
に
、《
極
楽
世
界
の
天
人
は
、
ほ

と
け
の
智
慧
よ
り
現
れ
る
》
と
言
う
〉
と
説
か
れ
る
。
思
う
に
、
み
な
如
来
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
正
定
聚

に
摂
め
ら
れ
て
動
転
し
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
617
）
称
讃
浄
土
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
九
頁
下
）、「
彼
土
に
生
ま
れ
た
者
は
み
な
不
退
転

で
あ
り
、
悪
処
に
堕
ち
る
こ
と
は
な
い
。
常
に
諸
仏
浄
土
に
遊
び
、
行
願
増
進
し
て
、
必
ず
無
上
菩
提
を

証
す
る
で
在
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
618
）
同
経
疏
靖
邁
に
云
ふ
、「
こ
の
下
四
段
の
文
は
、ま
た
す
な
は
ち
無
量
寿
論
の
、四
種
の
門
を
も
っ
て
、

浄
土
に
入
る
に
当
た
る
。
こ
の
段
は
す
な
は
ち
衆
生
の
阿
弥
陀
仏
を
拝
し
て
、
浄
土
に
入
る
を
願
ふ
に
当

た
る
。
も
っ
て
文
に
云
ふ
、〈
悪
趣
、
辺
地
・
下
賤
、
蔑
戻
車
の
中
に
堕
ち
ず
〉
と
。
も
し
拝
せ
ず
ん
ば
、

こ
の
下
賤
の
業
を
捨
つ
る
に
よ
し
な
し
。
文
中
に
三
あ
り
。
初
に
対
揚
に
命
じ
て
、
彼
土
に
生
ぜ
ば
、
み

な
不
退
転
な
る
を
明
か
す
。
ゆ
ゑ
に
両
巻
に
云
ふ
、〈
彼
の
国
に
生
ず
る
者
は
、
み
な
こ
と
ご
と
く
正
定

の
聚
に
住
す
。
ゆ
ゑ
は
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
彼
の
仏
国
中
に
は
、
諸
の
邪
聚
お
よ
び
不
定
聚
な
け
れ
ば
な

り
〉
と
。
こ
の
経
に
ま
た
云
ふ
、〈
悪
趣
に
堕
ち
ず
〉
と
。
す
な
は
ち
こ
れ
邪
聚
な
し
。〈
辺
地
下
賤
〉
の

下
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
不
定
聚
な
し
。〈
蔑
戻
車
の
中
〉
と
言
ふ
は
、
こ
こ
に
は
煮
狗
と
云
ふ
。
あ
る
も

の
は
辺
地
に
在
り
と
い
へ
ど
も
、賤
に
生
ぜ
ず
、あ
る
も
の
は
下
賤
に
居
る
と
い
へ
ど
も
辺
地
に
居
ら
ず
。

辺
地
下
賤
に
し
て
、
し
か
も
煮
狗
な
ら
ず
。
た
め
に
こ
の
二
種
は
、
各
自
別
に
彰
す
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
靖
邁
『
称
讃
浄
土
経
疏
』（
古
逸
）
に
云
う
、「
こ
の
下
の
四
段
の
文
は
、『
浄
土
論
』
の
、〈
礼

拝
・
讃
嘆
・
作
願
・
観
察
〉
の
四
門
に
よ
っ
て
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
教
説
に
相
当
す
る
。
こ
の
段
で
は
、

衆
生
が
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
し
て
、
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
と
い
う
部
分
に
当
た
る
。
経
文
に
、〈
悪

趣
、
辺
地
・
下
賤
、
蔑
戻
車
の
中
に
堕
ち
ず
〉
と
説
か
れ
る
の
は
、
も
し
礼
拝
し
な
け
れ
ば
、
下
賤
の
業

を
捨
て
る
術
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
対
告
の
舎
利
子
に
向

か
っ
て
、
彼
土
に
往
生
す
る
と
、
み
な
不
退
転
と
な
る
な
る
こ
と
を
明
か
す
。
よ
っ
て
『
無
量
寿
経
』
に

は
、〈
彼
の
国
に
生
ま
れ
る
者
は
、
み
な
す
べ
て
正
定
聚
に
住
す
る
。
彼
の
仏
国
に
は
、
諸
の
邪
定
聚
お

よ
び
不
定
聚
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
〉
と
説
か
れ
る
。
本
経
に
は
、〈
悪
趣
に
堕
ち
ず
〉
と
言
う
。
邪
定

聚
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〈
辺
地
・
下
賤
〉
の
以
下
は
、
不
定
聚
が
い
な
い
こ
と
を
言
う
。〈
蔑

戻
車
の
中
〉
と
言
ふ
は
、
中
国
語
で
は
煮
狗
と
言
う
。
辺
地
に
在
っ
て
も
下
賤
に
生
ま
れ
な
い
と
か
、
下
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賤
に
居
て
も
辺
地
に
は
居
な
い
、
あ
る
い
は
辺
地
・
下
賤
に
在
っ
て
も
煮
狗
で
は
な
い
、
等
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
よ
っ
て
下
賤
と
蔑
戻
車
と
が
別
々
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
619
）
十
疑
に
云
う
（
天
台
『
十
疑
論
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、七
九
頁
中
）、「
問
う
。
具
縛
の
凡
夫
が
極
楽

に
往
生
す
る
と
、不
退
を
得
て
三
界
を
超
え
る
と
説
か
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
五
つ
の
因
縁
に
よ
る
。

一
に
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
願
力
の
支
え
が
あ
る
か
ら
、
二
に
仏
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
て
菩
提
心
が
不
退
に
増

進
す
る
か
ら
、
三
に
す
べ
て
の
音
が
仏
法
を
説
く
声
と
な
り
、
聞
く
者
に
仏
法
僧
を
念
ず
る
心
を
起
こ
さ

せ
る
か
ら
、
四
に
極
楽
の
菩
薩
が
善
友
と
な
り
悪
縁
を
排
除
す
る
か
ら
、
五
に
寿
命
が
仏
・
菩
薩
と
等
し

く
長
久
だ
か
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
620
）
西
方
要
決
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
〇
七
頁
上
～
中
）、「
第
八
に
、『
無
量
寿
経
』
に
、〈
極

楽
に
生
ず
る
者
は
み
な
正
定
聚
に
住
す
る
〉
と
言
い
、『
阿
弥
陀
経
』
に
、〈
み
な
阿
鞞
跋
致
〉
と
言
う
。

そ
こ
で
疑
問
。
ふ
つ
う
不
退
の
位
を
得
る
に
は
万
劫
の
修
行
を
要
す
る
。
な
ぜ
一
生
の
念
仏
あ
る
い
は
臨

終
の
十
念
程
度
で
、
弥
陀
の
接
引
を
受
け
て
極
楽
に
生
ま
れ
、
不
退
を
得
ら
れ
る
の
か
。
会
通
。
不
退
と

正
定
聚
と
は
同
意
で
あ
る
が
、
行
者
に
二
種
あ
る
。
一
は
穢
土
の
行
者
、
二
は
浄
土
の
行
者
で
あ
る
。
穢

土
の
修
行
は
万
劫
を
要
す
る
が
、
浄
土
で
は
様
々
な
道
が
あ
る
。
ま
た
、
不
退
に
は
四
種
あ
る
。『
十
住

毘
婆
娑
論
』（
不
明
、
迦
才
『
浄
土
論
』
の
起
述
を
依
用
し
た
際
に
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
西
方
要
決
』
が
基
の
撰
述
で
な

い
こ
と
を
知
る
理
由
の
一
つ
と
な
ろ
う
。（

 621
）
参
照
。
…
…
筆
者
註
）
に
よ
る
と
、
一
に
位
不
退
は
、
唯
識
観
を
成
就

し
て
生
死
に
流
転
し
な
く
な
っ
た
位
を
言
う
。
二
に
行
不
退
は
、
初
地
の
真
唯
識
観
を
得
て
二
乗
の
心
を

捨
て
、
利
他
行
を
退
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
位
を
言
う
。
三
に
念
不
退
は
、
八
地
以
上
の
菩
薩
が
無
功

用
の
智
慧
を
得
て
念
を
退
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
位
を
言
う
。
四
に
処
不
退
は
、
文
証
は
な
い
が
、
理

と
し
て
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』（
巻
一
、『
大
正
蔵
』

二
七
、三
頁
下
等
）
に
よ
る
と
、
退
根
の
阿
羅
漢
は
、
欲
界
の
人
中
に
い
る
と
五
つ
の
退
具
に
遇
っ
て
退

転
す
る
。
五
退
具
と
は
、
遠
行
（
遠
出
を
好
む
こ
と
、
あ
る
い
は
死
の
意
か
。
以
下
多
出
。
…
…
筆
者
註
）・
多
病
・
経

典
を
誦
す
る
こ
と
を
好
む
こ
と
・
論
争
の
仲
裁
を
好
む
こ
と
・
教
団
の
運
営
を
好
む
こ
と
を
言
う
。
天
上

で
は
退
具
に
遭
わ
な
い
の
で
、
退
転
し
な
い
。
無
余
涅
槃
に
入
る
行
者
も
同
じ
で
あ
る
。
処
不
退
以
外
の

三
不
退
は
、
人
中
で
は
得
ら
れ
な
い
。
娑
婆
で
は
五
種
の
退
縁
に
遇
う
。
一
に
短
命
で
多
病
、
二
悪
縁
に

伴
い
浄
心
を
壊
さ
れ
る
、
三
に
外
道
の
善
に
よ
っ
て
真
実
行
を
乱
さ
れ
る
、
四
に
六
塵
に
よ
っ
て
浄
心
が

乱
さ
れ
る
、
五
に
常
に
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
聖
化
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

娑
婆
に
居
る
と
五
種
の
退
縁
に
遭
う
が
、
浄
土
で
は
五
種
の
勝
事
に
遇
う
。
一
に
は
長
命
で
無
病
、
二
に

は
勝
れ
た
伴
侶
を
得
る
、
三
に
は
す
べ
て
が
正
し
い
、
四
に
は
す
べ
て
が
清
浄
で
あ
る
、
五
に
は
常
に
聖

者
に
つ
か
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
五
種
の
縁
に
よ
っ
て
不
退
を
得
る
。
行
位
は
高
く
な
い
が
、

国
土
の
縁
が
強
い
か
ら
退
具
が
な
い
の
で
あ
る
。
悪
人
で
も
勝
れ
た
友
に
遇
え
ば
、
悪
を
断
っ
て
、
生
涯

間
違
い
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
621
）
浄
土
論
上
に
云
う
迦
才
（『
大
正
蔵
』
四
七
、八
六
頁
下
～
八
七
頁
上
）、「『
無
量
寿
経
』
に
、〈
極

楽
に
生
ず
る
者
は
み
な
正
定
聚
に
住
す
る
〉
と
言
い
、『
阿
弥
陀
経
』
に
、〈
み
な
阿
鞞
跋
致
〉
と
言
う
。

そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
十
住
以
上
の
菩
薩
と
な
っ
て
は
じ
め
て
往
生
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ

十
悪
・
五
逆
の
者
が
往
生
で
き
る
と
言
う
の
か
。
答
え
。
正
定
聚
と
阿
鞞
跋
致
と
は
共
に
不
退
の
意
で
あ

る
が
、
不
退
に
は
多
義
あ
る
。
経
論
に
よ
る
と
、
不
退
に
は
四
種
あ
る
。
一
に
念
不
退
は
、
八
地
以
上
の

菩
薩
、二
に
行
不
退
は
初
地
以
上
、三
に
位
不
退
は
十
住
以
上
、四
に
処
不
退
は
極
楽
で
得
る
不
退
で
あ
る
。

だ
か
ら
『
無
量
寿
経
』
に
、〈
彼
土
に
は
邪
定
聚
・
不
定
聚
の
名
は
な
い
〉
と
言
い
、四
十
八
願
の
中
に
、〈
国

中
の
人
天
が
正
定
聚
に
住
し
て
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
私
は
決
し
て
仏
の
位

に
は
就
か
な
い
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
不
退
を
論
ず
る
際
に
は
菩
薩
の
行
位
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
な
ぜ
処
に
よ
っ
て
不

退
を
得
る
な
ど
と
言
う
の
か
。
答
え
。
行
位
に
よ
る
不
退
は
行
者
の
内
な
る
煩
悩
を
除
去
し
て
得
る
の
で

あ
る
が
、
処
不
退
は
外
に
煩
悩
の
世
界
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
義
に
か
な
っ
て
い

る
。
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
問
う
。
前
の
三
不
退
は
経
論
の
文
証
が
あ
る
が
、
処
不
退
に
は
な
い
の
で
信
じ
難
い
。
答
え
。『
阿
毘

曇
毘
婆
沙
論
』（
巻
三
十
三
、『
大
正
蔵
』
二
八
、二
四
一
頁
上
）
を
文
証
と
す
る
。
論
に
は
六
種
種
性
人

を
説
く
。
一
は
退
、
二
は
思
、
三
は
護
、
四
は
住
（『
浄
土
論
』
現
行
本
で
は
「
住
」
は
「
位
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
阿

毘
曇
毘
婆
沙
論
』
に
は
「
等
住
」
と
な
っ
て
い
て
、「
住
」
が
正
し
い
。
…
…
筆
者
註
）、
五
は
昇
進
、
六
は
不
動
で
あ
る
。

退
種
性
人
は
、
た
と
え
阿
羅
漢
果
を
得
て
も
退
転
す
る
。
た
だ
し
欲
界
の
人
中
に
在
れ
ば
五
退
具
に
遭
っ

て
退
転
す
る
が
、
六
欲
天
や
色
・
無
色
界
に
生
ず
れ
ば
五
退
具
が
な
い
の
で
退
転
し
な
い
。
そ
の
処
所
に

退
縁
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
五
退
具
と
は
、
一
に
重
病
に
罹
る
こ
と
、
二
に
遠
行
、
三
に
経
典
を
誦
す
る

こ
と
、
四
に
事
業
を
営
む
こ
と
、
五
に
闘
争
を
仲
裁
す
る
こ
と
を
言
う
。
こ
れ
ら
は
人
中
に
の
み
あ
っ
て

天
上
に
は
な
い
。
経
典
を
誦
す
る
こ
と
以
下
三
つ
は
善
事
で
あ
る
が
、
三
昧
に
入
る
こ
と
を
妨
げ
る
の
で

退
転
の
縁
と
な
る
。外
凡
人
は
、仏
を
念
じ
て
も
退
転
す
る
。娑
婆
に
居
れ
ば
五
退
縁
に
遭
う
か
ら
で
あ
る
。

極
楽
に
生
ず
れ
ば
五
退
縁
が
な
い
か
ら
退
転
し
な
い
。
五
退
縁
と
は
、
一
に
短
命
で
多
病
、
二
に
女
人
に

欲
望
を
生
ず
る
、
三
に
悪
知
識
に
遭
う
、
四
に
不
善
・
無
記
の
心
を
起
こ
す
、
五
に
常
に
仏
に
遇
え
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
処
不
退
の
文
証
と
す
る
。
ま
た
『
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』

に
は
、
往
生
人
は
不
退
を
得
る
と
言
う
が
、
不
退
人
が
往
生
す
る
と
は
言
わ
な
い
。『
無
量
寿
経
』
に
は
、

〈
極
楽
に
生
ず
る
者
は
み
な
正
定
聚
に
住
す
る
。
邪
定
聚
・
不
定
聚
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
〉
と
言
い
、『
阿

弥
陀
経
』
に
は
、〈
往
生
人
は
、
み
な
阿
鞞
跋
致
の
菩
薩
で
あ
る
〉
と
言
う
。
阿
鞞
跋
致
の
人
が
往
生
す

る
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
娑
婆
で
は
苦
・
楽
・
捨
の
三
を
受
け
る
者
が
、
極
楽
に
往
生
す
る
と
た
だ
楽

受
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
極
楽
と
い
う
処
に
は
苦
受
も
捨
受
も
な
い
か
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
622
）阿
弥
陀
疏
基
に
云
う（『
大
正
蔵
』三
七
、三
一
二
頁
中
～
下
）、「
第
三
に
不
退
転
を
論
ず
る（
原
文
は「
第

―　17　―

三
舒
不
退
転
」。『
阿
弥
陀
経
疏
』
現
行
本
で
は
、「
第
三
次
」
と
な
っ
て
い
る
。（

 419
）（

 730
）
と
同
様
の
例
で
、『
安
養
集
』
の
引
文

の
ほ
う
が
『
阿
弥
陀
経
疏
』
原
本
の
体
裁
に
近
い
と
思
う
。
引
文
末
尾
の
、「
異
本
を
も
っ
て
こ
れ
を
比
校
す
」
と
い
う
細
註
の
意
図

が
う
か
が
わ
れ
る
。
…
…
筆
者
註
）。
問
う
。
極
楽
は
不
退
転
の
世
界
で
あ
る
。
な
ぜ
念
仏
発
願
だ
け
で
断
惑
せ

ず
に
往
生
で
き
る
の
か
。
答
え
。
極
楽
は
地
の
勝
縁
が
強
く
、
し
か
も
そ
の
時
間
が
長
く
、
無
間
に
続
く

か
ら
不
退
な
の
で
あ
る
。
極
楽
に
は
三
悪
道
が
な
く
、
貧
窮
や
生
老
病
死
も
な
く
、
国
土
の
清
ら
か
さ
は

第
六
天
に
も
勝
る
か
ら
、
地
の
勝
縁
が
強
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
縁
が
強
い
と
は
五
退
具
が
な
い
こ
と
を

言
う
。『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
二
七
、三
頁
下
等
）
に
よ
る
と
、
一
に
重
病
に
罹

る
こ
と
が
な
い
、
二
に
遠
行
が
な
い
、
三
に
経
典
を
誦
す
る
こ
と
が
な
い
、
四
に
事
業
を
営
む
こ
と
が
な

い
、
五
に
闘
争
を
仲
裁
す
る
こ
と
が
な
い
と
言
う
。
ま
た
、
女
人
に
欲
望
を
生
ず
る
こ
と
が
な
く
、
六
塵

に
触
れ
て
も
心
が
汚
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
、
悪
友
が
な
く
常
に
菩
薩
と
共
に
い
る
、
常
に
諸
仏
に
供
養
す

る
、
水
・
鳥
・
樹
林
が
み
な
仏
法
を
説
い
て
い
る
等
の
、
強
い
縁
に
よ
っ
て
、
悪
業
を
作
ら
な
い
か
ら
三

途
に
退
か
な
い
の
で
あ
る
。次
に
、そ
の
時
間
が
長
い
と
は
、娑
婆
の
一
劫
が
極
楽
の
一
日
一
夜
に
当
た
り
、

し
か
も
極
楽
の
寿
命
は
無
量
無
辺
阿
僧

劫
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
無
間
と
は
、
勝
れ
た
人
・
法
が
無
間

に
支
え
て
く
れ
る
こ
と
を
言
う
。
ま
た
不
退
転
に
は
三
つ
あ
る
。
一
に
『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
に
は
、
七

住
を
不
退
転
住
と
言
う
。
種
性
の
菩
薩
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
二
に『
弥
勒
所
問
経
論
』（
巻
二
、『
大
正
蔵
』

二
六
、二
三
八
頁
中
）
や
『
大
智
度
論
』（
不
詳
）
に
は
、
菩
薩
が
初
地
に
至
れ
ば
、
見
道
力
に
よ
っ
て
身

見
等
の
煩
悩
を
離
れ
、
菩
提
心
に
相
違
す
る
退
因
を
断
ず
る
か
ら
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
と
言
う
。
三
に

『
菩
提
資
糧
論
』（
巻
三
、『
大
正
蔵
』
三
二
、五
二
七
頁
中
）
に
は
、
無
生
忍
を
得
た
時
に
不
動
地
に
住
し
、

不
退
転
と
な
る
と
言
う
。
七
地
で
無
生
忍
を
得
、
八
地
で
不
退
転
を
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
観
無

量
寿
経
』
に
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
不
退
転
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
は
、
初
地
で
無
生
忍
を
得
て
不
退
転
に

住
す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
断
惑
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
伏
し
て
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
は
で
き
る
の

で
あ
る
。
念
仏
に
よ
っ
て
無
始
以
来
の
悪
業
を
転
じ
て
無
量
の
功
徳
を
生
じ
、
無
量
の
悪
業
を
遮
し
て
三

不
善
根
を
止
め
る
の
で
あ
る
。た
と
え
煩
悩
を
断
ぜ
ず
と
も
極
楽
に
到
り
、そ
の
後
に
煩
悩
を
断
じ
て
徐
々

に
不
退
を
得
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。
異
本
を
も
っ
て
こ
れ
を
比
校
す
（
異
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
）。

（
623
）
群
疑
論
六
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、六
七
頁
下
）、「
問
う
。
往
生
す
れ
ば
み
な
不
退
を
得
る
と

説
か
れ
る
の
に
、『
観
無
量
寿
経
』
上
品
中
生
に
、
往
生
の
後
、
七
日
を
経
て
不
退
転
を
得
る
と
言
う
の

は
な
ぜ
か
。
答
え
。
上
品
中
生
人
は
、
十
信
の
第
五
心
以
前
の
人
で
、
往
生
後
七
日
で
十
信
の
第
六
心
を

得
る
。
そ
の
第
六
心
を
不
退
心
と
呼
ぶ
。
往
生
し
た
時
に
即
座
に
得
る
不
退
は
、
処
不
退
で
あ
る
。
よ
っ

て
矛
盾
は
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
624
）
同
五
に
云
う
（『
群
疑
論
』
巻
五
、『
大
正
蔵
』
四
七
、六
三
頁
上
）、「
問
う
。
小
乗
行
者
は
四
決
択

分
の
善
根
の
中
で
、
煖
は
邪
教
を
受
け
な
い
、
頂
は
善
根
を
断
じ
な
い
、
忍
は
悪
趣
に
生
ま
れ
な
い
、
世

第
一
法
は
必
ず
聖
道
に
入
る
こ
と
を
得
る
。
忍
位
に
お
い
て
は
じ
め
て
悪
趣
に
堕
ち
な
い
の
で
あ
る
。
ま

た
菩
薩
は
利
生
の
た
め
に
三
悪
道
に
留
ま
る
と
言
う
。
な
ぜ
浄
土
に
生
ず
れ
ば
、
極
悪
の
凡
夫
が
一
声
十

声
の
称
名
で
、
三
悪
趣
を
断
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
答
え
。
決
択
分
の
善
根
の
小
乗
人
は
、
穢
土
退

転
の
処
に
住
す
る
の
で
、
通
常
は
忍
位
に
お
い
て
初
め
て
悪
趣
に
堕
ち
な
く
な
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し

説
一
切
有
部
に
は
、
忍
位
の
前
に
悪
趣
に
堕
ち
な
く
な
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
極
楽
に
生
ず
れ
ば
、
処
が

勝
れ
、
常
に
聖
衆
を
見
、
妙
法
を
聞
く
の
で
、
行
願
が
増
進
し
、
悪
業
が
消
滅
し
て
、
悪
縁
が
な
く
な
る

か
ら
、
悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
が
な
く
な
る
。
そ
れ
を
不
退
転
を
得
る
と
言
う
。
願
力
に
よ
っ
て
悪
道
に
留

ま
り
衆
生
を
済
度
す
る
の
は
、
悪
業
に
よ
っ
て
悪
趣
に
堕
ち
る
の
と
は
異
な
る
」（
要
約
）
と
。

（
625
）
同
四
に
云
う
（『
群
疑
論
』
巻
四
、『
大
正
蔵
』
四
七
、五
五
頁
中
～
五
六
頁
上
）、「
問
う
。
経
に
は
、

西
方
に
生
ず
る
者
は
み
な
阿
鞞
跋
致
で
あ
る
と
か
、
た
だ
正
定
聚
の
み
で
邪
定
聚
・
不
定
聚
は
な
い
等
と

言
う
。
阿
鞞
跋
致
は
下
凡
に
あ
ら
ず
、
正
定
聚
は
地
上
の
聖
人
を
言
う
。
退
転
の
凡
夫
が
往
生
し
て
即
座

に
阿
鞞
跋
致
に
至
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
解
釈
し
て
ほ
し
い
。
答
え
。
確
か
に
右
の
経
説
は

義
に
反
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
浄
土
と
穢
土
と
で
は
区
域
が
異
な
り
、
人
の
根
機
も
異
な
る
の
で
、

正
定
聚
の
位
も
同
じ
で
は
な
い
。
阿
鞞
跋
致
に
も
浅
深
が
あ
る
。
娑
婆
穢
土
で
は
退
転
の
者
ば
か
り
で
あ

る
。
諸
経
論
に
よ
る
と
、
四
種
の
退
が
あ
る
と
言
う
。
一
は
信
退
、
二
は
位
退
、
三
は
証
退
、
四
は
行
退

で
あ
る
。
信
退
と
は
、
十
信
の
初
め
の
五
心
位
で
、
邪
見
を
生
じ
善
根
を
断
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
位
退
と

は
、
十
住
の
前
の
六
心
位
で
、
二
乗
に
退
す
る
こ
と
が
あ
る
。
証
退
と
は
、
地
前
の
凡
夫
位
で
、
す
で
に

証
し
た
こ
と
を
失
う
こ
と
が
あ
る
。
行
退
と
は
、
七
地
以
前
の
聖
者
が
、
修
学
・
修
行
を
退
し
て
、
有
漏

の
執
着
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
八
地
の
菩
薩
は
、
第
三
阿
僧
祇
の
修
行
の
段
階
に
入
っ
て
四
種
の
退
な

く
、
有
漏
の
善
・
悪
・
無
記
の
心
を
起
こ
す
こ
と
が
全
く
な
く
な
る
の
で
、
阿
鞞
跋
致
の
菩
薩
と
名
づ
け

る
。
た
だ
し
そ
れ
以
下
で
も
、
た
と
え
ば
初
地
の
菩
薩
は
、
第
二
阿
僧

の
修
行
の
段
階
に
入
り
、
見
道

分
別
の
二
障
を
断
じ
、
遍
満
真
如
を
証
し
て
百
法
明
門
を
得
て
歓
喜
地
に
住
す
る
の
で
、
少
分
の
阿
鞞
跋

致
の
菩
薩
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
に
よ
る
と
、
第
七
住
の
菩
薩
は
二
乗
に
堕
す

る
こ
と
が
な
い
の
で
、
阿
鞞
跋
致
と
呼
ぶ
と
言
う
。『
起
信
論
』（
巻
下
、『
大
正
蔵
』
三
二
、五
八
九
頁
上
）

で
は
、
初
発
心
住
で
位
不
退
に
入
る
と
言
う
。
十
信
の
菩
薩
は
外
凡
と
呼
び
、
菩
薩
の
行
を
退
し
て
三
悪

道
に
堕
す
る
の
で
、
阿
鞞
跋
致
と
は
言
え
な
い
。

　
そ
れ
に
対
し
浄
土
で
は
、
外
凡
の
者
で
も
悪
趣
に
堕
す
る
こ
と
は
な
い
。
よ
っ
て
阿
鞞
跋
致
の
位
に
入

ら
ず
と
も
、
不
退
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
人
中
に
生
ず
れ
ば
、
長
病
・
遠
行
・
和
諍
・
僧
事
・
習

誦
と
い
う
五
種
の
退
具
に
遭
う
。
た
と
え
聖
果
を
得
て
も
退
転
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
天
上
に
生
ず

れ
ば
五
退
縁
が
な
い
か
ら
退
転
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
く
、
浄
土
に
は
退
縁
が
な
い
か
ら
、
外

凡
の
者
で
も
阿
鞞
跋
致
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

　
穢
土
で
は
、
小
乗
の
燸
・
頂
位
や
大
乗
の
十
信
な
ど
は
、
悪
縁
に
遭
え
ば
三
悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
も
あ

る
。
五
逆
を
な
せ
ば
邪
定
聚
で
あ
る
。
し
か
し
も
し
勝
縁
に
遇
え
ば
、
不
退
転
に
入
り
、
正
定
聚
と
呼
ば
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三
舒
不
退
転
」。『
阿
弥
陀
経
疏
』
現
行
本
で
は
、「
第
三
次
」
と
な
っ
て
い
る
。（

 419
）（

 730
）
と
同
様
の
例
で
、『
安
養
集
』
の
引
文

の
ほ
う
が
『
阿
弥
陀
経
疏
』
原
本
の
体
裁
に
近
い
と
思
う
。
引
文
末
尾
の
、「
異
本
を
も
っ
て
こ
れ
を
比
校
す
」
と
い
う
細
註
の
意
図

が
う
か
が
わ
れ
る
。
…
…
筆
者
註
）。
問
う
。
極
楽
は
不
退
転
の
世
界
で
あ
る
。
な
ぜ
念
仏
発
願
だ
け
で
断
惑
せ

ず
に
往
生
で
き
る
の
か
。
答
え
。
極
楽
は
地
の
勝
縁
が
強
く
、
し
か
も
そ
の
時
間
が
長
く
、
無
間
に
続
く

か
ら
不
退
な
の
で
あ
る
。
極
楽
に
は
三
悪
道
が
な
く
、
貧
窮
や
生
老
病
死
も
な
く
、
国
土
の
清
ら
か
さ
は

第
六
天
に
も
勝
る
か
ら
、
地
の
勝
縁
が
強
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
縁
が
強
い
と
は
五
退
具
が
な
い
こ
と
を

言
う
。『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
二
七
、三
頁
下
等
）
に
よ
る
と
、
一
に
重
病
に
罹

る
こ
と
が
な
い
、
二
に
遠
行
が
な
い
、
三
に
経
典
を
誦
す
る
こ
と
が
な
い
、
四
に
事
業
を
営
む
こ
と
が
な

い
、
五
に
闘
争
を
仲
裁
す
る
こ
と
が
な
い
と
言
う
。
ま
た
、
女
人
に
欲
望
を
生
ず
る
こ
と
が
な
く
、
六
塵

に
触
れ
て
も
心
が
汚
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
、
悪
友
が
な
く
常
に
菩
薩
と
共
に
い
る
、
常
に
諸
仏
に
供
養
す

る
、
水
・
鳥
・
樹
林
が
み
な
仏
法
を
説
い
て
い
る
等
の
、
強
い
縁
に
よ
っ
て
、
悪
業
を
作
ら
な
い
か
ら
三

途
に
退
か
な
い
の
で
あ
る
。次
に
、そ
の
時
間
が
長
い
と
は
、娑
婆
の
一
劫
が
極
楽
の
一
日
一
夜
に
当
た
り
、

し
か
も
極
楽
の
寿
命
は
無
量
無
辺
阿
僧

劫
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
無
間
と
は
、
勝
れ
た
人
・
法
が
無
間

に
支
え
て
く
れ
る
こ
と
を
言
う
。
ま
た
不
退
転
に
は
三
つ
あ
る
。
一
に
『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
に
は
、
七

住
を
不
退
転
住
と
言
う
。
種
性
の
菩
薩
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
二
に『
弥
勒
所
問
経
論
』（
巻
二
、『
大
正
蔵
』

二
六
、二
三
八
頁
中
）
や
『
大
智
度
論
』（
不
詳
）
に
は
、
菩
薩
が
初
地
に
至
れ
ば
、
見
道
力
に
よ
っ
て
身

見
等
の
煩
悩
を
離
れ
、
菩
提
心
に
相
違
す
る
退
因
を
断
ず
る
か
ら
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
と
言
う
。
三
に

『
菩
提
資
糧
論
』（
巻
三
、『
大
正
蔵
』
三
二
、五
二
七
頁
中
）
に
は
、
無
生
忍
を
得
た
時
に
不
動
地
に
住
し
、

不
退
転
と
な
る
と
言
う
。
七
地
で
無
生
忍
を
得
、
八
地
で
不
退
転
を
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
観
無

量
寿
経
』
に
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
不
退
転
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
は
、
初
地
で
無
生
忍
を
得
て
不
退
転
に

住
す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
断
惑
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
伏
し
て
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
は
で
き
る
の

で
あ
る
。
念
仏
に
よ
っ
て
無
始
以
来
の
悪
業
を
転
じ
て
無
量
の
功
徳
を
生
じ
、
無
量
の
悪
業
を
遮
し
て
三

不
善
根
を
止
め
る
の
で
あ
る
。た
と
え
煩
悩
を
断
ぜ
ず
と
も
極
楽
に
到
り
、そ
の
後
に
煩
悩
を
断
じ
て
徐
々

に
不
退
を
得
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。
異
本
を
も
っ
て
こ
れ
を
比
校
す
（
異
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
）。

（
623
）
群
疑
論
六
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、六
七
頁
下
）、「
問
う
。
往
生
す
れ
ば
み
な
不
退
を
得
る
と

説
か
れ
る
の
に
、『
観
無
量
寿
経
』
上
品
中
生
に
、
往
生
の
後
、
七
日
を
経
て
不
退
転
を
得
る
と
言
う
の

は
な
ぜ
か
。
答
え
。
上
品
中
生
人
は
、
十
信
の
第
五
心
以
前
の
人
で
、
往
生
後
七
日
で
十
信
の
第
六
心
を

得
る
。
そ
の
第
六
心
を
不
退
心
と
呼
ぶ
。
往
生
し
た
時
に
即
座
に
得
る
不
退
は
、
処
不
退
で
あ
る
。
よ
っ

て
矛
盾
は
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
624
）
同
五
に
云
う
（『
群
疑
論
』
巻
五
、『
大
正
蔵
』
四
七
、六
三
頁
上
）、「
問
う
。
小
乗
行
者
は
四
決
択

分
の
善
根
の
中
で
、
煖
は
邪
教
を
受
け
な
い
、
頂
は
善
根
を
断
じ
な
い
、
忍
は
悪
趣
に
生
ま
れ
な
い
、
世

第
一
法
は
必
ず
聖
道
に
入
る
こ
と
を
得
る
。
忍
位
に
お
い
て
は
じ
め
て
悪
趣
に
堕
ち
な
い
の
で
あ
る
。
ま

た
菩
薩
は
利
生
の
た
め
に
三
悪
道
に
留
ま
る
と
言
う
。
な
ぜ
浄
土
に
生
ず
れ
ば
、
極
悪
の
凡
夫
が
一
声
十

声
の
称
名
で
、
三
悪
趣
を
断
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
答
え
。
決
択
分
の
善
根
の
小
乗
人
は
、
穢
土
退

転
の
処
に
住
す
る
の
で
、
通
常
は
忍
位
に
お
い
て
初
め
て
悪
趣
に
堕
ち
な
く
な
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し

説
一
切
有
部
に
は
、
忍
位
の
前
に
悪
趣
に
堕
ち
な
く
な
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
極
楽
に
生
ず
れ
ば
、
処
が

勝
れ
、
常
に
聖
衆
を
見
、
妙
法
を
聞
く
の
で
、
行
願
が
増
進
し
、
悪
業
が
消
滅
し
て
、
悪
縁
が
な
く
な
る

か
ら
、
悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
が
な
く
な
る
。
そ
れ
を
不
退
転
を
得
る
と
言
う
。
願
力
に
よ
っ
て
悪
道
に
留

ま
り
衆
生
を
済
度
す
る
の
は
、
悪
業
に
よ
っ
て
悪
趣
に
堕
ち
る
の
と
は
異
な
る
」（
要
約
）
と
。

（
625
）
同
四
に
云
う
（『
群
疑
論
』
巻
四
、『
大
正
蔵
』
四
七
、五
五
頁
中
～
五
六
頁
上
）、「
問
う
。
経
に
は
、

西
方
に
生
ず
る
者
は
み
な
阿
鞞
跋
致
で
あ
る
と
か
、
た
だ
正
定
聚
の
み
で
邪
定
聚
・
不
定
聚
は
な
い
等
と

言
う
。
阿
鞞
跋
致
は
下
凡
に
あ
ら
ず
、
正
定
聚
は
地
上
の
聖
人
を
言
う
。
退
転
の
凡
夫
が
往
生
し
て
即
座

に
阿
鞞
跋
致
に
至
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
解
釈
し
て
ほ
し
い
。
答
え
。
確
か
に
右
の
経
説
は

義
に
反
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
浄
土
と
穢
土
と
で
は
区
域
が
異
な
り
、
人
の
根
機
も
異
な
る
の
で
、

正
定
聚
の
位
も
同
じ
で
は
な
い
。
阿
鞞
跋
致
に
も
浅
深
が
あ
る
。
娑
婆
穢
土
で
は
退
転
の
者
ば
か
り
で
あ

る
。
諸
経
論
に
よ
る
と
、
四
種
の
退
が
あ
る
と
言
う
。
一
は
信
退
、
二
は
位
退
、
三
は
証
退
、
四
は
行
退

で
あ
る
。
信
退
と
は
、
十
信
の
初
め
の
五
心
位
で
、
邪
見
を
生
じ
善
根
を
断
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
位
退
と

は
、
十
住
の
前
の
六
心
位
で
、
二
乗
に
退
す
る
こ
と
が
あ
る
。
証
退
と
は
、
地
前
の
凡
夫
位
で
、
す
で
に

証
し
た
こ
と
を
失
う
こ
と
が
あ
る
。
行
退
と
は
、
七
地
以
前
の
聖
者
が
、
修
学
・
修
行
を
退
し
て
、
有
漏

の
執
着
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
八
地
の
菩
薩
は
、
第
三
阿
僧
祇
の
修
行
の
段
階
に
入
っ
て
四
種
の
退
な

く
、
有
漏
の
善
・
悪
・
無
記
の
心
を
起
こ
す
こ
と
が
全
く
な
く
な
る
の
で
、
阿
鞞
跋
致
の
菩
薩
と
名
づ
け

る
。
た
だ
し
そ
れ
以
下
で
も
、
た
と
え
ば
初
地
の
菩
薩
は
、
第
二
阿
僧

の
修
行
の
段
階
に
入
り
、
見
道

分
別
の
二
障
を
断
じ
、
遍
満
真
如
を
証
し
て
百
法
明
門
を
得
て
歓
喜
地
に
住
す
る
の
で
、
少
分
の
阿
鞞
跋

致
の
菩
薩
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
に
よ
る
と
、
第
七
住
の
菩
薩
は
二
乗
に
堕
す

る
こ
と
が
な
い
の
で
、
阿
鞞
跋
致
と
呼
ぶ
と
言
う
。『
起
信
論
』（
巻
下
、『
大
正
蔵
』
三
二
、五
八
九
頁
上
）

で
は
、
初
発
心
住
で
位
不
退
に
入
る
と
言
う
。
十
信
の
菩
薩
は
外
凡
と
呼
び
、
菩
薩
の
行
を
退
し
て
三
悪

道
に
堕
す
る
の
で
、
阿
鞞
跋
致
と
は
言
え
な
い
。

　
そ
れ
に
対
し
浄
土
で
は
、
外
凡
の
者
で
も
悪
趣
に
堕
す
る
こ
と
は
な
い
。
よ
っ
て
阿
鞞
跋
致
の
位
に
入

ら
ず
と
も
、
不
退
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
人
中
に
生
ず
れ
ば
、
長
病
・
遠
行
・
和
諍
・
僧
事
・
習

誦
と
い
う
五
種
の
退
具
に
遭
う
。
た
と
え
聖
果
を
得
て
も
退
転
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
天
上
に
生
ず

れ
ば
五
退
縁
が
な
い
か
ら
退
転
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
く
、
浄
土
に
は
退
縁
が
な
い
か
ら
、
外

凡
の
者
で
も
阿
鞞
跋
致
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

　
穢
土
で
は
、
小
乗
の
燸
・
頂
位
や
大
乗
の
十
信
な
ど
は
、
悪
縁
に
遭
え
ば
三
悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
も
あ

る
。
五
逆
を
な
せ
ば
邪
定
聚
で
あ
る
。
し
か
し
も
し
勝
縁
に
遇
え
ば
、
不
退
転
に
入
り
、
正
定
聚
と
呼
ば
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れ
る
こ
と
も
あ
る
。
正
と
は
涅
槃
の
果
、
定
と
は
無
漏
の
聖
道
を
言
う
。
必
ず
涅
槃
を
証
す
る
者
を
正
定

聚
と
言
う
。
そ
の
他
は
不
定
聚
で
あ
る
。
邪
定
聚
・
正
定
聚
の
両
方
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
者
を
言
う
。

　
極
楽
に
生
ず
れ
ば
、
悪
縁
も
無
間
の
罪
も
な
い
の
で
、
邪
定
聚
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
行
位
は
低
く
て

も
、
勝
縁
に
遇
っ
て
聖
道
を
進
む
の
で
正
定
聚
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
娑
婆
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
は

な
ら
な
い
。
娑
婆
に
お
い
て
は
阿
鞞
跋
致
・
正
定
聚
の
位
に
至
ら
ず
と
も
、
極
楽
に
生
ず
れ
ば
、
み
な
阿

鞞
跋
致
・
正
定
聚
と
な
る
。
極
楽
に
は
退
縁
が
な
く
、
邪
定
聚
を
造
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
626
）
遊
心
安
楽
道
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
一
〇
頁
下
～
一
一
一
頁
上
）、「
諸
仏
が
浄
土
を
勧
め

る
の
は
、
中
下
根
の
者
を
救
う
た
め
で
あ
る
。
娑
婆
は
雑
悪
の
処
で
退
転
の
縁
が
多
く
、
極
楽
は
純
善
の

地
で
仏
道
を
増
進
す
る
の
み
で
退
転
が
な
い
。
だ
か
ら
『
起
信
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
八
三
頁
上
）

に
は
、〈
衆
生
の
中
に
は
、
正
信
を
求
め
な
が
ら
も
、
意
志
薄
弱
の
た
め
に
娑
婆
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
言

い
訳
に
し
て
、
信
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
断
念
し
て
し
ま
う
者
も
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
者
に
は
、
如
来

が
勝
方
便
を
設
け
て
信
心
を
摂
護
し
て
く
だ
さ
る
。
そ
の
勝
方
便
と
は
、
衆
生
が
心
を
専
ら
に
し
て
仏
を

念
ず
る
な
ら
ば
、
そ
の
因
縁
に
よ
っ
て
往
生
を
得
、
常
に
仏
を
見
て
悪
道
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
経
に
は
、
西
方
極
楽
の
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
、
善
根
を
回
向
し
て
往
生
を
願
え
ば
、
即
座

に
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
常
に
仏
を
見
る
か
ら
退
転
し
な
い
の
で
あ
る
。
仏
の
真
如
法
身
を
観

じ
て
常
に
修
行
す
れ
ば
、
必
ず
往
生
し
て
正
定
聚
に
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
〉
と
言
う
。
凡

夫
は
、
た
と
え
念
仏
し
て
も
、
十
住
位
に
至
ら
な
い
う
ち
は
、
本
来
退
転
の
位
に
居
る
。
穢
土
に
居
て
四

退
縁
に
遭
え
ば
退
転
す
る
。
し
か
し
極
楽
に
は
四
種
の
縁
が
あ
っ
て
退
転
し
な
い
。
一
に
、
長
命
で
病
が

な
い
か
ら
退
転
し
な
い
。
穢
土
は
短
命
で
病
が
多
い
か
ら
退
転
す
る
。
二
に
、
諸
仏
菩
薩
が
善
師
と
な
る

か
ら
退
転
し
な
い
。
穢
土
に
は
悪
友
が
多
い
か
ら
退
転
す
る
。
三
に
、
女
人
が
居
ら
ず
、
六
境
（
認
識
の

対
象
）
が
仏
道
増
進
を
促
す
の
で
退
転
し
な
い
。
穢
土
に
は
女
人
が
居
る
か
ら
退
転
す
る
。
四
に
、
善
心

だ
け
し
か
な
い
の
で
退
転
し
な
い
。
穢
土
に
は
悪
心
・
無
記
心
が
あ
る
か
ら
退
転
す
る
。『
阿
弥
陀
経
』『
無

量
寿
経
』
に
は
、
往
生
者
は
み
な
不
退
で
あ
る
と
言
い
、
不
退
人
が
往
生
す
る
と
は
言
わ
な
い
。
娑
婆
で

は
楽
・
苦
・
捨
の
三
受
を
す
べ
て
受
け
る
よ
う
な
者
が
、
極
楽
に
生
ず
れ
ば
、
苦
・
捨
の
二
受
な
く
、
た

だ
楽
受
の
み
と
な
る
。
初
地
以
上
の
菩
薩
は
、
願
え
ば
ど
こ
に
で
も
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
の

教
え
を
勧
め
る
必
要
は
な
い
。
十
住
以
上
は
種
姓
が
決
定
す
る
の
で
、
退
転
の
心
配
は
な
い
の
で
、
こ
の

教
え
の
主
た
る
対
象
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
十
信
以
前
の
凡
夫
は
、
発
心
も
固
ま
ら
ず
、
縁
に
よ
っ
て
浮

沈
す
る
。
そ
ん
な
者
に
、
穢
を
厭
い
浄
を
願
わ
せ
る
た
め
、
仏
は
手
を
差
し
伸
べ
て
勧
め
て
く
だ
さ
る
の

で
あ
る
。
極
楽
は
長
寿
の
世
界
な
の
で
、
一
生
の
修
行
で
初
地
に
至
る
。
娑
婆
は
短
命
な
の
で
ど
れ
ほ
ど

長
く
努
め
て
も
退
転
し
て
し
ま
う
。『
華
厳
経
』
に
は
、
娑
婆
の
一
劫
は
極
楽
の
一
日
一
夜
に
当
た
る
と

言
う
。
さ
ら
に
上
位
の
世
界
も
あ
る
が
、
浄
土
教
の
宗
旨
は
ほ
ぼ
以
上
の
通
り
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
627
）
無
量
寿
論
釈
第
三
に
云
ふ
、「
ま
た
言
ふ
、〈
衆
生
の
生
ず
る
者
、
み
な
こ
れ
阿
毘
跋
致
〉
と
。
此

に
は
不
退
と
名
づ
く
。
お
お
よ
そ
四
種
あ
り
。
一
に
念
不
退
、
謂
く
八
地
已
上
。
二
に
行
不
退
、
謂
く
初

地
已
上
。
三
に
位
不
退
、
謂
く
十
住
の
第
六
心
以
上
、
四
に
処
不
退
、
謂
く
安
楽
浄
土
な
り
。
譬
え
ば
退

種
性
の
人
、
も
し
欲
界
人
中
に
在
り
て
五
退
具
に
逢
へ
ば
す
な
は
ち
退
す
る
も
、
も
し
三
界
天
中
に
生
ず

れ
ば
、
処
所
に
五
退
具
の
縁
な
き
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
永
く
退
せ
ざ
る
が
ご
と
し
。
五
退
具
と
は
、
一
に
は

長
病
、
二
に
は
遠
行
、
三
に
は
誦
経
、
四
に
は
労
事
、
五
に
は
和
諍
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
五
種
は
、
た

だ
人
中
に
の
み
あ
り
。
天
中
に
は
な
き
が
ゆ
ゑ
に
。
誦
経
等
の
三
は
、
入
観
を
廃
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
善
な

り
と
い
へ
ど
も
退
す
。
今
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
一
切
の
凡
夫
、
念
仏
を
修
す
と
い
へ
ど
も
、
未
だ
脩
性

位
に
至
ら
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
こ
れ
退
人
な
り
。
も
し
此
方
に
在
れ
ば
、
五
退
縁
に
逢
ふ
。
こ
の

ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
退
す
。
も
し
安
楽
に
生
ず
れ
ば
、
五
退
縁
な
き
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
退
せ
ず
。
退
縁
と
な

る
は
、
一
に
短
命
多
病
。
二
に
は
諸
女
人
あ
り
、
お
よ
び
六
塵
に
染
せ
ら
る
。
三
に
悪
行
人
あ
り
、
謂
く

悪
知
識
な
り
。
四
に
不
善
心
お
よ
び
無
記
心
あ
り
。
五
に
常
に
仏
に
値
は
ず
。
こ
の
義
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、

経
中
に
は
た
だ
、
往
生
す
る
者
は
不
退
を
得
と
言
ひ
て
、
不
退
人
は
往
生
を
得
と
は
言
は
ず
。
往
生
者
は

み
な
不
退
を
得
と
い
へ
ど
も
、
階
位
に
随
へ
ば
差
別
な
き
に
あ
ら
ず
。
九
品
生
人
に
は
階
位
の
優
劣
あ
っ

て
、
所
得
の
不
退
も
ま
た
殊
異
あ
り
。
八
生
乃
至
一
（
＋
生
？
）
に
阿
耨
菩
提
を
得
と
説
く
は
、
凡
夫
は
分

に
随
っ
て
初
地
を
証
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
三
界
中
分
段
生
死
を
離
れ
て
、
分
に
随
っ
て
よ
く
真
如
仏
性
を
見

る
を
、
菩
提
を
得
と
名
づ
く
。
究
竟
満
足
を
謂
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
如
来
の
方
便
の
涅
槃
も
、
今
ま
た
か
く

の
ご
と
し
。
往
生
は
分
に
随
っ
て
処
不
退
等
を
得
。
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
み
な
こ
れ
阿
鞞
跋
致
と
言
ふ
も
、

必
ず
し
も
初
地
以
上
の
阿
鞞
跋
致
に
あ
ら
ず
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
（
古
逸
）
に
云
う
、「
ま
た
経
に
、〈
往
生
す
る
者
は
み
な

阿
毘
跋
致
で
あ
る
〉
と
言
う
。
阿
鞞
跋
致
は
不
退
の
意
で
あ
る
。
四
種
あ
る
。
一
に
念
不
退
は
八
地
以
上

の
菩
薩
で
あ
る
。
二
に
行
不
退
は
初
地
以
上
の
菩
薩
、
三
に
位
不
退
は
十
住
の
第
六
心
以
上
の
菩
薩
、
四

に
処
不
退
は
安
楽
浄
土
を
言
う
。
退
種
性
の
人
は
、
欲
界
の
人
中
に
居
て
五
退
具
に
遭
う
と
退
転
す
る
け

れ
ど
も
、
も
し
三
界
の
天
中
に
生
ま
れ
る
と
、
そ
の
処
に
は
五
退
具
の
縁
が
な
い
か
ら
永
く
退
転
し
な
い

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
五
退
具
と
は
、
一
に
は
重
病
、
二
に
は
遠
行
、
三
に
は
経
を
誦
す
る
、
四
に
は
事

業
を
営
む
、
五
に
は
諍
論
を
仲
裁
す
る
こ
と
を
言
う
。
こ
れ
ら
五
種
は
人
中
に
だ
け
あ
っ
て
、
天
中
に
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
経
を
誦
す
る
以
下
の
三
つ
は
、
三
昧
に
入
る
こ
と
を
妨
げ
る
か
ら
、
善
事
で
あ
る
け

れ
ど
も
退
縁
と
な
る
。
今
も
同
じ
で
あ
る
。
凡
夫
は
念
仏
を
修
し
て
も
、
未
だ
種
性
位
（
十
住
）
に
到
達

し
て
い
な
い
の
で
、
退
転
の
人
で
あ
る
。
娑
婆
に
居
れ
ば
五
退
縁
に
遭
う
。
そ
う
す
れ
ば
す
ぐ
に
退
転
す

る
。
し
か
し
も
し
極
楽
に
生
ま
れ
た
な
ら
ば
、
五
退
縁
が
な
い
か
ら
退
転
し
な
い
。
退
縁
と
は
、
一
に
短

命
で
病
が
多
い
。
二
に
女
人
が
い
て
欲
望
を
生
ず
る
。
三
に
悪
行
人
す
な
わ
ち
悪
友
が
い
あ
る
。
四
に
不

善
心
・
無
記
心
が
あ
る
。
五
に
常
に
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
経
に
は
、
往
生
す
る
者
は
不

退
を
得
る
と
言
う
が
、不
退
人
が
往
生
で
き
る
と
は
言
わ
な
い
。
往
生
人
は
み
な
不
退
を
得
る
け
れ
ど
も
、
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階
位
に
よ
っ
て
差
別
が
あ
る
。
九
品
生
往
生
人
に
は
階
位
の
優
劣
が
あ
っ
て
、
得
ら
れ
る
不
退
に
も
ま
た

差
が
あ
る
。〈
八
生
乃
至
一
生
で
阿
耨
菩
提
を
得
る
〉（『
法
華
経
論
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』
二
六
九
頁
下
）

と
説
か
れ
る
の
は
、
凡
夫
は
そ
の
分
に
応
じ
て
初
地
を
証
す
る
か
ら
で
あ
る
。
三
界
の
分
段
生
死
を
離
れ

て
、
一
分
の
真
如
仏
性
を
見
る
こ
と
を
、
菩
提
を
得
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
究
竟
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ

と
を
言
う
の
で
は
な
い
。
如
来
の
方
便
の
涅
槃
も
同
じ
で
あ
る
。
往
生
す
れ
ば
、
分
に
応
じ
て
処
不
退
等

を
得
る
の
で
あ
る
。
み
な
阿
鞞
跋
致
と
説
か
れ
る
け
れ
ど
も
、
必
ず
し
も
初
地
以
上
の
阿
鞞
跋
致
を
言
う

の
で
は
な
い
」
と
。

（
628
）
浄
土
論
上
に
云
う
迦
才
（『
大
正
蔵
』
四
七
、八
六
頁
中
）、「
ま
た
西
方
浄
土
に
は
四
種
の
因
縁
が
あ
っ

て
、
た
だ
仏
道
を
増
進
す
る
の
み
で
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
。
一
に
、
長
命
の
た
め
に
退
転
し
な
い
。
穢

土
は
短
命
な
の
で
退
転
す
る
。
二
に
、
諸
仏
菩
薩
が
善
師
と
な
る
か
ら
退
転
し
な
い
。
穢
土
に
は
悪
友
が

多
い
か
ら
退
転
す
る
。
三
に
、
女
人
が
居
ら
ず
、
六
境
が
仏
道
増
進
を
促
す
の
で
退
転
し
な
い
。
穢
土
に

は
女
人
が
居
て
、
六
境
が
仏
道
を
遮
る
の
で
退
転
す
る
。
四
に
、
善
心
だ
け
し
か
な
い
の
で
退
転
し
な
い
。

穢
土
に
は
悪
心
・
無
記
心
が
あ
る
か
ら
退
転
す
る
」（
要
約
）
と
。

（
629
）
同
中
に
十
住
毘
婆
沙
論
を
引
い
て
云
ふ
（
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
中
、『
大
正
蔵
』
四
七
、九
五
頁
上

～
中
）、「
極
楽
の
人
は
命
終
に
　
た
と
え
苦
痛
を
受
け
よ
う
と
　
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
は
な
い
　
ゆ
え
に

阿
弥
陀
を
礼
拝
す
　
も
し
極
楽
に
生
ず
れ
ば
　
餓
鬼
・
畜
生
や
阿
修
羅
に
は
　
決
し
て
堕
ち
る
こ
と
が
な

い
　
よ
っ
て
阿
弥
陀
を
礼
拝
す
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　『
安
養
集
』
巻
九
は
本
末
に
分
け
ら
れ
、
本
に
七
論
題
、
末
に
三
論
題
を
掲
げ
る
。
巻
八
に
続
き
、
全

項
目
が
七
門
の
第
六
「
正
報
」
に
属
す
る
。

　「
78
不
退
」
に
は
、
極
楽
往
生
人
が
阿
鞞
跋
致
あ
る
い
は
不
退
転
に
住
す
る
と
い
う
『
無
量
寿
経
』『
阿

弥
陀
経
』
等
の
教
説
に
依
拠
し
て
、
往
生
人
の
行
位
等
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
二
「
往
生
階
位
」
の
第
四
問
答
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。『
往
生
要
集
』「
往
生
階
位
」
に
は
十
三
番
の
問
答
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
初

め
の
四
番
で
は
凡
夫
往
生
の
可
否
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
一
問
答
で
は
、
初
地
以
上
の
聖
者
は
報
身
報
土
を
感
得
す
る
が
、
凡
夫
向
け
の
浄
土
も
あ
る
と
言
い
、

第
二
問
答
に
は
、極
楽
は
凡
夫
に
も
往
生
可
能
で
あ
る
と
す
る
天
台『
維
摩
疏
』（『
維
摩
経
略
疏
』巻
一
、『
大

正
蔵
』
三
八
、五
六
四
頁
中
）
の
文
を
挙
げ
、
第
三
問
答
で
は
、『
弥
勒
問
経
』
の
説
に
言
及
し
て
凡
夫
所

発
の
厭
穢
願
生
心
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
問
答
に
お
い
て
、
極
楽
に
往
生
し
た
者
は
み
な

不
退
転
の
菩
薩
だ
と
説
か
れ
る
の
で
、
そ
こ
は
凡
夫
の
往
生
す
る
処
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
問
い
を

発
し
、
答
え
て
、
不
退
転
に
は
多
義
が
あ
る
と
言
っ
て
、「
四
不
退
」
を
説
く
『
西
方
要
決
』
の
文
（『
大

正
蔵
』
四
七
、一
〇
七
頁
上
～
中
、
本
項
（
620
）
所
掲
）
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
極
楽
は
「
処

不
退
」
の
浄
土
で
、
凡
夫
に
も
到
達
可
能
な
境
地
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
四
不
退
」
と
い
う
言
葉
は
、す
で
に
良
源
『
九
品
往
生
義
』（『
仏
全
』
二
四
、二
三
七
頁
下
）

に
見
え
る
。『
観
無
量
寿
経
』
上
品
下
生
所
説
の
「
不
退
転
」
を
、「
道
種
（
十
回
向
）
不
退
」
と
判
じ
た

天
台
『
観
経
疏
』
の
文
を
挙
げ
た
後
に
、「
四
不
退
の
義
を
明
か
す
べ
し
」
と
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

出
典
な
ど
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
良
源
が
『
西
方
要
決
』
等
に
説
か
れ
た
「
四
不
退
」
の
説
を
知
っ
て

い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
ま
た
、す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
往
生
要
集
』
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
に
列
挙
さ
れ
た
「
十
楽
」
は
、

往
生
人
が
体
験
す
る
情
景
を
順
に
観
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、『
安
養
集
』
は
そ
の
諸
項
目
を
極
楽
依
正

荘
厳
の
出
拠
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。「
十
楽
」
の
末
尾
に
置
か
れ
た
第
十
「
増
進
仏
道
」
の
項
に
は
、
往

生
人
が
仏
道
の
成
就
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
様
相
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。か

の
極
楽
国
土
の
衆
生
は
、
多
く
の
因
縁
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
畢
竟
じ
て
退
せ
ず
し
て
、
仏
道
に
増
進

す
。
一
に
は
仏
の
悲
願
力
、
常
に
摂
持
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
二
に
は
仏
の
光
、
常
に
照
ら
し
て
菩
提
心

を
増
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
三
に
は
水
・
鳥
・
樹
林
・
風
鈴
等
の
声
、
常
に
念
仏
・
念
法
・
念
僧
の
心
を

生
ぜ
し
む
る
が
ゆ
ゑ
に
。
四
に
は
も
っ
ぱ
ら
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
を
、
も
っ
て
善
友
と
な
し
て
、
外
に

悪
縁
な
く
、
内
に
重
惑
を
伏
せ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
五
に
は
、
寿
命
永
劫
に
し
て
、
仏
と
共
に
斉
等
に
し

て
、
仏
道
を
修
習
す
る
に
、
生
死
の
間
隔
あ
る
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
。

　
こ
こ
に
言
う
不
退
の
五
因
縁
は
、天
台
『
十
疑
論
』（
本
項
（
619
）
所
掲
）
の
説
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、『
安

養
集
』
の
編
者
が
そ
れ
に
気
付
い
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　『
安
養
集
』
が
こ
こ
に
「
78
不
退
」
の
項
を
設
け
た
こ
と
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
が
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
し
『
往
生
要
集
』「
往
生
階
位
」
や
『
九
品
往
生
義
』
が
言
及
し
た
「
四
不
退
」
の
文
や
、
そ
れ
に

関
連
す
る
摂
論
宗
・
法
相
宗
の
見
解
は
、『
安
養
集
』
で
は
後
半
部
分
に
登
場
す
る
。『
安
養
集
』
が
本
項

の
冒
頭
に
出
拠
の
経
文
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、（
613
）『
阿
弥
陀
経
』
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
項
が
、『
阿
弥

陀
経
』
を
出
拠
と
し
、天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』
お
よ
び
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
の
論
述
を
尊
重
す
る
、

天
台
宗
の
論
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

　（
613
）『
阿
弥
陀
経
』
の
、「
み
な
こ
れ
阿
鞞
跋
致
」
と
い
う
教
説
に
対
す
る
釈
文
と
し
て
（
614
）
～

（
616
）
の
三
文
を
挙
げ
、（
617
）
に
は
異
訳
の
経
文
、（
618
）
に
は
そ
の
釈
文
を
挙
げ
る
。

　（
614
）
天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』
は
、
二
乗
は
凡
夫
に
退
か
ず
、
菩
薩
は
小
乗
に
退
か
な
い
こ
と
を
も
っ

て
不
退
の
義
と
し
て
い
る
。

　（
615
）
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
も
不
退
の
義
を
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
天
台
『
十
疑
論
』
に
説
く
不
退

の
五
因
縁
の
説
を
挙
げ
、
次
い
で
『
西
方
要
決
』
所
説
の
処
不
退
の
義
を
紹
介
す
る
。
共
に
す
で
に
『
往
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階
位
に
よ
っ
て
差
別
が
あ
る
。
九
品
生
往
生
人
に
は
階
位
の
優
劣
が
あ
っ
て
、
得
ら
れ
る
不
退
に
も
ま
た

差
が
あ
る
。〈
八
生
乃
至
一
生
で
阿
耨
菩
提
を
得
る
〉（『
法
華
経
論
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』
二
六
九
頁
下
）

と
説
か
れ
る
の
は
、
凡
夫
は
そ
の
分
に
応
じ
て
初
地
を
証
す
る
か
ら
で
あ
る
。
三
界
の
分
段
生
死
を
離
れ

て
、
一
分
の
真
如
仏
性
を
見
る
こ
と
を
、
菩
提
を
得
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
究
竟
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ

と
を
言
う
の
で
は
な
い
。
如
来
の
方
便
の
涅
槃
も
同
じ
で
あ
る
。
往
生
す
れ
ば
、
分
に
応
じ
て
処
不
退
等

を
得
る
の
で
あ
る
。
み
な
阿
鞞
跋
致
と
説
か
れ
る
け
れ
ど
も
、
必
ず
し
も
初
地
以
上
の
阿
鞞
跋
致
を
言
う

の
で
は
な
い
」
と
。

（
628
）
浄
土
論
上
に
云
う
迦
才
（『
大
正
蔵
』
四
七
、八
六
頁
中
）、「
ま
た
西
方
浄
土
に
は
四
種
の
因
縁
が
あ
っ

て
、
た
だ
仏
道
を
増
進
す
る
の
み
で
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
。
一
に
、
長
命
の
た
め
に
退
転
し
な
い
。
穢

土
は
短
命
な
の
で
退
転
す
る
。
二
に
、
諸
仏
菩
薩
が
善
師
と
な
る
か
ら
退
転
し
な
い
。
穢
土
に
は
悪
友
が

多
い
か
ら
退
転
す
る
。
三
に
、
女
人
が
居
ら
ず
、
六
境
が
仏
道
増
進
を
促
す
の
で
退
転
し
な
い
。
穢
土
に

は
女
人
が
居
て
、
六
境
が
仏
道
を
遮
る
の
で
退
転
す
る
。
四
に
、
善
心
だ
け
し
か
な
い
の
で
退
転
し
な
い
。

穢
土
に
は
悪
心
・
無
記
心
が
あ
る
か
ら
退
転
す
る
」（
要
約
）
と
。

（
629
）
同
中
に
十
住
毘
婆
沙
論
を
引
い
て
云
ふ
（
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
中
、『
大
正
蔵
』
四
七
、九
五
頁
上

～
中
）、「
極
楽
の
人
は
命
終
に
　
た
と
え
苦
痛
を
受
け
よ
う
と
　
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
は
な
い
　
ゆ
え
に

阿
弥
陀
を
礼
拝
す
　
も
し
極
楽
に
生
ず
れ
ば
　
餓
鬼
・
畜
生
や
阿
修
羅
に
は
　
決
し
て
堕
ち
る
こ
と
が
な

い
　
よ
っ
て
阿
弥
陀
を
礼
拝
す
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　『
安
養
集
』
巻
九
は
本
末
に
分
け
ら
れ
、
本
に
七
論
題
、
末
に
三
論
題
を
掲
げ
る
。
巻
八
に
続
き
、
全

項
目
が
七
門
の
第
六
「
正
報
」
に
属
す
る
。

　「
78
不
退
」
に
は
、
極
楽
往
生
人
が
阿
鞞
跋
致
あ
る
い
は
不
退
転
に
住
す
る
と
い
う
『
無
量
寿
経
』『
阿

弥
陀
経
』
等
の
教
説
に
依
拠
し
て
、
往
生
人
の
行
位
等
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
二
「
往
生
階
位
」
の
第
四
問
答
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。『
往
生
要
集
』「
往
生
階
位
」
に
は
十
三
番
の
問
答
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
初

め
の
四
番
で
は
凡
夫
往
生
の
可
否
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
一
問
答
で
は
、
初
地
以
上
の
聖
者
は
報
身
報
土
を
感
得
す
る
が
、
凡
夫
向
け
の
浄
土
も
あ
る
と
言
い
、

第
二
問
答
に
は
、極
楽
は
凡
夫
に
も
往
生
可
能
で
あ
る
と
す
る
天
台『
維
摩
疏
』（『
維
摩
経
略
疏
』巻
一
、『
大

正
蔵
』
三
八
、五
六
四
頁
中
）
の
文
を
挙
げ
、
第
三
問
答
で
は
、『
弥
勒
問
経
』
の
説
に
言
及
し
て
凡
夫
所

発
の
厭
穢
願
生
心
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
問
答
に
お
い
て
、
極
楽
に
往
生
し
た
者
は
み
な

不
退
転
の
菩
薩
だ
と
説
か
れ
る
の
で
、
そ
こ
は
凡
夫
の
往
生
す
る
処
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
問
い
を

発
し
、
答
え
て
、
不
退
転
に
は
多
義
が
あ
る
と
言
っ
て
、「
四
不
退
」
を
説
く
『
西
方
要
決
』
の
文
（『
大

正
蔵
』
四
七
、一
〇
七
頁
上
～
中
、
本
項
（
620
）
所
掲
）
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
極
楽
は
「
処

不
退
」
の
浄
土
で
、
凡
夫
に
も
到
達
可
能
な
境
地
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
四
不
退
」
と
い
う
言
葉
は
、す
で
に
良
源
『
九
品
往
生
義
』（『
仏
全
』
二
四
、二
三
七
頁
下
）

に
見
え
る
。『
観
無
量
寿
経
』
上
品
下
生
所
説
の
「
不
退
転
」
を
、「
道
種
（
十
回
向
）
不
退
」
と
判
じ
た

天
台
『
観
経
疏
』
の
文
を
挙
げ
た
後
に
、「
四
不
退
の
義
を
明
か
す
べ
し
」
と
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

出
典
な
ど
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
良
源
が
『
西
方
要
決
』
等
に
説
か
れ
た
「
四
不
退
」
の
説
を
知
っ
て

い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
ま
た
、す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
往
生
要
集
』
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
に
列
挙
さ
れ
た
「
十
楽
」
は
、

往
生
人
が
体
験
す
る
情
景
を
順
に
観
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、『
安
養
集
』
は
そ
の
諸
項
目
を
極
楽
依
正

荘
厳
の
出
拠
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。「
十
楽
」
の
末
尾
に
置
か
れ
た
第
十
「
増
進
仏
道
」
の
項
に
は
、
往

生
人
が
仏
道
の
成
就
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
様
相
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。か

の
極
楽
国
土
の
衆
生
は
、
多
く
の
因
縁
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
畢
竟
じ
て
退
せ
ず
し
て
、
仏
道
に
増
進

す
。
一
に
は
仏
の
悲
願
力
、
常
に
摂
持
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
二
に
は
仏
の
光
、
常
に
照
ら
し
て
菩
提
心

を
増
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
三
に
は
水
・
鳥
・
樹
林
・
風
鈴
等
の
声
、
常
に
念
仏
・
念
法
・
念
僧
の
心
を

生
ぜ
し
む
る
が
ゆ
ゑ
に
。
四
に
は
も
っ
ぱ
ら
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
を
、
も
っ
て
善
友
と
な
し
て
、
外
に

悪
縁
な
く
、
内
に
重
惑
を
伏
せ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
五
に
は
、
寿
命
永
劫
に
し
て
、
仏
と
共
に
斉
等
に
し

て
、
仏
道
を
修
習
す
る
に
、
生
死
の
間
隔
あ
る
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
。

　
こ
こ
に
言
う
不
退
の
五
因
縁
は
、天
台
『
十
疑
論
』（
本
項
（
619
）
所
掲
）
の
説
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、『
安

養
集
』
の
編
者
が
そ
れ
に
気
付
い
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　『
安
養
集
』
が
こ
こ
に
「
78
不
退
」
の
項
を
設
け
た
こ
と
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
が
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
し
『
往
生
要
集
』「
往
生
階
位
」
や
『
九
品
往
生
義
』
が
言
及
し
た
「
四
不
退
」
の
文
や
、
そ
れ
に

関
連
す
る
摂
論
宗
・
法
相
宗
の
見
解
は
、『
安
養
集
』
で
は
後
半
部
分
に
登
場
す
る
。『
安
養
集
』
が
本
項

の
冒
頭
に
出
拠
の
経
文
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、（
613
）『
阿
弥
陀
経
』
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
項
が
、『
阿
弥

陀
経
』
を
出
拠
と
し
、天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』
お
よ
び
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
の
論
述
を
尊
重
す
る
、

天
台
宗
の
論
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

　（
613
）『
阿
弥
陀
経
』
の
、「
み
な
こ
れ
阿
鞞
跋
致
」
と
い
う
教
説
に
対
す
る
釈
文
と
し
て
（
614
）
～

（
616
）
の
三
文
を
挙
げ
、（
617
）
に
は
異
訳
の
経
文
、（
618
）
に
は
そ
の
釈
文
を
挙
げ
る
。

　（
614
）
天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』
は
、
二
乗
は
凡
夫
に
退
か
ず
、
菩
薩
は
小
乗
に
退
か
な
い
こ
と
を
も
っ

て
不
退
の
義
と
し
て
い
る
。

　（
615
）
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
も
不
退
の
義
を
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
天
台
『
十
疑
論
』
に
説
く
不
退

の
五
因
縁
の
説
を
挙
げ
、
次
い
で
『
西
方
要
決
』
所
説
の
処
不
退
の
義
を
紹
介
す
る
。
共
に
す
で
に
『
往
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生
要
集
』
に
言
及
さ
れ
た
説
で
あ
る
。
加
え
て
源
信
は
、天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』
の
見
解
を
批
判
し
て
、

最
終
的
に
は
す
べ
て
の
往
生
人
が
大
乗
に
回
入
す
る
と
述
べ
、
そ
の
証
左
と
し
て
『
十
疑
論
』
と
『
称
讃

浄
土
経
』
の
文
を
挙
げ
て
い
る
。

　（
616
）
元
暁
『
阿
弥
陀
経
疏
』
に
は
、
往
生
人
が
不
退
転
を
得
る
の
は
如
来
の
智
慧
の
働
き
に
よ
る
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　（
617
）
は
（
615
）
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
に
言
及
さ
れ
た
『
称
讃
浄
土
経
』
の
文
、（
618
）
靖
邁
『
称

讃
浄
土
経
疏
』
は
そ
の
釈
文
で
あ
る
。

　（
619
）『
十
疑
論
』
は
、（
615
）
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
が
不
退
の
義
を
論
ず
る
に
当
た
っ
て
最
初
に

引
用
し
た
文
の
全
容
で
あ
り
、
ま
た
『
往
生
要
集
』「
増
進
仏
道
」
の
論
述
の
出
拠
で
も
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
の
七
文
は
、（
615
）
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
の
論
述
を
拠
り
所
と
し
て
、
そ
の
関
連
の
要

文
を
集
め
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
文
に
よ
る
と
、源
信
が
、天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』
よ
り
も
『
十

疑
論
』
を
重
視
し
た
こ
と
、
そ
の
理
由
は
極
楽
往
生
人
は
み
な
大
乗
に
回
入
す
る
と
見
た
た
め
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
中
（
616
）
元
暁
『
阿
弥
陀
経
疏
』
だ
け
は
、
源
信
が
言
及
し
な
か
っ
た
文
で
あ
る
。

元
暁
は
世
親『
浄
土
論
』を
用
い
て
極
楽
が
如
来
の
智
慧
界
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。あ
る
い
は『
安

養
集
』
の
編
者
は
、
こ
の
元
暁
の
立
場
が
、
往
生
人
は
み
な
大
乗
に
回
入
す
る
と
見
る
源
信
の
主
張
と
軌

を
一
に
し
て
い
る
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
に
掲
げ
ら
れ
た
（
620
）『
西
方
要
決
』
は
、
源
信
が
『
往
生
要
集
』「
往
生
階
位
」
や
『
阿
弥
陀
経
略

記
』
に
依
用
し
た
文
で
あ
り
、
四
不
退
・
五
退
具
・
五
退
縁
な
ど
が
紹
介
さ
て
い
る
。
こ
れ
以
下
の
十
文

は
、
源
信
が
重
視
し
た
『
西
方
要
決
』
の
論
述
に
関
連
す
る
要
文
だ
と
言
え
る
。

　（
621
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、
四
不
退
・
五
退
具
・
五
退
縁
を
紹
介
し
た
最
初
の
文
献
で
あ
る
。
そ
れ

を
踏
襲
し
た
の
が
（
620
）『
西
方
要
決
』
で
あ
る
が
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、
出
典
や
細
部
の
記
述
に
相

違
が
あ
り
、
そ
れ
が
議
論
の
的
と
な
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
特
に
『
西
方
要
決
』
が
四
不
退
の
出
典

と
し
て
挙
げ
た
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
は
間
違
い
で
あ
り
、
問
題
視
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　（
622
）
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』
は
、『
西
方
要
決
』
と
同
じ
く
、基
の
名
を
騙
る
偽
書
で
あ
る
。『
安
養
集
』

の
編
者
た
ち
に
偽
撰
の
認
識
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
が
、（
620
）『
西
方
要
決
』
や
（
621
）
迦
才
『
浄
土

論
』
と
の
類
似
点
や
、
細
部
の
相
違
点
は
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　（
623
）
～
（
625
）『
群
疑
論
』
は
、
迦
才
『
浄
土
論
』
の
説
を
承
け
て
、
不
退
の
義
を
行
位
論
の
観
点
か

ら
論
じ
て
い
る
。（
620
）
～
（
622
）
の
理
解
の
た
め
に
は
有
効
な
文
で
あ
る
と
言
え
る
。

　（
626
）『
遊
心
安
楽
道
』
は
、
迦
才
『
浄
土
論
』
を
全
面
的
に
踏
襲
し
た
文
で
あ
り
、
こ
の
書
が
元
暁
の

撰
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
記
述
の
一
つ
で
あ
る
。そ
の
一
部
が
、後
に（
628
）に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、『
安

養
集
』
の
編
者
が
両
書
の
相
似
に
気
付
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
文
に
よ
っ
て
『
遊
心
安
楽

道
』
の
偽
撰
を
論
じ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
（
621
）（
628
）
迦
才
『
浄
土
論
』
と
の
関

連
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　（
627
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
は
、
四
不
退
・
五
退
具
・
五
退
縁
を
紹
介
す
る
文
で
、『
西
方
要
決
』

や
迦
才
『
浄
土
論
』
と
の
関
連
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
で
あ
る
と
言
え
る
。

　（
628
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、
先
述
の
通
り
（
626
）
と
の
関
連
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
で
あ
る
。

　（
629
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、（
621
）（
628
）
の
補
説
で
あ
る
と
も
言
え
る
が
、『
十
住
毘
婆
沙
論
』
易
行

品
（
巻
五
、『
大
正
蔵
』
二
六
、四
三
頁
上
）
の
教
説
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
（
620
）『
西

方
要
決
』
に
見
え
る
出
典
の
誤
り
に
つ
い
て
論
ず
る
た
め
の
要
文
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
「
78
不
退
」
は
、
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
お
よ
び
『
往
生
要
集
』「
往
生
階
位
」「
増
進
仏
道
」

を
拠
り
所
と
し
て
、天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』『
十
疑
論
』、伝
基
『
西
方
要
決
』
等
の
見
解
を
整
理
し
、「
不

退
転
」
と
い
う
浄
土
教
教
理
の
重
要
語
句
を
、
天
台
宗
の
立
場
か
ら
論
ず
る
た
め
の
資
料
を
揃
え
た
項
目

で
あ
る
と
言
え
る
。

79
　
菩
薩
徳
行

（
630
）無
量
寿
経
下
に
云
う（『
大
正
蔵
』一
二
、二
七
三
頁
下
～
二
七
四
頁
中
）、「
仏
が
阿
難
に
お
っ
し
ゃ
っ

た
。〈
極
楽
に
生
れ
た
菩
薩
た
ち
は
、
常
に
正
し
い
法
を
説
き
述
べ
る
。
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
ど
こ
へ
で
も
思
い
の
ま
ま
に
行
き
、
自
他
の
区
別
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
者
を
利
益
す
る
。
常
に
穏
や

か
で
清
ら
か
で
、
仏
道
を
求
め
て
怠
る
こ
と
な
く
、
仏
眼
を
得
て
真
如
を
悟
り
、
智
慧
を
極
め
て
説
法
す

る
。
空
を
知
る
智
慧
を
得
て
、
衆
生
の
苦
悩
を
除
き
、
大
乗
の
教
え
を
極
め
て
、
衆
生
を
彼
岸
に
導
く
。

そ
の
智
慧
は
大
海
の
よ
う
に
深
広
で
あ
り
、
禅
定
は
須
弥
山
の
よ
う
に
不
動
で
あ
る
。
雪
山
の
よ
う
に
諸

功
徳
を
照
ら
し
、
大
地
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
載
せ
、
浄
水
の
よ
う
に
煩
悩
の
穢
れ
を
除
き
、
火
王

の
よ
う
に
煩
悩
の
薪
を
焼
き
尽
く
し
、
大
風
の
よ
う
に
ど
こ
に
で
も
達
し
、
虚
空
の
よ
う
に
何
も
の
に
も

と
ら
わ
れ
ず
、
蓮
華
の
よ
う
に
世
俗
に
染
ま
ら
ず
、
大
き
な
乗
り
物
の
よ
う
に
多
く
の
人
を
乗
せ
て
迷
い

の
世
界
か
ら
救
い
出
し
、
重
雲
の
よ
う
に
雷
鳴
を
と
ど
ろ
か
せ
て
人
々
を
目
覚
め
さ
せ
、
大
雨
の
よ
う
に

甘
露
の
教
え
を
注
ぎ
、
金
剛
山
に
よ
う
に
外
道
を
調
伏
し
、
梵
天
王
の
よ
う
に
人
々
を
導
き
、
尼
拘
類
樹

の
よ
う
に
す
べ
て
の
も
の
を
覆
い
、
優
曇
華
の
よ
う
に
希
有
で
あ
り
、
金
翅
鳥
の
よ
う
に
外
道
を
威
伏
し
、

鳥
の
よ
う
に
蓄
え
ず
、
牛
王
の
よ
う
に
何
に
も
負
け
ず
、
象
王
の
よ
う
に
す
べ
て
を
調
伏
し
、
獅
子
王
の

よ
う
に
何
も
恐
れ
ず
、
虚
空
の
よ
う
に
平
等
に
慈
し
む
。
世
を
照
ら
す
灯
と
な
り
、
人
々
の
福
田
と
な
っ

て
、
常
に
人
々
を
導
き
、
愛
憎
や
喜
憂
の
心
な
く
、
群
生
を
安
ん
ず
る
の
で
、
み
な
に
尊
敬
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
煩
悩
の
穢
れ
を
滅
し
、
神
通
力
を
得
て
、
あ
ら
ゆ
る
能
力
を
身
に
つ
け
、
あ
ら
ゆ
る
修
行
を
成
就

し
て
、
声
聞
・
縁
覚
の
境
地
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
百
千
万
劫
か
け
て
も
す
べ
て
を
説
き
尽
く
す
こ

と
は
で
き
な
い
〉｣
（
要
約
）
と
。
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【
考
察
】

　「
79
菩
薩
徳
行
」
に
掲
げ
ら
れ
た
要
文
は
、（
630
）『
無
量
寿
経
』
巻
下
、衆
生
往
生
果
の
文
だ
け
で
あ
る
。

極
楽
に
往
生
し
た
菩
薩
衆
が
、
自
在
の
仏
事
を
行
う
こ
と
を
説
く
部
分
で
あ
る
。

　
そ
の
教
説
に
関
連
す
る
記
述
を
『
往
生
要
集
』
に
求
め
る
と
、
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
十
「
増

進
仏
道
」
に
わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
る
。「
十
楽
」
の
末
尾
、
前
項
「
78
不
退
」
で
取
り
上
げ
た
箇
所
の
直

後
で
あ
る
。
極
楽
の
菩
薩
が
仏
道
に
邁
進
で
き
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
、
源
信
は
天
台
『
十
疑
論
』
よ
り

不
退
の
五
因
縁
の
説
を
抄
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
続
き
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
因
縁
に
よ
り
て
、
彼
土
の
衆
生
は
、
あ
ら
ゆ
る
万
物
に
お
い
て
、
我
・
我
所
の
心
な
し
。
去
来

進
止
に
心
係
く
る
と
こ
ろ
な
し
。
諸
の
衆
生
に
お
い
て
大
悲
心
を
得
、
自
然
に
増
進
し
て
、
無
生
忍

を
悟
り
、
究
竟
し
て
必
ず
一
生
補
処
に
至
り
、
乃
至
速
や
か
に
無
上
菩
提
を
証
す
。
衆
生
の
た
め
の

ゆ
ゑ
に
、
八
相
を
示
現
し
、
縁
に
随
ひ
、
厳
浄
の
国
土
に
あ
り
て
妙
法
輪
を
転
じ
、
諸
の
衆
生
を
度

す
。
諸
の
衆
生
を
し
て
そ
の
国
を
欣
求
せ
し
む
る
こ
と
、
我
、
今
日
、
極
楽
を
志
願
す
る
が
ご
と
く

す
。
ま
た
十
方
に
往
き
て
衆
生
を
引
接
す
る
こ
と
、
弥
陀
仏
の
大
悲
の
本
願
の
ご
と
く
あ
ら
ん
。
か

く
の
ご
と
き
利
益
、
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
。

　
源
信
は
「
増
進
仏
道
」
の
記
述
の
出
典
と
し
て
『
無
量
寿
経
』
と
『
十
疑
論
』
と
を
挙
げ
て
い
る
。『
十

疑
論
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
不
退
の
五
因
縁
を
説
く
部
分
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
に
完
全
に
一
致
す
る

文
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
右
に
挙
げ
た
箇
所
は
、
極
楽
の
菩
薩
が
智
慧
・
慈
悲
を
成
満
し
て
仏
と
等
し
い

活
動
を
す
る
と
述
べ
た
（
630
）『
無
量
寿
経
』
の
文
と
同
意
で
あ
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　『
安
養
集
』
は
、『
往
生
要
集
』「
十
楽
」
の
最
終
「
増
進
仏
道
」
の
出
拠
を
求
め
て
、（
630
）『
無
量
寿
経
』

の
文
を
見
出
し
、
こ
こ
に
一
論
題
を
設
け
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

80
　
観
音
勢
至

（
631
）平
等
覚
経
下
に
云
う（
巻
三
、『
大
正
蔵
』一
二
、二
九
一
頁
上
）、「
無
量
清
浄
仏
が
般
泥
洹
さ
れ
た
後
、

廅
樓
亘
（
観
音
）
菩
薩
が
即
座
に
作
仏
し
て
一
切
衆
生
を
教
導
さ
れ
る
。
そ
の
福
徳
は
無
量
清
浄
仏
に
等

し
い
。
無
央
数
劫
の
間
止
住
さ
れ
た
後
に
般
泥
洹
さ
れ
る
と
、
次
に
は
、
摩
訶
那
鉢
（
勢
至
）
菩
薩
が
作

仏
し
て
主
導
さ
れ
る
。
そ
の
福
徳
も
無
量
清
浄
仏
に
等
し
く
、
ま
た
無
央
数
劫
の
間
止
住
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
教
導
が
途
絶
え
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
632
）
讃
阿
弥
陀
仏
偈
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、四
二
一
頁
下
）、「
観
音
・
勢
至
の
二
菩
薩
が
　
聖
衆

の
首
座
に
ま
し
ま
し
て
　
慈
光
は
る
か
に
照
ら
し
て
は
　
仏
の
教
化
を
幇
助
す
る
　
潮う
し
おの
よ
う
に
休
み
な

く
　
一
切
衆
生
に
手
を
延
べ
る
　
観
音
・
勢
至
の
二
菩
薩
に
　
一
心
稽
首
礼
拝
す
」（
要
約
）
と
。

（
633
）
浄
土
論
中
に
云
う
迦
才
（『
大
正
蔵
』
四
七
、九
五
頁
下
～
九
六
頁
上
）、「
観
音
・
勢
至
は
名
高
く

て
　
功
徳
も
智
慧
も
な
ら
び
な
く
　
一
切
衆
生
を
救
う
ゆ
え
　
一
心
稽
首
敬
礼
す
　
無
明
長
夜
の
闇
の
中

　
慈
父
の
ご
と
く
に
現
れ
て
　
私
ひ
と
り
を
救
う
ゆ
え
　
そ
の
灯
火
を
敬
礼
す
　
南
無
観
音
大
勢
至
　
娑

婆
の
群
生
救
お
う
と
　
天
冠
化
仏
を
頂
戴
す
　
そ
の
は
た
ら
き
を
敬
礼
す
　
三
千
世
界
を
揺
る
が
し
て
　

進
め
ば
蓮
華
が
足
を
承
け
　
宝
手
を
衆
生
に
差
し
伸
べ
る
　
そ
の
や
さ
し
さ
を
敬
礼
す
　
久
遠
の
過
去
か

ら
未
来
ま
で
　
弥
陀
を
助
け
る
誓
い
立
て
　
衆
生
に
ま
じ
わ
り
法
を
説
く
　
ゆ
え
に
一
心
礼
拝
す
　
ど
こ

に
居
よ
う
と
探
し
だ
し
　
極
楽
浄
土
に
往
か
そ
う
と
　
慈
父
の
ご
と
く
に
哀
愍
す
　
ゆ
え
に
一
心
礼
拝
す

　
蓮
華
台
に
ま
し
ま
し
て
　
大
海
照
ら
す
須
弥
の
よ
う
　
衆
生
の
心
を
和
ま
せ
る
　
一
心
に
仏
を
恭
敬
す

　
我
は
修
多
羅
に
随
順
し
　
観
音
の
功
徳
讃
え
る
が
　
讃
え
尽
く
せ
る
も
の
じ
ゃ
な
い
　
ゆ
え
に
一
心
礼

拝
す
　
観
音
・
勢
至
を
称
讃
し
　
十
方
菩
薩
を
称
讃
し
　
そ
の
功
徳
を
み
な
回
向
し
て
　
衆
生
と
と
も
に

往
生
せ
ん
」（
要
約
）
と
。

（
634
）
平
等
覚
経
上
に
云
う
（
巻
二
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
八
八
頁
中
～
下
）、「
弥
陀
、
廅か

ん
の
ん

樓
亘
に
説
き

た
ま
う
　
須ご
く
ら
く

阿
提
に
来
る
諸
菩
薩
は
　
神
通
力
を
身
に
つ
け
て
　
宿
命
を
す
べ
て
知
る
だ
ろ
う
　
汝
に
記

別
を
授
け
よ
う
　
我
が
本
願
は
成
就
せ
り
　
我
が
法
を
聞
く
者
を
み
な
　
た
だ
ち
に
浄
土
に
迎
え
取
り
　

不
退
の
位
に
定
め
よ
う
　
そ
し
て
浄
土
の
建
立
と
　
衆
生
の
済
度
を
願
わ
せ
よ
う
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　「
80
観
音
勢
至
」
に
は
、
極
楽
の
聖
衆
の
代
表
格
で
あ
る
観
音
・
勢
至
二
菩
薩
の
活
動
に
つ
い
て
論
ず

る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　『
往
生
要
集
』
に
は
随
所
に
観
音
・
勢
至
二
菩
薩
へ
の
言
及
が
見
え
る
。
た
と
え
ば
「
欣
求
浄
土
」
で

は
、
第
一
「
聖
衆
来
迎
」
の
項
に
、
来
迎
衆
の
先
頭
の
二
菩
薩
の
姿
を
、
主
と
し
て
『
観
無
量
寿
経
』
に

よ
っ
て
示
し
、
第
二
「
蓮
華
初
開
」
で
は
、
仏
の
左
右
に
侍
す
る
二
菩
薩
の
姿
を
、
や
は
り
『
観
無
量
寿

経
』に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
ま
た
第
七「
聖
衆
倶
会
」で
は
、極
楽
の
諸
菩
薩
の
活
動
を
紹
介
す
る
中
に
、

観
音
・
勢
至
の
衆
生
済
度
の
働
き
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
次
の
第
八
「
見
仏
聞
法
」
に
は
、『
無
量
寿
経
』

『
平
等
覚
経
』
に
よ
っ
て
、
二
菩
薩
が
仏
の
左
右
に
坐
し
て
仏
と
議
論
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
大
文
第
三
「
極
楽
証
拠
」
の
第
一
「
対
十
方
」
の
項
で
は
、『
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
、
二

菩
薩
が
娑
婆
で
修
行
し
て
極
楽
に
往
生
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。ほ
か
に
も
散
見
す
る
が
、『
往
生
要
集
』

で
は
、
特
に
観
音
・
勢
至
を
主
題
と
し
た
論
述
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
源
信
も
自
覚
し
て
い

た
よ
う
で
、
大
文
第
四
「
正
修
念
仏
」
の
第
四
「
観
察
門
」
の
末
尾
に
、「
問
ふ
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
観
音
・

勢
至
を
観
ぜ
ざ
る
や
。
答
ふ
。
略
せ
る
が
ゆ
ゑ
に
述
せ
ず
。
仏
を
念
じ
を
は
り
て
後
は
、
二
菩
薩
を
観
ず

べ
し
。
あ
る
い
は
名
号
を
称
せ
よ
。
多
少
は
意
に
随
へ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　『
安
養
集
』
は
、
そ
の
源
信
の
指
示
を
承
け
て
、
こ
こ
に
観
音
・
勢
至
二
菩
薩
を
主
題
と
す
る
論
題
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【
考
察
】

　「
79
菩
薩
徳
行
」
に
掲
げ
ら
れ
た
要
文
は
、（
630
）『
無
量
寿
経
』
巻
下
、衆
生
往
生
果
の
文
だ
け
で
あ
る
。

極
楽
に
往
生
し
た
菩
薩
衆
が
、
自
在
の
仏
事
を
行
う
こ
と
を
説
く
部
分
で
あ
る
。

　
そ
の
教
説
に
関
連
す
る
記
述
を
『
往
生
要
集
』
に
求
め
る
と
、
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
十
「
増

進
仏
道
」
に
わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
る
。「
十
楽
」
の
末
尾
、
前
項
「
78
不
退
」
で
取
り
上
げ
た
箇
所
の
直

後
で
あ
る
。
極
楽
の
菩
薩
が
仏
道
に
邁
進
で
き
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
、
源
信
は
天
台
『
十
疑
論
』
よ
り

不
退
の
五
因
縁
の
説
を
抄
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
続
き
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
因
縁
に
よ
り
て
、
彼
土
の
衆
生
は
、
あ
ら
ゆ
る
万
物
に
お
い
て
、
我
・
我
所
の
心
な
し
。
去
来

進
止
に
心
係
く
る
と
こ
ろ
な
し
。
諸
の
衆
生
に
お
い
て
大
悲
心
を
得
、
自
然
に
増
進
し
て
、
無
生
忍

を
悟
り
、
究
竟
し
て
必
ず
一
生
補
処
に
至
り
、
乃
至
速
や
か
に
無
上
菩
提
を
証
す
。
衆
生
の
た
め
の

ゆ
ゑ
に
、
八
相
を
示
現
し
、
縁
に
随
ひ
、
厳
浄
の
国
土
に
あ
り
て
妙
法
輪
を
転
じ
、
諸
の
衆
生
を
度

す
。
諸
の
衆
生
を
し
て
そ
の
国
を
欣
求
せ
し
む
る
こ
と
、
我
、
今
日
、
極
楽
を
志
願
す
る
が
ご
と
く

す
。
ま
た
十
方
に
往
き
て
衆
生
を
引
接
す
る
こ
と
、
弥
陀
仏
の
大
悲
の
本
願
の
ご
と
く
あ
ら
ん
。
か

く
の
ご
と
き
利
益
、
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
。

　
源
信
は
「
増
進
仏
道
」
の
記
述
の
出
典
と
し
て
『
無
量
寿
経
』
と
『
十
疑
論
』
と
を
挙
げ
て
い
る
。『
十

疑
論
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
不
退
の
五
因
縁
を
説
く
部
分
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
に
完
全
に
一
致
す
る

文
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
右
に
挙
げ
た
箇
所
は
、
極
楽
の
菩
薩
が
智
慧
・
慈
悲
を
成
満
し
て
仏
と
等
し
い

活
動
を
す
る
と
述
べ
た
（
630
）『
無
量
寿
経
』
の
文
と
同
意
で
あ
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　『
安
養
集
』
は
、『
往
生
要
集
』「
十
楽
」
の
最
終
「
増
進
仏
道
」
の
出
拠
を
求
め
て
、（
630
）『
無
量
寿
経
』

の
文
を
見
出
し
、
こ
こ
に
一
論
題
を
設
け
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

80
　
観
音
勢
至

（
631
）平
等
覚
経
下
に
云
う（
巻
三
、『
大
正
蔵
』一
二
、二
九
一
頁
上
）、「
無
量
清
浄
仏
が
般
泥
洹
さ
れ
た
後
、

廅
樓
亘
（
観
音
）
菩
薩
が
即
座
に
作
仏
し
て
一
切
衆
生
を
教
導
さ
れ
る
。
そ
の
福
徳
は
無
量
清
浄
仏
に
等

し
い
。
無
央
数
劫
の
間
止
住
さ
れ
た
後
に
般
泥
洹
さ
れ
る
と
、
次
に
は
、
摩
訶
那
鉢
（
勢
至
）
菩
薩
が
作

仏
し
て
主
導
さ
れ
る
。
そ
の
福
徳
も
無
量
清
浄
仏
に
等
し
く
、
ま
た
無
央
数
劫
の
間
止
住
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
教
導
が
途
絶
え
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
632
）
讃
阿
弥
陀
仏
偈
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、四
二
一
頁
下
）、「
観
音
・
勢
至
の
二
菩
薩
が
　
聖
衆

の
首
座
に
ま
し
ま
し
て
　
慈
光
は
る
か
に
照
ら
し
て
は
　
仏
の
教
化
を
幇
助
す
る
　
潮う
し
おの
よ
う
に
休
み
な

く
　
一
切
衆
生
に
手
を
延
べ
る
　
観
音
・
勢
至
の
二
菩
薩
に
　
一
心
稽
首
礼
拝
す
」（
要
約
）
と
。

（
633
）
浄
土
論
中
に
云
う
迦
才
（『
大
正
蔵
』
四
七
、九
五
頁
下
～
九
六
頁
上
）、「
観
音
・
勢
至
は
名
高
く

て
　
功
徳
も
智
慧
も
な
ら
び
な
く
　
一
切
衆
生
を
救
う
ゆ
え
　
一
心
稽
首
敬
礼
す
　
無
明
長
夜
の
闇
の
中

　
慈
父
の
ご
と
く
に
現
れ
て
　
私
ひ
と
り
を
救
う
ゆ
え
　
そ
の
灯
火
を
敬
礼
す
　
南
無
観
音
大
勢
至
　
娑

婆
の
群
生
救
お
う
と
　
天
冠
化
仏
を
頂
戴
す
　
そ
の
は
た
ら
き
を
敬
礼
す
　
三
千
世
界
を
揺
る
が
し
て
　

進
め
ば
蓮
華
が
足
を
承
け
　
宝
手
を
衆
生
に
差
し
伸
べ
る
　
そ
の
や
さ
し
さ
を
敬
礼
す
　
久
遠
の
過
去
か

ら
未
来
ま
で
　
弥
陀
を
助
け
る
誓
い
立
て
　
衆
生
に
ま
じ
わ
り
法
を
説
く
　
ゆ
え
に
一
心
礼
拝
す
　
ど
こ

に
居
よ
う
と
探
し
だ
し
　
極
楽
浄
土
に
往
か
そ
う
と
　
慈
父
の
ご
と
く
に
哀
愍
す
　
ゆ
え
に
一
心
礼
拝
す

　
蓮
華
台
に
ま
し
ま
し
て
　
大
海
照
ら
す
須
弥
の
よ
う
　
衆
生
の
心
を
和
ま
せ
る
　
一
心
に
仏
を
恭
敬
す

　
我
は
修
多
羅
に
随
順
し
　
観
音
の
功
徳
讃
え
る
が
　
讃
え
尽
く
せ
る
も
の
じ
ゃ
な
い
　
ゆ
え
に
一
心
礼

拝
す
　
観
音
・
勢
至
を
称
讃
し
　
十
方
菩
薩
を
称
讃
し
　
そ
の
功
徳
を
み
な
回
向
し
て
　
衆
生
と
と
も
に

往
生
せ
ん
」（
要
約
）
と
。

（
634
）
平
等
覚
経
上
に
云
う
（
巻
二
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
八
八
頁
中
～
下
）、「
弥
陀
、
廅か

ん
の
ん

樓
亘
に
説
き

た
ま
う
　
須ご
く
ら
く

阿
提
に
来
る
諸
菩
薩
は
　
神
通
力
を
身
に
つ
け
て
　
宿
命
を
す
べ
て
知
る
だ
ろ
う
　
汝
に
記

別
を
授
け
よ
う
　
我
が
本
願
は
成
就
せ
り
　
我
が
法
を
聞
く
者
を
み
な
　
た
だ
ち
に
浄
土
に
迎
え
取
り
　

不
退
の
位
に
定
め
よ
う
　
そ
し
て
浄
土
の
建
立
と
　
衆
生
の
済
度
を
願
わ
せ
よ
う
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　「
80
観
音
勢
至
」
に
は
、
極
楽
の
聖
衆
の
代
表
格
で
あ
る
観
音
・
勢
至
二
菩
薩
の
活
動
に
つ
い
て
論
ず

る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　『
往
生
要
集
』
に
は
随
所
に
観
音
・
勢
至
二
菩
薩
へ
の
言
及
が
見
え
る
。
た
と
え
ば
「
欣
求
浄
土
」
で

は
、
第
一
「
聖
衆
来
迎
」
の
項
に
、
来
迎
衆
の
先
頭
の
二
菩
薩
の
姿
を
、
主
と
し
て
『
観
無
量
寿
経
』
に

よ
っ
て
示
し
、
第
二
「
蓮
華
初
開
」
で
は
、
仏
の
左
右
に
侍
す
る
二
菩
薩
の
姿
を
、
や
は
り
『
観
無
量
寿

経
』に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
ま
た
第
七「
聖
衆
倶
会
」で
は
、極
楽
の
諸
菩
薩
の
活
動
を
紹
介
す
る
中
に
、

観
音
・
勢
至
の
衆
生
済
度
の
働
き
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
次
の
第
八
「
見
仏
聞
法
」
に
は
、『
無
量
寿
経
』

『
平
等
覚
経
』
に
よ
っ
て
、
二
菩
薩
が
仏
の
左
右
に
坐
し
て
仏
と
議
論
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
大
文
第
三
「
極
楽
証
拠
」
の
第
一
「
対
十
方
」
の
項
で
は
、『
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
、
二

菩
薩
が
娑
婆
で
修
行
し
て
極
楽
に
往
生
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。ほ
か
に
も
散
見
す
る
が
、『
往
生
要
集
』

で
は
、
特
に
観
音
・
勢
至
を
主
題
と
し
た
論
述
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
源
信
も
自
覚
し
て
い

た
よ
う
で
、
大
文
第
四
「
正
修
念
仏
」
の
第
四
「
観
察
門
」
の
末
尾
に
、「
問
ふ
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
観
音
・

勢
至
を
観
ぜ
ざ
る
や
。
答
ふ
。
略
せ
る
が
ゆ
ゑ
に
述
せ
ず
。
仏
を
念
じ
を
は
り
て
後
は
、
二
菩
薩
を
観
ず

べ
し
。
あ
る
い
は
名
号
を
称
せ
よ
。
多
少
は
意
に
随
へ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　『
安
養
集
』
は
、
そ
の
源
信
の
指
示
を
承
け
て
、
こ
こ
に
観
音
・
勢
至
二
菩
薩
を
主
題
と
す
る
論
題
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「
80
観
音
勢
至
」
を
掲
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
項
の
議
論
は
主
と
し
て
『
往
生
要
集
』
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
七
「
聖
衆
倶
会
」
の
論
述
を

承
け
て
い
る
。「
聖
衆
倶
会
」
は
、
極
楽
浄
土
に
は
普
賢
・
文
殊
・
弥
勒
・
地
蔵
・
観
音
・
勢
至
等
の
大

菩
薩
に
会
え
る
楽
し
み
が
あ
る
こ
と
を
説
く
。
そ
の
中
、
観
音
菩
薩
に
つ
い
て
は
、
称
名
や
聞
名
に
よ
る

救
済
を
説
く
『
弘
猛
海
慧
経
』（
未
詳
、『
請
観
音
経
』
に
同
様
の
説
あ
り
。『
大
正
蔵
』
二
〇
、三
四
頁
下
）、

『
十
一
面
経
』（『
大
正
蔵
』
二
〇
、一
四
九
頁
下
）『
請
観
音
経
』（『
大
正
蔵
』
二
〇
、三
六
頁
中
）
の
文
、

弘
誓
の
深
さ
を
嘆
ず
る
『
法
華
経
』
普
門
品
（『
大
正
蔵
』
九
、五
七
頁
下
～
五
八
頁
中
）
の
文
を
列
挙
し
、

勢
至
菩
薩
に
つ
い
て
は
、悪
趣
の
救
済
を
説
く
『
大
宝
積
経
』（
巻
九
十
、『
大
正
蔵
』
一
一
、五
一
四
頁
下
）

の
文
、
大
勢
至
の
名
義
と
利
益
を
説
く
『
観
無
量
寿
経
』（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
四
頁
上
～
中
）
の
文
、

そ
し
て
観
音
・
勢
至
両
菩
薩
の
徳
を
讃
え
る
「
龍
樹
讃
」（『
十
住
毘
婆
沙
論
』
に
は
該
当
文
な
し
。
迦
才

『
浄
土
論
』
巻
中
所
引
「
讃
観
音
勢
至
二
菩
薩
偈
」
本
項
（
633
）
所
掲
）
の
文
を
挙
げ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
承
け
て
本
項「
80
観
音
勢
至
」に
は
四
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭（
631
）『
平
等
覚
経
』に
は
、

観
音
・
勢
至
が
阿
弥
陀
仏
の
補
処
の
菩
薩
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。そ
の
よ
う
な
教
説
は『
観
音
授
記
経
』

に
も
見
え
、
身
土
論
の
中
で
は
、
弥
陀
寿
命
有
終
説
の
根
拠
と
な
る
。『
往
生
要
集
』
で
は
大
文
第
十
「
問

答
料
簡
」
の
第
一
「
極
楽
依
正
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
、そ
れ
を
承
け
た
『
安
養
集
』
巻
八
「
71
三
身
分
別
」

「
73
仏
寿
命
」
の
項
に
お
い
て
、
す
で
に
詳
し
く
論
じ
た
。
た
だ
し
『
往
生
要
集
』
で
は
、『
観
音
授
記
経
』

の
説
が
身
土
論
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
だ
け
で
、
同
様
の
見
解
を
説
く
『
大
阿
弥
陀
経
』『
平
等
覚
経
』
に

は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
両
菩
薩
を
補
処
の
菩
薩
と
し
て
紹
介
す
る
記
述
も
な
い
。
そ
こ
で
『
安
養

集
』
は
、
こ
こ
に
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
無
量
寿
経
』
に
は
、
補
処
の
菩
薩

を
説
く
文
は
見
え
な
い
の
で
、
そ
の
こ
と
も
議
論
の
的
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　（
632
）『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』（
633
）
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
中
に
は
、
観
音
・
勢
至
が
阿
弥
陀
仏
の
活
動
を

補
佐
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
（
633
）『
浄
土
論
』
は
、『
往
生
要
集
』「
聖
衆
倶
会
」
に
お

い
て
「
龍
樹
讃
」
と
し
て
引
用
さ
れ
た
文
に
一
致
す
る
。
し
か
る
に
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
等
の
龍
樹
の
著

述
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、や
は
り
議
論
の
的
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。迦
才『
浄
土
論
』

で
は
、
そ
の
直
前
に
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
偈
文
が
引
用
さ
れ
、
続
い
て
「
讃
観
音
勢
至
二
菩
薩
偈
」
と

し
て
該
当
が
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
迦
才
創
作
の
偈
で
あ
る
が
、そ
れ
を
源
信
は
、

「
龍
樹
讃
」
の
続
き
と
誤
解
し
て
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
安
養
集
』
の
編
者
が
そ
れ
に
気
付
き
、
こ
こ

に
迦
才
『
浄
土
論
』
の
文
を
挙
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　（
633
）『
平
等
覚
経
』
は
、
い
わ
ゆ
る
「
東
方
偈
」
の
一
節
で
、
観
音
菩
薩
が
阿
弥
陀
仏
か
ら
記
別
を
授

か
る
場
面
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
巻
下
「
東
方
偈
」
に
も
同
じ
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
次
項
「
81
二

菩
薩
授
記
」
の
論
題
下
に
掲
げ
る
べ
き
要
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

81
　
二
菩
薩
授
記

【
考
察
】

　「
81
二
菩
薩
授
記
」
は
、
標
題
の
み
あ
っ
て
引
用
文
が
欠
落
し
て
い
る
。（
633
）『
平
等
覚
経
』
は
本
項

に
掲
げ
ら
れ
る
べ
き
要
文
で
あ
る
。
加
え
て
本
項
に
は
、『
無
量
寿
経
』
巻
下
「
東
方
偈
」
の
文
や
そ
の

釈
文
が
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
何
ら
か
の
事
情
で
標
題
の
み
が
残
り
、
引
用
文
は
抜
け
落
ち
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
『
往
生
要
集
』
に
は
、
こ
の
問
題
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

82
　
神
通

（
635
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
六
七
頁
下
～
二
六
八
頁
上
）、「（
四
十
八
願
の
中
、
第
五
願

～
第
九
願
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
第
五
願
の
み
を
全
訳
し
、
そ
の
他
は
要
約
す
る
。
頭
に
願
の
番
号
を
付
け
て
お
く
。
…
…
筆
者
註
）

⑤
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
私
の
世
界
の
人
々
が
、
宿
命

通
を
得
ら
れ
ず
、
百
千
億
那
由
他
劫
の
昔
の
こ
と
さ
え
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
ら
ば
、
私
は
決
し

て
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
。
⑥
私
の
世
界
の
人
々
が
、
天
眼
通
を
得
ら
れ
な
い
な
ら
、
仏
の
位
に
は
就
か

な
い
。
⑦
私
の
世
界
の
人
々
が
、
天
耳
通
を
得
ら
れ
な
い
な
ら
、
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
。
⑧
私
の
世
界

の
人
々
が
、
他
心
通
を
得
ら
れ
な
い
な
ら
、
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
。
⑨
私
の
世
界
の
人
々
が
、
神
足
通

を
得
ら
れ
な
い
な
ら
、
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
636
）
群
疑
論
六
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、六
四
頁
中
）、「
問
う
。
舍
利
弗
・
目
連
等
が
得
た
五
通
は

三
千
大
千
世
界
を
越
え
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
極
楽
に
往
生
し
た
凡
夫
が
、
百
千
万
億
諸
仏
世
界
を
超
過
す

る
神
通
を
得
ら
れ
る
の
か
。
と
て
も
凡
夫
所
生
の
世
界
と
は
思
え
な
い
。
答
え
。
諸
説
あ
る
。
一
説
に
は
、

穢
土
の
聖
者
が
得
る
五
通
は
、
浄
土
の
凡
夫
が
得
る
五
通
に
は
及
ば
な
い
と
言
う
。
浄
土
の
報
は
強
く
、

仏
の
本
願
に
乗
じ
、
大
乗
の
妙
定
を
得
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
中
陰
所
得
の
神
通
は
、
二
乗
が
修

行
に
よ
っ
て
得
る
神
通
に
勝
る
と
言
う
。
浄
土
で
得
る
神
通
も
同
じ
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
637
）浄
土
論
中
に
十
住
毘
婆
沙
を
引
い
て
云
ふ（
迦
才『
浄
土
論
』巻
中
、『
大
正
蔵
』四
七
、九
五
頁
中
）、「
極

楽
浄
土
に
生
ま
れ
た
ら
　
天
眼
・
天
耳
を
身
に
備
え
　
十
方
世
界
を
見
そ
な
わ
す
　
よ
っ
て
阿
弥
陀
を
稽

首
す
る
　
極
楽
浄
土
の
人
々
は
　
神
変
・
身
通
身
に
備
え
　
宿
命
の
こ
と
を
知
り
尽
く
す
　
ゆ
え
に
阿
弥

陀
を
敬
礼
す
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　「
82
神
通
」に
は
、往
生
人
が
極
楽
で
得
る
神
通
力
に
つ
い
て
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
巻
七
末
尾
の
「
67
漏
尽
通
」
と
一
連
の
論
題
で
あ
る
。

―　23　―

　『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
三
「
身
相
神
通
」
の
項
に
、
往
生
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
神
通
力
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
に
源
信
は
、
往
生
人
が
三
十
二
相
と
五
神
通
と
を
備
え
て

い
る
こ
と
を
説
き
、
本
来
は
厳
し
い
修
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
そ
れ
ら
の
果
報
が
、
往
生
に
よ
っ
て
自
然

に
得
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
典
拠
と
し
て
『
無
量
寿
経
』『
平
等
覚
経
』
を
挙
げ
、
さ
ら
に
『
十

住
毘
婆
沙
論
』
の
偈
を
引
用
し
て
い
る
。
本
項
は
、
そ
の
論
述
を
承
け
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　『
安
養
集
』
は
、
ま
ず
出
拠
の
経
文
と
し
て
（
635
）『
無
量
寿
経
』
巻
上
四
十
八
願
の
第
五
～
九
願

文
を
挙
げ
る
。
源
信
の
論
述
は
、『
無
量
寿
経
』
巻
上
弥
陀
果
徳
の
中
、
眷
属
荘
厳
の
文
（『
大
正
蔵
』

一
二
、二
七
一
頁
中
～
下
）、同
巻
下
衆
生
往
生
果
の
文
（
同
、二
七
三
於
中
～
下
）、お
よ
び
『
平
等
覚
経
』

巻
二
（
同
、二
八
七
頁
上
～
下
）
の
文
に
依
っ
て
い
て
、本
願
文
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
『
安

養
集
』
は
、
こ
こ
に
本
願
文
を
挙
げ
て
、
本
論
題
の
最
も
重
要
な
出
拠
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　（
636
）『
群
疑
論
』は
、浄
土
の
凡
夫
の
果
報
が
勝
れ
て
い
る
こ
と
の
理
由
を
論
じ
た
文
で
あ
る
。
源
信
が
、

浄
土
で
は
自
然
に
神
通
力
が
得
ら
れ
る
と
述
べ
た
こ
と
の
論
拠
の
一
つ
で
あ
る
。『
安
養
集
』
の
編
者
は
、

こ
こ
に
『
往
生
要
集
』
の
論
述
の
教
理
的
根
拠
を
見
出
し
て
掲
げ
た
と
言
え
る
。

　（
637
）
迦
才
『
浄
土
論
』
に
は
、
源
信
が
引
用
し
た
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
易
行
品
（
巻
五
、『
大
正
蔵
』

二
六
、四
三
頁
上
～
中
）
の
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
源
信
が
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
文
献
を
指
摘
し
た

と
言
え
よ
う
。

83
　
聖
衆
光
明

（
638
）
平
等
覚
経
上
に
云
う
（
巻
二
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
九
〇
頁
上
）、「
無
量
清
浄
仏
国
の
諸
菩
薩
・

阿
羅
漢
の
項
中
光
明
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ
の
中
に
最
尊
の
二
菩
薩
が
常
に
仏
の
左
右
に

居
り
、
仏
は
そ
の
二
菩
薩
と
様
々
な
こ
と
を
議
論
さ
れ
て
い
る
。
廅
樓
亘
（
観
音
）・
摩
訶
那
鉢
（
勢
至
）

と
呼
ば
れ
、
光
明
・
智
慧
は
最
も
優
れ
、
項
中
の
光
明
は
、
千
須
弥
山
仏
国
を
照
ら
し
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
諸
菩
薩
の
光
明
は
千
億
万
里
、
阿
羅
漢
の
光
明
は
七
丈
を
照
ら
す
の
み
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
639
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（
現
行
本
で
は
巻
下
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
三
頁
中
）、「
阿
難
よ
、
極
楽

の
声
聞
衆
の
身
光
は
一
尋
、
菩
薩
は
百
由
旬
を
照
ら
す
が
、
中
に
二
菩
薩
が
居
て
、
そ
の
光
明
は
三
千
大

千
世
界
を
照
ら
す
。
そ
れ
は
観
世
音
・
大
勢
至
の
二
菩
薩
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
の
娑
婆
で
菩
薩
行
を
修
し
、

命
終
の
後
、
極
楽
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
640
）同
経
述
義
記
下
に
云
ふ
、「〈
諸
声
聞
衆
身
光
一
尋
〉と
は
、彼
の
身
量
に
随
っ
て
面お

も
て各

一
尋
な
り
。〈
菩

薩
光
明
照
百
由
旬
〉
と
は
、ま
た
こ
れ
自
身
の
各
一
尋
も
っ
て
そ
の
由
旬
を
挙
げ
、尋
の
量
を
顕
す
な
り
。

或
は
こ
れ
体
外
の
照
量
を
顕
示
す
。
も
し
そ
の
光
体
な
ら
ば
、
ま
た
こ
れ
一
尋
な
り
。
論
に
は
、
仏
光
一

尋
と
云
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。
二
菩
薩
の
光
、〈
普
照
三
千
大
千
世
界
〉
と
は
、
或
は
す
な
は
ち
光
体
、
或
は
光

の
外
照
な
り
。
二
義
と
も
に
得
。
清
浄
覚
経
に
云
ふ
、〈
そ
の
両
菩
薩
の
項
中
光
明
は
、
各
他
方
千
須
弥

山
仏
国
を
照
ら
し
、
常
に
大
明
な
り
。
そ
の
諸
菩
薩
の
項
中
光
明
は
各
千
億
万
里
を
照
ら
し
、
諸
阿
羅
漢

の
項
中
光
明
は
各
七
丈
を
照
ら
す
〉
と
。
観
経
に
、〈
観
音
菩
薩
は
身
長
八
十
万
億
那
由
他
由
旬
に
し
て

身
は
紫
金
色
な
り
。
項
に
円
光
あ
り
、
面
は
各
百
千
由
旬
な
り
。
勢
至
菩
薩
の
身
量
大
小
は
ま
た
観
音
の

ご
と
し
。
円
光
の
面
は
各
百
二
十
五
由
旬
に
し
て
二
百
五
十
由
旬
を
照
ら
す
。
挙
身
の
光
明
は
十
方
国
を

照
ら
す
〉
と
云
ふ
は
、所
化
の
機
に
随
っ
て
身
量
は
不
定
な
り
。
光
明
の
大
小
も
一
例
す
べ
か
ら
ず
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「〈
諸
声
聞
衆
身
光
一
尋
〉
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
身
長
に
応
じ
て
光
の
範
囲
が
一
尋
、
つ
ま
り
両
手
を
広
げ
た
ほ
ど
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
菩
薩
光
明
照
百
由
旬
〉
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
身
長
に
応
じ
た
一
尋
を
、
由
旬
と
い
う
単
位

で
あ
ら
わ
し
て
、
一
尋
の
長
さ
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
或
は
百
由
旬
と
は
、
外
界
を
照
ら
す
光
の
範

囲
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
身
光
の
本
体
は
、
同
じ
く
一
尋
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
浄

土
論
』
で
は
、仏
の
身
光
は
一
尋
だ
と
説
か
れ
て
い
る
。
本
経
に
二
菩
薩
の
光
が
、〈
普
照
三
千
大
千
世
界
〉

と
説
か
れ
る
の
は
、
身
光
の
本
体
の
大
き
さ
を
言
う
の
か
、
あ
る
い
は
外
界
を
照
ら
す
光
の
範
囲
を
言
う

の
か
、
い
ず
れ
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
平
等
覚
経
』
に
は
、〈
観
音
勢
至
二
菩
薩
の
項
中
光
明
は
、
そ
れ
ぞ

れ
他
方
千
須
弥
山
仏
国
を
照
ら
し
、
常
に
大
い
に
明
る
い
。
そ
の
他
の
諸
菩
薩
の
項
中
光
明
は
そ
れ
ぞ
れ

千
億
万
里
を
照
ら
し
、諸
阿
羅
漢
の
項
中
光
明
は
そ
れ
ぞ
れ
七
丈
を
照
ら
す
の
み
で
あ
る
〉
と
言
う
。『
観

無
量
寿
経
』
に
、〈
観
音
菩
薩
は
身
長
八
十
万
億
那
由
他
由
旬
で
あ
り
、
そ
の
身
は
紫
金
色
で
あ
る
。
項

に
円
光
が
あ
っ
て
、
そ
の
大
き
さ
は
各
百
千
由
旬
で
あ
る
。
勢
至
菩
薩
の
身
量
は
観
音
と
同
じ
で
、
円
光

の
大
き
さ
は
各
百
二
十
五
由
旬
で
あ
る
。
二
百
五
十
由
旬
の
範
囲
を
照
ら
し
て
い
る
。
身
よ
り
放
た
れ
る

光
明
は
十
方
国
を
照
ら
し
て
い
る
〉
と
説
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
菩
薩
の
身
長
は
、
救
う
相
手
に
よ
っ
て
ま

ち
ま
ち
で
あ
り
、
光
明
の
大
き
さ
も
一
定
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
」
と
。

（
641
）
大
宝
積
経
下
に
云
う
（
巻
十
八
、
無
量
寿
如
来
会
、『
大
正
蔵
』
一
一
、九
八
頁
中
）、「
阿
難
よ
、

極
楽
の
声
聞
衆
の
身
光
は
一
尋
、
菩
薩
は
百
千
尋
を
照
ら
す
が
、
中
に
二
菩
薩
が
居
て
、
そ
の
光
明
は

三
千
大
千
世
界
を
照
ら
す
。
そ
れ
は
観
自
在
・
大
勢
至
の
二
菩
薩
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
の
娑
婆
で
命
終
の

後
、
極
楽
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
642
）
大
阿
弥
陀
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
八
頁
中
）、「
彼
国
の
諸
菩
薩
・
阿
羅
漢
の
項
中

光
明
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ
の
中
に
最
尊
の
二
菩
薩
が
常
に
仏
の
左
右
に
居
り
、
仏
は
そ

の
二
菩
薩
と
様
々
な
こ
と
を
議
論
さ
れ
て
い
る
。
蓋
樓
亘
（
観
音
）・
摩
訶
那
鉢
（
勢
至
）
と
呼
ば
れ
、

光
明
・
智
慧
は
最
も
優
れ
、
項
中
の
光
明
は
、
千
須
弥
山
仏
国
を
照
ら
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
諸
菩
薩

の
光
明
は
千
億
万
里
、
阿
羅
漢
の
光
明
は
七
丈
を
照
ら
す
の
み
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
643
）
無
量
寿
論
に
云
う
（
世
親
『
浄
土
論
』、『
大
正
蔵
』
二
六
、二
三
二
頁
中
）、「
菩
薩
の
荘
厳
功
徳
成

就
を
観
察
す
る
と
は
、
彼
国
の
菩
薩
の
四
種
の
正
修
行
功
徳
成
就
を
観
ず
る
の
で
あ
る
。
…
中
略
…
そ
の
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　『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
三
「
身
相
神
通
」
の
項
に
、
往
生
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
神
通
力
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
に
源
信
は
、
往
生
人
が
三
十
二
相
と
五
神
通
と
を
備
え
て

い
る
こ
と
を
説
き
、
本
来
は
厳
し
い
修
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
そ
れ
ら
の
果
報
が
、
往
生
に
よ
っ
て
自
然

に
得
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
典
拠
と
し
て
『
無
量
寿
経
』『
平
等
覚
経
』
を
挙
げ
、
さ
ら
に
『
十

住
毘
婆
沙
論
』
の
偈
を
引
用
し
て
い
る
。
本
項
は
、
そ
の
論
述
を
承
け
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　『
安
養
集
』
は
、
ま
ず
出
拠
の
経
文
と
し
て
（
635
）『
無
量
寿
経
』
巻
上
四
十
八
願
の
第
五
～
九
願

文
を
挙
げ
る
。
源
信
の
論
述
は
、『
無
量
寿
経
』
巻
上
弥
陀
果
徳
の
中
、
眷
属
荘
厳
の
文
（『
大
正
蔵
』

一
二
、二
七
一
頁
中
～
下
）、同
巻
下
衆
生
往
生
果
の
文
（
同
、二
七
三
於
中
～
下
）、お
よ
び
『
平
等
覚
経
』

巻
二
（
同
、二
八
七
頁
上
～
下
）
の
文
に
依
っ
て
い
て
、本
願
文
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
『
安

養
集
』
は
、
こ
こ
に
本
願
文
を
挙
げ
て
、
本
論
題
の
最
も
重
要
な
出
拠
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　（
636
）『
群
疑
論
』は
、浄
土
の
凡
夫
の
果
報
が
勝
れ
て
い
る
こ
と
の
理
由
を
論
じ
た
文
で
あ
る
。
源
信
が
、

浄
土
で
は
自
然
に
神
通
力
が
得
ら
れ
る
と
述
べ
た
こ
と
の
論
拠
の
一
つ
で
あ
る
。『
安
養
集
』
の
編
者
は
、

こ
こ
に
『
往
生
要
集
』
の
論
述
の
教
理
的
根
拠
を
見
出
し
て
掲
げ
た
と
言
え
る
。

　（
637
）
迦
才
『
浄
土
論
』
に
は
、
源
信
が
引
用
し
た
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
易
行
品
（
巻
五
、『
大
正
蔵
』

二
六
、四
三
頁
上
～
中
）
の
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
源
信
が
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
文
献
を
指
摘
し
た

と
言
え
よ
う
。

83
　
聖
衆
光
明

（
638
）
平
等
覚
経
上
に
云
う
（
巻
二
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
九
〇
頁
上
）、「
無
量
清
浄
仏
国
の
諸
菩
薩
・

阿
羅
漢
の
項
中
光
明
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ
の
中
に
最
尊
の
二
菩
薩
が
常
に
仏
の
左
右
に

居
り
、
仏
は
そ
の
二
菩
薩
と
様
々
な
こ
と
を
議
論
さ
れ
て
い
る
。
廅
樓
亘
（
観
音
）・
摩
訶
那
鉢
（
勢
至
）

と
呼
ば
れ
、
光
明
・
智
慧
は
最
も
優
れ
、
項
中
の
光
明
は
、
千
須
弥
山
仏
国
を
照
ら
し
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
諸
菩
薩
の
光
明
は
千
億
万
里
、
阿
羅
漢
の
光
明
は
七
丈
を
照
ら
す
の
み
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
639
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（
現
行
本
で
は
巻
下
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
三
頁
中
）、「
阿
難
よ
、
極
楽

の
声
聞
衆
の
身
光
は
一
尋
、
菩
薩
は
百
由
旬
を
照
ら
す
が
、
中
に
二
菩
薩
が
居
て
、
そ
の
光
明
は
三
千
大

千
世
界
を
照
ら
す
。
そ
れ
は
観
世
音
・
大
勢
至
の
二
菩
薩
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
の
娑
婆
で
菩
薩
行
を
修
し
、

命
終
の
後
、
極
楽
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
640
）同
経
述
義
記
下
に
云
ふ
、「〈
諸
声
聞
衆
身
光
一
尋
〉と
は
、彼
の
身
量
に
随
っ
て
面お
も
て各
一
尋
な
り
。〈
菩

薩
光
明
照
百
由
旬
〉
と
は
、ま
た
こ
れ
自
身
の
各
一
尋
も
っ
て
そ
の
由
旬
を
挙
げ
、尋
の
量
を
顕
す
な
り
。

或
は
こ
れ
体
外
の
照
量
を
顕
示
す
。
も
し
そ
の
光
体
な
ら
ば
、
ま
た
こ
れ
一
尋
な
り
。
論
に
は
、
仏
光
一

尋
と
云
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。
二
菩
薩
の
光
、〈
普
照
三
千
大
千
世
界
〉
と
は
、
或
は
す
な
は
ち
光
体
、
或
は
光

の
外
照
な
り
。
二
義
と
も
に
得
。
清
浄
覚
経
に
云
ふ
、〈
そ
の
両
菩
薩
の
項
中
光
明
は
、
各
他
方
千
須
弥

山
仏
国
を
照
ら
し
、
常
に
大
明
な
り
。
そ
の
諸
菩
薩
の
項
中
光
明
は
各
千
億
万
里
を
照
ら
し
、
諸
阿
羅
漢

の
項
中
光
明
は
各
七
丈
を
照
ら
す
〉
と
。
観
経
に
、〈
観
音
菩
薩
は
身
長
八
十
万
億
那
由
他
由
旬
に
し
て

身
は
紫
金
色
な
り
。
項
に
円
光
あ
り
、
面
は
各
百
千
由
旬
な
り
。
勢
至
菩
薩
の
身
量
大
小
は
ま
た
観
音
の

ご
と
し
。
円
光
の
面
は
各
百
二
十
五
由
旬
に
し
て
二
百
五
十
由
旬
を
照
ら
す
。
挙
身
の
光
明
は
十
方
国
を

照
ら
す
〉
と
云
ふ
は
、所
化
の
機
に
随
っ
て
身
量
は
不
定
な
り
。
光
明
の
大
小
も
一
例
す
べ
か
ら
ず
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「〈
諸
声
聞
衆
身
光
一
尋
〉
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
身
長
に
応
じ
て
光
の
範
囲
が
一
尋
、
つ
ま
り
両
手
を
広
げ
た
ほ
ど
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
菩
薩
光
明
照
百
由
旬
〉
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
身
長
に
応
じ
た
一
尋
を
、
由
旬
と
い
う
単
位

で
あ
ら
わ
し
て
、
一
尋
の
長
さ
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
或
は
百
由
旬
と
は
、
外
界
を
照
ら
す
光
の
範

囲
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
身
光
の
本
体
は
、
同
じ
く
一
尋
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
浄

土
論
』
で
は
、仏
の
身
光
は
一
尋
だ
と
説
か
れ
て
い
る
。
本
経
に
二
菩
薩
の
光
が
、〈
普
照
三
千
大
千
世
界
〉

と
説
か
れ
る
の
は
、
身
光
の
本
体
の
大
き
さ
を
言
う
の
か
、
あ
る
い
は
外
界
を
照
ら
す
光
の
範
囲
を
言
う

の
か
、
い
ず
れ
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
平
等
覚
経
』
に
は
、〈
観
音
勢
至
二
菩
薩
の
項
中
光
明
は
、
そ
れ
ぞ

れ
他
方
千
須
弥
山
仏
国
を
照
ら
し
、
常
に
大
い
に
明
る
い
。
そ
の
他
の
諸
菩
薩
の
項
中
光
明
は
そ
れ
ぞ
れ

千
億
万
里
を
照
ら
し
、諸
阿
羅
漢
の
項
中
光
明
は
そ
れ
ぞ
れ
七
丈
を
照
ら
す
の
み
で
あ
る
〉
と
言
う
。『
観

無
量
寿
経
』
に
、〈
観
音
菩
薩
は
身
長
八
十
万
億
那
由
他
由
旬
で
あ
り
、
そ
の
身
は
紫
金
色
で
あ
る
。
項

に
円
光
が
あ
っ
て
、
そ
の
大
き
さ
は
各
百
千
由
旬
で
あ
る
。
勢
至
菩
薩
の
身
量
は
観
音
と
同
じ
で
、
円
光

の
大
き
さ
は
各
百
二
十
五
由
旬
で
あ
る
。
二
百
五
十
由
旬
の
範
囲
を
照
ら
し
て
い
る
。
身
よ
り
放
た
れ
る

光
明
は
十
方
国
を
照
ら
し
て
い
る
〉
と
説
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
菩
薩
の
身
長
は
、
救
う
相
手
に
よ
っ
て
ま

ち
ま
ち
で
あ
り
、
光
明
の
大
き
さ
も
一
定
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
」
と
。

（
641
）
大
宝
積
経
下
に
云
う
（
巻
十
八
、
無
量
寿
如
来
会
、『
大
正
蔵
』
一
一
、九
八
頁
中
）、「
阿
難
よ
、

極
楽
の
声
聞
衆
の
身
光
は
一
尋
、
菩
薩
は
百
千
尋
を
照
ら
す
が
、
中
に
二
菩
薩
が
居
て
、
そ
の
光
明
は

三
千
大
千
世
界
を
照
ら
す
。
そ
れ
は
観
自
在
・
大
勢
至
の
二
菩
薩
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
の
娑
婆
で
命
終
の

後
、
極
楽
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
642
）
大
阿
弥
陀
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
八
頁
中
）、「
彼
国
の
諸
菩
薩
・
阿
羅
漢
の
項
中

光
明
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ
の
中
に
最
尊
の
二
菩
薩
が
常
に
仏
の
左
右
に
居
り
、
仏
は
そ

の
二
菩
薩
と
様
々
な
こ
と
を
議
論
さ
れ
て
い
る
。
蓋
樓
亘
（
観
音
）・
摩
訶
那
鉢
（
勢
至
）
と
呼
ば
れ
、

光
明
・
智
慧
は
最
も
優
れ
、
項
中
の
光
明
は
、
千
須
弥
山
仏
国
を
照
ら
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
諸
菩
薩

の
光
明
は
千
億
万
里
、
阿
羅
漢
の
光
明
は
七
丈
を
照
ら
す
の
み
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
643
）
無
量
寿
論
に
云
う
（
世
親
『
浄
土
論
』、『
大
正
蔵
』
二
六
、二
三
二
頁
中
）、「
菩
薩
の
荘
厳
功
徳
成

就
を
観
察
す
る
と
は
、
彼
国
の
菩
薩
の
四
種
の
正
修
行
功
徳
成
就
を
観
ず
る
の
で
あ
る
。
…
中
略
…
そ
の
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第
二
は
、
菩
薩
の
応
化
身
は
、 

一
心
一
念
に
大
光
明
を
放
っ
て
十
方
世
界
の
衆
生
を
教
化
す
る
」（
要
約
）

と
。

（
644
）
同
論
釈
第
五
に
云
ふ
、「〈
放
大
光
明
〉
と
は
、
こ
の
経
に
云
ふ
が
ご
と
し
、〈
彼
の
仏
国
中
の
諸
の

声
聞
衆
の
身
光
は
一
尋
な
り
。
菩
薩
の
光
明
は
百
由
旬
を
照
ら
す
。
二
菩
薩
あ
っ
て
最
尊
第
一
な
り
。
威

神
光
明
は
あ
ま
ね
く
三
千
大
千
世
界
を
照
ら
す
〉と
。こ
の
二
菩
薩
の
身
光
は
、任
運
に
三
千
界
を
照
ら
す
。

も
し
意
を
作
す
時
は
、
普
く
十
方
無
量
世
界
を
照
ら
す
。
物
を
愍
れ
む
が
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
光
照
を
摂
す

る
こ
と
し
か
り
。
諸
菩
薩
の
光
も
ま
た
ま
た
こ
れ
に
准
ず
。
観
門
に
言
ふ
が
ご
と
し
、〈
観
世
音
の
頂
に

円
光
あ
り
、
面
は
各
百
千
由
旬
な
り
。
眉
間
の
亳
相
に
七
宝
の
色
を
備
へ
、
八
万
四
千
種
の
光
明
を
流
出

す
。
十
指
の
端
に
八
万
四
千
の
画
あ
り
、
八
万
四
千
の
色
あ
り
。
色
に
八
万
四
千
の
光
あ
り
。
そ
の
光
柔

軟
に
し
て
あ
ま
ね
く
一
切
を
照
ら
す
。
大
勢
至
の
円
光
の
面
は
、
各
百
二
十
五
由
旬
に
し
て
二
百
五
十
由

旬
を
照
ら
す
。
挙
身
の
光
明
は
十
方
国
を
照
ら
し
、
紫
金
色
を
な
す
。
有
縁
の
衆
生
は
、
皆
こ
と
ご
と
く

見
る
こ
と
を
得
。
こ
の
菩
薩
の
一
毛
孔
の
光
を
見
れ
ば
、
す
な
は
ち
十
方
無
量
の
諸
仏
の
浄
妙
の
光
明
を

見
る
〉
と
乃
至
広
説
す
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
五
（
古
逸
）
に
云
う
、「〈
放
大
光
明
〉
と
は
、『
無
量
寿
経
』

に
、〈
彼
の
仏
国
の
中
の
諸
の
声
聞
衆
の
身
光
は
一
尋
で
あ
る
。
菩
薩
の
光
明
は
百
由
旬
を
照
ら
す
。
そ

の
中
に
最
尊
の
二
菩
薩
が
ま
し
ま
す
。
そ
の
威
神
光
明
は
あ
ま
ね
く
三
千
大
千
世
界
を
照
ら
し
て
い
る
〉

と
。
こ
の
二
菩
薩
の
身
光
は
、
自
然
に
三
千
世
界
を
照
ら
し
、
も
し
意
を
注
げ
ば
、
普
く
十
方
無
量
世
界

を
照
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
衆
生
に
応
じ
て
哀
愍
を
な
す
た
め
に
、
そ
の
よ
う
に
光
照
を
意
の
ま
ま
に
す

る
の
で
あ
る
。
諸
菩
薩
の
光
も
同
様
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
観
世
音
の
頂
に
円
光
が
あ
り
、
そ

の
大
き
さ
は
縦
横
各
百
千
由
旬
で
あ
る
。
眉
間
の
白
亳
に
は
七
宝
の
色
を
備
え
、
八
万
四
千
種
の
光
明
を

放
っ
て
い
る
。
十
指
の
先
端
に
は
八
万
四
千
の
紋
様
が
あ
り
、
八
万
四
千
の
色
を
備
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色

に
八
万
四
千
の
光
が
あ
る
。
そ
の
光
は
柔
軟
で
、
す
べ
て
の
も
の
を
照
ら
し
て
い
る
。
大
勢
至
の
円
光
の

大
き
さ
は
、
縦
横
各
百
二
十
五
由
旬
で
あ
り
、
二
百
五
十
由
旬
を
照
ら
し
て
い
る
。
全
身
か
ら
放
た
れ
る

光
明
は
十
方
国
土
を
照
ら
し
、
紫
金
色
に
輝
い
て
い
る
。
有
縁
の
衆
生
は
皆
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

菩
薩
の
毛
穴
一
つ
か
ら
放
た
れ
る
光
を
見
れ
ば
、
即
座
に
十
方
無
量
の
諸
仏
の
清
ら
か
な
光
明
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
〉
等
々
と
説
か
れ
て
い
る
」
と
。

【
考
察
】

　「
83
聖
衆
光
明
」
に
は
、
極
楽
の
菩
薩
・
声
聞
が
放
つ
光
明
の
中
、
特
に
観
音
・
勢
至
二
菩
薩
の
光
明

が
傑
出
し
て
い
る
こ
と
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
前
項
「
82
神
通
」
に
続
い
て
『
往

生
要
集
』
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
三
「
身
相
神
通
」
の
論
述
を
承
け
て
設
け
ら
れ
た
論
題
で
あ
る
。

　『
往
生
要
集
』「
身
相
神
通
」
で
は
、極
楽
の
聖
衆
が
放
つ
光
明
に
つ
い
て
、「
諸
声
聞
衆
の
身
光
は
一
尋
、

菩
薩
の
光
明
は
百
由
旬
を
照
ら
す
。
或
は
十
万
由
旬
と
云
ふ
」
と
述
べ
る
の
み
で
、
特
に
観
音
・
勢
至
の

光
明
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
そ
れ
に
対
し
て
本
項
「
83
聖
衆
光
明
」
に
は
、ま
ず
出
拠
の
経
文
と
し
て
（
638
）『
平
等
覚
経
』（
639
）『
無

量
寿
経
』
を
挙
げ
、次
い
で
そ
の
釈
文
と
し
て
（
640
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
を
挙
げ
る
。（
641
）『
大

宝
積
経
』（
642
）『
大
阿
弥
陀
経
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
（
639
）（
638
）
の
異
訳
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
経
文
は
、『
往
生
要
集
』「
身
相
神
通
」
の
記
述
の
出
典
で
あ
り
、加
え
て
源
信
が
論
じ
な
か
っ

た
観
音
・
勢
至
二
菩
薩
の
光
明
が
傑
出
し
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
（
639
）『
無
量
寿
経
』

（
641
）『
大
宝
積
経
』
に
は
、
二
菩
薩
が
娑
婆
で
修
行
し
て
極
楽
に
往
生
し
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ

の
こ
と
が
『
往
生
要
集
』
大
文
第
三
「
極
楽
証
拠
」
の
第
一
「
対
十
方
」
の
項
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、「
80
観
音
勢
至
」
の
項
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　（
640
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、『
無
量
寿
経
』『
平
等
覚
経
』
の
教
説
を
釈
し
つ
つ
、『
観
無
量

寿
経
』
第
十
観
音
観
・
第
十
一
勢
至
観
や
、『
浄
土
論
』
の
菩
薩
荘
厳
四
種
功
徳
の
文
と
の
相
違
に
つ
い

て
も
論
じ
て
い
る
。

　（
643
）
は
義
寂
が
取
り
上
げ
た
『
浄
土
論
』
の
文
、（
644
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
は
そ
の
釈
文
で
あ

る
。
智
光
も
『
観
無
量
寿
経
』
の
文
と
の
相
違
に
注
目
し
て
い
る
。

　
本
項
は
、観
音
・
勢
至
二
菩
薩
を
は
じ
め
と
す
る
極
楽
聖
衆
の
光
明
に
関
す
る
教
説
を
取
り
上
げ
て
、『
往

生
要
集
』
の
出
典
を
確
認
し
、
さ
ら
に
『
往
生
要
集
』
に
は
扱
わ
れ
な
か
っ
た
議
論
を
掘
り
起
こ
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
論
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

84
　
所
化
身
相

（
645
）
無
量
寿
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
三
頁
中
）、「
阿
難
よ
、
彼
国
に
生
ま
れ
る
者
に
は
、

み
な
三
十
二
相
が
備
わ
っ
て
い
る
」（
要
約
）
と
。

（
646
）
同
経
連
義
述
文
賛
下
に
云
う
（
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』

三
七
、一
六
一
頁
上
）、「
経
の
、〈
阿
難
其
有
〉
よ
り
〈
三
十
二
相
〉
ま
で
は
、
第
三
に
、
三
十
二
相
が
備

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
説
く
。
八
十
随
好
は
不
定
の
た
め
、
説
か
れ
て
い
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
647
）
同
経
上
に
云
う
（『
無
量
寿
経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
一
頁
下
～
二
七
二
頁
上
）、「
仏
が

阿
難
に
問
わ
れ
た
。〈
世
間
の
貧
窮
人
が
帝
王
の
そ
ば
に
居
た
ら
、
そ
の
姿
か
た
ち
は
ど
れ
ほ
ど
異
な
る

だ
ろ
う
か
〉
と
。
阿
難
が
答
え
た
。〈
較
べ
も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
貧
窮
人
は
衣
食
足
ら
ず
、
飢
寒
に

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
過
去
に
福
徳
を
積
ま
な
か
っ
た
報
い
で
す
。
財
を
貪
っ
て
人
に
施
さ
ず
、
悪
行
を
重

ね
て
き
た
か
ら
で
す
。
蓄
え
た
財
は
、
死
ね
ば
他
人
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
頼
み
と
な
る
功
徳
が
な
け
れ

ば
、
悪
道
に
堕
ち
ま
す
。
よ
う
や
く
人
間
に
生
ま
れ
て
も
、
貧
窮
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
そ
れ
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に
対
し
て
、
帝
王
が
世
間
で
尊
ば
れ
る
の
は
、
過
去
世
に
福
徳
を
積
ん
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
報
い
で
天
上

界
に
生
ま
れ
て
楽
を
享
受
し
、
な
お
福
徳
が
尽
き
ず
に
人
間
界
で
は
王
家
に
生
ま
れ
、
美
し
い
容
貌
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
〉
と
。
す
る
と
仏
が
仰
せ
に
な
っ
た
。〈
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
帝
王
は

人
中
で
は
最
尊
で
あ
る
が
、
転
輪
聖
王
に
較
べ
る
と
卑
劣
で
あ
る
。
帝
王
と
貧
窮
人
を
並
べ
た
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
転
輪
聖
王
は
そ
れ
ほ
ど
勝
れ
て
い
る
が
、
帝
釈
天
に
較
べ
る
と
万
億
倍
も
劣
っ
て
い
る
。
そ

の
帝
釈
天
も
、
他
化
自
在
天
の
王
に
較
べ
る
と
百
千
億
倍
も
劣
る
。
そ
の
他
化
自
在
天
の
王
で
さ
え
、
無

量
寿
仏
国
の
菩
薩
や
声
聞
に
較
べ
る
と
百
千
万
億
倍
も
及
ば
な
い
の
で
あ
る
〉
と
」（
要
約
）
と
。

（
648
）同
経
連
義
述
文
中
に
云
う（
憬
興『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』巻
中
、『
大
正
蔵
』三
七
、一
五
六
頁
下
）、

「
経
の
、〈
仏
告
阿
難
〉
よ
り
〈
千
億
倍
也
〉
ま
で
は
、
第
三
に
、

に
対
し
て
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
説
く
。

第
六
天
は
、
欲
界
の
最
勝
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

安
養
集
巻
第
九
本 

【
考
察
】

　
本
項
「
84
所
化
身
相
」
ま
で
が
巻
九
本
で
あ
り
、
次
項
よ
り
巻
九
末
が
始
ま
る
。
本
項
に
は
、
極
楽
聖

衆
の
身
相
が
極
め
て
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。「
82
神
通
」と
共
に
、

『
往
生
要
集
』
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
三
「
身
相
神
通
」
に
対
応
す
る
論
題
で
あ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
『
往
生
要
集
』「
身
相
神
通
」
に
は
、
往
生
す
る
と
自
然
に
三
十
二
相
と
五
神

通
と
が
身
に
備
わ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
三
十
二
相
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

三
十
二
相
具
足
し
て
荘
厳
す
。
端
正
殊
妙
に
し
て
世
間
に
比
な
し
。
諸
の
声
聞
衆
は
、
身
光
一
尋
な

り
。
菩
薩
の
光
明
は
百
由
旬
を
照
ら
す
。
或
は
十
万
由
旬
と
云
ふ
。
第
六
天
の
主
を
も
っ
て
彼
土
の

衆
生
に
比
ぶ
る
に
、
な
ほ
乞
匈
の
、
帝
王
の
辺
に
在
る
が
ご
と
し
。

　「
身
光
一
尋
」
等
の
説
は
、
前
項
「
83
聖
衆
光
明
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
本
項
「
84
所
化
身
相
」

で
は
、
極
楽
聖
衆
の
身
相
が
第
六
天
王
と
較
べ
て
超
絶
で
あ
る
と
い
う
記
述
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　（
645
）（
647
）『
無
量
寿
経
』
が
本
論
題
出
拠
の
経
文
で
、（
645
）
は
三
十
二
相
を
身
に
備
え
て
い
る
こ
と
、

（
647
）
は
諸
天
に
較
べ
て
超
絶
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
『
往
生
要
集
』
の
記

述
の
典
拠
が
明
示
さ
れ
た
と
言
え
る
。（
646
）（
648
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

釈
文
で
あ
る
。（
646
）
に
見
え
る
、「
八
十
随
好
は
不
定
の
た
め
、
説
か
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
説
は
注
目

す
べ
き
で
、
源
信
が
「
身
相
神
通
」
に
お
い
て
、
三
十
二
相
だ
け
に
言
及
し
た
こ
と
の
理
由
が
示
さ
れ
て

い
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

安
養
集
巻
第
九
末 

85
　
三
聚

（
649
）
無
量
寿
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
二
頁
中
）、「
仏
が
阿
難
に
告
げ
ら
れ
た
。〈
極
楽
に

生
ま
れ
る
者
は
み
な
正
定
聚
に
住
す
る
。
彼
国
に
は
邪
定
聚
・
不
定
聚
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
〉
と
」（
要

約
）
と
。

（
650
）
同
経
連
義
述
文
賛
下
に
云
う
璟
興
（
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』

三
七
、一
五
八
頁
上
～
中
）、「
一
説
に
は
、
般
涅
槃
す
る
者
を
正
定
聚
、
般
涅
槃
し
な
い
者
を
邪
定
聚
、

ど
ち
ら
で
も
な
い
者
を
不
定
聚
と
言
う
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
般
涅
槃
の
資
質
は
、
有
る
か
無
い

か
の
ど
ち
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
説
に
は
、
善
趣
す
な
わ
ち
十
信
に
至
る
前
を
邪
定
聚
、
善
趣
の

中
で
進
退
を
繰
り
返
す
者
を
不
定
聚
、
習
種
す
な
わ
ち
十
住
以
上
を
正
定
聚
と
言
う
。
二
乗
外
凡
常
没
を

邪
定
聚
、
前
六
方
便
を
不
定
聚
、
忍
法
以
上
を
正
定
聚
と
言
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
間
違

い
で
あ
る
。
往
生
し
て
即
座
に
十
住
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
も
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
浄
土
に
不
定

聚
が
居
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
説
に
は
、『
中
辺
分
別
論
』（
真
諦
訳
巻
下
、『
大
正
蔵
』

三
一
、四
六
三
頁
下
）
に
よ
る
と
、
正
意
習
起
（
正
定
聚
）
は
初
地
に
当
た
る
と
言
う
。
そ
う
す
る
と
往

生
人
は
み
な
初
地
以
上
の
菩
薩
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
ま
た
一
説
に
は
、

正
定
聚
は
『
阿
弥
陀
経
』
の
阿
鞞
跋
致
と
同
意
で
あ
る
と
言
う
。『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
に
説
く
と
こ
ろ

の
第
七
住
以
上
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
そ
れ
以
下
を
不
定
聚
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
正
義
を
示
す
と
、
穢
土
で
は
三
乗
の
差
別
が
あ
る
が
、
浄
土
に
往
生
す

れ
ば
、
凡
聖
を
問
わ
ず
み
な
、
涅
槃
に
向
か
い
、
善
行
に
趣
き
、
善
道
に
生
ま
れ
、
六
度
を
行
じ
、
解
脱

を
得
る
こ
と
に
決
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
た
だ
正
定
聚
の
み
で
、
邪
定
聚
・
不
定
聚

は
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
651
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
、「〈
生
彼
国
者
皆
悉
住
於
正
定
聚
〉
と
は
、
位
分
を
顕
す
な
り
。
謂
く
、

彼
に
生
ず
る
者
は
、
そ
の
所
応
に
随
い
、
三
乗
の
中
に
お
い
て
み
な
正
定
に
住
し
、
余
の
二
聚
な
し
。〈
所

以
者
何
〉
の
下
は
、
上
の
義
を
釈
成
す
る
な
り
。
こ
の
中
に
ま
さ
に
三
聚
の
義
を
弁
ず
べ
し
。
婆
沙
の
定

蘊
一
行
納
息
の
中
、
略
し
て
二
論
に
よ
っ
て
三
聚
を
建
立
す
。
謂
く
、〈
も
し
集
異
門
論
に
よ
ら
ば
、
邪

性
定
聚
と
は
、
謂
く
、
五
無
間
業
を
成
就
す
。
正
性
定
聚
と
は
、
謂
く
、
学
・
無
学
法
を
成
就
す
。
不
定

聚
と
は
、
謂
く
、
余
の
有
漏
法
お
よ
び
無
漏
法
を
成
就
す
。
こ
れ
を
三
聚
の
自
性
と
名
づ
く
。
界
・
趣
・

生
は
、
邪
性
定
聚
は
、
一
界
・
一
趣
・
一
生
の
少
分
な
り
。
謂
く
、
欲
界
・
人
趣
・
胎
生
な
り
。
正
性
定

聚
は
、
三
界
・
二
趣
・
二
生
の
少
分
な
り
。
謂
く
、
天
人
趣
・
胎
生
・
化
生
な
り
。
不
定
聚
は
、
三
界
少
分
・

三
趣
の
全
な
り
。
謂
く
、
地
獄
・
傍
生
・
餓
鬼
な
り
。
二
趣
の
少
分
な
り
。
謂
く
、
人
天
趣
な
り
。
二
生
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に
対
し
て
、
帝
王
が
世
間
で
尊
ば
れ
る
の
は
、
過
去
世
に
福
徳
を
積
ん
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
報
い
で
天
上

界
に
生
ま
れ
て
楽
を
享
受
し
、
な
お
福
徳
が
尽
き
ず
に
人
間
界
で
は
王
家
に
生
ま
れ
、
美
し
い
容
貌
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
〉
と
。
す
る
と
仏
が
仰
せ
に
な
っ
た
。〈
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
帝
王
は

人
中
で
は
最
尊
で
あ
る
が
、
転
輪
聖
王
に
較
べ
る
と
卑
劣
で
あ
る
。
帝
王
と
貧
窮
人
を
並
べ
た
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
転
輪
聖
王
は
そ
れ
ほ
ど
勝
れ
て
い
る
が
、
帝
釈
天
に
較
べ
る
と
万
億
倍
も
劣
っ
て
い
る
。
そ

の
帝
釈
天
も
、
他
化
自
在
天
の
王
に
較
べ
る
と
百
千
億
倍
も
劣
る
。
そ
の
他
化
自
在
天
の
王
で
さ
え
、
無

量
寿
仏
国
の
菩
薩
や
声
聞
に
較
べ
る
と
百
千
万
億
倍
も
及
ば
な
い
の
で
あ
る
〉
と
」（
要
約
）
と
。

（
648
）同
経
連
義
述
文
中
に
云
う（
憬
興『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』巻
中
、『
大
正
蔵
』三
七
、一
五
六
頁
下
）、

「
経
の
、〈
仏
告
阿
難
〉
よ
り
〈
千
億
倍
也
〉
ま
で
は
、
第
三
に
、

に
対
し
て
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
説
く
。

第
六
天
は
、
欲
界
の
最
勝
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

安
養
集
巻
第
九
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【
考
察
】

　
本
項
「
84
所
化
身
相
」
ま
で
が
巻
九
本
で
あ
り
、
次
項
よ
り
巻
九
末
が
始
ま
る
。
本
項
に
は
、
極
楽
聖

衆
の
身
相
が
極
め
て
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。「
82
神
通
」と
共
に
、

『
往
生
要
集
』
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
三
「
身
相
神
通
」
に
対
応
す
る
論
題
で
あ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
『
往
生
要
集
』「
身
相
神
通
」
に
は
、
往
生
す
る
と
自
然
に
三
十
二
相
と
五
神

通
と
が
身
に
備
わ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
三
十
二
相
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

三
十
二
相
具
足
し
て
荘
厳
す
。
端
正
殊
妙
に
し
て
世
間
に
比
な
し
。
諸
の
声
聞
衆
は
、
身
光
一
尋
な

り
。
菩
薩
の
光
明
は
百
由
旬
を
照
ら
す
。
或
は
十
万
由
旬
と
云
ふ
。
第
六
天
の
主
を
も
っ
て
彼
土
の

衆
生
に
比
ぶ
る
に
、
な
ほ
乞
匈
の
、
帝
王
の
辺
に
在
る
が
ご
と
し
。

　「
身
光
一
尋
」
等
の
説
は
、
前
項
「
83
聖
衆
光
明
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
本
項
「
84
所
化
身
相
」

で
は
、
極
楽
聖
衆
の
身
相
が
第
六
天
王
と
較
べ
て
超
絶
で
あ
る
と
い
う
記
述
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　（
645
）（
647
）『
無
量
寿
経
』
が
本
論
題
出
拠
の
経
文
で
、（
645
）
は
三
十
二
相
を
身
に
備
え
て
い
る
こ
と
、

（
647
）
は
諸
天
に
較
べ
て
超
絶
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
『
往
生
要
集
』
の
記

述
の
典
拠
が
明
示
さ
れ
た
と
言
え
る
。（
646
）（
648
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

釈
文
で
あ
る
。（
646
）
に
見
え
る
、「
八
十
随
好
は
不
定
の
た
め
、
説
か
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
説
は
注
目

す
べ
き
で
、
源
信
が
「
身
相
神
通
」
に
お
い
て
、
三
十
二
相
だ
け
に
言
及
し
た
こ
と
の
理
由
が
示
さ
れ
て

い
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

安
養
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（
649
）
無
量
寿
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
二
頁
中
）、「
仏
が
阿
難
に
告
げ
ら
れ
た
。〈
極
楽
に

生
ま
れ
る
者
は
み
な
正
定
聚
に
住
す
る
。
彼
国
に
は
邪
定
聚
・
不
定
聚
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
〉
と
」（
要

約
）
と
。

（
650
）
同
経
連
義
述
文
賛
下
に
云
う
璟
興
（
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』

三
七
、一
五
八
頁
上
～
中
）、「
一
説
に
は
、
般
涅
槃
す
る
者
を
正
定
聚
、
般
涅
槃
し
な
い
者
を
邪
定
聚
、

ど
ち
ら
で
も
な
い
者
を
不
定
聚
と
言
う
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
般
涅
槃
の
資
質
は
、
有
る
か
無
い

か
の
ど
ち
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
説
に
は
、
善
趣
す
な
わ
ち
十
信
に
至
る
前
を
邪
定
聚
、
善
趣
の

中
で
進
退
を
繰
り
返
す
者
を
不
定
聚
、
習
種
す
な
わ
ち
十
住
以
上
を
正
定
聚
と
言
う
。
二
乗
外
凡
常
没
を

邪
定
聚
、
前
六
方
便
を
不
定
聚
、
忍
法
以
上
を
正
定
聚
と
言
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
間
違

い
で
あ
る
。
往
生
し
て
即
座
に
十
住
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
も
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
浄
土
に
不
定

聚
が
居
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
説
に
は
、『
中
辺
分
別
論
』（
真
諦
訳
巻
下
、『
大
正
蔵
』

三
一
、四
六
三
頁
下
）
に
よ
る
と
、
正
意
習
起
（
正
定
聚
）
は
初
地
に
当
た
る
と
言
う
。
そ
う
す
る
と
往

生
人
は
み
な
初
地
以
上
の
菩
薩
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
ま
た
一
説
に
は
、

正
定
聚
は
『
阿
弥
陀
経
』
の
阿
鞞
跋
致
と
同
意
で
あ
る
と
言
う
。『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
に
説
く
と
こ
ろ

の
第
七
住
以
上
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
そ
れ
以
下
を
不
定
聚
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
正
義
を
示
す
と
、
穢
土
で
は
三
乗
の
差
別
が
あ
る
が
、
浄
土
に
往
生
す

れ
ば
、
凡
聖
を
問
わ
ず
み
な
、
涅
槃
に
向
か
い
、
善
行
に
趣
き
、
善
道
に
生
ま
れ
、
六
度
を
行
じ
、
解
脱

を
得
る
こ
と
に
決
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
た
だ
正
定
聚
の
み
で
、
邪
定
聚
・
不
定
聚

は
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
651
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
、「〈
生
彼
国
者
皆
悉
住
於
正
定
聚
〉
と
は
、
位
分
を
顕
す
な
り
。
謂
く
、

彼
に
生
ず
る
者
は
、
そ
の
所
応
に
随
い
、
三
乗
の
中
に
お
い
て
み
な
正
定
に
住
し
、
余
の
二
聚
な
し
。〈
所

以
者
何
〉
の
下
は
、
上
の
義
を
釈
成
す
る
な
り
。
こ
の
中
に
ま
さ
に
三
聚
の
義
を
弁
ず
べ
し
。
婆
沙
の
定

蘊
一
行
納
息
の
中
、
略
し
て
二
論
に
よ
っ
て
三
聚
を
建
立
す
。
謂
く
、〈
も
し
集
異
門
論
に
よ
ら
ば
、
邪

性
定
聚
と
は
、
謂
く
、
五
無
間
業
を
成
就
す
。
正
性
定
聚
と
は
、
謂
く
、
学
・
無
学
法
を
成
就
す
。
不
定

聚
と
は
、
謂
く
、
余
の
有
漏
法
お
よ
び
無
漏
法
を
成
就
す
。
こ
れ
を
三
聚
の
自
性
と
名
づ
く
。
界
・
趣
・

生
は
、
邪
性
定
聚
は
、
一
界
・
一
趣
・
一
生
の
少
分
な
り
。
謂
く
、
欲
界
・
人
趣
・
胎
生
な
り
。
正
性
定

聚
は
、
三
界
・
二
趣
・
二
生
の
少
分
な
り
。
謂
く
、
天
人
趣
・
胎
生
・
化
生
な
り
。
不
定
聚
は
、
三
界
少
分
・

三
趣
の
全
な
り
。
謂
く
、
地
獄
・
傍
生
・
餓
鬼
な
り
。
二
趣
の
少
分
な
り
。
謂
く
、
人
天
趣
な
り
。
二
生
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の
全
な
り
。
謂
く
、
卵
生
・
湿
生
な
り
。
二
生
の
少
分
な
り
。
謂
く
余
の
二
生
な
り
。
有
説
に
、
邪
性
定

聚
は
、
三
生
の
少
分
な
り
。
化
生
を
除
く
な
り
。
正
性
定
聚
は
、
四
生
の
少
分
な
り
。
不
定
聚
も
ま
た
し

か
り
。
処
は
、
有
説
に
、
邪
性
定
聚
は
、
三
処
の
少
分
な
り
。
正
性
定
聚
は
、
五
処
の
全
と
二
十
四
処
の

少
分
な
り
、
不
定
聚
は
、
五
処
の
全
と
二
十
四
処
の
少
分
な
り
。
如
是
説
は
、
諸
行
に
四
十
処
あ
り
。
不

定
聚
は
十
一
処
の
全
と
二
十
四
処
の
少
分
な
り
。
譬
喩
者
の
説
は
、
無
間
地
獄
よ
り
乃
至
有
頂
ま
で
、
み

な
三
聚
あ
り
。
彼
に
説
く
、
般
涅
槃
法
を
正
性
定
聚
と
名
づ
け
、
不
般
涅
槃
法
を
邪
性
定
聚
と
名
づ
け
、

不
決
定
者
を
不
定
聚
と
名
づ
く
。
評
し
て
曰
く
、前
説
の
ご
と
き
は
好
し
。
こ
れ
集
異
門
に
依
っ
て
説
く
。

も
し
施
設
論
に
よ
っ
て
説
か
ば
、
邪
性
定
聚
は
、
謂
く
、
五
無
間
業
の
、
も
し
は
彼
の
因
、
彼
の
果
、
彼

の
等
流
、
彼
の
異
熟
お
よ
び
彼
の
法
を
成
就
す
る
補
特
伽
羅
な
り
。
正
性
定
聚
は
、
謂
く
学
・
無
学
法
の

も
し
は
彼
の
因
、
彼
の
果
、
彼
等
流
お
よ
び
彼
の
法
を
成
就
す
る
補
特
伽
羅
な
り
。
不
定
聚
は
、
謂
く
、

諸
餘
法
の
も
し
は
彼
の
因
、
彼
の
果
、
彼
の
等
流
、
彼
の
異
熟
お
よ
び
彼
の
法
を
成
就
す
る
補
特
伽
羅
な

り
。
こ
れ
を
三
聚
自
性
と
名
づ
く
。
界
は
前
説
の
ご
と
し
。
趣
生
は
、
邪
性
定
聚
は
、
二
趣
・
二
生
の
少

分
な
り
。
謂
く
地
獄
お
よ
び
人
、胎
生・化
生
な
り
。
正
性
定
聚
も
ま
た
二
趣
の
少
分
な
り
。
謂
く
人
天
趣
、

四
生
の
少
分
な
り
。
不
定
聚
は
二
趣
の
全
な
り
。
謂
く
傍
生
・
餓
鬼
な
り
。
三
趣
の
少
分
な
り
。
謂
く
地

獄
・
人
・
天
な
り
。
四
生
の
少
分
な
り
。
処
所
の
分
別
は
、
応
の
如
く
知
る
べ
し
〉
と
。
上
来
弁
ず
る
と

こ
ろ
は
、
小
乗
に
依
っ
て
説
く
。
大
乗
に
依
ら
ば
、
十
地
論
の
中
、
第
九
地
に
説
く
、〈
衆
生
三
聚
の
行

の
稠
林
の
差
別
に
五
種
あ
り
。
一
に
有
涅
槃
法・無
涅
槃
法
。
三
乗
の
中
、
一
向
定
の
差
別
な
り
。
経
に
、

こ
の
菩
薩
は
如
実
に
衆
生
の
三
聚
の
正
定
相
・
邪
定
相
、
こ
の
二
を
離
れ
た
る
不
定
相
を
知
る
と
い
ふ
が

ご
と
き
ゆ
ゑ
に
。
二
に
善
行
・
悪
行
の
因
の
差
別
。
経
に
、
正
見
正
定
相
と
邪
見
（
＋
邪
？
）
定
相
と
、
こ

の
二
を
離
れ
た
る
不
定
相
と
い
ふ
が
ご
と
き
ゆ
ゑ
に
。
三
に
悪
道
・
善
道
の
因
の
差
別
。
経
に
、
五
逆
邪

定
相
・
五
根
正
定
相
、
こ
の
二
を
離
れ
た
る
不
定
相
と
い
ふ
が
ご
と
き
ゆ
ゑ
に
。
四
に
外
道
・
声
聞
の
因

の
差
別
。
経
に
、
八
邪
邪
定
相
・
正
位
正
定
相
と
、
更
に
不
作
の
ゆ
ゑ
に
こ
の
二
を
離
れ
た
る
不
定
相
と

い
ふ
が
ご
と
き
ゆ
ゑ
に
。
五
に
菩
薩
の
差
別
を
示
現
す
。
経
に
、
妬
悋
惡
行
を
転
ぜ
ざ
る
邪
定
相
と
、
無

上
聖
道
を
修
行
す
る
正
定
相
と
、
こ
の
二
を
離
れ
た
る
不
定
相
を
み
な
如
実
に
知
る
と
い
ふ
が
ご
と
き
ゆ

ゑ
に
。
化
す
べ
き
衆
生
を
捨
つ
る
を
妬
と
名
づ
け
、
他
に
財
を
施
す
を
喜
ば
ざ
る
を
悋
過
と
名
づ
け
、
よ

く
他
を
し
て
苦
を
生
ぜ
し
む
る
は
、悪
行
を
転
ぜ
ざ
る
な
り
。
菩
薩
の
波
羅
蜜
と
相
違
す
る
は
邪
定
な
り
〉

と
。
解
し
て
云
ふ
、
上
来
所
説
の
五
種
の
三
聚
の
中
、
初
の
一
は
本
性
三
聚
説
な
り
。
ま
た
後
の
四
は
方

便
三
聚
説
な
り
。
も
っ
て
小
乗
の
中
、
薩
婆
多
宗
は
、
た
だ
方
便
三
聚
を
説
く
の
み
。
譬
喩
者
は
、
た
だ

本
性
三
聚
を
説
く
の
み
。
今
、
大
乗
の
中
に
は
、
具
に
二
種
を
説
く
。
ゆ
ゑ
に
瑜
伽
の
中
、
性
の
五
種
に

拠
っ
て
、
も
っ
て
こ
れ
を
括
っ
て
二
と
な
す
。
謂
く
、
三
聚
の
中
に
各
二
種
あ
り
。
謂
く
、
本
性
と
お
よ

び
方
便
と
な
り
。
本
性
三
聚
と
言
ふ
は
、
謂
く
、
も
し
身
中
に
、
涅
槃
法
あ
ら
ば
名
づ
け
て
正
定
と
な
し
、

涅
槃
法
な
け
れ
ば
名
づ
け
て
邪
定
と
な
す
。
涅
槃
法
あ
り
と
い
へ
ど
も
三
乗
の
中
に
お
い
て
決
定
せ
ざ
れ

ば
、
名
づ
け
て
不
定
と
な
す
。
譬
喩
の
所
説
と
こ
の
義
を
同
じ
く
す
る
な
り
。
方
便
三
聚
と
言
ふ
は
、
こ

の
中
に
四
対
あ
り
。
一
に
解
脱
分
の
善
根
所
摂
の
世
間
の
正
見
を
起
こ
す
を
、
名
づ
け
て
正
定
と
な
す
。

も
し
邪
見
の
正
法
の
外
に
あ
る
を
起
こ
す
を
、
名
づ
け
て
邪
定
と
な
す
。
こ
の
二
種
を
離
る
る
を
、
名
づ

け
て
不
定
と
な
す
。
も
し
こ
の
門
に
よ
っ
て
説
か
ば
、
五
逆
を
造
る
も
邪
見
を
起
こ
さ
ざ
れ
ば
、
不
定
聚

と
名
づ
く
。
邪
定
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
解
脱
分
の
善
に
三
品
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
み
な
正
定
と
名
づ
く
る

を
得
。
習
気
は
退
な
き
が
ゆ
ゑ
に
。
ゆ
ゑ
に
対
法
に
云
ふ
、〈
下
中
品
順
解
脱
分
よ
り
、
可
退
の
義
あ
り
。

こ
れ
た
だ
現
行
を
退
す
る
の
み
。
習
気
を
退
す
る
に
あ
ら
ず
。
す
で
に
涅
槃
に
よ
っ
て
、
ま
づ
善
根
を
起

こ
さ
ば
、ま
た
新
た
に
起
こ
さ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
こ
の
下
品
順
解
脱
分
善
根
に
依
っ
て
、薄
伽
梵
説
か
く
、

も
し
世
間
に
増
上
品
の
正
見
を
具
す
る
も
の
あ
ら
ば
、千
生
を
経
歴
す
と
い
へ
ど
も
、悪
趣
に
堕
ち
ず
〉と
。

二
に
決
択
分
善
根
所
摂
の
信
等
の
五
根
を
名
づ
け
て
正
定
と
な
す
。
も
し
五
逆
を
造
り
て
定
ん
で
無
間
に

堕
つ
る
を
名
づ
け
て
邪
定
と
な
す
。
こ
の
二
種
を
離
る
る
を
名
づ
け
て
不
定
と
な
す
。
こ
の
門
の
文
中
に

お
い
て
、
た
と
ひ
邪
見
を
起
こ
す
も
、
無
間
を
造
ら
ざ
れ
ば
、
名
づ
け
て
不
定
と
な
し
、
邪
定
に
あ
ら
ざ

る
な
り
。
薩
婆
多
師
の
邪
定
も
こ
れ
と
同
じ
。
こ
れ
ま
た
一
に
、
三
品
の
決
択
分
の
善
根
は
み
な
正
定
と

名
づ
く
る
が
ゆ
ゑ
に
、
涅
槃
恒
河
の
七
人
、
燸
を
得
て
已
去
を
名
づ
け
て
第
三
出
已
住
と
な
す
な
り
。
三

に
す
で
に
聖
位
八
正
道
を
起
こ
さ
ば
、
名
づ
け
て
正
定
と
な
す
。
も
し
外
道
の
八
邪
見
を
起
こ
さ
ば
、
名

づ
け
て
邪
定
と
な
す
。
こ
の
二
種
を
離
る
る
を
、
名
づ
け
て
不
定
と
な
す
。
薩
婆
多
師
の
正
定
も
こ
れ
と

同
じ
。
四
に
位
に
就
い
て
、
す
で
に
賢
首
住
に
入
る
習
種
姓
を
名
づ
け
て
正
定
と
な
す
。
未
だ
十
信
・
十

解
を
起
こ
さ
ず
、
悪
行
を
転
ぜ
ざ
る
を
、
名
づ
け
て
邪
定
と
な
す
。
こ
の
二
種
を
離
る
る
を
、
名
づ
け
て

不
定
と
な
す
。
起
信
論
の
信
発
心
の
ご
と
き
は
、
か
く
の
ご
と
く
信
心
成
就
し
て
発
心
を
得
ば
、
正
定
聚

に
入
り
、
畢
竟
退
せ
ず
、
如
来
種
姓
の
中
に
住
し
て
、
正
因
と
相
応
す
と
名
づ
く
。
疾
に
説
か
ば
前
の
ご

と
し
。
仏
性・宝
性
二
論
の
中
、
三
種
人
に
よ
っ
て
広
く
三
聚
を
説
く
。
文
の
繁
広
を
恐
れ
て
具
述
せ
ず
。

今
こ
の
文
中
に
、
彼
国
に
生
ず
る
者
は
み
な
正
定
に
住
し
て
諸
の
邪
聚
な
し
と
い
ふ
は
、
五
種
の
中
、
初

の
二
説
に
依
る
。
悪
趣
・
三
乗
は
、
解
脱
善
を
も
っ
て
は
じ
め
て
彼
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
る
が

ゆ
ゑ
に
、
も
し
後
の
三
に
依
れ
ば
、
す
な
は
ち
不
定
聚
な
し
と
説
く
を
得
ず
。
彼
国
に
生
ず
る
者
は
、
未

だ
必
ず
し
も
み
な
順
決
択
等
の
諸
善
法
を
起
こ
さ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
（
古
逸
）
に
云
う
、「〈
生
彼
国
者
皆
悉
住
於
正
定
聚
〉
と
は
、

往
生
人
の
行
位
を
顕
す
。
極
楽
に
生
ず
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
に
応
じ
て
、
三
乗
と
も
に
み
な
正
定

聚
に
住
し
、邪
定
聚
・
不
定
聚
の
者
は
な
い
。〈
所
以
者
何
〉の
下
に
は
、上
説
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
、
三
聚
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

　『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
百
八
十
六
、
定
蘊
第
七
中
一
行
納
息
第
五
之
四
（『
大
正
蔵
』

二
七
、九
三
〇
頁
中
～
下
）に
は
、概
略
二
つ
の
論
に
よ
っ
て
三
聚
の
義
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。〈『
集

異
門
論
』
に
よ
る
と
、
邪
性
定
聚
と
は
五
無
間
業
を
成
就
し
た
者
で
あ
り
、
正
性
定
聚
と
は
学
・
無
学
の
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法
を
成
就
し
た
者
、
不
定
聚
と
は
そ
の
他
の
有
漏
法
・
無
為
法
を
成
就
し
た
者
で
あ
る
。
こ
れ
を
三
聚
の

自
性
と
す
る
。
三
界
、
六
趣
、
四
生
に
配
当
す
る
と
、
邪
性
定
聚
は
、
欲
界
、
人
趣
、
胎
生
の
一
部
に
当

た
る
。
正
性
定
聚
は
、
三
界
の
全
て
、
天
趣
・
人
趣
、
胎
生
・
化
生
の
一
部
に
当
た
る
。
不
定
聚
は
、
三

界
の
一
部
、
地
獄
・
傍
生
・
餓
鬼
の
全
て
と
人
趣
・
天
趣
の
一
部
、
卵
生
・
湿
生
の
全
て
と
胎
生
・
化
生

の
一
部
に
当
た
る
。
一
説
に
は
、
邪
性
定
聚
は
、
化
生
を
除
く
三
生
の
一
部
で
あ
り
、
正
性
定
聚
は
、
四

生
の
一
部
、
不
定
聚
も
同
様
で
あ
る
と
言
う
。
処
に
配
当
す
る
と
、
一
説
に
は
、
邪
性
定
聚
は
、
三
処
の

一
部
、
正
性
定
聚
は
、
五
処
の
全
て
と
二
十
四
処
の
一
部
、
不
定
聚
は
、
五
処
の
全
て
と
二
十
四
処
の
一

部
で
あ
る
と
言
う
。
正
し
く
は
、
諸
行
に
四
十
処
あ
り
、
不
定
聚
は
十
一
処
の
全
て
と
二
十
四
処
の
一
部

で
あ
る
。

　
譬
喩
者
（
経
量
部
）
の
説
で
は
、
無
間
地
獄
よ
り
有
頂
天
ま
で
、
す
べ
て
に
三
聚
が
あ
る
と
言
う
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
般
涅
槃
法
を
正
性
定
聚
と
呼
び
、
不
般
涅
槃
法
を
邪
性
定
聚
と
呼
び
、
不
決
定
者
を
不
定

聚
と
呼
ぶ
。

　
評
す
る
に
、
前
者
の
説
が
妥
当
で
あ
る
。『
集
異
門
論
』
の
説
で
あ
る
。『
施
設
論
』
に
よ
る
と
、
邪
性

定
聚
は
、
五
無
間
業
の
因
と
果
と
等
流
と
異
熟
と
、
お
よ
び
そ
の
法
を
成
就
し
た
者
を
言
う
。
正
性
定
聚

は
、
学
・
無
学
法
の
因
と
果
と
等
流
と
、
お
よ
び
そ
の
法
を
成
就
し
た
者
を
言
う
。
不
定
聚
は
、
そ
の
他

の
諸
法
の
彼
と
果
と
等
流
と
異
熟
と
、
お
よ
び
そ
の
法
を
成
就
し
た
者
を
言
う
。
こ
れ
を
三
聚
の
自
性
と

呼
ぶ
。
界
は
前
説
と
同
じ
で
あ
る
。
趣
・
生
は
、
邪
性
定
聚
は
、
地
獄
・
人
の
一
部
と
、
胎
生
・
化
生
の

一
部
で
あ
る
。
正
性
定
聚
は
人
趣
・
天
趣
の
一
部
と
、
四
生
の
一
部
で
あ
る
。
不
定
聚
は
傍
生
・
餓
鬼
の

全
て
と
地
獄
・
人
・
天
の
一
部
、
四
生
の
一
部
で
あ
る
。
処
所
の
分
別
は
以
上
の
よ
う
に
理
解
せ
よ
〉
と
。

こ
こ
ま
で
述
べ
来
た
っ
た
と
こ
ろ
は
、
小
乗
の
説
で
あ
る
。

　
大
乗
に
依
る
な
ら
ば
、『
十
地
経
論
』
の
第
九
地
（
巻
十
一
、『
大
正
蔵
』
二
六
、一
八
九
頁
上
～
中
）

に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。〈
三
聚
の
区
別
と
し
て
五
つ
の
説
が
あ
る
。
第
一
に
有
涅
槃
法
と
無
涅
槃
法

つ
ま
り
悟
り
を
得
ら
れ
る
が
否
か
の
区
別
で
あ
る
。
三
乗
の
中
で
明
確
に
定
ま
っ
た
区
別
で
あ
る
。
本
経

に
、《
こ
の
菩
薩
は
如
実
に
衆
生
の
三
聚
の
正
定
相
・
邪
定
相
と
、
そ
の
両
者
を
離
れ
た
不
定
相
と
を
知
る
》

と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
第
二
に
善
行
・
悪
行
の
因
の
区
別
で
あ
る
。
本
経
に
、《
正
見
正
定
相
と
邪

見
邪
定
相
と
、
そ
の
両
者
を
離
れ
た
不
定
相
》
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
第
三
に
悪
道
・
善
道
の
因
の

区
別
で
あ
る
。
本
経
に
、《
五
逆
邪
定
相
・
五
根
正
定
相
と
、
そ
の
両
者
を
離
れ
た
不
定
相
》
と
説
か
れ

る
通
り
で
あ
る
。
第
四
に
外
道
・
声
聞
の
因
の
区
別
で
あ
る
。
本
経
に
、《
八
邪
邪
定
相
・
正
位
正
定
相
と
、

不
作
の
た
め
に
そ
の
両
者
を
離
れ
た
不
定
相
》と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
第
五
に
菩
薩
の
差
別
を
示
す
。

本
経
に
、《
妬
悋
惡
行
を
改
め
ら
れ
な
い
邪
定
相
と
、
無
上
聖
道
を
修
行
す
る
正
定
相
と
、
そ
の
両
者
を

離
れ
た
不
定
相
を
み
な
如
実
に
知
る
》
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
教
化
す
べ
き
衆
生
を
捨
て
る
こ
と
を

妬
と
言
い
、
他
に
財
を
施
す
の
を
喜
ば
な
い
こ
と
を
悋
過
と
言
い
、
他
者
を
苦
し
め
る
こ
と
が
、
悪
行
を

改
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
菩
薩
の
修
行
と
相
違
す
る
も
の
が
邪
定
で
あ
る
〉
と
。

　
こ
の
文
を
解
説
す
る
と
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
五
種
の
三
聚
の
中
、
初
の
一
は
本
性
三
聚
説
で
あ
る
。
ま

た
後
の
四
は
方
便
三
聚
説
で
あ
る
。
小
乗
の
中
、
薩
婆
多
宗
（
説
一
切
有
部
）
は
、
た
だ
方
便
三
聚
を
説

く
の
み
で
あ
る
。
譬
喩
者
（
経
量
部
）
は
、
た
だ
本
性
三
聚
を
説
く
の
み
で
あ
る
。
大
乗
で
は
両
方
を
説

く
。
よ
っ
て
『
瑜
伽
師
地
論
』
で
は
、
五
種
種
性
の
立
場
か
ら
二
種
の
三
聚
を
説
く
。
本
性
と
方
便
の
二

種
の
三
聚
で
あ
る
。

　
本
性
三
聚
と
は
、
身
中
に
涅
槃
法
が
あ
れ
ば
正
定
と
言
い
、
涅
槃
法
が
な
け
れ
ば
邪
定
と
言
う
。
涅
槃

法
が
あ
っ
て
も
三
乗
の
い
ず
れ
か
に
決
定
し
て
い
な
け
れ
ば
不
定
と
言
う
。経
量
部
の
説
と
同
様
で
あ
る
。

　
方
便
三
聚
の
中
に
は
、
四
種
の
教
説
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
解
脱
分
の
善
根
に
お
さ
ま
る
世
間
の
正
見
を
起
こ
す
者
を
正
定
と
言
う
。
正
法
に
そ
む
く
邪

見
を
起
こ
す
者
を
邪
定
と
言
う
。
そ
の
両
者
以
外
の
者
を
不
定
と
言
う
。
こ
の
立
場
に
よ
る
と
、
五
逆
を

造
っ
た
と
し
て
も
邪
見
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
不
定
聚
と
呼
ば
れ
る
。
邪
定
で
は
な
い
。
解
脱
分
の
善
に
は

三
種
あ
る
が
、
す
べ
て
正
定
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
習
気
が
退
失
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
対
法

（『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
巻
十
三
、『
大
正
蔵
』
三
一
、七
五
四
頁
上
）
に
言
う
、〈
下
・
中
品
の
順
解

脱
分
以
下
の
者
に
は
、
退
失
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
た
だ
現
行
を
退
す
る
だ
け
で
、
習
気
を
退
す
る
の
で

は
な
い
。
ひ
と
た
び
涅
槃
法
に
よ
っ
て
善
根
を
起
こ
し
た
な
ら
ば
、
改
め
て
起
こ
す
必
要
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。
下
品
の
順
解
脱
分
の
善
根
に
つ
い
て
仏
は
、
増
上
品
の
正
見
を
備
え
る
者
は
、
千
生
を
経
て
も
悪

趣
に
堕
ち
な
い
と
説
か
れ
る
〉
と
。

　
第
二
に
、
決
択
分
の
善
根
に
お
さ
ま
る
信
等
の
五
根
を
正
定
と
言
う
。
五
逆
罪
を
造
っ
て
無
間
地
獄
に

堕
ち
る
者
を
邪
定
と
言
う
。
そ
の
両
者
以
外
の
者
を
不
定
と
言
う
。
こ
の
立
場
に
よ
る
と
、
邪
見
を
起
こ

し
て
も
無
間
業
を
造
ら
な
け
れ
ば
不
定
と
呼
ば
れ
る
。
邪
定
で
は
な
い
。
説
一
切
有
部
で
言
う
邪
定
も
こ

れ
と
同
じ
で
あ
る
。ま
た
三
品
の
決
択
分
の
善
根
は
み
な
正
定
と
言
う
の
だ
か
ら
、『
涅
槃
経
』（
北
本
巻
六
、

『
大
正
蔵
』
一
二
、三
九
八
頁
下
～
三
九
九
頁
上
）
所
説
の
恒
河
の
七
人
も
（
初
発
心
よ
り
阿
羅
漢
ま
で
の
十
人
の

中
の
前
七
人
、
す
な
わ
ち
地
前
菩
薩
を
指
す
。
浄
影
『
大
乗
義
章
』
巻
十
七
末
（『
大
正
蔵
』
四
四
、八
一
二
頁
上
～
中
）
お
よ
び
本

書
巻
四
「

 47
三
輩
九
品
階
位
」
の
項
（

 307
）
参
照
。
…
…
筆
者
註
）、煖
位
以
上
は
第
三
出
已
住
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
聖
位
八
正
道
を
起
こ
す
者
を
正
定
と
言
う
。
外
道
の
八
邪
見
を
起
こ
す
者
を
邪
定
と
言
う
。

そ
の
両
者
以
外
を
不
定
と
言
う
。
説
一
切
有
部
の
正
定
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
賢
首
住
に
入
る
習
種
姓
を
正
定
と
言
う
。
未
だ
十
信
・
十
解
を
起
こ
さ
ず
、
悪
行
を
改
め
ら

れ
な
い
者
を
邪
定
と
言
う
。
そ
の
両
者
以
下
外
を
不
定
と
言
う
。『
起
信
論
』
所
説
に
信
成
就
発
心
は
、

信
心
を
成
就
し
て
発
心
す
る
の
で
、
正
定
聚
に
入
り
、
畢
竟
退
転
し
な
い
。
如
来
種
姓
に
住
し
て
、
正
因

と
相
応
す
る
と
言
わ
れ
る
。
速
疾
に
つ
い
て
説
く
な
ら
ば
先
述
の
通
り
で
あ
る
。『
仏
性
論
』『
宝
性
論
』

で
は
、
三
種
人
に
よ
っ
て
広
く
三
聚
を
説
か
れ
る
。
煩
瑣
を
避
け
て
具
述
し
な
い
。
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法
を
成
就
し
た
者
、
不
定
聚
と
は
そ
の
他
の
有
漏
法
・
無
為
法
を
成
就
し
た
者
で
あ
る
。
こ
れ
を
三
聚
の

自
性
と
す
る
。
三
界
、
六
趣
、
四
生
に
配
当
す
る
と
、
邪
性
定
聚
は
、
欲
界
、
人
趣
、
胎
生
の
一
部
に
当

た
る
。
正
性
定
聚
は
、
三
界
の
全
て
、
天
趣
・
人
趣
、
胎
生
・
化
生
の
一
部
に
当
た
る
。
不
定
聚
は
、
三

界
の
一
部
、
地
獄
・
傍
生
・
餓
鬼
の
全
て
と
人
趣
・
天
趣
の
一
部
、
卵
生
・
湿
生
の
全
て
と
胎
生
・
化
生

の
一
部
に
当
た
る
。
一
説
に
は
、
邪
性
定
聚
は
、
化
生
を
除
く
三
生
の
一
部
で
あ
り
、
正
性
定
聚
は
、
四

生
の
一
部
、
不
定
聚
も
同
様
で
あ
る
と
言
う
。
処
に
配
当
す
る
と
、
一
説
に
は
、
邪
性
定
聚
は
、
三
処
の

一
部
、
正
性
定
聚
は
、
五
処
の
全
て
と
二
十
四
処
の
一
部
、
不
定
聚
は
、
五
処
の
全
て
と
二
十
四
処
の
一

部
で
あ
る
と
言
う
。
正
し
く
は
、
諸
行
に
四
十
処
あ
り
、
不
定
聚
は
十
一
処
の
全
て
と
二
十
四
処
の
一
部

で
あ
る
。

　
譬
喩
者
（
経
量
部
）
の
説
で
は
、
無
間
地
獄
よ
り
有
頂
天
ま
で
、
す
べ
て
に
三
聚
が
あ
る
と
言
う
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
般
涅
槃
法
を
正
性
定
聚
と
呼
び
、
不
般
涅
槃
法
を
邪
性
定
聚
と
呼
び
、
不
決
定
者
を
不
定

聚
と
呼
ぶ
。

　
評
す
る
に
、
前
者
の
説
が
妥
当
で
あ
る
。『
集
異
門
論
』
の
説
で
あ
る
。『
施
設
論
』
に
よ
る
と
、
邪
性

定
聚
は
、
五
無
間
業
の
因
と
果
と
等
流
と
異
熟
と
、
お
よ
び
そ
の
法
を
成
就
し
た
者
を
言
う
。
正
性
定
聚

は
、
学
・
無
学
法
の
因
と
果
と
等
流
と
、
お
よ
び
そ
の
法
を
成
就
し
た
者
を
言
う
。
不
定
聚
は
、
そ
の
他

の
諸
法
の
彼
と
果
と
等
流
と
異
熟
と
、
お
よ
び
そ
の
法
を
成
就
し
た
者
を
言
う
。
こ
れ
を
三
聚
の
自
性
と

呼
ぶ
。
界
は
前
説
と
同
じ
で
あ
る
。
趣
・
生
は
、
邪
性
定
聚
は
、
地
獄
・
人
の
一
部
と
、
胎
生
・
化
生
の

一
部
で
あ
る
。
正
性
定
聚
は
人
趣
・
天
趣
の
一
部
と
、
四
生
の
一
部
で
あ
る
。
不
定
聚
は
傍
生
・
餓
鬼
の

全
て
と
地
獄
・
人
・
天
の
一
部
、
四
生
の
一
部
で
あ
る
。
処
所
の
分
別
は
以
上
の
よ
う
に
理
解
せ
よ
〉
と
。

こ
こ
ま
で
述
べ
来
た
っ
た
と
こ
ろ
は
、
小
乗
の
説
で
あ
る
。

　
大
乗
に
依
る
な
ら
ば
、『
十
地
経
論
』
の
第
九
地
（
巻
十
一
、『
大
正
蔵
』
二
六
、一
八
九
頁
上
～
中
）

に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。〈
三
聚
の
区
別
と
し
て
五
つ
の
説
が
あ
る
。
第
一
に
有
涅
槃
法
と
無
涅
槃
法

つ
ま
り
悟
り
を
得
ら
れ
る
が
否
か
の
区
別
で
あ
る
。
三
乗
の
中
で
明
確
に
定
ま
っ
た
区
別
で
あ
る
。
本
経

に
、《
こ
の
菩
薩
は
如
実
に
衆
生
の
三
聚
の
正
定
相
・
邪
定
相
と
、
そ
の
両
者
を
離
れ
た
不
定
相
と
を
知
る
》

と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
第
二
に
善
行
・
悪
行
の
因
の
区
別
で
あ
る
。
本
経
に
、《
正
見
正
定
相
と
邪

見
邪
定
相
と
、
そ
の
両
者
を
離
れ
た
不
定
相
》
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
第
三
に
悪
道
・
善
道
の
因
の

区
別
で
あ
る
。
本
経
に
、《
五
逆
邪
定
相
・
五
根
正
定
相
と
、
そ
の
両
者
を
離
れ
た
不
定
相
》
と
説
か
れ

る
通
り
で
あ
る
。
第
四
に
外
道
・
声
聞
の
因
の
区
別
で
あ
る
。
本
経
に
、《
八
邪
邪
定
相
・
正
位
正
定
相
と
、

不
作
の
た
め
に
そ
の
両
者
を
離
れ
た
不
定
相
》と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
第
五
に
菩
薩
の
差
別
を
示
す
。

本
経
に
、《
妬
悋
惡
行
を
改
め
ら
れ
な
い
邪
定
相
と
、
無
上
聖
道
を
修
行
す
る
正
定
相
と
、
そ
の
両
者
を

離
れ
た
不
定
相
を
み
な
如
実
に
知
る
》
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
教
化
す
べ
き
衆
生
を
捨
て
る
こ
と
を

妬
と
言
い
、
他
に
財
を
施
す
の
を
喜
ば
な
い
こ
と
を
悋
過
と
言
い
、
他
者
を
苦
し
め
る
こ
と
が
、
悪
行
を

改
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
菩
薩
の
修
行
と
相
違
す
る
も
の
が
邪
定
で
あ
る
〉
と
。

　
こ
の
文
を
解
説
す
る
と
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
五
種
の
三
聚
の
中
、
初
の
一
は
本
性
三
聚
説
で
あ
る
。
ま

た
後
の
四
は
方
便
三
聚
説
で
あ
る
。
小
乗
の
中
、
薩
婆
多
宗
（
説
一
切
有
部
）
は
、
た
だ
方
便
三
聚
を
説

く
の
み
で
あ
る
。
譬
喩
者
（
経
量
部
）
は
、
た
だ
本
性
三
聚
を
説
く
の
み
で
あ
る
。
大
乗
で
は
両
方
を
説

く
。
よ
っ
て
『
瑜
伽
師
地
論
』
で
は
、
五
種
種
性
の
立
場
か
ら
二
種
の
三
聚
を
説
く
。
本
性
と
方
便
の
二

種
の
三
聚
で
あ
る
。

　
本
性
三
聚
と
は
、
身
中
に
涅
槃
法
が
あ
れ
ば
正
定
と
言
い
、
涅
槃
法
が
な
け
れ
ば
邪
定
と
言
う
。
涅
槃

法
が
あ
っ
て
も
三
乗
の
い
ず
れ
か
に
決
定
し
て
い
な
け
れ
ば
不
定
と
言
う
。経
量
部
の
説
と
同
様
で
あ
る
。

　
方
便
三
聚
の
中
に
は
、
四
種
の
教
説
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
解
脱
分
の
善
根
に
お
さ
ま
る
世
間
の
正
見
を
起
こ
す
者
を
正
定
と
言
う
。
正
法
に
そ
む
く
邪

見
を
起
こ
す
者
を
邪
定
と
言
う
。
そ
の
両
者
以
外
の
者
を
不
定
と
言
う
。
こ
の
立
場
に
よ
る
と
、
五
逆
を

造
っ
た
と
し
て
も
邪
見
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
不
定
聚
と
呼
ば
れ
る
。
邪
定
で
は
な
い
。
解
脱
分
の
善
に
は

三
種
あ
る
が
、
す
べ
て
正
定
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
習
気
が
退
失
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
対
法

（『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
巻
十
三
、『
大
正
蔵
』
三
一
、七
五
四
頁
上
）
に
言
う
、〈
下
・
中
品
の
順
解

脱
分
以
下
の
者
に
は
、
退
失
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
た
だ
現
行
を
退
す
る
だ
け
で
、
習
気
を
退
す
る
の
で

は
な
い
。
ひ
と
た
び
涅
槃
法
に
よ
っ
て
善
根
を
起
こ
し
た
な
ら
ば
、
改
め
て
起
こ
す
必
要
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。
下
品
の
順
解
脱
分
の
善
根
に
つ
い
て
仏
は
、
増
上
品
の
正
見
を
備
え
る
者
は
、
千
生
を
経
て
も
悪

趣
に
堕
ち
な
い
と
説
か
れ
る
〉
と
。

　
第
二
に
、
決
択
分
の
善
根
に
お
さ
ま
る
信
等
の
五
根
を
正
定
と
言
う
。
五
逆
罪
を
造
っ
て
無
間
地
獄
に

堕
ち
る
者
を
邪
定
と
言
う
。
そ
の
両
者
以
外
の
者
を
不
定
と
言
う
。
こ
の
立
場
に
よ
る
と
、
邪
見
を
起
こ

し
て
も
無
間
業
を
造
ら
な
け
れ
ば
不
定
と
呼
ば
れ
る
。
邪
定
で
は
な
い
。
説
一
切
有
部
で
言
う
邪
定
も
こ

れ
と
同
じ
で
あ
る
。ま
た
三
品
の
決
択
分
の
善
根
は
み
な
正
定
と
言
う
の
だ
か
ら
、『
涅
槃
経
』（
北
本
巻
六
、

『
大
正
蔵
』
一
二
、三
九
八
頁
下
～
三
九
九
頁
上
）
所
説
の
恒
河
の
七
人
も
（
初
発
心
よ
り
阿
羅
漢
ま
で
の
十
人
の

中
の
前
七
人
、
す
な
わ
ち
地
前
菩
薩
を
指
す
。
浄
影
『
大
乗
義
章
』
巻
十
七
末
（『
大
正
蔵
』
四
四
、八
一
二
頁
上
～
中
）
お
よ
び
本

書
巻
四
「

 47
三
輩
九
品
階
位
」
の
項
（

 307
）
参
照
。
…
…
筆
者
註
）、煖
位
以
上
は
第
三
出
已
住
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
聖
位
八
正
道
を
起
こ
す
者
を
正
定
と
言
う
。
外
道
の
八
邪
見
を
起
こ
す
者
を
邪
定
と
言
う
。

そ
の
両
者
以
外
を
不
定
と
言
う
。
説
一
切
有
部
の
正
定
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
賢
首
住
に
入
る
習
種
姓
を
正
定
と
言
う
。
未
だ
十
信
・
十
解
を
起
こ
さ
ず
、
悪
行
を
改
め
ら

れ
な
い
者
を
邪
定
と
言
う
。
そ
の
両
者
以
下
外
を
不
定
と
言
う
。『
起
信
論
』
所
説
に
信
成
就
発
心
は
、

信
心
を
成
就
し
て
発
心
す
る
の
で
、
正
定
聚
に
入
り
、
畢
竟
退
転
し
な
い
。
如
来
種
姓
に
住
し
て
、
正
因

と
相
応
す
る
と
言
わ
れ
る
。
速
疾
に
つ
い
て
説
く
な
ら
ば
先
述
の
通
り
で
あ
る
。『
仏
性
論
』『
宝
性
論
』

で
は
、
三
種
人
に
よ
っ
て
広
く
三
聚
を
説
か
れ
る
。
煩
瑣
を
避
け
て
具
述
し
な
い
。
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本
経
『
無
量
寿
経
』
に
、彼
国
に
生
ず
る
者
は
み
な
正
定
に
住
し
て
諸
の
邪
聚
な
し
と
説
か
れ
る
の
は
、

五
種
の
三
聚
説
の
中
、
は
じ
め
の
二
説
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
悪
趣
・
三
乗
は
、
順
解
脱
分
の
善
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
彼
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
後
の
三
説
に
依
る
な
ら
ば
、
不
定

聚
な
し
と
説
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
国
に
生
ず
る
者
が
、
み
な
順
決
択
分
等
の
諸
善
法
を
起
こ
す
わ
け

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
。

（
652
）
観マ

マ

経
宗
要
元
暁
に
云
う
（『
無
量
寿
経
宗
要
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
二
九
頁
中
～
一
三
〇
頁
上
）、

「
第
三
に
往
生
人
の
種
類
に
つ
い
て
二
段
を
設
け
る
。
第
一
は
三
聚
衆
生
の
区
別
、
第
二
は
四
種
の
疑
惑

人
の
区
別
で
あ
る
。
初
に
三
聚
と
は
、
本
経
下
巻
に
、〈
彼
国
に
生
ま
れ
る
者
は
、
み
な
正
定
聚
に
住
す

る
。
邪
定
聚
・
不
定
聚
は
い
な
い
〉
と
言
う
。
そ
の
三
聚
に
つ
い
て
、『
宝
性
論
』（
巻
三
、『
大
正
蔵
』

三
一
、八
二
八
頁
下
～
八
二
九
頁
上
）
に
、〈
輪
回
の
生
存
を
求
め
る
者
を
邪
定
聚
と
言
い
、
輪
回
か
ら
の

離
脱
を
求
め
な
が
ら
そ
の
手
段
を
得
ら
れ
な
い
者
を
不
定
聚
、
輪
回
か
ら
の
離
脱
を
求
め
て
そ
の
手
段
を

得
た
声
聞
・
縁
覚
と
、
生
死
輪
回
と
解
脱
涅
槃
の
平
等
を
悟
っ
て
無
住
処
涅
槃
を
目
指
す
菩
薩
と
を
正
定

聚
の
衆
生
と
言
う
〉
と
言
う
。
つ
ま
り
、
断
善
根
に
退
堕
し
な
い
こ
と
が
決
定
し
た
者
を
正
定
聚
と
名
づ

け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
行
位
を
求
め
る
と
、『
瑜
伽
師
地
論
』（
巻
六
十
四
、『
大
正
蔵
』
三
〇
、六
五
六
頁
中
、

巻
三
十
五
、
同
四
七
八
頁
下
）
に
、
本
性
・
習
成
の
二
種
の
正
定
聚
を
説
く
が
、
本
性
正
定
聚
と
は
五
種

種
性
中
の
菩
薩
種
性
人
に
当
た
る
。
こ
の
者
は
も
と
よ
り
五
逆
断
善
根
に
堕
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ

る
。
習
成
正
定
聚
は
、
二
乗
性
と
不
定
性
と
を
言
う
。
こ
れ
ら
の
者
は
五
逆
・
断
善
根
に
堕
す
る
可
能
性

を
持
つ
。
断
善
根
に
堕
し
た
者
を
邪
定
聚
と
い
い
、
善
根
相
続
す
る
も
未
だ
趣
入
し
な
い
者
を
不
定
聚
と

い
う
。
善
根
相
続
し
趣
入
し
て
正
定
聚
に
至
る
か
ら
習
成
正
定
聚
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
位
は
、

声
聞
位
に
約
せ
ば
、
下
品
善
根
を
も
っ
て
趣
入
す
る
者
は
頂
位
で
、
中
品
は
煖
位
で
、
上
品
は
趣
入
の
時

即
座
に
正
定
聚
に
入
る
。
も
し
不
定
性
人
が
、
直
ち
に
大
乗
に
向
か
っ
て
趣
入
す
る
時
に
は
、
種
性
位
で

正
定
聚
に
入
る
。『
起
信
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
八
〇
頁
中
）
に
よ
る
と
、
不
定
聚
の
衆
生
は
、
十
信

中
に
一
万
劫
の
修
行
を
経
て
信
心
を
完
成
し
、
信
成
就
発
心
を
発
し
て
正
定
聚
に
入
る
。
こ
の
正
定
聚
の

位
が
、
習
種
性
位
、
即
ち
初
発
心
住
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
習
成
正
定
聚
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は

本
来
菩
薩
種
性
の
人
は
如
何
か
と
い
う
と
、
彼
ら
は
直
ち
に
大
乗
に
向
か
っ
て
修
行
に
入
る
の
で
、
修
行

開
始
の
時
に
不
退
を
得
て
い
る
。
よ
っ
て
十
信
位
で
既
に
正
定
聚
に
定
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
以
上
は

み
な
、
こ
の
穢
土
に
お
い
て
正
定
聚
に
入
る
衆
生
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。
も
し
浄
土
に
往
生
す
る
者
に

つ
い
て
論
ず
る
な
ら
ば
、
ま
ず
定
性
二
乗
は
往
生
で
き
な
い
。
次
に
不
定
性
の
中
、
三
輩
往
生
人
は
、
大

乗
心
を
発
し
て
み
な
往
生
し
、
往
生
と
同
時
に
正
定
聚
に
入
る
。
そ
れ
は
、
外
縁
力
に
よ
っ
て
住
持
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
。

【
考
察
】

　
巻
九
末
に
は
、
三
聚
の
区
分
、
女
人
や
二
乗
・
阿
羅
漢
の
扱
い
な
ど
、
極
楽
往
生
人
の
機
類
に
関
す
る

三
つ
の
論
題
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
「
85
三
聚
」
に
は
、「
正
定
聚
・
邪
定
聚
・
不
定
聚
」
と

い
う
三
種
の
機
類
に
つ
い
て
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
『
往
生
要
集
』
に
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
巻
九
本
の
冒
頭
「
78
不
退
」
の
項
に

述
べ
た
よ
う
に
、
源
信
は
往
生
極
楽
の
利
益
と
し
て
「
不
退
転
」
の
こ
と
を
詳
述
し
て
い
る
。
通
常
、
浄

土
教
教
理
に
お
い
て
は
「
正
定
聚
」
と
「
不
退
転
」
と
は
同
義
で
あ
り
、「
往
生
人
は
正
定
聚
不
退
転
に

定
ま
る
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
。
源
信
が
特
に
「
三
聚
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
の
は

そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
一
方
、『
安
養
集
』
が
こ
こ
に
「
85
三
聚
」
と
い
う
論
題
を
掲
げ
た
の
は
、
得
益
論
と
し
て
で
は
な
く
、

機
根
論
と
し
て
こ
の
問
題
を
論
じ
た
文
献
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
た
め
で
あ
る
。そ
も
そ
も「
三
聚
」は
、

五
性
各
別
を
説
く
法
相
宗
に
お
い
て
は
、
機
根
論
の
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
よ
っ
て
法
相
教
学
に
依
拠
し

て
浄
土
教
の
所
被
の
機
類
を
論
ず
る
際
に
は
、『
無
量
寿
経
』
に
見
え
る
「
三
聚
」
の
教
説
を
見
過
ご
す

こ
と
は
で
き
な
い
。『
安
養
集
』
は
、
法
相
宗
と
の
対
論
を
想
定
し
て
、
こ
こ
に
本
論
題
を
掲
げ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　（
649
）『
無
量
寿
経
』
巻
下
、
第
十
一
願
成
就
文
は
、
本
論
題
出
拠
の
経
文
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
は
、

あ
く
ま
で
も
往
生
の
利
益
と
し
て
住
正
定
聚
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
後
掲
の
諸
要
文
に
は
、
三
聚
を
往
生

人
の
機
類
と
し
て
論
じ
た
見
解
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　（
650
）憬
興『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』に
は
、ま
ず
、正
定
聚
・
邪
定
聚
は
、般
涅
槃
の
資
質
の
有
無
に
よ
っ

て
区
別
さ
れ
る
と
い
う
説
や
、
あ
る
い
は
初
地
以
上
を
正
定
聚
と
す
る
等
、
穢
土
に
お
け
る
行
者
の
階
位

に
約
し
て
正
定
・
邪
定
を
判
別
す
る
よ
う
な
見
解
を
紹
介
す
る
。
阿
毘
達
磨
や
唯
識
論
書
に
示
さ
れ
た
教

説
で
あ
る
。
憬
興
は
そ
れ
ら
を
否
定
し
、
穢
土
に
お
け
る
機
根
・
行
位
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
て
も
、
往
生

す
れ
ば
み
な
解
脱
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
正
定
聚
と
言
う
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
憬
興
は
三
聚
説
を
得

益
論
の
立
場
で
捉
え
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　（
651
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、
三
聚
に
、
娑
婆
に
お
け
る
行
者
の
階
位
を
配
当
す
る
諸
説
を

紹
介
し
て
い
る
。
ま
ず
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
に
よ
っ
て
説
一
切
有
部
や
経
量
部
の
見
解
を
説
き
、

次
い
で
『
十
地
経
論
』『
瑜
伽
師
地
論
』
に
よ
っ
て
法
相
宗
の
立
場
を
示
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
独
自
に

整
理
し
て
、『
無
量
寿
経
』
に
説
く
正
定
聚
は
、
順
解
脱
分
す
な
わ
ち
三
賢
位
を
指
す
と
述
べ
て
い
る
。

義
寂
は
機
根
論
の
立
場
で
三
聚
説
を
取
り
上
げ
、
正
定
聚
の
行
位
を
極
め
て
低
く
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

凡
夫
の
往
生
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

　（
652
）
元
暁
『
無
量
寿
経
宗
要
』
は
、
ま
ず
『
宝
性
論
』『
瑜
伽
師
地
論
』『
起
信
論
』
に
よ
っ
て
、
穢

土
に
お
い
て
正
定
聚
に
住
す
る
者
の
行
位
を
論
ず
る
。
こ
れ
は
機
根
論
の
立
場
で
あ
る
。
次
い
で
得
益
論
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の
立
場
か
ら
、
三
輩
往
生
人
は
仏
の
外
縁
力
に
よ
っ
て
住
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
往
生
と
同
時
に
正
定
聚
に

入
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
後
の
三
文
は
み
な
新
羅
時
代
の
文
献
で
あ
る
。『
安
養
集
』
の
編
者
た
ち
は
そ
れ
ら
を
駆
使
し
、
機
根

論
と
得
益
論
の
両
方
か
ら
三
聚
説
を
論
ず
る
た
め
の
資
料
を
揃
え
て
、
法
相
宗
と
の
対
論
に
備
え
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

86
　
女
人
二
乗
有
無

（
653
）
平
等
覚
経
上
に
云
う
（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
八
三
頁
上
）、「
極
楽
に
居
る
の
は
み
な
菩
薩
・

阿
羅
漢
で
、婦
女
は
い
な
い
。
寿
命
は
長
遠
で
あ
る
。
女
人
の
往
生
者
は
化
生
し
て
男
子
と
な
る
」（
要
約
）

と
。
大
阿
弥
陀
経
上
こ
れ
と
同
じ
。（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
三
頁
下
）

（
654
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
六
八
頁
下
）、「
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
十
方
世
界
の
女
人
が
、
私
の
名
を
聞
い
て
、
命
終
の
後
、
再
び
女
人
の
身
を

得
る
な
ら
、
私
は
決
し
て
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
655
）
同
経
経
連
義
述
文
賛
璟
興
中
に
云
う
（
憬
興
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
五
二
頁
下
～
一
五
三
頁
上
）、「
経

の
、〈
設
我
得
仏
〉
よ
り
〈
不
取
正
覚
〉
ま
で
は
、第
二
に
遠
離
譏
嫌
の
願
で
あ
る
。『
鼓
音
声
王
経
』
に
は
、

阿
弥
陀
仏
に
父
母
が
あ
る
と
説
か
れ
る
。
一
説
に
は
そ
れ
は
彼
の
穢
土
を
顕
す
と
言
う
。
ま
た
一
説
に
は
、

彼
経
に
は
変
化
土
を
説
く
と
言
う
。
胞
胎
穢
欲
は
断
じ
て
い
る
か
ら
で
、『
菩
薩
瓔
珞
経
』
巻
第
十
一
に

慧
造
如
来
の
浄
土
を
説
く
中
（『
大
正
蔵
』
一
六
、九
一
頁
上
）
に
、〈
男
女
は
居
る
が
、
阿
弥
陀
の
国
と

は
違
い
、
男
女
の
欲
は
な
い
〉
と
説
か
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
一
説
に
は
、
彼
経
に
説

く
父
母
や
城
邑
は
み
な
功
徳
法
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
言
う
。『
維
摩
経
』
に
、〈
智
度
は

菩
薩
の
母
、
方
便
を
も
っ
て
父
と
な
す
〉
と
説
き
、『
華
厳
経
』
に
、〈
覚
城
は
功
徳
の
名
で
あ
る
〉
と
説

か
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
ら
の
諸
説
は
み
な
間
違
い
で
あ
る
。
私
見
と
し
て
二
つ
の
見

解
を
示
そ
う
。
第
一
に
、
彼
経
に
説
く
母
は
化
身
で
あ
り
、
仏
は
単
独
で
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
女
人
な

し
と
言
う
の
は
、
仏
母
の
ほ
か
に
化
身
の
女
さ
え
も
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、『
悲
華
経
』

（
巻
五
、『
大
正
蔵
』
三
、一
九
六
頁
中
等
）
に
よ
る
と
、
菩
薩
に
は
、
彼
土
で
菩
薩
行
を
修
し
て
彼
土
で

成
仏
す
る
者
も
あ
り
、
ま
た
此
土
に
生
ま
れ
て
修
行
し
て
他
方
土
に
往
っ
て
成
仏
す
る
者
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。『
法
華
経
』
の
龍
女
も
同
じ
で
あ
る
。
本
願
の
違
い
に
よ
っ
て
応
現
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

阿
弥
陀
仏
は
、
余
国
で
胎
生
の
身
を
受
け
て
菩
薩
行
を
修
し
、
尊
音
仏
の
浄
土
に
往
っ
て
成
仏
さ
れ
た
の

で
あ
る
。『
鼓
音
声
王
経
』
に
説
く
父
母
は
、
む
か
し
生
ま
れ
た
世
界
の
こ
と
を
説
き
、
浄
土
は
成
仏
さ

れ
た
世
界
を
言
う
の
で
あ
る
。
矛
盾
は
な
い
。
よ
く
考
え
よ
」（
要
約
）
と
。

（
656
）同
経
述
義
記
寂
法
師
中
に
云
ふ
、「
問
ふ
。人
天
の
別
な
し
と
い
へ
ど
も
、余
方
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
あ
り
。

ま
た
い
っ
つ
べ
し
、
男
女
も
異
な
し
と
い
へ
ど
も
、
余
方
に
順
じ
て
ま
た
あ
り
と
。
答
ふ
。
女
は
必
ず
穢

器
な
り
。
五
礙
の
ゆ
ゑ
に
彼
に
は
な
し
。
人
天
は
さ
ら
に
互
ひ
に
勝
な
り
。
余
に
よ
っ
て
彼
に
な
ら
び
に

あ
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。
極
楽
で
は
人
・
天
の
別
は

な
い
け
れ
ど
も
、
他
方
国
土
に
擬
え
て
人
天
あ
り
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
極
楽
で
は
男
女
の
別
は
な
い
け

れ
ど
も
、
他
方
国
土
に
擬
え
て
別
あ
り
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
。
答
え
。
女
人
は
決
定
的
に
穢
器

で
あ
る
。
五
つ
の
障
礙
が
あ
る
た
め
に
極
楽
に
は
い
な
い
。
人
・
天
は
や
や
勝
れ
た
存
在
な
の
で
、
他
方

国
土
に
準
じ
て
極
楽
に
も
居
る
と
説
か
れ
る
」
と
。

（
657
）
群
疑
論
五
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、五
八
頁
下
）、「
問
う
。
浄
土
に
は
三
悪
趣
は
な
い
け
れ
ど

も
化
鳥
が
説
法
す
る
よ
う
に
、実
の
女
人
は
な
い
け
れ
ど
も
化
女
が
説
法
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。
答
え
。

二
説
あ
る
。
第
一
説
に
は
、
化
鳥
は
あ
る
が
化
女
は
い
な
い
と
言
う
。
経
に
は
化
鳥
は
説
く
が
、
化
女
は

説
か
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
浄
土
論
』
に
は
、〈
女
人
・
根
欠
さ
ら
に
な
く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も

な
し
〉
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
論
難
す
る
と
、
経
に
は
す
べ
て
を
説
き
尽
く
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
経
に
説
か
れ
な
い
か
ら
無
い
と
言
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
第
二
説
に
対
し
て
論
難
す
る
な

ら
ば
、
極
楽
に
は
化
の
女
人
は
居
る
。『
観
音
授
記
経
』
に
、
観
音
菩
薩
が
無
量
の
女
人
を
教
化
す
る
と

説
か
れ
、『
鼓
音
声
王
経
』
に
は
、
阿
弥
陀
仏
に
父
母
が
あ
る
と
言
う
。
下
位
の
凡
夫
を
教
化
す
る
た
め

に
は
女
人
あ
り
と
言
い
、
上
位
の
菩
薩
を
教
化
す
る
際
に
は
女
人
な
し
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
矛
盾
は

な
い
」（
要
約
）
と
。

同
論
六
に
云
ふ
、
極
楽
清
泰
同
異
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
る
が
ご
と
し
（
懐
感
『
群
疑
論
』
巻
六
に
云
う
、「

 52
極
楽
清
泰
同
異
」

の
項
（

 370
）
に
抄
出
し
て
い
る
）。

（
658
）
小
阿
弥
陀
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
七
頁
中
）、「
彼
国
に
は
無
量
の
声
聞
が
い
て
、
み

な
阿
羅
漢
で
あ
る
。
数
え
き
れ
な
い
」（
要
約
）
と
。
称
讃
浄
土
経
こ
れ
と
同
じ
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
九
頁
下
）。

（
659
）
同
経
義
記
天
台
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、三
〇
七
頁
上
）、「
問
う
。
前
に
声
聞
無
量
と
言
い
、

後
に
み
な
阿
鞞
跋
致
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
二
乗
は
凡
夫
に
退
転
せ
ず
、
菩
薩
は
小
乗
に
退
転
し

な
い
か
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
660
）
略
記
に
云
う
（
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』、『
大
正
蔵
』
五
七
、六
七
七
頁
下
～
六
七
八
頁
上
）、「
問
う
。

声
聞
の
極
果
あ
り
と
言
い
な
が
ら
、み
な
阿
鞞
跋
致
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
天
台『
阿
弥
陀
経
義
記
』

に
は
、
二
乗
は
凡
夫
に
退
か
ず
、
菩
薩
は
小
乗
に
退
か
な
い
か
ら
だ
と
言
う
。
天
台
大
師
は
教
時
の
次
第

に
よ
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
た
だ
け
で
、
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
仏
名
を
聞
い
て

発
願
し
た
時
に
大
乗
不
退
転
を
得
る
と
説
き
、
極
楽
に
往
生
し
た
後
に
小
乗
に
住
す
る
と
説
か
れ
て
い
る

所
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
仏
名
を
聞
か
ず
発
願
も
し
な
け
れ
ば
、
往
生
は
で
き
ず
、
し
ば
ら
く
小
乗
に
と

ど
ま
り
、
究
極
的
に
は
大
乗
に
帰
入
す
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
天
台
『
十
疑
論
』
に
は
、
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の
立
場
か
ら
、
三
輩
往
生
人
は
仏
の
外
縁
力
に
よ
っ
て
住
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
往
生
と
同
時
に
正
定
聚
に

入
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
後
の
三
文
は
み
な
新
羅
時
代
の
文
献
で
あ
る
。『
安
養
集
』
の
編
者
た
ち
は
そ
れ
ら
を
駆
使
し
、
機
根

論
と
得
益
論
の
両
方
か
ら
三
聚
説
を
論
ず
る
た
め
の
資
料
を
揃
え
て
、
法
相
宗
と
の
対
論
に
備
え
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

86
　
女
人
二
乗
有
無

（
653
）
平
等
覚
経
上
に
云
う
（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
八
三
頁
上
）、「
極
楽
に
居
る
の
は
み
な
菩
薩
・

阿
羅
漢
で
、婦
女
は
い
な
い
。
寿
命
は
長
遠
で
あ
る
。
女
人
の
往
生
者
は
化
生
し
て
男
子
と
な
る
」（
要
約
）

と
。
大
阿
弥
陀
経
上
こ
れ
と
同
じ
。（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
三
頁
下
）

（
654
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
六
八
頁
下
）、「
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
十
方
世
界
の
女
人
が
、
私
の
名
を
聞
い
て
、
命
終
の
後
、
再
び
女
人
の
身
を

得
る
な
ら
、
私
は
決
し
て
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
655
）
同
経
経
連
義
述
文
賛
璟
興
中
に
云
う
（
憬
興
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
五
二
頁
下
～
一
五
三
頁
上
）、「
経

の
、〈
設
我
得
仏
〉
よ
り
〈
不
取
正
覚
〉
ま
で
は
、第
二
に
遠
離
譏
嫌
の
願
で
あ
る
。『
鼓
音
声
王
経
』
に
は
、

阿
弥
陀
仏
に
父
母
が
あ
る
と
説
か
れ
る
。
一
説
に
は
そ
れ
は
彼
の
穢
土
を
顕
す
と
言
う
。
ま
た
一
説
に
は
、

彼
経
に
は
変
化
土
を
説
く
と
言
う
。
胞
胎
穢
欲
は
断
じ
て
い
る
か
ら
で
、『
菩
薩
瓔
珞
経
』
巻
第
十
一
に

慧
造
如
来
の
浄
土
を
説
く
中
（『
大
正
蔵
』
一
六
、九
一
頁
上
）
に
、〈
男
女
は
居
る
が
、
阿
弥
陀
の
国
と

は
違
い
、
男
女
の
欲
は
な
い
〉
と
説
か
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
一
説
に
は
、
彼
経
に
説

く
父
母
や
城
邑
は
み
な
功
徳
法
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
言
う
。『
維
摩
経
』
に
、〈
智
度
は

菩
薩
の
母
、
方
便
を
も
っ
て
父
と
な
す
〉
と
説
き
、『
華
厳
経
』
に
、〈
覚
城
は
功
徳
の
名
で
あ
る
〉
と
説

か
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
ら
の
諸
説
は
み
な
間
違
い
で
あ
る
。
私
見
と
し
て
二
つ
の
見

解
を
示
そ
う
。
第
一
に
、
彼
経
に
説
く
母
は
化
身
で
あ
り
、
仏
は
単
独
で
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
女
人
な

し
と
言
う
の
は
、
仏
母
の
ほ
か
に
化
身
の
女
さ
え
も
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、『
悲
華
経
』

（
巻
五
、『
大
正
蔵
』
三
、一
九
六
頁
中
等
）
に
よ
る
と
、
菩
薩
に
は
、
彼
土
で
菩
薩
行
を
修
し
て
彼
土
で

成
仏
す
る
者
も
あ
り
、
ま
た
此
土
に
生
ま
れ
て
修
行
し
て
他
方
土
に
往
っ
て
成
仏
す
る
者
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。『
法
華
経
』
の
龍
女
も
同
じ
で
あ
る
。
本
願
の
違
い
に
よ
っ
て
応
現
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

阿
弥
陀
仏
は
、
余
国
で
胎
生
の
身
を
受
け
て
菩
薩
行
を
修
し
、
尊
音
仏
の
浄
土
に
往
っ
て
成
仏
さ
れ
た
の

で
あ
る
。『
鼓
音
声
王
経
』
に
説
く
父
母
は
、
む
か
し
生
ま
れ
た
世
界
の
こ
と
を
説
き
、
浄
土
は
成
仏
さ

れ
た
世
界
を
言
う
の
で
あ
る
。
矛
盾
は
な
い
。
よ
く
考
え
よ
」（
要
約
）
と
。

（
656
）同
経
述
義
記
寂
法
師
中
に
云
ふ
、「
問
ふ
。人
天
の
別
な
し
と
い
へ
ど
も
、余
方
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
あ
り
。

ま
た
い
っ
つ
べ
し
、
男
女
も
異
な
し
と
い
へ
ど
も
、
余
方
に
順
じ
て
ま
た
あ
り
と
。
答
ふ
。
女
は
必
ず
穢

器
な
り
。
五
礙
の
ゆ
ゑ
に
彼
に
は
な
し
。
人
天
は
さ
ら
に
互
ひ
に
勝
な
り
。
余
に
よ
っ
て
彼
に
な
ら
び
に

あ
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。
極
楽
で
は
人
・
天
の
別
は

な
い
け
れ
ど
も
、
他
方
国
土
に
擬
え
て
人
天
あ
り
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
極
楽
で
は
男
女
の
別
は
な
い
け

れ
ど
も
、
他
方
国
土
に
擬
え
て
別
あ
り
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
。
答
え
。
女
人
は
決
定
的
に
穢
器

で
あ
る
。
五
つ
の
障
礙
が
あ
る
た
め
に
極
楽
に
は
い
な
い
。
人
・
天
は
や
や
勝
れ
た
存
在
な
の
で
、
他
方

国
土
に
準
じ
て
極
楽
に
も
居
る
と
説
か
れ
る
」
と
。

（
657
）
群
疑
論
五
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、五
八
頁
下
）、「
問
う
。
浄
土
に
は
三
悪
趣
は
な
い
け
れ
ど

も
化
鳥
が
説
法
す
る
よ
う
に
、実
の
女
人
は
な
い
け
れ
ど
も
化
女
が
説
法
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。
答
え
。

二
説
あ
る
。
第
一
説
に
は
、
化
鳥
は
あ
る
が
化
女
は
い
な
い
と
言
う
。
経
に
は
化
鳥
は
説
く
が
、
化
女
は

説
か
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
浄
土
論
』
に
は
、〈
女
人
・
根
欠
さ
ら
に
な
く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も

な
し
〉
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
論
難
す
る
と
、
経
に
は
す
べ
て
を
説
き
尽
く
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
経
に
説
か
れ
な
い
か
ら
無
い
と
言
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
第
二
説
に
対
し
て
論
難
す
る
な

ら
ば
、
極
楽
に
は
化
の
女
人
は
居
る
。『
観
音
授
記
経
』
に
、
観
音
菩
薩
が
無
量
の
女
人
を
教
化
す
る
と

説
か
れ
、『
鼓
音
声
王
経
』
に
は
、
阿
弥
陀
仏
に
父
母
が
あ
る
と
言
う
。
下
位
の
凡
夫
を
教
化
す
る
た
め

に
は
女
人
あ
り
と
言
い
、
上
位
の
菩
薩
を
教
化
す
る
際
に
は
女
人
な
し
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
矛
盾
は

な
い
」（
要
約
）
と
。

同
論
六
に
云
ふ
、
極
楽
清
泰
同
異
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
る
が
ご
と
し
（
懐
感
『
群
疑
論
』
巻
六
に
云
う
、「

 52
極
楽
清
泰
同
異
」

の
項
（

 370
）
に
抄
出
し
て
い
る
）。

（
658
）
小
阿
弥
陀
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
七
頁
中
）、「
彼
国
に
は
無
量
の
声
聞
が
い
て
、
み

な
阿
羅
漢
で
あ
る
。
数
え
き
れ
な
い
」（
要
約
）
と
。
称
讃
浄
土
経
こ
れ
と
同
じ
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
九
頁
下
）。

（
659
）
同
経
義
記
天
台
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、三
〇
七
頁
上
）、「
問
う
。
前
に
声
聞
無
量
と
言
い
、

後
に
み
な
阿
鞞
跋
致
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
二
乗
は
凡
夫
に
退
転
せ
ず
、
菩
薩
は
小
乗
に
退
転
し

な
い
か
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
660
）
略
記
に
云
う
（
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』、『
大
正
蔵
』
五
七
、六
七
七
頁
下
～
六
七
八
頁
上
）、「
問
う
。

声
聞
の
極
果
あ
り
と
言
い
な
が
ら
、み
な
阿
鞞
跋
致
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
天
台『
阿
弥
陀
経
義
記
』

に
は
、
二
乗
は
凡
夫
に
退
か
ず
、
菩
薩
は
小
乗
に
退
か
な
い
か
ら
だ
と
言
う
。
天
台
大
師
は
教
時
の
次
第

に
よ
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
た
だ
け
で
、
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
仏
名
を
聞
い
て

発
願
し
た
時
に
大
乗
不
退
転
を
得
る
と
説
き
、
極
楽
に
往
生
し
た
後
に
小
乗
に
住
す
る
と
説
か
れ
て
い
る

所
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
仏
名
を
聞
か
ず
発
願
も
し
な
け
れ
ば
、
往
生
は
で
き
ず
、
し
ば
ら
く
小
乗
に
と

ど
ま
り
、
究
極
的
に
は
大
乗
に
帰
入
す
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
天
台
『
十
疑
論
』
に
は
、
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回
心
し
て
往
生
を
願
え
ば
、往
生
の
後
に
は
二
乗
へ
の
執
心
は
な
く
な
る
と
説
か
れ
て
い
る
。女
人
・
根
欠
・

二
乗
種
は
生
ぜ
ず
と
い
う
教
説
は
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
大
師
の
解
釈
は
柔
軟
で
、
一
辺

に
固
執
さ
れ
な
い
。『
称
讃
浄
土
経
』
に
は
、
必
ず
無
上
菩
提
を
証
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
」

（
要
約
）
と
。

（
661
）
同
経
疏
基
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、三
二
三
頁
下
～
三
二
四
頁
上
）、「〈
彼
有
無
量
無
辺
声
聞
弟

子
乃
至
諸
菩
薩
衆
亦
復
如
是
〉。
次
に
第
一
に
常
随
の
聖
衆
を
釈
す
。
声
聞
と
は
、『
成
実
論
』（
巻
三
、『
大

正
蔵
』
三
二
、二
五
八
頁
下
）
に
、〈
法
を
聞
い
て
悟
る
の
で
声
聞
と
云
う
〉
と
言
い
、『
仏
地
経
論
』（
巻
二
、

『
大
正
蔵
』
二
六
、二
九
八
頁
下
）
に
、〈
仏
の
言
音
を
聞
い
て
聖
道
に
入
る
の
で
声
聞
と
呼
ぶ
〉
と
言
う
。

『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
小
乗
人
が
往
生
し
て
四
果
を
得
る
と
説
か
れ
る
。

　
問
う
。『
観
無
量
寿
経
』に
四
果
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
に
、本
経
に
み
な
阿
羅
漢
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
。

答
え
。
本
経
は
常
随
衆
を
挙
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
釈
尊
の
常
随
衆
を
千
二
百
五
十
人
挙
げ
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

　
問
う
。『
浄
土
論
』
に
、〈
二
乗
種
は
生
ぜ
ず
〉
と
言
う
の
に
、
声
聞
衆
が
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
答

え
。『
浄
土
論
』
に
は
受
用
報
土
を
説
き
、
本
経
に
は
化
土
を
説
く
か
ら
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に

は
、
小
乗
人
も
往
生
で
き
る
と
言
い
、
諸
菩
薩
も
常
随
衆
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。『
大
宝
積
経
』（
不
明
。

菩
提
流
支
訳
『
法
華
経
論
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』
二
六
、九
頁
上
、『
大
宝
積
経
論
』
巻
三
、『
大
正
蔵
』

二
六
、二
二
〇
頁
上
～
中
に
も
類
似
の
説
が
あ
る
）
に
よ
る
と
、
声
聞
に
四
種
あ
る
。
一
に
応
化
、
二
に

増
上
慢
、
三
に
定
性
、
四
に
発
菩
提
心
で
あ
る
。
応
化
声
聞
と
は
、
諸
仏
大
菩
薩
が
衆
生
の
た
め
に
声
聞

の
姿
を
示
す
こ
と
を
言
う
。
増
上
慢
声
聞
は
、
悟
っ
て
い
な
い
の
に
悟
っ
た
と
言
う
者
、
定
性
声
聞
は
、

慈
悲
心
に
欠
け
る
た
め
に
小
乗
が
決
定
し
て
い
る
者
で
あ
る
。
発
菩
提
心
声
聞
と
は
、慈
悲
心
が
少
な
く
、

諸
仏
の
導
き
で
何
と
か
菩
提
心
を
発
し
た
け
れ
ど
も
愚
鈍
な
者
を
言
う
。

　
問
う
。
極
楽
の
声
聞
は
ど
れ
に
当
た
る
の
か
。
答
え
。『
観
無
量
寿
経
』『
無
量
寿
経
』
に
よ
る
と
、
増

上
慢
以
外
の
三
種
で
あ
る
。『
成
実
論
』（
巻
十
、『
大
正
蔵
』
三
二
、三
一
四
頁
中
）
に
よ
る
と
、
増
上
慢

は
後
に
憂
悩
を
生
ず
る
。
命
終
に
三
悪
趣
の
中
陰
の
相
を
見
て
憂
悩
を
生
ず
る
よ
う
な
者
は
極
楽
に
は
い

な
い
の
で
、増
上
慢
声
聞
は
い
な
い
。『
平
等
覚
経
』（
巻
一
、『
大
正
蔵
』一
二
、二
八
三
頁
上
～
中
）に
は
、〈
極

楽
の
菩
薩
・
阿
羅
漢
は
、
た
だ
経
道
だ
け
を
説
き
、
そ
の
声
は
三
百
の
雷
声
の
よ
う
で
あ
る
。
み
な
互
い

に
敬
愛
し
礼
儀
正
し
い
〉
と
説
か
れ
る
」（
要
約
）
と
。

（
662
）
観
無
量マ

マ
経
（『
観
無
量
寿
経
』、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
五
頁
中
～
下
）、「
中
品
上
生
と
は
、
…
中
略

…
四
諦
を
讃
嘆
す
る
声
を
聞
き
、
即
座
に
阿
羅
漢
の
悟
り
を
得
る
。
…
中
略
…
中
品
中
生
と
は
、
…
中
略
…

法
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
須
陀
洹
を
得
、
半
劫
を
経
て
阿
羅
漢
を
成
就
す
る
。
…
中
略
…
中
品
下
生
と
は
、
…

中
略
…
法
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
一
小
劫
を
経
て
阿
羅
漢
を
成
就
す
る
」（
要
約
）
と
。

（
663
）
同
経
疏
天
台
（『
観
経
疏
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
九
三
頁
中
）、「
経
論
の
説
を
会
通
す
る
。
問
う
。『
往

生
論
』
に
は
二
乗
は
往
生
で
き
な
い
と
言
い
、
本
経
中
輩
に
は
小
乗
も
往
生
で
き
る
言
う
。
な
ぜ
か
。
答

え（
原
文
は「
（
菩
薩
の
略
字
）」。「
答
」の
誤
り
で
あ
る
。
…
…
筆
者
註
）。
小
乗
行
に
固
執
す
る
者
は
往
生
で
き
な
い
。

臨
終
に
大
乗
の
種
を
発お
こ

す
こ
と
に
よ
っ
て
往
生
で
き
る
。
経
は
〈
現
今
〉
を
説
き
、
論
は
〈
本
始
〉
を
説

く
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
小
乗
の
果
を
証
す
る
の
か
と
い
う
と
、
臨
終
に
菩
提
心
を
発
し
て
も
、
長
ら
く

小
乗
を
学
ん
で
き
た
の
で
、
ま
ず
小
乗
の
果
を
証
し
、
そ
の
後
大
乗
に
回
入
す
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
論
に
は
女
人
・
根
欠
は
往
生
で
き
な
い
と
言
う
。
本
経
に
、
韋
提
希
と
五
百
人
の
侍
女
が
み
な

往
生
す
る
と
説
く
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
論
は
、
浄
土
に
就
い
て
説
く
。
極
楽
に
は
女
人
・
根
欠
は
い
な

い
。
経
は
、穢
土
か
ら
往
生
す
る
者
は
、善
心
あ
れ
ば
み
な
往
生
で
き
る
と
説
く
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
664
）
顕
要
記
下
に
云
ふ
、「
二
に
、〈
釈
会
〉
の
下
は
、経
論
を
釈
会
す
。
ま
た
二
あ
り
。
初
に
論
を
会
す
。

ま
た
二
あ
り
。初
に
二
乗
不
生
を
会
す
。往
生
論
と
云
ふ
は
、論
に
云
ふ
、〈
彼
土
の
功
徳
荘
厳
を
観
ず
る
に
、

十
七
成
就
あ
り
。
第
十
六
大
義
門
功
徳
成
就
の
中
に
云
ふ
、《
大
乗
善
根
の
界
は
、
等
し
く
し
て
譏
嫌
の

名
な
し
、
女
人
お
よ
び
根
欠
、
二
乗
種
生
ぜ
ず
》〉
と
。
今
、
疏
に
、〈
菩
薩
（
原
文
は
「

（
菩
薩
の
略
字
）」。

「
答
」
の
誤
り
で
あ
る
が
、（

 663
）
に
も
同
じ
誤
字
が
あ
り
、
ま
た
本
要
文
中
、
次
下
に
、「
彼
土
に
生
ず
る
に
望
め
ば
、
み
な
こ
れ

菩
薩
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、〈
菩
薩
〉
と
云
ふ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
し
て
、『
観
経
疏
顕
要
記
』
で
は
、
も
と
も
と
「

」
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
誤
字
を
改
め
ず
、「
菩
薩
」
と
表
記
し
た
。
…
…
筆
者
註
）
正
し
く
小
行
に
処
る
は
生
ぜ

ず
〉
と
云
ふ
は
、
す
な
は
ち
現
に
二
乗
行
を
修
す
る
時
を
指
し
て
、〈
正
し
く
処
る
〉
と
な
す
な
り
。
彼

土
に
生
ず
る
に
望
め
ば
、
み
な
こ
れ
菩
薩
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、〈
菩
薩
〉
と
云
ふ
。
下
句
に
す
な
は
ち
、〈
か

な
ら
ず
垂
終
に
大
乗
種
を
発
す
る
に
よ
り
〉
と
云
ふ
。
験
に
二
乗
人
を
指
す
な
り
。
垂
は
臨
な
り
。
す
な

は
ち
小
乗
の
行
者
、
或
人
は
五
停
加
行
等
の
位
に
し
て
、
臨
終
に
大
乗
浄
土
の
教
に
遇
ひ
、
或
は
大
乗
人

た
め
に
弥
陀
の
本
願
を
説
く
。
こ
の
人
も
と
よ
り
苦
を
厭
い
楽
を
求
む
。
浄
土
は
た
だ
楽
の
み
に
し
て
苦

な
き
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
所
習
に
順
じ
て
す
な
は
ち
よ
く
発
心
し
、
彼
国
に
生
ず
る
を
願
ひ
、
本
願
を
成

就
す
。
こ
れ
を
〈
発
大
乗
種
〉
と
名
づ
く
る
な
り
。
問
ふ
。
も
し
し
か
ら
ば
、た
だ
こ
れ
願
生
の
み
な
り
。

何
ぞ
大
種
と
名
づ
く
る
や
。
答
ふ
。
も
し
弥
陀
の
本
願
を
聞
い
て
、
よ
く
発
心
せ
ば
、
纔
に
彼
に
生
ず
る

こ
と
を
得
て
、
た
と
ひ
宿
習
熟
し
て
、
ま
づ
小
果
を
証
す
る
も
、
つ
ひ
に
は
菩
提
心
を
起
こ
す
。
弥
陀
の

本
願
に
は
、み
な
衆
生
を
し
て
我
が
国
に
生
ぜ
し
め
、み
な
菩
提
に
い
た
ら
し
め
ん
と
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、

願
生
は
す
な
は
ち
大
種
な
り
と
。
こ
こ
に
は
二
乗
の
得
生
を
明
か
す
が
ゆ
ゑ
に
、〈
経
に
は
現
今
を
説
く
〉

と
云
ふ
。
す
な
は
ち
此
土
願
生
の
生
を
論
ず
。〈
論
に
は
本
始
を
挙
ぐ
〉
と
は
、
彼
土
に
は
彼
に
お
い
て

始
め
て
二
乗
の
心
を
発
す
者
な
き
こ
と
を
指
す
。
ゆ
ゑ
に
〈
論
に
は
本
始
を
挙
ぐ
〉
と
云
ふ
。
始
は
初
な

り
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
論
は
だ
た
彼
土
の
荘
厳
に
は
、
根
欠
等
あ
る
こ
と
な
き
こ
と
を
明
か
す
が
ゆ
ゑ

な
り
。
問
ふ
。
も
し
彼
に
二
乗
種
な
し
と
云
は
ば
、
彼
の
第
十
四
願
に
云
ふ
が
ご
と
し
、〈
た
と
ひ
わ
れ

仏
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
声
聞
、
よ
く
計
量
あ
り
て
、
乃
至 

百
千
劫
に
お
い
て
、
こ
と
ご
と
く
と
も
に

計
挍
し
て
、
そ
の
数
を
知
る
に
致
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
〉
と
。
何
ぞ
二
乗
種
な
し
と
謂
ふ
や
。
答
ふ
。
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願
中
に
明
か
す
と
こ
ろ
の
声
聞
は
、
蓋
し
三
乗
の
行
を
摂
す
。
十
方
仏
土
に
お
い
て
み
な
我
が
国
に
生
ぜ

ん
と
願
ふ
も
の
、
そ
の
数
、
厨
計
す
べ
か
ら
ず
。
悉
く
こ
れ
大
乗
仏
道
の
声
聞
な
り
。
彼
土
に
お
い
て
小

種
を
発
す
も
の
あ
る
に
は
あ
ら
ず
。
何
を
も
っ
て
知
る
を
得
。
ゆ
ゑ
に
に
大
本
に
云
ふ
、〈
仏
、
阿
難
に

語
る
、
ま
た
彼
の
声
聞
・
菩
薩
は
、
そ
の
数
量
り
が
た
く
、
称
説
す
べ
か
ら
ず
。
神
智
洞
達
し
て
、
威
力

自
在
な
り
。
よ
く
掌
中
に
お
い
て
、一
切
世
界
を
持
す
〉
と
。
す
で
に
声
聞
菩
薩
、神
智
洞
達
等
と
云
ふ
。

あ
に
声
聞
と
菩
薩
と
、智
力
斉
等
な
ら
ざ
ら
ん
。明
ら
か
に
知
ん
ぬ
、た
だ
こ
れ
大
乗
仏
道
の
声
聞
に
し
て
、

験
に
彼
に
は
実
の
小
種
な
き
こ
と
を
。
す
で
に
み
な
み
な
菩
提
に
至
ら
し
め
ん
と
願
ふ
。
何
の
ゆ
ゑ
に
下

に
小
果
を
証
す
る
を
釈
さ
ん
。
す
な
は
ち
中
上
・
中
中
の
二
品
に
、
彼
の
花
開
き
法
を
聞
い
て
、
須
陀
洹

果
等
を
証
す
る
を
明
か
せ
ば
な
り
。
二
に
、〈
問
論
〉
の
下
に
、
女
・
根
欠
を
会
す
。
身
根
精
上
な
ら
ば
、

み
な
三
十
二
大
人
の
相
を
具
す
。
ゆ
ゑ
に
第
二
十
一
願
に
云
ふ
、〈
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
国

中
の
天
人
、
悉
く
三
十
二
相
を
成
満
せ
ざ
れ
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
〉
と
。
ま
た
第
三
十
五
願
に
云
ふ
、〈
た

と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、十
方
無
量
不
可
思
議
諸
仏
世
界
に
そ
れ
女
人
あ
っ
て
、わ
が
名
字
を
聞
き
、

歓
喜
信
楽
し
て
菩
提
心
を
発
し
、女
身
を
厭
悪
し
、寿
終
の
後
ま
た
女
像
と
な
ら
ば
、正
覚
を
取
ら
じ
〉
と
。

ま
た
四
十
一
願
に
云
ふ
、〈
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
他
方
国
土
の
諸
菩
薩
衆
、
わ
が
名
字
を
聞

き
て
、
仏
を
得
る
に
至
る
ま
で
、
諸
根
欠
陋
し
て
具
足
せ
ざ
れ
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
〉
と
。
他
方
な
ほ
し

か
り
、
況
ん
や
己
の
国
を
や
。
ゆ
ゑ
に
論
に
は
、
彼
に
は
な
き
こ
と
を
明
か
す
。
此
土
の
女
等
の
生
ず
る

こ
と
を
得
ざ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「
二
に
、〈
釈
会
〉
の
下
は
、
経
論
の

教
説
を
会
通
す
る
。
二
段
よ
り
な
る
。
第
一
に
論
の
説
を
会
通
す
る
。
そ
れ
に
ま
た
二
項
あ
る
。
は
じ
め

に
二
乗
不
生
を
会
通
す
る
。『
往
生
論
』
に
、〈
彼
土
の
功
徳
荘
厳
を
観
ず
る
に
十
七
種
の
功
徳
が
成
就
し

て
い
る
。
そ
の
第
十
六
大
義
門
功
徳
成
就
の
中
に
、《
大
乗
菩
薩
の
世
界
に
は
　
ほ
と
け
に
な
れ
な
い
者

は
な
い
　
女
人
・
根
欠
さ
ら
に
な
く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
》と
言
う
〉と
。
天
台『
観
経
疏
』の
、〈
菩

薩
の
正
し
く
小
行
に
処
る
は
生
ぜ
ず
〉
と
は
、
現
在
二
乗
行
を
修
す
る
者
を
指
し
て
〈
正
し
く
処
る
〉
と

言
う
の
で
あ
る
。
極
楽
に
往
生
す
れ
ば
菩
薩
と
な
る
の
で
、〈
菩
薩
〉
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
大

師
は
そ
の
直
後
に
、〈
か
な
ら
ず
臨
終
に
大
乗
の
種
を
発
す
こ
と
に
よ
っ
て
〉
と
述
べ
て
い
る
。
か
り
そ

め
の
二
乗
人
な
の
で
あ
る
。
垂
は
臨
の
意
で
あ
る
。
小
乗
の
行
者
が
、
現
在
は
五
停
心
等
の
位
に
あ
る
け

れ
ど
も
、
臨
終
に
大
乗
浄
土
の
教
え
に
遇
い
、
あ
る
い
は
大
乗
人
が
弥
陀
の
本
願
を
説
い
て
く
れ
る
な
ど

の
縁
に
遇
う
の
で
あ
る
。
彼
は
も
と
よ
り
苦
を
厭
い
楽
を
求
め
て
い
た
人
で
あ
る
の
で
、
浄
土
は
た
だ
楽

だ
け
の
世
界
で
、
苦
の
な
い
こ
と
を
聞
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
修
行
に
よ
っ
て
得
た
能
力
の
範
囲
で
、
発
心

し
て
極
楽
に
生
ま
れ
た
い
と
願
う
。
そ
の
願
い
が
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
を〈
発
大
乗
種
〉

と
呼
ぶ
。

　
問
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
は
た
だ
往
生
を
願
う
だ
け
の
人
で
あ
る
。
ど
う
し
て
大
乗
種
と
呼
べ

る
の
か
。
答
え
。
弥
陀
の
本
願
を
聞
い
て
発
心
す
れ
ば
、
極
楽
に
往
生
す
る
資
格
を
得
る
。
前
世
の
修
行

に
応
じ
て
ま
ず
小
乗
の
証
果
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
い
ず
れ
は
菩
提
心
を
発
す
の
で
あ
る
。
弥
陀
の

本
願
に
は
、〈
す
べ
て
の
者
を
我
が
国
に
往
生
さ
せ
て
、悟
り
へ
と
導
こ
う
〉
と
説
か
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

願
生
心
を
発
す
こ
と
は
大
乗
の
種
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。『
観
無
量
寿
経
』
で
は
、
二
乗

の
往
生
を
認
め
る
の
で
、〈
経
に
は
現
今
を
説
く
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。
穢
土
に
お
い
て
願
生
心
を
発
す

者
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。〈
論
に
は
本
始
を
挙
ぐ
〉
と
は
、
極
楽
に
は
往
生
後
に
初
め
て
二
乗
の
心

を
発
す
者
は
い
な
い
こ
と
を
言
う
。
だ
か
ら
、〈
論
に
は
本
始
を
挙
ぐ
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。
始
は
初
の

意
で
あ
る
。『
往
生
論
』
に
は
、
極
楽
荘
厳
の
中
に
は
根
欠
等
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
を
説
い
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　
問
う
。
極
楽
に
は
二
乗
種
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、『
無
量
寿
経
』
第
十
四
願
に
、〈
も

し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
私
の
国
の
声
聞
の
数
に
限
り
が
あ
っ
て
、

百
千
劫
の
時
間
を
か
け
れ
ば
数
え
ら
れ
る
と
い
う
程
度
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
決
し
て
仏
の
位
に
は
就
か

な
い
〉
と
説
か
れ
て
い
る
の
に
、な
ぜ
二
乗
種
な
し
と
言
え
る
の
か
。
答
え
。
第
十
四
願
に
言
う
声
聞
は
、

三
乗
の
行
者
す
べ
て
に
通
じ
て
い
る
。
十
方
仏
土
に
お
い
て
極
楽
へ
の
往
生
を
願
う
者
は
数
限
り
な
い
と

言
う
の
で
あ
る
。彼
ら
は
み
な
大
乗
の
声
聞
で
あ
る
。極
楽
で
小
乗
心
を
発
す
者
は
い
な
い
。『
無
量
寿
経
』

に
、〈
仏
が
阿
難
に
仰
せ
ら
れ
た
、
ま
た
極
楽
の
声
聞
・
菩
薩
の
数
は
量
り
が
た
く
、
言
葉
に
は
で
き
な
い
。

自
在
の
智
慧
と
自
在
の
威
力
と
を
成
就
し
て
、
掌
に
一
切
世
界
を
保
持
し
て
い
る
〉
と
説
か
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
知
ら
れ
よ
う
。〈
声
聞
菩
薩
、
神
智
洞
達
〉
等
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
声
聞
と
菩
薩

と
の
智
慧
・
威
力
が
等
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
説
か
れ
る
の
は
大
乗
仏
道
の
声
聞
で

あ
り
、
極
楽
に
は
小
乗
種
は
決
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
す
で
に
、〈
み
な
を
悟
り
へ

と
導
こ
う
〉
と
願
わ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
と
さ
ら
に
小
乗
の
証
果
を
得
る
こ
と
な
ど
を
釈
し
た
の
は
、
中

品
上
生
・
中
品
中
生
の
二
品
に
、
極
楽
で
蓮
華
が
開
き
仏
法
を
聞
い
て
、
須
陀
洹
果
等
を
証
す
る
と
説
か

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、〈
問
論
〉
の
下
は
、
女
人
・
根
欠
不
生
の
教
説
を
会
通
す
る
。
極
楽
の
聖
衆
は
み
な
身
根
精
上

で
、
三
十
二
大
人
の
相
を
備
え
て
い
る
。
だ
か
ら
第
二
十
一
願
に
、〈
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
私
の
国
の
天
・
人
が
み
な
三
十
二
相
を
成
就
で
き
な
い
な
ら
ば
、
私
は
決

し
て
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
〉
と
言
い
、
ま
た
第
三
十
五
願
に
、〈
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
十
方
無
量
不
可
思
議
諸
仏
世
界
の
女
人
が
、
わ
が
名
を
聞
い
て
歓
喜
信
楽
し

て
菩
提
心
を
発
し
、
女
身
を
厭
い
な
が
ら
再
び
女
に
生
ま
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
は
決
し
て
仏

の
位
に
は
就
か
な
い
〉
と
言
い
、
ま
た
四
十
一
願
に
、〈
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
し
て
も
、
他
方
国
土
の
諸
菩
薩
衆
が
、
わ
が
名
を
聞
い
て
成
仏
す
る
ま
で
に
、
諸
根
に
障
礙
を
生

ず
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
は
決
し
て
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
〉
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
他
方
国
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願
中
に
明
か
す
と
こ
ろ
の
声
聞
は
、
蓋
し
三
乗
の
行
を
摂
す
。
十
方
仏
土
に
お
い
て
み
な
我
が
国
に
生
ぜ

ん
と
願
ふ
も
の
、
そ
の
数
、
厨
計
す
べ
か
ら
ず
。
悉
く
こ
れ
大
乗
仏
道
の
声
聞
な
り
。
彼
土
に
お
い
て
小

種
を
発
す
も
の
あ
る
に
は
あ
ら
ず
。
何
を
も
っ
て
知
る
を
得
。
ゆ
ゑ
に
に
大
本
に
云
ふ
、〈
仏
、
阿
難
に

語
る
、
ま
た
彼
の
声
聞
・
菩
薩
は
、
そ
の
数
量
り
が
た
く
、
称
説
す
べ
か
ら
ず
。
神
智
洞
達
し
て
、
威
力

自
在
な
り
。
よ
く
掌
中
に
お
い
て
、一
切
世
界
を
持
す
〉
と
。
す
で
に
声
聞
菩
薩
、神
智
洞
達
等
と
云
ふ
。

あ
に
声
聞
と
菩
薩
と
、智
力
斉
等
な
ら
ざ
ら
ん
。明
ら
か
に
知
ん
ぬ
、た
だ
こ
れ
大
乗
仏
道
の
声
聞
に
し
て
、

験
に
彼
に
は
実
の
小
種
な
き
こ
と
を
。
す
で
に
み
な
み
な
菩
提
に
至
ら
し
め
ん
と
願
ふ
。
何
の
ゆ
ゑ
に
下

に
小
果
を
証
す
る
を
釈
さ
ん
。
す
な
は
ち
中
上
・
中
中
の
二
品
に
、
彼
の
花
開
き
法
を
聞
い
て
、
須
陀
洹

果
等
を
証
す
る
を
明
か
せ
ば
な
り
。
二
に
、〈
問
論
〉
の
下
に
、
女
・
根
欠
を
会
す
。
身
根
精
上
な
ら
ば
、

み
な
三
十
二
大
人
の
相
を
具
す
。
ゆ
ゑ
に
第
二
十
一
願
に
云
ふ
、〈
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
国

中
の
天
人
、
悉
く
三
十
二
相
を
成
満
せ
ざ
れ
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
〉
と
。
ま
た
第
三
十
五
願
に
云
ふ
、〈
た

と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、十
方
無
量
不
可
思
議
諸
仏
世
界
に
そ
れ
女
人
あ
っ
て
、わ
が
名
字
を
聞
き
、

歓
喜
信
楽
し
て
菩
提
心
を
発
し
、女
身
を
厭
悪
し
、寿
終
の
後
ま
た
女
像
と
な
ら
ば
、正
覚
を
取
ら
じ
〉
と
。

ま
た
四
十
一
願
に
云
ふ
、〈
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
他
方
国
土
の
諸
菩
薩
衆
、
わ
が
名
字
を
聞

き
て
、
仏
を
得
る
に
至
る
ま
で
、
諸
根
欠
陋
し
て
具
足
せ
ざ
れ
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
〉
と
。
他
方
な
ほ
し

か
り
、
況
ん
や
己
の
国
を
や
。
ゆ
ゑ
に
論
に
は
、
彼
に
は
な
き
こ
と
を
明
か
す
。
此
土
の
女
等
の
生
ず
る

こ
と
を
得
ざ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「
二
に
、〈
釈
会
〉
の
下
は
、
経
論
の

教
説
を
会
通
す
る
。
二
段
よ
り
な
る
。
第
一
に
論
の
説
を
会
通
す
る
。
そ
れ
に
ま
た
二
項
あ
る
。
は
じ
め

に
二
乗
不
生
を
会
通
す
る
。『
往
生
論
』
に
、〈
彼
土
の
功
徳
荘
厳
を
観
ず
る
に
十
七
種
の
功
徳
が
成
就
し

て
い
る
。
そ
の
第
十
六
大
義
門
功
徳
成
就
の
中
に
、《
大
乗
菩
薩
の
世
界
に
は
　
ほ
と
け
に
な
れ
な
い
者

は
な
い
　
女
人
・
根
欠
さ
ら
に
な
く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
》と
言
う
〉と
。
天
台『
観
経
疏
』の
、〈
菩

薩
の
正
し
く
小
行
に
処
る
は
生
ぜ
ず
〉
と
は
、
現
在
二
乗
行
を
修
す
る
者
を
指
し
て
〈
正
し
く
処
る
〉
と

言
う
の
で
あ
る
。
極
楽
に
往
生
す
れ
ば
菩
薩
と
な
る
の
で
、〈
菩
薩
〉
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
大

師
は
そ
の
直
後
に
、〈
か
な
ら
ず
臨
終
に
大
乗
の
種
を
発
す
こ
と
に
よ
っ
て
〉
と
述
べ
て
い
る
。
か
り
そ

め
の
二
乗
人
な
の
で
あ
る
。
垂
は
臨
の
意
で
あ
る
。
小
乗
の
行
者
が
、
現
在
は
五
停
心
等
の
位
に
あ
る
け

れ
ど
も
、
臨
終
に
大
乗
浄
土
の
教
え
に
遇
い
、
あ
る
い
は
大
乗
人
が
弥
陀
の
本
願
を
説
い
て
く
れ
る
な
ど

の
縁
に
遇
う
の
で
あ
る
。
彼
は
も
と
よ
り
苦
を
厭
い
楽
を
求
め
て
い
た
人
で
あ
る
の
で
、
浄
土
は
た
だ
楽

だ
け
の
世
界
で
、
苦
の
な
い
こ
と
を
聞
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
修
行
に
よ
っ
て
得
た
能
力
の
範
囲
で
、
発
心

し
て
極
楽
に
生
ま
れ
た
い
と
願
う
。
そ
の
願
い
が
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
を〈
発
大
乗
種
〉

と
呼
ぶ
。

　
問
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
は
た
だ
往
生
を
願
う
だ
け
の
人
で
あ
る
。
ど
う
し
て
大
乗
種
と
呼
べ

る
の
か
。
答
え
。
弥
陀
の
本
願
を
聞
い
て
発
心
す
れ
ば
、
極
楽
に
往
生
す
る
資
格
を
得
る
。
前
世
の
修
行

に
応
じ
て
ま
ず
小
乗
の
証
果
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
い
ず
れ
は
菩
提
心
を
発
す
の
で
あ
る
。
弥
陀
の

本
願
に
は
、〈
す
べ
て
の
者
を
我
が
国
に
往
生
さ
せ
て
、悟
り
へ
と
導
こ
う
〉
と
説
か
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

願
生
心
を
発
す
こ
と
は
大
乗
の
種
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。『
観
無
量
寿
経
』
で
は
、
二
乗

の
往
生
を
認
め
る
の
で
、〈
経
に
は
現
今
を
説
く
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。
穢
土
に
お
い
て
願
生
心
を
発
す

者
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。〈
論
に
は
本
始
を
挙
ぐ
〉
と
は
、
極
楽
に
は
往
生
後
に
初
め
て
二
乗
の
心

を
発
す
者
は
い
な
い
こ
と
を
言
う
。
だ
か
ら
、〈
論
に
は
本
始
を
挙
ぐ
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。
始
は
初
の

意
で
あ
る
。『
往
生
論
』
に
は
、
極
楽
荘
厳
の
中
に
は
根
欠
等
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
を
説
い
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　
問
う
。
極
楽
に
は
二
乗
種
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、『
無
量
寿
経
』
第
十
四
願
に
、〈
も

し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
私
の
国
の
声
聞
の
数
に
限
り
が
あ
っ
て
、

百
千
劫
の
時
間
を
か
け
れ
ば
数
え
ら
れ
る
と
い
う
程
度
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
決
し
て
仏
の
位
に
は
就
か

な
い
〉
と
説
か
れ
て
い
る
の
に
、な
ぜ
二
乗
種
な
し
と
言
え
る
の
か
。
答
え
。
第
十
四
願
に
言
う
声
聞
は
、

三
乗
の
行
者
す
べ
て
に
通
じ
て
い
る
。
十
方
仏
土
に
お
い
て
極
楽
へ
の
往
生
を
願
う
者
は
数
限
り
な
い
と

言
う
の
で
あ
る
。彼
ら
は
み
な
大
乗
の
声
聞
で
あ
る
。極
楽
で
小
乗
心
を
発
す
者
は
い
な
い
。『
無
量
寿
経
』

に
、〈
仏
が
阿
難
に
仰
せ
ら
れ
た
、
ま
た
極
楽
の
声
聞
・
菩
薩
の
数
は
量
り
が
た
く
、
言
葉
に
は
で
き
な
い
。

自
在
の
智
慧
と
自
在
の
威
力
と
を
成
就
し
て
、
掌
に
一
切
世
界
を
保
持
し
て
い
る
〉
と
説
か
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
知
ら
れ
よ
う
。〈
声
聞
菩
薩
、
神
智
洞
達
〉
等
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
声
聞
と
菩
薩

と
の
智
慧
・
威
力
が
等
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
説
か
れ
る
の
は
大
乗
仏
道
の
声
聞
で

あ
り
、
極
楽
に
は
小
乗
種
は
決
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
す
で
に
、〈
み
な
を
悟
り
へ

と
導
こ
う
〉
と
願
わ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
と
さ
ら
に
小
乗
の
証
果
を
得
る
こ
と
な
ど
を
釈
し
た
の
は
、
中

品
上
生
・
中
品
中
生
の
二
品
に
、
極
楽
で
蓮
華
が
開
き
仏
法
を
聞
い
て
、
須
陀
洹
果
等
を
証
す
る
と
説
か

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、〈
問
論
〉
の
下
は
、
女
人
・
根
欠
不
生
の
教
説
を
会
通
す
る
。
極
楽
の
聖
衆
は
み
な
身
根
精
上

で
、
三
十
二
大
人
の
相
を
備
え
て
い
る
。
だ
か
ら
第
二
十
一
願
に
、〈
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
私
の
国
の
天
・
人
が
み
な
三
十
二
相
を
成
就
で
き
な
い
な
ら
ば
、
私
は
決

し
て
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
〉
と
言
い
、
ま
た
第
三
十
五
願
に
、〈
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
十
方
無
量
不
可
思
議
諸
仏
世
界
の
女
人
が
、
わ
が
名
を
聞
い
て
歓
喜
信
楽
し

て
菩
提
心
を
発
し
、
女
身
を
厭
い
な
が
ら
再
び
女
に
生
ま
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
は
決
し
て
仏

の
位
に
は
就
か
な
い
〉
と
言
い
、
ま
た
四
十
一
願
に
、〈
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
し
て
も
、
他
方
国
土
の
諸
菩
薩
衆
が
、
わ
が
名
を
聞
い
て
成
仏
す
る
ま
で
に
、
諸
根
に
障
礙
を
生

ず
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
は
決
し
て
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
〉
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
他
方
国
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土
の
諸
菩
薩
に
さ
え
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
し
て
自
国
の
衆
生
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
往
生

論
』
に
は
、
極
楽
に
女
人
・
二
乗
な
し
と
言
う
の
で
あ
る
。
穢
土
の
女
人
が
往
生
で
き
な
い
こ
と
を
言
う

の
で
は
な
い
」
と
。

（
665
）観
無マ

寿マ

経
義
疏
に
云
う
恵
遠（
浄
影『
観
経
義
疏
』末
、『
大
正
蔵
』三
七
、一
八
四
頁
中
）、「
問
う
。『
往

生
論
』
に
は
二
乗
種
は
往
生
で
き
な
い
と
言
う
の
に
、
本
経
中
輩
に
小
乗
学
人
の
得
生
を
説
く
の
は
な
ぜ

か
。
答
え
。
小
乗
行
に
固
執
す
る
者
は
往
生
で
き
な
い
。
臨
終
に
菩
提
心
を
発
し
大
乗
の
種
を
植
え
た
者

は
往
生
で
き
る
。『
無
量
寿
経
』
に
は
菩
提
心
を
発
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、『
往
生
論
』
に
は
最
終
的
に

は
二
乗
種
が
生
じ
な
い
こ
と
を
言
い
、
本
経
で
は
現
在
に
お
い
て
小
乗
を
学
ぶ
中
輩
人
が
往
生
で
き
る
こ

と
を
説
く
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
臨
終
に
菩
提
心
を
発
し
て
往
生
す
る
な
ら
ば
、
大
乗
の
証
果
を
得
る
は
す
で
あ
る
。
な
ぜ
小
乗

の
果
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
か
。
答
え
。
臨
終
に
菩
提
心
を
発
し
て
も
、
長
ら
く
小
乗
を
学
ん
で
き
た
の

で
、
ま
ず
小
乗
の
果
を
証
し
、
そ
の
後
大
乗
に
回
入
す
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。『
往
生
論
』
に
は
女
人
・
根
決
は
往
生
で
き
な
い
と
言
う
。
本
経
に
、
韋
提
希
と
五
百
人
の
侍

女
が
み
な
往
生
す
る
と
説
く
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
論
は
、
往
生
浄
土
の
後
に
就
い
て
説
く
。
極
楽
に
は

女
人
・
根
欠
は
い
な
い
。
此
土
か
ら
往
生
す
る
者
は
、善
心
あ
れ
ば
み
な
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）

と
。

（
666
）
同
経
玄
義
分
に
云
う
（
善
導
『
観
経
疏
』
巻
一
、『
大
正
蔵
』
三
七
、二
五
一
頁
上
～
中
）、「
問
う
。

凡
夫
や
小
乗
人
が
往
生
で
き
る
と
言
う
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
浄
土
論
』
に
は
、
女
人
・
根
欠
・
二
乗
種
は
生

じ
な
い
と
言
う
の
か
。
答
え
。
仏
の
教
説
を
証
拠
に
挙
げ
て
、
疑
難
を
晴
ら
そ
う
。『
観
無
量
寿
経
』
下

品
上
生
に
、〈
多
く
の
悪
を
造
っ
て
慚
愧
の
心
が
な
い
愚
者
が
命
終
わ
る
時
、
善
師
が
大
乗
を
説
き
、
阿

弥
陀
仏
と
称
え
さ
せ
る
な
ら
ば
、
化
仏
・
菩
薩
が
現
れ
て
金
色
の
光
明
と
華
蓋
を
も
っ
て
迎
え
、
浄
土
へ

連
れ
帰
る
。
蓮
華
が
開
く
と
観
音
菩
薩
が
大
乗
の
法
を
説
き
、
そ
れ
を
聞
い
て
彼
は
無
上
道
心
を
発
す
〉

と
説
か
れ
て
い
る
。

　
問
う
。
種
と
心
と
は
ど
う
違
う
の
か
。
答
え
。
同
意
で
あ
る
。
蓮
華
が
開
く
と
、
彼
は
清
浄
身
を
得
、

仏
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
大
乗
・
小
乗
の
区
別
な
く
、
た
だ
聞
い
て
信
を
生
ず
る
の
で

あ
る
。
観
音
菩
薩
は
小
乗
を
説
か
ず
、
ま
ず
大
乗
の
法
を
説
く
。
聞
い
て
大
歓
喜
し
、
無
上
道
心
を
発
す
。

こ
れ
を
大
乗
の
種
が
生
ず
る
と
言
い
、
ま
た
大
乗
の
心
が
生
ず
る
と
も
言
う
。
も
し
観
音
菩
薩
が
小
乗
を

説
け
ば
、
二
乗
の
種
が
生
じ
、
二
乗
の
心
が
生
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
下
品
中
生
・
下
品
下
生
も
同
様
で

あ
る
。
下
品
三
生
人
は
み
な
浄
土
に
お
い
て
発
心
す
る
。
大
乗
の
法
を
聞
く
か
ら
、
大
乗
の
種
が
生
ず
る

と
言
い
、
小
乗
の
法
を
聞
か
な
い
か
ら
、
二
乗
の
種
が
生
じ
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
種
と
心
と
は
同
じ

で
あ
る
。
女
人
と
根
欠
に
つ
い
て
は
、
浄
土
に
は
い
な
い
と
理
解
せ
よ
。
ま
た
、
小
乗
の
戒
行
を
修
し
て

往
生
を
願
う
者
も
、
み
な
往
生
で
き
る
。
た
だ
し
往
生
の
後
、
ま
ず
小
乗
の
果
を
証
し
、
そ
の
後
大
乗
に

に
転
向
す
る
。
そ
の
後
は
決
し
て
二
乗
の
心
を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
の
で
、〈
二
乗
種
不
生
〉
と
説
く
の

で
あ
る
。
下
三
品
人
は
、
根
機
が
未
だ
定
ま
ら
な
い
時
に
つ
い
て
説
か
れ
、
中
三
品
人
は
、
小
乗
の
果
を

得
た
後
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
と
解
せ
よ
」（
要
約
）
と
。

（
667
）
観
経
疏
に
中
品
上
生
を
釈
す
る
中
天
台
に
云
ふ
（『
大
正
蔵
』
三
七
、一
九
四
頁
上
）、「
会
通
す
る
と
、

『
浄
土
論
』
に
（
原
文
に
は
「
釈
論
」
と
あ
る
が
、「
釈
会
者
、
論
」
が
正
し
い
。『
安
養
集
』
が
用
い
た
本
の
脱
字
で
あ
る
が
、

同
じ
誤
り
が
（

 669
）
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
に
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
…
…
筆
者
註
）、
小
乗
不
生
と
説
か
れ

る
の
は
、
決
定
性
の
小
乗
が
往
生
で
き
な
い
こ
と
を
言
い
、
本
経
に
は
、
菩
提
心
を
発
し
た
後
に
小
乗
に

退
い
た
者
も
往
生
で
き
る
と
説
く
の
で
あ
る
。極
楽
は
無
漏
の
世
界
な
の
で
、即
座
に
第
四
果
を
得
る
。『
大

智
度
論
』
に
も
同
様
の
説
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
小
乗
人
を
誘
引
す
る
た
め
の
教
説
で
あ
り
、
実
際
に
は

極
楽
に
は
二
乗
は
い
な
い
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
さ
て
、
中
品
人
は
即
座
に
阿
羅
漢
果
を
得
る
等
と
説
か

れ
る
が
、
第
九
下
品
下
生
人
よ
り
も
行
位
が
低
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
思
う
に
中
品
人
は
、
一
度
菩

提
心
を
発
し
な
が
ら
小
乗
に
退
き
、
往
生
し
て
無
漏
の
悟
り
を
得
て
即
座
に
阿
羅
漢
果
を
証
す
る
が
、
小

乗
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
再
び
大
心
を
起
こ
す
者
で
あ
る
。
よ
っ
て
修
行
の
進
行
は
速
や
か
で
、
五
劫
あ
る

い
は
十
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
。
そ
の
行
位
は
下
品
下
生
人
よ
り
は
勝
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
」（
要
約
）

と
。

（
668
）
法
聡
記
に
云
う
（
法
聡
『
釈
観
経
記
』、『
浄
土
宗
全
書
』
五
、二
三
六
頁
下
）、「『
大
智
度
論
』
を

引
い
て
小
乗
の
不
生
を
明
か
す
。
経
論
の
説
を
会
通
す
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
669
）
顕
悪マ

マ
記
に
云
ふ
、「〈
釈
論
〉（
天
台
『
観
経
疏
』
の
文
と
し
て
は
〈
釈
会
者
、論
〉
が
正
し
い
。（

 667
）
と
同
じ
脱
字
で
、『
安

養
集
』
が
用
い
た
天
台
『
観
経
疏
』
と
同
じ
誤
り
が
、
源
清
が
見
て
い
た
『
観
経
疏
』
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
こ
こ

で
は
敢
え
て
訂
正
し
な
か
っ
た
。
源
清
が
こ
の
箇
所
を
、〈
釈
論
に
〉
と
読
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
源
清
は
、『
釈
論
』
す
な
わ
ち
『
大

智
度
論
』
を
検
索
し
て
、「
釈
論
等
と
云
ふ
は
未
だ
検
せ
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
…
…
筆
者
註
）。
の
下
は
、
違
妨
を
会
通
す
。

ま
た
三
あ
り
。
初
に
、
小
の
生
ず
る
こ
と
を
得
ざ
る
を
会
す
。
釈
論
等
と
云
ふ
は
未
だ
検
せ
ず
。
決
定
不

生
と
云
ふ
は
、
す
な
は
ち
此
土
に
は
四
種
の
声
聞
あ
り
。
一
に
定
性
、
二
に
退
菩
提
心
、
三
に
応
化
、
四

に
仏
道
な
り
。
こ
れ
実
に
生
ぜ
ざ
る
は
、
或
は
小
乗
の
二
字
を
見
る
に
、
ま
さ
に
小
乗
は
実
に
生
ぜ
ず
と

云
ふ
べ
し
。
こ
れ
は
定
性
種
な
り
。
こ
の
人
は
、
未
だ
小
果
を
証
せ
ざ
る
に
望
み
、
或
は
加
行
等
の
位
に

あ
り
、
小
執
重
く
、
大
心
を
楽
ふ
こ
と
な
き
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
出
を
求
め
ず
、
た
と
ひ
弥
陀
に
広
大
の

願
あ
り
と
聞
く
も
、
ま
た
信
楽
せ
ず
。〈
此
の
中
に
生
を
明
か
す
〉
と
云
ふ
は
、
す
な
は
ち
此
の
経
の
中

に
、
五・
八
お
よ
び
諸
戒
を
修
す
る
の
人
を
明
か
す
な
り
。
小
行
を
修
す
と
い
へ
ど
も
、
大
心
を
楽
ふ
あ

り
。
こ
の
人
、
か
つ
て
大
心
を
発
し
、
菩
薩
行
を
修
し
、
心
功
を
厭
苦
し
、
大
を
退
し
て
小
を
修
す
る
も
、

た
ち
ま
ち
浄
土
の
楽
に
し
て
苦
な
き
を
聞
き
、
そ
の
本
習
を
称
し
て
、
す
な
は
ち
生
を
願
求
し
、
彼
に
至

り
ま
づ
小
果
を
証
す
。〈
大
論
ま
た
し
か
り
〉
と
は
、論
に
は
ま
た
退
菩
提
心
の
生
を
説
く
。
ゆ
ゑ
に
〈
ま

た
し
か
り
〉
と
云
ふ
。
或
は
〈
接
引
〉
と
称
す
る
は
、
経
中
を
商
較
す
る
に
、
終
に
は
小
果
等
を
証
す
る
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こ
と
を
明
か
す
も
、
ま
た
小
乗
を
接
引
せ
ん
が
た
め
に
、
彼
に
生
ず
る
を
求
め
し
む
。
ゆ
ゑ
に
小
あ
り
て

た
と
ひ
証
す
る
も
、必
ず
定
果
に
住
す
る
こ
と
な
く
、菩
提
に
趣
く
。
ゆ
ゑ
に
、〈
実
に
は
な
し
〉
と
云
ふ
。

二
に
〈
中
品
〉
の
下
は
、
中
品
の
下
の
九
品
に
及
ば
ざ
る
を
会
す
。〈
中
品
応
得
〉
等
と
は
、
応
の
下
に

時
の
字
を
合
す
る
を
欠
く
。
応
時
と
云
ふ
は
即
得
な
り
。〈
中
品
〉
と
言
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
の
品
な
り
。

経
に
は
こ
の
品
の
人
、
彼
に
生
じ
て
た
だ
小
果
を
証
す
る
の
み
と
説
く
と
な
す
。
こ
れ
を
将
き
て
第
九
下

下
品
に
望
む
に
、
五
逆
の
人
、
十
念
に
て
彼
に
生
じ
、
華
開
い
て
す
な
は
ち
観
音
の
、
た
め
に
諸
法
実
相

を
説
く
を
見
る
。
こ
の
人
す
な
は
ち
よ
く
無
上
道
心
を
発
す
。
こ
の
上
（
上
＝
中
？
）
品
、
何
の
ゆ
ゑ
に
彼

に
生
じ
て
た
だ
小
果
を
証
す
る
の
み
に
し
て
、
却
っ
て
下
下
品
よ
り
も
劣
る
や
。
会
し
て
云
ふ
、
こ
れ
は

退
菩
提
な
り
。
よ
っ
て
劫
数
を
将も

っ
て
会
す
れ
ば
、
こ
れ
勝
れ
し
む
る
は
、
あ
に
こ
の
品
の
生
に
あ
ら
ず

や
。
彼
の
品
は
、一
日
一
夜
を
経
て
す
な
は
ち
小
果
を
証
し
、勝
果
よ
り
後
に
す
な
は
ち
大
心
を
起
こ
し
、

速
や
か
に
大
行
を
進
め
、
極
め
て
十
劫
に
至
っ
て
す
な
は
ち
初
地
を
証
す
。
下
下
品
人
は
、
生
じ
て
華
に

在
り
、
勝た

へ
て
十
二
劫
を
経
。
此
れ
は
十
劫
に
て
初
地
を
得
。
も
っ
て
望
論
せ
ば
、
下
下
は
な
ほ
胎
に
在

り
。
ゆ
ゑ
に
〈
か
く
の
ご
と
き
階
級
は
な
ほ
こ
れ
勝
な
り
〉
と
云
ふ
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「〈
釈
論
〉
の
下
は
、
経
・
論
の
相
違

を
会
通
す
る
。
三
段
よ
り
な
る
。
第
一
に
、
小
乗
が
往
生
で
き
な
い
と
い
う
論
説
を
会
通
す
る
。
釈
論
等

と
言
う
が
そ
の
文
は
不
明
で
あ
る
。
決
定
不
生
と
は
、
此
土
に
四
種
の
声
聞
が
あ
る
。
一
に
定
性
、
二
に

退
菩
提
心
、
三
に
応
化
、
四
に
仏
道
の
声
聞
で
あ
る
。
こ
の
中
、
実
に
往
生
で
き
な
い
の
は
、〈
小
乗
〉

と
い
う
二
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
小
乗
は
実
に
往
生
で
き
な
い
と
解
せ
ら
れ
、
そ
れ
は
定
性
種
の
二

乗
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
人
は
、
未
だ
小
乗
の
果
を
成
就
し
て
い
な
い
段
階
で
あ
り
、
あ
る
い
は
加

行
等
の
行
位
に
あ
っ
て
、
小
乗
へ
の
執
着
が
重
く
、
大
乗
心
を
願
う
こ
と
が
な
い
の
で
、
出
離
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ず
、
阿
弥
陀
仏
に
広
大
の
誓
願
が
あ
る
と
い
う
教
え
を
聞
い
て
も
、
信
じ
る
こ
と
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
あ
る
。〈
此
の
中
に
生
を
明
か
す
〉
と
言
う
の
は
、
こ
の
『
観
無
量
寿
経
』
の
中
に
説
か
れ

る
、
五
戒
・
八
戒
お
よ
び
諸
戒
を
修
す
る
人
を
指
す
。
小
乗
行
を
修
し
な
が
ら
、
大
乗
を
求
め
る
心
が
あ

る
。
こ
の
人
は
、
か
つ
て
大
乗
心
を
発
し
て
菩
薩
行
を
修
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
功
徳
を
積
む
こ
と
を
嫌

い
、
大
乗
を
退
い
て
小
乗
の
行
を
修
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
浄
土
が
楽
の
み
に
し
て
苦
の
な
い
世
界
だ
と

聞
き
、
小
乗
の
立
場
か
ら
往
生
を
願
い
、
極
楽
に
至
っ
て
ま
ず
小
乗
の
果
を
証
し
た
の
で
あ
る
。〈
大
論

ま
た
し
か
り
〉
と
は
、『
大
智
度
論
』（
不
明
）
に
退
菩
提
心
の
生
を
説
く
こ
と
を
言
う
。
だ
か
ら
〈
ま
た

し
か
り
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。〈
接
引
〉
と
は
、
経
説
を
吟
味
す
る
と
、
最
終
的
に
小
乗
の
果
を
証
す
こ

と
を
説
く
け
れ
ど
も
、
小
乗
を
救
済
す
る
た
め
、
極
楽
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
求
め
さ
せ
る
こ
と
を
言
う
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
小
乗
人
が
も
し
証
果
を
得
て
も
、
け
っ
し
て
そ
の
証
果
に
安
住
せ
ず
、
大
乗
の
悟
り
に

向
か
う
。
だ
か
ら
〈
実
に
は
な
し
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、〈
中
品
〉
の
下
は
、
中
品
人
が
下
品
下
生
人
よ
り
も
行
位
が
劣
る
と
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

会
通
す
る
。〈
中
品
応
得
〉
と
は
、
応
の
下
に
時
の
字
が
欠
落
し
て
い
る
。
応
時
と
は
即
得
の
意
で
あ
る
。

〈
中
品
〉
と
は
、
い
ま
こ
こ
に
論
じ
て
い
る
人
で
あ
る
。
本
経
で
は
、
こ
の
人
は
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
た

だ
小
乗
の
果
を
証
す
る
の
み
と
説
か
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
第
九
下
品
下
生
の
教
説

を
見
る
と
、
五
逆
の
人
が
、
十
念
に
よ
っ
て
極
楽
に
生
ま
れ
、
華
開
い
て
即
座
に
観
音
が
諸
法
実
相
を
説

き
、
聞
い
て
す
ぐ
に
無
上
菩
提
心
を
発
す
。
上
位
に
あ
る
は
ず
の
中
品
人
が
、
な
ぜ
極
楽
に
生
ま
れ
て
た

だ
小
乗
の
果
を
証
す
る
だ
け
な
の
か
。
下
下
品
人
よ
り
も
劣
る
の
か
。
そ
れ
を
会
通
し
て
、
中
品
人
は
退

菩
提
の
声
聞
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
初
地
に
至
る
ま
で
の
劫
数
を
比
較
す
れ
ば
、
中
品
の
ほ
う
が
勝
れ
て

い
る
。
中
品
人
は
、
一
日
一
夜
を
経
て
小
乗
の
果
を
証
し
、
そ
の
後
す
ぐ
に
大
乗
心
を
起
こ
し
、
速
や
か

に
大
乗
行
を
進
め
極
め
て
十
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
。
下
下
品
人
は
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
も
、
蓮
華
の
中

で
十
二
劫
の
間
、
持
ち
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
品
は
十
劫
で
初
地
を
得
る
。
そ
の
時
に
は
下
下

品
は
ま
だ
華
胎
の
中
で
あ
る
。
だ
か
ら
、〈
こ
の
よ
う
に
階
位
は
勝
れ
て
い
る
〉
と
言
う
の
で
あ
る
」
と
。

（
670
）
観
経
記
興
上
に
云
ふ
、「
第
二
に
生
を
簡
ぶ
。
た
だ
定
性
と
お
よ
び
無
性
と
を
除
き
、
余
は
み
な
生

を
得
。
し
か
る
に
生
に
二
種
あ
り
。
一
に
得
生
、
二
に
已
生
な
り
。
生
、
も
し
得
生
を
縁
ず
れ
ば
、
三
界

六
道
に
通
ず
。
し
か
る
に
そ
の
生
時
の
近
遠
は
別
な
る
の
み
。
も
し
已
生
な
ら
ば
、
界
・
道
・
な
ら
び
に

天
、
そ
の
間
の
諍
論
、
下
に
さ
ら
に
分
別
す
。
問
ふ
。
も
し
得
生
を
縁
ず
れ
ば
界・道
に
通
ず
と
い
は
ば
、

浄
居
天
の
色
は
、
そ
の
義
い
か
ん
。
答
ふ
。
説
に
二
義
あ
り
。
浄
居
天
は
決
定
し
て
生
ぜ
ず
。
発
心
せ
ざ

る
が
ゆ
ゑ
に
。
唯
識
論
の
ご
と
し
。
も
し
無
色
界
な
ら
ば
、
す
な
は
ち
生
ず
る
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、

後
生
の
義
あ
る
が
ゆ
え
に
、
得
生
あ
り
。
一
義
に
は
、
浄
居
お
よ
び
無
色
界
は
な
ら
び
に
生
あ
り
。
密
厳

経
の
ご
と
し
、〈
無
煩
・
無
熱
・
善
見
・
善
現
・
阿
迦
尼
叱
（
叱
＝
吒
？
）
定
・
空
処
・
識
処
・
無
所
有
処
・

非
想
非
非
想
処
は
、
彼
に
住
し
を
は
り
て
、
漸
く
貪
欲
を
除
く
。
此
よ
り
し
て
清
浄
仏
土
に
生
ず
〉
と
。

大
般
若
に
云
ふ
、〈
菩
薩
摩
訶
薩
、
深
般
若
波
羅
蜜
多
を
行
ぜ
し
時
、
四
天
王
よ
り
乃
至 

色
究
竟
天
の
、

無
煩
・
無
熱
・
善
見
・
善
現
の
衆
を
領
し
て
そ
の
土
に
来
到
し
、
か
く
の
ご
と
き
言
を
作
す
、《
善
い
か

な
大
士
、
ま
さ
に
勤
め
精
進
し
て
諸
菩
薩
の
学
ぶ
べ
き
法
を
学
ぶ
べ
し
、
声
聞
独
覚
の
法
を
学
ぶ
こ
と
な

か
れ
。
も
し
か
く
の
ご
と
き
を
学
べ
ば
、
速
か
に
妙
菩
提
の
座
に
安
坐
し
、
無
上
道
を
証
し
、
妙
法
輪
を

転
じ
、
無
量
衆
を
度
す
べ
し
》〉
と
。
も
し
前
義
の
た
だ
語
の
み
な
ら
ば
、
四
天
王
等
は
み
な
語
の
み
か
。

も
し
定
性
を
除
く
な
ら
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
大
経
に
、〈
阿
逸
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
ふ
、《
阿
弥
陀
仏
国
の

諸
阿
羅
漢
、
す
こ
ぶ
る
般
泥
洹
し
去
る
者
あ
る
や
い
な
や
》
と
云
々
。
仏
言
ふ
、《
般
泥
洹
し
去
る
者
あ

り
と
い
へ
ど
も
、
大
海
の
一
小
水
を
減
ず
る
が
ご
と
き
の
み
》
と
云
々
。
般
泥
洹
し
去
る
者
は
無
央
数
に

し
て
、そ
の
在
す
る
者
の
新
た
に
羅
漢
を
得
る
者
も
ま
た
無
央
数
な
り
。
す
べ
て
増
減
を
な
さ
ざ
る
な
り
〉

と
余
の
星
の
喩
等
は
、
経
に
広
説
す
る
が
ご
と
し
。
す
で
に
入
涅
槃
す
る
者
は
、
何
ぞ
定
性
な
き
や
。
答

ふ
、
不
詳
な
り
。
去
の
字
は
こ
れ
難
と
な
す
の
み
。
彼
経
の
意
に
言
ふ
、〈
十
方
の
諸
聖
、
と
も
に
来
た

り
て
阿
弥
陀
仏
を
供
養
す
。
前
去
れ
ば
後
来
た
り
、互
ひ
に
あ
ひ
開
避
す
る
こ
と
、な
ほ
盛
市
の
ご
と
し
〉
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こ
と
を
明
か
す
も
、
ま
た
小
乗
を
接
引
せ
ん
が
た
め
に
、
彼
に
生
ず
る
を
求
め
し
む
。
ゆ
ゑ
に
小
あ
り
て

た
と
ひ
証
す
る
も
、必
ず
定
果
に
住
す
る
こ
と
な
く
、菩
提
に
趣
く
。
ゆ
ゑ
に
、〈
実
に
は
な
し
〉
と
云
ふ
。

二
に
〈
中
品
〉
の
下
は
、
中
品
の
下
の
九
品
に
及
ば
ざ
る
を
会
す
。〈
中
品
応
得
〉
等
と
は
、
応
の
下
に

時
の
字
を
合
す
る
を
欠
く
。
応
時
と
云
ふ
は
即
得
な
り
。〈
中
品
〉
と
言
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
の
品
な
り
。

経
に
は
こ
の
品
の
人
、
彼
に
生
じ
て
た
だ
小
果
を
証
す
る
の
み
と
説
く
と
な
す
。
こ
れ
を
将
き
て
第
九
下

下
品
に
望
む
に
、
五
逆
の
人
、
十
念
に
て
彼
に
生
じ
、
華
開
い
て
す
な
は
ち
観
音
の
、
た
め
に
諸
法
実
相

を
説
く
を
見
る
。
こ
の
人
す
な
は
ち
よ
く
無
上
道
心
を
発
す
。
こ
の
上
（
上
＝
中
？
）
品
、
何
の
ゆ
ゑ
に
彼

に
生
じ
て
た
だ
小
果
を
証
す
る
の
み
に
し
て
、
却
っ
て
下
下
品
よ
り
も
劣
る
や
。
会
し
て
云
ふ
、
こ
れ
は

退
菩
提
な
り
。
よ
っ
て
劫
数
を
将も

っ
て
会
す
れ
ば
、
こ
れ
勝
れ
し
む
る
は
、
あ
に
こ
の
品
の
生
に
あ
ら
ず

や
。
彼
の
品
は
、一
日
一
夜
を
経
て
す
な
は
ち
小
果
を
証
し
、勝
果
よ
り
後
に
す
な
は
ち
大
心
を
起
こ
し
、

速
や
か
に
大
行
を
進
め
、
極
め
て
十
劫
に
至
っ
て
す
な
は
ち
初
地
を
証
す
。
下
下
品
人
は
、
生
じ
て
華
に

在
り
、
勝た

へ
て
十
二
劫
を
経
。
此
れ
は
十
劫
に
て
初
地
を
得
。
も
っ
て
望
論
せ
ば
、
下
下
は
な
ほ
胎
に
在

り
。
ゆ
ゑ
に
〈
か
く
の
ご
と
き
階
級
は
な
ほ
こ
れ
勝
な
り
〉
と
云
ふ
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「〈
釈
論
〉
の
下
は
、
経
・
論
の
相
違

を
会
通
す
る
。
三
段
よ
り
な
る
。
第
一
に
、
小
乗
が
往
生
で
き
な
い
と
い
う
論
説
を
会
通
す
る
。
釈
論
等

と
言
う
が
そ
の
文
は
不
明
で
あ
る
。
決
定
不
生
と
は
、
此
土
に
四
種
の
声
聞
が
あ
る
。
一
に
定
性
、
二
に

退
菩
提
心
、
三
に
応
化
、
四
に
仏
道
の
声
聞
で
あ
る
。
こ
の
中
、
実
に
往
生
で
き
な
い
の
は
、〈
小
乗
〉

と
い
う
二
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
小
乗
は
実
に
往
生
で
き
な
い
と
解
せ
ら
れ
、
そ
れ
は
定
性
種
の
二

乗
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
人
は
、
未
だ
小
乗
の
果
を
成
就
し
て
い
な
い
段
階
で
あ
り
、
あ
る
い
は
加

行
等
の
行
位
に
あ
っ
て
、
小
乗
へ
の
執
着
が
重
く
、
大
乗
心
を
願
う
こ
と
が
な
い
の
で
、
出
離
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ず
、
阿
弥
陀
仏
に
広
大
の
誓
願
が
あ
る
と
い
う
教
え
を
聞
い
て
も
、
信
じ
る
こ
と
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
あ
る
。〈
此
の
中
に
生
を
明
か
す
〉
と
言
う
の
は
、
こ
の
『
観
無
量
寿
経
』
の
中
に
説
か
れ

る
、
五
戒
・
八
戒
お
よ
び
諸
戒
を
修
す
る
人
を
指
す
。
小
乗
行
を
修
し
な
が
ら
、
大
乗
を
求
め
る
心
が
あ

る
。
こ
の
人
は
、
か
つ
て
大
乗
心
を
発
し
て
菩
薩
行
を
修
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
功
徳
を
積
む
こ
と
を
嫌

い
、
大
乗
を
退
い
て
小
乗
の
行
を
修
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
浄
土
が
楽
の
み
に
し
て
苦
の
な
い
世
界
だ
と

聞
き
、
小
乗
の
立
場
か
ら
往
生
を
願
い
、
極
楽
に
至
っ
て
ま
ず
小
乗
の
果
を
証
し
た
の
で
あ
る
。〈
大
論

ま
た
し
か
り
〉
と
は
、『
大
智
度
論
』（
不
明
）
に
退
菩
提
心
の
生
を
説
く
こ
と
を
言
う
。
だ
か
ら
〈
ま
た

し
か
り
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。〈
接
引
〉
と
は
、
経
説
を
吟
味
す
る
と
、
最
終
的
に
小
乗
の
果
を
証
す
こ

と
を
説
く
け
れ
ど
も
、
小
乗
を
救
済
す
る
た
め
、
極
楽
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
求
め
さ
せ
る
こ
と
を
言
う
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
小
乗
人
が
も
し
証
果
を
得
て
も
、
け
っ
し
て
そ
の
証
果
に
安
住
せ
ず
、
大
乗
の
悟
り
に

向
か
う
。
だ
か
ら
〈
実
に
は
な
し
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、〈
中
品
〉
の
下
は
、
中
品
人
が
下
品
下
生
人
よ
り
も
行
位
が
劣
る
と
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

会
通
す
る
。〈
中
品
応
得
〉
と
は
、
応
の
下
に
時
の
字
が
欠
落
し
て
い
る
。
応
時
と
は
即
得
の
意
で
あ
る
。

〈
中
品
〉
と
は
、
い
ま
こ
こ
に
論
じ
て
い
る
人
で
あ
る
。
本
経
で
は
、
こ
の
人
は
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
た

だ
小
乗
の
果
を
証
す
る
の
み
と
説
か
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
第
九
下
品
下
生
の
教
説

を
見
る
と
、
五
逆
の
人
が
、
十
念
に
よ
っ
て
極
楽
に
生
ま
れ
、
華
開
い
て
即
座
に
観
音
が
諸
法
実
相
を
説

き
、
聞
い
て
す
ぐ
に
無
上
菩
提
心
を
発
す
。
上
位
に
あ
る
は
ず
の
中
品
人
が
、
な
ぜ
極
楽
に
生
ま
れ
て
た

だ
小
乗
の
果
を
証
す
る
だ
け
な
の
か
。
下
下
品
人
よ
り
も
劣
る
の
か
。
そ
れ
を
会
通
し
て
、
中
品
人
は
退

菩
提
の
声
聞
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
初
地
に
至
る
ま
で
の
劫
数
を
比
較
す
れ
ば
、
中
品
の
ほ
う
が
勝
れ
て

い
る
。
中
品
人
は
、
一
日
一
夜
を
経
て
小
乗
の
果
を
証
し
、
そ
の
後
す
ぐ
に
大
乗
心
を
起
こ
し
、
速
や
か

に
大
乗
行
を
進
め
極
め
て
十
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
。
下
下
品
人
は
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
も
、
蓮
華
の
中

で
十
二
劫
の
間
、
持
ち
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
品
は
十
劫
で
初
地
を
得
る
。
そ
の
時
に
は
下
下

品
は
ま
だ
華
胎
の
中
で
あ
る
。
だ
か
ら
、〈
こ
の
よ
う
に
階
位
は
勝
れ
て
い
る
〉
と
言
う
の
で
あ
る
」
と
。

（
670
）
観
経
記
興
上
に
云
ふ
、「
第
二
に
生
を
簡
ぶ
。
た
だ
定
性
と
お
よ
び
無
性
と
を
除
き
、
余
は
み
な
生

を
得
。
し
か
る
に
生
に
二
種
あ
り
。
一
に
得
生
、
二
に
已
生
な
り
。
生
、
も
し
得
生
を
縁
ず
れ
ば
、
三
界

六
道
に
通
ず
。
し
か
る
に
そ
の
生
時
の
近
遠
は
別
な
る
の
み
。
も
し
已
生
な
ら
ば
、
界
・
道
・
な
ら
び
に

天
、
そ
の
間
の
諍
論
、
下
に
さ
ら
に
分
別
す
。
問
ふ
。
も
し
得
生
を
縁
ず
れ
ば
界・道
に
通
ず
と
い
は
ば
、

浄
居
天
の
色
は
、
そ
の
義
い
か
ん
。
答
ふ
。
説
に
二
義
あ
り
。
浄
居
天
は
決
定
し
て
生
ぜ
ず
。
発
心
せ
ざ

る
が
ゆ
ゑ
に
。
唯
識
論
の
ご
と
し
。
も
し
無
色
界
な
ら
ば
、
す
な
は
ち
生
ず
る
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、

後
生
の
義
あ
る
が
ゆ
え
に
、
得
生
あ
り
。
一
義
に
は
、
浄
居
お
よ
び
無
色
界
は
な
ら
び
に
生
あ
り
。
密
厳

経
の
ご
と
し
、〈
無
煩
・
無
熱
・
善
見
・
善
現
・
阿
迦
尼
叱
（
叱
＝
吒
？
）
定
・
空
処
・
識
処
・
無
所
有
処
・

非
想
非
非
想
処
は
、
彼
に
住
し
を
は
り
て
、
漸
く
貪
欲
を
除
く
。
此
よ
り
し
て
清
浄
仏
土
に
生
ず
〉
と
。

大
般
若
に
云
ふ
、〈
菩
薩
摩
訶
薩
、
深
般
若
波
羅
蜜
多
を
行
ぜ
し
時
、
四
天
王
よ
り
乃
至 

色
究
竟
天
の
、

無
煩
・
無
熱
・
善
見
・
善
現
の
衆
を
領
し
て
そ
の
土
に
来
到
し
、
か
く
の
ご
と
き
言
を
作
す
、《
善
い
か

な
大
士
、
ま
さ
に
勤
め
精
進
し
て
諸
菩
薩
の
学
ぶ
べ
き
法
を
学
ぶ
べ
し
、
声
聞
独
覚
の
法
を
学
ぶ
こ
と
な

か
れ
。
も
し
か
く
の
ご
と
き
を
学
べ
ば
、
速
か
に
妙
菩
提
の
座
に
安
坐
し
、
無
上
道
を
証
し
、
妙
法
輪
を

転
じ
、
無
量
衆
を
度
す
べ
し
》〉
と
。
も
し
前
義
の
た
だ
語
の
み
な
ら
ば
、
四
天
王
等
は
み
な
語
の
み
か
。

も
し
定
性
を
除
く
な
ら
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
大
経
に
、〈
阿
逸
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
ふ
、《
阿
弥
陀
仏
国
の

諸
阿
羅
漢
、
す
こ
ぶ
る
般
泥
洹
し
去
る
者
あ
る
や
い
な
や
》
と
云
々
。
仏
言
ふ
、《
般
泥
洹
し
去
る
者
あ

り
と
い
へ
ど
も
、
大
海
の
一
小
水
を
減
ず
る
が
ご
と
き
の
み
》
と
云
々
。
般
泥
洹
し
去
る
者
は
無
央
数
に

し
て
、そ
の
在
す
る
者
の
新
た
に
羅
漢
を
得
る
者
も
ま
た
無
央
数
な
り
。
す
べ
て
増
減
を
な
さ
ざ
る
な
り
〉

と
余
の
星
の
喩
等
は
、
経
に
広
説
す
る
が
ご
と
し
。
す
で
に
入
涅
槃
す
る
者
は
、
何
ぞ
定
性
な
き
や
。
答

ふ
、
不
詳
な
り
。
去
の
字
は
こ
れ
難
と
な
す
の
み
。
彼
経
の
意
に
言
ふ
、〈
十
方
の
諸
聖
、
と
も
に
来
た

り
て
阿
弥
陀
仏
を
供
養
す
。
前
去
れ
ば
後
来
た
り
、互
ひ
に
あ
ひ
開
避
す
る
こ
と
、な
ほ
盛
市
の
ご
と
し
〉
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と
云
云
。
経
の
ご
と
く
ん
ば
、
そ
の
間
に
或
は
法
を
聞
き
て
果
を
得
、
入
涅
槃
を
示
し
て
還
り
去
る
者
あ

り
、
或
は
果
に
住
し
て
後
に
去
ら
ざ
る
者
あ
り
。
か
く
の
ご
と
く
種
種
に
示
顯
す
る
こ
と
自
在
な
り
。
問

ふ
。
こ
の
穢
土
の
中
に
般
涅
槃
を
示
す
は
、
彼
の
余
の
小
乗
を
学
ぶ
者
を
引
か
ん
が
た
め
な
り
。
彼
の
浄

土
の
中
に
は
、
か
く
の
ご
と
き
こ
と
な
し
。
何
の
利
益
あ
っ
て
泥
洹
を
示
す
や
。
答
ふ
。
仏
土
の
功
徳
荘

厳
を
顕
さ
ん
が
た
め
な
り
。
兼
ね
て
下
の
果
不
定
の
人
等
の
た
め
に
、
般
涅
槃
の
究
竟
徳
を
示
す
。
ゆ
ゑ

に
般
涅
槃
す
と
い
へ
ど
も
、
実
の
滅
に
は
あ
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
去
を
置
く
は
、
そ
の
意
解
す
べ
し
。
も
し
不

定
お
よ
び
有
性
の
中
に
就
て
、
略
し
て
二
乗
・
女
人
の
有
無
を
明
か
さ
ば
、
受
用
土
の
ご
と
き
に
は
、
二

つ
並
び
に
定
ん
で
無
し
。
二
乗
あ
り
と
説
く
は
、
仏
・
菩
薩
の
化
し
て
仏
土
を
厳
せ
ん
が
た
め
な
り
。
論

の
中
に
説
く
が
ご
と
し
。
変
化
土
の
ご
と
き
に
は
、
願
に
随
っ
て
不
定
な
り
。
悲
華
経
の
ご
と
き
に
は
、

〈
寂
意
菩
薩
、
仏
に
白
す
、《
世
尊
、
何
の
因
縁
の
ゆ
ゑ
に
、
そ
れ
余
の
諸
仏
の
所
有
の
世
界
は
清
浄
微
妙

に
し
て
、
乃
至 

二
乗
等
な
か
ら
ん
に
、
今
我
が
世
尊
、
乃
至 

三
乗
を
説
く
や
》
と
。
仏
、
寂
意
菩
薩
に
告

ぐ
、《
本
願
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
浄
妙
の
国
を
取
り
、
不
浄
の
土
を
取
る
》〉
と
。
し
か
る
に
二
乗
・
女

人
を
相
対
し
て
四
句
す
る
に
、
或
は
浄
土
あ
り
、
二
つ
並
に
皆
な
し
。
大
悲
経
の
ご
と
き
に
は
、〈
西
方

百
千
万
億
仏
土
を
過
ぎ
て
世
界
あ
り
、
尊
善
無
垢
と
名
づ
け
、
仏
は
尊
音
王
と
号
す
。
彼
の
界
に
は
二
乗

お
よ
び
小
乗
法
を
説
く
こ
と
な
く
、
等
一
に
化
生
し
て
、
女
人
の
名
な
し
〉
と
い
ふ
余
文
無
量
な
り
。
或

は
浄
土
あ
り
、二
つ
並
に
倶
に
あ
り
。
ま
た
彼
の
経
の
ご
と
き
に
は
、〈
阿
閦
菩
薩
、宝
蔵
仏
に
曰
ふ
、《
我

が
今
所
願
の
荘
厳
仏
土
は
、
純
金
を
地
と
な
し
、
乃
至 

所
有
の
女
人
は
諸
功
徳
を
成
就
し
、
婦
人
の
諸
の

不
浄
の
事
な
し
。
男
子
と
漏
心
交
通
せ
ず
。
も
し
諸
の
男
子
、
淫
欲
の
心
を
発
し
て
女
人
の
所
に
至
り
、

愛
心
を
も
っ
て
見
る
も
、
須
臾
の
間
に
す
な
は
ち
欲
を
離
る
を
得
、
尋
い
で
清
浄
無
垢
三
昧
を
得
。
三
昧

力
の
ゆ
ゑ
に
、
諸
の
魔
縛
よ
り
解
脱
す
る
こ
と
を
得
。
も
っ
て
か
く
の
ご
と
き
女
人
は
、
も
し
男
子
、
愛

欲
の
心
あ
ら
ば
、
す
な
は
ち
任
身
を
得
、
も
し
男
女
を
懐
く
も
、
身
心
に
諸
苦
を
漏
ら
す
こ
と
な
く
、
常

に
快
楽
受
く
る
こ
と
、
忉
利
天
上
の
妙
快
楽
の
ご
と
し
。
女
人
、
懐
任
し
て
七
七
日
夜
、
受
く
る
と
こ
ろ

の
快
楽
は
、
比
丘
の
第
二
禅
に
入
る
が
ご
と
し
。
乃
至 

七
日
を
満
足
し
て
す
な
は
ち
出
生
に
至
る
。
か
く

の
ご
と
き
母
子
は
供
に
水
に
入
り
、
そ
の
身
を
洗
浴
す
。
こ
の
時
女
人
、
尋
い
で
離
欲
清
浄
三
昧
を
得
。

三
昧
の
ゆ
ゑ
に
、
乃
至 

諸
の
魔
縛
よ
り
解
脱
す
る
こ
と
を
得
。
乃
至 

も
し
三
乗
を
学
べ
ば
、
我
が
名
を
聞

き
て
す
な
は
ち
我
が
世
界
に
生
ま
れ
、
我
が
法
を
聞
き
て
す
な
は
ち
三
乗
を
得
》
と
。
そ
の
時
仏
、
阿
閦

を
讃
じ
て
言
ふ
、《
善
い
か
な 

乃
至 

汝
、
来
世
に
お
い
て
、
一
恒
沙
等
阿
僧
祇
劫
を
過
ぎ
て
、
当
方
こ
こ

を
去
る
こ
と
千
仏
世
界
に
し
て
、
彼
に
世
界
あ
り
、
名
づ
け
て
妙
楽
と
曰
ふ
。
所
有
の
荘
厳
、
汝
の
所
願

の
ご
と
く
、
み
な
こ
と
ご
と
く
具
足
す
。
汝
こ
の
中
に
お
い
て
、
ま
さ
に
菩
提
を
成
ず
べ
し
。
な
ほ
阿
閦

と
号
す
る
が
ご
と
し
》〉
と
い
ふ
。
或
は
浄
土
あ
り
、
と
も
に
二
乗
あ
り
て
、
女
人
な
し
。
極
楽
国
の
ご

と
し
。
二
乗
あ
る
は
、
両
巻
経
・
観
経
・
弥
陀
経
等
の
中
に
説
く
が
ご
と
し
。
そ
の
中
に
委
曲
な
り
。
下

に
至
っ
て
さ
ら
に
女
人
な
き
を
明
か
さ
ば
、大
悲
経
の
ご
と
き
に
は
、〈
仏
、宝
日
光
明
菩
薩
に
告
ぐ
、《
東

南
方
こ
こ
を
去
る
こ
と
一
億
百
千
仏
土
に
世
界
あ
り
、
名
づ
け
て
蓮
華
と
曰
ひ
、
仏
は
蓮
花
尊
と
号
す
。

諸
菩
薩
は
禅
味
を
も
っ
て
食
と
な
し
、
法
食
・
香
食
し
て
、
揣
食
あ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
女
人
日
月
昼

夜
等
な
し
》〉
と
云
々
。
な
ほ
西
方
安
楽
世
界
の
ご
と
く
、
花
合
・
鳥
栖
を
も
っ
て
時
節
を
知
る
。
ま
た

無
量
寿
お
よ
び
観
経
に
は
、
み
な
蓮
華
化
生
な
り
。
平
等
経
に
云
ふ
、〈
女
人
往
生
す
れ
ば
す
な
は
ち
化

生
し
て
み
な
男
子
と
作
る
〉と
。
し
か
る
に
鼓
音
声
経
に
、〈
弥
陀
の
父
は
月
上
、母
は
殊
勝
妙
顔
な
り
〉と
。

こ
れ
は
弥
陀
の
穢
土
な
り
。
智
度
論
の
ご
と
き
に
は
、〈
釈
迦
迦
文
仏
に
さ
ら
に
清
浄
世
界
あ
り
、
阿
弥

陀
仏
国
の
ご
と
し
〉
と
い
ふ
。
そ
れ
阿
弥
陀
仏
に
厳
浄
・
不
厳
浄
の
世
界
あ
る
こ
と
、
釈
迦
文
仏
国
の
ご

と
し
。
ま
た
鼓
音
声
経
の
清
泰
国
は
、
十
千
由
旬
、
弥
陀
極
楽
の
量
は
甚
だ
広
大
な
り
、
ま
た
仏
身
の
長

さ
六
十
満
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
な
り
。
浄
穢
の
別
は
、
事
理
分
明
な
り
。
も
し
し
か
れ
ば
何
が
ゆ
ゑ
に

正
に
西
方
弥
陀
を
指
し
て
父
母
を
出
す
と
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
の
穢
土
を
顕
さ
ん
が
た
め
な
り
。
余
の
釈
迦

浄
土
に
あ
ら
ず
。
智
度
論
に
依
ら
ば
、
広
く
西
方
を
指
し
て
、
金
銀
乃
至
七
宝
を
地
と
な
す
は
、
み
な
こ

れ
我
が
身
な
り
と
い
ひ
、
も
し
涅
槃
に
依
ら
ば
、
西
方
無
勝
世
界
を
指
し
て
、
こ
れ
我
が
浄
土
な
り
と
い

ふ
。
問
ふ
。
も
し
彼
に
女
人
な
く
ば
、
界
あ
り
と
な
す
や
い
な
や
。
答
ふ
。
界
あ
る
も
根
な
し
。
陰
蔵
の

相
あ
り
と
あ
り
と
い
へ
ど
も
、根
な
き
が
ゆ
ゑ
に
。実
に
就
か
ば
、男
に
あ
ら
ず
女
に
あ
ら
ず
と
云
ふ
べ
し
。

し
か
る
に
過
の
重
き
を
論
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
、
偏
に
女
人
を
除
く
の
み
。
平
等
経
の
ご
と
き
に
は
、〈
そ
の

身
体
は
ま
た
世
間
人
の
身
体
に
あ
ら
ず
、ま
た
天
人
の
身
体
に
も
あ
ら
ず
。
み
な
自
然
虚
無
の
体
を
受
く
〉

と
い
ふ
。ま
た
こ
の
文
は
、天
に
あ
ら
ず
人
に
あ
ら
ざ
る
を
証
す
。両
巻
に
云
ふ
、〈
余
方
に
順
ず
る
に
よ
っ

て
の
ゆ
ゑ
に
、
人
天
の
名
あ
り
。
超
世
希
有
に
し
て
天
人
に
あ
ら
ず
。
み
な
自
然
虚
無
の
身
、
無
極
の
体

を
受
く
〉
と
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
（
古
逸
）
に
云
う
、「
第
二
に
往
生
人
の
区
別
を
論
ず
る
。
定
性
二

乗
と
無
性
有
情
以
外
は
、
み
な
往
生
で
き
る
。
た
だ
し
往
生
人
の
議
論
に
二
種
あ
る
。
第
一
に
往
生
で
き

る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
、
第
二
に
す
で
に
往
生
し
た
者
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
往
生
で
き
る
か
ど
う

か
と
い
う
観
点
で
は
、
三
界
六
道
の
す
べ
て
が
往
生
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
往
生
ま
で
の
時
間
に
は
長
短

の
差
が
あ
る
。
一
方
す
で
に
往
生
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
三
界
・
六
道
お
よ
び
諸
天
な
ど
種
々
問
題
が
あ

る
の
で
、
改
め
て
後
に
論
じ
た
い
。

　
問
う
。
往
生
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
三
界
・
六
道
す
べ
て
可
能
で
あ
る
と
言
う
が
、

色
界
浄
居
天
は
ど
う
か
。
答
え
。
二
説
あ
る
。
第
一
に
、
浄
居
天
は
菩
提
心
を
発
す
こ
と
が
な
い
か
ら
、

決
し
て
往
生
で
き
な
い
と
言
う
。『
成
唯
識
論
』
に
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
無
色
界
の
諸
天
は
、
即
座

に
往
生
す
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、
来
世
に
は
往
生
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
第
二
の
説
で
は
、
浄
居
天

も
無
色
界
も
共
に
往
生
で
き
る
と
言
う
。『
大
乗
密
厳
経
』（
巻
中
、『
大
正
蔵
』
一
六
、七
三
頁
下
）
に
、〈
無

煩
・
無
熱
・
善
見
・
善
現
・
阿
迦
尼
吒
定
の
色
界
第
四
禅
天
（
五
浄
居
天
）、
お
よ
び
無
色
界
す
な
わ
ち

空
処
・
識
処
・
無
所
有
処
・
非
想
非
非
想
処
の
四
天
で
は
、
諸
天
に
住
し
た
後
に
徐
々
に
貪
欲
を
除
い
て
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ゆ
き
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
清
浄
仏
土
に
生
ま
れ
る
〉
と
言
い
、『
大
般
若
経
』（
巻
三
百
三
十
七
、『
大
正
蔵
』

六
、七
二
九
頁
中
）
に
は
、〈
菩
薩
摩
訶
薩
が
深
般
若
波
羅
蜜
多
を
行
じ
て
い
た
時
、
欲
界
四
天
王
天
よ
り

色
究
竟
天
の
無
煩
・
無
熱
・
善
見
・
善
現
の
諸
天
の
聖
衆
を
率
い
て
仏
が
お
い
で
に
な
り
、
次
の
よ
う
に

仰
せ
ら
れ
た
。《
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
、菩
薩
よ
。
勤
め
精
進
し
て
諸
菩
薩
の
学
ぶ
べ
き
法
を
学
ぶ
が
よ
い
。

声
聞
独
覚
の
法
を
学
ん
で
は
な
ら
な
い
。
正
し
く
学
べ
ば
、
即
座
に
無
上
の
悟
り
に
安
住
し
、
無
上
の
悟

り
を
成
就
し
、
正
し
い
教
え
を
説
き
、
無
量
の
衆
生
を
救
う
こ
と
に
な
ろ
う
》〉
と
説
か
れ
る
。
第
一
の

説
が
単
な
る
警
鐘
の
言
葉
だ
と
言
う
の
な
ら
、
四
天
王
天
等
の
文
言
も
単
に
言
葉
上
の
こ
と
だ
と
言
え
る

の
か
。
ま
た
、
定
性
二
乗
は
往
生
で
き
な
い
と
言
う
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
大
阿
弥
陀
経
』（
巻
上
、『
大
正
蔵
』

一
二
、三
〇
七
頁
下
～
三
〇
八
頁
上
）
に
、〈
阿
逸
菩
薩
が
仏
に
申
し
上
げ
た
。《
阿
弥
陀
仏
国
の
諸
阿
羅

漢
に
は
、
般
泥
洹
し
去
る
者
が
あ
る
の
で
す
か
》
と
云
々
。
仏
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。《
般
泥
洹
し
去
る
者

も
あ
る
が
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
る
》
と
云
々
。
般
泥
洹
し
去
る
者
も
、
ま
た
新
た
に
阿
羅
漢
果

を
得
る
者
も
無
数
に
い
る
け
れ
ど
も
、
全
体
と
し
て
は
増
減
は
な
い
の
で
あ
る
〉
と
説
か
れ
る
の
か
星
の

喩
え
等
が
経
に
く
広
く
説
か
れ
て
い
る
。
す
で
に
涅
槃
に
入
る
者
は
、定
性
二
乗
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
答
え
。

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。〈
去
〉
と
い
う
文
字
が
難
解
で
あ
る
。『
大
阿
弥
陀
経
』（
同
、
三
〇
七
頁
中
）
に

言
う
、〈
十
方
世
界
の
聖
衆
が
み
な
到
来
し
て
阿
弥
陀
仏
を
供
養
す
る
。前
の
者
が
去
れ
ば
後
の
者
が
来
る
。

互
い
に
行
き
か
う
様
子
は
、
ま
る
で
繁
華
街
の
よ
う
で
あ
る
〉
と
云
云
。
経
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
そ
の
間

に
法
を
聞
い
て
果
報
を
得
、
入
涅
槃
し
て
去
る
者
が
あ
り
、
ま
た
果
報
に
住
し
て
も
涅
槃
し
去
ら
な
い
者

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
種
種
自
在
に
示
顯
す
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
こ
の
穢
土
の
中
で
般
涅
槃
の
す
が
た
を
示
さ
れ
る
の
は
、
小
乗
を
学
ん
で
い
る
者
を
導
く
た
め

で
あ
ろ
う
。
彼
の
浄
土
に
は
、
そ
の
よ
う
な
者
は
い
な
い
の
に
、
何
の
た
め
に
涅
槃
の
す
が
た
を
示
さ
れ

る
の
か
。
答
え
。
仏
土
の
功
徳
荘
厳
を
顕
す
た
め
で
あ
る
。
ま
た
低
劣
の
不
定
人
等
の
た
め
に
、
般
涅
槃

の
究
竟
の
徳
を
示
す
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
般
涅
槃
す
る
と
言
っ
て
も
実
の
滅
度
で
は
な
い
。「
去
」
と
い

う
文
字
を
置
く
の
は
そ
の
た
め
だ
と
理
解
せ
よ
。

　
不
定
性
と
有
性
の
往
生
人
に
つ
い
て
、
二
乗
・
女
人
の
有
無
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
受
用
土
に
は
、
二
乗
・

女
人
は
共
に
い
な
い
。
二
乗
が
い
る
と
説
く
の
は
、
仏
・
菩
薩
が
変
化
し
て
仏
土
を
荘
厳
す
る
た
め
で
あ

る
。『
浄
土
論
』
に
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
変
化
土
で
は
、
誓
願
に
よ
っ
て
不
定
で
あ
る
。『
悲
華
経
』

（
巻
二
、『
大
正
蔵
』
三
、一
七
四
頁
下
）
に
は
、次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。〈
寂
意
菩
薩
が
仏
に
、《
世
尊
よ
、

ほ
か
の
諸
仏
が
た
の
世
界
は
み
な
清
浄
微
妙
で
あ
り
、…
中
略
… 

二
乗
等
が
い
な
い
の
に
、今
我
が
世
尊
は
、

…
中
略
… 

三
乗
が
い
る
と
説
か
れ
る
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
》
と
問
う
と
、
仏
は
寂
意
菩
薩
に
、《
本
願
に

よ
っ
て
浄
妙
の
国
を
造
り
、
ま
た
不
浄
の
国
土
を
造
る
の
で
あ
る
》
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
〉
と
。

　
そ
こ
で
二
乗
・
女
人
を
相
対
し
て
四
句
分
別
し
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
二
乗
・
女
人
と
も
に
い
な
い
浄

土
。『
悲
華
経
』
巻
三
（『
大
正
蔵
』
三
、一
八
四
頁
下
）
に
、〈
西
方
百
千
万
億
仏
土
を
過
ぎ
て
世
界
が
あ

り
、
尊
善
無
垢
と
名
づ
け
、
仏
は
尊
音
王
と
名
乗
ら
れ
る
。
彼
の
世
界
に
は
二
乗
な
く
、
小
乗
の
法
を
説

く
こ
と
も
な
い
。
み
な
等
し
い
姿
で
、
女
人
の
名
な
な
い
〉
と
言
う
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
第
二
に
、
二
乗
・
女
人
と
も
に
い
る
浄
土
。
同
じ
く
『
悲
華
経
』（
巻
四
、『
大
正
蔵
』
三
、一
七
四
頁

中
～
下
）
に
、〈
阿
閦
菩
薩
が
宝
蔵
仏
に
申
し
た
。《
私
が
今
願
っ
て
い
る
仏
土
の
荘
厳
は
、
大
地
は
純
金

で
で
き
て
い
て
、
…
中
略
… 

あ
ら
ゆ
る
女
人
は
諸
の
功
徳
を
成
就
し
、
婦
人
の
不
浄
は
な
い
。
男
子
と
淫

欲
の
心
を
交
わ
す
こ
と
も
な
い
。
も
し
男
子
が
淫
欲
の
心
を
起
こ
し
て
女
人
の
所
に
至
り
、
淫
ら
な
心
で

見
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
一
瞬
の
う
ち
に
欲
望
を
捨
て
、
す
ぐ
に
清
浄
無
垢
三
昧
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
昧
力
に
よ
っ
て
、
諸
々
の
悪
魔
の
誘
惑
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
の
女
人
は
、
も
し
男

子
に
淫
欲
の
心
が
あ
っ
て
、
身
を
任
せ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
身
心
に
苦
な
く
、
忉
利
天
上
の
妙
快
楽
を

受
け
る
よ
う
で
あ
る
。
女
人
が
懐
妊
し
て
七
七
日
夜
に
受
け
る
快
楽
は
、
比
丘
が
第
二
禅
で
受
け
る
快
楽

の
よ
う
で
あ
る
。
…
中
略
… 

七
日
を
過
ぎ
て
出
産
に
お
よ
び
、
母
子
と
も
に
水
に
入
っ
て
身
を
洗
浴
す
る
。

こ
の
時
女
人
は
、
す
ぐ
さ
ま
離
欲
清
浄
三
昧
を
得
る
。
三
昧
の
た
め
に
、
…
中
略
… 

諸
の
悪
魔
の
誘
惑
か

ら
解
放
さ
れ
る
。…
中
略
… 

も
し
三
乗
の
教
え
を
学
べ
ば
、我
が
名
を
聞
い
て
即
座
に
我
が
世
界
に
生
ま
れ
、

我
が
法
を
聞
い
て
即
座
に
三
乗
の
悟
り
を
得
る
だ
ろ
う
》
と
。
そ
の
時
仏
が
阿
閦
を
讃
え
て
お
っ
し
ゃ
っ

た
。《
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ 

…
中
略
… 

汝
は
来
世
、
一
恒
沙
等
阿
僧
祇
劫
を
過
ぎ
て
、
こ
こ
か
ら
千
仏
世

界
を
隔
て
た
、
妙
楽
と
い
う
世
界
で
悟
り
を
得
る
だ
ろ
う
。
そ
の
世
界
の
荘
厳
は
、
汝
の
願
い
の
ま
ま
に

す
べ
て
が
備
わ
る
。
汝
は
そ
こ
で
成
仏
し
、
阿
閦
仏
と
名
乗
る
で
あ
ろ
う
》〉
と
説
か
れ
る
。

　
第
三
に
、二
乗
は
あ
る
が
女
人
は
な
い
浄
土
。
極
楽
国
の
よ
う
な
浄
土
で
あ
る
。
二
乗
が
あ
る
こ
と
は
、

『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』に
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
。女
人
が
い
な
い
こ
と
は
、『
悲
華
経
』

（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
三
、一
六
七
頁
下
～
一
六
九
頁
上
）
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。〈
仏
が
宝
日
光
明
菩
薩

に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。《
こ
こ
か
ら
東
南
方
に
一
億
百
千
仏
土
を
隔
て
て
蓮
華
と
い
う
世
界
が
あ
り
、
仏
は

蓮
花
尊
と
名
乗
ら
れ
て
い
る
。
諸
菩
薩
は
禅
定
を
食
事
と
し
、
法
や
香
を
食
し
て
、
も
の
を
貪
り
食
ら
う

こ
と
は
な
い
。
ま
た
女
人
も
日
月
や
昼
夜
も
な
い
》〉と
云
々
。
ち
ょ
う
ど
西
方
安
楽
世
界
の
よ
う
で
あ
る
。

花
や
鳥
の
動
き
で
時
節
を
知
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』
に
よ
る
と
、
往
生
人

は
蓮
華
化
生
で
あ
る
。『
平
等
覚
経
』
に
は
、〈
女
人
は
、往
生
す
る
と
す
ぐ
に
男
子
と
な
る
〉
と
言
う
。『
鼓

音
声
王
経
』
に
、〈
弥
陀
の
父
は
月
上
、
母
は
殊
勝
妙
顔
と
い
う
〉
と
説
か
れ
る
の
は
、
こ
れ
は
阿
弥
陀

仏
の
穢
土
で
あ
る
。『
大
智
度
論
』（
巻
三
十
四
、『
大
正
蔵
』
二
五
、三
一
一
頁
下
）
に
は
、〈
釈
迦
文
仏

に
は
、ほ
か
に
清
浄
の
世
界
が
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
国
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
〉と
言
う
。
阿
弥
陀
仏
に
厳
浄
・

不
厳
浄
の
世
界
が
あ
る
こ
と
は
、
釈
迦
文
仏
国
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
鼓
音
声
王
経
』
所
説
の

清
泰
国
は
十
千
由
旬
の
大
き
さ
で
あ
る
が
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
は
極
め
て
広
大
で
あ
り
、
ま
た
仏
の
身
長

は
六
十
満
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
も
あ
る
。
浄
穢
の
区
別
は
明
白
で
あ
る
。
西
方
の
阿
弥
陀
仏
に
父
母
あ

り
と
説
く
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
穢
土
を
顕
す
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
は
釈
迦
文
仏
の
浄
土
と
は
異
な
る
。『
大
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ゆ
き
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
清
浄
仏
土
に
生
ま
れ
る
〉
と
言
い
、『
大
般
若
経
』（
巻
三
百
三
十
七
、『
大
正
蔵
』

六
、七
二
九
頁
中
）
に
は
、〈
菩
薩
摩
訶
薩
が
深
般
若
波
羅
蜜
多
を
行
じ
て
い
た
時
、
欲
界
四
天
王
天
よ
り

色
究
竟
天
の
無
煩
・
無
熱
・
善
見
・
善
現
の
諸
天
の
聖
衆
を
率
い
て
仏
が
お
い
で
に
な
り
、
次
の
よ
う
に

仰
せ
ら
れ
た
。《
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
、菩
薩
よ
。
勤
め
精
進
し
て
諸
菩
薩
の
学
ぶ
べ
き
法
を
学
ぶ
が
よ
い
。

声
聞
独
覚
の
法
を
学
ん
で
は
な
ら
な
い
。
正
し
く
学
べ
ば
、
即
座
に
無
上
の
悟
り
に
安
住
し
、
無
上
の
悟

り
を
成
就
し
、
正
し
い
教
え
を
説
き
、
無
量
の
衆
生
を
救
う
こ
と
に
な
ろ
う
》〉
と
説
か
れ
る
。
第
一
の

説
が
単
な
る
警
鐘
の
言
葉
だ
と
言
う
の
な
ら
、
四
天
王
天
等
の
文
言
も
単
に
言
葉
上
の
こ
と
だ
と
言
え
る

の
か
。
ま
た
、
定
性
二
乗
は
往
生
で
き
な
い
と
言
う
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
大
阿
弥
陀
経
』（
巻
上
、『
大
正
蔵
』

一
二
、三
〇
七
頁
下
～
三
〇
八
頁
上
）
に
、〈
阿
逸
菩
薩
が
仏
に
申
し
上
げ
た
。《
阿
弥
陀
仏
国
の
諸
阿
羅

漢
に
は
、
般
泥
洹
し
去
る
者
が
あ
る
の
で
す
か
》
と
云
々
。
仏
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。《
般
泥
洹
し
去
る
者

も
あ
る
が
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
る
》
と
云
々
。
般
泥
洹
し
去
る
者
も
、
ま
た
新
た
に
阿
羅
漢
果

を
得
る
者
も
無
数
に
い
る
け
れ
ど
も
、
全
体
と
し
て
は
増
減
は
な
い
の
で
あ
る
〉
と
説
か
れ
る
の
か
星
の

喩
え
等
が
経
に
く
広
く
説
か
れ
て
い
る
。
す
で
に
涅
槃
に
入
る
者
は
、定
性
二
乗
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
答
え
。

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。〈
去
〉
と
い
う
文
字
が
難
解
で
あ
る
。『
大
阿
弥
陀
経
』（
同
、
三
〇
七
頁
中
）
に

言
う
、〈
十
方
世
界
の
聖
衆
が
み
な
到
来
し
て
阿
弥
陀
仏
を
供
養
す
る
。前
の
者
が
去
れ
ば
後
の
者
が
来
る
。

互
い
に
行
き
か
う
様
子
は
、
ま
る
で
繁
華
街
の
よ
う
で
あ
る
〉
と
云
云
。
経
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
そ
の
間

に
法
を
聞
い
て
果
報
を
得
、
入
涅
槃
し
て
去
る
者
が
あ
り
、
ま
た
果
報
に
住
し
て
も
涅
槃
し
去
ら
な
い
者

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
種
種
自
在
に
示
顯
す
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
こ
の
穢
土
の
中
で
般
涅
槃
の
す
が
た
を
示
さ
れ
る
の
は
、
小
乗
を
学
ん
で
い
る
者
を
導
く
た
め

で
あ
ろ
う
。
彼
の
浄
土
に
は
、
そ
の
よ
う
な
者
は
い
な
い
の
に
、
何
の
た
め
に
涅
槃
の
す
が
た
を
示
さ
れ

る
の
か
。
答
え
。
仏
土
の
功
徳
荘
厳
を
顕
す
た
め
で
あ
る
。
ま
た
低
劣
の
不
定
人
等
の
た
め
に
、
般
涅
槃

の
究
竟
の
徳
を
示
す
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
般
涅
槃
す
る
と
言
っ
て
も
実
の
滅
度
で
は
な
い
。「
去
」
と
い

う
文
字
を
置
く
の
は
そ
の
た
め
だ
と
理
解
せ
よ
。

　
不
定
性
と
有
性
の
往
生
人
に
つ
い
て
、
二
乗
・
女
人
の
有
無
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
受
用
土
に
は
、
二
乗
・

女
人
は
共
に
い
な
い
。
二
乗
が
い
る
と
説
く
の
は
、
仏
・
菩
薩
が
変
化
し
て
仏
土
を
荘
厳
す
る
た
め
で
あ

る
。『
浄
土
論
』
に
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
変
化
土
で
は
、
誓
願
に
よ
っ
て
不
定
で
あ
る
。『
悲
華
経
』

（
巻
二
、『
大
正
蔵
』
三
、一
七
四
頁
下
）
に
は
、次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。〈
寂
意
菩
薩
が
仏
に
、《
世
尊
よ
、

ほ
か
の
諸
仏
が
た
の
世
界
は
み
な
清
浄
微
妙
で
あ
り
、…
中
略
… 

二
乗
等
が
い
な
い
の
に
、今
我
が
世
尊
は
、

…
中
略
… 

三
乗
が
い
る
と
説
か
れ
る
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
》
と
問
う
と
、
仏
は
寂
意
菩
薩
に
、《
本
願
に

よ
っ
て
浄
妙
の
国
を
造
り
、
ま
た
不
浄
の
国
土
を
造
る
の
で
あ
る
》
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
〉
と
。

　
そ
こ
で
二
乗
・
女
人
を
相
対
し
て
四
句
分
別
し
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
二
乗
・
女
人
と
も
に
い
な
い
浄

土
。『
悲
華
経
』
巻
三
（『
大
正
蔵
』
三
、一
八
四
頁
下
）
に
、〈
西
方
百
千
万
億
仏
土
を
過
ぎ
て
世
界
が
あ

り
、
尊
善
無
垢
と
名
づ
け
、
仏
は
尊
音
王
と
名
乗
ら
れ
る
。
彼
の
世
界
に
は
二
乗
な
く
、
小
乗
の
法
を
説

く
こ
と
も
な
い
。
み
な
等
し
い
姿
で
、
女
人
の
名
な
な
い
〉
と
言
う
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
第
二
に
、
二
乗
・
女
人
と
も
に
い
る
浄
土
。
同
じ
く
『
悲
華
経
』（
巻
四
、『
大
正
蔵
』
三
、一
七
四
頁

中
～
下
）
に
、〈
阿
閦
菩
薩
が
宝
蔵
仏
に
申
し
た
。《
私
が
今
願
っ
て
い
る
仏
土
の
荘
厳
は
、
大
地
は
純
金

で
で
き
て
い
て
、
…
中
略
… 

あ
ら
ゆ
る
女
人
は
諸
の
功
徳
を
成
就
し
、
婦
人
の
不
浄
は
な
い
。
男
子
と
淫

欲
の
心
を
交
わ
す
こ
と
も
な
い
。
も
し
男
子
が
淫
欲
の
心
を
起
こ
し
て
女
人
の
所
に
至
り
、
淫
ら
な
心
で

見
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
一
瞬
の
う
ち
に
欲
望
を
捨
て
、
す
ぐ
に
清
浄
無
垢
三
昧
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
昧
力
に
よ
っ
て
、
諸
々
の
悪
魔
の
誘
惑
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
の
女
人
は
、
も
し
男

子
に
淫
欲
の
心
が
あ
っ
て
、
身
を
任
せ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
身
心
に
苦
な
く
、
忉
利
天
上
の
妙
快
楽
を

受
け
る
よ
う
で
あ
る
。
女
人
が
懐
妊
し
て
七
七
日
夜
に
受
け
る
快
楽
は
、
比
丘
が
第
二
禅
で
受
け
る
快
楽

の
よ
う
で
あ
る
。
…
中
略
… 

七
日
を
過
ぎ
て
出
産
に
お
よ
び
、
母
子
と
も
に
水
に
入
っ
て
身
を
洗
浴
す
る
。

こ
の
時
女
人
は
、
す
ぐ
さ
ま
離
欲
清
浄
三
昧
を
得
る
。
三
昧
の
た
め
に
、
…
中
略
… 

諸
の
悪
魔
の
誘
惑
か

ら
解
放
さ
れ
る
。…
中
略
… 

も
し
三
乗
の
教
え
を
学
べ
ば
、我
が
名
を
聞
い
て
即
座
に
我
が
世
界
に
生
ま
れ
、

我
が
法
を
聞
い
て
即
座
に
三
乗
の
悟
り
を
得
る
だ
ろ
う
》
と
。
そ
の
時
仏
が
阿
閦
を
讃
え
て
お
っ
し
ゃ
っ

た
。《
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ 

…
中
略
… 

汝
は
来
世
、
一
恒
沙
等
阿
僧
祇
劫
を
過
ぎ
て
、
こ
こ
か
ら
千
仏
世

界
を
隔
て
た
、
妙
楽
と
い
う
世
界
で
悟
り
を
得
る
だ
ろ
う
。
そ
の
世
界
の
荘
厳
は
、
汝
の
願
い
の
ま
ま
に

す
べ
て
が
備
わ
る
。
汝
は
そ
こ
で
成
仏
し
、
阿
閦
仏
と
名
乗
る
で
あ
ろ
う
》〉
と
説
か
れ
る
。

　
第
三
に
、二
乗
は
あ
る
が
女
人
は
な
い
浄
土
。
極
楽
国
の
よ
う
な
浄
土
で
あ
る
。
二
乗
が
あ
る
こ
と
は
、

『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』に
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
。女
人
が
い
な
い
こ
と
は
、『
悲
華
経
』

（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
三
、一
六
七
頁
下
～
一
六
九
頁
上
）
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。〈
仏
が
宝
日
光
明
菩
薩

に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。《
こ
こ
か
ら
東
南
方
に
一
億
百
千
仏
土
を
隔
て
て
蓮
華
と
い
う
世
界
が
あ
り
、
仏
は

蓮
花
尊
と
名
乗
ら
れ
て
い
る
。
諸
菩
薩
は
禅
定
を
食
事
と
し
、
法
や
香
を
食
し
て
、
も
の
を
貪
り
食
ら
う

こ
と
は
な
い
。
ま
た
女
人
も
日
月
や
昼
夜
も
な
い
》〉と
云
々
。
ち
ょ
う
ど
西
方
安
楽
世
界
の
よ
う
で
あ
る
。

花
や
鳥
の
動
き
で
時
節
を
知
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』
に
よ
る
と
、
往
生
人

は
蓮
華
化
生
で
あ
る
。『
平
等
覚
経
』
に
は
、〈
女
人
は
、往
生
す
る
と
す
ぐ
に
男
子
と
な
る
〉
と
言
う
。『
鼓

音
声
王
経
』
に
、〈
弥
陀
の
父
は
月
上
、
母
は
殊
勝
妙
顔
と
い
う
〉
と
説
か
れ
る
の
は
、
こ
れ
は
阿
弥
陀

仏
の
穢
土
で
あ
る
。『
大
智
度
論
』（
巻
三
十
四
、『
大
正
蔵
』
二
五
、三
一
一
頁
下
）
に
は
、〈
釈
迦
文
仏

に
は
、ほ
か
に
清
浄
の
世
界
が
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
国
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
〉と
言
う
。
阿
弥
陀
仏
に
厳
浄
・

不
厳
浄
の
世
界
が
あ
る
こ
と
は
、
釈
迦
文
仏
国
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
鼓
音
声
王
経
』
所
説
の

清
泰
国
は
十
千
由
旬
の
大
き
さ
で
あ
る
が
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
は
極
め
て
広
大
で
あ
り
、
ま
た
仏
の
身
長

は
六
十
満
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
も
あ
る
。
浄
穢
の
区
別
は
明
白
で
あ
る
。
西
方
の
阿
弥
陀
仏
に
父
母
あ

り
と
説
く
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
穢
土
を
顕
す
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
は
釈
迦
文
仏
の
浄
土
と
は
異
な
る
。『
大
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智
度
論
』（
巻
三
十
二
、『
大
正
蔵
』
二
五
、三
〇
二
頁
下
）
に
は
、
広
く
西
方
を
指
し
て
、
金
銀
乃
至
七

宝
の
大
地
は
、
み
な
我
が
身
で
あ
る
と
言
い
、『
涅
槃
経
』（
北
本
巻
二
十
四
、『
大
正
蔵
』
一
二
、五
〇
八

頁
下
）
に
は
、
西
方
無
勝
世
界
を
指
し
て
、
我
が
浄
土
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

　
問
う
。
彼
土
に
女
人
は
い
な
い
と
言
う
の
な
ら
ば
、
界
は
あ
る
の
か
。
答
え
。
界
（
存
在
）
は
あ
る
が

根
（
機
能
）
は
な
い
。
陰
蔵
相
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
男
根
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
男
で
も
女

で
も
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
罪
の
重
さ
と
い
う
観
点
か
ら
女
人
は
い
な
い
と
言
う
だ
け
で
あ
る
。『
平

等
覚
経
』
に
は
、〈
そ
の
身
体
は
世
間
人
の
身
体
で
も
、
天
人
の
身
体
で
も
な
い
。
み
な
自
然
虚
無
の
身

体
を
受
け
て
い
る
〉
と
言
う
。
こ
こ
に
は
、天
で
も
人
で
も
な
い
こ
と
を
説
く
。『
無
量
寿
経
』
に
は
、〈
余

方
世
界
に
順
じ
で
、
人
・
天
と
呼
ぶ
だ
け
で
あ
る
。
世
間
を
超
越
し
て
い
て
、
天
で
も
人
で
も
な
い
。
み

な
自
然
虚
無
の
身
、
無
極
の
体
を
受
け
て
い
る
〉
と
説
か
れ
る
」
と
。

（
671
）
浄
土
論
迦
才
中
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、九
一
頁
中
）、「
問
う
。『
往
生
論
』
に
は
、〈
女
人
・

根
欠
さ
ら
に
な
く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
〉
と
説
か
れ
る
の
に
、
な
ぜ
女
人
・
根
欠
・
二
乗
も
往
生

で
き
る
と
言
う
の
か
。
答
え
。
確
か
に
道
理
と
し
て
は
、
女
人
・
根
欠
・
二
乗
の
三
種
は
往
生
で
き
な
い
。

そ
れ
は
決
定
し
て
女
人
・
根
欠
・
二
乗
の
果
報
を
得
る
因
を
植
え
た
者
は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
定
業
種
の
な
い
者
は
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
問
う
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、
五
戒
等
を
受
持
し
て
往
生
し
、
彼
土
で
四
諦
の
教
え
を
聞
い
て
阿
羅
漢

果
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
は
、
小
乗
の
定
種
で
は
な
い
の
か
。
答
え
。
こ
れ
は
不
愚
法
人
で
あ
る
。
十

方
諸
仏
や
浄
土
の
教
え
を
信
じ
、
発
願
回
向
し
て
か
ら
往
生
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
小
乗
の
果
を
得

て
も
、
法
華
経
を
聞
い
て
回
心
向
大
す
る
と
い
う
教
説
が
、『
大
智
度
論
』（
巻
九
十
三
、『
大
正
蔵
』

二
五
、七
一
四
頁
上
）
に
あ
る
。
二
乗
無
学
人
は
、
愚
法
・
不
愚
法
を
問
わ
ず
、
み
な
浄
土
に
生
ま
れ
て

変
易
身
を
得
、
三
界
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
672
）
遊
心
安
楽
道
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
一
九
頁
上
）、「
問
う
。『
往
生
論
』
に
は
、〈
女
人
・

根
欠
さ
ら
に
な
く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
〉
と
説
か
れ
る
の
に
、
な
ぜ
女
人
・
根
欠
・
二
乗
も
往
生

で
き
る
と
言
う
の
か
。
答
え
。
確
か
に
道
理
と
し
て
は
、
女
人
・
根
欠
・
二
乗
の
三
種
は
往
生
で
き
な
い
。

そ
れ
は
決
定
し
て
女
人
・
根
欠
・
二
乗
の
果
報
を
得
る
因
を
植
え
た
者
は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。『
往
生
論
』
に
言
う
「
種
」
と
は
、
定
業
種
の
こ
と
で
あ
る
。

　
問
う
。
で
は
な
ぜ
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
五
戒
等
を
受
持
し
て
往
生
し
、
彼
土
で
四
諦
の
教
え
を
聞

い
て
阿
羅
漢
果
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
か
。
答
え
。
こ
れ
は
不
愚
法
人
で
あ
る
。
十
方
諸
仏
や
浄
土
の
教

え
を
信
じ
、
発
願
回
向
し
て
か
ら
往
生
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
小
乗
の
果
を
得
て
も
、
法
華
経
を
聞
い
て

回
心
向
大
す
る
と
い
う
教
説
が
、『
大
智
度
論
』（
巻
九
十
三
、『
大
正
蔵
』
二
五
、七
一
四
頁
上
）
に
あ
る
」

（
要
約
）
と
。

（
673
）
西
方
要
決
基
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
〇
七
頁
下
～
一
〇
八
頁
上
）、「
第
十
に
、『
阿
弥
陀
経
』

に
、
念
仏
し
往
生
す
る
声
聞
が
多
数
い
る
と
説
か
れ
、『
浄
土
論
』
に
は
、〈
女
人
・
根
欠
さ
ら
に
な
く
　

二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
〉
と
言
う
。
そ
こ
で
疑
問
。
な
ぜ
聖
教
の
教
説
に
違
い
が
あ
る
の
か
。
会
通
。

よ
く
考
え
れ
ば
矛
盾
は
な
い
。
女
人
で
あ
っ
て
も
、
女
身
を
厭
い
、
専
心
仏
名
を
称
え
て
往
生
を
求
め
る

者
は
男
子
に
転
身
し
て
往
生
す
る
。
根
欠
も
、
発
心
し
て
勇
猛
の
意
を
起
こ
せ
ば
、
諸
根
具
足
し
て
往
生

す
る
。
二
乗
に
は
、
愚
法
・
不
愚
法
の
二
種
が
あ
り
、
愚
法
二
乗
は
、
自
利
の
み
を
求
め
、
利
他
で
き
な

い
の
で
往
生
で
き
な
い
。
不
愚
法
の
二
乗
は
、
阿
羅
漢
果
を
得
て
も
、
小
果
に
留
ま
ら
ず
、
大
乗
心
を
起

こ
し
、
仏
前
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
利
他
行
を
発
す
の
で
、
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。

　『
観
無
量
寿
経
』で
は
、中
品
人
は
浄
土
に
お
い
て
小
果
を
証
す
と
説
か
れ
る
。
そ
こ
で
疑
問
。『
浄
土
論
』

に
は
、〈
二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
〉
と
言
う
の
に
、
な
ぜ
往
生
の
後
に
小
果
を
得
る
な
ど
と
説
か
れ
る

の
か
。
答
え
。
こ
の
人
は
、
は
じ
め
小
乗
の
種
子
を
も
ち
、
善
知
識
に
遇
っ
て
大
乗
心
を
発
し
た
の
で
あ

る
。
宿
因
に
よ
っ
て
小
果
を
証
し
、
大
乗
の
善
師
の
お
か
げ
て
大
念
を
興
し
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
小
乗

人
で
は
な
い
。
根
は
女
で
も
、
悟
り
を
求
め
て
仏
性
平
等
を
信
じ
、
成
仏
を
願
っ
て
衆
生
再
度
し
女
身
を

捨
て
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
大
丈
夫
の
身
と
な
っ
て
蓮
華
座
に
入
り
、
即
座
に
彼
国
に
往
生
す
る
。
経
は

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
み
な
往
生
す
る
と
説
き
、
論
は
そ
こ
ま
で
の
考
え
に
至
ら
ず
に
、
往
生
で
き
な

い
と
言
う
の
で
あ
る
。
小
乗
人
は
、
大
乗
の
志
と
実
践
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
も
と
の
名
に
よ
っ
て
声
聞
と
呼
ば
れ
る
と
言
う
。
そ
こ
で
疑
問
。
小
乗
の
因
は
譏
り
嫌
わ
れ
る
の
に
、

な
ぜ
そ
の
呼
称
を
用
い
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
答
え
。
愚
法
声
聞
の
、
自
利
に
固
執
し
て
利
他
出
来
な

い
所
が
、
譏
り
嫌
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
大
声
聞
と
い
う
古
号
は
、
む
し
ろ
尊
称
で
あ
る
。『
法
華
経
』（
信

解
品
、『
大
正
蔵
』
九
、一
八
頁
下
）
に
、〈
我
ら
真ま
こ
との

声
聞
な
り
　
仏
道
の
声
を
聞
か
せ
よ
う
〉
と
言
う
。

極
楽
で
も
同
様
、
小
乗
と
い
っ
て
も
、
み
な
〈
真
の
声
聞
〉
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
譏
り
嫌
わ
れ
る
こ
と

は
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
674
）
阿
弥
陀
経
疏
元
暁
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、三
四
八
頁
中
～
下
）、「
不
定
種
性
の
声
聞
と
凡
夫

も
往
生
で
き
る
。
よ
っ
て
『
浄
土
論
』
に
、〈
二
乗
種
は
往
生
で
き
な
い
〉
と
言
う
の
は
、
決
定
種
性
の

声
聞
を
指
す
の
で
あ
る
。『
鼓
音
声
王
経
』（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
五
二
頁
中
）
に
、
阿
弥
陀
仏
に
父
母
あ

り
と
説
く
の
は
、
変
化
の
女
人
で
あ
っ
て
、
実
の
女
人
で
は
な
い
。
胎
生
の
父
母
で
な
い
こ
と
は
、
経
に
、

胎
生
の
者
は
お
ら
ず
、
み
な
蓮
華
中
に
自
然
化
生
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
ま
た
経
に

は
、
阿
弥
陀
仏
は
声
聞
と
共
に
居
り
、
そ
の
国
は
清
泰
と
呼
ば
れ
、
聖
王
所
住
の
城
は
縦
横
十
千
由
旬
で

あ
る
と
説
か
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
『
観
無
量
寿
経
』
で
は
、
仏
身
は
高
さ
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬

で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
城
の
大
き
さ
と
矛
盾
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
仏
身
の
大
小
に
応
じ
て
多
種
の
城
が

あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
無
量
寿
経
』
や
『
阿
弥
陀
経
』
で
も
、
池
の
大
き
さ
に
応
じ
て
大
小

の
蓮
華
が
説
か
れ
て
い
る
。
一
説
に
は
、『
鼓
音
声
王
経
』
に
父
母
あ
り
言
う
の
は
、
阿
弥
陀
仏
所
住
の

穢
土
を
説
く
と
言
う
が
、
誤
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
往
生
人
が
蓮
華
中
に
自
然
化
生
し
、
大
神
通
や
光
明
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を
備
え
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
よ
う
。
ま
た
経
に
、
観
音
・
勢
至
二
菩
薩
が
左

右
に
侍
立
す
る
と
説
く
の
も
、こ
れ
は
浄
土
の
相
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』の
教
説
と
同
じ
で
あ
る
。
よ
っ

て
『
鼓
音
声
王
経
』
に
説
く
提
婆
達
多
や
魔
王
も
、
浄
土
の
変
化
身
で
あ
る
。
畜
生
が
居
る
か
ら
穢
土
だ

と
は
言
え
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

同
経
疏
基
師
、
土
体
相
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
（
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』、「

 58
国
土
」
の
項
（

 419
）
に
抄
出
し
て
い
る
）。

無
量
寿
経
宗
要
に
云
ふ
元
暁
、
土
体
相
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
（
元
暁
『
無
量
寿
経
宗
要
』
に
云
う
、「

 58
国
土
」
の
項

（
 422
）
に
抄
出
し
て
い
る
）。

（
675
）
住マ

マ
十
疑
論
証マ
マ
彧
に
云
う
（
澄
彧
『
註
十
疑
論
』、『
浄
土
宗
全
書
』
六
、五
八
八
頁
下
～
五
八
九
頁
上
）、

「
問
う
。
西
方
十
万
億
仏
刹
の
彼
方
に
凡
夫
が
到
達
で
き
る
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、『
往
生
論
』
に
説
か
れ
る

よ
う
に
、
女
人
・
根
欠 

盲
聾
瘖
瘂
等 

二
乗
種
は
往
生
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
答
え
。
こ
れ
ら
は
凡
夫
に

対
す
る
教
説
で
あ
る
。
十
万
億
刹
の
彼
方
に
向
か
っ
て
、
浄
土
の
業
を
成
就
し
た
者
が
念
を
傾
け
る
時
に

往
生
す
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
観
無
量
寿
経
』
で
は
、
阿
弥
陀
仏
国
は
こ
こ
か
ら
遠
く
な
い
と
言
う
。

業
力
は
不
可
思
議
で
あ
る
。
一
念
に
往
生
す
る
の
で
あ
る
。
眠
っ
て
い
て
も
心
意
識
心
分
の
真
妄
に
三
種
あ
る
。

第
一
に
自
性
清
浄
心
は
本
来
湛
然
常
住
で
あ
る
。
第
二
に
真
妄
和
合
は
第
八
識
を
指
す
。
第
三
に
妄
識
は
前
七
識
で
あ
る
。
第
一
は

体
、
第
二
第
三
は
用
で
あ
る
。
ま
た
心
・
意
・
識
に
つ
い
て
、
集
起
を
心
と
名
づ
け
る
。
第
八
識
は
種
子
を
集
め
て
現
行
を
起
こ
す

か
ら
で
あ
る
。思
量
を
意
と
名
づ
け
る
。第
七
識
は
第
八
識
の
見
分
に
執
着
し
て
惑
を
起
こ
す
か
ら
で
あ
る
。了
別
を
識
と
名
づ
け
る
。

前
六
識
は
六
塵
を
分
別
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
第
六
識
だ
け
に
よ
っ
て
十
方
三
世
を
縁
ず
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
第
六

識
は
必
ず
第
七
識
に
依
り
、
第
七
識
は
必
ず
第
八
識
に
依
る
か
ら
、
総
じ
て
意
識
と
言
う
の
で
あ
る
。
が
他
方
一
切
世
界
に
至

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
浄
土
に
往
生
す
る
の
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
念
を
傾
け
て
即
座
に
至
る
の
で

あ
る
。
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
女
人
・
根
欠
・
二
乗
種
不
生
と
は
、
浄
土
に
は
女
人
や
盲
聾
瘖
瘂
の
人
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

娑
婆
の
女
人
・
根
欠
が
往
生
で
き
な
い
の
で
は
な
い
。
韋
提
希
は
五
百
侍
女
と
共
に
往
生
し
た
で
は
な

い
か
。『
阿
弥
陀
経
』
は
善
男
子
善
女
人
に
往
生
を
勧
め
、『
法
華
経
』
に
は
、
如
来
滅
後
五
百
歳
中
の
女
人
が
安
楽
世
界
に
往
生

す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
娑
婆
の
女
人
が
往
生
で
き
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
此
土
の
女
人
や
盲
聾
瘖
瘂
人
が
心
に
弥
陀

を
念
じ
て
往
生
し
、
浄
土
で
は
女
身
や
根
欠
の
身
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
乗
人

は
回
心
し
て
往
生
を
願
い
、
往
生
の
後
は
二
乗
の
執
心
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
乗
教
で
は
死
後
の

生
処
を
説
か
な
い
が
、
大
乗
で
は
回
向
願
生
す
る
と
説
く
。『
阿
弥
陀
経
』
に
は
、
無
量
の
声
聞
弟
子
あ
り
と
説
き
、『
往
生
論
』
に

は
二
乗
な
し
と
言
う
。
仏
は
機
根
に
応
じ
て
麁
細
の
浄
土
を
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
麁
相
変
化
土
に
は
二
乗
あ
り
と
説
き
、
細
相
他

受
用
土
は
菩
薩
だ
け
で
あ
る
と
言
う
。
変
化
土
に
は
女
人
も
あ
る
。『
鼓
音
声
王
経
』
に
は
、
阿
弥
陀
仏
に
父
母
あ
り
と
説
か
れ
て

い
る
。
文
相
は
異
な
っ
て
い
て
も
理
に
矛
盾
は
な
い
。
そ
の
ほ
か
の
こ
と
は
第
六
疑
に
釈
し
た
。
女
人
・
根
欠
・
二
乗
種
不

生
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
此
土
の
女
人
・
根
欠
人
が
往
生
で
き
な
い
と
言
う
の
で
は
な
い
。『
無
量
寿
経
』

四
十
八
願
に
は
、〈
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、十
方
世
界
の
女
人
が
、

我
が
名
を
称
し
、
女
身
を
厭
っ
て
命
終
え
た
後
、
再
び
女
身
を
受
け
る
よ
う
な
ら
、
私
は
決
し
て
仏
の
位

に
は
就
か
な
い
〉と
説
か
れ
る
。
極
楽
で
は
女
身
を
受
け
な
い
の
で
あ
る
。
根
欠
も
同
じ
で
あ
る
」（
要
約
）

と
。

（
676
）
称
讃
浄
土
経
疏
靖
邁
に
云
ふ
、「
浄
土
論
に
云
ふ
、〈
女
人
お
よ
び
根
欠
、
二
乗
種
は
生
ぜ
ず
〉
と
。

い
ま
何
を
も
っ
て
か
声
聞
衆
あ
り
と
言
ふ
。
答
ふ
。
仏
地
論
に
云
ふ
、〈
声
聞
等
の
衆
は
、
こ
れ
仏
の
化

作
な
り
。
或
は
諸
菩
薩
の
、
現
に
こ
の
身
を
作
し
、
仏
土
の
説
法
の
会
を
荘
厳
す
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
と
。
或

は
、〈
み
な
こ
れ
不
定
種
性
の
声
聞
な
り
。
小
果
を
得
、
己
心
を
回
し
て
大
に
向
か
ふ
〉
と
。
本
名
に
仍

る
が
ゆ
ゑ
に
声
聞
と
云
ふ
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
靖
邁
『
称
讃
浄
土
経
疏
』（
古
逸
）
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
、〈
女
人
・
根
欠
さ
ら
に
な

く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
〉
と
言
う
の
に
、
な
ぜ
こ
の
経
に
は
声
聞
衆
あ
り
と
説
か
れ
る
の
か
。
答

え
。『
仏
地
論
』（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
二
六
、二
九
二
頁
下
）
に
、〈
声
聞
等
の
衆
は
、
仏
が
化
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
或
は
諸
菩
薩
が
、
声
聞
の
身
と
な
っ
て
、
仏
土
の
説
法
の
会
座
を
荘
厳
す
る
か
ら
で
あ
る
〉

と
言
い
、
ま
た
（
同
、
巻
二
、『
大
正
蔵
』
二
六
、二
九
八
頁
下
）、〈
こ
れ
ら
は
み
な
不
定
種
性
の
声
聞
で
、

小
乗
の
果
を
得
た
の
ち
、
回
心
し
て
大
乗
に
向
か
う
者
で
あ
る
〉
と
言
う
。
も
と
の
名
に
よ
っ
て
声
聞
と

呼
ば
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
と
。

（
677
）
同
疏
上
に
云
ふ
、「
三
に
、〈
多
福
衆
生
常
楽
受
用
〉
を
明
か
す
と
は
、
無
量
寿
論
に
云
ふ
、〈
大
乗

善
根
の
界
は
、
等
し
く
し
て
譏
嫌
の
名
な
し
、
女
人
お
よ
び
根
欠
、
二
乗
種
は
生
ぜ
ず
〉
と
。
界
と
は
因

な
り
。
仏
地
論
に
は
因
円
満
智
（
智
―
？
）
と
名
づ
く
。
こ
れ
浄
土
の
用
な
り
。
大
乗
出
世
間
は
、
前
後
を

分
か
つ
こ
と
な
く
、
所
得
の
善
根
種
子
を
用
と
な
し
て
生
起
す
る
こ
と
を
得
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
浄
土
に
は
女

人
な
ら
び
に
諸
の
根
欠
、お
よ
び
定
性
二
乗
の
種
、そ
の
中
に
生
ず
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
。
ゆ
ゑ
に
、〈
多

福
の
衆
生
、
常
に
楽
し
み
て
受
用
す
〉
と
言
ふ
」
と
。
多
福
衆
生
は
、
そ
の
文
、
八
功
徳
水
の
中
に
あ
る
な
り
。

【
現
代
語
訳
】
靖
邁
『
称
讃
浄
土
経
疏
』（
古
逸
）
に
云
う
、「
第
三
に
、〈
多
福
衆
生
常
楽
受
用
〉
を
明
か

す
。『
浄
土
論
』
に
、〈
大
乗
菩
薩
の
世
界
に
は
　
ほ
と
け
に
な
れ
な
い
者
は
な
い
　
女
人
・
根
欠
さ
ら
に

な
く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
〉
と
言
う
。
界
と
は
因
の
意
で
あ
る
。『
仏
地
経
論
』
で
は
〈
因
円
満
〉

と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
浄
土
の
は
た
ら
き
で
あ
る
。
大
乗
の
出
世
間
の
世
界
で
は
、
分
段
な
く
、
身
に
つ

け
た
善
根
種
子
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
生
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
浄
土
に
は
女
人
や
根
欠
、
定

性
二
乗
の
種
が
生
ず
る
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
、「
多
福
の
衆
生
が
常
に
楽
し
み
て
受
用
す
る
」
と
説
か

れ
る
の
で
あ
る
」
と
。〈
多
福
衆
生
〉
と
い
う
文
言
は
、
本
経
の
八
功
徳
水
を
説
く
中
に
あ
る
。

（
678
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
六
八
頁
上
）、「
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
私
の
世
界
の
人
々
が
、
正
定
聚
に
入
り
必
ず
滅
度
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
い

な
ら
、
私
は
決
し
て
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
」
と
。

（
679
）
ま
た
云
う
（
同
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
六
八
頁
上
）、「
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
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を
備
え
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
よ
う
。
ま
た
経
に
、
観
音
・
勢
至
二
菩
薩
が
左

右
に
侍
立
す
る
と
説
く
の
も
、こ
れ
は
浄
土
の
相
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』の
教
説
と
同
じ
で
あ
る
。
よ
っ

て
『
鼓
音
声
王
経
』
に
説
く
提
婆
達
多
や
魔
王
も
、
浄
土
の
変
化
身
で
あ
る
。
畜
生
が
居
る
か
ら
穢
土
だ

と
は
言
え
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

同
経
疏
基
師
、
土
体
相
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
（
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』、「

 58
国
土
」
の
項
（

 419
）
に
抄
出
し
て
い
る
）。

無
量
寿
経
宗
要
に
云
ふ
元
暁
、
土
体
相
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
（
元
暁
『
無
量
寿
経
宗
要
』
に
云
う
、「

 58
国
土
」
の
項

（
 422
）
に
抄
出
し
て
い
る
）。

（
675
）
住マ

マ
十
疑
論
証マ

マ
彧
に
云
う
（
澄
彧
『
註
十
疑
論
』、『
浄
土
宗
全
書
』
六
、五
八
八
頁
下
～
五
八
九
頁
上
）、

「
問
う
。
西
方
十
万
億
仏
刹
の
彼
方
に
凡
夫
が
到
達
で
き
る
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、『
往
生
論
』
に
説
か
れ
る

よ
う
に
、
女
人
・
根
欠 

盲
聾
瘖
瘂
等 

二
乗
種
は
往
生
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
答
え
。
こ
れ
ら
は
凡
夫
に

対
す
る
教
説
で
あ
る
。
十
万
億
刹
の
彼
方
に
向
か
っ
て
、
浄
土
の
業
を
成
就
し
た
者
が
念
を
傾
け
る
時
に

往
生
す
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
観
無
量
寿
経
』
で
は
、
阿
弥
陀
仏
国
は
こ
こ
か
ら
遠
く
な
い
と
言
う
。

業
力
は
不
可
思
議
で
あ
る
。
一
念
に
往
生
す
る
の
で
あ
る
。
眠
っ
て
い
て
も
心
意
識
心
分
の
真
妄
に
三
種
あ
る
。

第
一
に
自
性
清
浄
心
は
本
来
湛
然
常
住
で
あ
る
。
第
二
に
真
妄
和
合
は
第
八
識
を
指
す
。
第
三
に
妄
識
は
前
七
識
で
あ
る
。
第
一
は

体
、
第
二
第
三
は
用
で
あ
る
。
ま
た
心
・
意
・
識
に
つ
い
て
、
集
起
を
心
と
名
づ
け
る
。
第
八
識
は
種
子
を
集
め
て
現
行
を
起
こ
す

か
ら
で
あ
る
。思
量
を
意
と
名
づ
け
る
。第
七
識
は
第
八
識
の
見
分
に
執
着
し
て
惑
を
起
こ
す
か
ら
で
あ
る
。了
別
を
識
と
名
づ
け
る
。

前
六
識
は
六
塵
を
分
別
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
第
六
識
だ
け
に
よ
っ
て
十
方
三
世
を
縁
ず
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
第
六

識
は
必
ず
第
七
識
に
依
り
、
第
七
識
は
必
ず
第
八
識
に
依
る
か
ら
、
総
じ
て
意
識
と
言
う
の
で
あ
る
。
が
他
方
一
切
世
界
に
至

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
浄
土
に
往
生
す
る
の
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
念
を
傾
け
て
即
座
に
至
る
の
で

あ
る
。
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
女
人
・
根
欠
・
二
乗
種
不
生
と
は
、
浄
土
に
は
女
人
や
盲
聾
瘖
瘂
の
人
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

娑
婆
の
女
人
・
根
欠
が
往
生
で
き
な
い
の
で
は
な
い
。
韋
提
希
は
五
百
侍
女
と
共
に
往
生
し
た
で
は
な

い
か
。『
阿
弥
陀
経
』
は
善
男
子
善
女
人
に
往
生
を
勧
め
、『
法
華
経
』
に
は
、
如
来
滅
後
五
百
歳
中
の
女
人
が
安
楽
世
界
に
往
生

す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
娑
婆
の
女
人
が
往
生
で
き
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
此
土
の
女
人
や
盲
聾
瘖
瘂
人
が
心
に
弥
陀

を
念
じ
て
往
生
し
、
浄
土
で
は
女
身
や
根
欠
の
身
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
乗
人

は
回
心
し
て
往
生
を
願
い
、
往
生
の
後
は
二
乗
の
執
心
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
乗
教
で
は
死
後
の

生
処
を
説
か
な
い
が
、
大
乗
で
は
回
向
願
生
す
る
と
説
く
。『
阿
弥
陀
経
』
に
は
、
無
量
の
声
聞
弟
子
あ
り
と
説
き
、『
往
生
論
』
に

は
二
乗
な
し
と
言
う
。
仏
は
機
根
に
応
じ
て
麁
細
の
浄
土
を
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
麁
相
変
化
土
に
は
二
乗
あ
り
と
説
き
、
細
相
他

受
用
土
は
菩
薩
だ
け
で
あ
る
と
言
う
。
変
化
土
に
は
女
人
も
あ
る
。『
鼓
音
声
王
経
』
に
は
、
阿
弥
陀
仏
に
父
母
あ
り
と
説
か
れ
て

い
る
。
文
相
は
異
な
っ
て
い
て
も
理
に
矛
盾
は
な
い
。
そ
の
ほ
か
の
こ
と
は
第
六
疑
に
釈
し
た
。
女
人
・
根
欠
・
二
乗
種
不

生
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
此
土
の
女
人
・
根
欠
人
が
往
生
で
き
な
い
と
言
う
の
で
は
な
い
。『
無
量
寿
経
』

四
十
八
願
に
は
、〈
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、十
方
世
界
の
女
人
が
、

我
が
名
を
称
し
、
女
身
を
厭
っ
て
命
終
え
た
後
、
再
び
女
身
を
受
け
る
よ
う
な
ら
、
私
は
決
し
て
仏
の
位

に
は
就
か
な
い
〉と
説
か
れ
る
。
極
楽
で
は
女
身
を
受
け
な
い
の
で
あ
る
。
根
欠
も
同
じ
で
あ
る
」（
要
約
）

と
。

（
676
）
称
讃
浄
土
経
疏
靖
邁
に
云
ふ
、「
浄
土
論
に
云
ふ
、〈
女
人
お
よ
び
根
欠
、
二
乗
種
は
生
ぜ
ず
〉
と
。

い
ま
何
を
も
っ
て
か
声
聞
衆
あ
り
と
言
ふ
。
答
ふ
。
仏
地
論
に
云
ふ
、〈
声
聞
等
の
衆
は
、
こ
れ
仏
の
化

作
な
り
。
或
は
諸
菩
薩
の
、
現
に
こ
の
身
を
作
し
、
仏
土
の
説
法
の
会
を
荘
厳
す
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
と
。
或

は
、〈
み
な
こ
れ
不
定
種
性
の
声
聞
な
り
。
小
果
を
得
、
己
心
を
回
し
て
大
に
向
か
ふ
〉
と
。
本
名
に
仍

る
が
ゆ
ゑ
に
声
聞
と
云
ふ
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
靖
邁
『
称
讃
浄
土
経
疏
』（
古
逸
）
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
、〈
女
人
・
根
欠
さ
ら
に
な

く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
〉
と
言
う
の
に
、
な
ぜ
こ
の
経
に
は
声
聞
衆
あ
り
と
説
か
れ
る
の
か
。
答

え
。『
仏
地
論
』（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
二
六
、二
九
二
頁
下
）
に
、〈
声
聞
等
の
衆
は
、
仏
が
化
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
或
は
諸
菩
薩
が
、
声
聞
の
身
と
な
っ
て
、
仏
土
の
説
法
の
会
座
を
荘
厳
す
る
か
ら
で
あ
る
〉

と
言
い
、
ま
た
（
同
、
巻
二
、『
大
正
蔵
』
二
六
、二
九
八
頁
下
）、〈
こ
れ
ら
は
み
な
不
定
種
性
の
声
聞
で
、

小
乗
の
果
を
得
た
の
ち
、
回
心
し
て
大
乗
に
向
か
う
者
で
あ
る
〉
と
言
う
。
も
と
の
名
に
よ
っ
て
声
聞
と

呼
ば
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
と
。

（
677
）
同
疏
上
に
云
ふ
、「
三
に
、〈
多
福
衆
生
常
楽
受
用
〉
を
明
か
す
と
は
、
無
量
寿
論
に
云
ふ
、〈
大
乗

善
根
の
界
は
、
等
し
く
し
て
譏
嫌
の
名
な
し
、
女
人
お
よ
び
根
欠
、
二
乗
種
は
生
ぜ
ず
〉
と
。
界
と
は
因

な
り
。
仏
地
論
に
は
因
円
満
智
（
智
―
？
）
と
名
づ
く
。
こ
れ
浄
土
の
用
な
り
。
大
乗
出
世
間
は
、
前
後
を

分
か
つ
こ
と
な
く
、
所
得
の
善
根
種
子
を
用
と
な
し
て
生
起
す
る
こ
と
を
得
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
浄
土
に
は
女

人
な
ら
び
に
諸
の
根
欠
、お
よ
び
定
性
二
乗
の
種
、そ
の
中
に
生
ず
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
。
ゆ
ゑ
に
、〈
多

福
の
衆
生
、
常
に
楽
し
み
て
受
用
す
〉
と
言
ふ
」
と
。
多
福
衆
生
は
、
そ
の
文
、
八
功
徳
水
の
中
に
あ
る
な
り
。

【
現
代
語
訳
】
靖
邁
『
称
讃
浄
土
経
疏
』（
古
逸
）
に
云
う
、「
第
三
に
、〈
多
福
衆
生
常
楽
受
用
〉
を
明
か

す
。『
浄
土
論
』
に
、〈
大
乗
菩
薩
の
世
界
に
は
　
ほ
と
け
に
な
れ
な
い
者
は
な
い
　
女
人
・
根
欠
さ
ら
に

な
く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
〉
と
言
う
。
界
と
は
因
の
意
で
あ
る
。『
仏
地
経
論
』
で
は
〈
因
円
満
〉

と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
浄
土
の
は
た
ら
き
で
あ
る
。
大
乗
の
出
世
間
の
世
界
で
は
、
分
段
な
く
、
身
に
つ

け
た
善
根
種
子
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
生
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
浄
土
に
は
女
人
や
根
欠
、
定

性
二
乗
の
種
が
生
ず
る
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
、「
多
福
の
衆
生
が
常
に
楽
し
み
て
受
用
す
る
」
と
説
か

れ
る
の
で
あ
る
」
と
。〈
多
福
衆
生
〉
と
い
う
文
言
は
、
本
経
の
八
功
徳
水
を
説
く
中
に
あ
る
。

（
678
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
六
八
頁
上
）、「
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
私
の
世
界
の
人
々
が
、
正
定
聚
に
入
り
必
ず
滅
度
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
い

な
ら
、
私
は
決
し
て
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
」
と
。

（
679
）
ま
た
云
う
（
同
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
六
八
頁
上
）、「
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
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が
で
き
た
と
し
て
も
、
私
の
世
界
に
声
聞
・
縁
覚
が
無
量
に
い
る
こ
と
が
な
い
な
ら
、
私
は
決
し
て
仏
の

位
に
は
就
か
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
680
）
同
経
述
義
記
寂
法
師
中
に
云
ふ
、「
第
十
一
に
令
住
定
聚
の
願
。
清
浄
覚
経
に
云
ふ
、〈
人
民
（
＋
尽
く
？
）

般
泥
洹
に
住
止
す
〉
と
。
そ
の
意
同
じ
。
悲
華
経
に
云
ふ
、〈
皆
阿
耨
乃
至
菩
提
に
お
い
て
退
せ
ざ
る
を
得
〉

と
。
こ
の
文
は
偏
に
大
乗
定
聚
に
就
て
い
ふ
な
り
。
彼
を
引
い
て
こ
れ
を
論
ず
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
ま
た

し
か
り
。
彼
経
に
は
声
聞
衆
あ
り
と
説
か
ず
。
此
経
に
は
声
聞
衆
あ
り
と
説
く
。
ゆ
ゑ
に
発
心
の
時
、
別

な
り
。
土
に
純
雑
あ
り
、
一
と
す
べ
か
ら
ず
」
と
。

【
現
代
語
訳
】義
寂『
無
量
寿
経
述
義
記
』巻
中（
古
逸
）に
云
う
、「
第
十
一
に
令
住
定
聚
の
願
。『
平
等
覚
経
』

に
、〈
国
中
の
人
民
は
み
な
般
泥
洹
に
住
止
す
る
〉
と
説
か
れ
る
の
と
同
意
で
あ
る
。『
悲
華
経
』（
巻
三
、

『
大
正
蔵
』
三
、一
八
三
頁
下
）
に
、〈
み
な
無
上
菩
提
に
向
か
っ
て
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
〉
と
あ
る
の

は
、
大
乗
の
定
聚
に
つ
い
て
説
か
れ
た
の
も
で
あ
る
。
こ
れ
を
引
い
て
、
こ
の
問
題
を
論
ず
る
べ
き
で
は

な
い
。『
悲
華
経
』
に
は
、
声
聞
衆
が
い
る
と
は
説
か
れ
な
い
。
本
経
に
は
声
聞
衆
が
い
る
と
説
か
れ
る
。

発
菩
提
心
の
時
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
浄
土
に
も
純
・
雑
の
区
別
が
あ
る
。
一
様
だ
と
考
え
て
は
な
ら
な

い
」
と
。

（
681
）
ま
た
云
ふ
、「
悲
華
経
に
云
ふ
、〈
我
が
世
界
を
し
て
声
聞
・
辟
支
仏
乗
あ
る
こ
と
な
く
、
所
有
の

大
衆
は
純
ら
諸
菩
薩
、無
量
無
辺
に
し
て
、よ
く
数
ふ
る
も
の
な
か
ら
し
め
ん
。
一
切
智
を
除
き
て
〉
と
。

こ
れ
は
報
土
に
よ
っ
て
願
を
発
す
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
（
古
逸
）
に
云
う
、「『
悲
華
経
』（
巻
三
、『
大
正
蔵
』
三
、

一
八
四
頁
中
）
に
、〈
我
が
世
界
に
は
、
声
聞
・
辟
支
仏
乗
の
者
は
お
ら
ず
、
す
べ
て
が
菩
薩
で
あ
る
よ

う
に
し
よ
う
。
そ
の
数
は
無
限
で
あ
り
、
仏
の
ほ
か
に
は
誰
も
数
え
尽
く
せ
な
い
だ
ろ
う
〉
と
言
う
。
こ

れ
は
報
土
の
成
就
を
目
指
し
て
発
願
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
」
と
。

（
682
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
一
頁
下
）、「
極
楽
の
声
聞
・
菩
薩
・
人
・
天
は
、
智
慧
・

神
通
力
に
す
ぐ
れ
、
み
な
等
し
い
姿
を
し
て
い
る
」（
要
約
）
と
。

（
683
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
、「
経
の
、〈
其
諸
声
聞
菩
薩
人
天
〉
よ
り
〈
百
千
万
億
不
可
計
倍
〉
に
至
る
。

述
し
て
曰
く
、
こ
れ
す
な
は
ち
第
十
三
に
、
第
十
六
大
義
門
功
徳
を
顕
す
。
謂
く
彼
土
中
に
は
諸
の
譏
嫌

な
し
。
偈
に
、〈
大
乗
善
根
界
、
等
無
譏
嫌
名
、
女
人
及
根
欠
、
二
乗
種
不
生
〉
と
云
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。
浄

土
の
果
報
は
、二
種
の
譏
過
を
離
る
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、一
に
は
体
、二
に
は
名
な
り
。
体
に
三
種
あ
り
。

一
に
は
二
乗
人
、
二
に
は
女
人
、
三
に
は
諸
根
不
具
人
な
り
。
こ
の
三
の
過
失
な
き
が
ゆ
ゑ
に
、
体
の
譏

嫌
を
離
る
と
名
づ
く
。
名
に
ま
た
三
種
あ
り
。
た
だ
体
な
き
の
み
に
あ
ら
ず
、
乃
至
二
乗
・
女
人
・
諸
根

不
具
の
三
種
の
名
を
聞
か
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
名
の
譏
嫌
を
離
る
と
名
づ
く
。〈
等
〉
は
、
平
等
一
相
な
る

が
ゆ
ゑ
に
。
文
中
に
は
、
た
だ
後
の
二
譏
な
し
と
説
く
。
此
経
は
、
彼
土
に
声
聞
衆
あ
り
と
説
く
が
ゆ
ゑ

に
。
し
か
る
に
こ
の
声
聞
に
そ
れ
二
種
あ
り
。
一
に
は
実
の
声
聞
、
二
に
は
化
の
声
聞
な
り
。
も
し
変
化

土
な
ら
ば
実
の
声
聞
あ
り
。
中
輩
三
人
は
、
生
じ
て
み
な
小
果
を
証
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
も
し
受
用
土
な
ら

ば
、
た
だ
応
化
あ
る
の
み
に
し
て
、
実
の
声
聞
な
し
。
し
か
る
に
受
用
に
多
種
あ
り
。
或
は
純
ら
こ
れ
菩

薩
衆
の
住
の
み
あ
り
。或
は
ま
た
応
化
の
声
聞
あ
る
も
の
あ
り
。経
は
後
説
に
依
る
が
ゆ
ゑ
に
声
聞
あ
り
。

し
か
る
に
論
、
況
ん
や
経
を
釈
す
。
い
か
ん
が
ゆ
ゑ
に
無
と
言
ふ
。
答
ふ
。
こ
の
論
は
こ
れ
集
義
の
論
に

し
て
、
こ
れ
専
ら
一
部
の
経
文
を
釈
す
る
に
あ
ら
ず
。
或
は
あ
る
経
の
中
に
説
く
、
弥
陀
の
世
に
は
純
ら

菩
薩
の
証
あ
る
の
み
と
。
彼
に
依
る
が
ゆ
ゑ
に
二
乗
な
し
と
説
く
。
悲
華
経
等
の
説
の
ご
と
し
。
彼
に
は

た
だ
菩
薩
衆
あ
る
の
み
な
る
が
ゆ
ゑ
に
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
（
古
逸
）
に
云
う
、「
経
の
、〈
其
諸
声
聞
菩
薩
人
天
〉

よ
り
〈
百
千
万
億
不
可
計
倍
〉
ま
で
は
、
第
十
三
に
、
第
十
六
大
義
門
功
徳
を
明
か
す
。
彼
土
は
諸
の
譏

嫌
が
な
い
と
言
う
。『
浄
土
論
』
の
偈
に
、〈
大
乗
菩
薩
の
世
界
に
は
　
ほ
と
け
に
な
れ
な
い
者
は
な
い
　

女
人
・
根
欠
さ
ら
に
な
く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
〉
と
説
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
浄
土
の
果
報

は
、
二
種
の
譏
過
を
離
れ
て
い
る
。
一
に
体
の
譏
過
、
二
に
名
の
譏
過
で
あ
る
。
体
に
三
種
あ
る
。
一
に

二
乗
人
、
二
に
女
人
、
三
に
諸
根
不
具
人
で
あ
る
。
こ
の
三
種
の
過
失
が
な
い
の
で
、
体
の
譏
嫌
を
離
れ

て
い
る
と
言
う
。
名
に
ま
た
三
種
あ
る
。
た
だ
譏
嫌
の
体
が
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
二
乗
・
女
人
・
諸
根

不
具
の
三
種
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
さ
え
な
い
の
で
、
名
の
譏
嫌
を
離
れ
て
い
る
と
言
う
。〈
等
〉
は
、
み

な
等
し
い
姿
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
経
で
は
、
女
人
・
諸
根
不
具
人
の
二
種
だ
け
が
な
い
と
説
か
れ
る
。
彼

土
に
声
聞
衆
が
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
声
聞
に
二
種
あ
る
。
一
に
実
の
声
聞
、
二

に
化
の
声
聞
で
あ
る
。
変
化
土
な
ら
ば
実
の
声
聞
が
い
る
。『
観
無
量
寿
経
』
の
中
輩
人
は
、
往
生
し
て

み
な
小
乗
の
果
を
証
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
受
用
土
な
ら
ば
応
化
声
聞
だ
け
が
い
て
、
実

の
声
聞
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
受
用
土
に
も
多
種
あ
る
。
菩
薩
衆
だ
け
が
住
す
る
受
用
土
が
あ
り
、

ま
た
応
化
の
声
聞
が
い
る
受
用
土
も
あ
る
。
本
経
は
後
者
に
依
る
の
で
、
応
化
の
声
聞
あ
り
と
説
く
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
論
は
経
の
釈
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
二
乗
は
い
な
い
と
言
う
の
か
。
答
え
。『
浄
土
論
』

は
、
広
く
諸
経
の
義
を
説
く
も
の
で
、
一
部
の
経
だ
け
を
釈
し
た
書
で
は
な
い
。
あ
る
経
に
は
、
阿
弥
陀

仏
の
世
界
は
た
だ
菩
薩
の
証
だ
け
が
あ
る
と
説
く
。『
浄
土
論
』
は
そ
の
よ
う
な
経
に
依
っ
て
二
乗
な
し

と
説
く
の
で
あ
る
。『
悲
華
経
』
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。『
悲
華
経
』
に
は
、
菩
薩
衆
だ
け
が
い
る
と
説
か

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
。

（
684
）
同
経
義
疏
法
化マ

マ

上
に
云
ふ
、「
問
ふ
。
往
生
論
に
、〈
二
乗
種
不
生
〉
と
云
ふ
。
何
に
よ
っ
て
か
会

中
に
声
聞
衆
あ
る
こ
と
を
得
る
。
答
へ
て
曰
く
、
声
聞
に
四
種
あ
り
。
こ
れ
は
こ
れ
応
化
の
声
聞
な
り
、

徒
衆
を
荘
厳
せ
ん
が
た
め
の
ゆ
ゑ
に
。
彼
に
は
三
趣
な
き
も
、
好
鳥
あ
る
が
ご
と
し
。
荘
厳
し
て
法
音
を

し
て
絶
ゆ
る
こ
と
な
か
ら
し
め
ん
が
た
め
の
ゆ
ゑ
に
。
ま
た
も
と
は
こ
れ
余
国
の
声
聞
に
し
て
、
度
を
成

ぜ
ん
に
よ
っ
て
彼
に
生
ず
。
ゆ
ゑ
に
大
論
に
云
ふ
、〈
絶
妙
の
国
土
あ
り
、阿
羅
漢
ま
さ
に
そ
の
中
に
生
じ
、

す
な
は
ち
大
心
を
発
す
べ
し
〉
と
。
本
名
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
声
聞
と
号
す
。
往
生
論
に
、〈
二
乗
種
不
生
〉
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を
明
か
す
と
云
ふ
は
、
こ
の
国
の
中
に
二
乗
の
種
性
あ
る
者
は
生
ぜ
ず
、
女
人
こ
こ
に
あ
る
は
生
ぜ
ず
。

女
人
は
数
滅
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
往
生
を
得
ず
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。『
浄
土
論
』
に
、〈
二
乗
種
不

生
〉
と
説
か
れ
る
の
に
、
本
経
の
会
中
に
声
聞
衆
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
声
聞
に
四
種
あ
る
。
本
経

所
説
の
声
聞
は
仏
菩
薩
が
化
現
し
た
声
聞
で
あ
る
。
会
中
の
衆
徒
を
荘
厳
す
る
た
め
で
あ
る
。
極
楽
に
は

三
悪
趣
が
い
な
い
け
れ
ど
も
、
好
鳥
が
い
る
と
説
く
の
と
同
じ
で
あ
る
。
国
土
を
荘
厳
し
、
法
音
が
常
に

響
く
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
あ
る
い
は
他
国
の
声
聞
が
、
悟
り
を
得
る
た
め
に
極
楽
に
来
生
し
た
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
『
大
智
度
論
』（
巻
九
十
三
、『
大
正
蔵
』
二
五
、七
一
四
頁
上
）
に
、〈
絶
妙
の
国
土
が

あ
っ
て
阿
羅
漢
が
生
じ
、
即
座
に
大
心
を
発
す
〉
と
説
か
れ
て
い
る
。
も
と
の
名
に
よ
っ
て
声
聞
と
呼
ば

れ
る
だ
け
で
あ
る
。『
浄
土
論
』
に
、〈
二
乗
種
不
生
〉
と
説
か
れ
る
の
は
、
こ
の
国
の
二
乗
種
性
の
者
は

往
生
で
き
な
い
、
こ
の
国
の
女
人
は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
女
人
は
択
滅
（
涅
槃
）
の
機

で
は
な
い
の
で
、
往
生
で
き
な
い
」
と
。

（
685
）
観
経
記
興
下
に
云
ふ
、「
問
ふ
。
こ
の
経
の
中
輩
は
み
な
こ
れ
声
聞
な
り
。
何
の
ゆ
ゑ
に
論
に
、〈
二

乗
不
生
〉
と
云
ふ
か
。
答
ふ
。
遠
法
師
云
ふ
、〈
た
だ
小
行
を
修
す
る
の
み
な
ら
ば
往
生
を
得
ず
。
か
な

ら
ず
垂
終
に
菩
提
心
を
発
す
る
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
往
生
を
得
。
彼
の
論
は
始
に
約
し
、
此
の
経
は
終
に

約
す
。
も
し
終
に
発
心
し
て
は
じ
め
て
生
を
得
る
な
ら
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
彼
に
至
っ
て
小
果
を
証
す
る
か

と
な
れ
ば
、こ
の
人
、垂
終
に
大
心
を
発
す
と
い
へ
ど
も
、先
に
多
く
小
を
学
ぶ
が
ゆ
ゑ
に
、彼
国
に
至
っ

て
、
苦
・
無
常
を
聞
き
、
そ
の
本
解
を
発
し
、
先
づ
小
果
を
証
し
、
終
に
大
心
を
発
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
小

に
住
せ
ず
、
必
ず
還
た
大
に
入
る
〉
と
。
こ
の
義
や
や
難
な
り
。
も
し
し
か
ら
ば
、
こ
の
人
、
命
終
ら
ん

と
す
る
時
、
大
心
を
退
す
と
な
す
や
、
退
せ
ず
と
な
す
や
、
も
し
退
せ
ざ
れ
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
弥
陀
、
大

心
の
中
に
小
法
を
説
く
や
。
も
し
ま
た
退
す
る
が
ゆ
ゑ
に
小
法
を
説
く
な
ら
ば
、
か
な
ら
ず
し
も
大
心
に

よ
っ
て
往
生
す
べ
か
ら
ず
。
今
別
説
を
出
さ
ん
。
発
菩
提
心
に
二
種
の
人
あ
り
。
一
人
は
小
を
習
ふ
こ
と

久
遠
に
し
て
重
障
な
り
。
一
人
は
小
を
習
ふ
こ
と
近
浅
に
し
て
軽
薄
な
り
。
こ
の
二
人
、
同
じ
く
大
心
を

発
す
と
い
へ
ど
も
、
初
の
人
は
、
そ
の
意
に
自
ら
謂
ふ
、
も
し
小
果
を
得
て
も
、
彼
の
大
菩
提
を
失
は
ざ

れ
ば
、
先
づ
小
果
を
証
し
、
し
か
る
後
に
大
菩
提
の
果
を
取
ら
ん
と
欲
す
と
。
か
く
の
ご
と
く
発
す
る
が

ゆ
ゑ
に
、
弥
陀
は
彼
に
お
い
て
先
づ
小
法
を
説
き
て
小
果
を
得
せ
し
め
、
小
果
を
得
し
後
に
、
遂
に
大
法

を
説
い
て
、大
果
を
証
せ
し
む
。も
し
第
二
人
な
ら
ば
、す
で
に
小
乗
は
極
法
な
ら
ざ
る
を
知
る
が
ゆ
ゑ
に
、

す
な
は
ち
永
く
小
果
の
心
を
捨
て
、
更
に
小
を
取
ら
ず
、
す
な
は
ち
大
行
を
修
す
。
今
こ
の
中
輩
は
、
た

だ
初
人
を
明
か
す
が
ゆ
ゑ
に
。
平
等
経
に
云
ふ
、〈
諸
天
人
民
、
須
陀
洹
道
を
得
る
あ
り
、
斯
陀
含
道
を

得
る
あ
り
、
阿
那
含
道
を
得
る
あ
り
、
阿
羅
漢
道
を
得
る
あ
り
、
阿
惟
越
致
菩
薩
を
得
る
あ
り
。
阿
弥
陀

仏
、
そ
の
本
宿
命
に
道
を
求
む
る
時
の
心
の
所
願
の
大
小
に
随
い
、
意
に
随
っ
て
説
き
、
そ
れ
を
し
て
疾

く
得
道
せ
し
め
ん
と
す
〉
と
。
ま
た
い
っ
つ
べ
し
、
中
品
は
み
な
未
だ
発
心
せ
ず
、
た
だ
小
行
を
も
っ
て

浄
土
を
願
求
し
、
彼
に
生
じ
を
は
っ
て
後
に
は
じ
め
て
大
心
を
発
し
、
大
行
を
脩
す
る
の
み
。
し
か
る
に

彼
の
論
中
に
〈
小
不
生
〉
と
い
ふ
は
、
一
向
小
性
は
生
ず
る
を
得
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
不
定
性
等
は
み
な
こ

れ
を
妨
ぐ
る
な
し
。問
ふ
。悲
華
経
に
云
ふ
、〈
安
楽
世
界
に
は
声
聞
の
名
お
よ
び
小
行
を
説
く
こ
と
な
く
、

純
ら
菩
薩
乗
の
み
な
り
〉
と
。
授
記
経
も
同
じ
。
今
何
の
ゆ
ゑ
に
声
聞
乗
お
よ
び
小
法
を
説
く
こ
と
あ
り

と
言
ふ
か
。
答
ふ
。
彼
の
文
は
終
に
約
し
、
経
は
始
に
約
す
。
終
に
は
み
な
発
心
し
て
菩
提
を
成
ず
る
が

ゆ
ゑ
に
。
あ
る
も
の
説
く
、
こ
こ
に
声
聞
と
言
ふ
は
、
こ
れ
小
乗
に
あ
ら
ず
。
並
に
こ
れ
菩
薩
な
り
と
。

瓔
珞
に
説
く
が
ご
と
し
、〈
い
か
ん
が
大
乗
菩
薩
、
い
か
ん
が
大
乗
辟
支
仏
、
い
か
ん
が
大
乗
声
聞
。
仏
、

舍
利
弗
に
告
ぐ
、《
菩
薩
三
乗
に
各
三
品
あ
り
、辟
支
仏
三
乗
に
各
三
品
あ
り
、声
聞
三
乗
に
各
三
品
あ
り
。

菩
薩
三
乗
と
は
、
菩
薩
大
乗
あ
り
、
菩
薩
辟
支
仏
乗
あ
り
、
菩
薩
声
聞
乗
あ
り
。
辟
支
仏
三
乗
と
は
、
辟

支
仏
菩
薩
大
乗
あ
り
、
辟
支
仏
菩
薩
縁
覚
乗
あ
り
、
辟
支
仏
菩
薩
声
聞
乗
あ
り
。
声
聞
三
乗
と
は
、
声
聞

大
乗
あ
り
、
声
聞
辟
支
仏
乗
あ
り
、
声
聞
無
着
乗
あ
り
》
と
。
い
か
ん
が
菩
薩
大
乗
。
佛
、
舍
利
弗
に
告

ぐ
、《
恵
眼
菩
薩
所
生
の
国
土
は
、恵
造
如
来
の
境
界
こ
れ
な
り
。
も
し
菩
薩
あ
っ
て
、弘
誓
心
を
起
こ
し
、

小
道
を
楽
は
ざ
れ
ば
、
尽
く
彼
に
生
ず
》
と
。（
＋
い
か
ん
が
菩
薩
辟
支
仏
乗
。
仏
、
舎
利
弗
に
告
ぐ
？
）、《
西
北
こ

こ
を
去
る
こ
と
十
四
恒
河
沙
を
過
ぎ
を
は
り
て
、已
（
已
＝
復
た
？
）
十
四
恒
河
沙
数
を
過
ぎ
て
、仏
土
あ
り
。

必
清
泰
と
名
づ
く
。
仏
を
無
動
と
名
づ
く
。
国
土
清
浄
荘
厳
な
り
と
云
々
。
諸
有
の
菩
薩
、
大
乗
辟
支
仏

を
修
す
る
者
は
、
尽
く
彼
国
に
生
ず
。
彼
仏
の
国
界
に
は
菩
薩
大
乗
あ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
菩
薩
辟
支
仏

乗
の
み
あ
り
。
ゆ
ゑ
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
み
な
宿
願
に
よ
っ
て
彼
に
生
ず
る
を
得
れ
ば
な
り
。
三
十
七
道

品
法
を
分
別
し
て
、
共
に
相
ひ
娯
楽
す
。
菩
薩
声
聞
乗
の
よ
く
逮
及
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
》
と
。
い
か

ん
が
菩
薩
声
聞
乗
。（
＋
仏
、舎
利
弗
に
告
ぐ
？
）、《
西
北
こ
こ
を
去
る
こ
と
二
十
四
恒
河
沙
を
度
し
を
は
り
て
、

ま
た
二
十
四
恒
河
沙
を
過
ぎ
て
、
仏
土
あ
り
。
毛
孔
光
と
名
づ
く
。
仏
を
法
観
と
名
づ
く
。
国
土
の
諸
事

は
云
々
。
乃
至 

み
な
宿
願
に
よ
っ
て
彼
に
生
ず
る
こ
と
を
得
。
剃
髪
し
袈
裟
法
服
を
着
し
、
六
度
空
無
相

無
願
を
具
足
し
、
度
す
と
こ
ろ
の
衆
生
、
称
量
す
べ
か
ら
ず
。
彼
土
の
菩
薩
声
聞
乗
の
者
は
、
我
が
国
土

の
一
生
補
處
に
勝
る
。
ゆ
ゑ
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
今
こ
の
菩
薩
逮
（
＋
阿
？
）
惟
顔
は
、
百
劫
教
化
し
て
尽

く
道
門
に
趣
き
、
各
各
成
就
し
て
不
退
転
に
立
つ
が
ゆ
ゑ
に
。
彼
国
の
菩
薩
声
聞
の
、
一
日
に
化
す
る
と

こ
ろ
の
済
度
衆
生
に
し
か
ざ
る
こ
と
、百
倍
千
倍
臣
倍
百
位
（
臣
倍
百
位
＝
巨
億
万
倍
？
）
な
り
。
譬
喩
を
も
っ

て
比
を
な
す
と
こ
ろ
な
ら
ず
。
彼
の
仏
土
に
は
菩
薩
大
乗
な
く
、
菩
薩
辟
支
仏
な
く
、
た
だ
菩
薩
声
聞
乗

の
み
あ
り
》〉
と
か
く
の
ご
と
く
辟
支
仏
三
乗
、声
聞
三
（
＋
乗
？
）
に
各
み
な
所
生
の
国
土
あ
り
。
経
に
広
説
す
る
が
ご
と
し
。

ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
小
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
。
こ
の
説
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
今
は
用
依
せ
ず
。
ゆ
ゑ
は
い
か

ん
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
事
は
、
み
な
こ
れ
如
来
神
変
の
顕
す
と
こ
ろ
に
し
て
、
機
に
随
っ
て
示
化
せ
ら

れ
、
定
示
す
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
上
来
、
別
し
て
中
三
品
を
釈
し
を
は
ん
ぬ
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。
本
経
の
中
輩
は
み
な
声
聞
で
あ
る
。

な
ぜ
『
浄
土
論
』
に
は
、〈
二
乗
は
往
生
で
き
な
い
〉
と
言
う
の
か
。
答
え
。
浄
影
（『
観
経
義
疏
』、『
大
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を
明
か
す
と
云
ふ
は
、
こ
の
国
の
中
に
二
乗
の
種
性
あ
る
者
は
生
ぜ
ず
、
女
人
こ
こ
に
あ
る
は
生
ぜ
ず
。

女
人
は
数
滅
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
往
生
を
得
ず
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。『
浄
土
論
』
に
、〈
二
乗
種
不

生
〉
と
説
か
れ
る
の
に
、
本
経
の
会
中
に
声
聞
衆
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
声
聞
に
四
種
あ
る
。
本
経

所
説
の
声
聞
は
仏
菩
薩
が
化
現
し
た
声
聞
で
あ
る
。
会
中
の
衆
徒
を
荘
厳
す
る
た
め
で
あ
る
。
極
楽
に
は

三
悪
趣
が
い
な
い
け
れ
ど
も
、
好
鳥
が
い
る
と
説
く
の
と
同
じ
で
あ
る
。
国
土
を
荘
厳
し
、
法
音
が
常
に

響
く
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
あ
る
い
は
他
国
の
声
聞
が
、
悟
り
を
得
る
た
め
に
極
楽
に
来
生
し
た
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
『
大
智
度
論
』（
巻
九
十
三
、『
大
正
蔵
』
二
五
、七
一
四
頁
上
）
に
、〈
絶
妙
の
国
土
が

あ
っ
て
阿
羅
漢
が
生
じ
、
即
座
に
大
心
を
発
す
〉
と
説
か
れ
て
い
る
。
も
と
の
名
に
よ
っ
て
声
聞
と
呼
ば

れ
る
だ
け
で
あ
る
。『
浄
土
論
』
に
、〈
二
乗
種
不
生
〉
と
説
か
れ
る
の
は
、
こ
の
国
の
二
乗
種
性
の
者
は

往
生
で
き
な
い
、
こ
の
国
の
女
人
は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
女
人
は
択
滅
（
涅
槃
）
の
機

で
は
な
い
の
で
、
往
生
で
き
な
い
」
と
。

（
685
）
観
経
記
興
下
に
云
ふ
、「
問
ふ
。
こ
の
経
の
中
輩
は
み
な
こ
れ
声
聞
な
り
。
何
の
ゆ
ゑ
に
論
に
、〈
二

乗
不
生
〉
と
云
ふ
か
。
答
ふ
。
遠
法
師
云
ふ
、〈
た
だ
小
行
を
修
す
る
の
み
な
ら
ば
往
生
を
得
ず
。
か
な

ら
ず
垂
終
に
菩
提
心
を
発
す
る
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
往
生
を
得
。
彼
の
論
は
始
に
約
し
、
此
の
経
は
終
に

約
す
。
も
し
終
に
発
心
し
て
は
じ
め
て
生
を
得
る
な
ら
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
彼
に
至
っ
て
小
果
を
証
す
る
か

と
な
れ
ば
、こ
の
人
、垂
終
に
大
心
を
発
す
と
い
へ
ど
も
、先
に
多
く
小
を
学
ぶ
が
ゆ
ゑ
に
、彼
国
に
至
っ

て
、
苦
・
無
常
を
聞
き
、
そ
の
本
解
を
発
し
、
先
づ
小
果
を
証
し
、
終
に
大
心
を
発
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
小

に
住
せ
ず
、
必
ず
還
た
大
に
入
る
〉
と
。
こ
の
義
や
や
難
な
り
。
も
し
し
か
ら
ば
、
こ
の
人
、
命
終
ら
ん

と
す
る
時
、
大
心
を
退
す
と
な
す
や
、
退
せ
ず
と
な
す
や
、
も
し
退
せ
ざ
れ
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
弥
陀
、
大

心
の
中
に
小
法
を
説
く
や
。
も
し
ま
た
退
す
る
が
ゆ
ゑ
に
小
法
を
説
く
な
ら
ば
、
か
な
ら
ず
し
も
大
心
に

よ
っ
て
往
生
す
べ
か
ら
ず
。
今
別
説
を
出
さ
ん
。
発
菩
提
心
に
二
種
の
人
あ
り
。
一
人
は
小
を
習
ふ
こ
と

久
遠
に
し
て
重
障
な
り
。
一
人
は
小
を
習
ふ
こ
と
近
浅
に
し
て
軽
薄
な
り
。
こ
の
二
人
、
同
じ
く
大
心
を

発
す
と
い
へ
ど
も
、
初
の
人
は
、
そ
の
意
に
自
ら
謂
ふ
、
も
し
小
果
を
得
て
も
、
彼
の
大
菩
提
を
失
は
ざ

れ
ば
、
先
づ
小
果
を
証
し
、
し
か
る
後
に
大
菩
提
の
果
を
取
ら
ん
と
欲
す
と
。
か
く
の
ご
と
く
発
す
る
が

ゆ
ゑ
に
、
弥
陀
は
彼
に
お
い
て
先
づ
小
法
を
説
き
て
小
果
を
得
せ
し
め
、
小
果
を
得
し
後
に
、
遂
に
大
法

を
説
い
て
、大
果
を
証
せ
し
む
。も
し
第
二
人
な
ら
ば
、す
で
に
小
乗
は
極
法
な
ら
ざ
る
を
知
る
が
ゆ
ゑ
に
、

す
な
は
ち
永
く
小
果
の
心
を
捨
て
、
更
に
小
を
取
ら
ず
、
す
な
は
ち
大
行
を
修
す
。
今
こ
の
中
輩
は
、
た

だ
初
人
を
明
か
す
が
ゆ
ゑ
に
。
平
等
経
に
云
ふ
、〈
諸
天
人
民
、
須
陀
洹
道
を
得
る
あ
り
、
斯
陀
含
道
を

得
る
あ
り
、
阿
那
含
道
を
得
る
あ
り
、
阿
羅
漢
道
を
得
る
あ
り
、
阿
惟
越
致
菩
薩
を
得
る
あ
り
。
阿
弥
陀

仏
、
そ
の
本
宿
命
に
道
を
求
む
る
時
の
心
の
所
願
の
大
小
に
随
い
、
意
に
随
っ
て
説
き
、
そ
れ
を
し
て
疾

く
得
道
せ
し
め
ん
と
す
〉
と
。
ま
た
い
っ
つ
べ
し
、
中
品
は
み
な
未
だ
発
心
せ
ず
、
た
だ
小
行
を
も
っ
て

浄
土
を
願
求
し
、
彼
に
生
じ
を
は
っ
て
後
に
は
じ
め
て
大
心
を
発
し
、
大
行
を
脩
す
る
の
み
。
し
か
る
に

彼
の
論
中
に
〈
小
不
生
〉
と
い
ふ
は
、
一
向
小
性
は
生
ず
る
を
得
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
不
定
性
等
は
み
な
こ

れ
を
妨
ぐ
る
な
し
。問
ふ
。悲
華
経
に
云
ふ
、〈
安
楽
世
界
に
は
声
聞
の
名
お
よ
び
小
行
を
説
く
こ
と
な
く
、

純
ら
菩
薩
乗
の
み
な
り
〉
と
。
授
記
経
も
同
じ
。
今
何
の
ゆ
ゑ
に
声
聞
乗
お
よ
び
小
法
を
説
く
こ
と
あ
り

と
言
ふ
か
。
答
ふ
。
彼
の
文
は
終
に
約
し
、
経
は
始
に
約
す
。
終
に
は
み
な
発
心
し
て
菩
提
を
成
ず
る
が

ゆ
ゑ
に
。
あ
る
も
の
説
く
、
こ
こ
に
声
聞
と
言
ふ
は
、
こ
れ
小
乗
に
あ
ら
ず
。
並
に
こ
れ
菩
薩
な
り
と
。

瓔
珞
に
説
く
が
ご
と
し
、〈
い
か
ん
が
大
乗
菩
薩
、
い
か
ん
が
大
乗
辟
支
仏
、
い
か
ん
が
大
乗
声
聞
。
仏
、

舍
利
弗
に
告
ぐ
、《
菩
薩
三
乗
に
各
三
品
あ
り
、辟
支
仏
三
乗
に
各
三
品
あ
り
、声
聞
三
乗
に
各
三
品
あ
り
。

菩
薩
三
乗
と
は
、
菩
薩
大
乗
あ
り
、
菩
薩
辟
支
仏
乗
あ
り
、
菩
薩
声
聞
乗
あ
り
。
辟
支
仏
三
乗
と
は
、
辟

支
仏
菩
薩
大
乗
あ
り
、
辟
支
仏
菩
薩
縁
覚
乗
あ
り
、
辟
支
仏
菩
薩
声
聞
乗
あ
り
。
声
聞
三
乗
と
は
、
声
聞

大
乗
あ
り
、
声
聞
辟
支
仏
乗
あ
り
、
声
聞
無
着
乗
あ
り
》
と
。
い
か
ん
が
菩
薩
大
乗
。
佛
、
舍
利
弗
に
告

ぐ
、《
恵
眼
菩
薩
所
生
の
国
土
は
、恵
造
如
来
の
境
界
こ
れ
な
り
。
も
し
菩
薩
あ
っ
て
、弘
誓
心
を
起
こ
し
、

小
道
を
楽
は
ざ
れ
ば
、
尽
く
彼
に
生
ず
》
と
。（
＋
い
か
ん
が
菩
薩
辟
支
仏
乗
。
仏
、
舎
利
弗
に
告
ぐ
？
）、《
西
北
こ

こ
を
去
る
こ
と
十
四
恒
河
沙
を
過
ぎ
を
は
り
て
、已
（
已
＝
復
た
？
）
十
四
恒
河
沙
数
を
過
ぎ
て
、仏
土
あ
り
。

必
清
泰
と
名
づ
く
。
仏
を
無
動
と
名
づ
く
。
国
土
清
浄
荘
厳
な
り
と
云
々
。
諸
有
の
菩
薩
、
大
乗
辟
支
仏

を
修
す
る
者
は
、
尽
く
彼
国
に
生
ず
。
彼
仏
の
国
界
に
は
菩
薩
大
乗
あ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
菩
薩
辟
支
仏

乗
の
み
あ
り
。
ゆ
ゑ
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
み
な
宿
願
に
よ
っ
て
彼
に
生
ず
る
を
得
れ
ば
な
り
。
三
十
七
道

品
法
を
分
別
し
て
、
共
に
相
ひ
娯
楽
す
。
菩
薩
声
聞
乗
の
よ
く
逮
及
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
》
と
。
い
か

ん
が
菩
薩
声
聞
乗
。（
＋
仏
、舎
利
弗
に
告
ぐ
？
）、《
西
北
こ
こ
を
去
る
こ
と
二
十
四
恒
河
沙
を
度
し
を
は
り
て
、

ま
た
二
十
四
恒
河
沙
を
過
ぎ
て
、
仏
土
あ
り
。
毛
孔
光
と
名
づ
く
。
仏
を
法
観
と
名
づ
く
。
国
土
の
諸
事

は
云
々
。
乃
至 

み
な
宿
願
に
よ
っ
て
彼
に
生
ず
る
こ
と
を
得
。
剃
髪
し
袈
裟
法
服
を
着
し
、
六
度
空
無
相

無
願
を
具
足
し
、
度
す
と
こ
ろ
の
衆
生
、
称
量
す
べ
か
ら
ず
。
彼
土
の
菩
薩
声
聞
乗
の
者
は
、
我
が
国
土

の
一
生
補
處
に
勝
る
。
ゆ
ゑ
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
今
こ
の
菩
薩
逮
（
＋
阿
？
）
惟
顔
は
、
百
劫
教
化
し
て
尽

く
道
門
に
趣
き
、
各
各
成
就
し
て
不
退
転
に
立
つ
が
ゆ
ゑ
に
。
彼
国
の
菩
薩
声
聞
の
、
一
日
に
化
す
る
と

こ
ろ
の
済
度
衆
生
に
し
か
ざ
る
こ
と
、百
倍
千
倍
臣
倍
百
位
（
臣
倍
百
位
＝
巨
億
万
倍
？
）
な
り
。
譬
喩
を
も
っ

て
比
を
な
す
と
こ
ろ
な
ら
ず
。
彼
の
仏
土
に
は
菩
薩
大
乗
な
く
、
菩
薩
辟
支
仏
な
く
、
た
だ
菩
薩
声
聞
乗

の
み
あ
り
》〉
と
か
く
の
ご
と
く
辟
支
仏
三
乗
、声
聞
三
（
＋
乗
？
）
に
各
み
な
所
生
の
国
土
あ
り
。
経
に
広
説
す
る
が
ご
と
し
。

ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
小
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
。
こ
の
説
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
今
は
用
依
せ
ず
。
ゆ
ゑ
は
い
か

ん
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
事
は
、
み
な
こ
れ
如
来
神
変
の
顕
す
と
こ
ろ
に
し
て
、
機
に
随
っ
て
示
化
せ
ら

れ
、
定
示
す
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
上
来
、
別
し
て
中
三
品
を
釈
し
を
は
ん
ぬ
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。
本
経
の
中
輩
は
み
な
声
聞
で
あ
る
。

な
ぜ
『
浄
土
論
』
に
は
、〈
二
乗
は
往
生
で
き
な
い
〉
と
言
う
の
か
。
答
え
。
浄
影
（『
観
経
義
疏
』、『
大
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正
蔵
』
三
七
、一
八
四
頁
中
）
に
、〈
小
乗
行
だ
け
を
修
す
る
者
は
往
生
で
き
な
い
。
臨
終
に
必
ず
菩
提
心

を
発
し
て
、
は
じ
め
て
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。『
浄
土
論
』
は
始
に
就
て
説
き
、『
観
無
量
寿
経
』
は
終

に
就
て
説
か
れ
る
。
で
は
、
臨
終
に
発
心
し
て
、
は
じ
め
て
往
生
で
き
る
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
往
生
の
後
に

小
乗
の
果
を
証
す
る
か
。
そ
れ
は
、
臨
終
に
菩
提
心
を
発
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ま
で
に
ず
っ
と
小
乗
を

学
ん
で
き
た
か
ら
、
極
楽
に
お
い
て
、
苦
・
無
常
の
教
説
を
聞
き
、
従
来
の
領
解
に
よ
っ
て
、
ま
ず
小
乗

の
果
を
証
し
、
そ
の
後
に
、
発
菩
提
心
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
小
乗
に
と
ど
ま
ら
ず
、
必
ず
大
乗
に
回
入
す

る
の
で
あ
る
〉
と
言
う
。
こ
の
説
に
は
や
や
難
が
あ
る
。
浄
影
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
は
、
命
終
の

時
に
菩
提
心
を
退
転
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
退
転
し
な
か
っ
た
と
言
う
の
か
。
退
転
し
な
い

と
言
う
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
阿
弥
陀
仏
は
、
発
菩
提
心
の
者
に
小
乗
法
を
説
い
た
の
か
。
退
転
し
た
か
ら
小

乗
法
を
説
い
た
と
言
う
の
な
ら
ば
、
往
生
に
は
発
菩
提
心
が
必
須
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
こ
で
別
説
を
提
示
し
よ
う
。
発
菩
提
心
に
二
種
の
人
が
あ
る
。
一
人
は
長
ら
く
小
乗
を
修
習
し
て
障

礙
の
重
い
者
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
小
乗
の
修
習
が
浅
く
障
礙
が
軽
い
者
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
、
同
じ

よ
う
に
菩
提
心
を
発
し
て
も
、
初
の
人
は
、〈
た
と
え
小
乗
の
果
を
得
て
も
、
菩
提
心
を
発
し
た
こ
と
を

忘
れ
ず
、
ま
ず
小
乗
の
果
を
証
し
、
そ
の
後
に
大
菩
提
の
果
を
得
た
い
〉
と
思
う
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

思
い
に
対
し
て
、
阿
弥
陀
仏
は
彼
に
ま
ず
小
乗
法
を
説
い
て
小
乗
の
果
を
得
さ
せ
、
そ
の
後
に
、
大
乗
の

法
を
説
い
て
大
乗
の
果
を
証
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
第
二
の
人
の
場
合
は
、
小
乗
が
究
極
の
教
え
で
は
な
い

こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
小
乗
の
果
を
得
て
も
、
そ
れ
を
直
ち
に
捨
て
て
決
し
て
顧
み
ず
、
即
座
に
大

乗
行
を
修
す
る
。
本
経
の
中
輩
は
、初
の
人
を
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
平
等
覚
経
』（
巻
二
、

『
大
正
蔵
』
一
二
、二
八
九
頁
上
）
に
は
、〈
諸
天
人
民
の
中
に
、
須
陀
洹
の
果
を
得
る
者
あ
り
、
斯
陀
含

の
果
を
得
る
者
あ
り
、
阿
那
含
の
果
を
得
る
者
あ
り
、
阿
羅
漢
の
果
を
得
る
者
あ
り
、
そ
し
て
不
退
転
の

菩
薩
と
な
る
者
が
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
は
、
彼
ら
が
従
来
よ
り
求
道
し
て
き
た
、
そ
の
心
の
願
い
の
大
小
に

応
じ
て
説
法
し
、
早
く
証
果
を
得
さ
せ
よ
う
と
な
さ
る
の
で
あ
る
〉
と
説
か
れ
る
。
ま
た
、
本
経
の
中
品

は
み
な
未
だ
発
心
せ
ず
、
た
だ
小
乗
行
を
修
し
た
だ
け
で
浄
土
を
願
求
し
、
往
生
し
た
後
に
は
じ
め
て
菩

提
心
を
発
し
て
、
大
乗
行
を
修
す
る
の
で
あ
る
。『
浄
土
論
』
に
、〈
小
乗
は
往
生
で
き
な
い
〉
と
言
う
の

は
、
一
向
小
乗
種
性
は
往
生
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
不
定
性
の
二
乗
は
、
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。『
悲
華
経
』（
巻
三
、『
大
正
蔵
』
三
、一
八
四
頁
下
）
に
、〈
安
楽
世
界
に
は
声
聞
の
名
は
な
く
、

ま
た
小
乗
行
を
説
く
こ
と
も
な
い
。
た
だ
菩
薩
乗
の
者
の
み
で
あ
る
〉
と
。『
観
音
授
記
経
』（『
大
正
蔵
』

一
二
、三
五
六
頁
下
）
も
同
じ
で
あ
る
。
な
ぜ
今
、
声
聞
乗
が
あ
り
、
小
乗
法
を
説
く
こ
と
も
あ
る
と
言

う
の
か
。
答
え
。『
悲
華
経
』『
観
音
授
記
経
』
は
終
に
つ
い
て
説
き
、
本
経
は
始
に
つ
い
て
説
い
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
み
な
発
心
し
て
菩
提
を
成
就
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
説
に
は
、
本
経
所
説
の
声
聞
は
、
小
乗
で
は
な
い
、
み
な
菩
薩
で
あ
る
と
言
う
。『
菩
薩
瓔
珞
経
』

（
巻
十
一
、『
大
正
蔵
』
一
六
、九
一
頁
上
～
九
二
頁
上
）
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。〈
大
乗
菩
薩
と
は
何

か
、
大
乗
辟
支
仏
と
は
何
か
、
大
乗
声
聞
と
は
何
か
。
仏
が
舍
利
弗
に
告
げ
ら
れ
た
、《
菩
薩
の
三
乗
に

そ
れ
ぞ
れ
三
種
あ
り
、
辟
支
仏
の
三
乗
に
そ
れ
ぞ
れ
三
種
あ
り
、
声
聞
三
乗
に
そ
れ
ぞ
れ
三
種
あ
る
。
菩

薩
の
三
乗
と
は
、
菩
薩
大
乗
・
菩
薩
辟
支
仏
乗
・
菩
薩
声
聞
乗
で
あ
る
。
辟
支
仏
三
乗
と
は
、
辟
支
仏
菩

薩
大
乗
・
辟
支
仏
菩
薩
縁
覚
乗
・
辟
支
仏
菩
薩
声
聞
乗
で
あ
る
。
声
聞
三
乗
と
は
、
声
聞
大
乗
・
声
聞
辟

支
仏
乗
・
声
聞
無
着
乗
で
あ
る
》
と
。
菩
薩
大
乗
と
は
何
か
。
佛
が
舍
利
弗
に
告
げ
ら
れ
た
、《
慧
眼
菩

薩
所
生
の
国
土
は
、
慧
造
如
来
の
境
界
で
あ
る
。
菩
薩
が
弘
誓
心
を
起
こ
し
、
小
乗
の
果
を
願
わ
な
け
れ

ば
、み
な
彼
国
に
生
ま
れ
る
》
と
。
菩
薩
辟
支
仏
乗
と
は
何
か
。
佛
が
舍
利
弗
に
告
げ
ら
れ
た
、《
西
北
方
、

こ
こ
か
ら
十
四
恒
河
沙
を
過
ぎ
、
さ
ら
に
十
四
恒
河
沙
数
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
仏
土
が
あ
る
。
必
清
泰
と

呼
ば
れ
、
仏
は
無
動
と
呼
ば
れ
る
。
国
土
は
清
浄
に
荘
厳
さ
れ
て
い
る
と
云
々
。
菩
薩
の
中
、
大
乗
辟
支

仏
を
修
す
る
者
は
、
み
な
彼
国
に
生
ま
れ
る
。
彼
仏
の
国
土
に
は
菩
薩
大
乗
は
な
く
、
た
だ
菩
薩
辟
支
仏

乗
の
み
が
い
る
。
そ
れ
は
み
な
宿
願
に
よ
っ
て
彼
に
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
三
十
七
道
品
法
を
分
別
し

て
、共
に
そ
の
法
を
喜
び
味
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
菩
薩
声
聞
乗
の
者
に
は
及
ば
な
い
境
地
な
の
で
あ
る
》

と
。
菩
薩
声
聞
乗
と
は
何
か
。
佛
が
舍
利
弗
に
告
げ
ら
れ
た
、《
西
北
方
、
こ
こ
か
ら
二
十
四
恒
河
沙
を

過
ぎ
、
さ
ら
に
二
十
四
恒
河
沙
を
過
ぎ
た
所
に
仏
土
が
あ
あ
る
。
毛
孔
光
と
呼
ば
れ
、
仏
は
法
観
と
呼
ば

れ
る
。
国
土
の
諸
事
は
云
々
。
…
中
略
… 

み
な
宿
願
に
よ
っ
て
彼
国
に
生
ま
れ
る
。
剃
髪
し
袈
裟
法
服
を

着
て
、
六
波
羅
蜜
、
空
・
無
相
・
無
願
の
行
を
成
就
し
、
無
量
の
衆
生
を
済
度
す
と
。
彼
国
の
菩
薩
声
聞

乗
の
者
は
、
我
が
国
の
一
生
補
處
の
菩
薩
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
。
彼
国
の
菩
薩
逮
阿
惟
顔
は
、
百
劫
の
間

教
化
し
て
あ
ら
ゆ
る
法
門
を
修
め
、
そ
の
す
べ
て
を
成
就
し
て
不
退
転
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
我
が
国
の

一
生
補
処
の
菩
薩
が
教
化
・
済
度
す
る
衆
生
の
数
を
百
倍
千
倍
巨
億
万
倍
し
て
も
、
彼
国
の
菩
薩
声
聞
が
、

一
日
に
教
化
・
済
度
す
る
衆
生
の
数
に
も
満
た
な
い
。
と
て
も
較
べ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
仏
土

に
は
菩
薩
大
乗
な
く
、
菩
薩
辟
支
仏
な
く
、
た
だ
菩
薩
声
聞
乗
の
み
あ
る
》〉
と
こ
の
よ
う
に
辟
支
仏
三
乗
、
声

聞
三
乗
に
そ
れ
ぞ
れ
所
生
の
国
土
が
あ
あ
る
。
経
に
広
く
説
か
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
経
所
説
の
声
聞
が
小
乗
の
声
聞
で

は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
説
を
提
示
し
た
が
、
今
は
依
用
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は

み
な
如
来
が
神
変
に
よ
っ
て
顕
わ
さ
れ
る
こ
と
ろ
で
あ
り
、衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
説
示
さ
れ
た
も
の
で
、

常
に
一
定
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
以
上
、
特
に
中
輩
三
品
を
釈
し
終
わ
っ
た
」
と
。

（
686
）群
疑
論
五
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、六
二
頁
上
～
六
三
頁
上
）、「
問
う
。『
浄
土
論
』
に
は
、〈
女
人
・

根
欠
・
二
乗
種
は
往
生
で
き
な
い
〉
と
言
う
の
に
、
な
ぜ
『
阿
弥
陀
経
』
に
は
、〈
無
量
無
辺
の
声
聞
弟

子
あ
っ
て
み
な
阿
羅
漢
で
あ
る
〉と
説
か
れ
る
の
か
。
答
え
。
四
説
あ
る
。
第
一
説
に
、二
乗
種
と
は
、『
瑜

伽
師
地
論
』
所
説
の
菩
薩
乗
・
縁
覚
乗
・
声
聞
乗
・
人
天
乗
・
不
定
乗
の
五
乗
の
中
の
縁
覚
乗
と
人
天
乗

と
を
指
す
と
言
う
。
縁
覚
乗
は
無
仏
世
界
に
生
ず
る
の
で
浄
土
に
は
生
ま
れ
な
い
。
人
天
乗
は
流
転
生
死

の
凡
夫
な
の
で
浄
土
に
は
生
ま
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
第
二
説
に
、
二
乗
種
と
は
、
声
聞
・
縁
覚
を
指
す
と
言
う
。
問
う
。
で
は
な
ぜ
声
聞
あ
り
と
説
か
れ
る
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の
か
。
答
え
。
二
乗
な
し
と
は
、
定
性
二
乗
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
土
の
二
乗
は
不
定
性
で
あ

り
、
み
な
回
心
し
て
大
乗
に
入
る
。

　
第
三
説
に
、
声
聞
に
二
種
あ
り
、
愚
法
声
聞
は
回
小
向
大
で
き
な
い
が
、
不
愚
法
は
回
小
向
大
す
る
声

聞
で
あ
り
、
小
乗
行
を
修
し
て
い
て
も
大
乗
を
信
じ
往
生
を
願
う
と
言
う
。

　
第
四
説
に
、
回
小
向
大
の
声
聞
は
、
ま
ず
人
執
の
煩
悩
を
断
じ
て
四
果
を
取
る
の
で
阿
羅
漢
と
呼
ば
れ

る
が
、
小
乗
で
は
な
い
。
阿
羅
漢
は
小
乗
の
み
を
指
す
言
葉
で
は
な
い
。
仏
に
対
し
て
も
阿
羅
漢
と
言
う

こ
と
が
あ
る
。『
四
分
律
』
に
は
、
仏
と
阿
若
憍
陳
如
の
二
人
を
指
し
て
阿
羅
漢
と
呼
ん
で
い
る
。『
法
華

経
』（
信
解
品
、『
大
正
蔵
』
九
、一
八
頁
下
）
に
、〈
我
ら
真ま
こ
との

声
聞
な
り
　
仏
道
の
声
を
聞
か
せ
よ
う
〉

と
言
う
声
聞
は
、
菩
薩
の
声
聞
で
あ
り
、〈
我
ら
真ま
こ
との
阿
羅
漢
な
り
　
世
間
の
供
養
に
応
じ
よ
う
〉
と
言

う
阿
羅
漢
は
、
大
乗
の
菩
薩
で
あ
る
。
浄
土
の
声
聞
・
阿
羅
漢
も
、
無
上
菩
提
を
目
指
す
者
で
あ
っ
て
、

二
乗
の
種
で
は
な
い
。『
法
華
経
』
や
『
維
摩
経
』
に
登
場
す
る
阿
難
や
迦
葉
は
、
阿
羅
漢
果
を
得
て
も
、

仏
果
を
目
指
し
て
大
乗
菩
薩
行
を
修
め
て
い
る
。
直
往
の
菩
薩
は
ま
ず
法
執
煩
悩
を
断
じ
、
人
執
は
金
剛

心
に
至
っ
て
頓
に
断
じ
て
成
仏
す
る
。
そ
れ
に
対
し
声
聞
は
、人
執
煩
悩
を
断
じ
て
般
涅
槃
を
得
る
。『
観

無
量
寿
経
』
の
中
品
人
は
、
ま
ず
声
聞
乗
に
よ
っ
て
人
執
煩
悩
を
断
じ
よ
う
と
し
、
極
楽
に
往
生
し
た
後

に
回
心
し
て
仏
果
を
目
指
す
け
れ
ど
も
、
仏
は
も
と
の
修
習
に
応
じ
て
、
ま
ず
四
諦
を
説
い
て
、
人
執
の

見
惑
・
修
惑
を
断
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
見
惑
を
断
ず
る
か
ら
預
流
と
言
い
、
修
惑
を
断
ず
る
か
ら
阿
羅

漢
と
言
う
だ
け
で
、
こ
れ
は
菩
薩
の
行
な
の
で
あ
る
。
も
と
小
乗
で
あ
り
、
迂
回
の
た
め
に
声
聞
と
呼
ぶ

が
、
大
菩
提
を
目
指
す
者
な
の
で
、
菩
薩
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
直
往
と
回
小
向
大
の
頓
漸
二
種
の
菩

薩
が
あ
る
の
で
、〈
無
量
無
辺
の
声
聞
弟
子
が
い
て
、
皆
阿
羅
漢
で
あ
る
〉
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
衆
香
世
界
・
極
楽
世
界
は
と
も
に
大
乗
清
浄
仏
土
で
あ
る
が
、
衆
香
世
界
に
は
声
聞
・
辟
支
仏

の
名
な
く
、
だ
た
大
菩
薩
衆
の
み
あ
り
と
説
か
れ
、
極
楽
世
界
に
は
無
量
無
辺
の
声
聞
弟
子
あ
り
と
説
か

れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
聖
衆
に
通
・
局
の
差
別
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
衆
香
世
界
の
聖
衆
は
、
た
だ

頓
教
大
乗
の
み
を
聞
き
、
極
楽
世
界
の
聖
衆
は
、
通
じ
て
頓
漸
二
種
の
大
乗
の
会
三
帰
一
の
教
を
聞
く
の

で
あ
る
。
菩
提
心
を
発
し
て
菩
薩
行
を
修
す
る
が
、
も
と
の
修
習
に
よ
っ
て
人
執
の
惑
を
断
じ
、
煩
悩
障

の
種
を
断
ず
る
の
で
、
声
聞
・
阿
羅
漢
と
呼
ば
れ
る
け
れ
ど
も
、
と
も
に
大
乗
で
あ
り
、
直
往
・
迂
回
の

別
に
す
ぎ
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
687
）
浄
土
論
迦
才
に
云
う
（
巻
上
、『
大
正
蔵
』
四
七
、八
八
頁
中
）、「
二
乗
人
の
中
、
愚
法
学
人
は
往

生
で
き
な
い
。
十
方
浄
土
の
あ
る
こ
と
を
信
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
菩
薩
人
の
中
、
願
生
し
な
い
者
は
往

生
で
き
な
い
。
愛
楽
心
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二
乗
無
学
人
（
阿
羅
漢
）
は
、
愚
法
・
不
愚
法
を
問
わ
ず
、

願
生
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、み
な
往
生
で
き
る
。
三
界
穢
土
中
に
受
生
の
処
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『
大
智
度
論
』（
巻
九
十
三
、『
大
正
蔵
』
二
五
、七
一
四
頁
上
、
取
意
）
に
、〈
出
過
三
界
の
妙
浄
土
に
阿

羅
漢
が
生
ま
れ
る
〉
と
説
か
れ
る
。
有
学
人
の
こ
と
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
688
）
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
下
に
云
う
（
憬
興
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
五
八
頁
下
）、「〈
当
発
菩
提
心
〉

と
言
う
の
は
、
往
生
を
願
う
者
は
必
ず
菩
提
心
を
発
す
こ
と
を
顕
し
て
い
る
。
定
性
二
乗
は
往
生
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
矛
盾
も
同
類
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
689
）
無
量
寿
論
釈
第
一
に
云
ふ
、「
論
に
曰
く
、〈
大
乗
善
根
の
界
は
、
等
し
く
し
て
譏
嫌
の
名
な
し
、

女
人
お
よ
び
根
欠
、
二
乗
種
は
生
ぜ
ず
〉
と
。
釈
し
て
曰
く
、
こ
れ
は
第
十
六
に
荘
厳
大
義
門
功
徳
成
就

と
名
づ
く
。
し
か
る
ゆ
ゑ
ん
は
、
あ
る
国
土
を
見
る
に
、
菩
薩
賢
聖
等
の
衆
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
濁
世
に

ゆ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
一
に
お
い
て
三
と
説
く
。
尊
卑
・
男
女
・
根
性
、
同
じ
か
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
願
じ
て
言
ふ
、

〈
わ
が
国
土
を
し
て
、
み
な
こ
れ
大
乗
平
等
一
味
に
し
て
、
敗
根
の
種
子
、
畢
竟
じ
て
生
ぜ
ず
、
女
人
・

残
欠
の
名
字
も
ま
た
断
ぜ
し
め
ん
こ
と
を
〉
と
。〈
大
義
〉
と
言
ふ
は
、
大
乗
の
ゆ
ゑ
ん
な
り
。〈
門
〉
と

は
、
大
義
に
通
ず
る
の
ゆ
ゑ
ん
な
り
。
人
、
城
に
造い
た
り
て
門
を
得
れ
ば
す
な
は
ち
入
る
が
ご
と
し
。
も
し

安
楽
国
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
者
あ
ら
ば
、こ
れ
す
な
は
ち
大
乗
を
成
就
す
る
の
門
な
り
。
問
ひ
て
曰
く
、

法
蔵
菩
薩
の
願
に
言
ふ
、〈
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
ん
に
、
国
中
の
声
聞
、
よ
く
計
量
し
て
そ
の
数
を
知
る

こ
と
あ
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
〉
と
。
乃
至 

初
会
の
声
聞
、
あ
げ
て
計
る
べ
か
ら
ず
。
菩
薩
も
ま
た
し
か

り
。
龍
猛
菩
薩
、讃
じ
て
言
は
く
、〈
三
界
の
獄
を
超
出
し
、目
は
蓮
華
葉
の
ご
と
し
、声
聞
衆
無
量
な
り
、

こ
の
ゆ
ゑ
に
稽
首
礼
す
〉
と
。
か
く
の
ご
と
く
処
処
に
、
安
楽
国
に
声
聞
衆
あ
り
と
説
き
て
、
無
し
と
言

は
ず
。
今
こ
の
論
に
、
二
乗
の
名
な
し
と
説
く
。
前
と
相
違
す
。
い
か
ん
が
和
会
す
る
。
答
へ
て
曰
く
、

如
実
道
理
と
し
て
、
安
楽
浄
土
に
は
、
す
な
は
ち
声
聞・独
覚
あ
る
べ
か
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
経
の
中
に
説
く
、

〈
釈
迦
牟
尼
仏
は
、
五
濁
の
世
に
出
づ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
一
を
分
か
ち
て
三
と
な
す
〉
と
。
宜
に
随
っ
て
化

度
す
。
安
楽
浄
土
は
す
で
に
五
濁
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
三
乗
な
し
。
こ
の
義
明
ら
か
な
り
。
ま
た

経
に
言
ふ
が
ご
と
し
、〈
声
聞
は
何
に
お
い
て
解
脱
を
得
ん
。
た
だ
虚
妄
を
離
る
る
を
、
名
づ
け
て
解
脱

と
な
す
。し
か
る
に
実
に
は
、未
だ
一
切
解
脱
を
得
ず
。そ
れ
未
だ
無
上
道
を
得
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
〉

と
。
況
ん
や
そ
れ
未
だ
一
切
解
脱
を
得
ざ
れ
ば
、
必
ず
生
ず
る
こ
と
あ
る
べ
し
。
こ
の
阿
羅
漢
は
、
さ
ら

に
ま
た
三
界
中
に
生
ぜ
ざ
れ
ば
、
三
界
の
外
に
、
そ
の
浄
土
を
除
き
て
、
さ
ら
に
生
処
な
し
。
こ
の
ゆ
ゑ

に
、
諸
の
阿
羅
漢
、
た
だ
浄
土
に
生
ず
べ
し
。
し
か
る
に
経
典
の
中
に
、
声
聞
と
言
ふ
は
、
た
だ
こ
れ
他

方
世
界
の
声
聞
、
安
楽
に
来
生
し
、
本
名
に
依
る
が
ゆ
ゑ
に
、
称
し
て
声
聞
と
な
す
。
譬
へ
ば
帝
釈
の
人

間
に
在
る
時
、
憍
尸
迦
を
姓
と
せ
し
に
、
仏
は
人
を
し
て
そ
の
由
来
を
識
ら
し
め
ん
と
欲
し
て
、
帝
釈
と

語
る
時
、
憍
尸
迦
と
称
す
る
が
ご
と
し
。
ま
た
こ
の
論
に
、〈
二
乗
種
は
生
ぜ
ず
〉
と
言
ふ
は
、
ま
こ
と

に
お
も
へ
ら
く
、
二
乗
の
種
子
は
、
安
楽
国
に
生
ぜ
ざ
れ
ば
な
り
。
ま
た
何
ぞ
も
っ
て
他
方
の
二
乗
種
の

往
生
を
妨
げ
ん
。
自
ら
楽
ふ
に
よ
っ
て
来
生
す
。
こ
の
義
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
諸
の
聖
教
の
中
に
、
声
聞

の
有
無
、
随
っ
て
和
会
す
べ
し
。
問
ひ
て
曰
く
、
名
は
も
っ
て
体
を
彰
す
。
必
ず
体
あ
る
に
よ
っ
て
、
ま

さ
に
名
あ
る
を
得
べ
し
。
し
か
る
に
安
楽
国
は
、
実
に
二
乗
・
女
人
・
根
欠
の
体
な
し
。
さ
ら
に
な
ん
ぞ

三
種
の
名
な
し
と
言
ふ
べ
け
ん
や
。
答
へ
て
曰
く
、
新
発
意
の
菩
薩
、
縁
に
随
っ
て
進
退
す
る
に
、
甚
だ
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の
か
。
答
え
。
二
乗
な
し
と
は
、
定
性
二
乗
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
土
の
二
乗
は
不
定
性
で
あ

り
、
み
な
回
心
し
て
大
乗
に
入
る
。

　
第
三
説
に
、
声
聞
に
二
種
あ
り
、
愚
法
声
聞
は
回
小
向
大
で
き
な
い
が
、
不
愚
法
は
回
小
向
大
す
る
声

聞
で
あ
り
、
小
乗
行
を
修
し
て
い
て
も
大
乗
を
信
じ
往
生
を
願
う
と
言
う
。

　
第
四
説
に
、
回
小
向
大
の
声
聞
は
、
ま
ず
人
執
の
煩
悩
を
断
じ
て
四
果
を
取
る
の
で
阿
羅
漢
と
呼
ば
れ

る
が
、
小
乗
で
は
な
い
。
阿
羅
漢
は
小
乗
の
み
を
指
す
言
葉
で
は
な
い
。
仏
に
対
し
て
も
阿
羅
漢
と
言
う

こ
と
が
あ
る
。『
四
分
律
』
に
は
、
仏
と
阿
若
憍
陳
如
の
二
人
を
指
し
て
阿
羅
漢
と
呼
ん
で
い
る
。『
法
華

経
』（
信
解
品
、『
大
正
蔵
』
九
、一
八
頁
下
）
に
、〈
我
ら
真ま
こ
との

声
聞
な
り
　
仏
道
の
声
を
聞
か
せ
よ
う
〉

と
言
う
声
聞
は
、
菩
薩
の
声
聞
で
あ
り
、〈
我
ら
真ま
こ
との

阿
羅
漢
な
り
　
世
間
の
供
養
に
応
じ
よ
う
〉
と
言

う
阿
羅
漢
は
、
大
乗
の
菩
薩
で
あ
る
。
浄
土
の
声
聞
・
阿
羅
漢
も
、
無
上
菩
提
を
目
指
す
者
で
あ
っ
て
、

二
乗
の
種
で
は
な
い
。『
法
華
経
』
や
『
維
摩
経
』
に
登
場
す
る
阿
難
や
迦
葉
は
、
阿
羅
漢
果
を
得
て
も
、

仏
果
を
目
指
し
て
大
乗
菩
薩
行
を
修
め
て
い
る
。
直
往
の
菩
薩
は
ま
ず
法
執
煩
悩
を
断
じ
、
人
執
は
金
剛

心
に
至
っ
て
頓
に
断
じ
て
成
仏
す
る
。
そ
れ
に
対
し
声
聞
は
、人
執
煩
悩
を
断
じ
て
般
涅
槃
を
得
る
。『
観

無
量
寿
経
』
の
中
品
人
は
、
ま
ず
声
聞
乗
に
よ
っ
て
人
執
煩
悩
を
断
じ
よ
う
と
し
、
極
楽
に
往
生
し
た
後

に
回
心
し
て
仏
果
を
目
指
す
け
れ
ど
も
、
仏
は
も
と
の
修
習
に
応
じ
て
、
ま
ず
四
諦
を
説
い
て
、
人
執
の

見
惑
・
修
惑
を
断
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
見
惑
を
断
ず
る
か
ら
預
流
と
言
い
、
修
惑
を
断
ず
る
か
ら
阿
羅

漢
と
言
う
だ
け
で
、
こ
れ
は
菩
薩
の
行
な
の
で
あ
る
。
も
と
小
乗
で
あ
り
、
迂
回
の
た
め
に
声
聞
と
呼
ぶ

が
、
大
菩
提
を
目
指
す
者
な
の
で
、
菩
薩
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
直
往
と
回
小
向
大
の
頓
漸
二
種
の
菩

薩
が
あ
る
の
で
、〈
無
量
無
辺
の
声
聞
弟
子
が
い
て
、
皆
阿
羅
漢
で
あ
る
〉
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
衆
香
世
界
・
極
楽
世
界
は
と
も
に
大
乗
清
浄
仏
土
で
あ
る
が
、
衆
香
世
界
に
は
声
聞
・
辟
支
仏

の
名
な
く
、
だ
た
大
菩
薩
衆
の
み
あ
り
と
説
か
れ
、
極
楽
世
界
に
は
無
量
無
辺
の
声
聞
弟
子
あ
り
と
説
か

れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
聖
衆
に
通
・
局
の
差
別
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
衆
香
世
界
の
聖
衆
は
、
た
だ

頓
教
大
乗
の
み
を
聞
き
、
極
楽
世
界
の
聖
衆
は
、
通
じ
て
頓
漸
二
種
の
大
乗
の
会
三
帰
一
の
教
を
聞
く
の

で
あ
る
。
菩
提
心
を
発
し
て
菩
薩
行
を
修
す
る
が
、
も
と
の
修
習
に
よ
っ
て
人
執
の
惑
を
断
じ
、
煩
悩
障

の
種
を
断
ず
る
の
で
、
声
聞
・
阿
羅
漢
と
呼
ば
れ
る
け
れ
ど
も
、
と
も
に
大
乗
で
あ
り
、
直
往
・
迂
回
の

別
に
す
ぎ
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
687
）
浄
土
論
迦
才
に
云
う
（
巻
上
、『
大
正
蔵
』
四
七
、八
八
頁
中
）、「
二
乗
人
の
中
、
愚
法
学
人
は
往

生
で
き
な
い
。
十
方
浄
土
の
あ
る
こ
と
を
信
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
菩
薩
人
の
中
、
願
生
し
な
い
者
は
往

生
で
き
な
い
。
愛
楽
心
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二
乗
無
学
人
（
阿
羅
漢
）
は
、
愚
法
・
不
愚
法
を
問
わ
ず
、

願
生
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、み
な
往
生
で
き
る
。
三
界
穢
土
中
に
受
生
の
処
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『
大
智
度
論
』（
巻
九
十
三
、『
大
正
蔵
』
二
五
、七
一
四
頁
上
、
取
意
）
に
、〈
出
過
三
界
の
妙
浄
土
に
阿

羅
漢
が
生
ま
れ
る
〉
と
説
か
れ
る
。
有
学
人
の
こ
と
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
688
）
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
下
に
云
う
（
憬
興
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
五
八
頁
下
）、「〈
当
発
菩
提
心
〉

と
言
う
の
は
、
往
生
を
願
う
者
は
必
ず
菩
提
心
を
発
す
こ
と
を
顕
し
て
い
る
。
定
性
二
乗
は
往
生
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
矛
盾
も
同
類
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
689
）
無
量
寿
論
釈
第
一
に
云
ふ
、「
論
に
曰
く
、〈
大
乗
善
根
の
界
は
、
等
し
く
し
て
譏
嫌
の
名
な
し
、

女
人
お
よ
び
根
欠
、
二
乗
種
は
生
ぜ
ず
〉
と
。
釈
し
て
曰
く
、
こ
れ
は
第
十
六
に
荘
厳
大
義
門
功
徳
成
就

と
名
づ
く
。
し
か
る
ゆ
ゑ
ん
は
、
あ
る
国
土
を
見
る
に
、
菩
薩
賢
聖
等
の
衆
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
濁
世
に

ゆ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
一
に
お
い
て
三
と
説
く
。
尊
卑
・
男
女
・
根
性
、
同
じ
か
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
願
じ
て
言
ふ
、

〈
わ
が
国
土
を
し
て
、
み
な
こ
れ
大
乗
平
等
一
味
に
し
て
、
敗
根
の
種
子
、
畢
竟
じ
て
生
ぜ
ず
、
女
人
・

残
欠
の
名
字
も
ま
た
断
ぜ
し
め
ん
こ
と
を
〉
と
。〈
大
義
〉
と
言
ふ
は
、
大
乗
の
ゆ
ゑ
ん
な
り
。〈
門
〉
と

は
、
大
義
に
通
ず
る
の
ゆ
ゑ
ん
な
り
。
人
、
城
に
造い
た

り
て
門
を
得
れ
ば
す
な
は
ち
入
る
が
ご
と
し
。
も
し

安
楽
国
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
者
あ
ら
ば
、こ
れ
す
な
は
ち
大
乗
を
成
就
す
る
の
門
な
り
。
問
ひ
て
曰
く
、

法
蔵
菩
薩
の
願
に
言
ふ
、〈
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
ん
に
、
国
中
の
声
聞
、
よ
く
計
量
し
て
そ
の
数
を
知
る

こ
と
あ
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
〉
と
。
乃
至 

初
会
の
声
聞
、
あ
げ
て
計
る
べ
か
ら
ず
。
菩
薩
も
ま
た
し
か

り
。
龍
猛
菩
薩
、讃
じ
て
言
は
く
、〈
三
界
の
獄
を
超
出
し
、目
は
蓮
華
葉
の
ご
と
し
、声
聞
衆
無
量
な
り
、

こ
の
ゆ
ゑ
に
稽
首
礼
す
〉
と
。
か
く
の
ご
と
く
処
処
に
、
安
楽
国
に
声
聞
衆
あ
り
と
説
き
て
、
無
し
と
言

は
ず
。
今
こ
の
論
に
、
二
乗
の
名
な
し
と
説
く
。
前
と
相
違
す
。
い
か
ん
が
和
会
す
る
。
答
へ
て
曰
く
、

如
実
道
理
と
し
て
、
安
楽
浄
土
に
は
、
す
な
は
ち
声
聞・独
覚
あ
る
べ
か
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
経
の
中
に
説
く
、

〈
釈
迦
牟
尼
仏
は
、
五
濁
の
世
に
出
づ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
一
を
分
か
ち
て
三
と
な
す
〉
と
。
宜
に
随
っ
て
化

度
す
。
安
楽
浄
土
は
す
で
に
五
濁
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
三
乗
な
し
。
こ
の
義
明
ら
か
な
り
。
ま
た

経
に
言
ふ
が
ご
と
し
、〈
声
聞
は
何
に
お
い
て
解
脱
を
得
ん
。
た
だ
虚
妄
を
離
る
る
を
、
名
づ
け
て
解
脱

と
な
す
。し
か
る
に
実
に
は
、未
だ
一
切
解
脱
を
得
ず
。そ
れ
未
だ
無
上
道
を
得
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
〉

と
。
況
ん
や
そ
れ
未
だ
一
切
解
脱
を
得
ざ
れ
ば
、
必
ず
生
ず
る
こ
と
あ
る
べ
し
。
こ
の
阿
羅
漢
は
、
さ
ら

に
ま
た
三
界
中
に
生
ぜ
ざ
れ
ば
、
三
界
の
外
に
、
そ
の
浄
土
を
除
き
て
、
さ
ら
に
生
処
な
し
。
こ
の
ゆ
ゑ

に
、
諸
の
阿
羅
漢
、
た
だ
浄
土
に
生
ず
べ
し
。
し
か
る
に
経
典
の
中
に
、
声
聞
と
言
ふ
は
、
た
だ
こ
れ
他

方
世
界
の
声
聞
、
安
楽
に
来
生
し
、
本
名
に
依
る
が
ゆ
ゑ
に
、
称
し
て
声
聞
と
な
す
。
譬
へ
ば
帝
釈
の
人

間
に
在
る
時
、
憍
尸
迦
を
姓
と
せ
し
に
、
仏
は
人
を
し
て
そ
の
由
来
を
識
ら
し
め
ん
と
欲
し
て
、
帝
釈
と

語
る
時
、
憍
尸
迦
と
称
す
る
が
ご
と
し
。
ま
た
こ
の
論
に
、〈
二
乗
種
は
生
ぜ
ず
〉
と
言
ふ
は
、
ま
こ
と

に
お
も
へ
ら
く
、
二
乗
の
種
子
は
、
安
楽
国
に
生
ぜ
ざ
れ
ば
な
り
。
ま
た
何
ぞ
も
っ
て
他
方
の
二
乗
種
の

往
生
を
妨
げ
ん
。
自
ら
楽
ふ
に
よ
っ
て
来
生
す
。
こ
の
義
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
諸
の
聖
教
の
中
に
、
声
聞

の
有
無
、
随
っ
て
和
会
す
べ
し
。
問
ひ
て
曰
く
、
名
は
も
っ
て
体
を
彰
す
。
必
ず
体
あ
る
に
よ
っ
て
、
ま

さ
に
名
あ
る
を
得
べ
し
。
し
か
る
に
安
楽
国
は
、
実
に
二
乗
・
女
人
・
根
欠
の
体
な
し
。
さ
ら
に
な
ん
ぞ

三
種
の
名
な
し
と
言
ふ
べ
け
ん
や
。
答
へ
て
曰
く
、
新
発
意
の
菩
薩
、
縁
に
随
っ
て
進
退
す
る
に
、
甚
だ
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勇
猛
な
ら
ざ
る
を
、譏
っ
て
声
聞
と
曰
ふ
が
ご
と
し
。
人
の
諂
曲
に
し
て
ま
た
も
っ
て
怯
弱
な
る
を
、譏
っ

て
女
人
と
曰
ふ
が
ご
と
し
。
ま
た
眼
耳
明
ら
か
に
見
聞
す
と
い
へ
ど
も
、
法
を
視
て
識
ら
ず
、
義
を
聴
き

て
解
せ
ざ
る
を
、譏
っ
て
盲
聾
と
曰
ふ
が
ご
と
し
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
根
あ
り
て
具
足
す
と
い
へ
ど
も
、

此
間
に
は
譏
嫌
の
名
あ
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
す
べ
か
ら
く
〈
乃
至
名
な
し
〉
と
言
ふ
べ
し
。
す
な
は
ち
浄

土
に
は
、
か
く
の
ご
と
き
譏
嫌
の
名
な
き
を
顕
す
。
問
ひ
て
曰
く
、
彼
の
本
願
お
よ
び
所
讃
の
文
を
尋
ぬ

る
に
、
み
な
彼
国
に
は
声
聞
衆
多
し
と
言
ふ
。
こ
の
義
い
か
ん
。
答
へ
て
曰
く
、
声
聞
は
実
際
を
も
っ
て

作
証
と
な
す
。
ゆ
ゑ
に
さ
ら
に
よ
く
仏
道
の
根
牙
を
生
ず
べ
か
ら
ず
。
し
か
る
に
仏
、
本
願
不
思
議
の
威

力
を
も
っ
て
、
摂
し
て
彼
に
生
ぜ
し
め
、
神
力
を
も
っ
て
必
ず
そ
れ
無
上
道
心
を
生
ぜ
し
む
。
し
か
る
に

五
不
思
議
の
中
、
仏
力
も
っ
と
も
こ
れ
不
思
議
な
り
。
よ
く
声
聞
趣
寂
の
人
を
し
て
、
彼
に
加
被
し
、
無

上
道
心
を
生
ぜ
し
む
。
誠
に
こ
れ
甚
深
の
不
可
思
議
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
（
古
逸
）
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
言
う
、〈
大
乗
菩
薩
の

世
界
に
は
　
ほ
と
け
に
な
れ
な
い
者
は
な
い
　
女
人
・
根
欠
さ
ら
に
な
く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
〉

と
。
註
釈
す
る
。
こ
れ
は
第
十
六
、
荘
厳
大
義
門
功
徳
成
就
と
名
づ
け
る
。
そ
の
由
来
は
、
菩
薩
が
あ
る

国
土
を
見
た
時
、
菩
薩
賢
聖
等
の
聖
衆
が
い
た
け
れ
ど
も
、
濁
世
で
あ
っ
た
た
め
、
一
乗
の
法
を
あ
え
て

三
乗
に
分
け
て
説
い
て
い
た
。
ま
た
尊
卑
・
男
女
・
種
性
の
差
別
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
に
願
っ
た
、

〈
わ
が
国
土
で
は
、
み
な
が
大
乗
平
等
一
味
で
、
成
仏
で
き
な
い
よ
う
な
種
性
の
者
は
決
し
て
生
じ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
。
女
人
や
根
欠
と
い
う
よ
う
な
言
葉
さ
え
も
な
い
よ
う
に
し
よ
う
〉
と
。〈
大
義
〉
と
は

大
乗
の
意
で
あ
る
。〈
門
〉
と
は
、
大
義
に
通
ず
る
入
り
口
の
こ
と
で
あ
る
。
人
が
城
に
到
着
し
て
、
門

が
あ
れ
ば
即
座
に
入
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
安
楽
国
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
大
乗
を
成

就
す
る
入
り
口
な
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
法
蔵
菩
薩
の
願
（
第
十
四
願
）
に
、〈
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

し
て
も
、
私
の
世
界
の
声
聞
の
数
に
限
り
が
あ
っ
て
、
そ
の
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
で
あ
る
な
ら

ば
、
私
は
決
し
て
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
〉
と
言
う
。
…
中
略
… 

初
会
の
声
聞
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
で

あ
り
、菩
薩
も
同
様
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
龍
猛
菩
薩
（『
十
住
毘
婆
沙
論
』
巻
五
、易
行
品
、『
大
正
蔵
』

二
六
、四
三
頁
中
）
は
、〈
ま
よ
い
の
世
界
を
超
え
出
で
て
　
蓮
華
の
よ
う
な
目
を
持
っ
た
　
声
聞
衆
に
囲

ま
れ
た
　
阿
弥
陀
如
来
を
礼
拝
す
〉
と
歌
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
聖
教
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、
安
楽
国

に
声
聞
衆
あ
り
と
説
か
れ
れ
て
い
る
。
な
し
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
。
本
論
の
、〈
二
乗
と
い
う
言
葉
も

な
い
〉
と
い
う
教
説
と
異
な
っ
て
い
る
。
ど
う
会
通
す
る
の
か
。
答
え
。
如
実
の
道
理
と
し
て
は
、
安
楽

浄
土
に
は
声
聞
・
独
覚
は
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
経（『
法
華
経
』方
便
品
、『
大
正
蔵
』九
、七
頁
中
）

に
、〈
釈
迦
牟
尼
仏
は
、
五
濁
の
世
に
お
出
ま
し
に
な
っ
た
の
で
、
一
乗
の
教
え
を
あ
え
て
三
乗
に
分
け

て
説
か
れ
た
〉
と
言
う
よ
う
に
、
仏
は
、
機
根
に
応
じ
て
教
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
安
楽
浄
土
は
五
濁
の

境
界
で
は
な
い
の
で
、三
乗
の
区
別
は
な
い
。そ
れ
は
明
白
で
あ
る
。経（『
法
華
経
』譬
喩
品
、『
大
正
蔵
』九
、

一
五
頁
中
）に
は
、〈
声
聞
は
ど
の
よ
う
に
し
て
解
脱
を
得
る
の
か
。た
だ
虚
妄
分
別
を
離
れ
る
こ
と
を
も
っ

て
解
脱
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
に
は
、
未
だ
一
切
解
脱
を
得
て
い
な
い
。
無
上
の
悟
り
を
得
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
〉
と
説
か
れ
て
い
る
。
一
切
解
脱
を
得
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
必
ず
再
び
生
ま
れ
る
は

ず
で
あ
る
。
阿
羅
漢
は
、
三
界
中
に
は
生
ま
れ
な
い
の
で
、
三
界
の
外
の
浄
土
の
ほ
か
に
は
生
処
が
な
か

ろ
う
。
よ
っ
て
阿
羅
漢
は
浄
土
に
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
経
に
声
聞
と
言
う
の
は
、
他
方
世
界
の

声
聞
が
安
楽
国
に
来
生
し
た
際
に
、
も
と
の
名
で
声
聞
と
呼
ば
れ
る
場
合
が
あ
る
。
帝
釈
天
が
人
間
世
界

に
い
た
時
に
憍
尸
迦
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
が
人
々
に
そ
の
由
来
を
知
ら
せ
よ
う
と
し
て
、
帝

釈
天
と
語
る
際
に
、
憍
尸
迦
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
本
論
に
、〈
二
乗
種
は
生
ぜ

ず
〉
と
説
か
れ
る
の
は
、
安
楽
国
に
は
二
乗
の
種
子
が
生
じ
な
い
と
い
う
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
。
他
方
世

界
の
二
乗
種
の
往
生
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
ら
は
自
分
の
意
思
で
来
生
す
る
の
で
あ
る
。
聖
教
の

中
、
声
聞
の
有
無
に
異
説
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
会
通
し
て
理
解
せ
よ
。

　
問
う
。
名
（
言
葉
）
は
体
（
実
体
）
を
表
現
す
る
道
具
で
あ
る
。
体
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
名
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
安
楽
国
に
は
、
二
乗
・
女
人
・
根
欠
の
体
は
な
い
。
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
三
種
の
名
な
し
と
言
う
必

要
が
あ
る
の
か
。
答
え
。
発
心
し
た
ば
か
り
の
入
門
の
菩
薩
が
、
縁
に
よ
っ
て
進
退
し
、
勇
猛
で
な
い
こ

と
を
譏
っ
て
声
聞
と
呼
ぶ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
人
に
媚
び
、
臆
病
な
者
を
譏
っ
て
女
人
と
呼
ぶ
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
眼
も
見
え
耳
も
聞
こ
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
真
実
を
わ
き
ま
え
ず
、
義
理
を
理
解
で
き
な

い
者
を
譏
っ
て
盲
聾
と
呼
ぶ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
娑
婆
に
は
譏
嫌
の
実
体
が
な
く
て
も
言
葉
だ
け
が
あ

る
場
合
も
あ
る
。
だ
か
ら
〈
言
葉
さ
え
も
な
い
〉
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
浄
土
に
は
譏
嫌
の
言
葉
も
な

い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

　
問
う
。『
無
量
寿
経
』の
本
願
文
や
、そ
れ
を
讃
嘆
す
る
文
に
は
、彼
国
に
は
声
聞
衆
が
多
い
と
説
か
れ
る
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
声
聞
は
、
無
余
涅
槃
を
も
っ
て
究
極
の
証
果
と
見
な
す
。
だ
か
ら
無
上
の
悟
り

を
極
め
る
機
縁
を
断
じ
て
い
る
。
し
か
し
仏
は
、
本
願
不
思
議
の
威
力
に
よ
っ
て
、
声
聞
を
摂
取
し
て
浄

土
に
往
生
さ
せ
、
神
通
力
に
よ
っ
て
無
上
の
悟
り
を
願
う
心
を
起
こ
さ
せ
る
。
五
不
思
議
の
中
、
仏
力
が

も
っ
と
も
不
思
議
で
あ
る
。
無
余
涅
槃
を
目
指
す
声
聞
を
教
化
し
て
、
無
上
の
悟
り
を
願
う
心
を
起
こ
さ

せ
る
と
い
う
働
き
こ
そ
が
、
甚
深
の
不
可
思
議
で
あ
る
」
と
。

（
690
）
無
量
寿
論
釈
巻
第
三
に
云
ふ
、「
論
に
曰
く
、〈
荘
厳
大
義
門
功
徳
成
就
と
は
、
偈
に
、《
大
乗
善
根

の
界
は
、
等
し
く
し
て
譏
嫌
の
名
な
し
、
女
人
お
よ
び
根
欠
、
二
乗
種
は
生
ぜ
ず
》
と
言
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。

浄
土
の
果
報
は
二
種
譏
嫌
の
過
を
離
る
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
一
に
は
体
、
二
に
は
名
な
り
。
体
に
三
種

あ
り
。
一
に
は
二
乗
人
、
二
に
は
女
人
、
三
に
は
諸
根
不
具
足
人
な
り
。
こ
の
三
の
過
な
き
が
ゆ
ゑ
に
体

の
譏
嫌
を
離
る
と
名
づ
く
。
名
と
は
、
ま
た
三
種
あ
り
。
た
だ
三
種
の
体
な
き
の
み
に
あ
ら
ず
、
乃
至
二

乗
人
・
女
人
・
諸
根
不
具
足
人
を
聞
か
ず
。
こ
の
三
種
の
名
な
き
が
ゆ
ゑ
に
、
名
の
譏
嫌
を
離
る
と
名
づ

く
。〈
等
〉
と
は
平
等
一
相
の
ゆ
ゑ
な
り
〉
と
。
釈
し
て
曰
く
、
第
十
六
成
就
は
、
い
か
ん
が
こ
れ
は
こ
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れ
不
可
思
議
な
る
。
譬
へ
ば
諸
天
の
器
を
共
に
す
れ
ど
も
、飯
に
随
福
の
色
あ
り
、足
指
、地
を
按
ず
る
に
、

す
な
は
ち
金
礫
の
旨
を
詳
ら
か
に
す
る
が
ご
と
し
。
し
か
る
に
往
生
を
願
ふ
の
類
は
、
も
と
は
す
な
は
ち

三
三
の
品
な
れ
ど
も
、
今
は
一
二
の
殊
も
な
し
。
ま
た
衆
流
の
海
に
入
れ
ば
一
味
な
る
が
ご
と
し
。
誰
か

思
議
す
べ
け
ん
。〈
大
乗
善
根
界
〉
と
は
、
た
だ
こ
れ
菩
薩
の
み
。
契
経
に
言
ふ
が
ご
と
し
、〈
も
し
彼
土

に
生
ず
れ
ば
、
か
く
の
ご
と
き
功
徳
荘
厳
の
諸
大
士
等
と
と
も
に
、
同
一
に
集
会
す
る
こ
と
を
得
、
か
く

の
ご
と
き
清
浄
仏
土
の
大
乗
法
楽
を
受
用
し
て
、
常
に
退
転
す
る
こ
と
な
し
。
無
量
の
行
願
、
念
念
に
増

進
し
、
速
や
か
に
菩
提
を
証
す
。
彼
仏
土
に
生
ず
る
諸
の
有
情
の
類
は
、
無
量
無
辺
の
功
徳
を
成
就
す
。

少
善
根
の
も
の
、
ま
さ
に
往
生
を
得
べ
き
に
は
あ
ら
ず
〉
と
。
経
に
誠
に
、
三
悪
趣
な
し
と
説
く
に
よ
る

が
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
中
に
お
い
て
、
さ
ら
に
簡
別
せ
ず
。
た
だ
人
天
に
就
て
の
み
、
有
無
を
簡
別
す
。
彼
の

仏
土
に
生
ず
る
人
天
の
中
に
は
、
た
だ
菩
薩
善
根
の
男
子
の
み
あ
り
、
二
乗
・
女
人
・
根
欠
あ
る
こ
と
な

し
。
体
な
き
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
そ
の
名
も
ま
た
な
し
。
し
か
る
に
経
の
中
に
言
ふ
、〈
声
聞
衆
乃
至

雑
色
衆
鳥
、
命
命
鳥
等
あ
り
〉
と
。
薬
叉
・
揵
達
縛
等
八
部
の
属
を
取
る
と
言
ふ
。
か
く
の
ご
と
き
は
み

な
こ
れ
無
量
寿
仏
の
変
化
し
て
作
る
と
こ
ろ
な
り
。
そ
れ
を
し
て
無
量
の
法
音
を
宣
暢
し
て
、
有
情
を
利

楽
せ
し
む
。
或
は
諸
菩
薩
、
声
聞
天
龍
等
の
身
を
化
作
し
、
浄
土
中
に
住
し
て
も
っ
て
仏
を
供
養
す
。
或

は
自
ら
身
を
化
し
て
声
聞
等
と
な
り
、
如
来
を
翼
従
す
。
説
法
会
を
荘
厳
せ
ん
と
欲
す
る
た
め
の
ゆ
ゑ
な

り
。
所
作
の
縁
を
成
就
し
て
、
智
恵
に
随
順
し
、
普
く
遊
化
せ
ん
と
欲
す
る
た
め
の
ゆ
ゑ
な
り
。
摩
訶
劫

賓
拏
王
を
調
伏
せ
ん
が
た
め
に
、勝
軍
王
を
化
し
て
、転
輪
帝
と
な
す
が
ご
と
し
。七
宝
を
も
っ
て
荘
厳
し
、

眷
属
囲
繞
す
。
ま
た
あ
る
経
の
中
に
、無
量
寿
仏
に
父
母
等
あ
り
と
い
ふ
も
、ま
た
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。

仏
お
よ
び
菩
薩
、
現
じ
て
父
母
と
な
り
、
分
段
身
を
化
し
て
、
下
劣
胎
生
の
縁
を
引
き
、
速
か
に
成
就
せ

ん
が
た
め
の
ゆ
ゑ
な
り
。
言
ふ
所
の
〈
種
〉
と
は
、
こ
れ
定
業
種
な
り
。
も
し
人
、
決
定
し
て
三
種
の
業

あ
ら
ば
、
浄
土
の
行
を
脩
す
と
い
へ
ど
も
、
ま
た
往
生
を
得
ず
。
一
に
は
、
此
国
の
男
女
、
女
因
を
種
ゑ
、

決
定
し
て
女
人
の
報
を
招
く
べ
き
者
な
り
。
浄
土
の
中
に
は
女
人
な
き
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
ま
た
勧
む

べ
か
ら
ず
。
す
な
は
ち
こ
れ
業
障
な
り
。
二
に
は
、
盲
聾
等
の
根
欠
の
因
を
種
う
れ
ば
、
定
ん
で
ま
た
生

ぜ
ず
。
三
に
は
、
方
等
お
よ
び
十
方
仏
を
信
ぜ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
得
ず
。
有
所
得
に
し
て
大
乗
を
学
ぶ
人
、

無
性
有
情
あ
り
て
成
仏
せ
ず
等
と
言
ふ
も
ま
た
生
を
得
ず
。
そ
れ
た
だ
声
聞
蔵
の
法
、五
種
種
性
を
信
じ
、

大
乗
の
悉
有
仏
性
皆
成
仏
を
信
ぜ
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
な
り
。
彼
土
に
生
ず
る
者
は
、
必
ず
菩
提
を
証

す
。
薄
信
の
愚
、
何
ぞ
往
生
を
得
ん
や
。〈
平
等
一
相
〉
と
は
、
謂
く
菩
薩
の
根
な
り
。
経
の
中
に
言
ふ

が
ご
と
し
、〈
菩
薩
の
根
を
起
こ
し
て
、礼
仏
大
（
礼
仏
大
＝
取
仏
土
…
…
仏
土
を
取
る
？
）〉
と
。
菩
薩
の
根
と
は
、

こ
れ
菩
提
心
な
り
。
す
な
は
ち
信
等
の
五
根
を
も
っ
て
、
彼
土
に
往
生
す
と
な
す
は
、〈
諸
根
明
利
な
り
〉

と
い
ふ
、
す
な
は
ち
こ
の
義
な
り
。
ま
た
た
だ
無
漏
の
恵
根
を
も
っ
て
、
彼
土
に
往
生
す
と
な
す
は
、〈
智

恵
成
満
し
、
深
く
諸
法
に
入
る
〉
と
い
ふ
、
す
な
は
ち
こ
の
義
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
（
古
逸
）
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
言
う
、〈
荘
厳
大
義
門

功
徳
成
就
と
は
、
偈
に
、《
大
乗
菩
薩
の
世
界
に
は
　
ほ
と
け
に
な
れ
な
い
者
は
な
い
　
女
人
・
根
欠
さ

ら
に
な
く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
》
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
。
浄
土
の
果
報
に
は
、
二
種
の
譏

嫌
す
べ
き
過
失
が
捨
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
の
一
は
体
、
二
は
名
で
あ
る
。
体
に
三
種

あ
る
。
一
は
二
乗
人
、
二
は
女
人
、
三
は
諸
根
不
具
足
人
で
あ
る
。
こ
の
三
種
の
過
失
が
な
い
か
ら
体
の

譏
嫌
が
捨
離
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
名
に
も
ま
た
三
種
あ
る
。
た
だ
三
種
の
体
を
捨
離
す
る
の
み
な
ら
ず
、

二
乗
人
・
女
人
・
諸
根
不
具
足
人
と
い
う
言
葉
さ
え
聞
か
れ
な
い
。
こ
の
三
種
の
言
葉
が
な
い
の
で
、
名

の
譏
嫌
が
捨
離
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。《
等
》
と
は
、
皆
が
等
し
い
姿
だ
か
ら
で
あ
る
〉
と
。
註
釈
す
る
。

第
十
六
成
就
は
、
な
に
ゆ
え
不
可
思
議
で
あ
る
の
か
。
諸
天
は
同
じ
器
で
食
事
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
福
徳
に
よ
っ
て
食
べ
物
が
異
な
る
よ
う
に
、
ま
た
釈
尊
が
足
指
で
地
を
踏
ま
れ
る
と
、
瓦
礫
の
地
が

黄
金
の
大
地
と
な
る
よ
う
に
、
此
土
で
願
生
す
る
者
に
は
九
品
の
差
別
が
る
あ
る
け
れ
ど
も
、
往
生
の
後

に
は
全
く
差
別
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
衆
多
の
流
れ
も
、
海
に
入
れ
ば
一
つ
の
味
に
な
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
誰
に
も
思
議
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。〈
大
乗
善
根
界
〉
と
は
、
浄
土
は
菩
薩
だ
け
の
世
界
で

あ
る
こ
と
を
言
う
。『
称
讃
浄
土
経
』（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
九
頁
下
～
三
五
〇
頁
上
）
に
は
、〈
彼
土

に
往
生
す
れ
ば
、
功
徳
荘
厳
を
成
就
し
た
大
菩
薩
と
同
じ
会
座
に
集
う
こ
と
が
で
き
、
清
浄
仏
土
の
大
乗

の
教
え
を
享
受
し
て
、
決
し
て
退
転
す
る
こ
と
な
く
、
無
量
の
行
願
が
念
念
に
増
進
し
、
速
や
か
に
悟
り

を
得
る
。
彼
の
仏
土
に
生
ま
れ
る
人
々
は
、
無
量
無
辺
の
功
徳
を
成
就
す
る
。
少
善
根
の
者
が
往
生
で
き

る
よ
う
な
所
で
は
な
い
〉
と
説
か
れ
る
。
経
（『
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
等
）
に
、
三
悪
趣
な
し
と
明

言
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
論
に
は
三
悪
趣
の
有
無
に
つ
い
て
は
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
人
・
天
に
つ

い
て
の
み
、
そ
の
有
無
を
論
じ
て
い
る
。
彼
の
仏
土
に
生
ま
れ
る
人
・
天
の
中
に
は
、
た
だ
菩
薩
善
根
の

男
子
の
み
あ
っ
て
、
二
乗
・
女
人
・
根
欠
は
い
な
い
。
体
が
な
い
の
で
、
そ
の
名
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
称

讃
浄
土
経
』（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
九
頁
中
）
に
、〈
声
聞
衆
…
中
略
…
種
々
の
鳥
や
共
命
鳥
な
ど
が
い
る
〉

と
言
う
。
薬
叉
・
揵
達
縛
等
、
龍
神
八
部
衆
も
い
る
と
言
う
。
そ
れ
ら
は
み
な
、
無
量
寿
仏
が
現
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
無
量
の
法
音
を
説
か
せ
て
、
人
々
を
利
益
す
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
諸
菩

薩
が
、
声
聞
や
天
龍
等
を
現
出
し
て
、
浄
土
に
お
い
て
仏
を
供
養
さ
せ
、
あ
る
い
は
菩
薩
が
自
ら
声
聞
等

の
姿
と
な
っ
て
、
如
来
を
補
佐
す
る
の
で
あ
る
。
説
法
の
会
座
を
荘
厳
し
よ
う
と
い
う
意
図
で
あ
る
。
そ

の
縁
を
成
就
し
て
、
智
慧
を
高
め
、
広
く
教
化
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
釈
尊
が
摩
訶
劫
賓
拏
王
を

調
伏
す
る
た
め
に
、
勝
軍
王
（
パ
セ
ナ
ー
デ
ィ
王
）
を
転
輪
聖
王
の
姿
に
変
化
さ
せ
た
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
七
宝
に
よ
っ
て
荘
厳
し
て
仏
を
取
り
囲
む
の
で
あ
る
。
ま
た
あ
る
経
（『
鼓
音
声
王
経
』）
に
、
無
量

寿
仏
に
父
母
等
あ
り
と
言
う
の
も
同
様
で
あ
る
。
仏
お
よ
び
菩
薩
が
、父
母
と
な
っ
て
凡
夫
の
姿
を
現
し
、

下
劣
胎
生
の
者
を
導
き
、
速
か
に
仏
道
を
成
就
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。〈
種
〉
と
は
、
定
業

種
を
指
す
。
三
種
の
決
定
業
が
あ
る
と
、
浄
土
の
行
を
修
し
て
も
往
生
で
き
な
い
。
そ
の
一
は
、
娑
婆
に

お
い
て
女
人
の
因
を
種
え
、
決
定
し
て
女
人
の
報
を
招
く
者
で
あ
る
。
浄
土
に
は
女
人
が
い
な
い
か
ら
で
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れ
不
可
思
議
な
る
。
譬
へ
ば
諸
天
の
器
を
共
に
す
れ
ど
も
、飯
に
随
福
の
色
あ
り
、足
指
、地
を
按
ず
る
に
、

す
な
は
ち
金
礫
の
旨
を
詳
ら
か
に
す
る
が
ご
と
し
。
し
か
る
に
往
生
を
願
ふ
の
類
は
、
も
と
は
す
な
は
ち

三
三
の
品
な
れ
ど
も
、
今
は
一
二
の
殊
も
な
し
。
ま
た
衆
流
の
海
に
入
れ
ば
一
味
な
る
が
ご
と
し
。
誰
か

思
議
す
べ
け
ん
。〈
大
乗
善
根
界
〉
と
は
、
た
だ
こ
れ
菩
薩
の
み
。
契
経
に
言
ふ
が
ご
と
し
、〈
も
し
彼
土

に
生
ず
れ
ば
、
か
く
の
ご
と
き
功
徳
荘
厳
の
諸
大
士
等
と
と
も
に
、
同
一
に
集
会
す
る
こ
と
を
得
、
か
く

の
ご
と
き
清
浄
仏
土
の
大
乗
法
楽
を
受
用
し
て
、
常
に
退
転
す
る
こ
と
な
し
。
無
量
の
行
願
、
念
念
に
増

進
し
、
速
や
か
に
菩
提
を
証
す
。
彼
仏
土
に
生
ず
る
諸
の
有
情
の
類
は
、
無
量
無
辺
の
功
徳
を
成
就
す
。

少
善
根
の
も
の
、
ま
さ
に
往
生
を
得
べ
き
に
は
あ
ら
ず
〉
と
。
経
に
誠
に
、
三
悪
趣
な
し
と
説
く
に
よ
る

が
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
中
に
お
い
て
、
さ
ら
に
簡
別
せ
ず
。
た
だ
人
天
に
就
て
の
み
、
有
無
を
簡
別
す
。
彼
の

仏
土
に
生
ず
る
人
天
の
中
に
は
、
た
だ
菩
薩
善
根
の
男
子
の
み
あ
り
、
二
乗
・
女
人
・
根
欠
あ
る
こ
と
な

し
。
体
な
き
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
そ
の
名
も
ま
た
な
し
。
し
か
る
に
経
の
中
に
言
ふ
、〈
声
聞
衆
乃
至

雑
色
衆
鳥
、
命
命
鳥
等
あ
り
〉
と
。
薬
叉
・
揵
達
縛
等
八
部
の
属
を
取
る
と
言
ふ
。
か
く
の
ご
と
き
は
み

な
こ
れ
無
量
寿
仏
の
変
化
し
て
作
る
と
こ
ろ
な
り
。
そ
れ
を
し
て
無
量
の
法
音
を
宣
暢
し
て
、
有
情
を
利

楽
せ
し
む
。
或
は
諸
菩
薩
、
声
聞
天
龍
等
の
身
を
化
作
し
、
浄
土
中
に
住
し
て
も
っ
て
仏
を
供
養
す
。
或

は
自
ら
身
を
化
し
て
声
聞
等
と
な
り
、
如
来
を
翼
従
す
。
説
法
会
を
荘
厳
せ
ん
と
欲
す
る
た
め
の
ゆ
ゑ
な

り
。
所
作
の
縁
を
成
就
し
て
、
智
恵
に
随
順
し
、
普
く
遊
化
せ
ん
と
欲
す
る
た
め
の
ゆ
ゑ
な
り
。
摩
訶
劫

賓
拏
王
を
調
伏
せ
ん
が
た
め
に
、勝
軍
王
を
化
し
て
、転
輪
帝
と
な
す
が
ご
と
し
。七
宝
を
も
っ
て
荘
厳
し
、

眷
属
囲
繞
す
。
ま
た
あ
る
経
の
中
に
、無
量
寿
仏
に
父
母
等
あ
り
と
い
ふ
も
、ま
た
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。

仏
お
よ
び
菩
薩
、
現
じ
て
父
母
と
な
り
、
分
段
身
を
化
し
て
、
下
劣
胎
生
の
縁
を
引
き
、
速
か
に
成
就
せ

ん
が
た
め
の
ゆ
ゑ
な
り
。
言
ふ
所
の
〈
種
〉
と
は
、
こ
れ
定
業
種
な
り
。
も
し
人
、
決
定
し
て
三
種
の
業

あ
ら
ば
、
浄
土
の
行
を
脩
す
と
い
へ
ど
も
、
ま
た
往
生
を
得
ず
。
一
に
は
、
此
国
の
男
女
、
女
因
を
種
ゑ
、

決
定
し
て
女
人
の
報
を
招
く
べ
き
者
な
り
。
浄
土
の
中
に
は
女
人
な
き
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
ま
た
勧
む

べ
か
ら
ず
。
す
な
は
ち
こ
れ
業
障
な
り
。
二
に
は
、
盲
聾
等
の
根
欠
の
因
を
種
う
れ
ば
、
定
ん
で
ま
た
生

ぜ
ず
。
三
に
は
、
方
等
お
よ
び
十
方
仏
を
信
ぜ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
得
ず
。
有
所
得
に
し
て
大
乗
を
学
ぶ
人
、

無
性
有
情
あ
り
て
成
仏
せ
ず
等
と
言
ふ
も
ま
た
生
を
得
ず
。
そ
れ
た
だ
声
聞
蔵
の
法
、五
種
種
性
を
信
じ
、

大
乗
の
悉
有
仏
性
皆
成
仏
を
信
ぜ
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
な
り
。
彼
土
に
生
ず
る
者
は
、
必
ず
菩
提
を
証

す
。
薄
信
の
愚
、
何
ぞ
往
生
を
得
ん
や
。〈
平
等
一
相
〉
と
は
、
謂
く
菩
薩
の
根
な
り
。
経
の
中
に
言
ふ

が
ご
と
し
、〈
菩
薩
の
根
を
起
こ
し
て
、礼
仏
大
（
礼
仏
大
＝
取
仏
土
…
…
仏
土
を
取
る
？
）〉
と
。
菩
薩
の
根
と
は
、

こ
れ
菩
提
心
な
り
。
す
な
は
ち
信
等
の
五
根
を
も
っ
て
、
彼
土
に
往
生
す
と
な
す
は
、〈
諸
根
明
利
な
り
〉

と
い
ふ
、
す
な
は
ち
こ
の
義
な
り
。
ま
た
た
だ
無
漏
の
恵
根
を
も
っ
て
、
彼
土
に
往
生
す
と
な
す
は
、〈
智

恵
成
満
し
、
深
く
諸
法
に
入
る
〉
と
い
ふ
、
す
な
は
ち
こ
の
義
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
（
古
逸
）
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
言
う
、〈
荘
厳
大
義
門

功
徳
成
就
と
は
、
偈
に
、《
大
乗
菩
薩
の
世
界
に
は
　
ほ
と
け
に
な
れ
な
い
者
は
な
い
　
女
人
・
根
欠
さ

ら
に
な
く
　
二
乗
種
を
も
つ
者
も
な
し
》
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
。
浄
土
の
果
報
に
は
、
二
種
の
譏

嫌
す
べ
き
過
失
が
捨
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
の
一
は
体
、
二
は
名
で
あ
る
。
体
に
三
種

あ
る
。
一
は
二
乗
人
、
二
は
女
人
、
三
は
諸
根
不
具
足
人
で
あ
る
。
こ
の
三
種
の
過
失
が
な
い
か
ら
体
の

譏
嫌
が
捨
離
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
名
に
も
ま
た
三
種
あ
る
。
た
だ
三
種
の
体
を
捨
離
す
る
の
み
な
ら
ず
、

二
乗
人
・
女
人
・
諸
根
不
具
足
人
と
い
う
言
葉
さ
え
聞
か
れ
な
い
。
こ
の
三
種
の
言
葉
が
な
い
の
で
、
名

の
譏
嫌
が
捨
離
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。《
等
》
と
は
、
皆
が
等
し
い
姿
だ
か
ら
で
あ
る
〉
と
。
註
釈
す
る
。

第
十
六
成
就
は
、
な
に
ゆ
え
不
可
思
議
で
あ
る
の
か
。
諸
天
は
同
じ
器
で
食
事
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
福
徳
に
よ
っ
て
食
べ
物
が
異
な
る
よ
う
に
、
ま
た
釈
尊
が
足
指
で
地
を
踏
ま
れ
る
と
、
瓦
礫
の
地
が

黄
金
の
大
地
と
な
る
よ
う
に
、
此
土
で
願
生
す
る
者
に
は
九
品
の
差
別
が
る
あ
る
け
れ
ど
も
、
往
生
の
後

に
は
全
く
差
別
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
衆
多
の
流
れ
も
、
海
に
入
れ
ば
一
つ
の
味
に
な
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
誰
に
も
思
議
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。〈
大
乗
善
根
界
〉
と
は
、
浄
土
は
菩
薩
だ
け
の
世
界
で

あ
る
こ
と
を
言
う
。『
称
讃
浄
土
経
』（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
九
頁
下
～
三
五
〇
頁
上
）
に
は
、〈
彼
土

に
往
生
す
れ
ば
、
功
徳
荘
厳
を
成
就
し
た
大
菩
薩
と
同
じ
会
座
に
集
う
こ
と
が
で
き
、
清
浄
仏
土
の
大
乗

の
教
え
を
享
受
し
て
、
決
し
て
退
転
す
る
こ
と
な
く
、
無
量
の
行
願
が
念
念
に
増
進
し
、
速
や
か
に
悟
り

を
得
る
。
彼
の
仏
土
に
生
ま
れ
る
人
々
は
、
無
量
無
辺
の
功
徳
を
成
就
す
る
。
少
善
根
の
者
が
往
生
で
き

る
よ
う
な
所
で
は
な
い
〉
と
説
か
れ
る
。
経
（『
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
等
）
に
、
三
悪
趣
な
し
と
明

言
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
論
に
は
三
悪
趣
の
有
無
に
つ
い
て
は
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
人
・
天
に
つ

い
て
の
み
、
そ
の
有
無
を
論
じ
て
い
る
。
彼
の
仏
土
に
生
ま
れ
る
人
・
天
の
中
に
は
、
た
だ
菩
薩
善
根
の

男
子
の
み
あ
っ
て
、
二
乗
・
女
人
・
根
欠
は
い
な
い
。
体
が
な
い
の
で
、
そ
の
名
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
称

讃
浄
土
経
』（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
九
頁
中
）
に
、〈
声
聞
衆
…
中
略
…
種
々
の
鳥
や
共
命
鳥
な
ど
が
い
る
〉

と
言
う
。
薬
叉
・
揵
達
縛
等
、
龍
神
八
部
衆
も
い
る
と
言
う
。
そ
れ
ら
は
み
な
、
無
量
寿
仏
が
現
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
無
量
の
法
音
を
説
か
せ
て
、
人
々
を
利
益
す
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
諸
菩

薩
が
、
声
聞
や
天
龍
等
を
現
出
し
て
、
浄
土
に
お
い
て
仏
を
供
養
さ
せ
、
あ
る
い
は
菩
薩
が
自
ら
声
聞
等

の
姿
と
な
っ
て
、
如
来
を
補
佐
す
る
の
で
あ
る
。
説
法
の
会
座
を
荘
厳
し
よ
う
と
い
う
意
図
で
あ
る
。
そ

の
縁
を
成
就
し
て
、
智
慧
を
高
め
、
広
く
教
化
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
釈
尊
が
摩
訶
劫
賓
拏
王
を

調
伏
す
る
た
め
に
、
勝
軍
王
（
パ
セ
ナ
ー
デ
ィ
王
）
を
転
輪
聖
王
の
姿
に
変
化
さ
せ
た
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
七
宝
に
よ
っ
て
荘
厳
し
て
仏
を
取
り
囲
む
の
で
あ
る
。
ま
た
あ
る
経
（『
鼓
音
声
王
経
』）
に
、
無
量

寿
仏
に
父
母
等
あ
り
と
言
う
の
も
同
様
で
あ
る
。
仏
お
よ
び
菩
薩
が
、父
母
と
な
っ
て
凡
夫
の
姿
を
現
し
、

下
劣
胎
生
の
者
を
導
き
、
速
か
に
仏
道
を
成
就
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。〈
種
〉
と
は
、
定
業

種
を
指
す
。
三
種
の
決
定
業
が
あ
る
と
、
浄
土
の
行
を
修
し
て
も
往
生
で
き
な
い
。
そ
の
一
は
、
娑
婆
に

お
い
て
女
人
の
因
を
種
え
、
決
定
し
て
女
人
の
報
を
招
く
者
で
あ
る
。
浄
土
に
は
女
人
が
い
な
い
か
ら
で
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あ
る
。
勧
め
て
は
な
ら
な
い
、
成
仏
の
障
り
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
盲
聾
等
の
根
欠
の
因
を
種
え
た
者
は
、

決
定
し
て
往
生
で
き
な
い
。
そ
の
三
は
、
大
乗
経
典
の
教
え
や
十
方
諸
仏
の
存
在
を
信
じ
な
い
者
は
往
生

で
き
な
い
。
執
着
の
心
を
も
っ
て
大
乗
を
学
び
、
成
仏
の
種
を
持
た
な
い
者
は
決
し
て
成
仏
で
き
な
い
等

と
言
う
者
も
、
往
生
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
者
は
、
声
聞
蔵
の
法
で
あ
る
五
性
各
別
説
を
信
じ
て
、
一
切

衆
生
は
み
な
仏
性
を
持
ち
必
ず
成
仏
す
る
と
い
う
大
乗
の
教
法
を
信
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
浄
土
に
往
生

す
る
者
は
、
必
ず
悟
り
を
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
信
心
の
薄
い
愚
者
が
、
ど
う
し
て
往
生
で
き
よ
う
。〈
平

等
一
相
〉
と
は
、
菩
薩
の
根
を
言
う
。『
維
摩
経
』（
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
四
、五
三
八
五
頁
上
）
に
、〈
菩

薩
の
根
を
起
こ
し
て
、
仏
土
を
取
る
〉
と
説
か
れ
る
。
菩
薩
の
根
と
は
、
菩
提
心
の
こ
と
で
あ
る
。
信
等

の
五
根
を
も
っ
て
彼
土
に
往
生
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、『
無
量
寿
経
』
の
、〈
諸
根
明
利
で
あ
る
〉
と
い

う
教
説
の
意
と
な
り
、
た
だ
無
漏
の
慧
根
の
み
に
よ
っ
て
彼
土
に
往
生
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、『
無
量

寿
経
』
の
、〈
智
慧
成
満
し
、
深
く
諸
法
に
入
る
〉
と
い
う
教
説
の
意
と
な
る
」
と
。

（
691
）
阿
弥
陀
経
疏
に
云
ふ
、「
観
経
に
明
か
す
、
中
品
上
人
は
、
彼
国
に
往
生
し
て
す
な
は
ち
阿
羅
漢
果

を
得
、
中
品
中
人
は
、
彼
国
に
往
生
し
て
七
日
を
経
て
須
陀
洹
を
得
、
中
品
下
人
は
、
西
方
に
生
じ
て
一

小
劫
を
過
ぎ
て
阿
羅
漢
を
成
ず
と
。
し
か
る
に
今
経
に
み
な
羅
漢
と
言
ふ
は
、
蓋
し
終
時
に
就
い
て
言
を

成
す
と
こ
ろ
な
り
。
声
聞
の
有
無
は
、
ま
た
別
に
論
ず
る
が
ご
と
し
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
著
者
不
明
『
阿
弥
陀
経
疏
』（
古
逸
）
に
云
う
、「『
観
無
量
寿
経
』
で
は
、
中
品
上
生
人
は
、

彼
国
に
往
生
し
て
す
ぐ
に
阿
羅
漢
果
を
得
、
中
品
中
生
人
は
、
彼
国
に
往
生
し
て
七
日
を
経
て
須
陀
洹
果

を
得
、
中
品
下
生
人
は
、
西
方
に
生
ま
れ
て
一
小
劫
を
過
ぎ
た
後
に
阿
羅
漢
果
を
成
就
す
る
と
説
か
れ
る
。

一
方
、
本
経
に
、
声
聞
の
弟
子
は
み
な
阿
羅
漢
で
あ
る
と
言
う
の
は
、
お
そ
ら
く
最
終
的
に
は
、
と
い
う

意
味
で
あ
ろ
う
。
声
聞
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
別
所
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
」
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
86
女
人
二
乗
有
無
」
に
は
、
極
楽
往
生
人
の
機
類
に
つ
い
て
、
特
に
女
人
・
二
乗
の
往
生
の
可

否
を
論
ず
る
た
め
の
三
十
九
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
三
の
「
34
九
品
往
生
修
因
」
に
次
い
で
多

く
の
要
文
を
挙
げ
る
論
題
で
あ
る
。

　『
往
生
要
集
』
に
は
、こ
の
問
題
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、比
叡
山
で
は
す
で
に
良
源
『
九
品
往
生
義
』

や
禅
瑜
『
阿
弥
陀
新
十
疑
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
源
信
も
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
で
は
論
述
し
て
い
る
。

　
良
源
『
九
品
往
生
義
』（『
仏
全
』
二
四
、二
四
八
頁
下
～
二
四
九
頁
上
）
で
は
、
中
品
下
生
段
の
釈
中

に
こ
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
中
輩
人
は
み
な
極
楽
で
阿
羅
漢
果
を
得
る
と

説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
教
説
と
、『
浄
土
論
』
の
「
二
乗
種
不
生
」
と
い
う
説
と
の
会
通
を
求
め
、
答
え

て
、
ま
ず
天
台
『
観
経
疏
』
の
文
を
挙
げ
る
。
そ
こ
に
は
、
正
処
小
行
の
者
は
往
生
で
き
な
い
が
、
臨
終

に
発
心
す
る
者
は
往
生
し
、
ま
ず
小
果
を
証
し
た
の
ち
に
大
乗
に
入
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、

『
浄
土
論
』
に
は
決
定
種
の
声
聞
の
こ
と
を
説
き
、『
観
無
量
寿
経
』
に
は
退
菩
提
心
の
声
聞
が
往
生
し
て

再
び
大
心
を
起
こ
し
、
五
劫
・
十
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
と
説
く
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
論
説
に
良
源
が
私
見
を
添
え
る
か
た
ち
で
、『
無
量
寿
経
』第
十
四
願
に
声
聞
無
量
を
願
う
の
は
、

所
願
の
身
土
が
応
身
・
同
居
土
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、『
悲
華
経
』
や
『
浄
土
論
』
に
は
地
上
菩
薩
の
み

を
対
象
と
し
て
報
身
・
報
土
が
説
か
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
禅
瑜
『
阿
弥
陀
新
十
疑
』（
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
資
料
編
所
収
、
二
二
八
～
二
三
〇
頁
）

で
は
、
第
四
疑
に
四
番
の
問
答
を
設
け
て
女
人
・
根
欠
・
二
乗
の
往
生
の
可
否
を
論
じ
て
い
る
。
禅
瑜
は
、

冒
頭
に
天
台
『
十
疑
論
』
第
九
疑
（『
大
正
蔵
』
四
七
、八
〇
頁
中
）
の
説
を
挙
げ
、
そ
れ
を
補
強
す
る
形

で
議
論
を
展
開
す
る
。『
十
疑
論
』
に
は
、『
浄
土
論
』
の
「
女
人
・
根
欠
・
二
乗
種
不
生
」
と
い
う
教
説
は
、

極
楽
に
往
生
す
れ
ば
女
身
・
根
欠
身
・
二
乗
身
を
受
け
な
い
こ
と
を
説
く
の
で
あ
り
、
娑
婆
の
女
人
・
根

欠
・
二
乗
の
往
生
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
見
解
に
禅
瑜
が
私
見
を
加
え

て
ゆ
く
。第
一
問
答
で
は
、通
教
の
三
乗
共
十
地
の
立
場
か
ら
、極
楽
の
声
聞
は
実
は
菩
薩
で
あ
る
と
言
い
、

第
二
問
答
に
は
、
僧
形
を
し
て
い
る
か
ら
声
聞
と
言
う
だ
け
で
あ
る
等
と
言
う
。
第
三
問
答
で
は
、
二
乗

を
定
性
と
不
定
性
と
に
分
け
、
極
楽
に
い
る
の
は
や
が
て
大
乗
に
回
入
す
る
不
定
性
の
声
聞
で
あ
る
と
言

い
、
第
四
問
答
に
は
、
灰
身
滅
智
す
る
決
定
性
の
二
乗
は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

　
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』（『
大
正
蔵
』
五
七
、六
七
七
頁
下
～
六
七
八
頁
上
）
の
説
は
、
本
項
（
660
）

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
源
信
は
、『
阿
弥
陀
経
』
の
教
説
中
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
。
極
楽
に
は

無
数
の
阿
羅
漢
が
い
る
と
言
い
な
が
ら
、
往
生
人
は
み
な
阿
鞞
跋
致
の
菩
薩
で
あ
る
と
言
う
の
は
な
ぜ
か

と
問
う
の
で
あ
る
。
答
え
て
、
ま
ず
天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』
の
説
を
挙
げ
て
、
そ
れ
を
不
十
分
だ
と
言

い
、
次
に
天
台
『
十
疑
論
』
第
九
疑
の
説
を
紹
介
し
て
、
回
心
向
大
し
て
往
生
す
れ
ば
、
二
乗
へ
の
執
心

は
消
え
、
必
ず
無
上
菩
提
を
証
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

　『
往
生
要
集
』が
な
ぜ
こ
の
問
題
を
扱
わ
な
か
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、す
で
に『
観
無
量
寿
経
』『
阿

弥
陀
経
』の
教
説
と
、『
浄
土
論
』の
二
乗
種
不
生
説
と
の
会
通
は
、天
台『
観
経
疏
』『
阿
弥
陀
経
義
記
』『
十

疑
論
』
に
お
い
て
な
さ
れ
て
お
り
、
良
源
・
禅
瑜
に
加
え
て
、
源
信
も
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
で
は
こ
の
問

題
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　『
安
養
集
』「
86
女
人
二
乗
有
無
」
は
、
そ
れ
ら
の
論
述
を
承
け
て
設
け
ら
れ
た
論
題
で
あ
る
。

　
冒
頭
（
653
）『
平
等
覚
経
』
お
よ
び
末
尾
細
註
に
指
摘
さ
れ
た
『
大
阿
弥
陀
経
』、
そ
し
て
次
の
（
654
）

『
無
量
寿
経
』（
第
三
十
五
願
）
に
は
、
女
人
は
、
極
楽
に
往
生
す
る
と
女
人
で
は
な
く
な
る
こ
と
が
説
か

れ
て
い
る
。
特
に
前
者
は
「
変
成
男
子
」
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
女
人
」
に
限
定
し
て
、
そ
の

扱
い
を
論
ず
る
た
め
の
資
料
で
あ
る
。
上
掲
の
天
台
宗
典
籍
で
は
『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
と
『
浄

土
論
』
と
の
会
通
が
議
論
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、『
安
養
集
』
は
、『
無
量
寿
経
』
と
そ
の
異
訳
を
第
一
出

拠
の
経
文
と
し
て
掲
げ
、
ま
ず
「
女
人
有
無
」
の
問
題
か
ら
論
じ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
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次
の
（
655
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
は
、
第
三
十
五
願
の
釈
文
で
、
第
三
十
五
願
の
文
と
、

阿
弥
陀
仏
に
父
母
が
あ
る
と
説
く
『
鼓
音
声
王
経
』
の
説
と
の
会
通
が
な
さ
れ
て
い
る
。
憬
興
は
、『
鼓

音
声
王
経
』
に
は
穢
土
あ
る
い
は
変
化
土
を
説
く
と
い
う
説
や
、
単
に
功
徳
法
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
と
い
う
説
を
退
け
、
私
見
と
し
て
、『
鼓
音
声
王
経
』
所
説
の
父
母
は
化
身
で
あ
る
と
い
う
見

解
と
、
父
母
が
い
た
の
は
仏
が
昔
修
行
し
て
い
た
世
界
で
あ
る
と
い
う
見
解
と
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た

本
文
中
に
引
用
さ
れ
た
『
菩
薩
瓔
珞
経
』
や
『
悲
華
経
』
の
教
説
は
、
以
下
の
諸
文
で
も
盛
ん
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
問
題
を
論
ず
る
た
め
の
重
要
な
資
料
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　（
656
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、
女
人
は
穢
器
な
の
で
極
楽
に
は
い
な
い
と
言
う
。
そ
れ
に
対

し
（
657
）『
群
疑
論
』
巻
五
で
は
、
凡
夫
に
対
し
て
は
女
人
あ
り
と
説
き
、
聖
者
に
対
し
て
は
女
人
な
し

と
説
く
と
言
い
、
機
根
に
応
じ
て
説
き
分
け
ら
れ
て
い
る
と
言
う
。
こ
れ
に
付
随
し
て
、
巻
五
「
52
極
楽

清
泰
同
異
」
の
項
（
370
）
に
掲
げ
た
『
群
疑
論
』
巻
六
の
文
の
参
照
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
に
は
『
鼓
音

声
王
経
』
の
教
説
の
会
通
に
つ
い
て
三
説
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
第
一
・
第
二
は
、（
655
）
で
憬
興
が
否
定

し
た
二
説
に
符
合
し
、
第
三
は
憬
興
が
主
張
す
る
見
解
に
近
い
。

　
以
上
七
文
は
、『
無
量
寿
経
』
を
出
拠
と
す
る
論
義
の
資
料
で
、
主
と
し
て
『
鼓
音
声
王
経
』
と
の
会

通
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
（
658
）
～
（
661
）
に
列
挙
さ
れ
る
の
は
、『
阿
弥
陀
経
』
を
出
拠
と
す
る
論
義
の
資
料
で
あ
り
、

そ
の
中
に
含
ま
れ
る
（
660
）
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
の
論
述
を
手
が
か
り
と
し
て
集
め
ら
れ
た
要
文
で

あ
る
。
冒
頭
（
658
）『
阿
弥
陀
経
』
と
、
そ
の
末
尾
細
註
に
指
摘
さ
れ
た
『
称
讃
浄
土
経
』
に
説
く
、
声

聞
無
量
の
文
が
本
論
題
の
第
二
出
拠
の
経
文
で
あ
り
、
以
下
に
そ
の
諸
註
釈
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　（
659
）
天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』
は
、
阿
鞞
跋
致
（
不
退
転
）
を
文
字
通
り
解
釈
し
て
、
二
乗
は
凡
夫

に
退
転
し
な
い
等
と
言
う
。

　
そ
れ
に
対
し
（
660
）
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』

の
見
解
を
不
十
分
だ
と
言
い
、
天
台
『
十
疑
論
』
を
依
用
し
て
、
浄
土
の
声
聞
は
最
終
的
に
は
回
心
向
大

し
て
無
上
菩
提
を
証
す
る
の
で
あ
る
と
言
う
。

　
最
後
の
（
661
）
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』
だ
け
は
、
先
行
の
天
台
宗
典
籍
に
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
要
文

で
あ
る
。
法
相
宗
の
立
場
か
ら
詳
細
な
議
論
が
な
さ
れ
、
結
論
と
し
て
は
、
極
楽
に
は
増
上
慢
声
聞
は
い

な
い
が
、
応
化
・
定
性
・
発
菩
提
心
の
声
聞
は
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
『
阿
弥
陀
経
』
関
連
の
四
文
に
続
い
て
、『
観
無
量
寿
経
』
を
出
拠
と
す
る
論
義
の
資
料
が
掲
げ

ら
れ
て
ゆ
く
。
主
と
し
て
良
源『
九
品
往
生
義
』を
手
が
か
り
と
し
て
集
め
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭（
662
）『
観

無
量
寿
経
』
は
、
中
輩
段
の
記
述
の
中
、
往
生
人
が
阿
羅
漢
果
を
得
る
と
説
か
れ
た
部
分
で
あ
り
、
本
論

題
の
第
三
出
拠
の
経
文
で
あ
る
。
以
下
（
670
）
ま
で
の
八
文
が
、
そ
の
釈
文
で
あ
る
。

　（
663
）
天
台
『
観
経
疏
』
は
、『
観
無
量
寿
経
』
中
輩
段
の
教
説
と
、『
浄
土
論
』
の
女
人
・
根
欠
・
二

乗
不
生
説
と
を
会
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
良
源
『
九
品
往
生
義
』
に
言
及
さ
れ
て
い
た
部

分
を
含
む
長
文
で
、
良
源
が
引
用
し
た
、
正
処
小
行
の
者
は
往
生
で
き
な
い
が
、
臨
終
に
発
心
す
る
者
は

往
生
し
、
ま
ず
小
果
を
証
し
た
の
ち
に
大
乗
に
入
る
と
い
う
見
解
に
加
え
、
女
人
・
根
欠
の
有
無
に
つ
い

て
の
問
答
の
文
を
も
挙
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
穢
土
の
女
人
・
根
欠
も
善
心
が
あ
れ
ば
往
生
し
、
浄
土

で
は
女
身
・
根
欠
身
を
離
れ
る
と
い
う
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　（
664
）
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
は
そ
の
釈
文
で
、天
台
『
観
経
疏
』
の
論
説
を
詳
細
に
吟
味
し
て
い
る
。

願
生
心
を
発
す
者
は
大
乗
種
で
あ
る
と
い
う
見
解
な
ど
は
、
源
清
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

　（
665
）
浄
影
『
観
経
義
疏
』
は
、
こ
の
論
義
の
嚆
矢
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
天
台
『
観
経
疏
』
が
全
面
的

に
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。そ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
た
め
の
要
文
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　（
666
）
善
導
『
観
経
疏
』
玄
義
分
で
は
、
浄
土
に
お
け
る
聞
法
に
よ
っ
て
大
乗
の
心
が
生
ず
る
こ
と
を

主
張
し
て
い
る
。
往
生
の
後
に
観
音
・
勢
至
の
導
き
に
よ
っ
て
菩
提
心
を
発
す
と
い
う
、『
観
無
量
寿
経
』

下
品
段
の
教
説
に
注
目
し
た
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
見
解
で
あ
る
。

　（
667
）
天
台
『
観
経
疏
』
は
、
良
源
『
九
品
往
生
義
』
が
（
663
）
の
文
に
続
い
て
引
用
し
た
箇
所
を
含

む
長
文
で
あ
り
、
決
定
種
の
声
聞
は
往
生
で
き
な
い
が
、
退
菩
提
の
声
聞
は
往
生
で
き
る
と
い
う
見
解
が

示
さ
れ
て
い
る
。（
668
）
法
聡
『
釈
観
経
記
』（
669
）
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
は
、
そ
の
釈
文
で
あ
る
。

　（
670
）
龍
興
『
観
経
記
』
に
は
、
定
性
二
乗
と
無
性
は
往
生
で
き
な
い
、
と
い
う
法
相
宗
の
基
本
姿
勢

が
示
さ
れ
て
い
る
。『
観
無
量
寿
経
』
を
出
拠
と
す
る
要
文
群
に
お
い
て
も
、『
阿
弥
陀
経
』
関
連
の
要
文

群
と
同
様
、
末
尾
に
法
相
宗
と
の
対
論
を
想
定
し
た
要
文
を
挙
げ
て
い
る
。

　
次
に
掲
げ
ら
れ
た
、（
671
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、
決
定
種
（
愚
法
）
の
女
人
・
根
欠
・
二
乗
は
往
生

で
き
な
い
が
、
回
心
向
大
す
る
（
不
愚
法
）
二
乗
は
往
生
で
き
る
と
い
う
見
解
を
示
し
、
加
え
て
『
大
智

度
論
』
に
よ
っ
て
、
阿
羅
漢
は
愚
法
・
不
愚
法
と
も
に
往
生
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、
以

下
に
も
散
見
し
、
唐
や
新
羅
に
お
い
て
、
一
定
の
評
価
を
得
た
説
で
あ
る
と
言
え
る
。

　（
672
）
伝
元
暁
『
遊
心
安
楽
道
』
は
、（
671
）
迦
才
『
浄
土
論
』
の
記
述
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

元
暁
の
真
撰
で
あ
る
（
674
）『
阿
弥
陀
経
疏
』
や
、
そ
の
末
尾
註
記
に
指
摘
さ
れ
た
（
422
）『
無
量
寿
経
宗

要
』
と
は
別
の
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
て
、『
遊
心
安
楽
道
』
が
偽
撰
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
な
り
得

る
文
で
あ
る
。

　（
673
）
伝
基
『
西
方
要
決
』
も
、（
671
）
迦
才
『
浄
土
論
』
の
立
場
に
近
く
、
次
の
引
文
の
末
尾
註
記
に

指
摘
さ
れ
た
（
419
）
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』
の
論
調
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　（
674
）
元
暁
『
阿
弥
陀
経
疏
』
は
、『
鼓
音
声
王
経
』
所
説
の
仏
の
父
母
を
浄
土
の
変
化
身
で
あ
る
と
言
う
。

本
引
文
の
末
尾
註
記
に
指
摘
さ
れ
た
、（
422
）
元
暁
『
無
量
寿
経
宗
要
』
の
見
解
と
同
じ
で
あ
り
、（
672
）『
遊

心
安
楽
道
』
と
は
論
調
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
（
671
）
～
（
674
）
の
四
文
お
よ
び
そ
の
末
尾
の
註
記
に
指
摘
さ
れ
た
二
文
に
は
、
迦
才
・
元
暁
の
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次
の
（
655
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
は
、
第
三
十
五
願
の
釈
文
で
、
第
三
十
五
願
の
文
と
、

阿
弥
陀
仏
に
父
母
が
あ
る
と
説
く
『
鼓
音
声
王
経
』
の
説
と
の
会
通
が
な
さ
れ
て
い
る
。
憬
興
は
、『
鼓

音
声
王
経
』
に
は
穢
土
あ
る
い
は
変
化
土
を
説
く
と
い
う
説
や
、
単
に
功
徳
法
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
と
い
う
説
を
退
け
、
私
見
と
し
て
、『
鼓
音
声
王
経
』
所
説
の
父
母
は
化
身
で
あ
る
と
い
う
見

解
と
、
父
母
が
い
た
の
は
仏
が
昔
修
行
し
て
い
た
世
界
で
あ
る
と
い
う
見
解
と
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た

本
文
中
に
引
用
さ
れ
た
『
菩
薩
瓔
珞
経
』
や
『
悲
華
経
』
の
教
説
は
、
以
下
の
諸
文
で
も
盛
ん
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
問
題
を
論
ず
る
た
め
の
重
要
な
資
料
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　（
656
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、
女
人
は
穢
器
な
の
で
極
楽
に
は
い
な
い
と
言
う
。
そ
れ
に
対

し
（
657
）『
群
疑
論
』
巻
五
で
は
、
凡
夫
に
対
し
て
は
女
人
あ
り
と
説
き
、
聖
者
に
対
し
て
は
女
人
な
し

と
説
く
と
言
い
、
機
根
に
応
じ
て
説
き
分
け
ら
れ
て
い
る
と
言
う
。
こ
れ
に
付
随
し
て
、
巻
五
「
52
極
楽

清
泰
同
異
」
の
項
（
370
）
に
掲
げ
た
『
群
疑
論
』
巻
六
の
文
の
参
照
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
に
は
『
鼓
音

声
王
経
』
の
教
説
の
会
通
に
つ
い
て
三
説
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
第
一
・
第
二
は
、（
655
）
で
憬
興
が
否
定

し
た
二
説
に
符
合
し
、
第
三
は
憬
興
が
主
張
す
る
見
解
に
近
い
。

　
以
上
七
文
は
、『
無
量
寿
経
』
を
出
拠
と
す
る
論
義
の
資
料
で
、
主
と
し
て
『
鼓
音
声
王
経
』
と
の
会

通
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
（
658
）
～
（
661
）
に
列
挙
さ
れ
る
の
は
、『
阿
弥
陀
経
』
を
出
拠
と
す
る
論
義
の
資
料
で
あ
り
、

そ
の
中
に
含
ま
れ
る
（
660
）
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
の
論
述
を
手
が
か
り
と
し
て
集
め
ら
れ
た
要
文
で

あ
る
。
冒
頭
（
658
）『
阿
弥
陀
経
』
と
、
そ
の
末
尾
細
註
に
指
摘
さ
れ
た
『
称
讃
浄
土
経
』
に
説
く
、
声

聞
無
量
の
文
が
本
論
題
の
第
二
出
拠
の
経
文
で
あ
り
、
以
下
に
そ
の
諸
註
釈
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　（
659
）
天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』
は
、
阿
鞞
跋
致
（
不
退
転
）
を
文
字
通
り
解
釈
し
て
、
二
乗
は
凡
夫

に
退
転
し
な
い
等
と
言
う
。

　
そ
れ
に
対
し
（
660
）
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』

の
見
解
を
不
十
分
だ
と
言
い
、
天
台
『
十
疑
論
』
を
依
用
し
て
、
浄
土
の
声
聞
は
最
終
的
に
は
回
心
向
大

し
て
無
上
菩
提
を
証
す
る
の
で
あ
る
と
言
う
。

　
最
後
の
（
661
）
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』
だ
け
は
、
先
行
の
天
台
宗
典
籍
に
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
要
文

で
あ
る
。
法
相
宗
の
立
場
か
ら
詳
細
な
議
論
が
な
さ
れ
、
結
論
と
し
て
は
、
極
楽
に
は
増
上
慢
声
聞
は
い

な
い
が
、
応
化
・
定
性
・
発
菩
提
心
の
声
聞
は
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
『
阿
弥
陀
経
』
関
連
の
四
文
に
続
い
て
、『
観
無
量
寿
経
』
を
出
拠
と
す
る
論
義
の
資
料
が
掲
げ

ら
れ
て
ゆ
く
。
主
と
し
て
良
源『
九
品
往
生
義
』を
手
が
か
り
と
し
て
集
め
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭（
662
）『
観

無
量
寿
経
』
は
、
中
輩
段
の
記
述
の
中
、
往
生
人
が
阿
羅
漢
果
を
得
る
と
説
か
れ
た
部
分
で
あ
り
、
本
論

題
の
第
三
出
拠
の
経
文
で
あ
る
。
以
下
（
670
）
ま
で
の
八
文
が
、
そ
の
釈
文
で
あ
る
。

　（
663
）
天
台
『
観
経
疏
』
は
、『
観
無
量
寿
経
』
中
輩
段
の
教
説
と
、『
浄
土
論
』
の
女
人
・
根
欠
・
二

乗
不
生
説
と
を
会
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
良
源
『
九
品
往
生
義
』
に
言
及
さ
れ
て
い
た
部

分
を
含
む
長
文
で
、
良
源
が
引
用
し
た
、
正
処
小
行
の
者
は
往
生
で
き
な
い
が
、
臨
終
に
発
心
す
る
者
は

往
生
し
、
ま
ず
小
果
を
証
し
た
の
ち
に
大
乗
に
入
る
と
い
う
見
解
に
加
え
、
女
人
・
根
欠
の
有
無
に
つ
い

て
の
問
答
の
文
を
も
挙
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
穢
土
の
女
人
・
根
欠
も
善
心
が
あ
れ
ば
往
生
し
、
浄
土

で
は
女
身
・
根
欠
身
を
離
れ
る
と
い
う
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　（
664
）
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
は
そ
の
釈
文
で
、天
台
『
観
経
疏
』
の
論
説
を
詳
細
に
吟
味
し
て
い
る
。

願
生
心
を
発
す
者
は
大
乗
種
で
あ
る
と
い
う
見
解
な
ど
は
、
源
清
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

　（
665
）
浄
影
『
観
経
義
疏
』
は
、
こ
の
論
義
の
嚆
矢
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
天
台
『
観
経
疏
』
が
全
面
的

に
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。そ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
た
め
の
要
文
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　（
666
）
善
導
『
観
経
疏
』
玄
義
分
で
は
、
浄
土
に
お
け
る
聞
法
に
よ
っ
て
大
乗
の
心
が
生
ず
る
こ
と
を

主
張
し
て
い
る
。
往
生
の
後
に
観
音
・
勢
至
の
導
き
に
よ
っ
て
菩
提
心
を
発
す
と
い
う
、『
観
無
量
寿
経
』

下
品
段
の
教
説
に
注
目
し
た
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
見
解
で
あ
る
。

　（
667
）
天
台
『
観
経
疏
』
は
、
良
源
『
九
品
往
生
義
』
が
（
663
）
の
文
に
続
い
て
引
用
し
た
箇
所
を
含

む
長
文
で
あ
り
、
決
定
種
の
声
聞
は
往
生
で
き
な
い
が
、
退
菩
提
の
声
聞
は
往
生
で
き
る
と
い
う
見
解
が

示
さ
れ
て
い
る
。（
668
）
法
聡
『
釈
観
経
記
』（
669
）
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
は
、
そ
の
釈
文
で
あ
る
。

　（
670
）
龍
興
『
観
経
記
』
に
は
、
定
性
二
乗
と
無
性
は
往
生
で
き
な
い
、
と
い
う
法
相
宗
の
基
本
姿
勢

が
示
さ
れ
て
い
る
。『
観
無
量
寿
経
』
を
出
拠
と
す
る
要
文
群
に
お
い
て
も
、『
阿
弥
陀
経
』
関
連
の
要
文

群
と
同
様
、
末
尾
に
法
相
宗
と
の
対
論
を
想
定
し
た
要
文
を
挙
げ
て
い
る
。

　
次
に
掲
げ
ら
れ
た
、（
671
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、
決
定
種
（
愚
法
）
の
女
人
・
根
欠
・
二
乗
は
往
生

で
き
な
い
が
、
回
心
向
大
す
る
（
不
愚
法
）
二
乗
は
往
生
で
き
る
と
い
う
見
解
を
示
し
、
加
え
て
『
大
智

度
論
』
に
よ
っ
て
、
阿
羅
漢
は
愚
法
・
不
愚
法
と
も
に
往
生
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、
以

下
に
も
散
見
し
、
唐
や
新
羅
に
お
い
て
、
一
定
の
評
価
を
得
た
説
で
あ
る
と
言
え
る
。

　（
672
）
伝
元
暁
『
遊
心
安
楽
道
』
は
、（
671
）
迦
才
『
浄
土
論
』
の
記
述
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

元
暁
の
真
撰
で
あ
る
（
674
）『
阿
弥
陀
経
疏
』
や
、
そ
の
末
尾
註
記
に
指
摘
さ
れ
た
（
422
）『
無
量
寿
経
宗

要
』
と
は
別
の
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
て
、『
遊
心
安
楽
道
』
が
偽
撰
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
な
り
得

る
文
で
あ
る
。

　（
673
）
伝
基
『
西
方
要
決
』
も
、（
671
）
迦
才
『
浄
土
論
』
の
立
場
に
近
く
、
次
の
引
文
の
末
尾
註
記
に

指
摘
さ
れ
た
（
419
）
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』
の
論
調
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　（
674
）
元
暁
『
阿
弥
陀
経
疏
』
は
、『
鼓
音
声
王
経
』
所
説
の
仏
の
父
母
を
浄
土
の
変
化
身
で
あ
る
と
言
う
。

本
引
文
の
末
尾
註
記
に
指
摘
さ
れ
た
、（
422
）
元
暁
『
無
量
寿
経
宗
要
』
の
見
解
と
同
じ
で
あ
り
、（
672
）『
遊

心
安
楽
道
』
と
は
論
調
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
（
671
）
～
（
674
）
の
四
文
お
よ
び
そ
の
末
尾
の
註
記
に
指
摘
さ
れ
た
二
文
に
は
、
迦
才
・
元
暁
の
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見
解
と
、
そ
れ
ら
を
受
け
継
ぐ
諸
文
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。『
安
養
集
』
の
編
者
が
意
図
し
た
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
元
暁
や
基
の
著
と
伝
わ
る
偽
書
が
集
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
成
立
背
景
を
論
ず

る
資
料
と
な
る
要
文
群
で
あ
る
。

　
次
の
（
675
）『
註
十
疑
論
』
は
、
天
台
『
十
疑
論
』
第
九
疑
の
文
に
澄
彧
の
註
を
挟
ん
だ
も
の
で
、
前

掲
の
禅
瑜
『
阿
弥
陀
新
十
疑
』
第
四
疑
に
お
い
て
、
出
拠
の
文
と
な
っ
た
箇
所
で
あ
る
。

　
次
の
（
676
）（
677
）
靖
邁
『
称
讃
浄
土
経
疏
』
は
、（
658
）『
阿
弥
陀
経
』
の
末
尾
細
註
に
指
摘
さ
れ
た
『
称

讃
浄
土
経
』
の
釈
文
で
、
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
を
手
が
か
り
と
し
て
集
め
ら
れ
た
（
658
）
～
（
661
）

の
要
文
の
補
足
で
あ
る
。『
阿
弥
陀
経
略
記
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
『
称
讃
浄
土
経
』
と
そ
の
註

釈
を
挙
げ
た
と
言
え
る
。
靖
邁
は
『
仏
地
経
論
』
に
よ
っ
て
、
極
楽
の
声
聞
は
仏
が
化
作
し
た
も
の
、
あ

る
い
は
不
定
種
性
の
声
聞
で
回
心
向
大
す
る
者
で
あ
る
と
言
う
。
続
い
て
挙
げ
ら
れ
た
（
677
）
で
も
『
仏

地
経
論
』
が
用
い
ら
れ
、
浄
土
に
は
女
人
・
根
欠
の
種
を
生
じ
な
い
と
言
う
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
法
相

宗
の
基
本
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
次
の
（
678
）（
679
）『
無
量
寿
経
』
第
十
一
願
文
、
第
十
四
願
文
、
お
よ
び
（
682
）『
無
量
寿
経
』
眷
属

荘
厳
の
文
は
、
二
乗
の
有
無
を
論
ず
る
た
め
の
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
本
論
題
の
第
四
出
拠
の
経
文
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
釈
文
（
680
）（
681
）（
683
）（
684
）
と
共
に
一
群
を
な
す
。『
無
量
寿
経
』
第

三
十
五
願
を
出
拠
と
し
て
女
人
の
有
無
を
論
じ
た
（
653
）
～
（
657
）
の
続
き
で
あ
る
。（
680
）（
681
）（
683
）

義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
に
は
、『
悲
華
経
』
所
説
の
純
菩
薩
土
を
挙
げ
て
、
浄
土
に
は
純
・
雑
の
区

別
が
あ
る
と
言
い
、『
浄
土
論
』
に
は
純
菩
薩
土
を
説
く
が
、『
無
量
寿
経
』
に
は
応
化
声
聞
の
い
る
受
用

土
を
説
く
と
言
う
。（
684
）
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
は
、『
無
量
寿
経
』
所
説
の
声
聞
は
、
仏
菩
薩
が

化
現
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
他
国
の
阿
羅
漢
が
来
生
し
て
大
心
を
発
す
も
の
で
あ
る
言
う
。

　
次
の
（
685
）
龍
興
『
観
経
記
』
は
中
輩
段
の
釈
文
で
、
浄
影
・
天
台
の
見
解
に
対
す
る
私
見
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
良
源
『
九
品
往
生
義
』
を
手
が
か
り
と
し
て
『
観
無
量
寿
経
』
中
輩
段
の
問
題
を
論
ず
る
た

め
に
掲
げ
ら
れ
た
一
連
の
要
文
（
662
）
～
（
670
）
を
補
足
す
る
も
の
と
言
え
る
。
龍
興
は
、
回
心
向
大
の

声
聞
に
二
種
あ
る
と
言
う
。
第
一
に
小
乗
の
障
礙
が
重
く
、
往
生
の
後
に
一
旦
小
果
を
証
し
た
後
に
大
乗

に
回
入
す
る
者
、第
二
に
小
乗
の
障
礙
が
軽
く
、往
生
の
後
即
座
に
大
乗
を
修
す
る
者
で
、『
観
無
量
寿
経
』

中
輩
人
は
前
者
で
あ
る
と
言
う
。
さ
ら
に
『
観
無
量
寿
経
』
所
説
の
声
聞
は
小
乗
で
は
な
く
、
み
な
菩
薩

で
あ
る
と
い
う
説
を
挙
げ
る
が
、
今
は
採
用
し
な
い
と
言
う
。

　（
686
）『
群
疑
論
』
巻
五
は
、
浄
土
の
声
聞
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
を
列
挙
す
る
。
不
定
性
・
不
愚
法
・

大
乗
の
声
聞
等
、
い
ず
れ
も
上
来
の
諸
文
に
登
場
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
要
文
で
あ

る
と
言
え
る
。

　（
687
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、『
大
智
度
論
』
に
よ
っ
て
、
浄
土
に
は
阿
羅
漢
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
言

う
。
そ
の
見
解
は
、
す
で
に
曇
鸞
の
『
論
註
』
巻
上
（
本
項
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
、『
大
正
蔵
』

四
〇
、八
三
一
頁
上
）
に
示
さ
れ
て
い
て
、
次
下
の
（
689
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
に
踏
襲
さ
れ
て
い

る
が
、
迦
才
は
そ
の
文
証
と
し
て
『
大
智
度
論
』
を
挙
げ
て
い
る
。
同
様
の
見
解
が
、
す
で
に
引
用
さ
れ

た
（
684
）
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
も
見
え
る
が
、
成
立
は
迦
才
『
浄
土
論
』
の
ほ
う
が
早
い
。

　（
688
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
は
、
他
の
諸
文
に
も
見
え
る
一
般
的
な
説
で
、（
655
）
の
補
足

と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
文
で
あ
ろ
う
。

　（
685
）
～
（
688
）
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
論
義
を
補
足
あ
る
い
は
集
約
す
る
よ
う
な
意
味
を
も
つ
要
文
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　
次
の
（
689
）（
690
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
は
、
本
論
題
の
第
五
出
拠
『
浄
土
論
』
の
、「
大
乗
善
根

の
界
に
は
、
等
し
く
譏
嫌
の
名
な
し
、
女
人
お
よ
び
根
欠
、
二
乗
種
は
生
ぜ
ず
」
と
い
う
文
の
釈
文
で
あ

る
。
本
論
題
の
根
本
出
拠
と
言
う
べ
き
文
で
あ
る
が
、『
安
養
集
』
は
、
経
・
論
の
次
第
で
『
無
量
寿
経
』

『
阿
弥
陀
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
浄
土
論
』
の
順
に
挙
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
浄
土
論
』
の
文
が
引
用

さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
智
光
の
釈
文
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
曇
鸞
の
『
論
註
』
も

引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
智
光
は
『
論
註
』
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
の
で
、
不
要
と
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
当
時
は
依
然
と
し
て
『
論
註
』
よ
り
も
智
光
の
『
無
量
寿
経
論
釈
』
の
ほ
う
が
よ
く
用
い
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
日
本
で
『
論
註
』
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
も
う
少
し
後
の
こ
と
で

あ
る
。

　
さ
て
（
689
）
偈
頌
の
釈
で
は
、『
論
註
』
の
記
述
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。「
大
乗
善
根
の
界
に
は

…
…
」
の
偈
頌
を
荘
厳
大
義
門
功
徳
成
就
に
配
当
し
、
浄
土
が
大
乗
一
味
の
境
界
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た

後
、
二
乗
種
不
生
に
つ
い
て
三
番
の
問
答
を
設
け
て
い
る
。
第
一
問
答
に
は
、
浄
土
に
声
聞
あ
り
と
説
く

の
は
仏
の
方
便
で
あ
り
、
ま
た
他
方
世
界
よ
り
来
生
し
た
阿
羅
漢
を
元
の
名
で
声
聞
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る

と
言
い
、
第
二
問
答
で
は
、
浄
土
に
は
二
乗
・
女
人
・
根
欠
の
実
体
も
言
葉
も
な
い
こ
と
を
明
か
し
、
第

三
問
答
に
は
、
仏
は
本
願
不
思
議
の
威
力
に
よ
っ
て
声
聞
を
浄
土
に
摂
取
し
て
悟
り
へ
と
導
く
と
述
べ
て

い
る
。

　（
690
）
長
行
の
釈
で
は
、
ま
ず
『
論
註
』
の
文
を
踏
襲
し
て
、
浄
土
が
一
味
平
等
の
境
界
で
あ
る
こ
と

を
示
し
、続
い
て
、「
大
乗
善
根
界
」
と
い
う
一
句
を
釈
す
る
形
で
、智
光
独
自
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

浄
土
の
声
聞
等
は
、
説
法
の
会
座
を
荘
厳
す
る
た
め
に
仏
が
化
作
し
た
も
の
で
あ
る
等
の
説
を
紹
介
し
た

後
、
三
種
の
決
定
業
の
あ
る
者
は
往
生
で
き
な
い
と
言
う
。
そ
の
第
三
に
、
大
乗
経
や
十
方
浄
土
を
信
じ

な
い
者
を
挙
げ
、
そ
れ
は
五
性
各
別
説
に
拘
泥
す
る
者
で
あ
る
と
言
う
。
法
相
宗
に
対
す
る
批
判
が
表
明

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
の
（
691
）
著
者
不
明
『
阿
弥
陀
経
疏
』
に
は
、『
観
無
量
寿
経
』
中
輩
段
の
阿
羅
漢
果
に
至
る
ま

で
の
経
過
を
説
く
教
説
と
、『
阿
弥
陀
経
』
の
「
み
な
阿
羅
漢
」
と
い
う
文
言
と
の
会
通
が
な
さ
れ
て
い
る
。

他
の
諸
文
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
観
点
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、本
項
「
86
女
人
二
乗
有
無
」
に
挙
げ
ら
れ
た
三
十
九
の
要
文
は
、い
く
つ
か
の
グ
ル
ー

プ
に
分
類
で
き
る
。

①
（
653
）
～
（
657
）
…
…
本
論
題
の
第
一
出
拠
『
無
量
寿
経
』
第
三
十
五
願
文
に
よ
っ
て
女
人
有
無

を
論
ず
る
た
め
の
要
文
。

②
（
658
）
～
（
661
）
…
…
第
二
出
拠
『
阿
弥
陀
経
』
声
聞
無
量
の
文
に
よ
っ
て
二
乗
有
無
を
論
ず
る

た
め
の
要
文
。
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
を
手
が
か
り
と
す
る
。

③
（
662
）
～
（
670
）
…
…
第
三
出
拠
『
観
無
量
寿
経
』
中
輩
段
の
文
に
よ
っ
て
二
乗
有
無
を
論
ず
る

た
め
の
要
文
。
良
源
『
九
品
往
生
義
』
を
手
が
か
り
と
す
る
。

④
（
678
）
～
（
684
）
…
…
第
四
出
拠
『
無
量
寿
経
』
第
十
一
願
・
第
十
四
願
・
眷
属
荘
厳
の
文
に
よ
っ

て
二
乗
有
無
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
。

⑤
（
689
）（
690
）
…
…
第
五
出
拠
『
浄
土
論
』
の
文
に
よ
っ
て
女
人
・
根
欠
・
二
乗
種
の
有
無
を
論

ず
る
た
め
の
要
文
。

　
以
上
主
要
と
な
る
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
付
随
し
て
、
適
宜
補
足
的
な
要
文
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
比
叡

山
の
先
学
の
著
述
を
参
考
に
し
つ
つ
、
独
自
の
見
識
を
交
え
て
構
成
さ
れ
た
項
目
で
あ
る
と
言
え
る
。

87
　
羅
漢
生
不
生

（
692
）
観
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
五
頁
中
）、「
中
品
上
生
と
は
、
華
開
の
時
、
四
諦
を
讃
歎

す
る
声
を
聞
き
、
即
座
に
阿
羅
漢
道
を
得
、
三
明
・
六
通
に
よ
っ
て
八
解
脱
を
具
え
る
」（
要
約
）
と
。

（
693
）
同
経
義
疏
恵
遠
に
云
う
（
浄
影
『
観
経
義
疏
』
末
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
八
二
頁
中
～
下
）、「
小

乗
の
前
三
果
人
が
中
品
上
生
に
当
た
る
。
往
生
し
た
後
、
即
座
に
阿
羅
漢
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に

か
か
る
時
間
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
経
は
最
勝
人
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
問
う
。
阿
羅
漢
は
往
生
す
る
の
か
否
か
。
答
え
。
本
経
に
阿
羅
漢
の
往
生
を
説
か
な
い
の
は
、
阿
羅
漢

は
往
生
し
な
い
と
い
う
立
場
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
問
う
。
龍
樹
（『
大
智
度
論
』
巻
九
十
三
、『
大
正
蔵
』
二
五
、七
一
四
頁
上
）
は
、
出
過
三
界
の
浄
土

に
阿
羅
漢
が
生
ま
れ
て
法
華
経
を
聞
く
と
言
う
。
な
ぜ
往
生
で
き
な
い
と
言
う
の
か
。
答
え
。
二
説
あ
る
。

第
一
に
、
愚
法
声
聞
は
、
身
を
捨
て
て
無
余
涅
槃
に
入
る
が
、
後
に
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

龍
樹
は
終
わ
り
に
拠
っ
て
説
き
、
経
は
始
め
に
就
て
説
く
と
言
う
。
第
二
に
、
不
愚
法
声
聞
は
、
小
乗
を

解
し
大
乗
を
知
る
の
で
、
即
座
に
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
言
う
。
浄
土
に
も
麁
・
妙
が
あ
っ
て
、
麁
処
に
は

大
乗
・
小
乗
が
雑
居
し
、
分
段
の
凡
夫
が
往
生
す
る
。
妙
処
は
大
乗
の
み
が
居
り
、
変
易
聖
人
の
み
が
往

生
す
る
。
阿
弥
陀
の
浄
土
は
麁
処
で
あ
る
。
妙
処
は
『
華
厳
経
』
等
に
説
か
れ
る
。
龍
樹
は
妙
処
を
説
き
、

『
観
無
量
寿
経
』
は
麁
処
を
説
く
。
よ
っ
て
前
三
果
人
を
中
品
上
生
人
と
す
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
694
）
無
量
寿
論
釈
第
三
に
云
ふ
、「
問
ひ
て
曰
く
、
九
品
生
中
に
は
、
何
の
因
縁
の
ゆ
ゑ
に
か
、
説
い
て

阿
羅
漢
人
往
生
す
と
云
は
ず
。
答
へ
て
曰
く
、
経
中
に
は
不
可
（
可
＝
説
？
）
な
る
も
、
義
を
も
っ
て
准
量

す
る
に
、
上
品
下
生
の
中
に
あ
る
べ
し
。
何
を
も
っ
て
か
爾
る
を
知
る
。
中
品
上
生
は
、
彼
に
生
ま
れ
て

は
じ
め
て
羅
漢
果
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
、
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
中
品
上
生
に
は
あ
ら
ず
と
。
理
実
と
し
て
上

品
下
生
に
あ
る
べ
し
。
も
し
羅
漢
さ
ら
に
生
ぜ
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
九
品
生
中
に
は
説
か
ず
と
言
は

ば
、
龍
猛
の
説
の
ご
と
き
に
、〈
妙
浄
土
あ
り
て
三
界
を
出
過
し
、
煩
悩
の
名
な
し
。
こ
れ
阿
羅
漢
の
ま

さ
に
そ
の
中
に
生
ま
る
べ
し
〉
と
い
ふ
。
こ
れ
に
二
義
あ
り
。
一
に
は
愚
法
声
聞
に
就
て
こ
れ
を
釈
す
。

小
に
執
し
て
大
に
迷
ふ
を
名
づ
け
て
愚
法
と
な
す
。
こ
の
愚
法
人
は
、
現
陰
身
を
捨
て
て
身
を
受
け
（
＋

ず
？
）、
無
余
涅
槃
に
入
り
、
不
可
思
議
劫
の
末
、
無
余
涅
槃
の
後
に
、
心
想
生
ず
る
時
、
は
じ
め
て
浄
土

に
身
を
受
け
て
法
を
聞
く
。
龍
猛
は
終
に
よ
っ
て
浄
土
に
生
ま
る
と
説
き
、
経
中
に
は
初
に
就
て
生
ま
る

と
説
か
ず
。
二
に
は
不
愚
法
者
に
就
て
こ
れ
を
釈
す
。
こ
の
人
、
死
に
を
は
り
て
、
す
な
は
ち
浄
土
に
身

を
受
け
て
経
を
聞
く
。し
か
る
に
一
切
に
あ
ら
ず
。こ
の
義
い
か
ん
。土
に
麁
妙
あ
り
。麁
処
は
小
を
雑
し
、

妙
処
は
純
ら
大
な
り
。
龍
猛
は
妙
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
羅
漢
ま
さ
に
浄
土
に
生
ま
る
べ
し
と
説
く
。
経
中
に

は
麁
に
よ
っ
て
説
く
が
ゆ
ゑ
に
、
生
ず
と
は
説
か
ず
。
如
実
に
は
、
羅
漢
は
生
ぜ
ず
と
は
、
こ
れ
小
乗
宗

に
し
て
大
乗
義
に
あ
ら
ず
。
こ
の
経
は
大
乗
な
る
も
、
小
相
に
随
ふ
。
ゆ
ゑ
に
生
ぜ
ず
と
説
く
も
、
実
に

は
浄
土
に
生
ま
る
。
処
処
の
経
中
に
、
つ
ね
に
此
土
に
煩
悩
あ
る
こ
と
な
き
を
嘆
ず
。
龍
猛
の
言
ふ
と
こ

ろ
の
、
妙
浄
土
あ
り
と
は
、
す
な
は
ち
此
土
を
指
す
。
し
か
る
に
経
に
三
果
の
文
な
し
と
い
へ
ど
も
、
果

人
の
往
生
あ
り
と
言
ふ
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
定
ん
で
羅
漢
の
往
生
あ
る
こ
と
を
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。
九
品
往
生
段
の
中
に
阿
羅
漢

が
往
生
す
る
と
は
説
か
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
経
に
は
説
か
れ
な
い
が
、
義
に
よ
っ
て
推
量
す
る

に
、
上
品
下
生
人
が
そ
れ
に
当
た
る
と
言
え
よ
う
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
中
品
上
生
人
は
、
往
生
の
後
に

は
じ
め
て
阿
羅
漢
果
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
で
、
中
品
上
生
人
が
そ
れ
に
当
た
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

よ
っ
て
道
理
か
ら
し
て
上
品
下
生
人
が
阿
羅
漢
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
も
し
阿
羅
漢
は
決
し
て
往
生
で
き

な
い
か
ら
、
九
品
往
生
段
に
は
説
か
れ
な
い
の
だ
と
言
う
と
、
矛
盾
が
生
ず
る
。
龍
猛
が
『
大
智
度
論
』

（
巻
九
十
三
、『
大
正
蔵
』
二
五
、七
一
四
頁
上
）
に
、〈
妙
浄
土
が
あ
っ
て
、
三
界
を
出
過
し
、
煩
悩
の
名

さ
え
な
い
。
そ
こ
に
は
阿
羅
漢
が
往
生
す
る
だ
ろ
う
〉
と
言
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論
説
は
二
つ
の
解
釈

が
で
き
る
。
第
一
に
、
愚
法
声
聞
に
就
て
解
釈
す
る
。
小
乗
に
執
着
し
て
大
乗
に
迷
う
者
を
愚
法
声
聞
と

言
う
。
こ
の
愚
法
声
聞
は
、
現
在
の
身
体
を
捨
て
て
身
を
受
け
ず
、
無
余
涅
槃
に
入
る
。
そ
の
後
、
不
可

思
議
劫
の
末
、
無
余
涅
槃
の
後
に
、
心
想
を
生
ず
る
時
に
、
は
じ
め
て
浄
土
に
身
を
受
け
て
法
を
聞
く
の

で
あ
る
。
龍
猛
は
終
時
に
よ
っ
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
説
き
、
経
は
初
時
に
就
て
生
ま
れ
る
と
説
か
な
い

の
で
あ
る
。
第
二
、
不
愚
法
声
聞
に
就
て
解
釈
す
る
。
こ
の
人
は
、
命
終
の
後
す
ぐ
に
浄
土
に
身
を
受
け

て
経
を
聞
く
。
た
だ
し
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
浄
土
に
麁
・
妙
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、本
項
「
86
女
人
二
乗
有
無
」
に
挙
げ
ら
れ
た
三
十
九
の
要
文
は
、い
く
つ
か
の
グ
ル
ー

プ
に
分
類
で
き
る
。

①
（
653
）
～
（
657
）
…
…
本
論
題
の
第
一
出
拠
『
無
量
寿
経
』
第
三
十
五
願
文
に
よ
っ
て
女
人
有
無

を
論
ず
る
た
め
の
要
文
。

②
（
658
）
～
（
661
）
…
…
第
二
出
拠
『
阿
弥
陀
経
』
声
聞
無
量
の
文
に
よ
っ
て
二
乗
有
無
を
論
ず
る

た
め
の
要
文
。
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
を
手
が
か
り
と
す
る
。

③
（
662
）
～
（
670
）
…
…
第
三
出
拠
『
観
無
量
寿
経
』
中
輩
段
の
文
に
よ
っ
て
二
乗
有
無
を
論
ず
る

た
め
の
要
文
。
良
源
『
九
品
往
生
義
』
を
手
が
か
り
と
す
る
。

④
（
678
）
～
（
684
）
…
…
第
四
出
拠
『
無
量
寿
経
』
第
十
一
願
・
第
十
四
願
・
眷
属
荘
厳
の
文
に
よ
っ

て
二
乗
有
無
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
。

⑤
（
689
）（
690
）
…
…
第
五
出
拠
『
浄
土
論
』
の
文
に
よ
っ
て
女
人
・
根
欠
・
二
乗
種
の
有
無
を
論

ず
る
た
め
の
要
文
。

　
以
上
主
要
と
な
る
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
付
随
し
て
、
適
宜
補
足
的
な
要
文
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
比
叡

山
の
先
学
の
著
述
を
参
考
に
し
つ
つ
、
独
自
の
見
識
を
交
え
て
構
成
さ
れ
た
項
目
で
あ
る
と
言
え
る
。

87
　
羅
漢
生
不
生

（
692
）
観
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
五
頁
中
）、「
中
品
上
生
と
は
、
華
開
の
時
、
四
諦
を
讃
歎

す
る
声
を
聞
き
、
即
座
に
阿
羅
漢
道
を
得
、
三
明
・
六
通
に
よ
っ
て
八
解
脱
を
具
え
る
」（
要
約
）
と
。

（
693
）
同
経
義
疏
恵
遠
に
云
う
（
浄
影
『
観
経
義
疏
』
末
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
八
二
頁
中
～
下
）、「
小

乗
の
前
三
果
人
が
中
品
上
生
に
当
た
る
。
往
生
し
た
後
、
即
座
に
阿
羅
漢
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に

か
か
る
時
間
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
経
は
最
勝
人
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
問
う
。
阿
羅
漢
は
往
生
す
る
の
か
否
か
。
答
え
。
本
経
に
阿
羅
漢
の
往
生
を
説
か
な
い
の
は
、
阿
羅
漢

は
往
生
し
な
い
と
い
う
立
場
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
問
う
。
龍
樹
（『
大
智
度
論
』
巻
九
十
三
、『
大
正
蔵
』
二
五
、七
一
四
頁
上
）
は
、
出
過
三
界
の
浄
土

に
阿
羅
漢
が
生
ま
れ
て
法
華
経
を
聞
く
と
言
う
。
な
ぜ
往
生
で
き
な
い
と
言
う
の
か
。
答
え
。
二
説
あ
る
。

第
一
に
、
愚
法
声
聞
は
、
身
を
捨
て
て
無
余
涅
槃
に
入
る
が
、
後
に
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

龍
樹
は
終
わ
り
に
拠
っ
て
説
き
、
経
は
始
め
に
就
て
説
く
と
言
う
。
第
二
に
、
不
愚
法
声
聞
は
、
小
乗
を

解
し
大
乗
を
知
る
の
で
、
即
座
に
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
言
う
。
浄
土
に
も
麁
・
妙
が
あ
っ
て
、
麁
処
に
は

大
乗
・
小
乗
が
雑
居
し
、
分
段
の
凡
夫
が
往
生
す
る
。
妙
処
は
大
乗
の
み
が
居
り
、
変
易
聖
人
の
み
が
往

生
す
る
。
阿
弥
陀
の
浄
土
は
麁
処
で
あ
る
。
妙
処
は
『
華
厳
経
』
等
に
説
か
れ
る
。
龍
樹
は
妙
処
を
説
き
、

『
観
無
量
寿
経
』
は
麁
処
を
説
く
。
よ
っ
て
前
三
果
人
を
中
品
上
生
人
と
す
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
694
）
無
量
寿
論
釈
第
三
に
云
ふ
、「
問
ひ
て
曰
く
、
九
品
生
中
に
は
、
何
の
因
縁
の
ゆ
ゑ
に
か
、
説
い
て

阿
羅
漢
人
往
生
す
と
云
は
ず
。
答
へ
て
曰
く
、
経
中
に
は
不
可
（
可
＝
説
？
）
な
る
も
、
義
を
も
っ
て
准
量

す
る
に
、
上
品
下
生
の
中
に
あ
る
べ
し
。
何
を
も
っ
て
か
爾
る
を
知
る
。
中
品
上
生
は
、
彼
に
生
ま
れ
て

は
じ
め
て
羅
漢
果
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
、
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
中
品
上
生
に
は
あ
ら
ず
と
。
理
実
と
し
て
上

品
下
生
に
あ
る
べ
し
。
も
し
羅
漢
さ
ら
に
生
ぜ
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
九
品
生
中
に
は
説
か
ず
と
言
は

ば
、
龍
猛
の
説
の
ご
と
き
に
、〈
妙
浄
土
あ
り
て
三
界
を
出
過
し
、
煩
悩
の
名
な
し
。
こ
れ
阿
羅
漢
の
ま

さ
に
そ
の
中
に
生
ま
る
べ
し
〉
と
い
ふ
。
こ
れ
に
二
義
あ
り
。
一
に
は
愚
法
声
聞
に
就
て
こ
れ
を
釈
す
。

小
に
執
し
て
大
に
迷
ふ
を
名
づ
け
て
愚
法
と
な
す
。
こ
の
愚
法
人
は
、
現
陰
身
を
捨
て
て
身
を
受
け
（
＋

ず
？
）、
無
余
涅
槃
に
入
り
、
不
可
思
議
劫
の
末
、
無
余
涅
槃
の
後
に
、
心
想
生
ず
る
時
、
は
じ
め
て
浄
土

に
身
を
受
け
て
法
を
聞
く
。
龍
猛
は
終
に
よ
っ
て
浄
土
に
生
ま
る
と
説
き
、
経
中
に
は
初
に
就
て
生
ま
る

と
説
か
ず
。
二
に
は
不
愚
法
者
に
就
て
こ
れ
を
釈
す
。
こ
の
人
、
死
に
を
は
り
て
、
す
な
は
ち
浄
土
に
身

を
受
け
て
経
を
聞
く
。し
か
る
に
一
切
に
あ
ら
ず
。こ
の
義
い
か
ん
。土
に
麁
妙
あ
り
。麁
処
は
小
を
雑
し
、

妙
処
は
純
ら
大
な
り
。
龍
猛
は
妙
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
羅
漢
ま
さ
に
浄
土
に
生
ま
る
べ
し
と
説
く
。
経
中
に

は
麁
に
よ
っ
て
説
く
が
ゆ
ゑ
に
、
生
ず
と
は
説
か
ず
。
如
実
に
は
、
羅
漢
は
生
ぜ
ず
と
は
、
こ
れ
小
乗
宗

に
し
て
大
乗
義
に
あ
ら
ず
。
こ
の
経
は
大
乗
な
る
も
、
小
相
に
随
ふ
。
ゆ
ゑ
に
生
ぜ
ず
と
説
く
も
、
実
に

は
浄
土
に
生
ま
る
。
処
処
の
経
中
に
、
つ
ね
に
此
土
に
煩
悩
あ
る
こ
と
な
き
を
嘆
ず
。
龍
猛
の
言
ふ
と
こ

ろ
の
、
妙
浄
土
あ
り
と
は
、
す
な
は
ち
此
土
を
指
す
。
し
か
る
に
経
に
三
果
の
文
な
し
と
い
へ
ど
も
、
果

人
の
往
生
あ
り
と
言
ふ
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
定
ん
で
羅
漢
の
往
生
あ
る
こ
と
を
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。
九
品
往
生
段
の
中
に
阿
羅
漢

が
往
生
す
る
と
は
説
か
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
経
に
は
説
か
れ
な
い
が
、
義
に
よ
っ
て
推
量
す
る

に
、
上
品
下
生
人
が
そ
れ
に
当
た
る
と
言
え
よ
う
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
中
品
上
生
人
は
、
往
生
の
後
に

は
じ
め
て
阿
羅
漢
果
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
で
、
中
品
上
生
人
が
そ
れ
に
当
た
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

よ
っ
て
道
理
か
ら
し
て
上
品
下
生
人
が
阿
羅
漢
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
も
し
阿
羅
漢
は
決
し
て
往
生
で
き

な
い
か
ら
、
九
品
往
生
段
に
は
説
か
れ
な
い
の
だ
と
言
う
と
、
矛
盾
が
生
ず
る
。
龍
猛
が
『
大
智
度
論
』

（
巻
九
十
三
、『
大
正
蔵
』
二
五
、七
一
四
頁
上
）
に
、〈
妙
浄
土
が
あ
っ
て
、
三
界
を
出
過
し
、
煩
悩
の
名

さ
え
な
い
。
そ
こ
に
は
阿
羅
漢
が
往
生
す
る
だ
ろ
う
〉
と
言
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論
説
は
二
つ
の
解
釈

が
で
き
る
。
第
一
に
、
愚
法
声
聞
に
就
て
解
釈
す
る
。
小
乗
に
執
着
し
て
大
乗
に
迷
う
者
を
愚
法
声
聞
と

言
う
。
こ
の
愚
法
声
聞
は
、
現
在
の
身
体
を
捨
て
て
身
を
受
け
ず
、
無
余
涅
槃
に
入
る
。
そ
の
後
、
不
可

思
議
劫
の
末
、
無
余
涅
槃
の
後
に
、
心
想
を
生
ず
る
時
に
、
は
じ
め
て
浄
土
に
身
を
受
け
て
法
を
聞
く
の

で
あ
る
。
龍
猛
は
終
時
に
よ
っ
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
説
き
、
経
は
初
時
に
就
て
生
ま
れ
る
と
説
か
な
い

の
で
あ
る
。
第
二
、
不
愚
法
声
聞
に
就
て
解
釈
す
る
。
こ
の
人
は
、
命
終
の
後
す
ぐ
に
浄
土
に
身
を
受
け

て
経
を
聞
く
。
た
だ
し
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
浄
土
に
麁
・
妙
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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麁
処
は
小
乗
が
雑
居
し
、
妙
処
は
大
乗
の
み
で
あ
る
。
龍
猛
は
妙
処
に
よ
っ
て
阿
羅
漢
が
浄
土
に
生
ま
れ

る
と
説
く
。
経
は
麁
処
に
よ
る
の
で
、
生
ま
れ
る
と
は
説
か
れ
な
い
。
如
実
義
は
、
阿
羅
漢
は
生
ま
れ
な

い
と
い
う
立
場
は
、
小
乗
宗
で
あ
り
、
大
乗
義
で
は
な
い
。
こ
の
経
は
大
乗
で
あ
る
が
、
小
乗
に
も
対
応

し
て
い
る
。
よ
っ
て
生
ま
れ
な
い
と
説
く
け
れ
ど
も
、
実
に
は
浄
土
に
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
経
の
諸
所

に
、
此
土
に
煩
悩
が
な
い
こ
と
を
讃
嘆
し
て
い
る
。
龍
猛
の
言
う
妙
浄
土
と
は
、
此
土
を
指
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
経
に
は
前
三
果
人
が
往
生
す
る
と
い
う
文
は
な
い
け
れ
ど
も
、
事
実
、
前
三
果
人
も
往
生
し
て

い
る
。
よ
っ
て
阿
羅
漢
も
往
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
」
と
。

（
695
）浄
土
論
上
迦
才
に
云
う（『
大
正
蔵
』四
七
、八
八
頁
中
）、「
二
乗
無
学
人
は
、愚
法
・
不
愚
法
を
問
わ
ず
、

願
生
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、み
な
往
生
で
き
る
。
三
界
穢
土
中
に
受
生
の
処
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『
大
智
度
論
』
に
、〈
出
過
三
界
の
妙
浄
土
に
阿
羅
漢
が
生
ま
れ
る
〉
と
説
か
れ
る
。
有
学
人
の
こ
と
は
論

じ
ら
れ
て
い
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
696
）
観
経
記
興
に
云
ふ
、「
問
ふ
。
此
経
は
何
の
ゆ
ゑ
に
羅
漢
の
生
を
説
か
ざ
る
か
。
答
ふ
。
さ
ら
に
生

ぜ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
問
ふ
。
も
し
し
か
ら
ば
、何
の
ゆ
ゑ
に
智
度
論
に
、〈
妙
浄
土
あ
り
て
三
界
を
出
過
し
、

煩
悩
の
名
な
し
。
阿
羅
漢
あ
り
て
彼
の
中
に
生
ま
れ
て
、法
華
経
を
聞
き
、仏
道
を
具
足
す
〉
と
説
く
や
。

答
ふ
。
解
に
二
義
あ
り
。
一
に
愚
法
人
に
就
か
ば
、
す
な
は
ち
彼
に
生
ぜ
ず
。
無
余
涅
槃
に
入
り
、
無
量

劫
を
経
る
後
に
、
心
想
生
ず
る
時
、
は
じ
め
て
浄
土
に
生
ま
れ
て
、
法
華
経
を
聞
く
。
龍
樹
は
終
に
就
て

浄
土
に
生
ま
る
と
説
き
、此
経
は
始
に
就
て
生
ま
る
と
は
説
か
ず
小
に
執
し
て
大
に
迷
ふ
を
名
づ
け
て
愚
法
と
な
す
」

と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
な
ぜ
阿
羅

漢
の
往
生
が
説
か
れ
な
い
の
か
。
答
え
。
け
っ
し
て
往
生
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
問
う
。
も
し
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
大
智
度
論
』
に
、〈
妙
浄
土
が
あ
っ
て
、
三
界
を
出
過
し
、
煩
悩
の
名
さ
え
な
い
。

阿
羅
漢
が
そ
こ
に
往
生
し
て
法
華
経
を
聞
き
、
仏
道
を
成
就
す
る
だ
ろ
う
〉
と
説
く
の
か
。
答
え
。
二
つ

の
解
釈
が
で
き
る
。
第
一
に
、
愚
法
声
聞
は
、
即
座
に
往
生
せ
ず
、
無
余
涅
槃
に
入
っ
た
後
、
無
量
劫
を

経
て
、
心
想
を
生
ず
る
時
に
、
は
じ
め
て
浄
土
に
生
ま
れ
て
、
法
華
経
を
聞
く
の
で
あ
る
。
龍
樹
は
終
時

に
就
い
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
説
き
、『
観
無
量
寿
経
』
は
始
時
に
就
て
生
ま
れ
る
と
は
説
か
な
い
の
で

あ
る
小
乗
に
執
着
し
て
大
乗
に
迷
う
者
を
愚
法
声
聞
と
言
う
」
と
。

安
養
集
第
九

　
右
は
宝
園
院
本
を
も
っ
て
こ
れ
を
書
写
せ
し
む
る
も
の
な
り

明
暦
二
丙
申
歳
八
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
州
栗
太
郡
芦
浦
観
音
寺
舜
興
蔵
　
印

【
考
察
】

　「
87
羅
漢
生
不
生
」
に
は
、
阿
羅
漢
が
極
楽
に
往
生
で
き
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
論
ず
る
た
め
の
要
文

が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
前
項
「
86
女
人
二
乗
有
無
」
と
関
連
す
る
論
題
で
あ
る
が
、
本
項
で
は
、
阿
羅
漢

が
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
説
く
『
大
智
度
論
』
の
教
説
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う
問
題
に
限
定
し
て
、
要
文
を

選
定
し
て
い
る
。
先
行
の
叡
山
浄
土
教
典
籍
に
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
観
点
で
あ
る
。

　（
692
）『
観
無
量
寿
経
』
は
、
出
拠
の
経
文
で
、
中
品
上
生
人
は
往
生
の
後
、
即
座
に
阿
羅
漢
果
を
得
る

と
説
か
れ
る
。

　（
693
）
浄
影
『
観
経
義
疏
』
は
、
そ
の
釈
文
で
、
中
品
上
生
人
の
行
位
を
小
乗
前
三
果
人
と
判
じ
、
原

則
と
し
て
阿
羅
漢
果
を
証
し
た
者
が
さ
ら
に
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
は
な
い
と
言
う
。
し
か
し
『
大
智
度

論
』
に
は
、
阿
羅
漢
が
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
愚
法
声
聞
も
つ
い
に
は
浄
土
に

往
生
す
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
不
愚
法
声
聞
が
即
座
に
往
生
す
る
こ
と
を
言
う
と
解
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
浄
土
に
は
麁
・
妙
の
差
別
が
あ
り
、『
観
無
量
寿
経
』
所
説
の
浄
土
は
麁
処
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。（
694
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』（
695
）
迦
才
『
浄
土
論
』（
696
）
龍
興
『
観
経
記
』
も
、

お
お
よ
そ
（
693
）
浄
影
の
説
を
継
承
し
て
い
る
。

　
こ
の
中
、（
695
）迦
才『
浄
土
論
』の
文
は
、前
項「
86
女
人
二
乗
有
無
」所
掲
の（
687
）と
重
複
し
て
お
り
、

ま
た
、
阿
羅
漢
が
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
説
く
『
大
智
度
論
』
の
文
は
、
前
項
の
（
671
）
迦
才
『
浄
土

論
』（
672
）『
遊
心
安
楽
道
』（
684
）
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
項
所
掲

の
五
文
を
す
べ
て
前
項
に
含
め
て
も
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
巻
一
の
「
４
兜
率

極
楽
優
劣
難
易
」「
５
兜
率
極
楽
相
対
」
や
、
巻
四
の
「
46
九
品
往
生
階
級
」「
47
三
輩
九
品
階
位
」
と
同

様
、
本
来
一
つ
の
論
題
に
ま
と
め
ら
れ
る
べ
き
項
目
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
で
巻
九
が
終
わ
る
。
奥
書
は
各
巻
共
通
で
あ
る
。
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南
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大
納
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、
延
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梨
数
十
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と
共
に
集
む

88
　
諸
趣
往
生

（
697
）
大
阿
弥
陀
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
一
頁
上
～
中
）、「
第
二
願
、
私
が
仏
に
な
っ
た

時
に
は
、
我
が
国
に
は
女
人
が
い
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
ま
た
我
が
国
に
来
生
す
る
女
人
は
み
な
男
子
と

な
り
、
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
無
数
の
衆
生
が
、
七
宝
蓮
華
中
に
化
生
し
て
、
長
じ
て
菩
薩
・
阿
羅

漢
と
な
る
よ
う
に
し
よ
う
。
こ
の
願
が
成
就
で
き
た
ら
仏
と
な
ろ
う
。
も
し
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
決

し
て
仏
に
は
な
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
698
）
ま
た
云
う
（『
大
阿
弥
陀
経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
一
頁
中
）、「
第
四
願
、私
が
仏
に
な
っ

た
時
に
は
、
我
が
名
が
あ
ら
ゆ
る
仏
国
に
轟
き
わ
た
る
よ
う
に
し
ょ
う
。
そ
し
て
諸
仏
が
我
が
功
徳
を
説

き
、
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
無
数
の
衆
生
が
、
我
が
名
を
聞
い
て
み
な
慈
悲
心
を
起
こ
し
、
喜
ん
で

我
が
国
に
来
生
す
る
よ
う
に
し
よ
う
。
こ
の
願
が
成
就
で
き
た
ら
仏
と
な
ろ
う
。
も
し
で
き
な
か
っ
た
な

ら
ば
、
決
し
て
仏
に
は
な
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
699
）
ま
た
云
う
（『
大
阿
弥
陀
経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
一
頁
中
）、「
第
五
願
、私
が
仏
に
な
っ

た
時
に
は
、
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
無
数
の
衆
生
が
、
も
し
前
世
に
悪
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
我
が

名
を
聞
い
て
我
が
国
に
来
生
し
た
い
と
思
っ
て
、
過
ち
を
悔
い
て
善
を
な
し
、
経
・
戒
を
受
持
し
て
往
生

を
願
う
な
ら
ば
、
命
終
の
後
、
三
悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
な
く
、
望
み
通
り
に
我
が
国
に
生
ま
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
。
こ
の
願
が
成
就
で
き
た
ら
仏
と
な
ろ
う
。
も
し
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
決
し

て
仏
に
は
な
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
700
）
ま
た
云
う
（『
大
阿
弥
陀
経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
二
頁
中
）、「
第
二
十
四
願
、
私
が
仏

に
な
っ
た
時
に
は
、
私
の
頭
頂
の
光
が
日
月
や
諸
仏
の
光
を
は
る
か
に
超
え
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
闇
を
照

ら
し
、
そ
の
光
を
見
た
者
は
、
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
、
み
な
慈
悲
心
を
も
っ
て
善
を
な
し
、
我
が

国
に
来
生
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
。
こ
の
願
が
成
就
で
き
た
ら
仏
と
な
ろ
う
。
も
し
で
き
な
か
っ
た
な
ら

ば
、
決
し
て
仏
に
は
な
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
701
）
ま
た
云
う
（『
大
阿
弥
陀
経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
八
頁
下
）、「
仏
の
尊
寿
は
、
そ
の
後

無
数
劫
を
重
ね
、
そ
れ
で
も
般
泥
洹
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
八
方
上
下
の
無
央
数
の
仏
国
の
衆
生

を
、
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
、
尽
く
往
生
さ
せ
て
悟
り
へ
と
導
か
れ
る
。
彼
ら
が
作
仏
し
た
後
に
は
、

ま
た
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
一
切
の
衆
生
を
悟
り
に
導
か
せ
、
あ
る
い
は
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
へ
と
導

か
せ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
無
数
劫
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
、そ
れ
で
も
般
泥
洹
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

八
方
上
下
の
無
数
の
衆
生
が
、
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
、
み
な
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
し
て
仏
と
な
り
、

ま
た
阿
羅
漢
と
な
っ
て
泥
洹
を
得
る
者
も
数
え
き
れ
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
702
）
群
疑
論
二
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、四
〇
頁
中
～
下
）、「
問
う
。
往
生
の
衆
生
は
人
趣
に
限
る

の
か
。
あ
る
い
は
余
趣
も
往
生
で
き
る
の
か
。
答
え
。
五
趣
と
も
に
往
生
で
き
る
。『
観
無
量
寿
経
』に
は
、

諸
天
・
天
龍
・
夜
叉
が
来
生
し
て
法
を
聞
く
と
言
い
、『
称
讃
浄
土
経
』
で
も
、
諸
天
・
阿
修
羅
が
聞
法

の
た
め
に
来
生
す
る
と
説
く
。
よ
っ
て
願
生
者
は
み
な
、浄
業
を
修
し
て
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
菩

薩
処
胎
経
』
第
四
巻
（
巻
七
、『
大
正
蔵
』
一
二
、一
〇
五
〇
頁
下
～
一
〇
五
一
頁
中
）
に
、
龍
子
龍
女
や

金
翅
鳥
が
八
関
斎
の
教
え
を
聞
い
て
命
終
に
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
す
る
と
説
か
れ
、『
随
願
往
生
経
』（『
灌

頂
経
』
巻
十
一
、『
大
正
蔵
』
二
一
、五
三
〇
頁
上
）
に
は
、
亡
者
の
遺
産
を
三
宝
に
施
す
な
ら
ば
、
そ
の

功
徳
に
よ
っ
て
地
獄
の
殃
が
除
か
れ
、
十
方
浄
土
に
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
五

趣
が
み
な
極
楽
に
往
生
で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
」（
要
約
）
と
。

（
703
）
浄
土
論
迦
才
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、八
八
頁
中
）、「
三
乗
七
方
便
以
前
の
凡
夫
か
ら
聖
者

に
至
る
ま
で
、
男
も
女
も
、
無
根
も
二
根
も
、
龍
鬼
八
部
に
至
る
ま
で
、
菩
提
心
を
発
し
て
専
ら
阿
弥
陀

仏
を
念
じ
、
穢
土
を
厭
い
、
浄
土
を
願
い
、
臨
終
に
正
念
現
前
す
れ
ば
、
み
な
往
生
で
き
る
」（
要
約
）
と
。

（
704
）
遊
心
安
楽
道
元
皎マ

マ

に
云
う
（
伝
元
暁
、『
大
正
蔵
』
四
七
、一
一
九
頁
中
～
下
）、「
問
う
。
す
で
に
三

途
に
入
る
亡
霊
を
救
っ
て
極
楽
に
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
か
。
答
え
。『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』

第
二
十
八
巻
、
灌
頂
真
言
成
就
品
（『
大
正
蔵
』
二
〇
、三
八
四
頁
下
）
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。〈
三
世

十
方
一
切
如
来
、
毘
盧
遮
那
如
来
が
、
同
時
に
右
手
を
伸
ば
し
、
清
浄
蓮
華
明
王
の
頭
頂
を
な
で
て
不
空

大
灌
頂
光
真
言
を
説
か
れ
た
。《
唵
荷
暮
伽
廢
嚕
者
娜
摩
訶
畝
陀
囉
麼
抳
鉢
頭
麼
入
縛
攞
跛
囉
韈
嚲
野

》

と
〉。
ま
た
（『
不
空
羂
索
毘
盧
遮
那
仏
大
灌
頂
光
真
言
』、『
大
正
蔵
』
一
九
、六
〇
六
頁
中
～
下
）、〈
こ

の
大
灌
頂
光
真
言
を
少
し
で
も
聞
け
ば
、
す
べ
て
の
罪
障
が
除
か
れ
る
。
十
悪
五
逆
四
重
の
罪
を
造
り
、

悪
道
に
堕
ち
る
よ
う
な
者
も
、
こ
の
真
言
を
も
っ
て
百
八
遍
、
土
砂
を
加
持
し
て
、
亡
者
の
遺
骸
あ
る
い

は
墓
上
に
撒
け
ば
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
修
羅
に
居
て
も
、
一
切
不
空
如
来
不
空
毘
盧
遮
那
如
来
真

言
の
本
願
、
大
灌
頂
光
真
言
加
持
土
沙
の
力
に
よ
っ
て
、
即
座
に
光
明
を
得
て
罪
が
除
か
れ
、
西
方
極
楽

国
土
に
蓮
華
化
生
し
て
、
菩
提
を
得
る
ま
で
堕
落
し
な
い
〉
と
言
う
。
救
わ
れ
難
い
者
が
、
難
思
の
力
に

あ
ず
か
り
、
呪
沙
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
大
悲
を
信
ぜ
よ
。
真
言
に
遇
え
ば
出
離
は
容
易
で
あ

る
。
墓
上
に
沙
を
撒
く
だ
け
で
も
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。
呪
衣
を
着
て
真
言
を
唱
え
る
者
は
な
お
さ
ら

で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　『
安
養
集
』
巻
十
の
八
論
題
は
、
七
門
の
第
七
「
料
簡
」
に
属
す
る
。「
厭
穢
・
欣
浄
・
修
因
・
感
果
・

依
報
・
正
報
」
の
六
門
に
配
当
で
き
な
か
っ
た
論
題
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
冒
頭
「
88
諸
趣
往
生
」
に
は
、
人
趣
以
外
の
諸
趣
、
特
に
悪
趣
が
往
生
で
き
る
の
か
否
か
を
論
ず
る
た

め
の
要
文
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
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（
697
）
大
阿
弥
陀
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
一
頁
上
～
中
）、「
第
二
願
、
私
が
仏
に
な
っ
た

時
に
は
、
我
が
国
に
は
女
人
が
い
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
ま
た
我
が
国
に
来
生
す
る
女
人
は
み
な
男
子
と

な
り
、
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
無
数
の
衆
生
が
、
七
宝
蓮
華
中
に
化
生
し
て
、
長
じ
て
菩
薩
・
阿
羅

漢
と
な
る
よ
う
に
し
よ
う
。
こ
の
願
が
成
就
で
き
た
ら
仏
と
な
ろ
う
。
も
し
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
決

し
て
仏
に
は
な
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
698
）
ま
た
云
う
（『
大
阿
弥
陀
経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
一
頁
中
）、「
第
四
願
、私
が
仏
に
な
っ

た
時
に
は
、
我
が
名
が
あ
ら
ゆ
る
仏
国
に
轟
き
わ
た
る
よ
う
に
し
ょ
う
。
そ
し
て
諸
仏
が
我
が
功
徳
を
説

き
、
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
無
数
の
衆
生
が
、
我
が
名
を
聞
い
て
み
な
慈
悲
心
を
起
こ
し
、
喜
ん
で

我
が
国
に
来
生
す
る
よ
う
に
し
よ
う
。
こ
の
願
が
成
就
で
き
た
ら
仏
と
な
ろ
う
。
も
し
で
き
な
か
っ
た
な

ら
ば
、
決
し
て
仏
に
は
な
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
699
）
ま
た
云
う
（『
大
阿
弥
陀
経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
一
頁
中
）、「
第
五
願
、私
が
仏
に
な
っ

た
時
に
は
、
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
無
数
の
衆
生
が
、
も
し
前
世
に
悪
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
我
が

名
を
聞
い
て
我
が
国
に
来
生
し
た
い
と
思
っ
て
、
過
ち
を
悔
い
て
善
を
な
し
、
経
・
戒
を
受
持
し
て
往
生

を
願
う
な
ら
ば
、
命
終
の
後
、
三
悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
な
く
、
望
み
通
り
に
我
が
国
に
生
ま
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
。
こ
の
願
が
成
就
で
き
た
ら
仏
と
な
ろ
う
。
も
し
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
決
し

て
仏
に
は
な
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
700
）
ま
た
云
う
（『
大
阿
弥
陀
経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
二
頁
中
）、「
第
二
十
四
願
、
私
が
仏

に
な
っ
た
時
に
は
、
私
の
頭
頂
の
光
が
日
月
や
諸
仏
の
光
を
は
る
か
に
超
え
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
闇
を
照

ら
し
、
そ
の
光
を
見
た
者
は
、
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
、
み
な
慈
悲
心
を
も
っ
て
善
を
な
し
、
我
が

国
に
来
生
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
。
こ
の
願
が
成
就
で
き
た
ら
仏
と
な
ろ
う
。
も
し
で
き
な
か
っ
た
な
ら

ば
、
決
し
て
仏
に
は
な
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
701
）
ま
た
云
う
（『
大
阿
弥
陀
経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
八
頁
下
）、「
仏
の
尊
寿
は
、
そ
の
後

無
数
劫
を
重
ね
、
そ
れ
で
も
般
泥
洹
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
八
方
上
下
の
無
央
数
の
仏
国
の
衆
生

を
、
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
、
尽
く
往
生
さ
せ
て
悟
り
へ
と
導
か
れ
る
。
彼
ら
が
作
仏
し
た
後
に
は
、

ま
た
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
一
切
の
衆
生
を
悟
り
に
導
か
せ
、
あ
る
い
は
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
へ
と
導

か
せ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
無
数
劫
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
、そ
れ
で
も
般
泥
洹
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

八
方
上
下
の
無
数
の
衆
生
が
、
蜎
飛
蠕
動
の
類
に
至
る
ま
で
、
み
な
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
し
て
仏
と
な
り
、

ま
た
阿
羅
漢
と
な
っ
て
泥
洹
を
得
る
者
も
数
え
き
れ
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
702
）
群
疑
論
二
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、四
〇
頁
中
～
下
）、「
問
う
。
往
生
の
衆
生
は
人
趣
に
限
る

の
か
。
あ
る
い
は
余
趣
も
往
生
で
き
る
の
か
。
答
え
。
五
趣
と
も
に
往
生
で
き
る
。『
観
無
量
寿
経
』に
は
、

諸
天
・
天
龍
・
夜
叉
が
来
生
し
て
法
を
聞
く
と
言
い
、『
称
讃
浄
土
経
』
で
も
、
諸
天
・
阿
修
羅
が
聞
法

の
た
め
に
来
生
す
る
と
説
く
。
よ
っ
て
願
生
者
は
み
な
、浄
業
を
修
し
て
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
菩

薩
処
胎
経
』
第
四
巻
（
巻
七
、『
大
正
蔵
』
一
二
、一
〇
五
〇
頁
下
～
一
〇
五
一
頁
中
）
に
、
龍
子
龍
女
や

金
翅
鳥
が
八
関
斎
の
教
え
を
聞
い
て
命
終
に
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
す
る
と
説
か
れ
、『
随
願
往
生
経
』（『
灌

頂
経
』
巻
十
一
、『
大
正
蔵
』
二
一
、五
三
〇
頁
上
）
に
は
、
亡
者
の
遺
産
を
三
宝
に
施
す
な
ら
ば
、
そ
の

功
徳
に
よ
っ
て
地
獄
の
殃
が
除
か
れ
、
十
方
浄
土
に
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
五

趣
が
み
な
極
楽
に
往
生
で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
」（
要
約
）
と
。

（
703
）
浄
土
論
迦
才
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、八
八
頁
中
）、「
三
乗
七
方
便
以
前
の
凡
夫
か
ら
聖
者

に
至
る
ま
で
、
男
も
女
も
、
無
根
も
二
根
も
、
龍
鬼
八
部
に
至
る
ま
で
、
菩
提
心
を
発
し
て
専
ら
阿
弥
陀

仏
を
念
じ
、
穢
土
を
厭
い
、
浄
土
を
願
い
、
臨
終
に
正
念
現
前
す
れ
ば
、
み
な
往
生
で
き
る
」（
要
約
）
と
。

（
704
）
遊
心
安
楽
道
元
皎マ

マ

に
云
う
（
伝
元
暁
、『
大
正
蔵
』
四
七
、一
一
九
頁
中
～
下
）、「
問
う
。
す
で
に
三

途
に
入
る
亡
霊
を
救
っ
て
極
楽
に
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
か
。
答
え
。『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』

第
二
十
八
巻
、
灌
頂
真
言
成
就
品
（『
大
正
蔵
』
二
〇
、三
八
四
頁
下
）
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。〈
三
世

十
方
一
切
如
来
、
毘
盧
遮
那
如
来
が
、
同
時
に
右
手
を
伸
ば
し
、
清
浄
蓮
華
明
王
の
頭
頂
を
な
で
て
不
空

大
灌
頂
光
真
言
を
説
か
れ
た
。《
唵
荷
暮
伽
廢
嚕
者
娜
摩
訶
畝
陀
囉
麼
抳
鉢
頭
麼
入
縛
攞
跛
囉
韈
嚲
野

》

と
〉。
ま
た
（『
不
空
羂
索
毘
盧
遮
那
仏
大
灌
頂
光
真
言
』、『
大
正
蔵
』
一
九
、六
〇
六
頁
中
～
下
）、〈
こ

の
大
灌
頂
光
真
言
を
少
し
で
も
聞
け
ば
、
す
べ
て
の
罪
障
が
除
か
れ
る
。
十
悪
五
逆
四
重
の
罪
を
造
り
、

悪
道
に
堕
ち
る
よ
う
な
者
も
、
こ
の
真
言
を
も
っ
て
百
八
遍
、
土
砂
を
加
持
し
て
、
亡
者
の
遺
骸
あ
る
い

は
墓
上
に
撒
け
ば
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
修
羅
に
居
て
も
、
一
切
不
空
如
来
不
空
毘
盧
遮
那
如
来
真

言
の
本
願
、
大
灌
頂
光
真
言
加
持
土
沙
の
力
に
よ
っ
て
、
即
座
に
光
明
を
得
て
罪
が
除
か
れ
、
西
方
極
楽

国
土
に
蓮
華
化
生
し
て
、
菩
提
を
得
る
ま
で
堕
落
し
な
い
〉
と
言
う
。
救
わ
れ
難
い
者
が
、
難
思
の
力
に

あ
ず
か
り
、
呪
沙
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
大
悲
を
信
ぜ
よ
。
真
言
に
遇
え
ば
出
離
は
容
易
で
あ

る
。
墓
上
に
沙
を
撒
く
だ
け
で
も
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。
呪
衣
を
着
て
真
言
を
唱
え
る
者
は
な
お
さ
ら

で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　『
安
養
集
』
巻
十
の
八
論
題
は
、
七
門
の
第
七
「
料
簡
」
に
属
す
る
。「
厭
穢
・
欣
浄
・
修
因
・
感
果
・

依
報
・
正
報
」
の
六
門
に
配
当
で
き
な
か
っ
た
論
題
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
冒
頭
「
88
諸
趣
往
生
」
に
は
、
人
趣
以
外
の
諸
趣
、
特
に
悪
趣
が
往
生
で
き
る
の
か
否
か
を
論
ず
る
た

め
の
要
文
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
問
題
は
、『
往
生
要
集
』
で
は
、大
文
第
七
「
念
仏
利
益
」
の
第
七
「
悪
趣
利
益
」
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
源
信
は
、『
大
悲
経
』（
巻
二
、『
大
正
蔵
』
一
二
、九
五
六
頁
下
、巻
三
、同
九
五
七
頁
中
～
下
）
よ
り
、

畜
生
が
念
仏
に
よ
っ
て
仏
道
に
趣
く
話
を
引
用
し
、ま
た『
菩
薩
処
胎
経
』巻
七
、八
賢
聖
斎
品（『
大
正
蔵
』

一
二
、一
〇
五
一
頁
上
）
よ
り
、
龍
の
子
女
が
不
殺
生
戒
を
説
く
偈
文
を
聞
い
て
命
終
に
阿
弥
陀
仏
国
に

往
生
す
る
と
説
く
文
を
引
用
し
て
、
悪
趣
が
往
生
で
き
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
さ
ら
に
前
項
第
六
「
引
例

勧
信
」
所
掲
の
『
譬
喩
経
』（『
法
苑
珠
林
』
巻
十
三
、『
大
正
蔵
』
五
三
、三
八
一
頁
下
等
）
に
説
く
、
修

行
僧
が
堕
地
獄
の
母
を
念
仏
の
声
に
よ
っ
て
救
う
話
な
ど
を
参
照
せ
よ
と
述
べ
て
い
る
。

　『
安
養
集
』「
88
諸
趣
往
生
」
が
、
そ
の
議
論
を
承
け
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
源
信
が
取
り
上
げ

た
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
譬
喩
話
は
（
702
）『
群
疑
論
』
に
見
え
る
。
加
え
て
『
安
養
集
』
の
編
者
が
注
目

し
た
の
は
、（
697
）
～
（
701
）『
大
阿
弥
陀
経
』
の
文
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
諸
天
人
民
蜎
飛
蠕
動
之
類
」

が
往
生
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
源
信
が
言
及
し
な
か
っ
た
『
無
量
寿
経
』
の
異
訳
中
に
、
こ
の
問

題
の
出
拠
の
経
文
を
見
出
し
て
、
こ
こ
に
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　（
703
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、「
無
根
・
二
根
」「
龍
鬼
八
部
」
の
往
生
を
説
く
文
で
、
菩
薩
は
悪
道
に

趣
い
て
苦
衆
生
を
救
う
こ
と
を
本
懐
と
す
る
こ
と
を
示
す
問
答
の
一
節
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

問
題
を
論
ず
る
際
の
基
本
姿
勢
を
示
す
要
文
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　（
704
）
伝
元
暁
『
遊
心
安
楽
道
』
に
は
、
光
明
真
言
に
よ
っ
て
加
持
し
た
土
砂
を
屍
骸
あ
る
い
は
墓
上

に
散
布
す
れ
ば
、
地
獄
等
の
悪
道
に
堕
ち
た
亡
者
が
極
楽
に
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
中
世
に
流

行
す
る
土
砂
加
持
の
典
拠
の
文
で
あ
る
。『
遊
心
安
楽
道
』
は
、隋
唐
・
新
羅
の
諸
説
を
寄
せ
集
め
た
書
で
、

教
理
的
に
矛
盾
す
る
箇
所
も
あ
っ
て
、
と
て
も
元
暁
の
撰
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
平
安
中
期
以

降
に
議
論
さ
れ
る
浄
土
教
教
理
の
諸
問
題
を
広
く
扱
う
点
で
、
重
宝
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ

と
に
土
砂
加
持
の
出
拠
の
経
文
を
挙
げ
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。
光
明
真
言
は
、『
往
生
要
集
』で
は
、

大
文
第
九
「
往
生
諸
行
」
に
わ
ず
か
に
言
及
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
横
川
二
十
五
三
昧
会
の
結
衆
の
間

で
は
広
く
修
せ
ら
れ
て
い
て
、
源
信
撰
と
伝
わ
る
『
横
川
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
起
請
』（『
恵
心
僧
都
全

集
』
一
、三
四
一
頁
～
三
四
二
頁
）
に
は
そ
の
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
安
養
集
』
は
こ
こ
に
そ
の
出

典
を
挙
げ
、
土
砂
加
持
の
教
理
的
根
拠
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

89
　
信
毀
因
縁

（
705
）
群
疑
論
七
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、七
六
頁
上
～
中
）、「
問
う
。
念
仏
三
昧
を
習
学
で
き

な
く
て
も
、
他
者
が
修
す
る
の
を
見
て
信
を
生
じ
随
喜
す
る
者
は
ど
の
よ
う
な
功
徳
を
得
る
か
。
不
信

毀
謗
の
者
は
ど
の
よ
う
な
罪
報
を
得
る
か
。
答
え
。『
賢
護
経
』
第
五
巻
、
随
喜
功
徳
品
（『
大
正
蔵
』

一
三
、八
九
四
頁
下
）
に
、〈
随
喜
三
昧
を
修
す
る
人
に
は
大
き
な
福
徳
が
備
わ
る
。
十
方
諸
仏
に
珍
宝
を

奉
献
す
る
福
徳
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
。こ
の
三
昧
に
よ
っ
て
上
に
説
く
四
大
随
喜（
同
、八
九
四
頁
上
）

を
具
足
し
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
回
向
し
て
正
覚
を
成
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
ど
ん
な
施
福
よ
り
も
は

る
か
に
大
き
い
〉
と
説
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
生
信
随
喜
の
福
は
無
辺
で
あ
る
か
ら
、
不
信
毀
謗
の
罪
も

ま
た
無
量
で
あ
る
。
謗
法
の
罪
は
、『
大
品
般
若
経
』『
法
華
経
』『
仏
蔵
経
』
等
に
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
」

（
要
約
）
と
。

（
706
）
観
念
法
門
善
導
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、二
八
頁
中
～
下
）、「
問
う
。
釈
尊
は
五
濁
の
凡
夫
を

救
う
た
め
、
十
悪
が
苦
の
因
と
な
る
こ
と
を
説
き
、
ま
た
人
天
が
阿
弥
陀
仏
国
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
示
さ

れ
た
。
こ
の
教
え
を
信
ぜ
ず
、
共
に
誹
る
よ
う
な
者
に
は
、
ど
の
よ
う
な
罪
報
が
あ
る
の
か
。
答
え
。
そ

の
よ
う
な
悪
人
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
五
悪
性
分
を
示
す
中
に
述
べ
た
が
、
今
は
経
典
を
引
い
て
明
証
を

示
そ
う
。『
十
往
生
経
』（『
山
海
慧
菩
薩
経
』、『
大
正
蔵
』
八
五
、一
四
〇
八
頁
下
～
一
四
〇
九
頁
中
）
に

次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。〈
仏
が
山
海
慧
菩
薩
に
仰
せ
に
な
っ
た
。《
こ
の
経
を
、
観
阿
弥
陀
仏
色
身

正
念
解
脱
三
昧
経
と
名
づ
け
、
ま
た
度
諸
有
流
生
死
八
難
有
縁
衆
生
経
と
名
づ
け
る
。
大
三
昧
の
門
を

開
き
、
地
獄
の
門
を
閉
じ
、
悪
鬼
を
除
き
、
四
方
を
安
穏
に
す
る
経
典
で
あ
る
》
と
。
山
海
慧
が
仏
に
、

《
こ
の
経
を
誹
謗
す
る
者
は
、
後
に
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
》
と
問
う
と
、
仏
は
仰
せ
に
な
っ
た
。《
正

法
を
誹
謗
す
る
者
は
、
重
病
に
罹
り
、
地
獄
に
堕
ち
て
八
万
劫
の
苦
を
受
け
、
地
獄
か
ら
脱
し
た
後
も
、

百
千
万
世
に
わ
た
っ
て
三
宝
の
名
を
聞
く
こ
と
さ
え
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
経
は
、
無
智
の
者
に
説
い

て
は
な
ら
な
い
。
正
し
く
観
じ
、
正
し
く
念
ず
る
こ
と
の
で
き
る
人
に
だ
け
説
く
が
よ
い
。
こ
の
経
を
敬

わ
な
い
者
は
地
獄
に
堕
ち
る
。
敬
重
す
る
者
は
正
解
脱
を
得
て
、
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き

る
》」（
要
約
）
と
。

（
707
）
同
じ
く
次
上
に
云
う
（『
観
念
法
門
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、二
七
頁
下
）、「
ま
た
問
う
。
同
じ
仏
法

な
の
に
、
な
ぜ
信
ず
る
者
と
信
じ
な
い
者
と
が
あ
り
、
共
に
譏
り
合
う
の
か
。
答
え
。
凡
夫
の
機
性
に
二

種
あ
る
。
善
性
人
と
悪
性
人
と
で
あ
る
、
善
性
人
は
教
を
聞
く
と
、
悪
を
捨
て
て
善
を
行
な
い
、
邪
を
捨

て
て
正
を
行
な
い
、
虚
を
捨
て
て
実
を
行
い
、
非
を
捨
て
て
是
を
行
い
、
偽
を
捨
て
て
真
を
行
う
。
仏
に

帰
依
し
て
自
ら
利
益
し
他
を
も
利
益
す
る
。
家
で
は
孝
を
行
い
、
外
で
は
他
人
を
利
益
し
、
信
望
厚
く
、

朝
廷
で
は
君
子
と
呼
ば
れ
、
君
に
忠
節
を
尽
く
す
。
よ
っ
て
自
性
の
善
人
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
悪
性

人
は
、
真
を
謗
っ
て
偽
を
行
い
、
正
を
謗
っ
て
邪
を
行
い
、
是
を
謗
っ
て
非
を
行
い
、
実
を
謗
っ
て
虚
を

行
い
、
五
に
は
善
を
謗
っ
て
悪
を
行
う
。
仏
に
帰
依
し
よ
う
と
し
て
も
、
自
ら
利
益
す
る
こ
と
も
他
人
を

利
益
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
家
で
は
孝
を
行
え
ず
、
信
望
も
な
く
、
朝
廷
で
は
小
児
と
呼
ば
れ
、
君
に

は
不
忠
で
あ
る
。ま
た
他
の
賢
徳
や
善
人
を
毀
傷
す
る
。よ
っ
て
自
性
の
悪
人
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
」（
要

約
）
と
。

（
708
）
浄
土
論
加マ
マ

才
中
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、九
四
頁
下
）、「『
平
等
覚
経
』
に
、〈
私
の
説
く
浄
土

の
法
門
を
聞
い
て
心
に
悲
喜
を
生
じ
感
動
す
る
者
は
、
過
去
世
に
す
で
に
仏
道
を
修
め
て
い
る
。
逆
に
全
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く
信
じ
ら
れ
な
い
者
は
、
三
悪
道
か
ら
来
て
罪
が
尽
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
者
は
、
解
脱

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
〉
と
言
う
。
こ
の
経
に
は
、
浄
土
の
教
え
を
聞
い
て
信
楽
す
る
者
は
、
過
去
に

仏
を
供
養
し
て
き
た
因
に
よ
っ
て
、
乃
至
十
念
で
み
な
往
生
で
き
る
と
言
う
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
709
）
無
量
寿
経
上マ
マ

に
云
う
（
巻
下
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
三
頁
上
～
中
）、「
善
根
功
徳
の
な
い
人
は

　
教
え
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
な
い
　
誡
め
守
る
人
だ
け
が
　
正
し
い
を
教
え
を
聞
く
だ
ろ
う
　
過
去
世
に

仏
に
遇
っ
た
か
ら
　
敬
信
歓
喜
で
き
る
の
だ
　
慢
心
懈
怠
の
愚
人
に
は
　
仏
法
信
ず
る
こ
と
難
し
　
如
来

の
智
慧
は
果
て
し
な
く
　
聖
者
で
も
知
り
尽
く
せ
な
い
　
人
の
い
の
ち
は
は
か
な
く
て
　
仏
に
出
遇
う
こ

と
難
く
　
信
慧
を
得
る
こ
と
な
お
難
し
　
も
し
も
教
え
に
出
遇
え
た
ら
　
つ
と
め
て
忘
れ
る
こ
と
な
か
れ

　
教
え
を
聞
い
て
喜
べ
ば
　
す
な
わ
ち
わ
が
善
き
親し
ん
ぬ友
な
り
　
た
と
え
世
界
が
滅
ぶ
と
も
　
ひ
る
む
こ
と

な
く
法
を
聞
け
　
か
な
ら
ず
さ
と
り
を
成
就
し
て
　
多
く
の
人
を
救
う
だ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　「
89
信
毀
因
縁
」
に
は
、
仏
法
を
聞
い
て
信
を
生
ず
る
者
と
、
信
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
に
誹
謗
す
る
者

と
の
差
違
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　『
往
生
要
集
』
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
八
「
信
毀
因
縁
」
の
論
述
を
承
け
て
い
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
そ
こ
に
源
信
は
、
五
番
の
問
答
を
設
け
て
い
る
。
ま
ず
『
般
舟
三
昧
経
』（『
大
正
蔵
』

一
三
、九
〇
七
頁
下
）
よ
り
、
宿
世
深
淵
の
聞
法
功
徳
に
よ
っ
て
阿
惟
越
致
に
至
る
と
説
く
文
を
引
用
し
、

第
一
に
、経
を
聞
い
て
信
ず
る
者
と
信
じ
な
い
者
と
が
存
在
す
る
の
は
な
ぜ
か
と
問
を
発
す
る
。
答
え
て
、

『
平
等
覚
経
』
巻
四
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
九
九
頁
中
～
下
）
よ
り
、
宿
世
に
仏
道
を
修
し
た
者
は
仏
名

を
聞
い
て
歓
喜
し
、
悪
業
の
罪
が
残
っ
て
い
る
者
は
疑
い
を
生
ず
る
と
説
く
文
、
お
よ
び
『
大
集
経
』
第

七
（
実
は
巻
六
、『
大
正
蔵
』
一
三
、三
七
頁
下
）
よ
り
、
前
世
の
善
根
の
あ
る
者
は
正
法
を
聞
き
、
な
い

者
は
聞
く
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
る
い
は
聞
い
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
と
説
く
文
と
を
引
用
す
る
。

　
第
二
問
答
で
は
、
薄
徳
の
者
が
聞
法
で
き
る
と
い
う
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
と
発
問
し
、
答
え
て
、
衆

生
を
「
一
悪
用
偏
増
・
二
善
用
偏
増
・
三
善
悪
交
際
・
四
善
悪
容
預
」
の
四
段
階
に
分
け
、
一
は
聞
法
の

縁
の
な
い
者
、
二
は
常
に
聞
法
す
る
者
、
三
は
善
が
悪
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
段
階
で
、
聞
法
に
よ
っ

て
即
座
に
悟
る
こ
と
が
で
き
る
者
、
四
は
善
悪
が
心
の
中
に
同
居
す
る
凡
夫
で
あ
り
、
こ
の
中
に
、
薄
徳

で
あ
り
な
が
ら
聞
法
の
縁
に
遇
う
こ
と
の
で
き
る
者
が
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
第
三
問
答
で
は
、
不
信
の
罪
報
を
問
い
、『
称
揚
諸
仏
功
徳
経
』
巻
下
（『
大
正
蔵
』
一
四
、九
九
頁
上

～
中
）
に
よ
っ
て
、
堕
地
獄
の
罪
で
あ
る
と
答
え
る
。
こ
の
文
は
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
中
（『
大
正
蔵
』

四
七
、九
三
頁
中
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
問
答
で
は
、
疑
惑
の
者
は
往
生
で
き
な
い
の
か
と
問
い
、
答
え
て
、『
無
量
寿
経
』
巻
下
（『
大
正

蔵
』
一
二
、二
七
八
頁
上
）
よ
り
、「
疑
城
の
胎
宮
」
を
説
く
文
を
引
用
し
、
疑
惑
五
智
の
者
も
仏
の
悲
願

に
よ
っ
て
往
生
で
き
る
と
言
う
。
さ
ら
に
第
五
問
答
に
お
い
て
「
五
智
」
の
内
容
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

第
四
・
第
五
問
答
に
扱
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
胎
化
得
失
の
問
題
は
、『
安
養
集
』
で
は
巻
七
「
66
四
生
分
別
」

に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
「
89
信
毀
因
縁
」
は
、『
往
生
要
集
』「
信
毀
因
縁
」
の
第
一
～
第
三
問
答
を
継
承
し
た
項
目
で

あ
る
と
言
え
る
。『
安
養
集
』
は
本
項
冒
頭
に
（
705
）『
群
疑
論
』
の
文
を
挙
げ
る
。
そ
こ
に
は
随
喜
三
昧

を
説
く
『
賢
護
経
』
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
て
、
源
信
が
「
信
毀
因
縁
」
の
項
に
挙
げ
た
『
平
等
覚
経
』

に
説
く
「
聞
名
歓
喜
」
が
随
喜
三
昧
に
当
た
る
と
い
う
理
解
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　（
706
）（
707
）『
観
念
法
門
』
に
は
、
謗
法
の
罪
を
説
く
。『
往
生
要
集
』「
信
毀
因
縁
」
第
三
問
答
の
見

解
を
補
佐
す
る
要
文
で
あ
る
。

　（
708
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、
宿
世
の
善
・
悪
に
よ
っ
て
信
・
毀
の
差
別
を
生
ず
る
と
い
う
『
平
等
覚
経
』

の
文
を
掲
げ
た
箇
所
で
、『
往
生
要
集
』「
信
毀
因
縁
」
第
一
問
答
に
源
信
が
提
示
し
た
第
一
出
拠
の
経
文

と
一
致
す
る
。
源
信
の
論
述
の
拠
り
所
を
示
し
た
要
文
で
あ
る
。

　（
709
）『
無
量
寿
経
』は
、「
東
方
偈
」の
文
で
、釈
尊
が
聞
信
歓
喜
の
者
を
善
親
友
と
讃
え
た
箇
所
で
あ
る
。

『
往
生
要
集
』
に
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
安
養
集
』
が
新
た
に
見
出
し
た
本
論
題
出
拠
の
経
文
で
あ
る

と
言
え
る
。

90
　
小
教
説
不
説

（
710
）
無
量
寿
経
論
釈
一
に
云
ふ
、「
論
に
曰
く
、〈
わ
れ
脩
多
羅
の
、
真
実
功
徳
相
に
依
り
て
、
願
偈
を

説
い
て
総
持
し
、
仏
教
と
相
応
せ
ん
〉
と
。
釈
し
て
曰
く
、
こ
の
頌
は
、
経
に
順
じ
て
論
を
造
る
こ
と
を

顕
示
す
。
そ
の
修
多
羅
は
こ
れ
仏
経
の
名
な
り
。
世
親
菩
薩
、
今
、
彼
の
義
を
論
じ
て
、
仏
経
と
相
応
す

る
が
ゆ
ゑ
に
、
優
婆
提
舎
の
名
を
得
。
脩
多
羅
と
は
、
十
二
部
経
の
中
、
直
説
の
語
を
言
ひ
て
修
多
羅
と

名
づ
く
。
四
阿
含・三
蔵
聖
教
を
除
き
、
自
余
の
大
乗
方
等
諸
経
も
ま
た
脩
多
羅
と
名
づ
く
。
こ
の
中
の
、

〈
我
依
脩
多
羅
〉
と
は
、
こ
れ
大
乗
の
修
多
羅
な
り
。
彼
の
阿
含
等
の
経
に
は
あ
ら
ず
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
（
古
逸
）
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
、〈
我
は
ほ
と
け
の
説

く
経
の
　
真
実
功
徳
の
相
に
よ
り
　
願
生
の
歌
を
説
き
示
す
　
ほ
と
け
の
心
に
か
な
う
よ
う
〉
と
説
か
れ

る
。
註
釈
す
る
。
こ
の
頌
は
、
経
に
順
じ
て
論
を
造
る
こ
と
を
顕
示
す
る
。
修
多
羅
と
は
仏
教
経
典
の
意

で
あ
る
。
世
親
菩
薩
が
此
度
、浄
土
の
義
を
論
じ
、そ
れ
が
仏
経
の
意
に
合
致
す
る
か
ら
、優
婆
提
舎
（
教

義
解
説
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
脩
多
羅
と
は
、
十
二
部
経
の
中
、
仏
の
直
説
を
指
し
て
修
多
羅

と
言
う
。
四
阿
含
や
三
蔵
の
聖
教
を
除
く
、そ
の
他
の
大
乗
方
等
諸
経
も
ま
た
脩
多
羅
と
名
づ
け
ら
れ
る
。

本
論
に
、〈
我
依
脩
多
羅
〉
と
言
う
の
は
、大
乗
の
修
多
羅
で
あ
る
。
阿
含
等
の
小
乗
の
経
で
は
な
い
」
と
。

（
711
）
安
楽
集
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、九
頁
中
）、「
第
六
に
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
求
め
る
の
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く
信
じ
ら
れ
な
い
者
は
、
三
悪
道
か
ら
来
て
罪
が
尽
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
者
は
、
解
脱

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
〉
と
言
う
。
こ
の
経
に
は
、
浄
土
の
教
え
を
聞
い
て
信
楽
す
る
者
は
、
過
去
に

仏
を
供
養
し
て
き
た
因
に
よ
っ
て
、
乃
至
十
念
で
み
な
往
生
で
き
る
と
言
う
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
709
）
無
量
寿
経
上マ

マ

に
云
う
（
巻
下
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
三
頁
上
～
中
）、「
善
根
功
徳
の
な
い
人
は

　
教
え
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
な
い
　
誡
め
守
る
人
だ
け
が
　
正
し
い
を
教
え
を
聞
く
だ
ろ
う
　
過
去
世
に

仏
に
遇
っ
た
か
ら
　
敬
信
歓
喜
で
き
る
の
だ
　
慢
心
懈
怠
の
愚
人
に
は
　
仏
法
信
ず
る
こ
と
難
し
　
如
来

の
智
慧
は
果
て
し
な
く
　
聖
者
で
も
知
り
尽
く
せ
な
い
　
人
の
い
の
ち
は
は
か
な
く
て
　
仏
に
出
遇
う
こ

と
難
く
　
信
慧
を
得
る
こ
と
な
お
難
し
　
も
し
も
教
え
に
出
遇
え
た
ら
　
つ
と
め
て
忘
れ
る
こ
と
な
か
れ

　
教
え
を
聞
い
て
喜
べ
ば
　
す
な
わ
ち
わ
が
善
き
親し
ん
ぬ友

な
り
　
た
と
え
世
界
が
滅
ぶ
と
も
　
ひ
る
む
こ
と

な
く
法
を
聞
け
　
か
な
ら
ず
さ
と
り
を
成
就
し
て
　
多
く
の
人
を
救
う
だ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　「
89
信
毀
因
縁
」
に
は
、
仏
法
を
聞
い
て
信
を
生
ず
る
者
と
、
信
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
に
誹
謗
す
る
者

と
の
差
違
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　『
往
生
要
集
』
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
八
「
信
毀
因
縁
」
の
論
述
を
承
け
て
い
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
そ
こ
に
源
信
は
、
五
番
の
問
答
を
設
け
て
い
る
。
ま
ず
『
般
舟
三
昧
経
』（『
大
正
蔵
』

一
三
、九
〇
七
頁
下
）
よ
り
、
宿
世
深
淵
の
聞
法
功
徳
に
よ
っ
て
阿
惟
越
致
に
至
る
と
説
く
文
を
引
用
し
、

第
一
に
、経
を
聞
い
て
信
ず
る
者
と
信
じ
な
い
者
と
が
存
在
す
る
の
は
な
ぜ
か
と
問
を
発
す
る
。
答
え
て
、

『
平
等
覚
経
』
巻
四
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
九
九
頁
中
～
下
）
よ
り
、
宿
世
に
仏
道
を
修
し
た
者
は
仏
名

を
聞
い
て
歓
喜
し
、
悪
業
の
罪
が
残
っ
て
い
る
者
は
疑
い
を
生
ず
る
と
説
く
文
、
お
よ
び
『
大
集
経
』
第

七
（
実
は
巻
六
、『
大
正
蔵
』
一
三
、三
七
頁
下
）
よ
り
、
前
世
の
善
根
の
あ
る
者
は
正
法
を
聞
き
、
な
い

者
は
聞
く
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
る
い
は
聞
い
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
と
説
く
文
と
を
引
用
す
る
。

　
第
二
問
答
で
は
、
薄
徳
の
者
が
聞
法
で
き
る
と
い
う
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
と
発
問
し
、
答
え
て
、
衆

生
を
「
一
悪
用
偏
増
・
二
善
用
偏
増
・
三
善
悪
交
際
・
四
善
悪
容
預
」
の
四
段
階
に
分
け
、
一
は
聞
法
の

縁
の
な
い
者
、
二
は
常
に
聞
法
す
る
者
、
三
は
善
が
悪
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
段
階
で
、
聞
法
に
よ
っ

て
即
座
に
悟
る
こ
と
が
で
き
る
者
、
四
は
善
悪
が
心
の
中
に
同
居
す
る
凡
夫
で
あ
り
、
こ
の
中
に
、
薄
徳

で
あ
り
な
が
ら
聞
法
の
縁
に
遇
う
こ
と
の
で
き
る
者
が
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
第
三
問
答
で
は
、
不
信
の
罪
報
を
問
い
、『
称
揚
諸
仏
功
徳
経
』
巻
下
（『
大
正
蔵
』
一
四
、九
九
頁
上

～
中
）
に
よ
っ
て
、
堕
地
獄
の
罪
で
あ
る
と
答
え
る
。
こ
の
文
は
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
中
（『
大
正
蔵
』

四
七
、九
三
頁
中
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
問
答
で
は
、
疑
惑
の
者
は
往
生
で
き
な
い
の
か
と
問
い
、
答
え
て
、『
無
量
寿
経
』
巻
下
（『
大
正

蔵
』
一
二
、二
七
八
頁
上
）
よ
り
、「
疑
城
の
胎
宮
」
を
説
く
文
を
引
用
し
、
疑
惑
五
智
の
者
も
仏
の
悲
願

に
よ
っ
て
往
生
で
き
る
と
言
う
。
さ
ら
に
第
五
問
答
に
お
い
て
「
五
智
」
の
内
容
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

第
四
・
第
五
問
答
に
扱
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
胎
化
得
失
の
問
題
は
、『
安
養
集
』
で
は
巻
七
「
66
四
生
分
別
」

に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
「
89
信
毀
因
縁
」
は
、『
往
生
要
集
』「
信
毀
因
縁
」
の
第
一
～
第
三
問
答
を
継
承
し
た
項
目
で

あ
る
と
言
え
る
。『
安
養
集
』
は
本
項
冒
頭
に
（
705
）『
群
疑
論
』
の
文
を
挙
げ
る
。
そ
こ
に
は
随
喜
三
昧

を
説
く
『
賢
護
経
』
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
て
、
源
信
が
「
信
毀
因
縁
」
の
項
に
挙
げ
た
『
平
等
覚
経
』

に
説
く
「
聞
名
歓
喜
」
が
随
喜
三
昧
に
当
た
る
と
い
う
理
解
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　（
706
）（
707
）『
観
念
法
門
』
に
は
、
謗
法
の
罪
を
説
く
。『
往
生
要
集
』「
信
毀
因
縁
」
第
三
問
答
の
見

解
を
補
佐
す
る
要
文
で
あ
る
。

　（
708
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、
宿
世
の
善
・
悪
に
よ
っ
て
信
・
毀
の
差
別
を
生
ず
る
と
い
う
『
平
等
覚
経
』

の
文
を
掲
げ
た
箇
所
で
、『
往
生
要
集
』「
信
毀
因
縁
」
第
一
問
答
に
源
信
が
提
示
し
た
第
一
出
拠
の
経
文

と
一
致
す
る
。
源
信
の
論
述
の
拠
り
所
を
示
し
た
要
文
で
あ
る
。

　（
709
）『
無
量
寿
経
』は
、「
東
方
偈
」の
文
で
、釈
尊
が
聞
信
歓
喜
の
者
を
善
親
友
と
讃
え
た
箇
所
で
あ
る
。

『
往
生
要
集
』
に
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
安
養
集
』
が
新
た
に
見
出
し
た
本
論
題
出
拠
の
経
文
で
あ
る

と
言
え
る
。

90
　
小
教
説
不
説

（
710
）
無
量
寿
経
論
釈
一
に
云
ふ
、「
論
に
曰
く
、〈
わ
れ
脩
多
羅
の
、
真
実
功
徳
相
に
依
り
て
、
願
偈
を

説
い
て
総
持
し
、
仏
教
と
相
応
せ
ん
〉
と
。
釈
し
て
曰
く
、
こ
の
頌
は
、
経
に
順
じ
て
論
を
造
る
こ
と
を

顕
示
す
。
そ
の
修
多
羅
は
こ
れ
仏
経
の
名
な
り
。
世
親
菩
薩
、
今
、
彼
の
義
を
論
じ
て
、
仏
経
と
相
応
す

る
が
ゆ
ゑ
に
、
優
婆
提
舎
の
名
を
得
。
脩
多
羅
と
は
、
十
二
部
経
の
中
、
直
説
の
語
を
言
ひ
て
修
多
羅
と

名
づ
く
。
四
阿
含・三
蔵
聖
教
を
除
き
、
自
余
の
大
乗
方
等
諸
経
も
ま
た
脩
多
羅
と
名
づ
く
。
こ
の
中
の
、

〈
我
依
脩
多
羅
〉
と
は
、
こ
れ
大
乗
の
修
多
羅
な
り
。
彼
の
阿
含
等
の
経
に
は
あ
ら
ず
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
（
古
逸
）
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
、〈
我
は
ほ
と
け
の
説

く
経
の
　
真
実
功
徳
の
相
に
よ
り
　
願
生
の
歌
を
説
き
示
す
　
ほ
と
け
の
心
に
か
な
う
よ
う
〉
と
説
か
れ

る
。
註
釈
す
る
。
こ
の
頌
は
、
経
に
順
じ
て
論
を
造
る
こ
と
を
顕
示
す
る
。
修
多
羅
と
は
仏
教
経
典
の
意

で
あ
る
。
世
親
菩
薩
が
此
度
、浄
土
の
義
を
論
じ
、そ
れ
が
仏
経
の
意
に
合
致
す
る
か
ら
、優
婆
提
舎
（
教

義
解
説
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
脩
多
羅
と
は
、
十
二
部
経
の
中
、
仏
の
直
説
を
指
し
て
修
多
羅

と
言
う
。
四
阿
含
や
三
蔵
の
聖
教
を
除
く
、そ
の
他
の
大
乗
方
等
諸
経
も
ま
た
脩
多
羅
と
名
づ
け
ら
れ
る
。

本
論
に
、〈
我
依
脩
多
羅
〉
と
言
う
の
は
、大
乗
の
修
多
羅
で
あ
る
。
阿
含
等
の
小
乗
の
経
で
は
な
い
」
と
。

（
711
）
安
楽
集
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、九
頁
中
）、「
第
六
に
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
求
め
る
の
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は
小
乗
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
論
破
す
る
。
浄
土
の
法
門
は
小
乗
で
は
な
い
。
小
乗
の
聖
教
に
は
往
生
浄

土
を
説
く
も
の
が
皆
無
だ
か
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
712
）
群
疑
論
三
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、五
〇
頁
上
）、「
第
二
に
〈
求
生
勝
〉
と
は
、一
念
の
念
仏
は
、

浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
（
求
生
の
勝
れ
た
功
徳
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
わ

ず
か
一
声
十
声
で
罪
を
滅
し
て
往
生
で
き
る
）。
た
と
え
頭
燃
を
は
ら
う
ほ
ど
の
修
行
を
し
て
も
、
小
乗

の
心
で
は
、
浄
土
を
信
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、
往
生
を
願
う
こ
と
も
な
い
の
で
、
罪
を
滅
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
」（
要
約
）
と
。
念
仏
功
徳
滅
罪
に
五
勝
あ
る
こ
と
を
釈
す
る
中
、
第
二
の
文
な
り
（
念
仏
に
五
つ
の
勝
れ
た
滅
罪
の

は
た
ら
き
が
あ
る
こ
と
を
明
か
す
中
、
第
二
の
文
で
あ
る
）。

【
考
察
】

　「
90
小
教
説
不
説
」
に
は
、
往
生
浄
土
の
教
説
は
、
小
乗
教
の
中
に
は
見
え
な
い
こ
と
を
論
ず
る
た
め

の
要
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
往
生
浄
土
の
法
門
が
大
乗
仏
教
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
議
論
は
、
曇
鸞
『
論
註
』
以
来
の
重
要
課
題

で
あ
る
。『
安
養
集
』
は
、そ
の
問
題
を
巻
一
「
2
欣
求
浄
土
」
の
項
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
が
『
往

生
要
集
』
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
と
は
全
く
異
な
る
立
場
か
ら
立
て
ら
れ
た
論
題
で
あ
り
、
自
身
の
往

生
だ
け
を
願
う
信
仰
は
、
自
己
中
心
的
な
小
乗
の
態
度
で
あ
る
と
す
る
非
難
に
応
え
て
、
浄
土
教
は
大
乗

仏
教
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
の
要
文
を
集
め
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
詳
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
本
項
「
90
小
教
説
不
説
」
は
そ
れ
に
関
連
し
て
設
け
ら
れ
た
論
題
で
あ
る
。
冒
頭
（
710
）
智
光
『
無
量

寿
経
論
釈
』
は
、
曇
鸞
『
論
註
』
の
論
説
を
踏
襲
す
る
も
の
で
、『
浄
土
論
』
が
大
乗
経
典
の
み
を
拠
り

所
と
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
文
で
あ
る
。（
711
）『
安
楽
集
』（
712
）『
群
疑
論
』
は
、
曇
鸞
の
立
場
を
承
け

て
、
小
乗
の
聖
教
に
は
浄
土
を
願
う
と
い
う
発
想
そ
の
も
の
が
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　『
安
養
集
』
が
こ
こ
に
改
め
て
浄
土
教
の
根
本
意
義
に
関
わ
る
よ
う
な
論
題
を
設
け
た
背
景
に
は
、
願

生
信
仰
に
対
す
る
根
強
い
非
難
の
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

91
　
経
教
興
廃

（
713
）
無
量
寿
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
九
頁
上
）、「
将
来
、
仏
教
が
滅
尽
す
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
私
は
慈
悲
哀
愍
の
心
に
よ
っ
て
、
こ
の
経
だ
け
を
あ
と
百
年
、
留
め
置
こ
う
。
こ
の
経

に
出
遇
う
者
は
、
願
い
の
通
り
に
悟
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
714
）
同
経
連
義
述
文
賛
下
に
云
う
（
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』

三
七
、一
七
〇
頁
中
～
下
）、「
経
の
、〈
当
来
之
世
〉
よ
り
〈
皆
可
得
度
〉
ま
で
は
、
第
三
に
、
こ
の
経
が

普
く
衆
生
を
救
う
こ
と
を
嘆
ず
る
。
一
説
に
は
、
末
法
一
万
年
の
後
、
仏
法
が
滅
尽
し
て
も
、
仏
は
慈
悲

に
よ
っ
て
こ
の
経
だ
け
を
百
年
留
め
て
衆
生
を
済
度
す
る
と
言
う
。
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。『
法
住
記
』

（『
大
正
蔵
』
四
九
、一
三
頁
上
～
下
）
に
言
う
。〈
仏
は
滅
度
の
時
、
無
上
法
を
十
六
大
阿
羅
漢
と
そ
の

眷
属
に
付
属
し
て
、
護
持
さ
せ
ら
れ
た
。
人
寿
十
歳
に
至
っ
て
刀
兵
劫
と
な
り
、
仏
法
は
滅
没
す
る
が
、

十
六
阿
羅
漢
が
人
中
に
現
れ
て
正
法
を
説
き
、
再
び
仏
法
が
世
間
に
流
行
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
人
寿

七
万
歳
に
至
っ
て
正
法
滅
没
す
る
時
、
十
六
阿
羅
漢
が
七
宝
の
仏
塔
を
造
り
、
釈
尊
の
遺
身
を
収
め
て
敬

礼
し
、
み
な
そ
ろ
っ
て
無
余
涅
槃
に
入
る
だ
ろ
う
。
仏
塔
は
地
中
に
没
し
て
金
輪
際
に
停
住
し
、
釈
尊
の

正
法
は
永
滅
す
る
だ
ろ
う
。
や
が
て
七
万
倶
胝
の
独
覚
が
現
れ
、
人
寿
八
万
歳
に
至
っ
て
尽
く
滅
没
し
、

そ
れ
に
次
い
で
弥
勒
如
来
が
世
に
出
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
〉
と
。
こ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、
人
寿
十
歳
の
時
で

は
な
く
、
そ
の
後
の
増
劫
人
寿
七
万
歳
に
至
る
時
に
正
法
滅
没
す
る
こ
と
を
、〈
経
道
滅
尽
〉
と
言
う
の

で
あ
る
。
そ
の
時
、
深
い
教
え
を
説
く
『
涅
槃
経
』
は
聖
人
と
共
に
滅
没
す
る
が
、『
無
量
寿
経
』
は
凡

夫
救
済
の
要
で
あ
る
の
で
、
そ
の
後
百
年
間
留
め
置
か
れ
る
。
機
根
に
応
じ
て
没
滅
が
前
後
す
る
の
で
あ

る
。
法
滅
の
後
も
、こ
の
経
を
聞
く
者
は
往
生
で
き
る
。
ま
し
て
今
聞
い
て
い
る
者
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
」

（
要
約
）
と
。

（
715
）
同
経
述
義
記
下
に
云
ふ
、「
四
に
、
此
経
を
聞
く
も
の
願
に
随
い
み
な
得
。
乃
至
末
後
に
留
む
る
こ

と
百
歳
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
経
の
ご
と
き
に
は
、
当
来
の
世
、
経
道
滅
尽
し
、
乃
至
随
喜
の
意
滅
尽
す
る
に
、

乃
至
意
の
所
願
に
随
い
み
な
度
を
得
べ
し
、
と
い
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。
こ
の
文
に
准
ぜ
ば
、
余
経
み
な
滅
せ
し

後
、
百
歳
の
中
、
な
ほ
因
を
修
し
て
往
生
す
る
人
あ
る
な
り
。
も
し
し
か
ら
ず
ん
ば
、
こ
の
言
、
虚
没
な

り
。
い
は
ん
や
今
の
時
、
経
法
具
に
存
す
れ
ば
、
教
に
よ
っ
て
修
行
せ
ば
、
往
生
疑
ひ
な
し
。
凡
人
不
審

の
言
を
聴
き
、
決
定
処
に
お
い
て
、
心
に
猶
予
を
生
ず
る
こ
と
な
か
れ
。
大
聖
は
る
か
に
鑑
案
し
て
こ
こ

に
誨
を
稟さ
ず
く
。
聞
き
て
随
は
ざ
れ
ば
、
ま
さ
に
い
か
ん
せ
ん
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「
第
四
に
、
こ
の
経
を
聞
く
者
は
、

願
に
応
じ
て
み
な
悟
る
こ
と
が
で
き
る
。
末
後
さ
ら
に
百
年
、経
が
留
め
置
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
経
に
、

未
来
の
世
に
、
仏
法
が
完
全
に
滅
び
、
随
喜
の
心
ま
で
も
が
滅
び
尽
き
た
と
し
て
も
、
願
い
に
応
じ
て
み

な
悟
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
文
に
よ
る
な
ら
ば
、
ほ
か
の
経
が

み
な
滅
ん
だ
後
、
百
年
間
、
因
行
を
修
し
て
往
生
す
る
人
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
こ
の
経
説
が
嘘
に
な
ろ
う
。
ま
し
て
現
在
は
、
経
法
が
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
教
え
に
随
っ
て
修

行
す
れ
ば
、
往
生
は
疑
い
な
い
。
凡
人
の
間
違
っ
た
言
葉
を
聞
い
て
、
す
で
に
仏
が
明
言
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
、
疑
い
を
懐
い
て
は
な
ら
な
い
。
釈
尊
が
遙
か
に
我
ら
を
見
そ
な
わ
し
て
、
こ
の
教
え
を
授
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
聴
聞
し
て
随
わ
な
い
な
ど
、
も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
る
」
と
。

（
716
）
無
量
寿
経
義
疏
下
法
位
に
云
ふ
、「
三
に
、〈
当
来
之
世
〉
の
下
は
、
悲
も
っ
て
教
を
留
む
れ
ば
、

す
な
は
ち
〈
特
留
此
経
〉
と
言
ふ
。〈
止
住
百
歳
〉
と
は
、釈
迦
の
仏
法
は
、正
法
五
百
年
、像
法
一
千
年
、

末
法
一
万
年
な
り
。
末
法
の
尽
き
し
後
、
さ
ら
に
留
む
る
こ
と
百
年
す
。
衆
生
を
接
引
す
る
こ
と
は
、
像
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さ
に
尽
き
ん
と
す
る
こ
と
あ
る
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「
第
三
に
、〈
当
来
之
世
〉
の
下
は
、

慈
悲
心
に
よ
っ
て
教
法
を
留
め
置
く
こ
と
言
う
。
よ
っ
て
〈
特
留
此
経
〉
と
説
か
れ
る
。〈
止
住
百
歳
〉

と
は
、
釈
迦
の
仏
法
は
、
正
法
五
百
年
、
像
法
一
千
年
、
末
法
一
万
年
で
あ
り
、
末
法
が
終
わ
っ
た
後
、

さ
ら
に
百
年
間
、
教
法
を
留
め
置
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
は
、
像
法
の
時
代
に

徐
々
に
尽
き
て
ゆ
く
の
で
あ
る
」
と
。

（
717
）
大
阿
弥
陀
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
一
七
頁
下
）、「
私
が
般
涅
槃
し
た
後
、
仏
法
は
千

年
間
留
ま
り
、
そ
の
後
断
絶
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
私
は
慈
哀
に
よ
っ
て
、
こ
の
経
だ
け
は
、
あ
と
百
年

留
め
置
こ
う
。
そ
の
間
、
心
に
願
う
者
は
み
な
悟
り
を
得
る
だ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
718
）
平
等
覚
経
下
に
云
う
（
巻
四
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
九
九
頁
下
）、「
私
が
般
涅
槃
し
た
後
、
仏
法

は
千
年
間
留
ま
り
、そ
の
後
断
絶
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
心
に
願
う
者
は
み
な
悟
り
を
得
る
だ
ろ
う
」（
要

約
）
と
。

（
719
）
十
往
生
経
に
云
う
（『
山
海
慧
菩
薩
経
』、『
大
正
蔵
』
八
五
、一
四
〇
九
頁
下
）、「
ま
た
阿
難
に
告

げ
ら
れ
た
。〈
汝
ら
智
慧
勝
れ
た
仏
弟
子
は
、我
が
滅
後
に
こ
の
経
を
受
持
し
、八
万
劫
の
間
説
き
広
め
よ
。

賢
劫
の
千
仏
に
知
ら
せ
、
広
く
衆
生
に
聞
か
せ
る
よ
う
に
せ
よ
〉
と
」（
要
約
）
と
。

（
720
）
群
疑
論
第
三
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、四
八
頁
上
～
四
九
頁
中
）、「
問
う
。『
無
量
寿
経
』
に
、

〈
経
道
滅
尽
の
後
も
、
こ
の
経
だ
け
は
百
年
留
め
置
こ
う
〉
と
説
か
れ
る
。〈
経
道
滅
尽
〉
と
は
、
何
時
の

こ
と
を
指
す
の
か
。
答
え
。
三
階
教
信
行
禅
師
の
三
階
集
録
に
、〈
第
三
階
の
衆
生
は
普
真
普
正
の
仏
法

を
行
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
無
量
寿
経
』
は
別
真
別
正
、
第
二
階
の
仏
法
な
の
で
、〈
特
留
百
歳
〉
と

言
っ
て
も
、
そ
れ
は
正
法
千
年
の
後
の
百
年
に
過
ぎ
な
い
〉
と
言
う
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
ま
た

一
説
に
、
正
法
千
年
像
法
千
年
末
法
万
年
の
後
の
百
年
を
指
す
と
言
う
。
刀
兵
劫
に
在
る
人
寿
十
歳
の
悪

人
を
利
益
し
よ
う
と
仰
せ
ら
れ
た
と
見
る
の
で
あ
る
。
ま
た
一
説
に
、
慶
友
尊
者
の
『
法
住
記
』
を
引
用

し
、〈
刀
兵
劫
の
後
、
人
寿
増
長
し
て
百
年
と
な
っ
た
時
、
十
六
羅
漢
が
正
法
を
説
く
。
そ
の
後
増
劫
人

寿
七
万
歳
に
至
っ
て
、
十
六
阿
羅
漢
は
宝
塔
を
造
り
、
法
滅
を
宣
言
し
て
無
余
涅
槃
に
入
る
だ
ろ
う
。
仏

塔
は
地
中
に
没
し
て
金
輪
際
に
停
住
す
る
。
そ
の
後
、
七
万
倶
胝
の
独
覚
が
現
れ
、
人
寿
八
万
歳
に
至
っ

て
尽
く
滅
没
し
、
そ
れ
に
次
い
で
弥
勒
如
来
が
世
に
出
で
、
浄
土
の
教
え
を
説
く
だ
ろ
う
〉
と
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
し
て
賢
劫
千
仏
が
次
々
に
出
興
し
て
浄
法
を
説
き
、
そ
の
間
、
阿
弥
陀
仏
は
寿
命
無
量
阿
僧

祇
劫
に
し
て
滅
度
せ
ず
、
有
縁
衆
生
に
浄
法
を
説
き
つ
づ
け
る
だ
ろ
う
と
言
う
。〈
経
道
滅
尽
特
留
百
年
〉

と
は
、
そ
の
後
を
指
す
と
見
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
ほ
か
の
大
乗
経
は
す
べ
て
隠
没
し
、『
無
量
寿
経
』
だ
け
が
百
年
留
め
置
か
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
え
。
甚
深
の
大
乗
妙
理
は
難
解
な
の
で
ま
ず
隠
没
す
る
。
た
だ
念
仏
だ
け
が
、
凡
愚
も
よ
く
修
習
で
き

る
の
で
、
留
め
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
浄
土
の
教
え
だ
け
が
、
我
ら
の
機
根
に
応
ず
る
仏
法
な
の
で
あ
る
」

（
要
約
）
と
。

（
721
）同
論
三
に
云
う（『
大
正
蔵
』四
七
、四
六
頁
下
～
四
七
頁
中
）、「『
大
集
経
』月
蔵
分（
巻
五
十
五
、『
大

正
蔵
』
一
三
、三
六
三
頁
上
～
中
）
に
、〈
仏
滅
度
の
後
、
第
一
の
五
百
年
に
は
学
慧
堅
固
を
得
、
第
二
の

五
百
年
に
は
学
定
堅
固
、
第
三
の
五
百
年
に
は
多
聞
堅
固
、
第
四
の
五
百
年
に
は
造
立
塔
寺
堅
固
を
得
る

が
、
第
五
の
五
百
年
に
は
白
法
隠
滞
し
て
争
い
多
く
、
わ
ず
か
に
善
法
あ
っ
て
堅
固
を
得
る
の
み
で
あ
る
〉

と
説
か
れ
る
。
十
六
観
や
念
仏
三
昧
は
第
一
・
第
二
の
五
百
年
の
修
学
で
あ
る
。
三
階
教
の
人
は
、
第
三

以
降
に
は
学
定
は
不
可
能
だ
と
言
っ
て
い
る
。
な
ぜ
今
、
十
六
観
や
念
仏
三
昧
を
勧
め
る
の
か
。
答
え
。

十
六
観
・
念
仏
三
昧
に
は
浅
深
が
あ
る
。
聞
・
思
・
修
の
三
慧
に
配
当
す
る
な
ら
ば
、
浅
は
欲
界
の
聞
・

思
慧
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
得
ら
れ
、
深
三
昧
は
色
界
の
修
慧
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
第
一
・
第
二
の
五
百
年
の

解
脱
・
禅
定
堅
固
は
、
色
界
修
慧
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
が
、
聞
慧
・
思
慧
に
よ
る
観
想
は
第
二
・
第
三
の

五
百
年
に
も
通
ず
る
。『
賢
護
経
』
第
三
巻
（『
大
正
蔵
』
一
三
、八
八
四
頁
上
～
中
）
に
、〈
仏
滅
度
の
後
、

後
五
百
年
の
末
、
一
百
歳
の
中
に
正
法
滅
ぶ
時
、
こ
の
三
昧
が
流
布
す
る
だ
ろ
う
〉
と
言
い
、
ま
た
第
二

巻
（
同
、
八
八
〇
頁
上
）
に
は
、〈
こ
の
三
昧
の
教
え
は
、
如
来
の
滅
後
、
最
末
世
の
五
百
年
に
、
法
が

壊
滅
し
よ
う
と
す
る
時
に
も
、
聞
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
〉
と
説
か
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
よ
っ
て

第
五
の
五
百
年
が
終
わ
っ
た
後
に
も
行
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。第
二
の
五
百
年
が
終
わ
っ
た
後
は
、

念
仏
三
昧
を
学
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
三
階
教
の
説
は
、
間
違
い
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
722
）
安
楽
集
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、四
頁
上
～
下
）、「
第
一
大
門
の
中
、
ま
ず
教
の
興
る
由
来

を
明
か
し
、
時
節
・
機
根
に
応
じ
て
浄
土
教
に
帰
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
時
・
機
に
応
じ
た
教
え
は
修

し
や
す
く
、
悟
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。『
正
法
念
処
経
』（
実
は
『
坐
禅
三
昧
経
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』

一
五
、二
八
五
頁
下
）
に
、〈
行
者
よ
修
行
す
る
時
は
　
時
と
方
便
と
を
考
慮
せ
よ
　
湿
っ
た
木
を
こ
す
っ

て
も
　
火
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
　
乾
い
た
薪
を
手
折
っ
て
も
　
水
は
決
し
て
出
て
こ
な
い
〉
と
説

か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
大
集
経
』
月
蔵
分
（
巻
五
十
五
、『
大
正
蔵
』
一
三
、三
六
三
頁
上
～

中
）
に
は
、〈
仏
滅
度
の
後
、
第
一
の
五
百
年
に
は
学
慧
堅
固
を
得
、
第
二
の
五
百
年
に
は
学
定
堅
固
、

第
三
の
五
百
年
に
は
多
聞
読
誦
堅
固
、
第
四
の
五
百
年
に
は
造
立
塔
寺
修
福
懺
悔
堅
固
を
得
る
が
、
第
五

の
五
百
年
に
は
白
法
隠
滞
し
て
争
い
多
く
、
わ
ず
か
に
善
法
あ
っ
て
堅
固
を
得
る
の
み
で
あ
る
〉
と
説
か

れ
る
。
同
じ
経
（
不
詳
）
に
、〈
諸
仏
は
四
種
の
方
法
で
衆
生
を
済
度
さ
れ
る
。
第
一
に
口
に
経
を
説
き
、

法
施
し
て
衆
生
を
度
す
。
第
二
に
光
明
・
相
好
を
観
察
さ
せ
、
身
業
を
も
っ
て
衆
生
を
度
す
。
第
三
に
無

量
の
功
徳
・
神
通
・
変
化
を
示
し
、
神
通
力
で
衆
生
を
度
す
。
第
四
に
総
別
の
名
号
を
称
念
さ
せ
て
罪
障

を
除
き
仏
前
に
往
生
さ
せ
る
。
こ
れ
は
名
号
に
よ
っ
て
衆
生
を
度
す
の
で
あ
る
〉
と
言
う
。
現
在
は
仏
滅

度
の
後
、第
四
の
五
百
年
の
時
に
当
た
る
。
懺
悔
修
福
し
て
仏
の
名
号
を
称
え
る
べ
き
時
で
あ
る
。
一
念
、

阿
弥
陀
仏
と
称
せ
ば
、
八
十
億
劫
の
間
迷
い
の
世
界
に
繋
ぎ
止
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
罪
が
除
か
れ
る
。
ま
し

て
常
念
す
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
釈
尊
の
滅
後
よ
り
近
け
れ
ば
、
前
の
禅
定
・
智
慧
を
主
と
す
べ
き
で
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さ
に
尽
き
ん
と
す
る
こ
と
あ
る
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「
第
三
に
、〈
当
来
之
世
〉
の
下
は
、

慈
悲
心
に
よ
っ
て
教
法
を
留
め
置
く
こ
と
言
う
。
よ
っ
て
〈
特
留
此
経
〉
と
説
か
れ
る
。〈
止
住
百
歳
〉

と
は
、
釈
迦
の
仏
法
は
、
正
法
五
百
年
、
像
法
一
千
年
、
末
法
一
万
年
で
あ
り
、
末
法
が
終
わ
っ
た
後
、

さ
ら
に
百
年
間
、
教
法
を
留
め
置
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
は
、
像
法
の
時
代
に

徐
々
に
尽
き
て
ゆ
く
の
で
あ
る
」
と
。

（
717
）
大
阿
弥
陀
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
一
七
頁
下
）、「
私
が
般
涅
槃
し
た
後
、
仏
法
は
千

年
間
留
ま
り
、
そ
の
後
断
絶
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
私
は
慈
哀
に
よ
っ
て
、
こ
の
経
だ
け
は
、
あ
と
百
年

留
め
置
こ
う
。
そ
の
間
、
心
に
願
う
者
は
み
な
悟
り
を
得
る
だ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
718
）
平
等
覚
経
下
に
云
う
（
巻
四
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
九
九
頁
下
）、「
私
が
般
涅
槃
し
た
後
、
仏
法

は
千
年
間
留
ま
り
、そ
の
後
断
絶
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
心
に
願
う
者
は
み
な
悟
り
を
得
る
だ
ろ
う
」（
要

約
）
と
。

（
719
）
十
往
生
経
に
云
う
（『
山
海
慧
菩
薩
経
』、『
大
正
蔵
』
八
五
、一
四
〇
九
頁
下
）、「
ま
た
阿
難
に
告

げ
ら
れ
た
。〈
汝
ら
智
慧
勝
れ
た
仏
弟
子
は
、我
が
滅
後
に
こ
の
経
を
受
持
し
、八
万
劫
の
間
説
き
広
め
よ
。

賢
劫
の
千
仏
に
知
ら
せ
、
広
く
衆
生
に
聞
か
せ
る
よ
う
に
せ
よ
〉
と
」（
要
約
）
と
。

（
720
）
群
疑
論
第
三
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、四
八
頁
上
～
四
九
頁
中
）、「
問
う
。『
無
量
寿
経
』
に
、

〈
経
道
滅
尽
の
後
も
、
こ
の
経
だ
け
は
百
年
留
め
置
こ
う
〉
と
説
か
れ
る
。〈
経
道
滅
尽
〉
と
は
、
何
時
の

こ
と
を
指
す
の
か
。
答
え
。
三
階
教
信
行
禅
師
の
三
階
集
録
に
、〈
第
三
階
の
衆
生
は
普
真
普
正
の
仏
法

を
行
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
無
量
寿
経
』
は
別
真
別
正
、
第
二
階
の
仏
法
な
の
で
、〈
特
留
百
歳
〉
と

言
っ
て
も
、
そ
れ
は
正
法
千
年
の
後
の
百
年
に
過
ぎ
な
い
〉
と
言
う
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
ま
た

一
説
に
、
正
法
千
年
像
法
千
年
末
法
万
年
の
後
の
百
年
を
指
す
と
言
う
。
刀
兵
劫
に
在
る
人
寿
十
歳
の
悪

人
を
利
益
し
よ
う
と
仰
せ
ら
れ
た
と
見
る
の
で
あ
る
。
ま
た
一
説
に
、
慶
友
尊
者
の
『
法
住
記
』
を
引
用

し
、〈
刀
兵
劫
の
後
、
人
寿
増
長
し
て
百
年
と
な
っ
た
時
、
十
六
羅
漢
が
正
法
を
説
く
。
そ
の
後
増
劫
人

寿
七
万
歳
に
至
っ
て
、
十
六
阿
羅
漢
は
宝
塔
を
造
り
、
法
滅
を
宣
言
し
て
無
余
涅
槃
に
入
る
だ
ろ
う
。
仏

塔
は
地
中
に
没
し
て
金
輪
際
に
停
住
す
る
。
そ
の
後
、
七
万
倶
胝
の
独
覚
が
現
れ
、
人
寿
八
万
歳
に
至
っ

て
尽
く
滅
没
し
、
そ
れ
に
次
い
で
弥
勒
如
来
が
世
に
出
で
、
浄
土
の
教
え
を
説
く
だ
ろ
う
〉
と
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
し
て
賢
劫
千
仏
が
次
々
に
出
興
し
て
浄
法
を
説
き
、
そ
の
間
、
阿
弥
陀
仏
は
寿
命
無
量
阿
僧

祇
劫
に
し
て
滅
度
せ
ず
、
有
縁
衆
生
に
浄
法
を
説
き
つ
づ
け
る
だ
ろ
う
と
言
う
。〈
経
道
滅
尽
特
留
百
年
〉

と
は
、
そ
の
後
を
指
す
と
見
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
ほ
か
の
大
乗
経
は
す
べ
て
隠
没
し
、『
無
量
寿
経
』
だ
け
が
百
年
留
め
置
か
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
え
。
甚
深
の
大
乗
妙
理
は
難
解
な
の
で
ま
ず
隠
没
す
る
。
た
だ
念
仏
だ
け
が
、
凡
愚
も
よ
く
修
習
で
き

る
の
で
、
留
め
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
浄
土
の
教
え
だ
け
が
、
我
ら
の
機
根
に
応
ず
る
仏
法
な
の
で
あ
る
」

（
要
約
）
と
。

（
721
）同
論
三
に
云
う（『
大
正
蔵
』四
七
、四
六
頁
下
～
四
七
頁
中
）、「『
大
集
経
』月
蔵
分（
巻
五
十
五
、『
大

正
蔵
』
一
三
、三
六
三
頁
上
～
中
）
に
、〈
仏
滅
度
の
後
、
第
一
の
五
百
年
に
は
学
慧
堅
固
を
得
、
第
二
の

五
百
年
に
は
学
定
堅
固
、
第
三
の
五
百
年
に
は
多
聞
堅
固
、
第
四
の
五
百
年
に
は
造
立
塔
寺
堅
固
を
得
る

が
、
第
五
の
五
百
年
に
は
白
法
隠
滞
し
て
争
い
多
く
、
わ
ず
か
に
善
法
あ
っ
て
堅
固
を
得
る
の
み
で
あ
る
〉

と
説
か
れ
る
。
十
六
観
や
念
仏
三
昧
は
第
一
・
第
二
の
五
百
年
の
修
学
で
あ
る
。
三
階
教
の
人
は
、
第
三

以
降
に
は
学
定
は
不
可
能
だ
と
言
っ
て
い
る
。
な
ぜ
今
、
十
六
観
や
念
仏
三
昧
を
勧
め
る
の
か
。
答
え
。

十
六
観
・
念
仏
三
昧
に
は
浅
深
が
あ
る
。
聞
・
思
・
修
の
三
慧
に
配
当
す
る
な
ら
ば
、
浅
は
欲
界
の
聞
・

思
慧
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
得
ら
れ
、
深
三
昧
は
色
界
の
修
慧
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
第
一
・
第
二
の
五
百
年
の

解
脱
・
禅
定
堅
固
は
、
色
界
修
慧
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
が
、
聞
慧
・
思
慧
に
よ
る
観
想
は
第
二
・
第
三
の

五
百
年
に
も
通
ず
る
。『
賢
護
経
』
第
三
巻
（『
大
正
蔵
』
一
三
、八
八
四
頁
上
～
中
）
に
、〈
仏
滅
度
の
後
、

後
五
百
年
の
末
、
一
百
歳
の
中
に
正
法
滅
ぶ
時
、
こ
の
三
昧
が
流
布
す
る
だ
ろ
う
〉
と
言
い
、
ま
た
第
二

巻
（
同
、
八
八
〇
頁
上
）
に
は
、〈
こ
の
三
昧
の
教
え
は
、
如
来
の
滅
後
、
最
末
世
の
五
百
年
に
、
法
が

壊
滅
し
よ
う
と
す
る
時
に
も
、
聞
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
〉
と
説
か
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
よ
っ
て

第
五
の
五
百
年
が
終
わ
っ
た
後
に
も
行
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。第
二
の
五
百
年
が
終
わ
っ
た
後
は
、

念
仏
三
昧
を
学
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
三
階
教
の
説
は
、
間
違
い
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
722
）
安
楽
集
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、四
頁
上
～
下
）、「
第
一
大
門
の
中
、
ま
ず
教
の
興
る
由
来

を
明
か
し
、
時
節
・
機
根
に
応
じ
て
浄
土
教
に
帰
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
時
・
機
に
応
じ
た
教
え
は
修

し
や
す
く
、
悟
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。『
正
法
念
処
経
』（
実
は
『
坐
禅
三
昧
経
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』

一
五
、二
八
五
頁
下
）
に
、〈
行
者
よ
修
行
す
る
時
は
　
時
と
方
便
と
を
考
慮
せ
よ
　
湿
っ
た
木
を
こ
す
っ

て
も
　
火
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
　
乾
い
た
薪
を
手
折
っ
て
も
　
水
は
決
し
て
出
て
こ
な
い
〉
と
説

か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
大
集
経
』
月
蔵
分
（
巻
五
十
五
、『
大
正
蔵
』
一
三
、三
六
三
頁
上
～

中
）
に
は
、〈
仏
滅
度
の
後
、
第
一
の
五
百
年
に
は
学
慧
堅
固
を
得
、
第
二
の
五
百
年
に
は
学
定
堅
固
、

第
三
の
五
百
年
に
は
多
聞
読
誦
堅
固
、
第
四
の
五
百
年
に
は
造
立
塔
寺
修
福
懺
悔
堅
固
を
得
る
が
、
第
五

の
五
百
年
に
は
白
法
隠
滞
し
て
争
い
多
く
、
わ
ず
か
に
善
法
あ
っ
て
堅
固
を
得
る
の
み
で
あ
る
〉
と
説
か

れ
る
。
同
じ
経
（
不
詳
）
に
、〈
諸
仏
は
四
種
の
方
法
で
衆
生
を
済
度
さ
れ
る
。
第
一
に
口
に
経
を
説
き
、

法
施
し
て
衆
生
を
度
す
。
第
二
に
光
明
・
相
好
を
観
察
さ
せ
、
身
業
を
も
っ
て
衆
生
を
度
す
。
第
三
に
無

量
の
功
徳
・
神
通
・
変
化
を
示
し
、
神
通
力
で
衆
生
を
度
す
。
第
四
に
総
別
の
名
号
を
称
念
さ
せ
て
罪
障

を
除
き
仏
前
に
往
生
さ
せ
る
。
こ
れ
は
名
号
に
よ
っ
て
衆
生
を
度
す
の
で
あ
る
〉
と
言
う
。
現
在
は
仏
滅

度
の
後
、第
四
の
五
百
年
の
時
に
当
た
る
。
懺
悔
修
福
し
て
仏
の
名
号
を
称
え
る
べ
き
時
で
あ
る
。
一
念
、

阿
弥
陀
仏
と
称
せ
ば
、
八
十
億
劫
の
間
迷
い
の
世
界
に
繋
ぎ
止
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
罪
が
除
か
れ
る
。
ま
し

て
常
念
す
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
釈
尊
の
滅
後
よ
り
近
け
れ
ば
、
前
の
禅
定
・
智
慧
を
主
と
す
べ
き
で
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あ
ろ
う
が
、
遙
か
末
世
の
者
に
は
、
後
の
称
名
が
主
と
な
る
。
末
世
の
衆
生
は
機
根
劣
り
、
愚
鈍
だ
か
ら

で
あ
る
。
だ
か
ら
韋
提
希
は
末
世
五
濁
の
衆
生
を
哀
れ
ん
で
出
離
の
道
を
問
い
、
釈
尊
は
そ
れ
に
応
え
て

極
楽
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
土
で
は
勝
果
は
得
が
た
く
、
た
だ
浄
土
の
一
門
の
み
が
我
ら
の
進
む

べ
き
道
で
あ
る
。
多
く
の
聖
教
に
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
そ
れ
ら
を
集
め
て
、
往
生
の
修
行
の
助
け

と
し
よ
う
。
前
に
生
ま
れ
る
者
は
後
の
者
を
導
き
、
後
に
生
ま
れ
る
者
は
前
の
者
を
訪
ね
、
連
続
し
て
途

絶
え
る
こ
と
な
く
、
人
々
を
救
う
た
め
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
723
）
西
方
要
決
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
〇
九
頁
中
）、「
今
や
濁
悪
の
時
で
あ
る
か
ら
、
念
仏
し

て
往
生
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
い
う
説
は
間
違
い
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
に
、〈
仏
教
が
滅
尽
す
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
仏
は
慈
悲
哀
愍
の
心
に
よ
っ
て
、
こ
の
経
だ
け
を
あ
と
百
年
、
留
め
置
か
れ

る
〉
と
言
う
。
そ
の
時
、
仏
名
を
聞
い
て
信
を
生
ず
る
者
は
、
み
な
往
生
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
末
法

万
年
の
後
、
余
経
が
み
な
滅
ん
で
も
、
阿
弥
陀
仏
の
教
え
だ
け
が
栄
え
、
衆
生
を
救
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
狭
い
見
識
に
よ
っ
て
経
説
の
理
解
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
724
）
安
楽
集
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
八
頁
中
）、「
第
三
に
、
経
の
住
・
滅
を
論
ず
る
。
釈
尊

の
正
法
は
五
百
年
、
像
法
は
一
千
年
、
末
法
は
一
万
年
で
、
そ
の
後
、
衆
生
と
共
に
諸
経
が
滅
ん
で
し
ま

う
。
釈
尊
は
そ
れ
を
哀
れ
み
、
こ
の
経
だ
け
を
あ
と
百
年
、
留
め
置
か
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
極
楽
は
浄
土
で
あ
る
が
、
そ
の
体
は
上
下
優
劣
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
相
即
無

相
を
知
る
者
は
上
位
の
往
生
人
で
あ
り
、
凡
夫
は
有
相
の
往
生
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　「
91
経
教
興
廃
」
に
は
、『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
教
説
を
出
拠
と
し
て
、
法
滅
後
の
留
経
に
関
す
る
問
題

を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
三
「
極
楽
証
拠
」
の
第
一
「
対
十
方
」
の
項
に
、
こ
の
経
文
へ
の
言
及

が
見
え
る
。
極
楽
と
十
方
浄
土
と
を
対
比
し
て
極
楽
へ
の
往
生
を
勧
め
る
一
段
で
あ
る
。
そ
の
中
で
源
信

は
、
娑
婆
の
衆
生
と
阿
弥
陀
仏
と
が
深
い
縁
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
そ
の
文
証
と
し
て

引
用
す
る
天
台
『
十
疑
論
』
と
伝
基
『
西
方
要
決
』
の
中
に
、
留
経
を
説
く
『
無
量
寿
経
』
の
文
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
源
信
の
目
的
は
、
浄
土
法
門
に
込
め
ら
れ
た
釈
迦
・
弥
陀
二
尊
の
末
世
の
凡
夫
に
対
す
る

特
別
の
配
慮
を
明
か
す
所
に
あ
っ
て
、
法
滅
に
対
す
る
不
安
感
や
危
機
感
は
希
薄
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』

の
全
体
を
見
わ
た
し
て
も
、
末
法
思
想
に
関
す
る
詳
細
な
議
論
は
見
い
だ
せ
な
い
。

　
一
方
『
安
養
集
』
は
、
そ
の
成
立
時
期
か
ら
考
え
て
、
末
法
思
想
を
無
視
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
本
項
「
91
教
興
興
廃
」
は
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
論
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　（
713
）『
無
量
寿
経
』
が
本
論
題
の
出
拠
の
経
文
で
あ
り
、（
714
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』

（
715
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』（
716
）
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
の
三
種
の
註
釈
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
法
滅
後
の
留
経
の
意
義
を
論
じ
て
い
る
が
、
憬
興
は
そ
れ
に
加
え
、『
法
住
記
』
を
用
い
て
法

滅
の
時
期
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　（
717
）『
大
阿
弥
陀
経
』（
718
）『
平
等
覚
経
』
は
古
訳
の
文
で
、『
無
量
寿
経
』
に
は
説
か
れ
な
か
っ
た

法
滅
の
時
期
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。（
714
）
の
憬
興
の
見
解
と
の
差
違
を
論
ず
る
資
料
と
な
ろ
う
。

　（
719
）『
十
往
生
経
』
は
、
仏
滅
後
の
教
法
の
流
布
を
説
く
文
で
、
や
は
り
法
滅
の
時
期
を
論
ず
る
際
の

資
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
文
で
あ
る
と
言
え
る
。

　（
720
）（
721
）『
群
疑
論
』
に
は
、
末
法
第
三
階
の
衆
生
に
は
普
真
普
正
の
仏
法
が
相
応
し
い
と
す
る
三

階
教
の
見
解
に
対
す
る
批
判
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
階
教
は
、
末
法
思
想
へ
の
対
応
と
し
て
は
、（
722
）

に
挙
げ
ら
れ
る
道
綽
『
安
楽
集
』
の
見
解
と
真
反
対
の
立
場
で
あ
り
、
浄
土
教
典
籍
の
中
で
は
批
判
の
的

と
な
っ
て
い
る
。『
群
疑
論
』
は
そ
の
代
表
的
な
著
述
で
あ
る
。
ま
た
（
720
）
に
は
、（
714
）
と
同
じ
『
法

住
記
』
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　（
722
）『
安
楽
集
』
は
、
第
一
大
門
の
冒
頭
「
教
興
所
由
」
の
文
で
あ
る
。
末
法
思
想
へ
の
対
応
を
論
じ

た
箇
所
で
、
浄
土
教
は
末
法
の
時
・
機
に
最
も
相
応
し
い
仏
教
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
、
道
綽
の
基
本

姿
勢
を
提
唱
し
た
文
で
あ
る
。そ
こ
に
は
法
滅
後
の
留
経
と
い
う
本
論
題
の
主
題
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
文
が
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
論
題
「
91
経
教
興
廃
」
が
、
末
法
思
想

へ
の
対
応
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
序
文
に
は
、「
そ
れ
往
生
極

楽
の
教
行
は
、
濁
世
末
代
の
目
足
な
り
」
と
あ
る
の
で
、
源
信
が
浄
土
教
を
末
世
相
応
の
仏
教
と
見
て
い

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
源
信
は
、
そ
の
こ
と
を
教
理
的
に
立
証
し
た
道
綽
の
見
解
に
は
言
及
し

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
に
は
『
安
楽
集
』
か
ら
の
引
用
が
十
二
箇
所
あ
り
、大
門
第
七
「
念

仏
利
益
」
の
第
四
「
当
来
勝
利
」
の
項
に
は
、『
安
楽
集
』
第
一
大
門
「
教
興
所
由
」
の
文
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
機
相
応
を
立
証
し
た
議
論
に
は
触
れ
ず
、
そ
の
文
中
に
引
用
さ
れ
た
四

種
度
衆
生
の
文
だ
け
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
綽
は
、
称
名
念
仏
が
時
機
相
応
の
実
践
で
あ
る
こ
と

を
示
す
文
証
と
し
て
四
種
度
衆
生
の
文
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
、
源
信
は
、
時
機
相
応
と
い
う
思
想
に
は

興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
源
信
が
末
法
思
想
へ
の
対
応
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
よ
う
。
そ
れ
を
承
け
て
『
安
養
集
』
は
、
こ
こ
に
『
安
楽
集
』
の
時
機
相
応
説
の
全
貌
を
掲
げ
、
四
種

度
衆
生
の
文
が
そ
の
中
に
出
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
、
源
信
の
論
述
を
補
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　（
723
）『
西
方
要
決
』
は
、『
往
生
要
集
』「
対
十
方
」
の
項
に
引
用
さ
れ
た
文
に
一
致
す
る
。

　（
724
）『
安
楽
集
』
は
、
法
滅
後
の
留
経
に
対
す
る
道
綽
の
見
解
で
あ
る
。（
722
）
と
は
別
に
、
本
論
題

の
主
題
を
論
じ
た
部
分
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　『
安
養
集
』
は
、『
無
量
寿
経
』
の
法
滅
後
留
経
の
教
説
を
出
拠
と
し
て
「
91
経
教
興
廃
」
を
掲
げ
、
そ

の
論
題
の
も
と
で
、
源
信
が
さ
ほ
ど
重
視
し
な
か
っ
た
末
法
思
想
に
関
す
る
議
論
に
備
え
た
と
言
え
る
の

で
あ
る
。
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（
725
）
観
経
疏
天
台
（『
大
正
蔵
』
三
七
、一
八
八
頁
下
）、「『
無
量
寿
経
』
二
巻
は
、
晋
の
永
嘉
年
間
に
竺

法
護
が
訳
出
、
本
経
は
宋
の
元
嘉
年
間
に
畺
良
耶
舎
が
揚
州
で
訳
出
、
こ
れ
ら
は
王
舍
城
で
の
説
経
で
あ

る
。『
阿
弥
陀
経
』
は
舎
衛
国
で
の
説
経
で
あ
る
。
阿
弥
陀
は
無
量
寿
の
意
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
726
）
同
経
記
法
聡
に
云
う
（『
釈
観
経
記
』、『
浄
土
宗
全
書
』
五
、二
二
八
頁
下
）、「〈
大
本
二
巻
〉
の
下
は
、

翻
訳
時
代
を
明
か
す
。
畺
良
耶
舎
は
、
時
称
と
訳
す
。
西
域
の
人
で
あ
る
。
三
蔵
に
通
じ
、
禅
の
流
布
に

貢
献
し
た
。
宋
の
永マ
マ
（「
永
」
は
「
元
」
の
誤
り
で
あ
る
が
、（

 728
）
に
も
同
じ
誤
記
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
…
…

筆
者
註
）
嘉
元
年
、
文
帝
の
勅
を
受
け
て
、『
薬
王
薬
上
菩
薩
経
』
や
『
観
無
量
寿
経
』
を
訳
出
し
た
。
沙

門
僧
含
が
筆
受
し
た
」（
要
約
）
と
。

（
727
）観
無
量
寿
経
華マ

マ
顕
要
記
上
に
云
ふ
、「
浄
土
の
教
に
三
あ
り
。
一
に
大
本
両
巻
、無
量
寿
経
と
名
づ
く
。

彼
の
仏
、
往
昔
に
世
自
在
王
如
来
の
所
に
お
い
て
、
法
蔵
比
丘
た
る
に
、
彼
の
如
来
に
諸
仏
浄
土
妙
荘
厳

の
行
を
説
く
を
請
ひ
、
こ
こ
に
お
い
て
五
劫
を
具
足
し
て
思
惟
摂
取
し
、
す
な
は
ち
四
十
八
大
願
を
発
し

て
、
依
正
自
他
の
報
を
荘
厳
せ
る
を
説
く
。
一
一
の
願
に
み
な
、〈
も
し
し
か
ら
ざ
れ
ば
正
覚
を
取
ら
じ
〉

と
云
ふ
。
す
な
は
ち
三
輩
の
往
生
を
説
き
、
広
く
善
悪
諸
業
の
受
報
の
不
同
相
を
明
か
す
。
こ
の
経
、
最

も
先
説
な
り
。
一
に
小
本
一
巻
、
阿
弥
陀
経
と
名
づ
く
。
彼
国
の
荘
厳
を
説
き
、
お
よ
び
求
生
の
行
願
を

略
示
す
。
諸
仏
お
の
お
の
舌
相
を
出
し
て
、
釈
迦
の
虚
な
ら
ざ
る
を
讃
ず
。
こ
の
経
は
機
に
在
り
。
す
な

は
ち
前
本
の
後
説
な
り
。
一
に
今
経
は
、
た
だ
浄
業
妙
観
、
往
生
行
門
を
説
く
。
依
正
荘
厳
を
明
か
す
と

い
へ
ど
も
、
す
な
は
ち
こ
れ
所
観
の
境
を
示
す
。
正
に
機
の
縁
じ
て
修
行
せ
ば
、
彼
の
願
を
成
就
す
。
ま

た
大
本
の
後
説
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
上
（
古
逸
）
に
云
う
、「
浄
土
の
経
典
に
三
種
あ
る
。
第
一
は

大
本
二
巻
で
、『
無
量
寿
経
』
と
呼
ぶ
。
昔
、
阿
弥
陀
仏
が
世
自
在
王
仏
の
も
と
で
、
法
蔵
比
丘
と
い
う

修
行
者
で
あ
っ
た
時
、
諸
仏
が
浄
土
を
荘
厳
さ
れ
た
修
行
の
様
子
を
説
き
示
す
こ
と
を
請
い
、
そ
の
後
五

劫
の
間
思
索
を
重
ね
、
そ
の
修
行
を
取
り
入
れ
て
、
四
十
八
大
願
を
発
し
、
極
楽
依
正
の
荘
厳
を
成
就
さ

れ
た
経
緯
を
説
く
。
願
の
一
つ
ひ
と
つ
に
、〈
成
就
で
き
な
け
れ
ば
仏
に
な
ら
な
い
〉
と
言
う
。
さ
ら
に

三
段
階
の
往
生
を
説
い
て
、
善
悪
受
報
の
不
同
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
経
が
最
初
に
説
か
れ
た
。
第
二

は
小
本
一
巻
で
、『
阿
弥
陀
経
』
と
呼
ぶ
。
極
楽
の
荘
厳
を
説
い
て
往
生
の
行
願
を
略
示
し
、
諸
仏
が
釈

尊
の
教
え
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
讃
嘆
す
る
様
子
を
説
く
。
こ
の
経
は
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
説
か
れ
た

も
の
で
、『
無
量
寿
経
』
の
後
説
で
あ
る
。
第
三
に
本
経
『
観
無
量
寿
経
』
は
、
往
生
行
と
し
て
の
観
察

の
方
法
だ
け
を
説
く
。
依
正
荘
厳
相
も
明
か
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
観
想
の
対
象
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
機
根
に
応
じ
て
修
行
す
れ
ば
、往
生
の
願
が
成
就
す
る
。
本
経
も『
無
量
寿
経
』の
後
説
で
あ
る
」と
。

（
728
）
同
経
疏
顕
要
記
下
に
云
ふ
、「
大
本
に
三
訳
あ
り
。
一
に
清
浄
平
等
覚
経
と
名
づ
く
。
両
巻
。
中
に

二
十
四
願
を
列
す
。
後
漢
の
支
婁
迦
讖
の
訳
。
一
に
阿
弥
陀
経
と
名
づ
く
。
両
巻
。
中
に
ま
た
二
十
四
願
。

呉
朝
の
支
謙
の
訳
。
一
に
無
量
寿
経
と
名
づ
く
。
両
巻
。
中
に
四
十
八
願
を
列
す
。
曹
魏
の
康
僧
鎧
の
訳
。

す
な
は
ち
今
の
文
に
法
護
訳
と
言
ふ
は
こ
れ
な
り
。
蓋
し
隋
朝
の
目
録
の
誤
な
り
。
ゆ
ゑ
に
法
護
と
云
ふ

も
、法
護
は
こ
の
経
を
訳
さ
ず
。三
経
は
、処
同
じ
、法
同
じ
、対
告
同
じ
。語
句
異
な
り
、訳
人
異
な
る
。〈
畺

良
耶
舎
は
、
こ
こ
に
時
称
と
云
ふ
〉
と
は
、
こ
れ
宋
の
文
帝
の
永マ
マ
嘉
元
年
甲
子
、
或
は
帝
勅
を
主
至
カ
（
原

文
に
「
主
」
字
は
「
至
」
の
誤
記
か
と
い
う
が
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
判
断
で
き
な
い
。
…
…
筆
者
註
）
と
し
て
、
鐘
山
の
道

林
精
舎
に
住
し
て
訳
出
す
。
こ
の
小
本
は
羅
什
訳
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「
大
本
の
『
無
量
寿
経
』
に
三
訳
あ
る
。

第
一
は
清
浄
平
等
覚
経
、
二
巻
で
、
二
十
四
願
を
挙
げ
る
。
後
漢
の
支
婁
迦
讖
の
訳
で
あ
る
。
第
二
は
阿

弥
陀
経
、
二
巻
で
、
同
じ
く
二
十
四
願
を
挙
げ
る
。
呉
朝
の
支
謙
の
訳
で
あ
る
。
第
三
に
無
量
寿
経
、
二

巻
で
、
四
十
八
願
を
挙
げ
る
。
曹
魏
の
康
僧
鎧
の
訳
で
あ
る
。
天
台
疏
に
法
護
訳
と
言
う
の
は
こ
れ
に
当

た
る
。
思
う
に
隋
の
目
録
（『
衆
経
目
録
』
巻
一
、『
大
正
蔵
』
五
五
、一
一
九
頁
中
等
）
の
誤
で
あ
る
。
よ
っ

て
法
護
訳
と
あ
る
が
、
法
護
は
こ
の
経
を
訳
し
て
い
な
い
。
以
上
三
経
は
、
説
処
・
教
法
・
対
告
は
同
じ

で
あ
り
、
語
句
と
訳
人
と
が
異
な
る
。〈
畺
良
耶
舎
は
時
称
と
訳
す
〉
等
と
あ
る
の
は
、『
観
無
量
寿
経
』

の
こ
と
で
、
宋
の
文
帝
の
永マ
マ

嘉
元
年
甲
子
に
帝
勅
を
承
け
、
鐘
山
の
道
林
精
舎
に
住
し
て
訳
出
し
た
。
小

本
の
『
阿
弥
陀
経
』
は
羅
什
訳
で
あ
る
」
と
。

（
729
）
観
経
記
興
に
云
ふ
、「
次
に
、
部
類
の
不
同
、
幷
び
に
説
の
前
後
と
は
、
此
経
の
部
類
に
、
そ
れ
二

種
あ
り
。
一
に
両
巻
の
例
、
二
に
一
巻
の
例
。
初
め
に
両
巻
の
例
に
、
そ
れ
六
本
あ
り
。
一
に
無
量
清
浄

平
等
等
覚
経
二
巻 

魏
世
帛
延
の
訳
。
曇
摩
鬱
多
羅
録
に
云
ふ
、〈
晋
世
帛
延
の
譯
な
り
〉
と
。
二
に
阿
弥
陀
経
二
巻 

呉
時

支
謙
の
訳
。
三
に
無
量
寿
経
二
巻 

晋
世
竺
法
護
の
訳
。
四
に
新
無
量
寿
経
二
巻 

宋
時
仏
陀
跋
多
羅
の
訳
。
五
に
新
無

量
寿
経
二
巻 

宋
世
曇
摩
蜜
多
羅
の
訳
。六
に
新
無
量
寿
経
二
巻 

宋
時
宝
雲
の
訳
。右
件
の
六
本
は
同
本
異
訳
な
り
。

次
に
一
巻
の
例
に
四
本
あ
り
。
一
に
観
無
量
寿
経
一
巻 

宋
時
畺
良
耶
舍
の
訳
。
ま
た
あ
る
録
に
云
ふ
、〈
晋
の
安
帝
の

時
の
訳
な
り
〉と
。
二
に
小
無
量
寿
経
一
巻 

宋
時
求
那
跋
多
羅
の
訳
。
三
に
阿
弥
陀
経
一
巻 

一
に
無
量
寿
経
と
名
づ
く
、

後
秦
時
羅
什
の
訳
。
四
に
称
讃
浄
土
経
一
巻 

大
唐
時
玄
奘
の
訳
。
四
の
中
、
後
の
三
は
同
本
異
訳
な
り
。
も

し
失
訳
を
取
ら
ば
、
別
に
偽
妄
を
生
ず
。
ま
た
六
部
あ
り
。
謂
く
阿
弥
陀
仏
偈
経
一
巻
、
後
出
阿
弥
陀
仏

偈
経
一
巻
、
鼓
音
声
陀
羅
尼
経
一
巻 

上
の
三
は
失
訳
。
五
百
王
子
作
浄
土
願
経
一
巻 

悲
華
経
に
出
ず
、
無
量
楽

国
経
一
巻 

央
掘
摩
羅
経
に
出
ず
、上
の
二
は
別
生
な
り
。
浄
土
経
七
巻 

上
の
一
は
偽
妄
な
。。
此
等
あ
り
と
い
へ
ど
も
、

今
定
本
を
取
る
の
み
。
有
が
言
ふ
、
鼓
音
声
陀
羅
尼
経
は
、
求
那
跋
陀
羅
の
訳
な
り
、
指
南
と
す
べ
か
ら

ず
と
。
問
ふ
。
上
の
定
本
の
中
、
平
等
覚
経
お
よ
び
観
経
等
は
、
訳
人
一
な
り
と
い
へ
ど
も
訳
処
は
な
は

だ
乖
け
り
。
誰
を
か
正
と
な
す
や
。
答
ふ
。
有
説
に
、
年
の
誤
は
、
こ
れ
国
に
依
る
べ
か
ら
ず
と
。
処
は

別
な
り
と
い
へ
ど
も
訳
人
は
一
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
魏
・
晋
等
は
一
時
に
並
に
あ
る
が
ご
と
し
。
も
し
魏
史
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（
725
）
観
経
疏
天
台
（『
大
正
蔵
』
三
七
、一
八
八
頁
下
）、「『
無
量
寿
経
』
二
巻
は
、
晋
の
永
嘉
年
間
に
竺

法
護
が
訳
出
、
本
経
は
宋
の
元
嘉
年
間
に
畺
良
耶
舎
が
揚
州
で
訳
出
、
こ
れ
ら
は
王
舍
城
で
の
説
経
で
あ

る
。『
阿
弥
陀
経
』
は
舎
衛
国
で
の
説
経
で
あ
る
。
阿
弥
陀
は
無
量
寿
の
意
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
726
）
同
経
記
法
聡
に
云
う
（『
釈
観
経
記
』、『
浄
土
宗
全
書
』
五
、二
二
八
頁
下
）、「〈
大
本
二
巻
〉
の
下
は
、

翻
訳
時
代
を
明
か
す
。
畺
良
耶
舎
は
、
時
称
と
訳
す
。
西
域
の
人
で
あ
る
。
三
蔵
に
通
じ
、
禅
の
流
布
に

貢
献
し
た
。
宋
の
永マ
マ
（「
永
」
は
「
元
」
の
誤
り
で
あ
る
が
、（

 728
）
に
も
同
じ
誤
記
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
…
…

筆
者
註
）
嘉
元
年
、
文
帝
の
勅
を
受
け
て
、『
薬
王
薬
上
菩
薩
経
』
や
『
観
無
量
寿
経
』
を
訳
出
し
た
。
沙

門
僧
含
が
筆
受
し
た
」（
要
約
）
と
。

（
727
）観
無
量
寿
経
華マ

マ
顕
要
記
上
に
云
ふ
、「
浄
土
の
教
に
三
あ
り
。
一
に
大
本
両
巻
、無
量
寿
経
と
名
づ
く
。

彼
の
仏
、
往
昔
に
世
自
在
王
如
来
の
所
に
お
い
て
、
法
蔵
比
丘
た
る
に
、
彼
の
如
来
に
諸
仏
浄
土
妙
荘
厳

の
行
を
説
く
を
請
ひ
、
こ
こ
に
お
い
て
五
劫
を
具
足
し
て
思
惟
摂
取
し
、
す
な
は
ち
四
十
八
大
願
を
発
し

て
、
依
正
自
他
の
報
を
荘
厳
せ
る
を
説
く
。
一
一
の
願
に
み
な
、〈
も
し
し
か
ら
ざ
れ
ば
正
覚
を
取
ら
じ
〉

と
云
ふ
。
す
な
は
ち
三
輩
の
往
生
を
説
き
、
広
く
善
悪
諸
業
の
受
報
の
不
同
相
を
明
か
す
。
こ
の
経
、
最

も
先
説
な
り
。
一
に
小
本
一
巻
、
阿
弥
陀
経
と
名
づ
く
。
彼
国
の
荘
厳
を
説
き
、
お
よ
び
求
生
の
行
願
を

略
示
す
。
諸
仏
お
の
お
の
舌
相
を
出
し
て
、
釈
迦
の
虚
な
ら
ざ
る
を
讃
ず
。
こ
の
経
は
機
に
在
り
。
す
な

は
ち
前
本
の
後
説
な
り
。
一
に
今
経
は
、
た
だ
浄
業
妙
観
、
往
生
行
門
を
説
く
。
依
正
荘
厳
を
明
か
す
と

い
へ
ど
も
、
す
な
は
ち
こ
れ
所
観
の
境
を
示
す
。
正
に
機
の
縁
じ
て
修
行
せ
ば
、
彼
の
願
を
成
就
す
。
ま

た
大
本
の
後
説
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
上
（
古
逸
）
に
云
う
、「
浄
土
の
経
典
に
三
種
あ
る
。
第
一
は

大
本
二
巻
で
、『
無
量
寿
経
』
と
呼
ぶ
。
昔
、
阿
弥
陀
仏
が
世
自
在
王
仏
の
も
と
で
、
法
蔵
比
丘
と
い
う

修
行
者
で
あ
っ
た
時
、
諸
仏
が
浄
土
を
荘
厳
さ
れ
た
修
行
の
様
子
を
説
き
示
す
こ
と
を
請
い
、
そ
の
後
五

劫
の
間
思
索
を
重
ね
、
そ
の
修
行
を
取
り
入
れ
て
、
四
十
八
大
願
を
発
し
、
極
楽
依
正
の
荘
厳
を
成
就
さ

れ
た
経
緯
を
説
く
。
願
の
一
つ
ひ
と
つ
に
、〈
成
就
で
き
な
け
れ
ば
仏
に
な
ら
な
い
〉
と
言
う
。
さ
ら
に

三
段
階
の
往
生
を
説
い
て
、
善
悪
受
報
の
不
同
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
経
が
最
初
に
説
か
れ
た
。
第
二

は
小
本
一
巻
で
、『
阿
弥
陀
経
』
と
呼
ぶ
。
極
楽
の
荘
厳
を
説
い
て
往
生
の
行
願
を
略
示
し
、
諸
仏
が
釈

尊
の
教
え
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
讃
嘆
す
る
様
子
を
説
く
。
こ
の
経
は
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
説
か
れ
た

も
の
で
、『
無
量
寿
経
』
の
後
説
で
あ
る
。
第
三
に
本
経
『
観
無
量
寿
経
』
は
、
往
生
行
と
し
て
の
観
察

の
方
法
だ
け
を
説
く
。
依
正
荘
厳
相
も
明
か
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
観
想
の
対
象
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
機
根
に
応
じ
て
修
行
す
れ
ば
、往
生
の
願
が
成
就
す
る
。
本
経
も『
無
量
寿
経
』の
後
説
で
あ
る
」と
。

（
728
）
同
経
疏
顕
要
記
下
に
云
ふ
、「
大
本
に
三
訳
あ
り
。
一
に
清
浄
平
等
覚
経
と
名
づ
く
。
両
巻
。
中
に

二
十
四
願
を
列
す
。
後
漢
の
支
婁
迦
讖
の
訳
。
一
に
阿
弥
陀
経
と
名
づ
く
。
両
巻
。
中
に
ま
た
二
十
四
願
。

呉
朝
の
支
謙
の
訳
。
一
に
無
量
寿
経
と
名
づ
く
。
両
巻
。
中
に
四
十
八
願
を
列
す
。
曹
魏
の
康
僧
鎧
の
訳
。

す
な
は
ち
今
の
文
に
法
護
訳
と
言
ふ
は
こ
れ
な
り
。
蓋
し
隋
朝
の
目
録
の
誤
な
り
。
ゆ
ゑ
に
法
護
と
云
ふ

も
、法
護
は
こ
の
経
を
訳
さ
ず
。三
経
は
、処
同
じ
、法
同
じ
、対
告
同
じ
。語
句
異
な
り
、訳
人
異
な
る
。〈
畺

良
耶
舎
は
、
こ
こ
に
時
称
と
云
ふ
〉
と
は
、
こ
れ
宋
の
文
帝
の
永マ
マ

嘉
元
年
甲
子
、
或
は
帝
勅
を
主
至
カ
（
原

文
に
「
主
」
字
は
「
至
」
の
誤
記
か
と
い
う
が
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
判
断
で
き
な
い
。
…
…
筆
者
註
）
と
し
て
、
鐘
山
の
道

林
精
舎
に
住
し
て
訳
出
す
。
こ
の
小
本
は
羅
什
訳
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「
大
本
の
『
無
量
寿
経
』
に
三
訳
あ
る
。

第
一
は
清
浄
平
等
覚
経
、
二
巻
で
、
二
十
四
願
を
挙
げ
る
。
後
漢
の
支
婁
迦
讖
の
訳
で
あ
る
。
第
二
は
阿

弥
陀
経
、
二
巻
で
、
同
じ
く
二
十
四
願
を
挙
げ
る
。
呉
朝
の
支
謙
の
訳
で
あ
る
。
第
三
に
無
量
寿
経
、
二

巻
で
、
四
十
八
願
を
挙
げ
る
。
曹
魏
の
康
僧
鎧
の
訳
で
あ
る
。
天
台
疏
に
法
護
訳
と
言
う
の
は
こ
れ
に
当

た
る
。
思
う
に
隋
の
目
録
（『
衆
経
目
録
』
巻
一
、『
大
正
蔵
』
五
五
、一
一
九
頁
中
等
）
の
誤
で
あ
る
。
よ
っ

て
法
護
訳
と
あ
る
が
、
法
護
は
こ
の
経
を
訳
し
て
い
な
い
。
以
上
三
経
は
、
説
処
・
教
法
・
対
告
は
同
じ

で
あ
り
、
語
句
と
訳
人
と
が
異
な
る
。〈
畺
良
耶
舎
は
時
称
と
訳
す
〉
等
と
あ
る
の
は
、『
観
無
量
寿
経
』

の
こ
と
で
、
宋
の
文
帝
の
永マ
マ

嘉
元
年
甲
子
に
帝
勅
を
承
け
、
鐘
山
の
道
林
精
舎
に
住
し
て
訳
出
し
た
。
小

本
の
『
阿
弥
陀
経
』
は
羅
什
訳
で
あ
る
」
と
。

（
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）
観
経
記
興
に
云
ふ
、「
次
に
、
部
類
の
不
同
、
幷
び
に
説
の
前
後
と
は
、
此
経
の
部
類
に
、
そ
れ
二

種
あ
り
。
一
に
両
巻
の
例
、
二
に
一
巻
の
例
。
初
め
に
両
巻
の
例
に
、
そ
れ
六
本
あ
り
。
一
に
無
量
清
浄

平
等
等
覚
経
二
巻 

魏
世
帛
延
の
訳
。
曇
摩
鬱
多
羅
録
に
云
ふ
、〈
晋
世
帛
延
の
譯
な
り
〉
と
。
二
に
阿
弥
陀
経
二
巻 

呉
時

支
謙
の
訳
。
三
に
無
量
寿
経
二
巻 

晋
世
竺
法
護
の
訳
。
四
に
新
無
量
寿
経
二
巻 

宋
時
仏
陀
跋
多
羅
の
訳
。
五
に
新
無

量
寿
経
二
巻 

宋
世
曇
摩
蜜
多
羅
の
訳
。六
に
新
無
量
寿
経
二
巻 

宋
時
宝
雲
の
訳
。右
件
の
六
本
は
同
本
異
訳
な
り
。

次
に
一
巻
の
例
に
四
本
あ
り
。
一
に
観
無
量
寿
経
一
巻 

宋
時
畺
良
耶
舍
の
訳
。
ま
た
あ
る
録
に
云
ふ
、〈
晋
の
安
帝
の

時
の
訳
な
り
〉と
。
二
に
小
無
量
寿
経
一
巻 

宋
時
求
那
跋
多
羅
の
訳
。
三
に
阿
弥
陀
経
一
巻 

一
に
無
量
寿
経
と
名
づ
く
、

後
秦
時
羅
什
の
訳
。
四
に
称
讃
浄
土
経
一
巻 

大
唐
時
玄
奘
の
訳
。
四
の
中
、
後
の
三
は
同
本
異
訳
な
り
。
も

し
失
訳
を
取
ら
ば
、
別
に
偽
妄
を
生
ず
。
ま
た
六
部
あ
り
。
謂
く
阿
弥
陀
仏
偈
経
一
巻
、
後
出
阿
弥
陀
仏

偈
経
一
巻
、
鼓
音
声
陀
羅
尼
経
一
巻 

上
の
三
は
失
訳
。
五
百
王
子
作
浄
土
願
経
一
巻 

悲
華
経
に
出
ず
、
無
量
楽

国
経
一
巻 
央
掘
摩
羅
経
に
出
ず
、上
の
二
は
別
生
な
り
。
浄
土
経
七
巻 

上
の
一
は
偽
妄
な
。。
此
等
あ
り
と
い
へ
ど
も
、

今
定
本
を
取
る
の
み
。
有
が
言
ふ
、
鼓
音
声
陀
羅
尼
経
は
、
求
那
跋
陀
羅
の
訳
な
り
、
指
南
と
す
べ
か
ら

ず
と
。
問
ふ
。
上
の
定
本
の
中
、
平
等
覚
経
お
よ
び
観
経
等
は
、
訳
人
一
な
り
と
い
へ
ど
も
訳
処
は
な
は

だ
乖
け
り
。
誰
を
か
正
と
な
す
や
。
答
ふ
。
有
説
に
、
年
の
誤
は
、
こ
れ
国
に
依
る
べ
か
ら
ず
と
。
処
は

別
な
り
と
い
へ
ど
も
訳
人
は
一
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
魏
・
晋
等
は
一
時
に
並
に
あ
る
が
ご
と
し
。
も
し
魏
史



75―　56　―

な
ら
ば
、
魏
の
記
事
と
称
し
、
も
し
晋
史
な
ら
ば
晋
の
記
事
と
称
す
。
ゆ
ゑ
に
実
に
は
一
に
し
て
、
記
せ

る
国
、
別
な
る
の
み
。
余
も
こ
の
類
の
ご
と
し
。
み
な
こ
れ
に
准
じ
て
通
ぜ
よ
。
案
じ
て
云
ふ
、
両
巻
・

一
巻
は
、
十
本
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
論
じ
て
別
け
し
む
れ
ば
、
た
だ
三
本
あ
る
の
み
。
謂
く
両
巻
経
、
観

無
量
寿
、
お
よ
び
阿
弥
陀
な
り
。
も
し
こ
の
三
本
に
訳
し
て
説
の
前
後
を
明
か
さ
ば
、
有
説
に
、
初
に
両

巻
を
説
き
、
次
に
観
経
を
説
き
、
後
に
阿
弥
陀
経
を
説
く
と
。
知
る
ゆ
ゑ
ん
は
、
道
理
に
准
ず
る
が
ゆ
ゑ

に
。
最
初
に
如
来
、
諸
衆
生
を
視
て
浄
土
の
機
熟
せ
り
と
な
し
、
異
常
勝
妙
の
顔
色
を
顕
す
。
阿
難
坐
よ

り
起
ち
て
そ
の
由
を
請
問
す
る
に
、
仏
、
広
く
た
め
に
西
方
浄
土
を
説
く
。
次
に
毘
提
、
往
生
を
請
ふ
に

よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
仍
っ
て
彼
の
定
散
二
業
を
修
す
る
を
教
ふ
。
後
に
衆
生
あ
っ
て
極
楽
の
名
を
聞
き
、
極

楽
の
事
を
問
ひ
、
お
よ
び
実
不
を
疑
ふ
が
ゆ
ゑ
に
、
仏
た
め
に
極
楽
の
所
由
を
説
き
、
お
よ
び
聖
証
を
引

く
と
。
有
説
に
、
も
し
義
を
も
っ
て
推
さ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
理
あ
る
べ
き
も
、
し
か
る
に
事
を
も
っ
て
験

せ
ば
、
観
経
を
初
と
な
し
、
両
巻
を
次
と
な
し
、
弥
陀
を
後
と
な
す
と
。
知
る
ゆ
ゑ
ん
は
、
大
経
等
に
云

ふ
、
如
来
、
西
方
の
事
を
説
く
時
、
阿
闍
世
王
太
子
、
五
百
長
者
子
と
、
蓋
を
持
っ
て
仏
に
献
じ
、
弥
陀

の
二
十
四
願
を
説
く
を
聞
き
、
彼
尊
の
ご
と
く
な
ら
ん
こ
と
を
願
ひ
、
仏
、
却
後
に
み
な
弥
陀
仏
の
ご
と

く
な
る
を
得
と
記
す
。
こ
の
文
を
も
っ
て
知
ん
ぬ
、
第
二
に
居
る
こ
と
を
。
ゆ
ゑ
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
観

経
を
説
く
時
、
阿
闍
世
王
は
こ
れ
太
子
な
る
が
ゆ
ゑ
な
り
と
。
も
し
闍
王
を
名
づ
け
て
太
子
と
な
す
、
別

の
太
子
に
あ
ら
ず
、そ
の
時
未
だ
父
の
位
を
簒う
ば

は
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
と
謂
は
ば
、ま
さ
に
王
の
字
を
除
き
て
、

た
だ
阿
闍
世
太
子
と
言
ふ
べ
き
な
り
。
し
か
る
に
王
の
字
と
、
お
よ
び
太
子
と
を
標
す
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
明

ら
か
に
知
ん
ぬ
、
父
子
の
別
を
挙
ぐ
る
こ
と
を
。

問
ふ
。
も
し
後
説
の
ご
と
く
ん
ば
、
ま
た
ま
さ
に
難
あ
る
べ
し
。
観
経
の
中
に
、
耆
婆
、
阿
闍
世
を
諫
め

て
曰
く
、〈
大
王
、
慎
み
て
母
を
害
す
る
こ
と
な
か
れ
〉
と
。
ゆ
ゑ
に
す
で
に
こ
れ
世
王
、
未
だ
位
に
登

ら
ざ
る
時
に
大
王
と
称
す
。
何
ぞ
王
子
（
子
―
？
）
と
称
す
る
を
も
っ
て
、
終
に
太
子
に
あ
ら
ざ
る
や
。
答

ふ
。
こ
の
事
知
り
難
し
。
し
か
れ
ど
も
余
経
に
准
ぜ
ば
、後
説
を
勝
と
な
す
。
話
述（
述
＝
休
？
）経
に
、〈
仏
、

羅
閲
国
耆
闍
崛
山
中
に
在
り
、
菩
薩
声
聞
衆
と
倶
な
り
き
。
阿
闍
世
王
太
子
、
名
づ
け
て
和
述
（
述
＝
休
？
）

と
な
す
。
国
中
の
長
者
子
五
百
人
、
各
名
華
を
持
ち
て
蓋
に
散
す
。
羅
閲
国
よ
り
仏
所
に
到
り
、
蓋
に
散

じ
て
仏
に
上た
て
ま
つる 

ま
さ
に
傘
に
作
る
べ
し
。
（

＝
撒
？
）と
散
と
同
音
の
ゆ
ゑ
に
、経
は
散
に
作
る
。
実
に
は
蓋
を
飾
る
な
り
。

太
子
、
仏
に
白
し
て
言
ふ
、《
菩
薩
は
何
の
因
縁
に
よ
っ
て
か
端
正
を
得
、
お
よ
び
母
腹
に
入
ら
ず
し
て

蓮
華
に
生
ま
る
等
の
、
二
十
五
事
あ
る
や
》
と
。
仏
、
次
第
に
も
っ
て
答
へ
を
は
り
、
太
子
お
よ
び
五
百

子
に
記
を
授
け
て
、
ま
さ
に
弥
陀
仏
国
の
中
の
菩
薩
の
ご
と
く
な
る
べ
し
と
。
往
来
の
者
、
飛
行
の
者
、

変
化
の
者
、
み
な
弥
陀
仏
国
の
諸
菩
薩
の
ご
と
く
な
ら
ん
〉
と
云
云
。
こ
の
経
の
文
意
、
大
弥
陀
と
、
そ

の
事
相
似
す
。こ
の
ゆ
ゑ
に
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
、父
子
の
別
を
挙
ぐ
る
こ
と
を
。前
に
大
王
を
難
じ
て
、〈
慎

み
て
母
を
害
す
る
こ
と
な
か
れ
〉
と
い
ふ
は
、
二
義
あ
り
。
未
だ
位
に
登
ら
ざ
る
と
い
へ
ど
も
、
父
を
殺

さ
ん
と
欲
し
、
深
獄
に
幽
閉
し
、
自
ら
執
政
に
在
る
が
ゆ
ゑ
に
、
大
王
と
称
す
。
ま
た
固
く
母
を
害
す
る

悪
意
を
禁
ぜ
ん
と
欲
す
る
が
ゆ
ゑ
に
大
王
と
称
し
て
、
欣
心
を
発
せ
し
め
ん
と
す
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
（
古
逸
）
に
云
う
、「
次
に
、
経
典
の
部
類
、
お
よ
び
説
経
の
前
後

に
つ
い
て
。
本
経
の
部
類
に
二
種
あ
る
。
二
巻
の
経
と
一
巻
の
経
で
あ
る
。
ま
ず
二
巻
の
経
に
六
本
あ
る
。

一
に
無
量
清
浄
平
等
等
覚
経
二
巻 

魏
の
帛
延
の
訳
。
曇
摩
鬱
多
羅
録
に
は
、〈
晋
の
帛
延
の
譯
〉
と
言
う
。
二
に
阿
弥

陀
経
二
巻 

呉
の
支
謙
の
訳
。
三
に
無
量
寿
経
二
巻 

晋
の
竺
法
護
の
訳
。
四
に
新
無
量
寿
経
二
巻 

宋
の
仏
陀
跋
多
羅

の
訳
。
五
に
新
無
量
寿
経
二
巻 

宋
の
曇
摩
蜜
多
羅
の
訳
。
六
に
新
無
量
寿
経
二
巻 

宋
の
宝
雲
の
訳
。
以
上
の
六
本

は
同
本
異
訳
で
あ
る
。
次
に
一
巻
の
経
に
四
本
あ
る
。
一
に
観
無
量
寿
経
一
巻 

宋
の
畺
良
耶
舍
の
訳
。
ま
た
あ

る
経
録
に
、〈
晋
の
安
帝
の
時
の
訳
〉
と
言
う
。
二
に
小
無
量
寿
経
一
巻 

宋
の
求
那
跋
多
羅
の
訳
。
三
に
阿
弥
陀
経
一
巻 

ま
た
無
量
寿
経
と
も
言
う
。
後
秦
の
羅
什
の
訳
。
四
に
称
讃
浄
土
経
一
巻 

大
唐
の
玄
奘
の
訳
。
四
本
の
中
、
後
の
三
本

は
同
本
異
訳
で
あ
る
。
失
訳
を
加
え
る
と
疑
わ
し
い
経
典
も
あ
る
。
六
部
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
偈
経
一
巻
、

後
出
阿
弥
陀
仏
偈
経
一
巻
、
鼓
音
声
陀
羅
尼
経
一
巻 

以
上
の
三
本
は
失
訳
。
五
百
王
子
作
浄
土
願
経
一
巻 

悲

華
経
に
出
る
。
無
量
楽
国
経
一
巻 

央
掘
摩
羅
経
に
出
る
。
以
上
の
二
本
は
他
経
中
に
出
る
。
浄
土
経
七
巻 

こ
の
経
は
偽
妄

で
あ
る
。
種
々
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
定
本
だ
け
を
扱
う
。
一
説
に
は
、『
鼓
音
声
王
経
』
は
求
那
跋

陀
羅
の
訳
だ
が
、
拠
り
所
に
は
で
き
な
い
と
言
う
。

　
問
う
。
上
の
定
本
の
中
、『
平
等
覚
経
』『
観
無
量
寿
経
』
等
に
、
訳
者
は
同
一
で
訳
処
が
異
な
る
と
い

う
事
例
が
見
ら
れ
る
。
ど
れ
が
正
し
い
の
か
。
答
ふ
。
一
説
に
、
年
代
の
誤
り
を
国
名
に
よ
っ
て
判
断
し

て
は
な
ら
な
い
と
言
う
。
訳
処
は
別
で
も
訳
者
は
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
魏
・
晋
な
ど
は
同
時
に
存
在
し

て
い
る
。
魏
史
は
魏
の
記
事
と
言
い
、
晋
史
は
晋
の
記
事
と
言
う
。
よ
っ
て
同
じ
こ
と
を
、
別
の
国
の
こ

と
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
他
も
同
様
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
考
え
よ
。
思
う
に
、二
巻
本
・

一
巻
本
、
あ
わ
せ
て
十
本
あ
る
け
れ
ど
も
、
分
別
す
れ
ば
三
本
に
す
ぎ
な
い
。『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿

経
』『
阿
弥
陀
経
』
で
あ
る
。

　
こ
の
三
本
に
つ
い
て
、
説
経
の
前
後
を
求
め
る
と
、
一
説
に
、
ま
ず
『
無
量
寿
経
』
を
説
き
、
次
に
『
観

無
量
寿
経
』、最
後
に『
阿
弥
陀
経
』が
説
か
れ
た
と
言
う
。道
理
に
よ
っ
て
判
断
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

最
初
に
釈
尊
が
、
会
座
の
人
々
を
視
て
浄
土
の
機
が
熟
し
た
と
判
断
し
、
普
段
と
違
っ
た
絶
妙
の
顔
色
を

顕
わ
さ
れ
た
。
阿
難
が
立
ち
上
が
っ
て
そ
の
理
由
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
応
え
て
釈
尊
が
多
く
の
人
々
の
た

め
に
西
方
浄
土
の
法
門
を
説
か
れ
た
。
次
に
韋
提
希
が
、
往
生
を
請
い
、
そ
れ
に
応
え
て
定
・
散
二
善
の

実
践
を
教
え
ら
れ
た
。
最
後
に
人
々
が
極
楽
の
名
を
聞
い
て
、
そ
の
言
わ
れ
を
問
い
、
疑
い
の
心
を
起
こ

し
た
の
で
、
釈
尊
が
極
楽
の
由
来
を
説
い
て
、
諸
仏
の
証
誠
を
示
さ
れ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
一
説
に
、
教
え
の
内
容
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
そ
の
通
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
事
の
成
り
行
き
か
ら

考
え
る
と
、『
観
無
量
寿
経
』
が
最
初
で
、『
無
量
寿
経
』
が
次
、『
阿
弥
陀
経
』
が
最
後
だ
と
言
う
。『
大

阿
弥
陀
経
』
等
に
、
釈
尊
が
西
方
浄
土
の
教
え
を
説
か
れ
た
時
、
阿
闍
世
王
太
子
が
五
百
長
者
子
と
共
に
、

蓋
を
仏
に
献
上
し
、
ま
た
二
十
四
願
の
教
え
を
聞
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
願
っ
た
と
こ
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ろ
、
釈
尊
は
、
将
来
み
な
弥
陀
仏
の
よ
う
に
な
れ
る
と
印
可
さ
れ
た
と
言
う
。
こ
の
文
に
よ
っ
て
、『
無

量
寿
経
』
が
第
二
の
説
経
だ
と
わ
か
る
と
言
う
。『
観
無
量
寿
経
』
が
説
か
れ
た
時
に
は
、
阿
闍
世
は
ま

だ
太
子
の
位
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
も
し
別
の
太
子
で
は
な
く
阿
闍
世
王
の
こ
と
を
太
子

と
呼
ん
だ
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
の
時
阿
闍
世
が
ま
だ
父
王
の
位
を
簒
奪
し
て
い
な
い
か
ら
だ
、
と
言
う

の
な
ら
ば
、
本
来
は
王
の
字
を
除
い
て
阿
闍
世
太
子
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
に
は
王
の
字

と
、
太
子
の
呼
称
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
父
子
つ
ま
り
頻
婆
沙
羅
王
と
阿
闍
世
と
を
区
別
す
る

た
め
だ
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　
問
う
。
後
の
説
に
は
疑
問
が
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、
耆
婆
が
阿
闍
世
を
諫
め
て
、〈
大
王
よ
、

ど
う
か
母
上
を
害
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
〉
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
阿
闍
世
は
、
即
位
前
に
す
で
に
大

王
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
あ
る
。
王
と
呼
ば
れ
て
い
て
も
、
太
子
を
指
す
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
答
え
。

難
解
で
あ
る
。
し
か
し
他
の
経
説
に
鑑
み
れ
ば
、
後
の
説
が
妥
当
で
あ
る
。『
和
休
経
』（『
大
正
蔵
』

一
二
、一
五
五
頁
上
）
に
、〈
仏
が
羅
閲
国
の
耆
闍
崛
山
中
に
在
っ
て
菩
薩
声
聞
衆
と
共
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
時
、
阿
闍
世
王
太
子
す
な
わ
ち
和
休
は
、
国
中
の
長
者
の
子
五
百
人
と
と
も
に
、
名
華
を
蓋
に
撒
い
た
。

羅
閲
国
よ
り
仏
の
所
に
詣
で
、
蓋
に
散
華
し
て
仏
に
献
上
し
た
蓋
は
傘
と
な
っ
て
い
る
。
撒
と
散
は
同
音
で
あ
り
、

経
に
は
散
と
な
っ
て
い
る
。
仏
の
蓋
を
荘
厳
し
た
の
で
あ
る
。
太
子
が
仏
に
申
し
た
。《
菩
薩
は
な
ぜ
端
正
で
あ
ら
れ

る
の
で
す
か
。
ま
た
母
胎
に
入
ら
ず
蓮
華
に
生
ま
れ
る
等
の
二
十
五
の
勝
事
が
あ
る
の
で
す
か
》
と
。
仏

は
二
十
五
事
の
こ
と
を
順
に
説
か
れ
、
太
子
お
よ
び
五
百
の
長
者
子
に
、
将
来
、
阿
弥
陀
仏
国
の
中
の
菩

薩
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
た
。
往
来
の
者
、
飛
行
の
者
、
変
化
の
者
、
み
な
阿
弥
陀
仏
国
の
諸

菩
薩
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
〉
と
云
云
。
こ
の
経
の
意
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
と
似
て
い
る
。
よ
っ
て
父

子
を
区
別
す
る
た
め
の
呼
称
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
大
王
よ
、
母
上
を
害

さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
〉
と
言
っ
た
こ
と
に
は
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
即
位
前
で
あ
っ
た

が
父
を
殺
そ
う
と
し
て
獄
に
幽
閉
し
、
政
権
の
座
に
あ
っ
た
か
ら
大
王
と
呼
ば
れ
た
。
第
二
に
、
母
を
害

す
る
悪
意
を
何
と
か
鎮
め
る
た
め
に
、
大
王
と
呼
ん
で
そ
の
心
を
和
ま
せ
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
」
と
。

（
730
）
阿
弥
陀
経
疏
基
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、三
一
三
頁
上
～
下
）、「
第
六
に
部
類
宗
趣
を
叙
す
。（「
第

六
叙
部
類
宗
趣
」
は
、
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』
現
行
本
で
は
「
六
次
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
敢
え
て
『
安
養
集
』
の
ま
ま
を

表
記
す
る
。『
安
養
集
』
の
表
記
の
ほ
う
が
原
本
の
体
裁
に
近
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
…
…
筆
者
註
）
問
う
。
本
経
の
部

類
と
宗
趣
と
を
示
し
て
ほ
し
い
。
答
え
。
浄
土
の
経
は
四
本
に
括
る
こ
と
が
で
き
る
。『
観
無
量
寿
経
』『
無

量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』『
鼓
音
声
王
経
』
で
あ
る
。『
平
等
覚
経
』『
大
阿
弥
陀
経
』
は
『
無
量
寿
経
』
の

同
本
異
訳
で
あ
る
。
四
経
は
み
な
浄
土
を
明
か
す
が
、
そ
の
趣
旨
は
異
な
る
。『
観
無
量
寿
経
』
は
浄
土

の
業
と
し
て
定
散
二
善
を
教
え
る
こ
と
を
宗
と
す
る
。『
無
量
寿
経
』
は
阿
難
の
問
に
応
え
て
広
く
浄
土

の
こ
と
を
説
か
れ
た
の
で
、
浄
土
を
宗
と
す
る
。『
阿
弥
陀
経
』
は
極
楽
の
名
義
と
六
方
諸
仏
の
証
誠
を

説
く
の
で
、
疑
を
断
ち
実
を
証
す
る
こ
と
を
宗
と
す
る
。『
鼓
音
声
王
経
』
は
悪
業
を
転
じ
罪
障
の
者
を

擁
護
す
る
こ
と
を
宗
と
す
る
。

　
説
経
の
順
序
は
、道
理
か
ら
す
る
と
、ま
ず
『
無
量
寿
経
』
を
説
い
て
浄
土
の
こ
と
を
知
ら
せ
、次
に
『
観

無
量
寿
経
』
を
説
い
て
浄
業
を
教
え
、次
に
『
阿
弥
陀
経
』
を
説
い
て
疑
を
断
ち
実
を
証
し
、最
後
に
『
鼓

音
声
王
経
』
を
説
い
て
罪
障
の
者
を
擁
護
さ
れ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
事
の
成
り
行
き
か
ら
考
え
る
と
、

『
観
無
量
寿
経
』
が
最
初
で
、『
無
量
寿
経
』
が
第
二
で
あ
る
と
言
え
る
。『
観
無
量
寿
経
』
が
説
か
れ
た
時
、

阿
闍
世
は
太
子
の
位
に
あ
り
、『
無
量
寿
経
』
が
説
か
れ
た
時
に
は
、王
の
位
に
登
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
説
に
は
、『
無
量
寿
経
』
に
「
阿
闍
世
王
太
子
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
時
は
未
だ
太
子
の
位
に
あ
っ
た

と
言
う
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
「
阿
闍
世
太
子
」
と
呼
ば
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
王

と
太
子
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
父
王
頻
婆
沙
羅
と
阿
闍
世
と
を
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て

『
無
量
寿
経
』
が
第
二
の
説
経
だ
と
考
え
て
よ
い
。『
観
無
量
寿
経
』
は
韋
提
希
夫
人
と
侍
女
の
た
め
に
説

か
れ
、『
無
量
寿
経
』
は
人
天
大
衆
の
た
め
に
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
問
う
。『
観
無
量
寿
経
』
に
よ
る
と
、
釈
尊
は
霊
山
に
帰
還
さ
れ
た
後
、
阿
難
に
重
説
さ
せ
て
い
る
。

霊
山
の
大
衆
は
す
で
に
そ
の
内
容
を
聞
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
重
ね
て
定
散
二
善
の
教
え
を
説
か
せ
た

の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、『
観
無
量
寿
経
』
が
最
初
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
答
え
。
重
説
さ
せ
た
の
は
、

こ
の
経
を
末
代
に
ま
で
伝
え
る
た
め
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
731
）
阿
弥
陀
経
疏
に
云
ふ
、「
こ
の
経
は
、
後
秦
の
羅
什
ま
づ
出
し
、
宋
の
元
嘉
に
至
っ
て
求
那
跋
他
、

重
ね
て
訳
し
、
今
唐
代
の
玄
奘
法
師
こ
れ
出
す
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
著
者
不
明
『
阿
弥
陀
経
疏
』（
古
逸
）
に
云
う
、「
こ
の
経
は
、後
秦
の
羅
什
が
初
め
に
訳
出
し
、

次
に
宋
の
元
嘉
年
間
に
求
那
跋
他
が
重
訳
し
、
今
、
唐
代
に
至
っ
て
玄
奘
法
師
が
訳
出
し
た
」
と
。

（
732
）
無
量
寿
経
述マ
マ
記
に
云
ふ
、「
部
党
不
同
と
は
、
西
方
浄
土
を
説
く
経
の
部
党
に
多
種
あ
り
。
一
に
両

巻
無
量
寿
経
、こ
れ
は
こ
の
所
説
な
り
。
二
に
観
無
量
寿
、三
に
阿
弥
陀
経
、四
に
鼓
音
声
陀
羅
尼
経
な
り
。

初
の
両
巻
経
の
本
に
ま
た
多
種
あ
り
。
第
一
に
無
量
寿
経
二
巻
。
漢
代
安
息
国
王
の
太
子
、
名
は
清
、
字

は
世
高
の
所
訳
。
沙
門
曇
鸞
の
注
解
な
り
。
第
二
に
無
量
寿
経
二
巻
。
魏
世
少
帝
の
芳
嘉
平
年
、
天
竺
沙

門
康
僧
鎧
、
洛
陽
白
馬
寺
に
お
い
て
訳
す
。
世
高
の
所
出
と
少
異
な
り
。
第
三
に
無
量
清
浄
平
等
覚
経
二

巻
或
は
四
巻
。
前
魏
高
貴
卿（
卿
＝
郷
？
）公
の
世
、甘
露
年
中
な
り
。
長
房
録
に
云
ふ
、〈
廃
帝
の
甘
露
三
年
、

西
域
沙
門
白
延
、
洛
陽
寺
に
お
い
て
訳
す
〉
と
。
世
高・僧
鎧
の
所
出
と
同
本
に
し
て
、
文
相
小
異
な
り
。

無
量
清
浄
二
巻
は
、
ま
た
無
量
清
浄
平
等
覚
経
と
名
づ
く
。
漢
の
桓
帝
の
世
、
月
支
国
沙
門
支
婁
迦
讖
の

所
訳
な
り
。
唐
録
に
次
第
を
云
は
ず
。
房
云
ふ
、〈
初
出
な
り
〉と
。
今
案
ず
る
に
、第
二
の
出
に
在
る
べ
し
。

同
じ
く
漢
時
に
在
っ
て
、
世
高
の
後
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
第
四
に
諸
仏
阿
弥
陀
三
昧マ
マ

三
仏
薩
蔞
仏
檀
過
度
人

道
経
。
一
に
無
量
寿
経
と
名
づ
く
。
呉
の
世
、支
国
の
優
婆
塞
支
謙
、黄
武
年
中
に
武
昌
に
お
い
て
訳
す
。

房
録
に
云
ふ
、〈
魏
の
文
帝
の
世
、
支
謙
の
出
な
り
〉
と
。
世
高
・
僧
鎧
の
所
出
と
少
異
な
り
。
第
五
に
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ろ
、
釈
尊
は
、
将
来
み
な
弥
陀
仏
の
よ
う
に
な
れ
る
と
印
可
さ
れ
た
と
言
う
。
こ
の
文
に
よ
っ
て
、『
無

量
寿
経
』
が
第
二
の
説
経
だ
と
わ
か
る
と
言
う
。『
観
無
量
寿
経
』
が
説
か
れ
た
時
に
は
、
阿
闍
世
は
ま

だ
太
子
の
位
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
も
し
別
の
太
子
で
は
な
く
阿
闍
世
王
の
こ
と
を
太
子

と
呼
ん
だ
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
の
時
阿
闍
世
が
ま
だ
父
王
の
位
を
簒
奪
し
て
い
な
い
か
ら
だ
、
と
言
う

の
な
ら
ば
、
本
来
は
王
の
字
を
除
い
て
阿
闍
世
太
子
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
に
は
王
の
字

と
、
太
子
の
呼
称
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
父
子
つ
ま
り
頻
婆
沙
羅
王
と
阿
闍
世
と
を
区
別
す
る

た
め
だ
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　
問
う
。
後
の
説
に
は
疑
問
が
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、
耆
婆
が
阿
闍
世
を
諫
め
て
、〈
大
王
よ
、

ど
う
か
母
上
を
害
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
〉
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
阿
闍
世
は
、
即
位
前
に
す
で
に
大

王
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
あ
る
。
王
と
呼
ば
れ
て
い
て
も
、
太
子
を
指
す
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
答
え
。

難
解
で
あ
る
。
し
か
し
他
の
経
説
に
鑑
み
れ
ば
、
後
の
説
が
妥
当
で
あ
る
。『
和
休
経
』（『
大
正
蔵
』

一
二
、一
五
五
頁
上
）
に
、〈
仏
が
羅
閲
国
の
耆
闍
崛
山
中
に
在
っ
て
菩
薩
声
聞
衆
と
共
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
時
、
阿
闍
世
王
太
子
す
な
わ
ち
和
休
は
、
国
中
の
長
者
の
子
五
百
人
と
と
も
に
、
名
華
を
蓋
に
撒
い
た
。

羅
閲
国
よ
り
仏
の
所
に
詣
で
、
蓋
に
散
華
し
て
仏
に
献
上
し
た
蓋
は
傘
と
な
っ
て
い
る
。
撒
と
散
は
同
音
で
あ
り
、

経
に
は
散
と
な
っ
て
い
る
。
仏
の
蓋
を
荘
厳
し
た
の
で
あ
る
。
太
子
が
仏
に
申
し
た
。《
菩
薩
は
な
ぜ
端
正
で
あ
ら
れ

る
の
で
す
か
。
ま
た
母
胎
に
入
ら
ず
蓮
華
に
生
ま
れ
る
等
の
二
十
五
の
勝
事
が
あ
る
の
で
す
か
》
と
。
仏

は
二
十
五
事
の
こ
と
を
順
に
説
か
れ
、
太
子
お
よ
び
五
百
の
長
者
子
に
、
将
来
、
阿
弥
陀
仏
国
の
中
の
菩

薩
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
た
。
往
来
の
者
、
飛
行
の
者
、
変
化
の
者
、
み
な
阿
弥
陀
仏
国
の
諸

菩
薩
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
〉
と
云
云
。
こ
の
経
の
意
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
と
似
て
い
る
。
よ
っ
て
父

子
を
区
別
す
る
た
め
の
呼
称
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
大
王
よ
、
母
上
を
害

さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
〉
と
言
っ
た
こ
と
に
は
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
即
位
前
で
あ
っ
た

が
父
を
殺
そ
う
と
し
て
獄
に
幽
閉
し
、
政
権
の
座
に
あ
っ
た
か
ら
大
王
と
呼
ば
れ
た
。
第
二
に
、
母
を
害

す
る
悪
意
を
何
と
か
鎮
め
る
た
め
に
、
大
王
と
呼
ん
で
そ
の
心
を
和
ま
せ
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
」
と
。

（
730
）
阿
弥
陀
経
疏
基
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、三
一
三
頁
上
～
下
）、「
第
六
に
部
類
宗
趣
を
叙
す
。（「
第

六
叙
部
類
宗
趣
」
は
、
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』
現
行
本
で
は
「
六
次
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
敢
え
て
『
安
養
集
』
の
ま
ま
を

表
記
す
る
。『
安
養
集
』
の
表
記
の
ほ
う
が
原
本
の
体
裁
に
近
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
…
…
筆
者
註
）
問
う
。
本
経
の
部

類
と
宗
趣
と
を
示
し
て
ほ
し
い
。
答
え
。
浄
土
の
経
は
四
本
に
括
る
こ
と
が
で
き
る
。『
観
無
量
寿
経
』『
無

量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』『
鼓
音
声
王
経
』
で
あ
る
。『
平
等
覚
経
』『
大
阿
弥
陀
経
』
は
『
無
量
寿
経
』
の

同
本
異
訳
で
あ
る
。
四
経
は
み
な
浄
土
を
明
か
す
が
、
そ
の
趣
旨
は
異
な
る
。『
観
無
量
寿
経
』
は
浄
土

の
業
と
し
て
定
散
二
善
を
教
え
る
こ
と
を
宗
と
す
る
。『
無
量
寿
経
』
は
阿
難
の
問
に
応
え
て
広
く
浄
土

の
こ
と
を
説
か
れ
た
の
で
、
浄
土
を
宗
と
す
る
。『
阿
弥
陀
経
』
は
極
楽
の
名
義
と
六
方
諸
仏
の
証
誠
を

説
く
の
で
、
疑
を
断
ち
実
を
証
す
る
こ
と
を
宗
と
す
る
。『
鼓
音
声
王
経
』
は
悪
業
を
転
じ
罪
障
の
者
を

擁
護
す
る
こ
と
を
宗
と
す
る
。

　
説
経
の
順
序
は
、道
理
か
ら
す
る
と
、ま
ず
『
無
量
寿
経
』
を
説
い
て
浄
土
の
こ
と
を
知
ら
せ
、次
に
『
観

無
量
寿
経
』
を
説
い
て
浄
業
を
教
え
、次
に
『
阿
弥
陀
経
』
を
説
い
て
疑
を
断
ち
実
を
証
し
、最
後
に
『
鼓

音
声
王
経
』
を
説
い
て
罪
障
の
者
を
擁
護
さ
れ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
事
の
成
り
行
き
か
ら
考
え
る
と
、

『
観
無
量
寿
経
』
が
最
初
で
、『
無
量
寿
経
』
が
第
二
で
あ
る
と
言
え
る
。『
観
無
量
寿
経
』
が
説
か
れ
た
時
、

阿
闍
世
は
太
子
の
位
に
あ
り
、『
無
量
寿
経
』
が
説
か
れ
た
時
に
は
、王
の
位
に
登
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
説
に
は
、『
無
量
寿
経
』
に
「
阿
闍
世
王
太
子
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
時
は
未
だ
太
子
の
位
に
あ
っ
た

と
言
う
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
「
阿
闍
世
太
子
」
と
呼
ば
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
王

と
太
子
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
父
王
頻
婆
沙
羅
と
阿
闍
世
と
を
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て

『
無
量
寿
経
』
が
第
二
の
説
経
だ
と
考
え
て
よ
い
。『
観
無
量
寿
経
』
は
韋
提
希
夫
人
と
侍
女
の
た
め
に
説

か
れ
、『
無
量
寿
経
』
は
人
天
大
衆
の
た
め
に
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
問
う
。『
観
無
量
寿
経
』
に
よ
る
と
、
釈
尊
は
霊
山
に
帰
還
さ
れ
た
後
、
阿
難
に
重
説
さ
せ
て
い
る
。

霊
山
の
大
衆
は
す
で
に
そ
の
内
容
を
聞
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
重
ね
て
定
散
二
善
の
教
え
を
説
か
せ
た

の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、『
観
無
量
寿
経
』
が
最
初
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
答
え
。
重
説
さ
せ
た
の
は
、

こ
の
経
を
末
代
に
ま
で
伝
え
る
た
め
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
731
）
阿
弥
陀
経
疏
に
云
ふ
、「
こ
の
経
は
、
後
秦
の
羅
什
ま
づ
出
し
、
宋
の
元
嘉
に
至
っ
て
求
那
跋
他
、

重
ね
て
訳
し
、
今
唐
代
の
玄
奘
法
師
こ
れ
出
す
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
著
者
不
明
『
阿
弥
陀
経
疏
』（
古
逸
）
に
云
う
、「
こ
の
経
は
、後
秦
の
羅
什
が
初
め
に
訳
出
し
、

次
に
宋
の
元
嘉
年
間
に
求
那
跋
他
が
重
訳
し
、
今
、
唐
代
に
至
っ
て
玄
奘
法
師
が
訳
出
し
た
」
と
。

（
732
）
無
量
寿
経
述マ
マ
記
に
云
ふ
、「
部
党
不
同
と
は
、
西
方
浄
土
を
説
く
経
の
部
党
に
多
種
あ
り
。
一
に
両

巻
無
量
寿
経
、こ
れ
は
こ
の
所
説
な
り
。
二
に
観
無
量
寿
、三
に
阿
弥
陀
経
、四
に
鼓
音
声
陀
羅
尼
経
な
り
。

初
の
両
巻
経
の
本
に
ま
た
多
種
あ
り
。
第
一
に
無
量
寿
経
二
巻
。
漢
代
安
息
国
王
の
太
子
、
名
は
清
、
字

は
世
高
の
所
訳
。
沙
門
曇
鸞
の
注
解
な
り
。
第
二
に
無
量
寿
経
二
巻
。
魏
世
少
帝
の
芳
嘉
平
年
、
天
竺
沙

門
康
僧
鎧
、
洛
陽
白
馬
寺
に
お
い
て
訳
す
。
世
高
の
所
出
と
少
異
な
り
。
第
三
に
無
量
清
浄
平
等
覚
経
二

巻
或
は
四
巻
。
前
魏
高
貴
卿（
卿
＝
郷
？
）公
の
世
、甘
露
年
中
な
り
。
長
房
録
に
云
ふ
、〈
廃
帝
の
甘
露
三
年
、

西
域
沙
門
白
延
、
洛
陽
寺
に
お
い
て
訳
す
〉
と
。
世
高・僧
鎧
の
所
出
と
同
本
に
し
て
、
文
相
小
異
な
り
。

無
量
清
浄
二
巻
は
、
ま
た
無
量
清
浄
平
等
覚
経
と
名
づ
く
。
漢
の
桓
帝
の
世
、
月
支
国
沙
門
支
婁
迦
讖
の

所
訳
な
り
。
唐
録
に
次
第
を
云
は
ず
。
房
云
ふ
、〈
初
出
な
り
〉と
。
今
案
ず
る
に
、第
二
の
出
に
在
る
べ
し
。

同
じ
く
漢
時
に
在
っ
て
、
世
高
の
後
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
第
四
に
諸
仏
阿
弥
陀
三
昧マ
マ
三
仏
薩
蔞
仏
檀
過
度
人

道
経
。
一
に
無
量
寿
経
と
名
づ
く
。
呉
の
世
、支
国
の
優
婆
塞
支
謙
、黄
武
年
中
に
武
昌
に
お
い
て
訳
す
。

房
録
に
云
ふ
、〈
魏
の
文
帝
の
世
、
支
謙
の
出
な
り
〉
と
。
世
高
・
僧
鎧
の
所
出
と
少
異
な
り
。
第
五
に



73―　58　―

無
量
寿
経
一
巻
。
ま
た
阿
弥
陀
経
と
名
づ
く
。
秦
の
弘
始
四
年
二
月
八
日
、
羅
什
の
出
な
り
。
支
謙
・
僧

鎧
・
白
延
・
法
護
の
所
出
の
多
巻
と
少
異
な
り
。
第
六
に
無
量
寿
至
真
等
正
覚
経
。
一
に
極
楽
仏
土
経
と

名
づ
く
。
東
晋
の
元
熙
元
年
中
、
沙
門
竺
法
力
の
訳
な
り
。
支
謙
・
僧
鎧
・
白
延
・
法
護
・
羅
什
等
の
所

出
と
本
同
じ
く
文
異
な
る
。
第
七
に
新
無
量
寿
経
二
巻
。
宋
朝
沙
門
宝
雲
の
出
な
り
。
支
謙・僧
鎧・白
延・

法
護
・
羅
什
・
法
力
の
所
出
と
同
じ
か
ら
ず
。
道
恵
宋
済
録
に
見
ゆ
。
ま
た
新
無
量
寿
経
二
巻
。
東
晋
の

安
帝
の
世
、北
天
竺
三
蔵
禅
師
仏
陀
跋
羅
、永
初
二
年
中
、道
場
寺
に
お
い
て
出
す
。
宝
唱
録
に
見
ゆ
。
唐・

隋
の
二
録
に
は
次
第
を
出
さ
ず
。
歴
代
紀
を
案
ず
る
に
、
永
初
は
宋
の
武
帝
に
在
り
、
晋
の
年
号
に
あ
ら

ざ
る
な
り
。
ま
た
無
量
寿
経
二
巻
。
西
晋
の
月
支
の
沙
門
竺
法
護
、
永
嘉
二
年
に
訳
す
。
唐
録
に
次
第
を

出
さ
ず
。
房
云
ふ
、〈
第
四
出
な
り
。
西
晋
の
竺
法
護
、
懐
帝
の
永
嘉
二
年
正
月
二
十
一
日
に
訳
す
〉
と
。

支
謙
・
康
鎧
・
白
延
等
の
出
と
同
本
に
し
て
文
異
な
り
。
第
八
に
無
量
寿
経
。
宋
朝
天
竺
三
蔵
法
師
求
那

跋
陀
羅
、
宋
に
功
徳
賢
と
云
ふ
、
孝
建
年
中
に
出
す
。
道
恵
宋
斉
録
に
見
ゆ
。
僧
鎧・支
謙・白
延・法
護・

羅
什
・
法
力
・
法
雲
等
の
所
出
と
同
本
に
し
て
文
は
広
略
の
異
な
り
。
上
来
引
く
所
、
惣
じ
て
十
一
本
あ

り
。
み
な
同
本
異
訳
な
り
。
此
間
一
切
経
の
中
に
は
た
だ
三
本
あ
る
の
み
。
余
は
み
な
な
き
な
り
。
今
の

所
訳
は
、
或
は
云
ふ
、
こ
れ
竺
法
護
の
所
訳
な
り
と
。
今
、
文
相
を
詳
ら
か
に
す
る
に
、
法
護
の
文
に
あ

ら
ず
。
何
の
訳
か
は
詳
ら
か
な
ら
ず
。
相
伝
に
云
ふ
、
此
経
は
曹
植
建
の
執
筆
な
り
と
。
も
し
し
か
ら
ば

こ
れ
魏
の
時
、
僧
鎧
の
所
出
な
ら
ん
。
観
無
量
寿
（
観
無
量
寿
＝
無
量
寿
観
？
）
経
一
巻
、
ま
た
観
無
量
寿
経
、

こ
の
二
本
は
、
僧
祐
録
に
出
づ
。
並
び
に
失
訳
に
あ
り
。
無
量
寿
観
経
は
、
宋
の
文
帝
の
世
、
西
域
沙
門

畺
良
耶
舍
、
宋
に
時
称
と
云
ふ
、
元
嘉
年
中
に
京
邑
に
お
い
て
訳
す
。
房
録
に
云
ふ
、〈
観
無
量
寿
仏
経

二
巻
。
東
晋
の
失
訳
に
あ
り
。
ま
た
観
無
量
（
＋
寿
？
）
仏
経
一
巻
。
漢
録
失
源
（
源
＝
訳
？
）
に
あ
り
〉
と
。

阿
弥
陀
経
。
宋
の
文
帝
の
世
、
天
竺
三
蔵
法
師
求
那
跋
陀
羅
、
元
嘉
年
中
に
楊
都
に
お
い
て
訳
す
。
ま
た

小
無
量
寿
経
と
名
づ
く
。
無
量
寿
仏
経
。
後
秦
の
羅
什
、
弘
始
年
中
に
訳
す
。
称
讃
浄
土
摂
受
経
。
唐
の

世
、
玄
奘
三
蔵
訳
す
。
右
の
三
経
は
同
本
な
り
。
無
量
寿
仏
経
。
羅
什
の
所
出
な
り
。
こ
れ
無
量
寿
経
の

類
な
る
か
い
な
か
を
知
ら
ず
。
鼓
音
声
陀
羅
尼
経
は
、
失
訳
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
上
（
古
逸
）
に
云
う
、「
部
党
不
同
と
は
、
西
方
浄
土
を
説

く
経
の
部
類
に
多
種
あ
る
。
一
に
両
巻
無
量
寿
経
、
今
註
釈
し
て
い
る
本
で
あ
る
。
二
に
観
無
量
寿
、
三

に
阿
弥
陀
経
、
四
に
鼓
音
声
陀
羅
尼
経
で
あ
る
。
初
め
の
両
巻
経
に
ま
た
諸
本
あ
る
。
第
一
に
無
量
寿
経

二
巻
。
漢
代
安
息
国
王
の
太
子
、
名
は
清
、
字
は
世
高
の
翻
訳
で
、
沙
門
曇
鸞
が
注
解
し
て
い
る
。
第
二

に
無
量
寿
経
二
巻
。
魏
の
少
帝
の
芳
嘉
平
年
、
天
竺
沙
門
康
僧
鎧
が
洛
陽
白
馬
寺
に
お
い
て
訳
し
た
。
安

世
高
訳
と
少
し
異
な
る
。
第
三
に
無
量
清
浄
平
等
覚
経
二
巻
あ
る
い
は
四
巻
。
前
魏
高
貴
郷
公
の
世
、
甘

露
年
中
の
訳
出
で
あ
る
。
費
長
房
の
『
歴
代
三
宝
紀
』（
不
明
）
に
、〈
廃
帝
の
甘
露
三
年
、
西
域
沙
門
白

延
が
洛
陽
寺
に
お
い
て
訳
し
た
〉
と
言
う
。
安
世
高
・
康
僧
鎧
訳
と
同
本
で
、
文
相
が
や
や
異
な
る
。
無

量
清
浄
二
巻
は
、
無
量
清
浄
平
等
覚
経
と
も
呼
ぶ
。
漢
の
桓
帝
の
世
、
月
支
国
沙
門
支
婁
迦
讖
の
訳
出
で

あ
る
。
唐
録
（『
大
唐
内
典
録
』
？
）
に
は
何
番
目
の
訳
出
か
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
歴
代
三
宝
紀
』（
不

明
）
に
は
、〈
初
出
で
あ
る
〉
と
言
う
。
私
見
で
は
二
番
目
の
訳
出
だ
と
思
う
。
漢
代
の
訳
出
で
、
安
世

高
訳
の
後
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
四
に
諸
仏
阿
弥
陀
三
昧マ
マ

三
仏
薩
蔞
仏
檀
過
度
人
道
経
。
無
量
寿
経
と
も
呼

ぶ
。
呉
の
世
、月
支
国
の
優
婆
塞
支
謙
が
黄
武
年
中
に
武
昌
に
お
い
て
訳
出
し
た
。『
歴
代
三
宝
紀
』（
巻
五
、

『
大
正
蔵
』
四
九
、五
七
頁
中
・
五
八
頁
下
）
に
は
、〈
魏
の
文
帝
の
世
、
支
謙
の
訳
出
で
あ
る
〉
と
言
う
。

安
世
高
・
康
僧
鎧
訳
と
少
し
異
な
る
。
第
五
に
無
量
寿
経
一
巻
。
阿
弥
陀
経
と
も
呼
ぶ
。
秦
の
弘
始
四
年

二
月
八
日
、
羅
什
の
訳
出
で
あ
る
。
支
謙
・
康
僧
鎧
・
白
延
・
竺
法
護
訳
の
多
巻
本
と
少
し
異
な
る
。
第

六
に
無
量
寿
至
真
等
正
覚
経
。
極
楽
仏
土
経
と
も
呼
ぶ
。
東
晋
の
元
熙
元
年
、
沙
門
竺
法
力
の
訳
出
で
あ

る
。
支
謙
・
康
僧
鎧
・
白
延
・
竺
法
護
・
羅
什
等
の
訳
と
同
本
で
文
が
異
な
る
。
第
七
に
新
無
量
寿
経
二

巻
。
宋
の
沙
門
宝
雲
の
訳
出
で
あ
る
。
支
謙
・
康
僧
鎧
・
白
延
・
竺
法
護
・
羅
什
・
竺
法
力
の
訳
と
は
異

な
る
。
道
恵
の
『
宋
済
録
』（
不
詳
）
に
見
え
る
。
ま
た
新
無
量
寿
経
二
巻
。
東
晋
の
安
帝
の
世
、
北
天

竺
三
蔵
禅
師
仏
陀
跋
羅
が
永
初
二
年
に
道
場
寺
に
お
い
て
訳
出
し
た
。『
宝
唱
録
』（
不
詳
）に
見
え
る
。
唐
・

隋
の
二
録
（『
歴
代
三
宝
紀
』『
大
唐
内
典
録
』）
に
は
何
番
目
の
訳
出
か
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
歴
代
三

宝
紀
』
に
よ
る
と
、
永
初
は
宋
の
武
帝
の
年
号
で
、
晋
の
年
号
で
は
な
い
。
ま
た
無
量
寿
経
二
巻
。
西
晋

の
月
支
の
沙
門
竺
法
護
が
永
嘉
二
年
に
訳
し
た
。
唐
録
（『
大
唐
内
典
録
』）
に
は
何
番
目
の
訳
出
か
が
記

さ
れ
て
い
な
い
。『
歴
代
三
宝
紀
』（
巻
六
、『
大
正
蔵
』
四
九
、六
二
頁
中
）
に
は
、〈
四
番
目
の
訳
出
で

あ
る
。
西
晋
の
竺
法
護
が
、
懐
帝
の
永
嘉
二
年
正
月
二
十
一
日
に
訳
出
し
た
〉
と
言
う
。
支
謙
・
康
康
鎧
・

白
延
等
の
訳
と
同
本
で
文
が
異
な
る
。
第
八
に
無
量
寿
経
。
宋
の
天
竺
三
蔵
法
師
求
那
跋
陀
羅
、
中
国
訳

で
功
徳
賢
が
、
孝
建
年
中
に
訳
出
し
た
。
道
恵
の
『
宋
斉
録
』
に
見
え
る
。
康
僧
鎧
・
支
謙
・
白
延
・
竺

法
護
・
羅
什
・
竺
法
力
・
法
雲
等
の
訳
と
同
本
で
、
文
は
広
略
の
違
い
で
あ
る
。
以
上
掲
げ
た
十
一
本
は
、

み
な
同
本
異
訳
で
あ
る
。
現
行
一
切
経
の
中
に
は
三
本
が
伝
わ
る
だ
け
で
、他
は
す
べ
て
失
わ
れ
て
い
る
。

本
経
『
無
量
寿
経
』
は
、
一
説
に
竺
法
護
の
訳
で
あ
る
と
言
う
が
、
文
相
を
詳
し
く
調
査
す
る
と
竺
法
護

の
文
で
な
な
い
。
誰
の
訳
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
経
は
曹
植
子
建
（
曹
操
の
子
）
の
執
筆
で
あ
る
と
伝

わ
る
の
で
、
そ
れ
が
確
か
な
ら
ば
、
魏
の
康
僧
鎧
の
訳
だ
と
言
え
よ
う
。
無
量
寿
観
経
一
巻
、
お
よ
び
観

無
量
寿
経
。
こ
の
二
本
は
、
僧
祐
の
『
出
三
蔵
記
集
』（
巻
四
、『
大
正
蔵
』
五
五
、二
二
頁
上
）
に
見
え

る
。
共
に
訳
者
不
明
で
あ
る
。
無
量
寿
観
経
は
、
宋
の
文
帝
の
世
、
西
域
沙
門
畺
良
耶
舍
、
中
国
訳
で
時

称
が
、
元
嘉
年
中
に
京
邑
に
お
い
て
訳
出
し
た
と
い
う
。『
歴
代
三
宝
紀
』（
不
明
）
に
、〈
観
無
量
寿
仏

経
二
巻
は
東
晋
時
代
の
訳
出
で
訳
者
不
明
。
ま
た
観
無
量
寿
仏
経
一
巻
は
『
漢
録
』
で
は
訳
者
不
明
〉
と

言
う
。
阿
弥
陀
経
は
宋
の
文
帝
の
世
、
天
竺
三
蔵
法
師
求
那
跋
陀
羅
が
元
嘉
年
中
に
楊
都
に
お
い
て
訳
出

し
た
。
小
無
量
寿
経
と
も
呼
ぶ
。
無
量
寿
仏
経
は
後
秦
の
羅
什
が
、
弘
始
年
中
に
訳
出
し
た
。
称
讃
浄
土

摂
受
経
は
唐
の
世
、
玄
奘
三
蔵
が
訳
出
し
た
。
右
の
三
経
は
同
本
で
あ
る
。
無
量
寿
仏
経
は
羅
什
の
訳
出

で
あ
る
。
無
量
寿
経
の
類
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
鼓
音
声
陀
羅
尼
経
は
、
訳
者
不
明
で
あ
る
」
と
。
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【
考
察
】

　「
92
翻
訳
説
時
」
に
は
、
浄
土
教
経
典
の
種
類
、
異
訳
諸
本
の
訳
者
と
訳
出
年
代
、
さ
ら
に
は
各
経
の

釈
尊
に
よ
る
説
経
の
時
期
を
論
ず
る
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　『
往
生
要
集
』
に
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
が
、
天
台
『
観
経
疏
』
が
重
要
事
項
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
で
、

天
台
浄
土
教
の
論
義
に
お
い
て
は
無
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
冒
頭
（
725
）
天
台
『
観
経
疏
』
が
本
論
題
の
出
拠
の
文
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
を
竺
法
護
訳
と
見
て

い
る
所
や
、『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
が
説
か
れ
た
場
所
を
記
し
て
い
る
点
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

　（
726
）
～
（
728
）
は
そ
の
註
釈
で
あ
る
。
源
清
が
、
説
時
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
、『
無
量
寿
経
』
を
法

護
訳
と
す
る
天
台
『
観
経
疏
』
の
説
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。（
729
）
以
下
に
は
、

源
清
の
論
述
の
源
流
と
目
さ
れ
る
唐
・
新
羅
典
籍
の
要
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　（
729
）
龍
興
『
観
経
記
』
は
、
阿
弥
陀
仏
経
典
を
列
挙
し
、
部
類
を
判
別
し
て
訳
者
と
訳
出
年
代
と
を

検
討
し
た
の
ち
、三
経
の
説
経
の
順
序
を
論
じ
て
い
る
。
教
理
的
に
は
『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿

弥
陀
経
』
の
順
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
が
、阿
闍
世
の
境
遇
に
照
ら
せ
ば
『
観
無
量
寿
経
』
が
先
で
『
無

量
寿
経
』が
次
だ
と
言
え
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
総
括
し
た
論
述
で
あ
り
、以
下（
730
）伝
基『
阿

弥
陀
経
疏
』（
731
）
著
者
不
明
『
阿
弥
陀
経
』（
732
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
も
同
様
の
論
調
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
成
立
と
見
ら
れ
る
の
で
、
影
響
関
係
が
問
題
と
な
ろ
う
。

93
　
教
興
由
致

（
733
）
観
無
量
寿
経
疏
序
天
台
（『
大
正
蔵
』
三
七
、一
八
六
頁
中
～
下
）、「
極
楽
と
娑
婆
と
の
違
い
は
心

の
浄
穢
に
よ
る
。
ど
ち
ら
に
趣
く
か
は
行
の
善
悪
に
よ
る
。
よ
っ
て
極
楽
に
生
ま
れ
た
け
れ
ば
、
十
六
観

を
修
し
、
阿
弥
陀
仏
を
観
ず
る
こ
と
を
願
い
、
三
福
の
浄
業
を
行
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
化
の
縁
が

漸
く
熟
し
て
阿
闍
世
が
逆
罪
を
犯
し
、
韋
提
希
の
要
請
に
応
じ
て
浄
土
の
法
門
が
開
か
れ
た
。
釈
尊
は
広

く
浄
土
の
荘
厳
を
説
か
れ
た
が
、
そ
の
本
意
は
極
楽
に
帰
依
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
末
世
在
俗
の
有
縁
の

衆
生
を
導
い
て
、
日
想
・
地
想
の
観
想
を
説
き
、
白
毫
を
念
じ
て
如
来
を
覩
見
さ
せ
、
命
終
わ
る
時
に
は
、

蓮
台
に
上
っ
て
極
楽
に
化
生
さ
せ
、三
輩
の
機
根
に
応
じ
て
五
苦
を
超
越
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ほ
ん
の
少
し
の
観
想
に
よ
っ
て
仏
道
を
極
め
る
秘
訣
を
説
か
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
」（
要
約
）
と
。

（
734
）
阿
弥
陀
経
疏
に
云
ふ
、「
蓋
し
聞
く
、
土
は
こ
れ
心
の
影
、
心
浄
な
ら
ば
仏
土
浄
な
り
。
業
の
嚮
た

ら
し
む
。
業
長
け
れ
ば
す
な
は
ち
寿
命
長
し
。
た
だ
衆
生
の
心
は
、
染
惑
に
動
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
、
身
は
石

の
中
に
棲
む
。
業
は
殺
害
を
習
ふ
が
ゆ
え
に
、
命
は
朝
夕
の
限
を
受
く
。
金
玉
の
浄
土
、
無
量
の
寿
命
あ

る
こ
と
を
知
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
如
来
、
こ
の
重
昏
を
愍
れ
み
、
か
の
長
迷
を
哀
れ
む
。
勝
境
を
挙
げ
て
欣
ふ

と
こ
ろ
を
示
し
、
雑
悪
を
宣
べ
て
厭
ふ
べ
き
を
知
ら
し
む
。
三
輩
の
徒
を
し
て
、
或
は
七
宝
の
宮
中
に
珠

履
し
、
九
品
の
流
を
し
て
、
宝
袂
を
蓮
華
台
上
に
揚
げ
し
め
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
著
者
不
明
『
阿
弥
陀
経
疏
』（
古
逸
）
に
云
う
、「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
国
土
は
心
の

影
で
あ
り
、
心
が
清
浄
で
あ
れ
ば
仏
土
も
清
浄
だ
と
い
う
。
業
が
そ
う
仕
向
け
る
の
で
あ
る
。
業
が
長
け

れ
ば
寿
命
も
長
い
。
し
か
し
衆
生
の
心
は
、
煩
悩
に
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
、
身
は
瓦
礫
の
よ
う
な
娑
婆

に
住
み
、
常
に
殺
生
の
業
を
重
ね
て
い
る
の
で
、
寿
命
は
極
め
て
短
い
。
金
玉
の
浄
土
や
無
量
の
寿
命
が

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
如
来
は
、
衆
生
が
い
つ
ま
で
も
煩
悩
に
支
配
さ
れ
苦
悩
に
沈
ん
で
い
る
の
を
哀

れ
み
、
浄
土
を
説
い
て
願
い
求
め
る
べ
き
所
を
示
し
、
雑
悪
を
説
い
て
厭
い
離
れ
る
べ
き
所
を
知
ら
せ
て

く
だ
さ
っ
た
。
三
輩
の
徒
を
極
楽
の
七
宝
宮
殿
に
送
り
届
け
、
九
品
の
衆
生
を
蓮
華
台
に
上
ら
せ
た
い
と

思
わ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
。

（
735
）
浄
土
論
迦
才
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、八
三
頁
中
）、「
浄
土
の
法
門
は
十
方
諸
仏
が
讃
え
、

極
楽
浄
土
は
凡
聖
と
も
に
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
十
六
観
の
実
践
は
イ
ン
ド
に
興
る
も
、
九
品
往
生
の
教

え
は
今
中
国
で
衰
え
つ
つ
つ
あ
る
。
私
は
多
く
の
聖
典
を
拝
読
し
た
が
、
こ
の
法
門
こ
そ
が
肝
要
で
あ
る

と
思
う
。
そ
こ
で
一
書
を
撰
述
し
て
『
浄
土
論
』
と
名
づ
け
た
。
上
古
の
慧
遠
法
師
や
謝
霊
運
等
は
、
み

な
西
方
往
生
を
願
っ
た
け
れ
ど
も
、そ
の
法
流
は
後
世
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
。
近
代
に
道
綽
禅
師
が『
安

楽
集
』
を
著
さ
れ
た
が
、
文
章
が
難
し
く
、
構
成
も
複
雑
で
、
理
解
が
及
ば
な
い
。
此
度
私
は
、
九
章
を

立
て
て
構
成
を
整
理
し
た
。
読
者
は
理
解
し
や
す
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
三
福
・
四
誓
の
教
え
が

弘
ま
り
、
十
六
観
の
実
践
や
九
品
往
生
の
法
門
が
栄
え
る
こ
と
を
願
う
。
六
道
に
迷
う
我
ら
が
、
極
楽
の

蓮
台
に
上
り
、
と
も
に
清
浄
世
界
に
集
う
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
736
）
西
方
要
決
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
〇
四
頁
上
）、「
釈
尊
は
有
縁
の
者
を
救
う
た
め
に
様
々

な
法
を
説
き
、
徳
の
薄
い
者
に
は
浄
土
を
勧
め
ら
れ
た
。
た
だ
弥
陀
を
念
じ
、
す
べ
て
の
善
を
回
向
し
て

極
楽
に
生
ま
れ
よ
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
弥
陀
の
本
願
に
は
、
上
は
一
生
涯
の
念
仏
か
ら
下
は
臨
終
の

十
念
に
至
る
ま
で
、
み
な
必
ず
往
生
さ
せ
よ
う
と
誓
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
当
今
の
学
者
は
そ
の
教
え

を
疑
い
、
経
論
の
文
に
相
違
が
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
を
会
通
し
な
け
れ
ば
、
疑
惑
は
絶
え
な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
十
四
章
を
立
て
て
解
釈
を
提
示
し
よ
う
と
思
う
。

　
第
一
に
、『
金
剛
般
若
経
』
に
、〈
物
質
や
音
声
を
実
体
と
見
る
者
は
、
邪
道
を
行
じ
、
如
来
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
〉
と
言
う
（〈
第
一
に
〉
以
降
は
第
一
疑
の
問
い
の
文
で
あ
る
の
で
、
本
要
文
か
ら
削
除
す
べ
き
で
あ
る
…
…

筆
者
註
）」（
要
約
）
と
。

（
737
）
無
量
寿
経
述
義
記
寂
法
師
上
に
云
ふ
、「
叙
し
て
曰
く
、
諸
仏
の
法
身
は
色
な
く
形
な
し
。
所
居
の

浄
土
も
ま
た
方
所
な
し
。
身
に
色
形
な
き
ゆ
ゑ
に
、
増
（
増
―
？
）
像
と
し
て
現
ぜ
ざ
る
は
な
く
、
土
に
方

処
な
き
ゆ
ゑ
に
、
所
と
し
て
在
ら
ざ
る
は
な
し
。
像
な
き
を
こ
れ
真
身
と
曰
ふ
な
り
。
方
に
あ
ら
ず
、
方

を
離
る
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
真
土
と
名
づ
く
る
な
り
。
ゆ
ゑ
に
反
っ
て
そ
の
実
に
鑑
む
れ
ば
、
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【
考
察
】

　「
92
翻
訳
説
時
」
に
は
、
浄
土
教
経
典
の
種
類
、
異
訳
諸
本
の
訳
者
と
訳
出
年
代
、
さ
ら
に
は
各
経
の

釈
尊
に
よ
る
説
経
の
時
期
を
論
ず
る
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　『
往
生
要
集
』
に
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
が
、
天
台
『
観
経
疏
』
が
重
要
事
項
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
で
、

天
台
浄
土
教
の
論
義
に
お
い
て
は
無
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
冒
頭
（
725
）
天
台
『
観
経
疏
』
が
本
論
題
の
出
拠
の
文
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
を
竺
法
護
訳
と
見
て

い
る
所
や
、『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
が
説
か
れ
た
場
所
を
記
し
て
い
る
点
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

　（
726
）
～
（
728
）
は
そ
の
註
釈
で
あ
る
。
源
清
が
、
説
時
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
、『
無
量
寿
経
』
を
法

護
訳
と
す
る
天
台
『
観
経
疏
』
の
説
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。（
729
）
以
下
に
は
、

源
清
の
論
述
の
源
流
と
目
さ
れ
る
唐
・
新
羅
典
籍
の
要
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　（
729
）
龍
興
『
観
経
記
』
は
、
阿
弥
陀
仏
経
典
を
列
挙
し
、
部
類
を
判
別
し
て
訳
者
と
訳
出
年
代
と
を

検
討
し
た
の
ち
、三
経
の
説
経
の
順
序
を
論
じ
て
い
る
。
教
理
的
に
は
『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿

弥
陀
経
』
の
順
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
が
、阿
闍
世
の
境
遇
に
照
ら
せ
ば
『
観
無
量
寿
経
』
が
先
で
『
無

量
寿
経
』が
次
だ
と
言
え
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
総
括
し
た
論
述
で
あ
り
、以
下（
730
）伝
基『
阿

弥
陀
経
疏
』（
731
）
著
者
不
明
『
阿
弥
陀
経
』（
732
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
も
同
様
の
論
調
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
成
立
と
見
ら
れ
る
の
で
、
影
響
関
係
が
問
題
と
な
ろ
う
。

93
　
教
興
由
致

（
733
）
観
無
量
寿
経
疏
序
天
台
（『
大
正
蔵
』
三
七
、一
八
六
頁
中
～
下
）、「
極
楽
と
娑
婆
と
の
違
い
は
心

の
浄
穢
に
よ
る
。
ど
ち
ら
に
趣
く
か
は
行
の
善
悪
に
よ
る
。
よ
っ
て
極
楽
に
生
ま
れ
た
け
れ
ば
、
十
六
観

を
修
し
、
阿
弥
陀
仏
を
観
ず
る
こ
と
を
願
い
、
三
福
の
浄
業
を
行
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
化
の
縁
が

漸
く
熟
し
て
阿
闍
世
が
逆
罪
を
犯
し
、
韋
提
希
の
要
請
に
応
じ
て
浄
土
の
法
門
が
開
か
れ
た
。
釈
尊
は
広

く
浄
土
の
荘
厳
を
説
か
れ
た
が
、
そ
の
本
意
は
極
楽
に
帰
依
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
末
世
在
俗
の
有
縁
の

衆
生
を
導
い
て
、
日
想
・
地
想
の
観
想
を
説
き
、
白
毫
を
念
じ
て
如
来
を
覩
見
さ
せ
、
命
終
わ
る
時
に
は
、

蓮
台
に
上
っ
て
極
楽
に
化
生
さ
せ
、三
輩
の
機
根
に
応
じ
て
五
苦
を
超
越
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ほ
ん
の
少
し
の
観
想
に
よ
っ
て
仏
道
を
極
め
る
秘
訣
を
説
か
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
」（
要
約
）
と
。

（
734
）
阿
弥
陀
経
疏
に
云
ふ
、「
蓋
し
聞
く
、
土
は
こ
れ
心
の
影
、
心
浄
な
ら
ば
仏
土
浄
な
り
。
業
の
嚮
た

ら
し
む
。
業
長
け
れ
ば
す
な
は
ち
寿
命
長
し
。
た
だ
衆
生
の
心
は
、
染
惑
に
動
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
、
身
は
石

の
中
に
棲
む
。
業
は
殺
害
を
習
ふ
が
ゆ
え
に
、
命
は
朝
夕
の
限
を
受
く
。
金
玉
の
浄
土
、
無
量
の
寿
命
あ

る
こ
と
を
知
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
如
来
、
こ
の
重
昏
を
愍
れ
み
、
か
の
長
迷
を
哀
れ
む
。
勝
境
を
挙
げ
て
欣
ふ

と
こ
ろ
を
示
し
、
雑
悪
を
宣
べ
て
厭
ふ
べ
き
を
知
ら
し
む
。
三
輩
の
徒
を
し
て
、
或
は
七
宝
の
宮
中
に
珠

履
し
、
九
品
の
流
を
し
て
、
宝
袂
を
蓮
華
台
上
に
揚
げ
し
め
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
著
者
不
明
『
阿
弥
陀
経
疏
』（
古
逸
）
に
云
う
、「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
国
土
は
心
の

影
で
あ
り
、
心
が
清
浄
で
あ
れ
ば
仏
土
も
清
浄
だ
と
い
う
。
業
が
そ
う
仕
向
け
る
の
で
あ
る
。
業
が
長
け

れ
ば
寿
命
も
長
い
。
し
か
し
衆
生
の
心
は
、
煩
悩
に
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
、
身
は
瓦
礫
の
よ
う
な
娑
婆

に
住
み
、
常
に
殺
生
の
業
を
重
ね
て
い
る
の
で
、
寿
命
は
極
め
て
短
い
。
金
玉
の
浄
土
や
無
量
の
寿
命
が

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
如
来
は
、
衆
生
が
い
つ
ま
で
も
煩
悩
に
支
配
さ
れ
苦
悩
に
沈
ん
で
い
る
の
を
哀

れ
み
、
浄
土
を
説
い
て
願
い
求
め
る
べ
き
所
を
示
し
、
雑
悪
を
説
い
て
厭
い
離
れ
る
べ
き
所
を
知
ら
せ
て

く
だ
さ
っ
た
。
三
輩
の
徒
を
極
楽
の
七
宝
宮
殿
に
送
り
届
け
、
九
品
の
衆
生
を
蓮
華
台
に
上
ら
せ
た
い
と

思
わ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
。

（
735
）
浄
土
論
迦
才
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、八
三
頁
中
）、「
浄
土
の
法
門
は
十
方
諸
仏
が
讃
え
、

極
楽
浄
土
は
凡
聖
と
も
に
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
十
六
観
の
実
践
は
イ
ン
ド
に
興
る
も
、
九
品
往
生
の
教

え
は
今
中
国
で
衰
え
つ
つ
つ
あ
る
。
私
は
多
く
の
聖
典
を
拝
読
し
た
が
、
こ
の
法
門
こ
そ
が
肝
要
で
あ
る

と
思
う
。
そ
こ
で
一
書
を
撰
述
し
て
『
浄
土
論
』
と
名
づ
け
た
。
上
古
の
慧
遠
法
師
や
謝
霊
運
等
は
、
み

な
西
方
往
生
を
願
っ
た
け
れ
ど
も
、そ
の
法
流
は
後
世
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
。
近
代
に
道
綽
禅
師
が『
安

楽
集
』
を
著
さ
れ
た
が
、
文
章
が
難
し
く
、
構
成
も
複
雑
で
、
理
解
が
及
ば
な
い
。
此
度
私
は
、
九
章
を

立
て
て
構
成
を
整
理
し
た
。
読
者
は
理
解
し
や
す
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
三
福
・
四
誓
の
教
え
が

弘
ま
り
、
十
六
観
の
実
践
や
九
品
往
生
の
法
門
が
栄
え
る
こ
と
を
願
う
。
六
道
に
迷
う
我
ら
が
、
極
楽
の

蓮
台
に
上
り
、
と
も
に
清
浄
世
界
に
集
う
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
736
）
西
方
要
決
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
〇
四
頁
上
）、「
釈
尊
は
有
縁
の
者
を
救
う
た
め
に
様
々

な
法
を
説
き
、
徳
の
薄
い
者
に
は
浄
土
を
勧
め
ら
れ
た
。
た
だ
弥
陀
を
念
じ
、
す
べ
て
の
善
を
回
向
し
て

極
楽
に
生
ま
れ
よ
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
弥
陀
の
本
願
に
は
、
上
は
一
生
涯
の
念
仏
か
ら
下
は
臨
終
の

十
念
に
至
る
ま
で
、
み
な
必
ず
往
生
さ
せ
よ
う
と
誓
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
当
今
の
学
者
は
そ
の
教
え

を
疑
い
、
経
論
の
文
に
相
違
が
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
を
会
通
し
な
け
れ
ば
、
疑
惑
は
絶
え
な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
十
四
章
を
立
て
て
解
釈
を
提
示
し
よ
う
と
思
う
。

　
第
一
に
、『
金
剛
般
若
経
』
に
、〈
物
質
や
音
声
を
実
体
と
見
る
者
は
、
邪
道
を
行
じ
、
如
来
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
〉
と
言
う
（〈
第
一
に
〉
以
降
は
第
一
疑
の
問
い
の
文
で
あ
る
の
で
、
本
要
文
か
ら
削
除
す
べ
き
で
あ
る
…
…

筆
者
註
）」（
要
約
）
と
。

（
737
）
無
量
寿
経
述
義
記
寂
法
師
上
に
云
ふ
、「
叙
し
て
曰
く
、
諸
仏
の
法
身
は
色
な
く
形
な
し
。
所
居
の

浄
土
も
ま
た
方
所
な
し
。
身
に
色
形
な
き
ゆ
ゑ
に
、
増
（
増
―
？
）
像
と
し
て
現
ぜ
ざ
る
は
な
く
、
土
に
方

処
な
き
ゆ
ゑ
に
、
所
と
し
て
在
ら
ざ
る
は
な
し
。
像
な
き
を
こ
れ
真
身
と
曰
ふ
な
り
。
方
に
あ
ら
ず
、
方

を
離
る
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
真
土
と
名
づ
く
る
な
り
。
ゆ
ゑ
に
反
っ
て
そ
の
実
に
鑑
む
れ
ば
、
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陰
身
を
壊
せ
ず
、
一
毛
孔
に
お
い
て
普
く
三
世
の
如
来
を
見
る
。
還
っ
て
そ
の
本
に
契
へ
ば
、
瓦
礫
を
諸

（
諸
＝
除
？
）
せ
ず
、
一
微
塵
に
お
い
て
遍
く
十
方
刹
土
を
現
ず
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
仏
道
は
遠
け
れ
ど

も
心
を
回
す
れ
ば
即
し
、
浄
国
は
隔
た
れ
ど
も
穢
を
反
す
れ
ば
是
な
り
。
た
だ
し
も
っ
て
群
生
は
永
く
三

界
に
寝
ね
、
処
重
き
に
よ
っ
て
暁
な
く
、
永
く
四
流
に
没
し
、
深
間
に
入
り
て
出
で
が
た
し
。
濁
悪
熾
燃
、

痛
焼
競
煎
に
し
て
、
形
疲
れ
て
欲
塵
に
頓
し
、
識
昏
く
し
て
愛
波
に
乱
る
。
仏
種
を
薀う
ん

崇す
う

す
る
も
、
よ
く

生
長
す
る
こ
と
な
し
。
災マ
マ

は
宝
方
に
在
る
も
、敢
え
て
受
用
す
る
こ
と
な
し
。
そ
れ
方
を
指
し
て
引
接
し
、

塵
跡
訓
道
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
こ
の
穢
界
を
離
れ
彼
の
浄
域
に
託
す
る
に
由
な
し
。
そ
の
所
化
に
随
っ

て
仏
土
を
取
ら
ん
と
欲
す
る
も
、或
は
東
に
或
は
西
に
雑
あ
り
、彼
の
機
宜
に
任
せ
て
仏
身
を
現
ず
る
も
、

乍た
ち
まち

麁
に
乍
ち
妙
に
、
時
に
大
に
時
に
小
な
り
。
こ
の
経
に
明
か
す
所
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
阿
弥
陀
仏
の

一
方
の
所
現
な
り
。
創
め
に
勝
因
を
建
つ
れ
ば
、
す
な
は
ち
四
十
八
願
具
足
成
就
し
、
終
り
に
妙
果
を
標

す
れ
ば
、す
な
は
ち
二
十
九
徳
円
満
荘
厳
す
。
浄
は
三
界
を
過
ぎ
、量
は
空
際
に
斉
し
。
衰
な
く
変
な
く
、

三
草
そ
の
処
を
濡
ら
し
、
寒
か
ら
ず
熱
か
ら
ず
、
四
時
そ
の
節
を
改
め
ず
。
所
押
の
遊
ば
し
む
る
者
は
、

す
な
は
ち
聖
す
な
は
ち
賢
乃
賢
（
乃
賢
―
？
）、
所
運
の
作
る
者
は
、
た
だ
徳
な
り
。
一
た
び
往
生
を
得
れ

ば
正
聚
に
入
り
て
退
せ
ず
、
蹔
し
ば
ら
くく

も
彼
の
流
を
恭
す
れ
ば
勝
忍
を
獲
て
証
果
す
。
八
徳
の
池
に
浴
し
て
、

塵
労
を
浄
業
に
洗
ひ
、
七
覚
の
林
に
遊
び
て
、
法
味
を
掎
神
に
採
る
。
至
楽
を
無
窮
に
納
め
て
、
劫
を
経

る
と
い
へ
ど
も
疲
を
忘
る
。
極
楽
の
称
は
そ
れ
こ
こ
に
あ
る
か
。
ゆ
ゑ
に
如
来
、
こ
の
娑
婆
の
苦
多
く
楽

少
な
き
を
愍
れ
み
、彼
の
安
養
の
往
き
易
く
し
て
人
無
き
を
観
、奇
特
の
法
を
念
じ
て
、九
重
の
光
を
演
じ
、

無
蓋
の
悲
に
住
し
て
、
八
梵
の
響
を
振
る
。
慶
喜
を
清
浄
に
致
し
て
、
欣
浄
の
門
を
陳
べ
、
逸
多
を
前
に

し
て
重
盛
し
て
厭
穢
の
方
を
啓
き
、
後
に
没
す
。
ま
た
通
じ
て
二
門
を
顕
し
、
具
に
三
浄
を
説
く
と
い
へ

ど
も
、主
と
な
す
は
無
量
寿
な
る
が
ゆ
ゑ
に
名
づ
け
て（
＋
無
量
寿
経
？
）と
な
す（
以
下
欠
落
。
…
…
筆
者
註
）」と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
上
（
古
逸
）
に
云
う
、「
思
う
に
、
諸
仏
の
法
身
に
は
色
も

形
も
な
い
。
浄
土
に
も
方
向
や
場
所
は
な
い
。
仏
身
に
色
形
が
な
い
か
ら
、
ど
こ
に
で
も
現
れ
る
こ
と
が

で
き
、
浄
土
に
方
所
が
な
い
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
が
浄
土
で
あ
る
と
言
え
る
。
形
が
な
い
こ
と
を
真

身
と
呼
び
、
方
所
が
な
く
且
つ
方
所
を
離
れ
る
の
で
も
な
い
こ
と
を
真
土
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ

の
真
実
の
姿
は
、
肉
体
を
捨
て
去
る
こ
と
な
く
、
毛
穴
一
つ
を
拠
り
所
と
し
て
三
世
の
如
来
を
す
べ
て
見

る
と
い
う
よ
う
な
仏
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
本
来
の
浄
土
は
、
瓦
礫
を
取
り
除
く
こ
と
な
く
、
微
塵
一
つ
の

中
に
十
方
浄
土
を
示
現
す
る
と
い
う
よ
う
な
世
界
で
あ
る
。
だ
か
ら
仏
道
は
遼
遠
の
未
来
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
心
を
翻
せ
ば
す
ぐ
そ
こ
に
実
現
し
、
浄
土
も
遙
か
彼
方
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
穢
を
翻
せ
ば
こ
こ
に
在

る
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
凡
夫
は
長
ら
く
三
界
に
繋
ぎ
止
め
ら
れ
て
光
を
仰
ぐ
こ
と
な
く
、
煩
悩
の
闇
に

沈
ん
で
逃
れ
が
た
い
。
濁
悪
の
燃
え
さ
か
る
苦
し
み
の
世
界
で
、
疲
労
困
憊
し
、
欲
望
に
ま
み
れ
、
智
慧

な
く
、
恩
愛
に
心
乱
さ
れ
て
い
る
。
悟
り
の
種
を
積
み
上
げ
て
も
、
そ
れ
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
浄

土
か
ら
の
恵
み
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
手
を
差
し
伸
べ
て
引
き
寄
せ
、

親
し
く
教
え
導
か
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
我
ら
に
は
穢
土
を
離
れ
て
浄
土
に
趣
く
す
べ
は
な
い
。
仏
の

教
え
に
随
っ
て
浄
土
に
往
こ
う
と
す
る
が
、
東
で
あ
っ
た
り
西
で
あ
っ
た
り
と
定
ま
ら
ま
い
。
我
ら
の
能

力
に
応
じ
て
仏
が
現
れ
て
く
だ
さ
る
が
、
麁
妙
・
大
小
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
こ
の
『
無
量
寿
経
』
に
明
か

す
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
世
界
た
だ
一
つ
だ
け
で
あ
る
。
ま
ず
浄
土
の
因
を
示
し
て
、
四
十
八
願
が
す
べ
て

成
就
し
た
こ
と
を
説
き
、
後
に
妙
果
を
示
し
て
、
二
十
九
種
の
荘
厳
功
徳
が
円
満
し
た
こ
と
を
説
く
。
清

浄
は
三
界
を
超
越
し
、
無
限
の
広
が
り
を
持
つ
。
永
遠
に
変
わ
る
こ
と
な
く
、
常
に
潤
い
、
四
季
の
別
な

く
常
に
快
適
で
あ
る
。
聖
者
・
賢
者
が
行
き
か
い
、
た
だ
徳
の
み
が
作
ら
れ
る
。
ひ
と
た
び
往
生
す
れ
ば

正
定
聚
不
退
転
に
定
ま
り
、
無
生
法
忍
を
得
て
悟
り
に
至
る
。
八
功
徳
の
池
で
塵
労
を
清
ら
か
に
洗
い
流

し
、
七
菩
提
分
の
実
践
を
重
ね
て
法
楽
に
浸
る
。
無
上
の
楽
し
み
を
無
限
に
受
け
て
、
永
遠
に
努
め
続
け

る
。
だ
か
ら
極
楽
と
名
づ
け
る
の
で
あ
ろ
う
。
如
来
は
、
娑
婆
の
衆
生
が
苦
多
く
楽
少
な
い
こ
と
を
哀
れ

み
、
極
楽
は
往
き
易
い
の
に
殆
ど
誰
も
往
け
な
い
こ
と
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
奇
特
の
法
を
念
じ
て
九
重
の

光
を
放
ち
、
無
上
の
慈
悲
を
起
こ
し
て
高
ら
か
に
説
法
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
清
浄
世
界
を
慶
讃
し
て
欣
浄

の
教
え
を
説
き
、
弥
勒
に
対
し
、
重
ね
て
厭
穢
の
方
を
示
し
て
、
説
法
を
終
え
ら
れ
た
。
通
じ
て
二
門
（
入

出
二
門
を
指
す
か
。
…
…
筆
者
註
）
を
明
か
し
、
三
浄
（
三
種
荘
厳
を
指
す
か
。
…
…
筆
者
註
）
の
こ
と
も
詳
し
く
説
か

れ
た
け
れ
ど
も
、
主
眼
は
無
量
寿
で
あ
る
の
で
、『
無
量
寿
経
』
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
…
…
」
と
。

【
考
察
】

　「
93
教
興
由
致
」
に
は
、
浄
土
教
が
説
か
れ
た
理
由
、
あ
る
い
は
自
著
撰
述
の
意
図
を
述
べ
た
要
文
が

集
め
ら
れ
て
い
る
。

　『
往
生
要
集
』
で
は
、
序
文
に
撰
述
の
意
図
を
述
べ
て
、「
末
世
の
凡
夫
に
相
応
し
い
仏
教
で
あ
る
往
生

浄
土
の
法
門
を
説
示
す
る
に
あ
た
り
、
自
分
の
よ
う
な
愚
か
者
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
、
念
仏
の
一
門
に

限
定
し
て
、
そ
の
教
理
と
実
践
の
体
系
を
組
織
し
た
」
と
言
う
。
本
項
は
、
そ
の
記
述
を
承
け
て
、
浄
土

法
門
開
設
の
意
義
を
論
ず
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
論
題
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
出
拠
の
要
文
は
（
733
）
天
台
『
観
経
疏
』
序
文
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
が
説
か
れ
た
経
緯
を
述
べ
て
、

浄
土
の
実
践
を
修
め
る
意
義
を
示
し
て
い
る
。（
734
）
著
者
不
明
『
阿
弥
陀
経
疏
』
も
お
そ
ら
く
序
文
で

あ
ろ
う
。『
阿
弥
陀
経
』
の
疏
で
あ
る
が
、
三
輩
・
九
品
等
の
文
言
が
見
え
、『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』

を
も
含
め
た
浄
土
教
の
意
義
を
論
じ
て
い
る
。

　（
735
）
迦
才
『
浄
土
論
』（
736
）『
西
方
要
決
』
は
共
に
序
文
で
、
自
分
が
こ
の
書
を
著
し
た
理
由
を
述

べ
た
部
分
で
あ
る
。

　（
737
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
も
、
お
そ
ら
く
序
文
で
あ
ろ
う
。『
無
量
寿
経
』
が
説
か
れ
た
理
由

を
論
じ
て
い
る
。

　（
737
）
は
文
の
途
中
で
切
れ
、
続
く
（
738
）『
註
十
疑
論
』
以
降
の
文
に
は
別
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い

―　61　―

る
。
よ
っ
て
本
論
題
は
こ
こ
で
中
断
さ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
原
本
に
は
、
続
い
て
い
く
つ
か
の
論
書
の
序

文
が
引
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

94
　
別
時
意
趣
（
前
の
引
文
が
途
中
で
切
れ
、
続
い
て
「
註
十
疑
論
云
」
と
し
て
次
の
要
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。（

 737
）
の
続

き
の
文
、
前
項
の
引
文
の
い
く
つ
か
、
本
項
の
論
題
名
、
そ
し
て
本
項
の
引
文
の
い
く
つ
か
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
す

べ
て
不
明
で
あ
る
が
、
本
項
の
論
題
名
だ
け
は
推
測
で
き
る
の
で
、
こ
こ
に
仮
に
掲
げ
て
お
く
。
…
…
筆
者
註
）

（
738
）
註
十
疑
論
に
云
う
（『
浄
土
宗
全
書
』
六
、五
八
八
頁
上
～
下
）、「
古
来
、
十
念
往
生
は
別
時
意

方
便
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。『
摂
大
乗
論
』（
真
諦
訳
、
巻
中
、『
大
正
蔵
』

三
一
、一
二
一
頁
中
等
）
に
は
、
発
願
の
み
で
行
が
全
く
な
い
こ
と
を
言
う
。『
雑
集
論
』（
巻
十
二
、『
大

正
蔵
』
三
一
、七
五
二
頁
上
～
中
）
で
は
、
安
楽
国
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
え
ば
即
座
に
往
生
で
き
る
と

か
、
無
垢
仏
の
名
を
聞
く
人
は
即
座
に
無
上
菩
提
を
得
る
と
い
う
教
え
は
別
時
意
で
あ
る
と
言
う
。
別
時

と
は
、
全
く
行
の
な
い
者
に
対
し
て
言
う
の
で
あ
っ
て
、
臨
終
十
念
の
善
行
を
行
う
者
に
対
し
て
別
時
意

だ
と
言
う
の
は
間
違
い
で
あ
る
別
時
意
と
は
、
梁
訳
『
摂
大
乗
論
』
に
説
か
れ
る
〈
平
等
意
・
別
時
意
・
別
義
意
・
衆
生
楽

欲
意
〉
の
四
方
便
の
第
二
を
言
い
、
そ
こ
に
は
、
発
願
の
み
で
安
楽
仏
土
に
往
生
で
き
る
と
い
う
教
え
は
別
時
意
で
あ
る
と
説
か
れ

る
。『
摂
大
乗
論
釈
』（
世
親
釈
真
諦
訳
巻
六
、『
大
正
蔵
』
三
一
、一
九
四
頁
中
）
に
は
、
一
金
銭
を
得
た
だ
け
で
千
金
銭
を
得
た
も

同
然
だ
と
言
う
よ
う
な
こ
と
だ
と
言
う
。
発
願
は
遠
い
未
来
の
往
生
の
因
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
天
台
大
師
は
、
別
時
意
と

は
全
く
行
の
な
い
者
に
対
す
る
教
説
だ
と
言
い
、
十
念
の
善
行
を
行
う
者
に
対
し
て
別
時
意
と
判
じ
た
古
来
諸
師
の
説
を
斥
け
ら
れ

た
。
浄
土
に
往
生
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
行
・
願
を
具
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
739
）
観
経
玄
義
分
普マ

マ

導
に
云
う
（
善
導
、『
大
正
蔵
』
三
七
、二
四
九
頁
下
～
二
五
〇
頁
中
）、「
第
五
に
、

別
時
意
説
を
会
通
す
る
。
二
段
を
設
け
る
。
第
一
に
、
論
（
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
』
巻
中
、『
大
正
蔵
』

三
一
、一
二
一
頁
中
等
）
に
、
多
宝
仏
の
名
を
称
え
れ
ば
即
座
に
無
上
菩
提
か
ら
退
堕
し
な
い
と
い
う
教

説
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
仏
果
を
得
る
に
は
万
行
が
円
か
に
備
わ
る
必
要
が
あ
る
。
念
仏
一
行
で

成
仏
を
望
む
な
ど
と
い
う
の
は
道
理
に
外
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、念
仏
も
万
行
の
中
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、

生
死
を
繰
り
返
す
間
も
ず
っ
と
そ
の
功
徳
が
失
わ
れ
な
い
。だ
か
ら
退
堕
し
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
で
は
『
法
華
経
』（
方
便
品
、『
大
正
蔵
』
九
、九
頁
上
）
の
、〈
ひ
と
た
び
南
無
仏
称
う
れ
ば
　

す
で
に
悟
り
を
成
就
せ
り
〉
と
い
う
教
説
と
、『
摂
大
乗
論
』
の
説
と
は
、
ど
う
区
別
さ
れ
る
の
か
。
答

え
。『
摂
大
乗
論
』
の
称
仏
は
、
た
だ
自
分
の
仏
果
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
行
為
で
あ
り
、『
法
華
経
』
で

は
、
称
仏
は
外
道
に
は
行
う
こ
と
の
で
き
な
い
行
為
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
仏
名
を
称
え
る
人
は
す

で
に
仏
道
の
中
に
居
る
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
論
（『
摂
大
乗
論
』
巻
中
）
に
、
発
願
す
る
だ
け
で
安
楽
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
い
う
教
説
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
諸
家
は
誤
っ
て
、
こ
れ
を
『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
の
教
説
を
指
す
と
考

え
て
い
る
。
下
下
品
人
が
十
声
の
称
仏
で
即
座
に
往
生
で
き
る
と
い
う
の
は
、
別
時
意
方
便
説
で
あ
る
と

言
い
、
一
金
銭
が
千
金
銭
と
な
る
に
は
長
い
年
月
が
か
か
る
よ
う
に
、
十
声
称
仏
は
遠
い
未
来
の
因
と
な

る
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。『
阿
弥
陀
経
』
に
は
、
一
日
乃
至
七

日
の
間
、
名
号
を
執
持
す
る
者
を
迎
え
取
る
と
説
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
教
え
を
十
方
諸
仏
が
証
誠
し
て
い

る
で
は
な
い
か
。
仏
説
を
信
ぜ
よ
。
論
を
指
南
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
問
う
。
な
ぜ
行
を
起
こ
し
て
い
る
の
に
往
生
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
の
か
。
答
え
。
往
生
の
た
め
に
は
、

必
ず
行
と
願
と
が
具
足
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
論
に
は
〈
発
願
〉
だ
け
を
問
題
に
し
て
、
行
の
こ

と
は
論
じ
て
い
な
い
。

　
問
う
。
な
ぜ
行
の
こ
と
を
論
じ
て
い
な
い
の
か
。
答
え
。
乃
至
一
念
は
行
と
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
問
う
。
願
と
行
と
は
ど
う
違
う
の
か
。
答
え
。
経
に
は
、
願
と
行
と
が
相
俟
っ
て
因
が
成
就
す
る
と
説

か
れ
る
。『
摂
大
乗
論
』
に
は
、発
願
だ
け
で
は
、遠
い
未
来
の
往
生
の
因
に
す
ぎ
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

そ
の
義
は
正
し
い
。

　
問
う
。
ど
の
よ
う
な
願
だ
か
ら
往
生
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
の
か
。
答
え
。
極
楽
は
快
楽
が
計
り
知
れ

な
い
と
聞
い
て
、
往
生
を
願
う
だ
け
で
行
を
伴
わ
な
い
よ
う
な
場
合
を
、〈
唯
願
〉
と
言
う
。『
観
無
量
寿

経
』
所
説
の
十
声
称
仏
に
は
、
十
願
・
十
行
が
備
わ
っ
て
い
る
。〈
南
無
〉
と
は
帰
命
の
意
で
あ
る
。
ま

た
発
願
回
向
の
意
で
も
あ
る
。〈
阿
弥
陀
仏
〉
は
、
す
な
わ
ち
そ
の
行
で
あ
る
。
だ
か
ら
必
ず
往
生
で
き

る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
『
摂
大
乗
論
』
が
取
り
上
げ
た
、
多
宝
仏
の
名
を
称
え
て
仏
果
を
求
め
る
と
い
う
教
説
は
、
正
報

す
な
わ
ち
成
仏
を
求
め
る
こ
と
を
言
う
。
そ
の
次
の
、
発
願
の
み
で
往
生
を
願
う
と
い
う
教
説
は
、
依
報

す
な
わ
ち
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を
言
う
。
全
く
立
場
が
異
な
る
。
一
行
だ
け
で
は
仏
果

を
成
就
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
発
願
だ
け
で
は
往
生
で
き
な
い
。
し
か
し
、
国
王
と
な
る
の
は
難

し
い
が
、
王
の
民
と
な
る
こ
と
は
易
し
い
よ
う
に
、
浄
土
の
民
と
な
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
上
は
一
生

涯
か
ら
下
は
十
念
に
至
る
ま
で
、
仏
願
力
に
よ
っ
て
み
な
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
740
）
西
方
要
決
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
〇
九
頁
中
）、「
第
十
二
に
、『
摂
大
乗
論
』
に
よ
っ
て
別

時
の
義
を
会
通
す
る
。
論
に
、
た
だ
発
願
の
み
で
即
座
に
安
楽
国
に
往
生
す
る
と
い
う
教
説
は
別
時
意
で

あ
る
と
言
う
。
そ
こ
で
疑
問
。『
摂
大
乗
論
』
で
は
別
時
と
言
う
の
に
、
今
、
念
仏
す
れ
ば
即
座
に
往
生

す
る
と
教
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
会
通
。『
摂
大
乗
論
』
と
浄
土
門
と
は
矛
盾
し
な
い
。
発
願
だ
け
で
は
即

座
に
往
生
で
き
な
い
が
、
願
に
よ
っ
て
念
仏
す
れ
ば
浄
業
が
成
就
す
る
。
願
・
行
が
揃
わ
な
け
れ
ば
別
時

で
あ
る
が
、
念
仏
即
生
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
741
）
阿
弥
陀
経
疏
基
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、三
一
二
頁
上
）、「
問
う
。
即
座
に
化
生
す
る
と
言
い

な
が
ら
、『
摂
大
乗
論
』
に
は
別
時
意
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
論
に
言
う
別
時
意
に
は
二
義
あ
る
。
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る
。
よ
っ
て
本
論
題
は
こ
こ
で
中
断
さ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
原
本
に
は
、
続
い
て
い
く
つ
か
の
論
書
の
序

文
が
引
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

94
　
別
時
意
趣
（
前
の
引
文
が
途
中
で
切
れ
、
続
い
て
「
註
十
疑
論
云
」
と
し
て
次
の
要
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。（

 737
）
の
続

き
の
文
、
前
項
の
引
文
の
い
く
つ
か
、
本
項
の
論
題
名
、
そ
し
て
本
項
の
引
文
の
い
く
つ
か
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
す

べ
て
不
明
で
あ
る
が
、
本
項
の
論
題
名
だ
け
は
推
測
で
き
る
の
で
、
こ
こ
に
仮
に
掲
げ
て
お
く
。
…
…
筆
者
註
）

（
738
）
註
十
疑
論
に
云
う
（『
浄
土
宗
全
書
』
六
、五
八
八
頁
上
～
下
）、「
古
来
、
十
念
往
生
は
別
時
意

方
便
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。『
摂
大
乗
論
』（
真
諦
訳
、
巻
中
、『
大
正
蔵
』

三
一
、一
二
一
頁
中
等
）
に
は
、
発
願
の
み
で
行
が
全
く
な
い
こ
と
を
言
う
。『
雑
集
論
』（
巻
十
二
、『
大

正
蔵
』
三
一
、七
五
二
頁
上
～
中
）
で
は
、
安
楽
国
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
え
ば
即
座
に
往
生
で
き
る
と

か
、
無
垢
仏
の
名
を
聞
く
人
は
即
座
に
無
上
菩
提
を
得
る
と
い
う
教
え
は
別
時
意
で
あ
る
と
言
う
。
別
時

と
は
、
全
く
行
の
な
い
者
に
対
し
て
言
う
の
で
あ
っ
て
、
臨
終
十
念
の
善
行
を
行
う
者
に
対
し
て
別
時
意

だ
と
言
う
の
は
間
違
い
で
あ
る
別
時
意
と
は
、
梁
訳
『
摂
大
乗
論
』
に
説
か
れ
る
〈
平
等
意
・
別
時
意
・
別
義
意
・
衆
生
楽

欲
意
〉
の
四
方
便
の
第
二
を
言
い
、
そ
こ
に
は
、
発
願
の
み
で
安
楽
仏
土
に
往
生
で
き
る
と
い
う
教
え
は
別
時
意
で
あ
る
と
説
か
れ

る
。『
摂
大
乗
論
釈
』（
世
親
釈
真
諦
訳
巻
六
、『
大
正
蔵
』
三
一
、一
九
四
頁
中
）
に
は
、
一
金
銭
を
得
た
だ
け
で
千
金
銭
を
得
た
も

同
然
だ
と
言
う
よ
う
な
こ
と
だ
と
言
う
。
発
願
は
遠
い
未
来
の
往
生
の
因
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
天
台
大
師
は
、
別
時
意
と

は
全
く
行
の
な
い
者
に
対
す
る
教
説
だ
と
言
い
、
十
念
の
善
行
を
行
う
者
に
対
し
て
別
時
意
と
判
じ
た
古
来
諸
師
の
説
を
斥
け
ら
れ

た
。
浄
土
に
往
生
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
行
・
願
を
具
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
739
）
観
経
玄
義
分
普マ
マ

導
に
云
う
（
善
導
、『
大
正
蔵
』
三
七
、二
四
九
頁
下
～
二
五
〇
頁
中
）、「
第
五
に
、

別
時
意
説
を
会
通
す
る
。
二
段
を
設
け
る
。
第
一
に
、
論
（
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
』
巻
中
、『
大
正
蔵
』

三
一
、一
二
一
頁
中
等
）
に
、
多
宝
仏
の
名
を
称
え
れ
ば
即
座
に
無
上
菩
提
か
ら
退
堕
し
な
い
と
い
う
教

説
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
仏
果
を
得
る
に
は
万
行
が
円
か
に
備
わ
る
必
要
が
あ
る
。
念
仏
一
行
で

成
仏
を
望
む
な
ど
と
い
う
の
は
道
理
に
外
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、念
仏
も
万
行
の
中
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、

生
死
を
繰
り
返
す
間
も
ず
っ
と
そ
の
功
徳
が
失
わ
れ
な
い
。だ
か
ら
退
堕
し
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
で
は
『
法
華
経
』（
方
便
品
、『
大
正
蔵
』
九
、九
頁
上
）
の
、〈
ひ
と
た
び
南
無
仏
称
う
れ
ば
　

す
で
に
悟
り
を
成
就
せ
り
〉
と
い
う
教
説
と
、『
摂
大
乗
論
』
の
説
と
は
、
ど
う
区
別
さ
れ
る
の
か
。
答

え
。『
摂
大
乗
論
』
の
称
仏
は
、
た
だ
自
分
の
仏
果
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
行
為
で
あ
り
、『
法
華
経
』
で

は
、
称
仏
は
外
道
に
は
行
う
こ
と
の
で
き
な
い
行
為
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
仏
名
を
称
え
る
人
は
す

で
に
仏
道
の
中
に
居
る
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
論
（『
摂
大
乗
論
』
巻
中
）
に
、
発
願
す
る
だ
け
で
安
楽
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
い
う
教
説
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
諸
家
は
誤
っ
て
、
こ
れ
を
『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
の
教
説
を
指
す
と
考

え
て
い
る
。
下
下
品
人
が
十
声
の
称
仏
で
即
座
に
往
生
で
き
る
と
い
う
の
は
、
別
時
意
方
便
説
で
あ
る
と

言
い
、
一
金
銭
が
千
金
銭
と
な
る
に
は
長
い
年
月
が
か
か
る
よ
う
に
、
十
声
称
仏
は
遠
い
未
来
の
因
と
な

る
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。『
阿
弥
陀
経
』
に
は
、
一
日
乃
至
七

日
の
間
、
名
号
を
執
持
す
る
者
を
迎
え
取
る
と
説
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
教
え
を
十
方
諸
仏
が
証
誠
し
て
い

る
で
は
な
い
か
。
仏
説
を
信
ぜ
よ
。
論
を
指
南
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
問
う
。
な
ぜ
行
を
起
こ
し
て
い
る
の
に
往
生
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
の
か
。
答
え
。
往
生
の
た
め
に
は
、

必
ず
行
と
願
と
が
具
足
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
論
に
は
〈
発
願
〉
だ
け
を
問
題
に
し
て
、
行
の
こ

と
は
論
じ
て
い
な
い
。

　
問
う
。
な
ぜ
行
の
こ
と
を
論
じ
て
い
な
い
の
か
。
答
え
。
乃
至
一
念
は
行
と
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
問
う
。
願
と
行
と
は
ど
う
違
う
の
か
。
答
え
。
経
に
は
、
願
と
行
と
が
相
俟
っ
て
因
が
成
就
す
る
と
説

か
れ
る
。『
摂
大
乗
論
』
に
は
、発
願
だ
け
で
は
、遠
い
未
来
の
往
生
の
因
に
す
ぎ
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

そ
の
義
は
正
し
い
。

　
問
う
。
ど
の
よ
う
な
願
だ
か
ら
往
生
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
の
か
。
答
え
。
極
楽
は
快
楽
が
計
り
知
れ

な
い
と
聞
い
て
、
往
生
を
願
う
だ
け
で
行
を
伴
わ
な
い
よ
う
な
場
合
を
、〈
唯
願
〉
と
言
う
。『
観
無
量
寿

経
』
所
説
の
十
声
称
仏
に
は
、
十
願
・
十
行
が
備
わ
っ
て
い
る
。〈
南
無
〉
と
は
帰
命
の
意
で
あ
る
。
ま

た
発
願
回
向
の
意
で
も
あ
る
。〈
阿
弥
陀
仏
〉
は
、
す
な
わ
ち
そ
の
行
で
あ
る
。
だ
か
ら
必
ず
往
生
で
き

る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
『
摂
大
乗
論
』
が
取
り
上
げ
た
、
多
宝
仏
の
名
を
称
え
て
仏
果
を
求
め
る
と
い
う
教
説
は
、
正
報

す
な
わ
ち
成
仏
を
求
め
る
こ
と
を
言
う
。
そ
の
次
の
、
発
願
の
み
で
往
生
を
願
う
と
い
う
教
説
は
、
依
報

す
な
わ
ち
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を
言
う
。
全
く
立
場
が
異
な
る
。
一
行
だ
け
で
は
仏
果

を
成
就
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
発
願
だ
け
で
は
往
生
で
き
な
い
。
し
か
し
、
国
王
と
な
る
の
は
難

し
い
が
、
王
の
民
と
な
る
こ
と
は
易
し
い
よ
う
に
、
浄
土
の
民
と
な
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
上
は
一
生

涯
か
ら
下
は
十
念
に
至
る
ま
で
、
仏
願
力
に
よ
っ
て
み
な
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
740
）
西
方
要
決
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
〇
九
頁
中
）、「
第
十
二
に
、『
摂
大
乗
論
』
に
よ
っ
て
別

時
の
義
を
会
通
す
る
。
論
に
、
た
だ
発
願
の
み
で
即
座
に
安
楽
国
に
往
生
す
る
と
い
う
教
説
は
別
時
意
で

あ
る
と
言
う
。
そ
こ
で
疑
問
。『
摂
大
乗
論
』
で
は
別
時
と
言
う
の
に
、
今
、
念
仏
す
れ
ば
即
座
に
往
生

す
る
と
教
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
会
通
。『
摂
大
乗
論
』
と
浄
土
門
と
は
矛
盾
し
な
い
。
発
願
だ
け
で
は
即

座
に
往
生
で
き
な
い
が
、
願
に
よ
っ
て
念
仏
す
れ
ば
浄
業
が
成
就
す
る
。
願
・
行
が
揃
わ
な
け
れ
ば
別
時

で
あ
る
が
、
念
仏
即
生
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
741
）
阿
弥
陀
経
疏
基
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、三
一
二
頁
上
）、「
問
う
。
即
座
に
化
生
す
る
と
言
い

な
が
ら
、『
摂
大
乗
論
』
に
は
別
時
意
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
論
に
言
う
別
時
意
に
は
二
義
あ
る
。
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第
一
に
、
極
楽
は
少
福
で
は
往
生
で
き
な
い
こ
と
を
別
時
と
言
い
、
第
二
に
、
修
行
せ
ず
に
空
し
く
発

願
す
る
だ
け
の
者
に
対
し
て
別
時
と
言
う
。『
阿
弥
陀
経
』
に
は
、
少
善
根
で
は
往
生
で
き
な
い
と
説
か

れ
て
い
る
。
し
か
し
六
時
に
念
仏
す
れ
ば
三
業
に
十
善
を
持
ち
、
一
日
乃
至
七
日
の
念
仏
は
、
一
念
に

八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
く
と
言
う
。
こ
れ
ら
は
多
善
根
の
行
で
あ
る
。
ま
た
願
生
す
る
か
ら
、
行
と

願
と
が
揃
っ
て
い
る
。
ま
た
多
に
し
て
少
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
何
ぞ
生
ぜ
ざ
る
を
得
ん
。
ゆ
ゑ
に
こ
の
経

に
、
も
し
一
日
乃
至
七
日
す
れ
ば
、
必
ず
往
生
を
得
と
い
ふ
は
こ
れ
な
り
。（
太
字
部
分
は
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』

の
現
行
諸
本
に
な
い
文
で
あ
る
。
逸
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
提
示
し
、
次
下
に
現
代
語
訳
を
添
え
る
。
…
…
筆
者
註
）

ま
た
多
善
根
の
行
で
あ
っ
て
、
少
善
根
で
は
な
い
の
で
、
往
生
で
き
な
い
は
ず
が
な
い
。
だ
か
ら
本
経
に
、
一
日
乃
至
七
日
の
間
名

号
を
執
持
す
れ
ば
必
ず
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
742
）
観
経
疏
闇マ

マ

下
に
云
ふ
、「
問
ふ
。
も
し
凡
夫
、
浄
土
に
生
ず
と
い
は
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
摂
大
乗
論
に
、

判
じ
て
別
時
意
と
な
す
や
。
答
ふ
。
こ
れ
無
行
人
に
拠
っ
て
、
説
い
て
別
時
と
な
す
。
ゆ
ゑ
に
彼
の
論
に

云
ふ
、〈
た
だ
発
願
の
み
に
よ
っ
て
安
楽
国
に
す
な
は
ち
往
生
を
得
と
は
、
こ
の
生
は
こ
れ
別
時
の
意
楽

な
り
〉
と
。
無
行
の
人
、
空
し
く
願
を
発
す
は
、
こ
れ
た
だ
遠
生
の
因
た
る
が
ゆ
ゑ
に
別
時
と
云
ふ
。
も

し
行
相
（
相
―
？
）
願
相
符
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
往
生
を
得
。
凡
夫
、
欲
界
の
惑
を
伏
し
て
色
界
に
生
ず
る

を
得
る
が
ご
と
し
。
こ
れ
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
深
く
三
界
穢
土
を
厭
い
て
惑
を
伏
し
、
折さ
だ

め
て
極
楽
の

国
に
生
ず
。
も
し
華
厳
経
に
よ
ら
ば
、
定
を
も
っ
て
因
と
な
す
。
彼
の
経
に
説
く
が
ご
と
し
、〈
こ
の
仏

国
土
の
体
性
三
昧
〉
と
。
も
し
維
摩
経
の
説
に
よ
ら
ば
、
布
施
・
重
心
・
深
心
・
菩
提
心
・
十
善
道
は
な

ら
び
に
こ
れ
浄
土
の
因
な
り
。
涅
槃
経
に
よ
ら
ば
十
六
種
あ
り
。〈
像
お
よ
び
仏
塔
を
造
る
こ
と
、
な
ほ

し
大
母
指
の
ご
と
く
し
、
常
に
歓
喜
心
を
生
ず
れ
ば
、
す
な
は
ち
不
動
国
に
生
ぜ
ん
〉、〈
も
し
仏
法
僧
に

お
い
て
、
一
香
灯
を
供
養
し
、
乃
至
一
偈
（
偈
＝
華
？
）
ま
で
、
す
な
は
ち
不
動
国
に
生
ぜ
ん
〉
と
。
広
く

は
彼
の
説
の
ご
と
し
。
も
し
弥
勒
問
経
に
よ
ら
ば
、
お
ほ
よ
そ
十
念
あ
り
て
彼
国
に
生
ず
る
を
得
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
教

説
に
つ
い
て
、『
摂
大
乗
論
』
が
別
時
意
と
判
じ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
こ
れ
は
、
行
の
な
い
人

に
対
し
て
、
別
時
意
と
言
う
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
論
に
は
、〈
た
だ
発
願
の
み
に
よ
っ
て
、
安
楽
国
に
即

座
に
往
生
で
き
る
と
い
う
、
こ
の
往
生
は
別
時
意
方
便
で
あ
る
〉
と
言
う
。
修
行
を
せ
ず
、
た
だ
往
生
を

願
う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
そ
の
願
は
遠
い
未
来
の
因
で
し
か
な
い
の
で
、
別
時
と
言
う
の
で
あ
る
。
も
し
行

と
願
と
が
共
に
備
わ
る
な
ら
ば
、
即
座
に
往
生
で
き
る
。
凡
夫
が
欲
界
の
惑
を
抑
え
て
色
界
に
生
ま
れ
る

こ
と
を
得
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
深
く
三
界
穢
土
を
厭
っ
て
惑
を
抑
え
る
な
ら
ば
、
極

楽
国
に
往
生
で
き
る
と
判
定
さ
れ
る
。『
華
厳
経
』
で
は
三
昧
が
浄
土
の
因
で
あ
る
と
言
う
。『
華
厳
経
』

（
六
十
巻
本
巻
二
十
七
、『
大
正
蔵
』
九
、五
七
四
頁
上
）
に
、〈
こ
の
仏
国
土
の
体
性
三
昧
〉
と
あ
る
。『
維

摩
経
』（
巻
上
、『
大
正
蔵
』
十
四
、五
三
八
頁
中
）
に
は
、
布
施
・
重
心
・
深
心
・
菩
提
心
・
十
善
道
は

み
な
浄
土
の
因
で
あ
る
と
言
う
。『
涅
槃
経
』
に
は
十
六
種
の
因
を
説
く
（
北
本
巻
二
十
一
、『
大
正
蔵
』

一
二
、四
九
一
頁
中
・
上
）。〈
仏
像
・
仏
塔
つ
く
る
人
　
ほ
ん
の
親
指
程
度
で
も
　
常
に
歓
喜
を
生
ず
れ

ば
　
不
動
国
に
往
生
す
〉、〈
仏
・
法
・
僧
を
敬
っ
て
　
香
・
花
を
供
養
す
る
人
は
　
花
一
輪
に
至
る
ま
で

　
不
動
国
に
往
生
す
〉
等
と
、
経
に
は
詳
説
さ
れ
て
い
る
。『
弥
勒
問
経
』
に
は
、
十
種
の
念
に
よ
っ
て

往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
」
と
。

（
743
）
遊
心
安
楽
道
元
暁
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
一
八
頁
下
）、「
問
う
。『
摂
大
乗
論
』
に
別
時
意

と
釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
見
解
は
、
ま
さ
か
論
破
し
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
答
え
。
論
に

は
別
時
と
別
時
で
な
い
こ
と
と
を
区
別
さ
れ
て
い
る
。
発
願
だ
け
の
場
合
は
別
時
で
、
行
・
願
が
備
わ
れ

ば
別
時
で
は
な
い
。
も
し
天
親
菩
薩
が
十
念
行
を
別
時
意
と
考
え
て
い
た
の
な
ら
ば
、『
往
生
論
』
を
造
っ

て
往
生
を
勧
め
る
は
ず
が
な
か
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
744
）
浄
土
論
中
迦
才
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、九
〇
頁
中
）、「「
問
う
。『
摂
大
乗
論
』
に
別
時
意
と

釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
見
解
は
、
ま
さ
か
論
破
し
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
答
え
。
論
に
は

別
時
と
別
時
で
な
い
こ
と
と
を
区
別
さ
れ
て
い
る
。
発
願
だ
け
の
場
合
は
別
時
で
、
行
・
願
が
備
わ
れ
ば

別
時
で
は
な
い
。
も
し
天
親
菩
薩
が
別
時
意
と
考
え
て
い
た
の
な
ら
ば
、
後
に
著
し
た
論
に
、
造
論
の
功

徳
を
衆
生
に
回
向
し
て
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
な
ど
と
言
う
は
ず
が
な
い
。
そ
も
そ
も『
往
生
論
』を
造
っ

て
往
生
を
勧
め
る
は
ず
が
な
か
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
745
）
安
楽
集
道
綽
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
〇
頁
上
～
中
）、「
第
九
に
、『
摂
大
乗
論
』
と
『
観

無
量
寿
経
』
と
の
相
違
と
し
て
、
別
時
意
説
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
摂
論
宗
で
は
、『
観
無
量
寿
経
』
下

品
下
生
段
の
教
説
を
別
時
意
方
便
と
判
じ
、
臨
終
十
念
は
遠
い
未
来
の
因
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
。
そ
の
解

釈
は
間
違
い
で
あ
る
。
経
と
論
と
が
食
い
違
う
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
見
を
述
べ

る
な
ら
ば
、『
観
無
量
寿
経
』
に
は
過
去
世
の
因
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
な
い
。
臨
終
十
念
が
成
就
す
る

の
は
、
過
去
の
因
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
涅
槃
経
』（
四
十
巻
本
巻
六
、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
九
八
頁
下
）

に
は
、〈
か
つ
て
半
恒
河
沙
の
諸
仏
を
供
養
し
菩
提
心
を
発
し
た
者
は
、
悪
世
の
中
で
も
大
乗
経
を
誹
謗

し
な
い
。
も
し
一
恒
河
沙
の
諸
仏
を
供
養
し
菩
提
心
を
発
し
た
者
は
、
大
乗
経
の
教
え
を
喜
ぶ
こ
と
が
で

き
る
〉
等
と
言
う
。
過
去
の
因
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
善
知
識
に
逢
う
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
く
、

ま
し
て
十
念
が
成
就
す
る
こ
と
な
ど
な
い
だ
ろ
う
。『
摂
大
乗
論
釈
』
に
、
一
金
銭
が
千
金
銭
と
な
る
に

は
長
い
時
間
を
要
す
る
と
言
う
の
は
、
衆
生
に
善
因
を
積
ま
せ
て
往
生
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
た
仏
の
配
慮
な

の
で
あ
る
。
論
主
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
過
去
の
因
が
説
か
れ
て
い
な
い
か
ら
別
時
意
と
判
じ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
経
と
論
と
は
食
い
違
う
こ
と
な
く
、
往
生
の
道
は
通
じ
、
疑
惑
の
生
ず

る
余
地
も
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
746
）群
疑
論
二
に
云
う（『
大
正
蔵
』四
七
、三
八
頁
下
～
四
〇
頁
中
）、「
問
う
。『
摂
大
乗
論
』や『
対
法
論
』

（『
雑
集
論
』
巻
十
二
、『
大
正
蔵
』
三
一
、七
五
二
頁
上
～
中
）
に
、
無
着
・
天
親
等
が
四
意
趣
・
四
秘
密

を
説
く
中
、
発
願
の
み
で
西
方
に
往
生
で
き
る
と
い
う
教
説
は
別
時
意
方
便
で
あ
る
と
言
う
。『
摂
大
乗

―　63　―

論
』
伝
来
よ
り
百
年
余
、
こ
の
文
を
見
た
諸
徳
が
み
な
西
方
業
を
修
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
即
得
往

生
を
説
く
浄
土
の
教
え
が
、『
摂
大
乗
論
』
の
教
説
と
食
い
違
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
。
答
え
。

念
仏
の
行
を
捨
て
て
空
し
く
発
願
す
る
だ
け
で
は
、
即
座
に
は
往
生
で
き
な
い
。
こ
れ
を
別
時
意
と
言
う

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
至
心
の
念
仏
は
意
業
の
善
行
で
あ
り
、
名
号
を
称
え
る
の
は
語
業
の
善
行
、

合
掌
礼
拝
は
身
業
の
善
行
で
あ
る
。
発
願
だ
け
で
は
な
く
、
願
と
行
と
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
即
座
に
往

生
で
き
る
の
で
あ
る
。
念
仏
し
、
十
六
観
を
修
し
、
三
福
を
行
じ
て
極
楽
に
往
生
せ
よ
と
説
く
法
門
は
、

別
時
意
方
便
の
教
で
は
な
い
。

　
念
仏
や
十
六
観
は
発
願
に
過
ぎ
な
い
と
か
、
論
師
は
念
仏
を
指
し
て
唯
願
と
言
う
の
で
あ
る
等
と
、
念

仏
別
時
意
を
主
張
す
る
者
が
あ
る
が
、
彼
ら
は
、
衆
生
の
悟
り
を
妨
げ
、
教
義
を
誤
る
者
で
あ
る
。『
観

無
量
寿
経
』
に
、
三
種
散
善
を
も
っ
て
浄
土
の
正
因
と
し
、
十
六
妙
観
を
も
っ
て
西
方
の
正
業
と
す
る
教

え
が
、
す
べ
て
発
願
に
過
ぎ
な
い
な
ど
と
い
う
は
ず
が
な
い
。

　
次
に
、
念
仏
が
別
時
意
方
便
で
は
な
い
こ
と
の
八
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
ゆ
く
。

　
第
一
に
、
そ
も
そ
も
論
が
造
ら
れ
る
の
は
、
難
解
な
経
の
意
を
わ
か
り
や
す
く
説
く
た
め
で
あ
る
。
し

か
る
に
『
観
無
量
寿
経
』『
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
、
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
極
楽
に
往
生
せ
よ
と
い

う
教
説
は
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
の
で
、
論
釈
す
る
必
要
が
な
い
。

　
第
二
に
、
本
願
に
は
、
念
仏
し
て
も
往
生
で
き
な
い
者
が
い
た
な
ら
ば
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
と
誓
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
発
願
す
る
だ
け
の
人
が
往
生
で
き
な
け
れ
ば
仏
に
な
ら
な
い
と
は
言
っ
て

い
な
い
。
よ
っ
て
念
仏
往
生
は
別
時
意
で
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
唯
発
願
往
生
は
、
四
十
八
願
に
は
誓
わ

れ
て
い
な
い
の
で
、
別
時
意
方
便
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
第
三
に
、『
称
讃
浄
土
経
』
に
十
方
諸
仏
の
証
誠
が
説
か
れ
る
の
は
、
念
仏
の
功
徳
が
絶
大
で
あ
る
こ

と
を
信
じ
ら
れ
ず
、
即
座
に
往
生
で
き
る
と
い
う
教
え
に
疑
惑
を
懐
く
衆
生
に
向
か
っ
て
、
真
実
の
言
葉

を
発
し
、
疑
を
除
き
信
を
得
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
は
る
か
未
来
に
初
地
に
至
っ
て
は
じ
め
て
往
生
で
き

る
と
い
う
よ
う
な
別
時
意
の
教
説
な
ら
ば
、
だ
れ
も
疑
い
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
諸
仏
が
証

誠
す
る
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
第
四
に
、『
阿
弥
陀
経
』
に
は
、ま
ず
発
願
を
勧
め
、後
に
一
日
乃
至
七
日
の
称
名
念
仏
を
勧
め
て
い
る
。

念
仏
が
願
で
あ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
念
仏
を
勧
め
る
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
念
仏
は
行
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
行
・
願
が
相
俟
っ
て
往
生
を
得
る
の
で
あ
る
。

　
第
五
に
、『
浄
土
論
』『
摂
大
乗
論
釈
』
は
共
に
世
親
菩
薩
造
で
あ
る
。
矛
盾
す
る
は
ず
が
な
い
。『
浄

土
論
』
を
著
し
た
世
親
が
、念
仏
往
生
を
別
時
意
で
あ
る
な
ど
と
言
う
は
ず
が
な
い
。『
摂
大
乗
論
』
で
は
、

唯
願
往
生
を
別
時
意
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
六
に
、『
浄
土
論
』所
説
の
五
念
門
は
、身
業
礼
拝
門
、口
業
念
仏
門
、意
業
観
察
門
の
三
門
と
、発
願
門
・

回
向
門
と
か
ら
な
る
。
発
願
と
修
行
の
両
方
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
七
に
、
馬
鳴
の
『
起
信
論
』（
真
諦
訳
、『
大
正
蔵
』
三
二
、五
八
三
頁
上
）
に
、
念
仏
し
て
西
方
に

往
生
す
る
こ
と
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
は
、行
門
で
あ
る
。
よ
っ
て
別
時
意
で
は
な
い
。
天
親
『
浄
土
論
』

で
も
同
じ
で
あ
る
。
念
仏
は
別
時
意
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。『
起
信
論
』
に
よ
る
と
、如
来
に
勝
方
便
あ
っ

て
衆
生
が
信
心
成
就
で
き
る
よ
う
摂
護
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
専
意
念
仏
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
専
ら
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
、
所
修
の
善
根
を
回
向
し
て
往
生
を
願
う
な
ら
ば
、
即
座
に
往
生
を
得

て
、
常
に
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
仏
の
真
如
法
身
を
観
ず
る
な
ら
ば
、
正
定
聚
に
住
す
る
と
説

か
れ
て
い
る
。

　
第
八
に
、
念
仏
と
三
福
十
六
観
と
が
行
で
あ
る
か
否
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
十
六
観
の
第
三
地
観
を
な

す
者
は
、
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
い
て
必
ず
浄
土
に
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
、
下
下
品
の
十
念
念
仏

を
説
く
中
に
も
、
念
々
に
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
滅
し
て
西
方
に
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
る
。
ま
た
韋

提
希
等
は
、
十
六
観
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
釈
尊
か
ら
往
生
の
印
可
を
受
け
て
い
る
の
で
、
十
六
観
が

行
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。よ
っ
て
滅
罪
の
功
徳
が
等
し
い
念
仏
も
行
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
問
う
。
唯
発
願
は
別
時
意
で
あ
る
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
か
。
答
え
。
仏
は
煩

悩
熾
盛
の
凡
夫
を
憐
愍
し
て
西
方
極
楽
を
示
し
、
往
生
を
勧
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
衆
生
の
機
根
は
ま
ち

ま
ち
で
、
第
一
類
と
し
て
、
教
え
を
聞
い
て
誹
謗
を
生
ず
る
者
や
、
第
二
類
と
し
て
、
誹
謗
は
生
じ
な
い

が
発
願
も
修
行
も
し
な
い
者
が
あ
る
。
前
者
は
た
だ
悪
道
に
沈
淪
す
る
の
み
で
あ
る
。
後
者
は
善
を
修
す

れ
ば
人
天
に
生
じ
、
悪
を
作
れ
ば
悪
道
に
堕
ち
る
。
い
ず
れ
も
往
生
と
は
遠
く
か
け
離
れ
て
い
る
。『
平

等
覚
経
』（
巻
三
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
九
二
頁
中
～
）
に
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
中
に
は
、

阿
弥
陀
仏
と
の
縁
が
深
く
、
往
生
を
願
う
者
も
あ
る
。
そ
れ
が
第
三
類
の
衆
生
で
あ
る
。
た
だ
し
煩
悩
が

深
く
、
空
し
く
願
の
み
あ
っ
て
浄
行
を
修
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
で
も
そ
の
願
は
、
遠
い
未
来
の
生
因

と
な
る
の
で
、
経
に
は
こ
の
人
も
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
る
。『
摂
大
乗
論
』
は
、
そ
の
教
説
を
指
し
て

別
時
意
方
便
と
判
じ
、
発
願
だ
け
で
は
即
座
に
往
生
で
き
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
第
四

類
の
衆
生
は
、
善
根
深
厚
に
し
て
発
願
・
修
行
す
る
。
行
と
願
と
が
具
足
し
て
い
る
の
で
、
臨
終
に
即
座

に
往
生
す
る
。
空
願
の
人
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

　『
摂
大
乗
論
釈
』
の
喩
え
を
引
き
合
い
に
出
す
な
ら
ば
、
願
は
最
初
の
一
金
銭
、
念
仏
修
行
は

九
百
九
十
八
金
銭
、
そ
し
て
往
生
浄
土
が
第
千
金
銭
に
当
た
る
。
ま
た
多
宝
仏
を
念
ず
る
位
は
十
信
の
前

あ
る
い
は
十
信
の
初
心
に
当
た
り
、そ
の
後
八
万
四
千
の
波
羅
蜜
行
を
修
し
て
不
退
転
に
至
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
別
時
意
と
は
発
願
の
み
の
人
に
対
す
る
義
で
あ
り
、
起
行
の
人
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
を
明

か
し
た
。
あ
る
い
は
摂
論
宗
で
は
、
唯
願
念
仏
は
報
土
即
生
の
因
と
な
は
ら
な
い
が
、
化
土
に
は
即
生
の

因
と
な
る
と
も
言
う
。『
華
厳
経
』
に
言
う
通
り
で
あ
る
。
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
747
）
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
中
に
云
う
（
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
巻
中
、『
大
正
蔵
』

三
七
、一
五
二
頁
上
～
中
）、「
一
説
に
よ
る
と
、『
摂
大
乗
論
』
に
〈
唯
願
〉
と
言
う
の
は
念
仏
を
指
す
と
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論
』
伝
来
よ
り
百
年
余
、
こ
の
文
を
見
た
諸
徳
が
み
な
西
方
業
を
修
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
即
得
往

生
を
説
く
浄
土
の
教
え
が
、『
摂
大
乗
論
』
の
教
説
と
食
い
違
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
。
答
え
。

念
仏
の
行
を
捨
て
て
空
し
く
発
願
す
る
だ
け
で
は
、
即
座
に
は
往
生
で
き
な
い
。
こ
れ
を
別
時
意
と
言
う

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
至
心
の
念
仏
は
意
業
の
善
行
で
あ
り
、
名
号
を
称
え
る
の
は
語
業
の
善
行
、

合
掌
礼
拝
は
身
業
の
善
行
で
あ
る
。
発
願
だ
け
で
は
な
く
、
願
と
行
と
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
即
座
に
往

生
で
き
る
の
で
あ
る
。
念
仏
し
、
十
六
観
を
修
し
、
三
福
を
行
じ
て
極
楽
に
往
生
せ
よ
と
説
く
法
門
は
、

別
時
意
方
便
の
教
で
は
な
い
。

　
念
仏
や
十
六
観
は
発
願
に
過
ぎ
な
い
と
か
、
論
師
は
念
仏
を
指
し
て
唯
願
と
言
う
の
で
あ
る
等
と
、
念

仏
別
時
意
を
主
張
す
る
者
が
あ
る
が
、
彼
ら
は
、
衆
生
の
悟
り
を
妨
げ
、
教
義
を
誤
る
者
で
あ
る
。『
観

無
量
寿
経
』
に
、
三
種
散
善
を
も
っ
て
浄
土
の
正
因
と
し
、
十
六
妙
観
を
も
っ
て
西
方
の
正
業
と
す
る
教

え
が
、
す
べ
て
発
願
に
過
ぎ
な
い
な
ど
と
い
う
は
ず
が
な
い
。

　
次
に
、
念
仏
が
別
時
意
方
便
で
は
な
い
こ
と
の
八
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
ゆ
く
。

　
第
一
に
、
そ
も
そ
も
論
が
造
ら
れ
る
の
は
、
難
解
な
経
の
意
を
わ
か
り
や
す
く
説
く
た
め
で
あ
る
。
し

か
る
に
『
観
無
量
寿
経
』『
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
、
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
極
楽
に
往
生
せ
よ
と
い

う
教
説
は
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
の
で
、
論
釈
す
る
必
要
が
な
い
。

　
第
二
に
、
本
願
に
は
、
念
仏
し
て
も
往
生
で
き
な
い
者
が
い
た
な
ら
ば
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
と
誓
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
発
願
す
る
だ
け
の
人
が
往
生
で
き
な
け
れ
ば
仏
に
な
ら
な
い
と
は
言
っ
て

い
な
い
。
よ
っ
て
念
仏
往
生
は
別
時
意
で
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
唯
発
願
往
生
は
、
四
十
八
願
に
は
誓
わ

れ
て
い
な
い
の
で
、
別
時
意
方
便
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
第
三
に
、『
称
讃
浄
土
経
』
に
十
方
諸
仏
の
証
誠
が
説
か
れ
る
の
は
、
念
仏
の
功
徳
が
絶
大
で
あ
る
こ

と
を
信
じ
ら
れ
ず
、
即
座
に
往
生
で
き
る
と
い
う
教
え
に
疑
惑
を
懐
く
衆
生
に
向
か
っ
て
、
真
実
の
言
葉

を
発
し
、
疑
を
除
き
信
を
得
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
は
る
か
未
来
に
初
地
に
至
っ
て
は
じ
め
て
往
生
で
き

る
と
い
う
よ
う
な
別
時
意
の
教
説
な
ら
ば
、
だ
れ
も
疑
い
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
諸
仏
が
証

誠
す
る
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
第
四
に
、『
阿
弥
陀
経
』
に
は
、ま
ず
発
願
を
勧
め
、後
に
一
日
乃
至
七
日
の
称
名
念
仏
を
勧
め
て
い
る
。

念
仏
が
願
で
あ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
念
仏
を
勧
め
る
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
念
仏
は
行
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
行
・
願
が
相
俟
っ
て
往
生
を
得
る
の
で
あ
る
。

　
第
五
に
、『
浄
土
論
』『
摂
大
乗
論
釈
』
は
共
に
世
親
菩
薩
造
で
あ
る
。
矛
盾
す
る
は
ず
が
な
い
。『
浄

土
論
』
を
著
し
た
世
親
が
、念
仏
往
生
を
別
時
意
で
あ
る
な
ど
と
言
う
は
ず
が
な
い
。『
摂
大
乗
論
』
で
は
、

唯
願
往
生
を
別
時
意
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
六
に
、『
浄
土
論
』所
説
の
五
念
門
は
、身
業
礼
拝
門
、口
業
念
仏
門
、意
業
観
察
門
の
三
門
と
、発
願
門
・

回
向
門
と
か
ら
な
る
。
発
願
と
修
行
の
両
方
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
七
に
、
馬
鳴
の
『
起
信
論
』（
真
諦
訳
、『
大
正
蔵
』
三
二
、五
八
三
頁
上
）
に
、
念
仏
し
て
西
方
に

往
生
す
る
こ
と
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
は
、行
門
で
あ
る
。
よ
っ
て
別
時
意
で
は
な
い
。
天
親
『
浄
土
論
』

で
も
同
じ
で
あ
る
。
念
仏
は
別
時
意
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。『
起
信
論
』
に
よ
る
と
、如
来
に
勝
方
便
あ
っ

て
衆
生
が
信
心
成
就
で
き
る
よ
う
摂
護
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
専
意
念
仏
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
専
ら
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
、
所
修
の
善
根
を
回
向
し
て
往
生
を
願
う
な
ら
ば
、
即
座
に
往
生
を
得

て
、
常
に
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
仏
の
真
如
法
身
を
観
ず
る
な
ら
ば
、
正
定
聚
に
住
す
る
と
説

か
れ
て
い
る
。

　
第
八
に
、
念
仏
と
三
福
十
六
観
と
が
行
で
あ
る
か
否
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
十
六
観
の
第
三
地
観
を
な

す
者
は
、
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
い
て
必
ず
浄
土
に
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
、
下
下
品
の
十
念
念
仏

を
説
く
中
に
も
、
念
々
に
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
滅
し
て
西
方
に
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
る
。
ま
た
韋

提
希
等
は
、
十
六
観
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
釈
尊
か
ら
往
生
の
印
可
を
受
け
て
い
る
の
で
、
十
六
観
が

行
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。よ
っ
て
滅
罪
の
功
徳
が
等
し
い
念
仏
も
行
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
問
う
。
唯
発
願
は
別
時
意
で
あ
る
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
か
。
答
え
。
仏
は
煩

悩
熾
盛
の
凡
夫
を
憐
愍
し
て
西
方
極
楽
を
示
し
、
往
生
を
勧
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
衆
生
の
機
根
は
ま
ち

ま
ち
で
、
第
一
類
と
し
て
、
教
え
を
聞
い
て
誹
謗
を
生
ず
る
者
や
、
第
二
類
と
し
て
、
誹
謗
は
生
じ
な
い

が
発
願
も
修
行
も
し
な
い
者
が
あ
る
。
前
者
は
た
だ
悪
道
に
沈
淪
す
る
の
み
で
あ
る
。
後
者
は
善
を
修
す

れ
ば
人
天
に
生
じ
、
悪
を
作
れ
ば
悪
道
に
堕
ち
る
。
い
ず
れ
も
往
生
と
は
遠
く
か
け
離
れ
て
い
る
。『
平

等
覚
経
』（
巻
三
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
九
二
頁
中
～
）
に
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
中
に
は
、

阿
弥
陀
仏
と
の
縁
が
深
く
、
往
生
を
願
う
者
も
あ
る
。
そ
れ
が
第
三
類
の
衆
生
で
あ
る
。
た
だ
し
煩
悩
が

深
く
、
空
し
く
願
の
み
あ
っ
て
浄
行
を
修
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
で
も
そ
の
願
は
、
遠
い
未
来
の
生
因

と
な
る
の
で
、
経
に
は
こ
の
人
も
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
る
。『
摂
大
乗
論
』
は
、
そ
の
教
説
を
指
し
て

別
時
意
方
便
と
判
じ
、
発
願
だ
け
で
は
即
座
に
往
生
で
き
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
第
四

類
の
衆
生
は
、
善
根
深
厚
に
し
て
発
願
・
修
行
す
る
。
行
と
願
と
が
具
足
し
て
い
る
の
で
、
臨
終
に
即
座

に
往
生
す
る
。
空
願
の
人
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

　『
摂
大
乗
論
釈
』
の
喩
え
を
引
き
合
い
に
出
す
な
ら
ば
、
願
は
最
初
の
一
金
銭
、
念
仏
修
行
は

九
百
九
十
八
金
銭
、
そ
し
て
往
生
浄
土
が
第
千
金
銭
に
当
た
る
。
ま
た
多
宝
仏
を
念
ず
る
位
は
十
信
の
前

あ
る
い
は
十
信
の
初
心
に
当
た
り
、そ
の
後
八
万
四
千
の
波
羅
蜜
行
を
修
し
て
不
退
転
に
至
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
別
時
意
と
は
発
願
の
み
の
人
に
対
す
る
義
で
あ
り
、
起
行
の
人
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
を
明

か
し
た
。
あ
る
い
は
摂
論
宗
で
は
、
唯
願
念
仏
は
報
土
即
生
の
因
と
な
は
ら
な
い
が
、
化
土
に
は
即
生
の

因
と
な
る
と
も
言
う
。『
華
厳
経
』
に
言
う
通
り
で
あ
る
。
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
747
）
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
中
に
云
う
（
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
巻
中
、『
大
正
蔵
』

三
七
、一
五
二
頁
上
～
中
）、「
一
説
に
よ
る
と
、『
摂
大
乗
論
』
に
〈
唯
願
〉
と
言
う
の
は
念
仏
を
指
す
と
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言
う
。
ま
た
一
説
に
、
念
仏
即
生
を
説
く
『
往
生
論
』
も
、『
摂
大
乗
論
釈
』
と
同
じ
天
親
造
で
あ
り
、

矛
盾
す
る
は
ず
が
な
い
か
ら
、
念
仏
は
別
時
意
で
は
な
い
と
言
う
。
浄
土
の
教
え
を
聞
い
て
も
、
誹
謗
し

て
悪
道
に
沈
む
者
も
あ
り
、
ま
た
誹
謗
は
し
な
く
て
も
煩
悩
に
ま
み
れ
、
願
も
行
も
起
こ
せ
な
い
者
も
あ

る
。
と
こ
ろ
が
中
に
に
は
教
え
を
聞
い
て
発
願
し
、
往
生
し
た
い
と
思
う
者
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
悪

友
に
会
っ
て
悪
を
な
し
、臨
終
の
時
に
善
友
に
遇
え
ず
、念
仏
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。そ
の
よ
う
な
者
は
、

即
生
は
で
き
な
い
が
、発
願
に
よ
っ
て
遠
い
未
来
の
生
因
を
得
て
い
る
。『
摂
大
乗
論
』に
言
う
別
時
意
は
、

そ
の
よ
う
な
者
を
救
う
た
め
の
教
説
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
以
上
の
二
説
は
共
に
間
違
い
で
あ
る
。
発
願

も
念
仏
も
共
に
、
遠
い
未
来
に
受
用
土
に
往
生
す
る
た
め
の
因
だ
か
ら
で
あ
る
。
願
を
起
こ
し
て
念
仏
す

る
な
ら
ば
、
即
座
に
変
化
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
、
仏
の
本
意
で
あ
る
。
下
品
人
の

往
生
を
誓
っ
た
第
二
十
願
に
言
う〈
繋
念
我
国
〉は
、変
化
土
に
即
生
す
る
た
め
の
行
で
あ
る
」（
要
約
）と
。

【
考
察
】

　
本
項
は
原
文
で
は
論
題
名
が
欠
落
し
て
い
る
た
め
、仮
に
「
94
別
時
意
趣
」
と
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。

『
摂
大
乗
論
』
に
見
え
る
別
時
意
趣
の
教
説
に
関
す
る
問
題
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
は
十
文
を
挙
げ
て
い
る
が
、
冒
頭
部
が
欠
落
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。『
安
養
集
』
が
扱
う

文
献
の
中
、
こ
れ
ら
十
文
の
ほ
か
に
別
時
意
趣
説
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
、
法

位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
で
あ
る
。
龍
興
は
、
唯
願
無
行
は
別
時
意
だ
が
、『
観
無
量
寿
経
』
の
具
足

十
念
や
『
弥
勒
問
経
』
の
慈
等
十
念
は
願
行
具
足
し
て
い
る
の
で
、
前
者
は
変
化
土
に
対
し
て
、
後
者
は

受
用
土
に
対
し
て
即
生
の
因
で
あ
る
と
言
う
（
恵
谷
隆
戒
『
浄
土
教
の
新
研
究
』
付
録
「
唐
龍
興
撰
観
無

量
寿
経
記
の
復
元
に
つ
い
て
」
三
八
九
頁
、
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
六
年
）。
ま
た
法
位
は
、
一
念
は

別
時
意
だ
が
十
念
は
別
時
意
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
同
、
三
九
九
頁
）。
共
に
す
で
に
『
安
養
集
』

巻
二
「
16
十
念
」
の
項
に
引
用
さ
れ
た
長
文
（
98
）（
102
）
に
含
ま
れ
て
い
る
。
本
項
に
も
重
ね
て
挙
げ

ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　『
往
生
要
集
』
の
論
述
と
本
項
の
引
文
と
の
関
係
を
検
討
す
る
前
に
、
別
時
意
趣
説
と
そ
の
会
通
説
の

展
開
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
別
時
意
趣
と
は
、『
摂
大
乗
論
』
等
に
提
示
さ
れ
た
方
便
説
の
一
つ
で
あ
る
。
誦
持
仏
名
や
唯
発
願
の

よ
う
な
わ
ず
か
な
善
因
は
、
別
時
す
な
わ
ち
遠
い
未
来
に
結
実
す
る
も
の
で
、
多
宝
仏
の
名
を
誦
持
す
れ

ば
決
定
し
て
無
上
菩
提
を
退
堕
し
な
い
と
か
、
た
だ
発
願
す
る
だ
け
で
安
楽
仏
土
に
往
生
で
き
る
な
ど
と

い
う
の
は
、
凡
夫
を
導
く
た
め
の
方
便
説
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
摂
論
宗
で
は
、『
観

無
量
寿
経
』
の
教
説
を
方
便
と
判
じ
た
よ
う
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
段
に
は
、
五
逆
十
悪

の
罪
人
が
臨
終
に
往
生
を
願
い
、
わ
ず
か
十
遍
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
た
だ
け
で
往
生
で
き
る
と
説

か
れ
る
。そ
れ
は
千
銭
を
得
よ
う
と
す
る
者
が
一
銭
を
手
に
し
た
と
い
う
程
度
の
こ
と
で
、『
観
無
量
寿
経
』

が
即
得
往
生
を
説
く
の
は
、
凡
夫
が
遼
遠
の
未
来
を
思
っ
て
意
気
消
沈
す
る
の
を
励
ま
す
た
め
の
方
便
で

あ
り
、
下
下
品
人
が
即
座
に
往
生
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
』
が
華
北
に
伝
わ
る
の
は
六
世
紀
末
で
あ
り
、
曇
遷
（
五
四
二
～
六
〇
七
）
が
長

安
大
興
善
寺
等
で
行
っ
た
講
義
に
は
、
晩
年
の
浄
影
寺
慧
遠
（
五
三
二
～
五
九
二
）
も
列
席
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
浄
影
の
著
述
中
に
は
別
時
意
趣
説
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

　
こ
の
問
題
は
、
七
世
紀
の
摂
論
宗
内
で
議
論
さ
れ
、
会
通
が
試
み
ら
れ
た
よ
う
で
、
道
基
（
五
七
七
？

～
六
三
七
）・
法
常
（
五
六
七
～
六
四
五
）・
智
儼
（
六
〇
二
～
六
六
八
）・
道
世
（
～
六
六
八
？
）
等
の

著
述
に
そ
の
形
跡
が
あ
る
。
彼
ら
が
提
唱
し
た
の
が
、「
弥
陀
極
楽
通
報
化
説
」
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
・

極
楽
浄
土
は
報
身
・
報
土
（
受
用
身
・
受
用
土
）
と
化
身
・
化
土
（
変
化
身
・
変
化
土
）
の
両
方
に
通
じ

て
い
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
登
場
す
る
阿
弥
陀
仏
は
凡
夫
の
救
済
を
主
眼
と
す
る

変
化
身
で
あ
り
、
十
念
念
仏
に
よ
る
往
生
は
変
化
土
へ
の
往
生
で
あ
る
。
し
か
し
変
化
土
と
い
え
ど
も
極

楽
は
不
退
の
浄
土
で
あ
る
の
で
、
修
行
を
重
ね
て
聖
者
の
境
地
に
達
す
れ
ば
、
そ
こ
は
真
実
報
土
（
受
用

土
）
と
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
会
通
説
は
大
方
の
承
認
を
得
た
よ
う
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
問
題
を
残
し
て
い
た
。

そ
の
一
つ
が
、
十
念
念
仏
に
よ
る
報
土
へ
の
往
生
を
目
指
す
理
論
の
構
築
で
あ
り
、
そ
の
課
題
に
取
り
組

ん
だ
最
初
の
著
述
は
、
道
綽
（
五
六
二
～
六
四
五
）
の
『
安
楽
集
』
で
あ
る
。

　
道
綽
は
、
極
楽
は
仏
因
位
の
願
・
行
に
報
い
て
現
成
し
た
報
土
で
あ
り
、
そ
こ
に
下
下
品
人
が
十
念
念

仏
に
よ
っ
て
即
座
に
往
生
で
き
る
の
は
、
宿
世
に
善
業
を
修
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
そ
の
弟
子

善
導
（
六
一
三
～
六
八
一
）
は
、『
観
経
疏
』
玄
義
分
に
お
い
て
師
の
説
を
継
承
修
正
し
、
凡
夫
が
報
土

に
往
生
で
き
る
の
は
仏
願
力
の
強
縁
に
よ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
本
願
に
誓
わ
れ
た
十
声
の
称
名
念
仏
に

は
、
十
願
・
十
行
が
具
足
し
て
い
る
か
ら
、
即
得
往
生
の
因
と
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　
別
時
意
趣
の
会
通
に
言
及
す
る
現
存
の
典
籍
は
、
智
顗
・
基
・
元
暁
に
仮
託
さ
れ
た
偽
書
も
含
め
て
、

す
べ
て
が
以
上
の
議
論
の
影
響
下
に
あ
る
。
摂
論
宗
の
立
場
に
近
い
者
は
、
十
念
念
仏
は
受
用
土
に
は
別

時
の
因
で
あ
る
が
、
変
化
土
に
は
即
生
の
因
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
道
綽
・
善
導
の
立
場
に
近
い
者
は
、

唯
願
無
行
は
別
時
の
因
で
あ
る
が
、
十
念
念
仏
は
願
行
具
足
し
て
い
る
の
で
即
生
の
因
で
あ
る
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
。
中
に
は
そ
の
両
説
を
承
け
て
い
る
者
も
あ
る
。

　
さ
て
『
往
生
要
集
』
も
、
以
上
概
観
し
た
よ
う
な
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
源
信
は

こ
の
問
題
を
、大
文
第
四
「
正
修
念
仏
」
第
三
「
作
願
門
」
の
第
二
「
菩
提
心
利
益
」
の
項
に
取
り
上
げ
、

次
の
よ
う
な
問
答
を
設
け
て
い
る
。

問
ふ
。『
十
疑
』
に
『
雑
集
論
』
を
引
き
て
云
ふ
、「
も
し
は
安
楽
浄
土
に
生
れ
ん
と
願
ひ
て
、
す
な

は
ち
往
生
を
得
る
も
の
あ
り
。
も
し
は
人
、
無
垢
仏
の
名
を
聞
き
て
、
す
な
は
ち
阿
耨
菩
提
を
得
る

も
の
あ
り
。
こ
れ
は
こ
れ
別
時
の
因
な
り
。
全
く
行
あ
る
こ
と
な
し
」
と
已
上
。
慈
恩
同
じ
く
云
ふ
、
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「
願
と
行
と
前
後
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、別
時
と
説
く
。
仏
を
念
ず
る
も
、即
生
せ
ず
と
謂
ふ
に
は
あ
ら
ず
」

と
已
上
。
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
、
願
あ
り
て
行
な
き
は
、
こ
れ
別
時
の
意
な
り
と
。
い
か
ん
が
上
品
下

生
の
人
、た
だ
菩
提
の
願
に
よ
り
て
す
な
は
ち
往
生
を
得
る
や
。答
ふ
。大
菩
提
心
は
功
能
甚
深
な
り
。

無
量
の
罪
を
滅
し
、
無
量
の
福
を
生
ず
。
ゆ
ゑ
に
浄
土
を
求
む
れ
ば
、
求
む
る
に
随
ひ
て
す
な
は
ち

得
。
言
ふ
と
こ
ろ
の
別
時
の
意
と
は
、
た
だ
自
身
の
た
め
に
極
楽
を
願
求
す
る
な
り
。
こ
れ
、
四
弘

願
の
広
大
の
菩
提
心
に
は
あ
ら
ず
。

　
天
台
『
十
疑
論
』
と
慈
恩
『
西
方
要
決
』
と
に
言
及
す
る
が
、
い
ず
れ
も
八
世
紀
に
成
立
し
た
偽
書
で

あ
る
。
両
書
に
は
、
唯
願
無
行
は
別
時
意
だ
が
、
願
行
具
足
は
別
時
意
で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
承
け
て
源
信
は
、
上
品
下
生
人
は
唯
発
願
な
の
で
は
な
い
か
と
問
い
を
発
し
、
答
え
て

発
願
す
な
わ
ち
発
菩
提
心
は
即
得
往
生
の
因
行
で
あ
る
と
断
言
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
源
信
は
、
自
身

の
た
め
に
願
生
す
る
者
は
別
時
意
だ
と
言
う
が
、そ
の
見
解
は
、善
導
『
観
経
疏
』
玄
義
分
に
見
え
る
、「
論

の
中
の
称
仏
は
、
た
だ
自
ら
仏
果
を
成
ぜ
ん
こ
と
を
欲
す
る
の
み
」
と
い
う
立
場
に
通
じ
て
い
る
。

　『
安
養
集
』
は
浄
土
教
教
理
の
重
要
問
題
と
し
て
こ
こ
に
「
94
別
時
意
趣
」
を
設
け
た
の
で
あ
る
が
、

や
は
り
そ
の
出
発
点
は
『
往
生
要
集
』
の
論
述
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
冒
頭
（
738
）『
註
十
疑
論
』
は
、

源
信
が
引
用
し
た
『
十
疑
論
』
の
文
に
澄
彧
註
を
挟
ん
だ
も
の
で
あ
り
、（
740
）『
西
方
要
決
』
も
源
信
が

引
用
し
た
文
の
全
貌
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
（
739
）
善
導
『
観
経
疏
』
玄
義
分
に
は
、
源
信
説
に

通
ず
る
見
解
を
含
ん
で
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
別
時
意
会
通
説
の
源
流
と
言
う
べ
き
（
745
）
道
綽
『
安
楽
集
』
を
は
じ
め
、
こ
の
問
題
を

扱
っ
た
唐
・
新
羅
の
浄
土
教
典
籍
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
各
文
の
特
徴
を
見
て

ゆ
き
た
い
。

　（
738
）『
註
十
疑
論
』
は
天
台
説
の
註
と
し
て
著
さ
れ
て
い
る
が
、『
十
疑
論
』
は
偽
書
で
、
道
綽
・
善

導
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
十
念
を
善
行
と
見
る
立
場
な
ど
は
そ
の
典
型
だ
と
言
え
る
。

　（
739
）
善
導
『
観
経
疏
』
玄
義
分
の
概
要
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
十
念
に
願
行
具
足
し
て
い

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　（
740
）『
西
方
要
決
』
と
（
741
）『
阿
弥
陀
経
疏
』
は
、
共
に
基
に
仮
託
さ
れ
た
偽
書
で
、『
十
疑
論
』
と

同
様
、
十
念
が
善
行
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
点
で
、
道
綽
・
善
導
の
影
響
下
に
あ
る
。

　（
738
）（
740
）（
741
）
が
偽
書
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、『
安
養
集
』
の
編
者
に
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
が
道
綽
・
善
導
の
立
場
に
近
い
と
い
う
こ
と
に
は
気
付
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
論
義

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　（
742
）
道
誾
『
観
経
疏
』
も
、
道
綽
・
善
導
の
立
場
に
近
い
。

　（
743
）『
遊
心
安
楽
道
』
は
、
元
暁
に
仮
託
さ
れ
た
偽
書
で
、
こ
の
部
分
の
記
述
は
（
744
）
迦
才
『
浄
土

論
』
を
踏
襲
し
て
い
る
。
共
に
念
仏
に
は
願
行
具
足
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
て
、
道
綽
・
善
導
の
立
場

に
近
い
。
両
者
の
類
似
箇
所
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
多
数
あ
り
、『
安
養
集
』
の
編
者
は
当
然
気
付
い
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。

　（
745
）『
安
楽
集
』
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
十
念
念
仏
が
報
土
即
生
の
因
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し

よ
う
と
し
た
最
初
の
論
述
で
あ
る
。

　（
746
）『
群
疑
論
』
は
、
道
綽
・
善
導
の
立
場
を
継
承
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
最
も
詳
細
な
論

述
で
あ
る
と
言
え
る
。

　（
747
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
に
は
、
願
生
念
仏
は
変
化
土
往
生
の
因
で
あ
り
、
受
用
土
往

生
に
は
別
時
の
因
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
摂
論
宗
の
会
通
説
に
近
い
。

　
以
上
本
項
「
94
別
時
意
趣
」
に
集
め
ら
れ
た
要
文
は
、『
往
生
要
集
』
の
論
述
を
十
分
に
補
足
し
、
あ

ら
ゆ
る
方
面
か
ら
の
論
義
に
備
え
た
陣
容
で
あ
る
と
言
え
る
。

95
　
五
逆
謗
法
生
不
生

（
748
）
観
無
量
寿
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
六
頁
上
）、「
下
品
下
生
と
は
、
五
逆
・
十
悪
の
不

善
を
具
足
す
る
者
が
、
…
中
略
…
即
座
に
極
楽
に
往
生
す
る
」（
要
約
）
と
。

（
749
）
同
経
疏
天
台
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、一
九
三
頁
中
）、「
問
う
。『
無
量
寿
経
』
に
は
五
逆
謗
法

は
往
生
で
き
な
い
と
言
い
、
本
経
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
逆
罪
も
往
生
で
き
る
と
言
う
。
答
釈
と
し
て
、

二
義
あ
る
。
第
一
に
往
生
人
の
機
根
に
注
目
す
る
と
、
逆
罪
人
に
上
下
あ
る
。
上
根
人
は
、
阿
闍
世
王
の

よ
う
に
重
悔
に
よ
っ
て
罪
が
消
え
て
往
生
で
き
る
。
下
根
人
は
重
悔
が
な
い
の
で
往
生
で
き
な
い
。
第
二

に
行
に
注
目
す
る
と
、
観
仏
三
昧
は
定
業
で
あ
り
、
そ
の
他
の
善
は
散
業
で
あ
る
。
散
善
で
は
五
逆
の
罪

は
除
か
れ
な
い
の
で
、
往
生
で
き
な
い
。『
無
量
寿
経
』
は
こ
の
立
場
で
あ
る
。
本
経
は
観
行
を
明
か
す

の
で
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
る
」（
要
約
）
と
。

（
750
）同
疏
顕
要
記
に
云
ふ
、「
問
ふ
。〈
大
〉の
下
は
経
を
会
す
。ま
た
二
あ
り
。初
に
経
を
引
い
て
難
に
対
す
。

〈
五
逆
〉
等
と
云
ふ
は
、故
（
故
―
？
）
第
十
八
願
に
云
ふ
、〈
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、十
方
の
衆
生
、

至
心
信
楽
し
て
、わ
が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
ひ
て
、乃
至
十
念
せ
ん
に
、も
し
生
ぜ
ざ
れ
ば
、正
覚
を
取
ら
じ
。

た
だ
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
〉
と
。
今
経
の
下
下
品
に
は
、
五
逆
罪
を
作
る
も
、
臨
終
に
善
知
識
の

教
へ
て
十
念
を
称
せ
し
む
る
に
遇
ひ
て
生
を
得
と
い
ふ
。
二
経
と
も
に
こ
れ
十
念
な
り
。
な
ん
ぞ
頓に
わ
か爾

に

相
違
す
る
。
い
か
ん
が
会
通
せ
ん
。
二
に
、〈
釈
有
〉
の
下
は
義
を
立
つ
。
双
（
双
―
？
）
釈
に
ま
た
二
あ
り
。

初
は
根
に
約
し
て
悔
の
軽
重
を
明
か
す
。〈
約
人
造
〉
等
と
云
ふ
は
、
す
な
は
ち
不
造
と
お
よ
び
能
悔
と

な
り
。
経
に
云
ふ
が
ご
と
し
。
世
に
二
の
健
児
あ
り
。
一
は
罪
を
作
ら
ず
、
二
は
よ
く
懺
悔
す
。
こ
れ
利

根
は
よ
く
悔
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
悔
力
を
も
っ
て
罪
を
除
き
、
後
に
よ
く
生
を
願
ふ
。
ゆ
ゑ
に
往
を
得

と
云
ふ
。
し
か
る
に
彼
は
、
根
鈍
に
し
て
重
を
造
り
、
ま
た
よ
く
悔
せ
ざ
れ
ば
、
十
念
あ
り
と
い
へ
ど
も
、



66 ―　65　―

「
願
と
行
と
前
後
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、別
時
と
説
く
。
仏
を
念
ず
る
も
、即
生
せ
ず
と
謂
ふ
に
は
あ
ら
ず
」

と
已
上
。
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
、
願
あ
り
て
行
な
き
は
、
こ
れ
別
時
の
意
な
り
と
。
い
か
ん
が
上
品
下

生
の
人
、た
だ
菩
提
の
願
に
よ
り
て
す
な
は
ち
往
生
を
得
る
や
。答
ふ
。大
菩
提
心
は
功
能
甚
深
な
り
。

無
量
の
罪
を
滅
し
、
無
量
の
福
を
生
ず
。
ゆ
ゑ
に
浄
土
を
求
む
れ
ば
、
求
む
る
に
随
ひ
て
す
な
は
ち

得
。
言
ふ
と
こ
ろ
の
別
時
の
意
と
は
、
た
だ
自
身
の
た
め
に
極
楽
を
願
求
す
る
な
り
。
こ
れ
、
四
弘

願
の
広
大
の
菩
提
心
に
は
あ
ら
ず
。

　
天
台
『
十
疑
論
』
と
慈
恩
『
西
方
要
決
』
と
に
言
及
す
る
が
、
い
ず
れ
も
八
世
紀
に
成
立
し
た
偽
書
で

あ
る
。
両
書
に
は
、
唯
願
無
行
は
別
時
意
だ
が
、
願
行
具
足
は
別
時
意
で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
承
け
て
源
信
は
、
上
品
下
生
人
は
唯
発
願
な
の
で
は
な
い
か
と
問
い
を
発
し
、
答
え
て

発
願
す
な
わ
ち
発
菩
提
心
は
即
得
往
生
の
因
行
で
あ
る
と
断
言
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
源
信
は
、
自
身

の
た
め
に
願
生
す
る
者
は
別
時
意
だ
と
言
う
が
、そ
の
見
解
は
、善
導
『
観
経
疏
』
玄
義
分
に
見
え
る
、「
論

の
中
の
称
仏
は
、
た
だ
自
ら
仏
果
を
成
ぜ
ん
こ
と
を
欲
す
る
の
み
」
と
い
う
立
場
に
通
じ
て
い
る
。

　『
安
養
集
』
は
浄
土
教
教
理
の
重
要
問
題
と
し
て
こ
こ
に
「
94
別
時
意
趣
」
を
設
け
た
の
で
あ
る
が
、

や
は
り
そ
の
出
発
点
は
『
往
生
要
集
』
の
論
述
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
冒
頭
（
738
）『
註
十
疑
論
』
は
、

源
信
が
引
用
し
た
『
十
疑
論
』
の
文
に
澄
彧
註
を
挟
ん
だ
も
の
で
あ
り
、（
740
）『
西
方
要
決
』
も
源
信
が

引
用
し
た
文
の
全
貌
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
（
739
）
善
導
『
観
経
疏
』
玄
義
分
に
は
、
源
信
説
に

通
ず
る
見
解
を
含
ん
で
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
別
時
意
会
通
説
の
源
流
と
言
う
べ
き
（
745
）
道
綽
『
安
楽
集
』
を
は
じ
め
、
こ
の
問
題
を

扱
っ
た
唐
・
新
羅
の
浄
土
教
典
籍
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
各
文
の
特
徴
を
見
て

ゆ
き
た
い
。

　（
738
）『
註
十
疑
論
』
は
天
台
説
の
註
と
し
て
著
さ
れ
て
い
る
が
、『
十
疑
論
』
は
偽
書
で
、
道
綽
・
善

導
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
十
念
を
善
行
と
見
る
立
場
な
ど
は
そ
の
典
型
だ
と
言
え
る
。

　（
739
）
善
導
『
観
経
疏
』
玄
義
分
の
概
要
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
十
念
に
願
行
具
足
し
て
い

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　（
740
）『
西
方
要
決
』
と
（
741
）『
阿
弥
陀
経
疏
』
は
、
共
に
基
に
仮
託
さ
れ
た
偽
書
で
、『
十
疑
論
』
と

同
様
、
十
念
が
善
行
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
点
で
、
道
綽
・
善
導
の
影
響
下
に
あ
る
。

　（
738
）（
740
）（
741
）
が
偽
書
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、『
安
養
集
』
の
編
者
に
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
が
道
綽
・
善
導
の
立
場
に
近
い
と
い
う
こ
と
に
は
気
付
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
論
義

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　（
742
）
道
誾
『
観
経
疏
』
も
、
道
綽
・
善
導
の
立
場
に
近
い
。

　（
743
）『
遊
心
安
楽
道
』
は
、
元
暁
に
仮
託
さ
れ
た
偽
書
で
、
こ
の
部
分
の
記
述
は
（
744
）
迦
才
『
浄
土

論
』
を
踏
襲
し
て
い
る
。
共
に
念
仏
に
は
願
行
具
足
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
て
、
道
綽
・
善
導
の
立
場

に
近
い
。
両
者
の
類
似
箇
所
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
多
数
あ
り
、『
安
養
集
』
の
編
者
は
当
然
気
付
い
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。

　（
745
）『
安
楽
集
』
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
十
念
念
仏
が
報
土
即
生
の
因
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し

よ
う
と
し
た
最
初
の
論
述
で
あ
る
。

　（
746
）『
群
疑
論
』
は
、
道
綽
・
善
導
の
立
場
を
継
承
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
最
も
詳
細
な
論

述
で
あ
る
と
言
え
る
。

　（
747
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
に
は
、
願
生
念
仏
は
変
化
土
往
生
の
因
で
あ
り
、
受
用
土
往

生
に
は
別
時
の
因
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
摂
論
宗
の
会
通
説
に
近
い
。

　
以
上
本
項
「
94
別
時
意
趣
」
に
集
め
ら
れ
た
要
文
は
、『
往
生
要
集
』
の
論
述
を
十
分
に
補
足
し
、
あ

ら
ゆ
る
方
面
か
ら
の
論
義
に
備
え
た
陣
容
で
あ
る
と
言
え
る
。

95
　
五
逆
謗
法
生
不
生

（
748
）
観
無
量
寿
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
六
頁
上
）、「
下
品
下
生
と
は
、
五
逆
・
十
悪
の
不

善
を
具
足
す
る
者
が
、
…
中
略
…
即
座
に
極
楽
に
往
生
す
る
」（
要
約
）
と
。

（
749
）
同
経
疏
天
台
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、一
九
三
頁
中
）、「
問
う
。『
無
量
寿
経
』
に
は
五
逆
謗
法

は
往
生
で
き
な
い
と
言
い
、
本
経
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
逆
罪
も
往
生
で
き
る
と
言
う
。
答
釈
と
し
て
、

二
義
あ
る
。
第
一
に
往
生
人
の
機
根
に
注
目
す
る
と
、
逆
罪
人
に
上
下
あ
る
。
上
根
人
は
、
阿
闍
世
王
の

よ
う
に
重
悔
に
よ
っ
て
罪
が
消
え
て
往
生
で
き
る
。
下
根
人
は
重
悔
が
な
い
の
で
往
生
で
き
な
い
。
第
二

に
行
に
注
目
す
る
と
、
観
仏
三
昧
は
定
業
で
あ
り
、
そ
の
他
の
善
は
散
業
で
あ
る
。
散
善
で
は
五
逆
の
罪

は
除
か
れ
な
い
の
で
、
往
生
で
き
な
い
。『
無
量
寿
経
』
は
こ
の
立
場
で
あ
る
。
本
経
は
観
行
を
明
か
す

の
で
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
る
」（
要
約
）
と
。

（
750
）同
疏
顕
要
記
に
云
ふ
、「
問
ふ
。〈
大
〉の
下
は
経
を
会
す
。ま
た
二
あ
り
。初
に
経
を
引
い
て
難
に
対
す
。

〈
五
逆
〉
等
と
云
ふ
は
、故
（
故
―
？
）
第
十
八
願
に
云
ふ
、〈
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、十
方
の
衆
生
、

至
心
信
楽
し
て
、わ
が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
ひ
て
、乃
至
十
念
せ
ん
に
、も
し
生
ぜ
ざ
れ
ば
、正
覚
を
取
ら
じ
。

た
だ
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
〉
と
。
今
経
の
下
下
品
に
は
、
五
逆
罪
を
作
る
も
、
臨
終
に
善
知
識
の

教
へ
て
十
念
を
称
せ
し
む
る
に
遇
ひ
て
生
を
得
と
い
ふ
。
二
経
と
も
に
こ
れ
十
念
な
り
。
な
ん
ぞ
頓に
わ
か爾
に

相
違
す
る
。
い
か
ん
が
会
通
せ
ん
。
二
に
、〈
釈
有
〉
の
下
は
義
を
立
つ
。
双
（
双
―
？
）
釈
に
ま
た
二
あ
り
。

初
は
根
に
約
し
て
悔
の
軽
重
を
明
か
す
。〈
約
人
造
〉
等
と
云
ふ
は
、
す
な
は
ち
不
造
と
お
よ
び
能
悔
と

な
り
。
経
に
云
ふ
が
ご
と
し
。
世
に
二
の
健
児
あ
り
。
一
は
罪
を
作
ら
ず
、
二
は
よ
く
懺
悔
す
。
こ
れ
利

根
は
よ
く
悔
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
悔
力
を
も
っ
て
罪
を
除
き
、
後
に
よ
く
生
を
願
ふ
。
ゆ
ゑ
に
往
を
得

と
云
ふ
。
し
か
る
に
彼
は
、
根
鈍
に
し
て
重
を
造
り
、
ま
た
よ
く
悔
せ
ざ
れ
ば
、
十
念
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
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重
罪
除
か
れ
ず
。
ゆ
ゑ
に
生
ぜ
ず
と
云
ふ
。〈
二
者
〉
の
下
は
、
境
に
約
し
て
行
に
定
散
あ
る
を
明
か
す
。

此
経
は
観
仏
三
昧
を
明
か
す
が
ゆ
ゑ
に
こ
れ
定
な
り
。
定
力
強
に
し
て
よ
く
逆
罪
を
除
く
。
ゆ
ゑ
に
生
を

得
と
説
く
。
彼
は
散
心
称
念
を
明
か
す
。
力
す
な
は
ち
微
劣
に
し
て
、
よ
く
重
を
除
か
ず
。
ゆ
ゑ
に
生
ぜ

ず
と
云
ふ
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。〈
大
〉
の
下
は
経
説
を
会
通

す
る
。
二
段
よ
り
な
る
。
第
一
に
、経
文
を
引
い
て
論
難
に
対
応
す
る
。〈
五
逆
〉
等
と
は
、第
十
八
願
に
、

〈
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆
生
の

中
に
、
誠
心
誠
意
、
私
の
教
え
を
信
じ
、
私
の
世
界
に
生
ま
れ
た
い
と
願
い
、
わ
ず
か
十
念
で
も
し
て
く

れ
る
者
が
い
て
、
そ
の
者
を
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
私
は
決
し
て
仏
の
位
に
は
就
か

な
い
。
た
だ
し
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
と
仏
の
正
し
い
教
え
を
謗
る
者
と
は
除
く
〉
と
言
う
。
本
経
『
観
無

量
寿
経
』
の
下
下
品
に
は
、
五
逆
罪
を
作
っ
た
者
で
も
、
臨
終
の
時
に
善
知
識
の
教
え
に
遇
っ
て
十
念
を

称
す
る
こ
と
が
で
き
た
者
は
往
生
を
得
る
と
説
か
れ
る
。
二
経
と
も
に
十
念
と
言
う
。
ど
う
し
て
真
逆
の

こ
と
が
説
か
れ
る
の
か
、
ど
う
会
通
す
る
の
か
と
問
う
の
で
あ
る
。
第
二
に
、〈
釈
有
〉
の
下
に
そ
の
理

由
を
述
べ
る
。
二
つ
の
観
点
よ
り
論
じ
て
い
る
。
第
一
に
は
、
行
者
の
機
根
に
注
目
し
て
、
懺
悔
の
軽
重

を
明
か
す
。〈
約
人
造
〉
等
と
は
、
罪
を
造
ら
な
い
者
と
、
懺
悔
す
る
者
と
を
指
す
。
経
（
四
十
巻
本
『
涅

槃
経
』
巻
二
十
六
、『
大
正
蔵
』
一
二
、五
一
八
頁
中
等
）
に
、
世
に
二
種
の
優
秀
な
者
が
あ
り
、
一
は
罪

を
作
ら
な
い
者
、
二
は
作
っ
た
後
に
懺
悔
す
る
者
で
あ
る
と
言
う
。
利
根
の
者
と
は
懺
悔
が
で
き
る
者
を

言
う
の
で
あ
る
。
懺
悔
の
力
に
よ
っ
て
罪
を
除
き
、
そ
の
後
に
往
生
を
願
う
。
だ
か
ら
往
生
で
き
る
と
説

か
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
『
無
量
寿
経
』
で
は
、
鈍
根
で
し
か
も
重
罪
を
造
り
、
懺
悔
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
の
で
、十
念
を
行
じ
て
も
重
罪
は
除
か
れ
な
い
。だ
か
ら
往
生
で
き
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。〈
二

者
〉
の
下
は
、
心
の
状
態
に
注
目
し
て
、
行
に
定
・
散
の
区
別
が
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
本
経
『
観
無
量

寿
経
』
は
観
仏
三
昧
を
明
か
す
。
こ
れ
は
定
善
の
行
で
あ
る
。
定
善
は
力
が
強
い
の
で
、
逆
罪
を
除
く
こ

と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
る
。『
無
量
寿
経
』
は
散
心
の
称
念
を
明
か
す
。
力
が
弱

い
の
で
、
重
罪
を
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
往
生
で
き
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
」
と
。

同
経
義
疏
恵
遠
に
云
ふ
、
問
ふ
て
云
ふ
、
天
台
疏
の
問
答
と
同
じ
（
浄
影
『
観
経
義
疏
』
末
（『
大
正
蔵
』

三
七
、一
八
四
頁
中
～
下
）
に
云
う
。
問
う
。
以
下
天
台
『
観
経
疏
』（

 749
）
の
問
答
と
同
じ
）。

（
751
）
ま
た
云
う
（
浄
影
『
観
経
義
疏
』
末
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
八
五
頁
下
～
一
八
六
頁
上
）、「『
無
量

寿
経
』
に
は
五
逆
は
往
生
で
き
な
い
と
説
か
れ
る
の
に
、本
経
で
は
な
ぜ
五
逆
も
往
生
す
る
と
言
う
の
か
。

答
え
。
人
に
よ
っ
て
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
宿
世
に
道
根
の
な
い
者
が
、
現
世
で
五
逆
を
造
る
と
、
往
生

で
き
な
い
。
す
で
に
菩
提
心
を
発
し
た
者
は
、
縁
に
よ
っ
て
五
逆
・
四
重
の
罪
を
造
っ
て
も
、
阿
闍
世
の

よ
う
に
必
ず
重
悔
す
る
の
で
往
生
で
き
る
。
た
と
え
大
乗
善
趣
の
者
で
も
、
五
逆
・
四
重
・
謗
法
の
罪
を

造
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
752
）
観
経
正
宗
分
散
善
義
に
云
う
善
導
（『
大
正
蔵
』
三
七
、二
七
七
頁
上
～
中
）、「
問
う
。
四
十
八
願

で
は
五
逆
・
謗
法
の
者
は
往
生
で
き
な
い
と
説
き
、
本
経
下
品
下
生
で
は
謗
法
は
除
く
が
、
五
逆
は
す
く

う
と
言
う
。
な
ぜ
か
。
答
え
。
如
来
が
罪
を
抑
え
止
め
ら
れ
た
教
説
と
理
解
で
き
る
。
四
十
八
願
に
逆
謗

を
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
重
罪
を
造
ら
せ
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
で
あ
る
。
本
経
下
下
品

に
、
五
逆
を
す
く
い
謗
法
を
除
く
と
言
う
の
は
、
す
で
に
五
逆
を
造
っ
た
者
に
は
大
慈
悲
を
起
こ
し
て
摂

取
さ
れ
、
未
だ
謗
法
の
罪
を
犯
し
て
い
な
い
者
に
対
し
て
抑
止
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
謗
法
の
罪
を
犯
し

て
し
ま
っ
た
者
に
対
し
て
は
、
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
る
で
あ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
753
）
観
経
疏
に
云
う
天
台
（『
大
正
蔵
』
三
七
、一
八
八
頁
下
）、「
本
経
に
は
、
五
逆
罪
を
滅
ぼ
し
て
往

生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
こ
れ
こ
そ
が
本
経
の
大
い
な
る
は
た
ら
き
な
の
で
あ
る
」（
要
約
）と
。

（
754
）
往
生
礼
讃
偈
に
云
う
善
導
（『
大
正
蔵
』
四
七
、四
四
六
頁
下
）、「
下
輩
の
十
悪
・
五
逆
人
　
四
重
・

謗
法
を
悔
い
も
せ
ず
　
地
獄
の
猛
火
が
迫
り
来
る
　
そ
の
時
善
師
に
教
え
ら
れ
　
南
無
阿
弥
陀
仏
を
称
え

れ
ば
　
浄
土
の
蓮
華
に
化
生
し
て
　
多
劫
の
後
に
花
開
き
　
は
じ
め
て
菩
提
の
因
起
こ
す
」（
要
約
）
と
。

（
755
）
讃
阿
弥
陀
仏
偈
羅マ

マ什
に
云
う
（
曇
鸞
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、四
二
二
頁
上
～
中
）、「
聞

名
信
心
歓
喜
し
て
　
一
念
至
心
に
願
生
し
　
逆
謗
の
罪
の
な
い
者
は
　
み
な
極
楽
に
往
生
す
　
ゆ
え
に
頂

礼
願
生
す
」（
要
約
）
と
。

（
756
）
無
量
寿
論
釈
第
一
に
云
ふ
、「
問
ひ
て
曰
く
、
今
、〈
共
諸
衆
生
〉
と
言
ふ
は
、
こ
れ
は
こ
れ
何
等

の
衆
生
な
る
か
。
答
へ
て
曰
く
、
こ
の
経
に
説
く
が
ご
と
し
、〈
仏
、
阿
難
に
告
ぐ
、
十
方
恒
河
沙
の
諸

仏
如
来
、
み
な
共
に
無
量
寿
仏
の
威
神
功
徳
不
可
思
議
な
る
を
称
歎
す
。
諸
有
の
衆
生
、
そ
の
名
号
を
聞

き
て
信
心
歓
喜
し
、
乃
至
一
念
、
至
心
に
回
向
し
て
、
彼
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
は
ち
往
生
を

得
て
、
不
退
転
に
住
せ
ん
。
た
だ
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
〉
と
。
こ
れ
に
准
じ
て
言
は
ば
、
一
切
の

外
の
凡
夫
人
天
有
情
、
み
な
往
生
を
得
と
。
ま
た
観
門
に
言
ふ
、
或
は
衆
生
あ
っ
て
、
不
善
業
た
る
五
逆・

十
悪
を
作
る
も
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
、
善
知
識
に
遇
ひ
、
十
念
を
具
足
し
、
称
し
て
南
無
無
量
寿
仏
と

曰
ふ
に
、
す
な
は
ち
往
生
す
と
。
こ
れ
に
准
じ
て
言
は
ば
、
た
と
ひ
下
品
の
凡
夫
た
り
と
も
、
正
法
を
謗

ら
ざ
れ
ば
、信
仏
因
縁
を
も
っ
て
、み
な
往
生
を
得
。
前
経
の
意
に
言
ふ
、二
種
の
重
罪
を
具
す
る
を
も
っ

て
の
ゆ
ゑ
に
往
生
を
得
ず
と
。
一
に
は
五
逆
、
二
に
は
謗
正
法
な
り
。
彼
経
の
意
に
言
ふ
、
た
だ
十
悪
五

逆
等
を
作
る
と
説
き
、
誹
謗
正
法
と
は
言
は
ず
。
正
法
を
謗
ら
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
往
生
を
得
る
の

み
。
問
ひ
て
曰
く
、
五
逆
罪
を
具
す
れ
ど
も
、
正
法
を
誹
謗
せ
ざ
れ
ば
、
す
で
に
往
生
を
許
す
。
も
し
正

法
を
謗
り
て
五
逆
の
罪
な
く
ん
ば
、
ま
た
往
生
を
得
る
か
。
答
へ
て
曰
く
、
も
し
正
法
を
誹
謗
し
て
、
さ

ら
に
余
の
罪
な
し
と
い
へ
ど
も
、
必
ず
生
ず
る
こ
と
を
得
ず
。
経
中
に
言
ふ
が
ご
と
し
。
五
逆
の
罪
人
は

無
間
獄
に
堕
し
て
、
一
切
の
苦
を
受
く
。
正
法
を
謗
る
人
は
無
間
獄
に
堕
し
、
展
転
し
て
百
千
地
獄
に
逕

生
し
、し
か
も
仏
、出
づ
る
を
得
る
時
節
を
記
さ
ず
。
謗
正
法
の
罪
極
め
て
重
き
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
な
り
。

ま
た
正
法
と
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
仏
経
な
り
。
こ
の
愚
痴
の
人
、
す
で
に
誹
謗
を
生
ず
。
な
ん
ぞ
仏
土
に
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生
ぜ
ん
と
願
ふ
の
義
あ
ら
ん
。
正
法
を
誹
謗
す
る
と
は
、
そ
の
相
い
か
ん
。
も
し
仏
法
僧
な
し
と
言
ひ
、

菩
薩
お
よ
び
菩
薩
の
法
な
し
と
言
は
ば
、
か
く
の
ご
と
き
等
の
見
、
も
し
は
心
に
自
ら
解
し
、
も
し
は
他

よ
り
そ
の
心
を
受
く
る
も
、
決
定
し
て
み
な
謗
法
と
名
づ
く
。
も
し
三
宝
出
現
す
る
こ
と
な
く
ん
ば
、
な

ん
ぞ
仁
義
等
あ
ら
ん
や
。
世
間
の
善
法
み
な
断
じ
、
出
世
の
賢
聖
二
（
二
＝
亦
…
…
も
ま
た
？
）
滅
す
。
し
か

る
に
人
、た
だ
五
逆
罪
の
重
た
る
を
知
る
の
み
に
し
て
、五
逆
の
正
法
な
き
よ
り
生
ず
る
こ
と
を
知
ら
ず
。

ゆ
ゑ
に
謗
法
人
は
そ
の
罪
最
も
重
し
。
有
所
得
に
し
て
大
乗
を
学
ぶ
人
の
ご
と
き
、
深
密
等
に
明
か
す
有

相
の
権
教
を
も
っ
て
、
妄
に
諸
波
若
等
の
究
竟
の
実
教
を
通
ぜ
ん
と
す
る
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
そ
の
類
な

り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。
こ
こ
に
〈
共
諸
衆
生
〉
と
言

う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
衆
生
で
あ
る
か
。
答
え
。
本
経
に
、〈
仏
が
阿
難
に
告
げ
ら
れ
た
。《
十
方
世
界
の

あ
ら
ゆ
る
仏
が
み
な
共
に
無
量
寿
仏
の
不
可
思
議
の
威
神
功
徳
を
称
歎
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
そ
の

仏
の
名
号
を
聞
き
、
信
心
を
起
こ
し
歓
喜
し
、
わ
ず
か
一
念
で
も
、
誠
の
心
を
も
っ
て
回
向
し
、
彼
国
に

往
生
し
た
い
と
願
う
な
ら
ば
、
即
座
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
て
、
不
退
転
に
住
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

五
逆
罪
を
犯
し
た
者
、
仏
の
正
し
い
教
え
を
謗
る
者
は
除
く
》〉
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
教
説

に
よ
れ
ば
、
外
道
に
も
等
し
い
ほ
ど
の
凡
夫
が
、
み
な
往
生
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
『
観

無
量
寿
経
』
に
は
、
五
逆
・
十
悪
の
罪
人
も
、
命
終
の
時
に
善
知
識
に
遇
い
、
十
念
を
具
足
し
て
南
無
無

量
寿
仏
と
称
え
る
な
ら
ば
、
即
座
に
往
生
す
る
と
説
か
れ
る
。
こ
の
教
説
に
よ
れ
ば
、
下
品
の
凡
夫
で
も
、

正
法
を
謗
り
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
信
仏
の
因
縁
に
よ
っ
て
み
な
往
生
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
無

量
寿
経
』
の
趣
旨
は
、
五
逆
・
謗
生
法
の
二
種
の
重
罪
を
重
ね
て
犯
す
者
は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
の
下
下
品
人
は
、
十
悪
・
五
逆
等
を
作
る
者
で
あ
り
、
誹
謗
正
法
と
は
言
わ

れ
て
い
な
い
。
正
法
を
謗
ら
な
い
か
ら
、
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
五
逆
罪
の
す
べ
て
を
犯
し
て
も
、
正
法
を
誹
謗
し
な
け
れ
ば
、
往
生
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
わ

か
っ
た
。
で
は
正
法
を
謗
る
だ
け
で
、
五
逆
の
罪
の
な
い
者
は
、
往
生
で
き
る
の
か
。
答
え
。
正
法
を
誹

謗
す
る
者
は
、
ほ
か
に
罪
が
な
く
て
も
、
け
っ
し
て
往
生
で
き
な
い
。
経
に
よ
る
と
、
五
逆
の
罪
人
は
無

間
地
獄
に
堕
し
て
一
切
の
苦
を
受
け
る
と
言
い
、
ま
た
正
法
を
謗
る
者
は
無
間
地
獄
に
堕
し
、
さ
ら
に

百
千
地
獄
を
経
巡
っ
て
、
い
つ
逃
れ
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
誹
謗
正
法
の
罪
が
極

め
て
重
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
正
法
と
は
仏
経
の
こ
と
で
あ
る
。
正
法
を
誹
謗
す
る
愚
人
が
、
仏
土
に
生

ま
れ
た
い
な
ど
と
思
う
は
ず
が
な
か
ろ
う
。
正
法
を
誹
謗
す
る
と
は
、
仏
・
法
・
僧
な
ど
な
い
と
か
、
菩

薩
や
菩
薩
の
教
え
も
な
い
な
ど
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
自
分
の
見
解
で
あ
ろ
う
と
、
他
人
か
ら
の

受
け
売
り
で
あ
ろ
う
と
、
共
に
謗
法
と
呼
ば
れ
る
。
仏
法
の
存
在
が
な
け
れ
ば
、
世
間
の
仁
義
も
成
立
し

な
い
。
世
間
の
善
が
す
べ
て
途
絶
え
、
ま
た
出
世
間
の
賢
者
や
聖
者
も
消
滅
す
る
だ
ろ
う
。
五
逆
が
重
罪

で
あ
る
こ
と
は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
正
し
い
仏
法
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
五
逆
の

罪
が
生
ず
る
こ
と
は
、
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
謗
法
人
の
罪
が
最
も
重
い
の
で
あ
る
。

執
着
の
心
を
も
っ
て
大
乗
を
学
び
、『
解
深
密
経
』
等
に
説
か
れ
る
有
相
の
権
教
に
依
拠
し
て
、
般
若
の

実
教
を
会
通
し
よ
う
な
ど
と
す
る
者
こ
そ
が
、
謗
法
人
だ
と
言
え
よ
う
」
と
。

（
757
）
浄
土
論
上
加マ

マ

才
に
云
う
（
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
四
七
、八
六
頁
中
～
下
）、「
問
う
。

浄
土
が
報
・
化
に
通
じ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
行
位
の
人
が
往
生
す
る
の
か
が
わ

か
ら
な
い
。
答
え
。
経
論
に
よ
る
と
、
凡
聖
・
男
女
を
問
わ
ず
、
十
悪
五
逆
に
至
る
ま
で
、
臨
終
正
念
に

達
す
る
者
は
み
な
往
生
で
き
る
。
た
だ
大
乗
を
謗
る
者
は
除
か
れ
る
。
こ
れ
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
説
で

あ
る
。『
無
量
寿
経
』
で
は
五
逆
も
除
か
れ
る
。

　
問
う
。
両
経
の
相
違
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
ま
ず
制
止
し
、
後
に
開
放
す
る
と
い
う
の
は
仏
の
常
法
で
あ

る
。『
無
量
寿
経
』
が
先
に
説
か
れ
、『
観
無
量
寿
経
』
が
後
に
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
問
う
。『
無
量
寿
経
』
に
は
、
往
生
人
は
み
な
正
定
聚
に
住
す
と
言
い
、『
阿
弥
陀
経
』
に
も
、
み
な
阿

毘
跋
致
だ
と
言
う
。
よ
っ
て
十
解
（
十
住
）
以
上
で
は
じ
め
て
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
十
悪
・
五

逆
の
者
ま
で
往
生
で
き
る
と
言
う
の
か
。（
本
問
答
は
問
い
の
文
だ
け
で
、
答
え
が
欠
落
し
て
い
る
。
意
図
的
に
省
か
れ

た
と
は
思
え
な
い
の
で
、
以
下
に
小
字
で
補
っ
て
お
く
。
…
…
筆
者
註
）
答
え
。
不
退
と
言
っ
て
も
十
住
と
は
限
ら
な
い
。
経
論
に

は
四
種
不
退
が
説
か
れ
る
。
念
不
退
は
八
地
以
上
、
行
不
退
は
初
地
以
上
、
位
不
退
は
十
解
以
上
、
そ
し
て
処
不
退
は
西
方
浄
土
を

指
す｣

（
要
約
）
と
。

（
758
）
観マ

マ
経
宗
要
元
暁
に
云
う
（『
無
量
寿
経
宗
要
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
二
九
頁
中
）、「『
観
無
量
寿
経
』

で
は
五
逆
を
除
か
ず
、
謗
法
だ
け
を
排
除
す
る
。
本
経
『
無
量
寿
経
』
で
は
、
五
逆
・
謗
法
を
除
く
と
言

う
。
こ
の
相
違
は
次
の
よ
う
に
会
通
で
き
る
。『
観
無
量
寿
経
』
は
、五
逆
を
作
っ
た
後
に
大
乗
教
に
よ
っ

て
懺
悔
し
た
者
に
つ
い
て
言
い
、『
無
量
寿
経
』
は
、
懺
悔
し
な
い
者
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。
よ
っ
て
矛

盾
は
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
759
）
観
経
記
興
下
に
云
ふ
、「
問
ふ
。
両
巻
経
の
中
に
は
五
逆
は
生
ぜ
ず
。
こ
の
経
、
何
の
ゆ
ゑ
に
五
逆

生
ず
る
や
。
遠
法
師
云
ふ
、〈
人
に
よ
っ
て
同
じ
か
ら
ず
。
も
し
宿
世
の
中
に
道
な
き
機
の
人
、
現
に
五

逆
を
造
ら
ば
、
つ
ひ
に
生
ず
る
理
な
し
。
も
し
こ
れ
ま
づ
菩
提
心
を
発
せ
る
人
な
ら
ば
、
ま
た
縁
に
遇
ひ

て
五
逆
四
重
等
の
罪
を
作
る
と
い
へ
ど
も
、
必
ず
重
悔
を
生
ず
る
こ
と
、
世
王
等
の
ご
と
き
な
れ
ば
、
ま

た
往
生
を
得
。
乃
至
大
乗
善
趣
の
人
も
、
五
逆
四
重
謗
法
等
を
造
作
す
る
こ
と
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
と
。
一

に
云
ふ
、
彼
の
両
巻
経
は
、
た
だ
一
念
仏
名
を
念
ず
る
人
を
明
か
す
が
ゆ
ゑ
に
、
逆
等
を
除
く
。
こ
の
経

は
十
念
念
仏
を
具
足
す
る
が
ゆ
ゑ
に
往
生
を
得
と
。
ゆ
ゑ
に
彼
の
経
に
云
ふ
、〈
諸
有
の
衆
生
、
そ
の
名

号
を
聞
き
て
信
心
歓
喜
し
、
乃
至
一
念
、
至
心
に
回
向
し
て
、
彼
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
は
ち

往
生
を
得
て
、
不
退
転
に
住
せ
ん
。
た
だ
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
〉
と
。
問
ふ
。
彼
の
経
に
は
、
一

念
と
言
ふ
と
い
へ
ど
も
、
下
に
、
至
心
に
回
向
し
て
彼
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
。
こ
の
経
に
は
、
友
に
随
っ

て
た
だ
仏
名
を
称
す
る
の
み
。
十
念
を
具
す
る
と
い
へ
ど
も
、彼
に
及
ば
ず
。
何
ぞ
違
は
ざ
ら
ん
。
答
ふ
。
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生
ぜ
ん
と
願
ふ
の
義
あ
ら
ん
。
正
法
を
誹
謗
す
る
と
は
、
そ
の
相
い
か
ん
。
も
し
仏
法
僧
な
し
と
言
ひ
、

菩
薩
お
よ
び
菩
薩
の
法
な
し
と
言
は
ば
、
か
く
の
ご
と
き
等
の
見
、
も
し
は
心
に
自
ら
解
し
、
も
し
は
他

よ
り
そ
の
心
を
受
く
る
も
、
決
定
し
て
み
な
謗
法
と
名
づ
く
。
も
し
三
宝
出
現
す
る
こ
と
な
く
ん
ば
、
な

ん
ぞ
仁
義
等
あ
ら
ん
や
。
世
間
の
善
法
み
な
断
じ
、
出
世
の
賢
聖
二
（
二
＝
亦
…
…
も
ま
た
？
）
滅
す
。
し
か

る
に
人
、た
だ
五
逆
罪
の
重
た
る
を
知
る
の
み
に
し
て
、五
逆
の
正
法
な
き
よ
り
生
ず
る
こ
と
を
知
ら
ず
。

ゆ
ゑ
に
謗
法
人
は
そ
の
罪
最
も
重
し
。
有
所
得
に
し
て
大
乗
を
学
ぶ
人
の
ご
と
き
、
深
密
等
に
明
か
す
有

相
の
権
教
を
も
っ
て
、
妄
に
諸
波
若
等
の
究
竟
の
実
教
を
通
ぜ
ん
と
す
る
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
そ
の
類
な

り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。
こ
こ
に
〈
共
諸
衆
生
〉
と
言

う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
衆
生
で
あ
る
か
。
答
え
。
本
経
に
、〈
仏
が
阿
難
に
告
げ
ら
れ
た
。《
十
方
世
界
の

あ
ら
ゆ
る
仏
が
み
な
共
に
無
量
寿
仏
の
不
可
思
議
の
威
神
功
徳
を
称
歎
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
そ
の

仏
の
名
号
を
聞
き
、
信
心
を
起
こ
し
歓
喜
し
、
わ
ず
か
一
念
で
も
、
誠
の
心
を
も
っ
て
回
向
し
、
彼
国
に

往
生
し
た
い
と
願
う
な
ら
ば
、
即
座
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
て
、
不
退
転
に
住
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

五
逆
罪
を
犯
し
た
者
、
仏
の
正
し
い
教
え
を
謗
る
者
は
除
く
》〉
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
教
説

に
よ
れ
ば
、
外
道
に
も
等
し
い
ほ
ど
の
凡
夫
が
、
み
な
往
生
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
『
観

無
量
寿
経
』
に
は
、
五
逆
・
十
悪
の
罪
人
も
、
命
終
の
時
に
善
知
識
に
遇
い
、
十
念
を
具
足
し
て
南
無
無

量
寿
仏
と
称
え
る
な
ら
ば
、
即
座
に
往
生
す
る
と
説
か
れ
る
。
こ
の
教
説
に
よ
れ
ば
、
下
品
の
凡
夫
で
も
、

正
法
を
謗
り
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
信
仏
の
因
縁
に
よ
っ
て
み
な
往
生
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
無

量
寿
経
』
の
趣
旨
は
、
五
逆
・
謗
生
法
の
二
種
の
重
罪
を
重
ね
て
犯
す
者
は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
の
下
下
品
人
は
、
十
悪
・
五
逆
等
を
作
る
者
で
あ
り
、
誹
謗
正
法
と
は
言
わ

れ
て
い
な
い
。
正
法
を
謗
ら
な
い
か
ら
、
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
五
逆
罪
の
す
べ
て
を
犯
し
て
も
、
正
法
を
誹
謗
し
な
け
れ
ば
、
往
生
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
わ

か
っ
た
。
で
は
正
法
を
謗
る
だ
け
で
、
五
逆
の
罪
の
な
い
者
は
、
往
生
で
き
る
の
か
。
答
え
。
正
法
を
誹

謗
す
る
者
は
、
ほ
か
に
罪
が
な
く
て
も
、
け
っ
し
て
往
生
で
き
な
い
。
経
に
よ
る
と
、
五
逆
の
罪
人
は
無

間
地
獄
に
堕
し
て
一
切
の
苦
を
受
け
る
と
言
い
、
ま
た
正
法
を
謗
る
者
は
無
間
地
獄
に
堕
し
、
さ
ら
に

百
千
地
獄
を
経
巡
っ
て
、
い
つ
逃
れ
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
誹
謗
正
法
の
罪
が
極

め
て
重
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
正
法
と
は
仏
経
の
こ
と
で
あ
る
。
正
法
を
誹
謗
す
る
愚
人
が
、
仏
土
に
生

ま
れ
た
い
な
ど
と
思
う
は
ず
が
な
か
ろ
う
。
正
法
を
誹
謗
す
る
と
は
、
仏
・
法
・
僧
な
ど
な
い
と
か
、
菩

薩
や
菩
薩
の
教
え
も
な
い
な
ど
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
自
分
の
見
解
で
あ
ろ
う
と
、
他
人
か
ら
の

受
け
売
り
で
あ
ろ
う
と
、
共
に
謗
法
と
呼
ば
れ
る
。
仏
法
の
存
在
が
な
け
れ
ば
、
世
間
の
仁
義
も
成
立
し

な
い
。
世
間
の
善
が
す
べ
て
途
絶
え
、
ま
た
出
世
間
の
賢
者
や
聖
者
も
消
滅
す
る
だ
ろ
う
。
五
逆
が
重
罪

で
あ
る
こ
と
は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
正
し
い
仏
法
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
五
逆
の

罪
が
生
ず
る
こ
と
は
、
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
謗
法
人
の
罪
が
最
も
重
い
の
で
あ
る
。

執
着
の
心
を
も
っ
て
大
乗
を
学
び
、『
解
深
密
経
』
等
に
説
か
れ
る
有
相
の
権
教
に
依
拠
し
て
、
般
若
の

実
教
を
会
通
し
よ
う
な
ど
と
す
る
者
こ
そ
が
、
謗
法
人
だ
と
言
え
よ
う
」
と
。

（
757
）
浄
土
論
上
加マ

マ

才
に
云
う
（
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
四
七
、八
六
頁
中
～
下
）、「
問
う
。

浄
土
が
報
・
化
に
通
じ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
行
位
の
人
が
往
生
す
る
の
か
が
わ

か
ら
な
い
。
答
え
。
経
論
に
よ
る
と
、
凡
聖
・
男
女
を
問
わ
ず
、
十
悪
五
逆
に
至
る
ま
で
、
臨
終
正
念
に

達
す
る
者
は
み
な
往
生
で
き
る
。
た
だ
大
乗
を
謗
る
者
は
除
か
れ
る
。
こ
れ
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
説
で

あ
る
。『
無
量
寿
経
』
で
は
五
逆
も
除
か
れ
る
。

　
問
う
。
両
経
の
相
違
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
ま
ず
制
止
し
、
後
に
開
放
す
る
と
い
う
の
は
仏
の
常
法
で
あ

る
。『
無
量
寿
経
』
が
先
に
説
か
れ
、『
観
無
量
寿
経
』
が
後
に
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
問
う
。『
無
量
寿
経
』
に
は
、
往
生
人
は
み
な
正
定
聚
に
住
す
と
言
い
、『
阿
弥
陀
経
』
に
も
、
み
な
阿

毘
跋
致
だ
と
言
う
。
よ
っ
て
十
解
（
十
住
）
以
上
で
は
じ
め
て
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
十
悪
・
五

逆
の
者
ま
で
往
生
で
き
る
と
言
う
の
か
。（
本
問
答
は
問
い
の
文
だ
け
で
、
答
え
が
欠
落
し
て
い
る
。
意
図
的
に
省
か
れ

た
と
は
思
え
な
い
の
で
、
以
下
に
小
字
で
補
っ
て
お
く
。
…
…
筆
者
註
）
答
え
。
不
退
と
言
っ
て
も
十
住
と
は
限
ら
な
い
。
経
論
に

は
四
種
不
退
が
説
か
れ
る
。
念
不
退
は
八
地
以
上
、
行
不
退
は
初
地
以
上
、
位
不
退
は
十
解
以
上
、
そ
し
て
処
不
退
は
西
方
浄
土
を

指
す｣

（
要
約
）
と
。

（
758
）
観マ

マ
経
宗
要
元
暁
に
云
う
（『
無
量
寿
経
宗
要
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
二
九
頁
中
）、「『
観
無
量
寿
経
』

で
は
五
逆
を
除
か
ず
、
謗
法
だ
け
を
排
除
す
る
。
本
経
『
無
量
寿
経
』
で
は
、
五
逆
・
謗
法
を
除
く
と
言

う
。
こ
の
相
違
は
次
の
よ
う
に
会
通
で
き
る
。『
観
無
量
寿
経
』
は
、五
逆
を
作
っ
た
後
に
大
乗
教
に
よ
っ

て
懺
悔
し
た
者
に
つ
い
て
言
い
、『
無
量
寿
経
』
は
、
懺
悔
し
な
い
者
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。
よ
っ
て
矛

盾
は
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
759
）
観
経
記
興
下
に
云
ふ
、「
問
ふ
。
両
巻
経
の
中
に
は
五
逆
は
生
ぜ
ず
。
こ
の
経
、
何
の
ゆ
ゑ
に
五
逆

生
ず
る
や
。
遠
法
師
云
ふ
、〈
人
に
よ
っ
て
同
じ
か
ら
ず
。
も
し
宿
世
の
中
に
道
な
き
機
の
人
、
現
に
五

逆
を
造
ら
ば
、
つ
ひ
に
生
ず
る
理
な
し
。
も
し
こ
れ
ま
づ
菩
提
心
を
発
せ
る
人
な
ら
ば
、
ま
た
縁
に
遇
ひ

て
五
逆
四
重
等
の
罪
を
作
る
と
い
へ
ど
も
、
必
ず
重
悔
を
生
ず
る
こ
と
、
世
王
等
の
ご
と
き
な
れ
ば
、
ま

た
往
生
を
得
。
乃
至
大
乗
善
趣
の
人
も
、
五
逆
四
重
謗
法
等
を
造
作
す
る
こ
と
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
と
。
一

に
云
ふ
、
彼
の
両
巻
経
は
、
た
だ
一
念
仏
名
を
念
ず
る
人
を
明
か
す
が
ゆ
ゑ
に
、
逆
等
を
除
く
。
こ
の
経

は
十
念
念
仏
を
具
足
す
る
が
ゆ
ゑ
に
往
生
を
得
と
。
ゆ
ゑ
に
彼
の
経
に
云
ふ
、〈
諸
有
の
衆
生
、
そ
の
名

号
を
聞
き
て
信
心
歓
喜
し
、
乃
至
一
念
、
至
心
に
回
向
し
て
、
彼
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
は
ち

往
生
を
得
て
、
不
退
転
に
住
せ
ん
。
た
だ
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
〉
と
。
問
ふ
。
彼
の
経
に
は
、
一

念
と
言
ふ
と
い
へ
ど
も
、
下
に
、
至
心
に
回
向
し
て
彼
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
。
こ
の
経
に
は
、
友
に
随
っ

て
た
だ
仏
名
を
称
す
る
の
み
。
十
念
を
具
す
る
と
い
へ
ど
も
、彼
に
及
ば
ず
。
何
ぞ
違
は
ざ
ら
ん
。
答
ふ
。
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理
と
し
て
実
に
斉
等
な
り
。
ゆ
ゑ
は
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
も
し
至
心
に
彼
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
こ
と
な

く
ん
ば
、
な
ん
ぞ
称
名
を
須
ひ
ん
。
願
求
す
る
こ
と
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
苦
に
逼
ら
る
る
が
ゆ
ゑ
に
、
所

説
の
妙
法
お
よ
び
仏
の
諸
徳
を
念
ず
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
た
だ
友
の
語
に
随
っ
て
、
至
心
に
称
名
し
て
彼

に
生
ぜ
ん
と
願
ず
。
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
下
に
云
ふ
、〈
か
く
の
ご
と
く
至
心
に
声
を
し
て
絶
え
ざ
ら
し
め
、

十
念
を
具
足
す
〉
と
。
一
に
云
ふ
、
彼
の
両
巻
の
意
は
、
上
品
等
の
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
明
か
す
が
ゆ

ゑ
に
五
逆
を
除
き
、
こ
の
経
に
は
た
だ
下
下
品
を
明
か
す
が
ゆ
ゑ
に
五
逆
も
生
ず
る
を
得
と
。
ゆ
ゑ
は
い

か
ん
と
な
れ
ば
、
九
品
の
因
に
随
っ
て
、
生
ず
る
と
こ
ろ
の
浄
土
も
ま
た
差
別
あ
れ
ば
な
り
。
ゆ
ゑ
に
二

経
の
意
、
同
じ
か
ら
ず
と
云
ふ
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
に
云
う
、「
問
う
。『
無
量
寿
経
』
で
は
、
五
逆
は
往
生
で
き
な
い

と
説
か
れ
る
の
に
、
本
経
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
な
ぜ
五
逆
も
往
生
で
き
る
と
言
う
の
か
。
浄
影
寺
慧

遠
は
、〈
人
の
機
根
に
応
じ
て
教
説
が
異
な
る
。
宿
世
に
仏
道
と
無
縁
で
あ
っ
た
者
が
、
今
世
で
五
逆
を

犯
す
な
ら
ば
、
道
理
と
し
て
往
生
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
も
し
す
で
に
菩
提
心
を
発
し
た
人
な
ら
ば
、
悪

縁
の
た
め
に
五
逆
・
四
重
等
の
罪
を
犯
し
て
も
、
阿
闍
世
王
の
よ
う
に
必
ず
深
く
懺
悔
す
る
の
で
、
往
生

で
き
る
。
た
と
え
大
乗
善
趣
の
人
で
あ
っ
て
も
、
五
逆
四
重
謗
法
等
の
罪
を
犯
す
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
〉
と
言
う
。
一
説
に
は
、『
無
量
寿
経
』
は
、
た
だ
一
念
仏
名
を
念
ず
る
の
み
の
人
を
明
か
す
の
で
、

五
逆
等
は
除
か
れ
る
が
、『
観
無
量
寿
経
』
で
は
、
十
念
念
仏
を
具
足
す
る
か
ら
往
生
で
き
る
と
説
か
れ

る
と
言
う
。
だ
か
ら
『
無
量
寿
経
』
に
は
、〈
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
そ
の
仏
の
名
号
を
聞
き
、
信
心
を
起
こ

し
歓
喜
し
、
わ
ず
か
一
念
で
も
、
誠
の
心
を
も
っ
て
回
向
し
、
彼
国
に
往
生
し
た
い
と
願
う
な
ら
ば
、
即

座
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
て
、
不
退
転
に
住
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
、
仏
の
正
し

い
教
え
を
謗
る
者
は
除
く
〉
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。『
無
量
寿
経
』
に
は
、〈
一
念
〉
と
説
か
れ
る
け
れ
ど
も
、
次
下
に
、
誠
の
心
を
も
っ
て
回
向
し
、

彼
国
に
往
生
し
た
い
と
願
う
と
言
う
。
本
経
『
観
無
量
寿
経
』
で
は
、
善
友
に
随
っ
て
た
だ
仏
名
を
称
す

る
だ
け
で
あ
る
。
十
念
を
具
足
す
る
と
い
っ
て
も
、『
無
量
寿
経
』
の
機
に
は
及
ば
な
い
。
違
い
は
明
白

で
あ
る
。
答
え
。
道
理
と
し
て
『
観
無
量
寿
経
』
の
機
も
等
し
い
。
誠
の
心
を
も
っ
て
彼
国
に
往
生
し
た

い
と
願
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
称
名
す
る
は
ず
が
な
い
。
願
求
し
な
が
ら
も
、
苦
に
迫
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

善
友
の
説
く
妙
法
や
仏
の
功
徳
を
念
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ
善
友
の
言
葉
に
従
い
、
誠
の
心
を
も
っ

て
称
名
し
て
、
往
生
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
経
の
次
下
に
、〈
こ
の
よ
う
に
誠
の
心
を
も
っ
て
、

声
を
途
絶
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、十
念
を
具
足
す
る
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。
一
説
に
よ
る
と
、『
無
量
寿
経
』

は
、
上
品
の
浄
土
へ
の
往
生
を
明
か
す
か
ら
五
逆
を
除
き
、『
観
無
量
寿
経
』
は
、
下
下
品
を
明
か
す
か

ら
五
逆
も
往
生
で
き
る
の
だ
と
言
う
。
九
品
の
因
に
応
じ
て
、
生
ま
れ
る
浄
土
に
差
別
が
あ
る
か
ら
、
両

経
の
説
が
異
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
」
と
。

（
760
）観
経
疏
闇マ
マ

に
云
ふ
、「
問
ふ
。
無
量
寿
経
に
云
ふ
、〈
た
だ
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
〉と
。
何
を
も
っ

て
こ
の
中
に
は
、五
逆
業
も
浄
土
に
生
ず
る
を
得
る
や
。
答
ふ
。
五
逆
を
造
る
者
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
、

こ
の
人
ま
づ
菩
提
心
を
発
し
、
中
間
に
必
ず
五
逆
を
造
る
も
、
彼
は
正
し
く
仏
名
を
念
ず
る
に
よ
る
が
ゆ

ゑ
に
、
業
障
を
伏
滅
し
て
、
浄
土
に
生
ず
る
を
得
。
こ
の
経
は
こ
れ
に
よ
っ
て
論
ず
。
二
に
は
、
こ
の
人

ま
づ
菩
提
の
心
な
く
、
し
か
る
後
に
逆
罪
を
造
り
、
ま
た
念
仏
の
功
徳
な
し
。
こ
の
人
は
生
ぜ
ず
。
無
量

寿
経
は
こ
れ
に
よ
っ
て
説
く
。
ま
た
解
す
、
こ
れ
は
こ
れ
聖
教
の
同
じ
か
ざ
る
ゆ
ゑ
ん
は
、
彼
は
未
だ
五

逆
を
造
ら
ざ
る
者
の
た
め
に
説
く
。
す
で
に
逆
罪
も
ま
た
往
生
を
得
と
聞
か
ば
、心
に
作
ら
ざ
る
を
息
む
。

こ
の
経
は
す
で
に
造
る
者
の
た
め
に
説
く
。
罪
に
定
性
な
く
、
懺
悔
す
れ
ば
す
な
は
ち
滅
す
る
が
ゆ
ゑ
に

往
生
を
得
る
こ
と
を
明
か
す
。
こ
れ
は
す
で
に
造
る
者
の
た
め
な
る
を
知
る
ゆ
ゑ
ん
は
、
こ
の
経
に
は
、

父
王
な
ほ
存
す
れ
ば
な
り
。
闍
王
そ
の
時
、
未
だ
父
を
断
ぜ
ず
と
い
へ
ど
も
、
今
、
禁
じ
て
多
日
を
経
、

父
な
ほ
存
す
る
を
聞
き
て
そ
の
瞋
心
を
増
す
。
ゆ
ゑ
に
す
で
に
逆
を
造
る
と
名
づ
く
。
闍
王
を
接
せ
ん
が

た
め
に
、
ま
た
逆
を
造
る
と
い
へ
ど
も
、
懺
悔
念
仏
す
れ
ば
ま
た
往
生
を
得
と
。
謗
法
の
人
は
、
因
果
を

信
ぜ
ず
。
執
見
を
捨
つ
と
い
へ
ど
も
、
臨
終
の
時
、
心
に
悔
懼
な
け
れ
ば
、
念
仏
滅
罪
せ
し
む
る
べ
か
ら

ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
往
生
を
得
ず
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。『
無
量
寿
経
』
に
、〈
た
だ
五
逆
と
誹

謗
正
法
と
を
除
外
す
る
〉
と
言
う
。
な
ぜ
本
経
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
五
逆
業
も
浄
土
に
往
生
で
き
る

と
説
か
れ
る
の
か
。
答
え
。
五
逆
罪
を
造
る
者
に
二
種
あ
る
。
第
一
に
、過
去
に
菩
提
心
を
発
し
た
者
は
、

そ
の
後
五
逆
を
造
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
正
し
く
仏
名
を
念
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
業
障
を
伏
滅
し
て
浄

土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
経
は
こ
の
立
場
で
説
か
れ
て
い
る
。
第
二
に
、過
去
に
菩
提
心
な
く
、

後
に
五
逆
罪
を
造
り
、
ま
た
念
仏
の
功
徳
も
な
い
者
は
、
往
生
で
き
な
い
。『
無
量
寿
経
』
は
こ
の
立
場

で
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
聖
教
の
説
相
が
異
な
る
理
由
を
、
次
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。『
無

量
寿
経
』
は
、
未
だ
五
逆
を
造
ら
な
い
者
の
た
め
に
説
か
れ
て
い
る
。
五
逆
罪
を
犯
し
て
も
往
生
で
き
る

と
聞
く
と
、
決
し
て
犯
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
心
を
途
絶
え
さ
せ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
本
経

『
観
無
量
寿
経
』
は
、
す
で
に
逆
罪
を
犯
し
た
者
の
た
め
に
説
か
れ
て
い
る
。
罪
に
は
定
性
な
く
、
懺
悔

す
れ
ば
即
座
に
滅
す
る
か
ら
往
生
で
き
る
と
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
逆
罪
を
犯
し
た
者
の
た

め
に
説
か
れ
た
経
で
あ
る
こ
と
は
、
本
経
が
説
か
れ
た
時
、
父
王
が
未
だ
存
命
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
。
阿
闍
世
王
は
こ
の
時
、
ま
だ
父
を
殺
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
す
で
に
監
禁
し
て
多
日
を

経
過
し
て
お
り
、
父
が
存
命
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
怒
り
を
増
し
て
い
る
。
よ
っ
て
す
で
に
逆
罪
を
犯
し

た
と
言
っ
て
良
い
。
阿
闍
世
王
を
救
う
た
め
に
、
逆
罪
を
犯
し
て
も
、
懺
悔
念
仏
す
れ
ば
往
生
で
き
る
と

説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
謗
法
の
人
は
、
因
果
を
信
じ
な
い
。
執
着
の
心
を
捨
て
て
も
、
臨
終
の
時
、

心
に
後
悔
を
生
ず
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
念
仏
し
て
罪
を
滅
ぼ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
往
生
で
き

な
い
の
で
あ
る
」
と
。

（
761
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
六
八
頁
上
）、「
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る
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こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆
生
の
中
に
、
誠
心
誠
意
、
私
の
教
え
を
信
じ
、

私
の
世
界
に
生
ま
れ
た
い
と
願
い
、
わ
ず
か
十
念
で
も
し
て
く
れ
る
者
が
い
て
、
そ
の
者
を
生
ま
れ
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
私
は
決
し
て
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
。
た
だ
し
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
、
仏

の
正
し
い
教
え
を
謗
る
者
は
除
く
」
と
。

（
762
）
同
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
二
頁
中
）、「
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
そ
の
仏
の
名
号
を
聞
き
、

信
心
を
起
こ
し
歓
喜
し
、
わ
ず
か
一
念
で
も
、
誠
の
心
を
も
っ
て
回
向
し
、
彼
国
に
往
生
し
た
い
と
願
う

な
ら
ば
、
即
座
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
て
、
不
退
転
に
住
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
、

仏
の
正
し
い
教
え
を
謗
る
者
は
除
く
」
と
。

（
763
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
、「
問
ふ
。
観
経
は
逆
を
除
か
ず
。
何
の
ゆ
ゑ
に
こ
の
経
に
は
逆
を
除
く
か
。

答
ふ
。
五
逆
を
造
る
者
に
そ
れ
二
種
あ
り
。
一
に
逆
事
を
造
る
も
信
を
壊
せ
ず
、
正
法
を
誹
謗
せ
ず
。
二

に
は
逆
事
を
造
り
ま
た
信
を
壊
し
て
正
法
を
誹
謗
す
。
後
者
は
、
加
行
・
意
楽
と
も
に
壊
し
、
前
者
は
行

は
壊
す
る
も
意
楽
は
壊
せ
ず
。
二
と
も
に
壊
す
れ
ば
業
は
転
ず
べ
か
ら
ず
。
意
の
壊
せ
ざ
れ
ば
、
業
は
な

ほ
転
ず
べ
し
。
観
経
は
、信
不
壊
の
者
に
就
て
説
く
が
ゆ
ゑ
に
、彼
に
は
謗
法
を
言
は
ず
。
こ
の
経
に
は
、

二
と
も
に
壊
す
る
者
に
つ
い
て
説
く
が
ゆ
ゑ
に
、
誹
謗
正
法
と
云
ふ
。
ま
た
造
業
の
中
に
、
も
し
は
分
位

定
に
し
て
異
熟
不
定
な
る
と
、
お
よ
び
と
も
に
不
定
な
る
と
は
、
こ
れ
す
な
は
ち
転
ず
べ
し
。
も
し
異
熟

定
に
し
て
分
位
不
定
な
ら
ば
、
転
ず
る
こ
と
を
得
ず
と
い
へ
ど
も
、
重
を
転
じ
て
軽
く
受
く
。
も
し
二
と

も
に
定
な
ら
ば
、
こ
れ
は
転
ず
べ
か
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
前
の
三
業
は
、
悔
す
れ
ば
す
な
は
ち
転
ず
べ
し
。
第

四
業
は
、
諸
仏
拱
手
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
こ
れ
を
除
く
な
り
。
五
種
の
故
思
業
の
中
、
二
は
転
ず
べ
か
ら
ず
、

三
は
す
な
は
ち
転
ず
べ
し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
二
経
、
除
と
不
除
と
別
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。『
観
無
量
寿
経
』
で
は
逆

罪
人
は
除
か
れ
な
い
。
な
ぜ
本
経
『
無
量
寿
経
』
で
は
逆
罪
人
を
除
く
の
か
。
答
え
。
五
逆
を
造
る
者
に

二
種
あ
る
。
第
一
に
、
逆
罪
を
造
っ
て
も
信
が
壊
れ
て
い
な
い
の
で
正
法
を
誹
謗
し
な
い
者
。
第
二
に
、

逆
罪
を
造
り
か
つ
信
が
壊
れ
て
い
て
正
法
を
誹
謗
す
る
者
で
あ
る
。
後
者
は
行
為
も
意
思
も
共
に
壊
れ
、

前
者
は
行
為
は
壊
れ
て
い
る
が
意
思
は
壊
れ
て
い
な
い
。
両
方
が
壊
れ
て
し
ま
う
と
、
業
は
転
ず
る
こ
と

が
で
き
な
い
が
、意
思
が
壊
れ
て
い
な
け
れ
ば
、業
を
転
ず
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
は
、

信
が
壊
れ
て
い
な
い
者
を
対
象
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
謗
法
に
は
言
及
さ
れ
な
い
。
本
経
『
無
量

寿
経
』
は
、
両
方
と
も
壊
れ
て
い
る
者
を
対
象
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
誹
謗
正
法
と
言
う
の
で
あ

る
。
ま
た
業
を
造
る
時
に
も
、
分
位
定
（
状
態
は
定
ま
っ
て
い
る
）
で
あ
る
け
れ
ど
も
異
熟
不
定
（
善
悪

の
結
果
は
定
ま
っ
て
い
な
い
）
で
あ
る
場
合
と
、
両
方
と
も
定
ま
っ
て
い
な
い
場
合
と
は
、
転
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。
異
熟
定
で
あ
り
か
つ
分
位
不
定
な
ら
ば
、
転
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
重
を
転
じ

て
軽
く
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
も
し
両
方
と
も
定
ま
っ
て
い
た
ら
、
転
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
よ
っ
て
前
の
三
つ
の
業
は
、
懺
悔
す
れ
ば
転
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
四
業
は
、
諸
仏
も
手
を
差

し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、こ
れ
を
除
く
と
説
か
れ
る
。
五
種
の
故
思
業
（
故
意
の
行
為
）
の
中
、

二
は
転
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
三
は
転
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
二
経
の
所
説
に
、
除
・
不
除
の

相
違
を
生
ず
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
764
）
同
経
連
義
述
文
賛
中
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、一
五
一
頁
中
～
一
五
二
頁
上
）、「
第
五
摂
衆
生

の
願
を
釈
す
る
。
二
節
よ
り
な
る
。
初
め
の
四
願
は
摂
人
天
の
願
、
後
の
九
願
は
摂
菩
薩
の
願
で
あ
る
。

初
め
の
四
願
の
中
、
初
の
三
願
は
往
生
者
に
つ
い
て
誓
い
、
後
の
一
願
は
摂
所
生
の
果
報
を
誓
う
。
初
め

の
三
願
の
中
、
第
一
（
第
十
八
願
）
が
摂
上
品
の
願
で
あ
る
。
一
説
に
は
初
が
下
品
、
次
が
上
品
、
後
が

中
品
と
言
う
が
間
違
い
で
あ
る
。
次
第
を
乱
す
の
み
な
ら
ず
、『
観
無
量
寿
経
』
下
下
品
の
五
逆
往
生
の

教
説
と
食
い
違
う
か
ら
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
で
は
五
逆
の
罪
人
も
往
生
で
き
る
が
、
本
経
『
無
量

寿
経
』
で
は
五
逆
・
謗
法
は
除
か
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
古
来
百
家
の
会
通
が
あ
る
。

　
一
説
に
は
、
謗
法
は
除
か
れ
、
五
逆
を
造
る
だ
け
な
ら
ば
往
生
で
き
る
と
言
う
。
こ
の
説
を
非
難
し
て
、

『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、〈
具
諸
不
善
〉
と
説
か
れ
る
の
で
、
五
逆
の
み
で
は
な
く
謗
法
も
含
む
と
言
う
者

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
経
説
の
通
り
、
罪
は
各
別
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
一
説
に
、『
無
量
寿
経
』
で
は
懺
悔
し
な
い
の
で
除
き
、『
観
無
量
寿
経
』
は
懺
悔
を
説
く
の
で
往

生
で
き
る
と
言
う
。
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
下
下
品
に
は
、
念
々
に
八
十
億
劫
の
生

死
の
罪
を
除
く
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
懺
悔
法
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
一
説
に
、
未
だ
逆
罪
を
造
ら
な
い
者
に
は
除
く
と
説
き
、
す
で
に
造
っ
た
者
に
は
往
生
で
き
る
と

説
く
と
言
う
。
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
未
造
を
除
く
な
ら
ば
已
造
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
一
説
に
、
五
逆
そ
の
も
の
は
除
き
、
五
逆
の
類
は
往
生
で
き
る
と
言
う
が
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
は

聖
教
に
は
な
い
。

　
ま
た
一
説
に
、
重
心
造
罪
は
除
き
、
軽
心
造
罪
は
往
生
で
き
る
と
い
う
が
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。

そ
う
な
ら
ば
謗
法
に
も
軽
重
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
一
説
に
、
第
三
階
の
逆
罪
人
は
除
き
、
第
二
階
の
逆
罪
人
は
往
生
で
き
る
と
言
う
が
、
こ
れ
も
間

違
い
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
三
階
教
は
聖
教
の
説
で
は
な
い
。

　
ま
た
一
説
に
、
除
は
先
遮
、
生
は
後
開
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
先
遮
が
も
し
実

の
往
生
な
ら
ば
、
後
開
は
実
に
は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
ま
た
一
説
に
、
菩
提
心
を
発
さ
ず
に
逆
罪
を
造
っ
た
も
の
は
除
か
れ
、
す
で
に
菩
提
心
を
発
し
た
者
は

逆
罪
を
造
っ
て
も
往
生
で
き
る
と
言
う
が
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
菩
提
心
が
退
失
す
る
な
ら
ば
未
発

心
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
菩
提
心
が
不
退
な
ら
ば
逆
罪
を
作
る
は
ず
が
な
か
ろ
う
。

　
ま
た
一
説
に
、
除
く
と
説
く
の
は
五
逆
罪
が
決
定
業
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
往
生
で
き
る
と
説

く
の
は
五
逆
罪
が
不
定
業
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
と
言
う
が
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
不
善
の
果

報
を
す
べ
て
五
逆
罪
と
同
列
に
論
ず
る
こ
と
は
大
間
違
い
で
あ
る
。
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こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆
生
の
中
に
、
誠
心
誠
意
、
私
の
教
え
を
信
じ
、

私
の
世
界
に
生
ま
れ
た
い
と
願
い
、
わ
ず
か
十
念
で
も
し
て
く
れ
る
者
が
い
て
、
そ
の
者
を
生
ま
れ
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
私
は
決
し
て
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
。
た
だ
し
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
、
仏

の
正
し
い
教
え
を
謗
る
者
は
除
く
」
と
。

（
762
）
同
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
二
頁
中
）、「
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
そ
の
仏
の
名
号
を
聞
き
、

信
心
を
起
こ
し
歓
喜
し
、
わ
ず
か
一
念
で
も
、
誠
の
心
を
も
っ
て
回
向
し
、
彼
国
に
往
生
し
た
い
と
願
う

な
ら
ば
、
即
座
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
て
、
不
退
転
に
住
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
、

仏
の
正
し
い
教
え
を
謗
る
者
は
除
く
」
と
。

（
763
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
、「
問
ふ
。
観
経
は
逆
を
除
か
ず
。
何
の
ゆ
ゑ
に
こ
の
経
に
は
逆
を
除
く
か
。

答
ふ
。
五
逆
を
造
る
者
に
そ
れ
二
種
あ
り
。
一
に
逆
事
を
造
る
も
信
を
壊
せ
ず
、
正
法
を
誹
謗
せ
ず
。
二

に
は
逆
事
を
造
り
ま
た
信
を
壊
し
て
正
法
を
誹
謗
す
。
後
者
は
、
加
行
・
意
楽
と
も
に
壊
し
、
前
者
は
行

は
壊
す
る
も
意
楽
は
壊
せ
ず
。
二
と
も
に
壊
す
れ
ば
業
は
転
ず
べ
か
ら
ず
。
意
の
壊
せ
ざ
れ
ば
、
業
は
な

ほ
転
ず
べ
し
。
観
経
は
、信
不
壊
の
者
に
就
て
説
く
が
ゆ
ゑ
に
、彼
に
は
謗
法
を
言
は
ず
。
こ
の
経
に
は
、

二
と
も
に
壊
す
る
者
に
つ
い
て
説
く
が
ゆ
ゑ
に
、
誹
謗
正
法
と
云
ふ
。
ま
た
造
業
の
中
に
、
も
し
は
分
位

定
に
し
て
異
熟
不
定
な
る
と
、
お
よ
び
と
も
に
不
定
な
る
と
は
、
こ
れ
す
な
は
ち
転
ず
べ
し
。
も
し
異
熟

定
に
し
て
分
位
不
定
な
ら
ば
、
転
ず
る
こ
と
を
得
ず
と
い
へ
ど
も
、
重
を
転
じ
て
軽
く
受
く
。
も
し
二
と

も
に
定
な
ら
ば
、
こ
れ
は
転
ず
べ
か
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
前
の
三
業
は
、
悔
す
れ
ば
す
な
は
ち
転
ず
べ
し
。
第

四
業
は
、
諸
仏
拱
手
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
こ
れ
を
除
く
な
り
。
五
種
の
故
思
業
の
中
、
二
は
転
ず
べ
か
ら
ず
、

三
は
す
な
は
ち
転
ず
べ
し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
二
経
、
除
と
不
除
と
別
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
（
古
逸
）
に
云
う
、「
問
う
。『
観
無
量
寿
経
』
で
は
逆

罪
人
は
除
か
れ
な
い
。
な
ぜ
本
経
『
無
量
寿
経
』
で
は
逆
罪
人
を
除
く
の
か
。
答
え
。
五
逆
を
造
る
者
に

二
種
あ
る
。
第
一
に
、
逆
罪
を
造
っ
て
も
信
が
壊
れ
て
い
な
い
の
で
正
法
を
誹
謗
し
な
い
者
。
第
二
に
、

逆
罪
を
造
り
か
つ
信
が
壊
れ
て
い
て
正
法
を
誹
謗
す
る
者
で
あ
る
。
後
者
は
行
為
も
意
思
も
共
に
壊
れ
、

前
者
は
行
為
は
壊
れ
て
い
る
が
意
思
は
壊
れ
て
い
な
い
。
両
方
が
壊
れ
て
し
ま
う
と
、
業
は
転
ず
る
こ
と

が
で
き
な
い
が
、意
思
が
壊
れ
て
い
な
け
れ
ば
、業
を
転
ず
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
は
、

信
が
壊
れ
て
い
な
い
者
を
対
象
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
謗
法
に
は
言
及
さ
れ
な
い
。
本
経
『
無
量

寿
経
』
は
、
両
方
と
も
壊
れ
て
い
る
者
を
対
象
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
誹
謗
正
法
と
言
う
の
で
あ

る
。
ま
た
業
を
造
る
時
に
も
、
分
位
定
（
状
態
は
定
ま
っ
て
い
る
）
で
あ
る
け
れ
ど
も
異
熟
不
定
（
善
悪

の
結
果
は
定
ま
っ
て
い
な
い
）
で
あ
る
場
合
と
、
両
方
と
も
定
ま
っ
て
い
な
い
場
合
と
は
、
転
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。
異
熟
定
で
あ
り
か
つ
分
位
不
定
な
ら
ば
、
転
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
重
を
転
じ

て
軽
く
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
も
し
両
方
と
も
定
ま
っ
て
い
た
ら
、
転
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
よ
っ
て
前
の
三
つ
の
業
は
、
懺
悔
す
れ
ば
転
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
四
業
は
、
諸
仏
も
手
を
差

し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、こ
れ
を
除
く
と
説
か
れ
る
。
五
種
の
故
思
業
（
故
意
の
行
為
）
の
中
、

二
は
転
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
三
は
転
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
二
経
の
所
説
に
、
除
・
不
除
の

相
違
を
生
ず
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
764
）
同
経
連
義
述
文
賛
中
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、一
五
一
頁
中
～
一
五
二
頁
上
）、「
第
五
摂
衆
生

の
願
を
釈
す
る
。
二
節
よ
り
な
る
。
初
め
の
四
願
は
摂
人
天
の
願
、
後
の
九
願
は
摂
菩
薩
の
願
で
あ
る
。

初
め
の
四
願
の
中
、
初
の
三
願
は
往
生
者
に
つ
い
て
誓
い
、
後
の
一
願
は
摂
所
生
の
果
報
を
誓
う
。
初
め

の
三
願
の
中
、
第
一
（
第
十
八
願
）
が
摂
上
品
の
願
で
あ
る
。
一
説
に
は
初
が
下
品
、
次
が
上
品
、
後
が

中
品
と
言
う
が
間
違
い
で
あ
る
。
次
第
を
乱
す
の
み
な
ら
ず
、『
観
無
量
寿
経
』
下
下
品
の
五
逆
往
生
の

教
説
と
食
い
違
う
か
ら
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
で
は
五
逆
の
罪
人
も
往
生
で
き
る
が
、
本
経
『
無
量

寿
経
』
で
は
五
逆
・
謗
法
は
除
か
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
古
来
百
家
の
会
通
が
あ
る
。

　
一
説
に
は
、
謗
法
は
除
か
れ
、
五
逆
を
造
る
だ
け
な
ら
ば
往
生
で
き
る
と
言
う
。
こ
の
説
を
非
難
し
て
、

『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、〈
具
諸
不
善
〉
と
説
か
れ
る
の
で
、
五
逆
の
み
で
は
な
く
謗
法
も
含
む
と
言
う
者

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
経
説
の
通
り
、
罪
は
各
別
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
一
説
に
、『
無
量
寿
経
』
で
は
懺
悔
し
な
い
の
で
除
き
、『
観
無
量
寿
経
』
は
懺
悔
を
説
く
の
で
往

生
で
き
る
と
言
う
。
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
下
下
品
に
は
、
念
々
に
八
十
億
劫
の
生

死
の
罪
を
除
く
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
懺
悔
法
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
一
説
に
、
未
だ
逆
罪
を
造
ら
な
い
者
に
は
除
く
と
説
き
、
す
で
に
造
っ
た
者
に
は
往
生
で
き
る
と

説
く
と
言
う
。
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
未
造
を
除
く
な
ら
ば
已
造
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
一
説
に
、
五
逆
そ
の
も
の
は
除
き
、
五
逆
の
類
は
往
生
で
き
る
と
言
う
が
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
は

聖
教
に
は
な
い
。

　
ま
た
一
説
に
、
重
心
造
罪
は
除
き
、
軽
心
造
罪
は
往
生
で
き
る
と
い
う
が
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。

そ
う
な
ら
ば
謗
法
に
も
軽
重
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
一
説
に
、
第
三
階
の
逆
罪
人
は
除
き
、
第
二
階
の
逆
罪
人
は
往
生
で
き
る
と
言
う
が
、
こ
れ
も
間

違
い
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
三
階
教
は
聖
教
の
説
で
は
な
い
。

　
ま
た
一
説
に
、
除
は
先
遮
、
生
は
後
開
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
先
遮
が
も
し
実

の
往
生
な
ら
ば
、
後
開
は
実
に
は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
ま
た
一
説
に
、
菩
提
心
を
発
さ
ず
に
逆
罪
を
造
っ
た
も
の
は
除
か
れ
、
す
で
に
菩
提
心
を
発
し
た
者
は

逆
罪
を
造
っ
て
も
往
生
で
き
る
と
言
う
が
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
菩
提
心
が
退
失
す
る
な
ら
ば
未
発

心
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
菩
提
心
が
不
退
な
ら
ば
逆
罪
を
作
る
は
ず
が
な
か
ろ
う
。

　
ま
た
一
説
に
、
除
く
と
説
く
の
は
五
逆
罪
が
決
定
業
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
往
生
で
き
る
と
説

く
の
は
五
逆
罪
が
不
定
業
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
と
言
う
が
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
不
善
の
果

報
を
す
べ
て
五
逆
罪
と
同
列
に
論
ず
る
こ
と
は
大
間
違
い
で
あ
る
。
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ま
た
一
説
に
、
宿
世
に
道
心
の
な
い
者
が
五
逆
を
作
る
な
ら
ば
往
生
で
き
る
は
ず
が
な
い
が
、
す
で
に

菩
提
心
を
発
し
た
者
が
悪
縁
に
よ
っ
て
五
逆
を
造
っ
て
も
必
ず
懺
悔
す
る
か
ら
往
生
で
き
る
と
言
い
、
ま

た
善
趣
の
人
で
も
五
逆
謗
法
を
作
る
こ
と
も
あ
る
と
言
う
が
、
ど
ち
ら
に
も
間
違
い
が
あ
る
。
宿
世
の
こ

と
は
言
う
べ
き
で
は
な
い
。
現
世
で
菩
提
心
を
発
し
た
者
が
悪
縁
に
よ
っ
て
逆
罪
を
作
る
と
い
う
の
な
ら

ば
往
生
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
善
趣
す
な
わ
ち
十
信
の
者
が
逆
謗
を
作
る
は
ず
が
な
い
。

　
ま
た
一
説
に
、
一
念
念
仏
の
者
は
除
き
、
十
念
念
仏
の
者
は
往
生
で
き
る
と
い
う
が
、
こ
れ
も
間
違
い

で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
の
、〈
乃
至
十
念
〉
と
い
う
教
説
に
違
う
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
一
説
に
、『
無
量
寿
経
』
の
〈
乃
至
十
念
〉
に
は
、
十
念
を
具
足
す
る
者
と
具
足
し
な
い
者
と
が

混
在
し
て
い
る
か
ら
、
逆
謗
人
は
け
っ
し
て
往
生
で
き
な
い
と
説
き
、『
観
無
量
寿
経
』
の
〈
具
足
十
念
〉

は
、
た
だ
十
声
を
具
足
す
る
者
だ
け
を
想
定
し
て
、
五
逆
人
も
往
生
で
き
る
と
説
く
と
言
う
が
、
こ
れ
も

間
違
い
で
あ
る
。
具
足
十
念
の
中
に
は
、
十
声
に
達
し
な
い
者
も
含
ま
れ
る
が
、『
観
無
量
寿
経
』
で
は
、

そ
の
よ
う
な
者
も
排
除
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
私
見
を
述
べ
よ
う
。『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
人
に
は
逆
罪
を
作
る
者
は
い
な
い
。
だ
か
ら
必
ず
逆
罪
人

は
除
く
と
説
か
れ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
の
下
輩
人
は
、
五
逆
を
作
っ
て
も
十
念
を
備
え
る
の
で
往
生
で

き
る
。
よ
っ
て
矛
盾
は
な
い
。
た
だ
誹
謗
正
法
は
罪
が
重
い
の
で
、
た
と
え
十
声
を
具
足
し
て
も
往
生
で

き
な
い
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
765
）
同
経
義
疏
法
位
上
に
云
ふ
、「
第
九
に
三
願
あ
っ
て
、（
＋
願
？
）
往
生
者
皆
得
を
願
ふ
と
は
、
中
に

お
い
て
初
願
に
十
念
を
成
ず
る
者
は
み
な
往
生
を
得
る
こ
と
を
願
ふ
。
こ
れ
は
こ
れ
上
三
品
な
り
。
こ
の

中
の
十
念
は
、
こ
れ
十
法
に
依
っ
て
十
念
を
起
こ
す
。
こ
れ
称
名
の
十
念
に
あ
ら
ず
。
五
逆
等
を
除
く
と

言
ふ
は
、
上
三
品
の
中
に
は
逆
罪
を
造
る
者
な
け
れ
ば
な
り
。
も
し
観
経
下
品
下
生
に
准
ぜ
ば
、
五
逆
・

十
悪
の
人
も
、
臨
終
に
十
念
を
具
足
し
て
仏
名
を
称
せ
ば
、
ま
た
往
生
を
得
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
（
古
逸
）
に
云
う
、「
第
九
の
三
願
に
、
往
生
を
願
う
者
は

み
な
得
る
こ
と
を
願
う
。
そ
の
第
一
（
第
十
八
願
）
に
、
十
念
を
成
就
す
る
者
が
み
な
往
生
を
得
る
こ
と

を
願
う
。
こ
れ
は
上
三
品
人
の
往
生
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
云
う
十
念
と
は
、『
弥
勒
問
経
』
に

説
か
れ
る
慈
等
の
十
法
に
依
っ
て
起
こ
す
十
念
で
あ
り
、
称
名
の
十
念
で
は
な
い
。
五
逆
等
を
除
く
と
説

か
れ
る
の
は
、
上
三
品
人
に
は
逆
罪
を
造
る
者
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
の

文
に
依
れ
ば
、
五
逆
・
十
悪
の
人
も
、
臨
終
に
十
念
を
具
足
し
て
仏
名
を
称
す
れ
ば
、
往
生
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
。

（
766
）
同
経
連
義
述
文
賛
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、一
五
八
頁
中
）、「
一
説
に
、『
無
量
寿
経
』
は
正

定
聚
の
往
生
を
説
く
の
で
逆
謗
は
除
く
と
説
き
、『
観
無
量
寿
経
』
は
邪
定
聚
も
往
生
で
き
る
と
い
う
立

場
か
ら
五
逆
も
往
生
で
き
る
と
説
く
と
言
う
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
下
下
品
人
は
、
往

生
し
て
も
正
定
聚
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
ま
た
一
説
に
、
五
逆
を
作
っ
て
も
十
六
観
を
修
せ
ば
往
生
で
き
る
と
い
う
の
が
『
観
無
量
寿
経
』
の
立

場
で
あ
り
、
十
六
観
を
修
さ
な
け
れ
ば
、
余
善
を
修
し
て
も
往
生
で
き
な
い
と
い
う
の
が
『
無
量
寿
経
』

の
立
場
で
あ
る
と
言
う
が
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
は
下
下
品
人
が
十
六
観
を
修

す
る
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
釈
し
た
の
で
、
こ
れ
以
上
は
論
じ
な
い
。

　
本
願
文
に
〈
十
念
〉
と
言
い
、
こ
こ
（
成
就
文
）
に
は
〈
一
念
〉
と
言
う
の
は
、
最
少
と
極
多
を
挙
げ

て
い
る
だ
け
で
、
矛
盾
は
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
767
）
宝
積
経
第
十
七
に
云
う
（
無
量
寿
如
来
会
、『
大
正
蔵
』
一
一
、九
三
頁
下
）、「
も
し
も
私
が
無
上

の
悟
り
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
際
、
他
の
仏
刹
に
、
我
が
名
を
聞
い
て
、
善
根
を
回

向
し
て
往
生
を
願
い
、
わ
ず
か
十
念
で
も
し
て
く
れ
る
者
が
い
て
、
そ
の
者
を
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
な
ら
ば
、
私
は
決
し
て
仏
の
位
に
は
就
か
な
い
。
た
だ
し
無
間
業
を
造
り
、
仏
の
正
し
い
教
え
や

聖
者
を
謗
る
者
は
除
く
」（
要
約
）
と
。

（
768
）
同
経
第
十
八
に
云
う
（
無
量
寿
如
来
会
、『
大
正
蔵
』
一
一
、九
七
頁
下
）、「
他
方
仏
国
の
あ
ら
ゆ

る
衆
生
が
、
無
量
寿
如
来
の
名
号
を
聞
い
て
、
わ
ず
か
一
念
で
も
浄
信
を
発
し
て
歓
喜
し
、
善
根
を
回
向

し
て
無
量
寿
国
に
往
生
を
願
う
な
ら
ば
、
願
い
の
通
り
に
不
退
転
を
得
、
無
上
の
悟
り
を
得
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
五
無
間
業
を
造
り
、
仏
の
正
し
い
教
え
や
聖
者
を
謗
る
者
は
除
く
」（
要
約
）
と
。

（
769
）群
疑
論
三
に
云
う（『
大
正
蔵
』四
七
、四
三
頁
下
～
四
六
頁
下
）、「
問
う
。『
無
量
寿
経
』第
十
八
願
と
、

『
観
無
量
寿
経
』
下
下
品
と
は
、共
に
五
逆
を
造
り
十
念
す
る
者
を
扱
い
な
が
ら
、前
者
は
往
生
を
許
さ
ず
、

後
者
は
往
生
で
き
る
と
説
く
。
除
・
取
の
理
由
を
示
し
て
ほ
し
い
。
答
え
。
古
今
の
大
徳
十
五
家
の
釈
が

あ
る
。
一
に
、『
観
無
量
寿
経
』
に
取
と
説
く
の
は
懺
悔
す
る
か
ら
で
あ
り
、『
無
量
寿
経
』
に
除
と
説
く

の
は
懺
悔
し
な
い
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。二
に
、取
は
軽
心
造
逆
、除
は
重
心
造
逆
の
た
め
で
あ
る
と
言
う
。

三
に
、
取
は
五
逆
の
み
、
除
は
五
逆
・
謗
法
の
た
め
で
あ
る
と
言
う
。
四
に
、
取
は
逆
類
の
罪
を
犯
し
た

人
、
除
は
正
し
き
五
逆
を
犯
し
た
人
だ
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
五
に
、
取
は
発
菩
提
心
の
人
、
除
は
菩
提

心
を
発
さ
な
い
人
だ
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
六
に
、
取
は
至
誠
に
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
人
、
除
は
不
至
誠

に
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
人
だ
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
七
に
、
取
は
十
信
菩
薩
の
た
め
、
除
は
十
信
菩
薩
で

は
な
い
た
め
で
あ
る
と
言
う
。
八
に
、
取
は
闡
提
で
は
な
い
た
め
、
除
は
闡
提
で
あ
る
た
め
で
あ
る
と
言

う
。
九
に
、
取
は
す
で
に
逆
罪
を
造
っ
た
人
、
除
は
未
だ
逆
罪
を
造
ら
な
い
人
に
対
す
る
教
説
だ
か
ら
で

あ
る
と
言
う
。
十
に
、
取
は
開
門
、
除
は
遮
門
で
あ
る
と
言
う
。
十
一
に
、
取
は
五
逆
を
不
定
業
と
見
て

転
換
で
き
る
と
す
る
た
め
、
除
は
五
逆
を
定
業
と
見
て
転
換
不
可
能
と
す
る
た
め
で
あ
る
と
言
う
。
十
二

に
、
取
は
燸
・
頂
の
位
に
達
し
た
人
、
除
は
燸
・
頂
の
位
に
至
ら
な
い
人
だ
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
十
三

に
、
取
は
解
脱
分
の
善
根
を
種
え
た
人
、
除
は
解
脱
分
の
善
根
を
種
え
て
い
な
い
人
だ
か
ら
で
あ
る
と
言

う
。
十
四
に
、
取
は
第
二
階
の
人
、
除
は
第
三
階
の
人
だ
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
十
五
に
、
取
は
十
念
を

具
足
す
る
か
ら
、
除
は
具
足
十
念
と
不
具
足
十
念
と
が
混
在
す
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
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問
う
。
古
今
十
五
家
釈
の
是
非
を
示
し
て
ほ
し
い
。
答
え
。
勝
劣
を
分
か
ち
難
い
。
試
し
に
第
一
釈
を

検
討
し
て
み
よ
う
。
懺
悔
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
念
仏
に
滅
罪
の
は
た
ら
き
が
あ
る
の

か
ど
う
か
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
観
無
量
寿
経
』
に
、
念
々
に
八
十
億

劫
の
罪
を
除
く
と
説
か
れ
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
懺
悔
し
な
い
者
は
往
生

で
き
な
い
と
言
う
の
か
理
解
で
き
な
い
。
そ
れ
に
逆
罪
人
の
救
済
を
説
く
『
観
無
量
寿
経
』
下
下
品
の
文

に
は
、
懺
悔
と
い
う
文
言
は
な
い
。
以
下
の
諸
家
の
見
解
も
同
じ
よ
う
に
、
み
な
経
意
を
得
な
い
も
の
で

あ
る
。

　
経
意
と
は
何
か
。『
観
無
量
寿
経
』
の
意
は
、
逆
罪
人
を
救
う
こ
と
に
あ
る
。
具
足
十
念
と
説
く
の
は
、

十
念
を
具
足
す
る
も
の
は
往
生
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
の
意
は
、
逆
罪
人
を
除
く

こ
と
に
あ
る
。
逆
罪
人
は
乃
至
十
念
で
は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
乃
至
と
具
足
の
違
い
で

あ
る
。
罪
の
な
い
人
は
、
念
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
声
十
声
み
な
往
生
で
き
る
。
し
か
し
逆
罪
人
は
、

十
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
で
も
欠
け
た
ら
往
生
で
き
な
い
。

　
問
う
。
諸
大
徳
の
理
解
に
は
誤
り
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
四
依
の
菩
薩
で
あ
る
信
行
禅
師
の
説
だ
け
は
間

違
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
答
え
。
信
行
禅
師
は
、
除
・
取
の
教
説
を
、
第
二
階
・
第
三
階
の
機
に
別
々

に
説
か
れ
た
も
の
と
誤
解
し
、
太
過
・
太
減
の
二
失
を
犯
し
て
い
る
。
太
過
の
失
を
非
難
す
る
な
ら
ば
、

第
二
階
人
で
も
五
逆
を
造
れ
ば
、
や
は
り
除
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
太
減
の
失
を
非
難
す
る
な
ら
ば
、
第

三
階
人
で
も
五
逆
を
造
ら
な
い
者
は
、
往
生
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
経
に
は
、〈
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
〉

と
言
う
の
で
あ
っ
て
、〈
唯
除
第
三
階
衆
生
〉
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
三
階
諸
師
は
、
第
三
階
人
は
純
悪
無
善
人
で
あ
り
、
諸
仏
に
見
放
さ
れ
、
十
方
浄
土
へ
の

往
生
の
道
を
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
た
者
で
あ
る
か
ら
、〈
除
五
逆
〉
と
は
一
切
の
第
三
階
人
を
除
く
と
い
う

意
味
な
の
だ
と
反
論
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
太
減
の
失
は
除
か
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
太

過
の
失
を
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
ま
た
、
す
べ
て
の
第
三
階
人
が
造
逆
の
者
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
第
三
階
人
は
み
な
邪
定
聚
で
あ
り
、
後
に
仏
法
に
入
る
機
縁
さ
え
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
太
減
の
失
も
除
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
禅
師
は
、
第
三
階
人
が
み
な
実
際
に
五
逆
を
犯
し
た
と
は
言
っ
て
い
な
い
、
造
逆
の
根

機
だ
と
言
っ
て
い
る
の
だ
と
反
論
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
で
も
、太
減
の
失
は
除
か
れ
る
け
れ
ど
も
、

太
過
の
失
は
除
か
れ
な
い
。
七
項
目
を
挙
げ
て
論
難
し
よ
う
。

　
第
一
に
、
逆
罪
を
犯
す
可
能
性
が
あ
る
か
ら
造
逆
の
根
機
だ
と
言
う
の
な
ら
ば
、
第
二
階
人
に
も
造
逆

の
可
能
性
は
あ
る
。
同
じ
造
逆
の
機
な
の
に
、
な
ぜ
二
階
・
三
階
の
違
い
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
が
第
一
の

難
で
あ
る
。

　
ま
た
禅
師
は
第
三
階
人
は
み
な
五
逆
の
者
で
あ
る
と
言
う
が
、
こ
れ
ま
た
間
違
い
で
あ
る
。
逆
罪
を
造

ら
な
い
か
ら
具
戒
の
者
で
あ
る
と
言
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
二
の
難
。

　
未
だ
五
逆
を
造
ら
な
い
第
三
階
人
は
邪
定
聚
と
は
言
え
な
い
。
不
定
聚
だ
と
す
る
と
、
そ
の
全
て
が
除

か
れ
る
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
第
三
の
難
。

　
未
だ
五
逆
を
造
ら
な
い
け
れ
ど
も
造
逆
の
根
機
な
の
で
五
逆
者
と
名
づ
け
ら
れ
る
な
ど
と
言
う
の
は
、

浄
戒
を
具
足
す
る
者
は
聖
道
を
得
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
聖
道
を
証
す
る
前
に
、
我
は
聖
人
で
あ
る
、

正
定
聚
を
成
じ
た
と
言
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
第
四
の
難
。

　『
観
無
量
寿
経
』
に
五
逆
を
取
る
と
説
く
の
は
、
す
で
に
五
逆
を
造
っ
た
人
に
対
す
る
教
説
で
あ
り
、

本
願
に
五
逆
を
除
く
と
説
く
の
は
、
五
逆
の
根
機
に
対
す
る
教
説
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
道
理
に
合
わ
な

い
。
第
五
の
難
。

　
第
三
階
人
は
未
だ
五
逆
を
造
ら
な
く
て
も
五
逆
の
根
機
だ
か
ら
五
逆
人
で
あ
る
と
言
い
、
第
二
階
人
は

五
逆
を
造
っ
て
も
五
逆
の
根
機
で
は
な
い
か
ら
五
逆
人
で
は
な
い
と
言
う
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
第
六

の
難
。

　
第
二
階
人
も
根
機
に
約
し
て
造
逆
人
と
す
る
な
ら
ば
、
下
品
三
生
が
区
別
で
き
な
く
な
る
。
五
逆
を
造

ら
な
く
て
も
み
な
五
逆
の
根
機
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
開
花
に
早
晩
の
殊
が
あ

り
、
滅
罪
に
は
少
多
の
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
否
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
第
七
の
難
。

　
ま
た
一
説
に
は
、
五
逆
を
造
ら
な
い
第
三
階
人
は
、
け
っ
し
て
浄
土
に
往
生
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
と
も
言
う
。
た
だ
し
普
法
を
行
じ
て
は
じ
め
て
往
生
可
能
と
な
る
と
言
う
。
も
し
五
逆
を
造
る
者

は
、
た
と
え
普
法
を
行
じ
て
も
往
生
で
き
な
い
。
五
逆
を
造
ら
ず
、
普
法
を
行
ず
る
者
は
必
ず
往
生
で
き

る
。
よ
っ
て
信
行
禅
師
は
、
智
慧
広
弘
・
慈
悲
深
厚
に
よ
っ
て
、
穢
土
に
沈
淪
す
る
第
三
階
人
の
た
め
に
、

普
真
普
正
の
法
門
を
開
い
て
純
邪
純
悪
の
者
を
救
い
、
彼
ら
に
相
応
し
い
仏
法
を
学
ば
せ
、
極
楽
に
往
生

さ
せ
る
。
こ
れ
は
法
蔵
も
釈
尊
も
説
か
な
か
っ
た
教
え
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
で
も
、
や
は
り

太
過
の
難
は
除
か
れ
な
い
。
以
下
論
難
し
て
ゆ
こ
う
。

　
本
願
の
乃
至
十
念
の
教
説
が
、
普
法
か
別
法
か
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
普
法
だ
と

す
る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
と
い
う
別
仏
を
念
ず
る
の
で
、
普
法
と
は
言
え
な
い
。
一
難
。
普
法
だ
と
す
れ
ば

第
三
階
の
法
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
第
二
階
の
教
と
判
じ
た
の
は
な
ぜ
か
。
二
難
。
も
し
普
法
な
ら
ば
『
観

無
量
寿
経
』
下
下
品
の
十
念
と
ど
う
違
う
の
か
。
本
願
は
普
法
、『
観
無
量
寿
経
』
は
別
法
だ
と
い
う
主

張
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
三
難
。
普
法
が
第
三
階
人
を
救
う
と
い
う
の
は
、
逆
罪
を
造
ら
な
い
者
だ
け
を

救
う
教
説
で
あ
る
と
言
い
、
ま
た
別
法
が
第
二
階
人
を
救
う
と
い
う
の
は
、
造
逆
の
者
を
も
救
う
と
言
う

が
、
そ
れ
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
第
三
階
人
に
は
滅
罪
の
す
べ
が
な
い
と
言
う
の
か
、
あ
る
い
は
罪
を
滅

し
て
も
往
生
で
き
な
い
と
言
う
の
か
。
第
四
難
。

　
次
に
、
乃
至
十
念
の
教
説
が
別
法
だ
と
す
る
と
、
第
三
階
人
は
逆
罪
人
も
そ
う
で
な
い
者
も
、
別
法
で

は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
除
に
過
・
減
の
過
を
生
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
取
に
も
多
・
少
の

誤
り
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。一
難
。本
願
に
は
、た
だ
第
三
階
の
五
逆
謗
法
を
除
く
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
。



60 ―　71　―

　
問
う
。
古
今
十
五
家
釈
の
是
非
を
示
し
て
ほ
し
い
。
答
え
。
勝
劣
を
分
か
ち
難
い
。
試
し
に
第
一
釈
を

検
討
し
て
み
よ
う
。
懺
悔
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
念
仏
に
滅
罪
の
は
た
ら
き
が
あ
る
の

か
ど
う
か
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
観
無
量
寿
経
』
に
、
念
々
に
八
十
億

劫
の
罪
を
除
く
と
説
か
れ
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
懺
悔
し
な
い
者
は
往
生

で
き
な
い
と
言
う
の
か
理
解
で
き
な
い
。
そ
れ
に
逆
罪
人
の
救
済
を
説
く
『
観
無
量
寿
経
』
下
下
品
の
文

に
は
、
懺
悔
と
い
う
文
言
は
な
い
。
以
下
の
諸
家
の
見
解
も
同
じ
よ
う
に
、
み
な
経
意
を
得
な
い
も
の
で

あ
る
。

　
経
意
と
は
何
か
。『
観
無
量
寿
経
』
の
意
は
、
逆
罪
人
を
救
う
こ
と
に
あ
る
。
具
足
十
念
と
説
く
の
は
、

十
念
を
具
足
す
る
も
の
は
往
生
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
の
意
は
、
逆
罪
人
を
除
く

こ
と
に
あ
る
。
逆
罪
人
は
乃
至
十
念
で
は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
乃
至
と
具
足
の
違
い
で

あ
る
。
罪
の
な
い
人
は
、
念
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
声
十
声
み
な
往
生
で
き
る
。
し
か
し
逆
罪
人
は
、

十
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
で
も
欠
け
た
ら
往
生
で
き
な
い
。

　
問
う
。
諸
大
徳
の
理
解
に
は
誤
り
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
四
依
の
菩
薩
で
あ
る
信
行
禅
師
の
説
だ
け
は
間

違
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
答
え
。
信
行
禅
師
は
、
除
・
取
の
教
説
を
、
第
二
階
・
第
三
階
の
機
に
別
々

に
説
か
れ
た
も
の
と
誤
解
し
、
太
過
・
太
減
の
二
失
を
犯
し
て
い
る
。
太
過
の
失
を
非
難
す
る
な
ら
ば
、

第
二
階
人
で
も
五
逆
を
造
れ
ば
、
や
は
り
除
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
太
減
の
失
を
非
難
す
る
な
ら
ば
、
第

三
階
人
で
も
五
逆
を
造
ら
な
い
者
は
、
往
生
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
経
に
は
、〈
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
〉

と
言
う
の
で
あ
っ
て
、〈
唯
除
第
三
階
衆
生
〉
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
三
階
諸
師
は
、
第
三
階
人
は
純
悪
無
善
人
で
あ
り
、
諸
仏
に
見
放
さ
れ
、
十
方
浄
土
へ
の

往
生
の
道
を
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
た
者
で
あ
る
か
ら
、〈
除
五
逆
〉
と
は
一
切
の
第
三
階
人
を
除
く
と
い
う

意
味
な
の
だ
と
反
論
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
太
減
の
失
は
除
か
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
太

過
の
失
を
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
ま
た
、
す
べ
て
の
第
三
階
人
が
造
逆
の
者
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
第
三
階
人
は
み
な
邪
定
聚
で
あ
り
、
後
に
仏
法
に
入
る
機
縁
さ
え
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
太
減
の
失
も
除
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
禅
師
は
、
第
三
階
人
が
み
な
実
際
に
五
逆
を
犯
し
た
と
は
言
っ
て
い
な
い
、
造
逆
の
根

機
だ
と
言
っ
て
い
る
の
だ
と
反
論
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
で
も
、太
減
の
失
は
除
か
れ
る
け
れ
ど
も
、

太
過
の
失
は
除
か
れ
な
い
。
七
項
目
を
挙
げ
て
論
難
し
よ
う
。

　
第
一
に
、
逆
罪
を
犯
す
可
能
性
が
あ
る
か
ら
造
逆
の
根
機
だ
と
言
う
の
な
ら
ば
、
第
二
階
人
に
も
造
逆

の
可
能
性
は
あ
る
。
同
じ
造
逆
の
機
な
の
に
、
な
ぜ
二
階
・
三
階
の
違
い
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
が
第
一
の

難
で
あ
る
。

　
ま
た
禅
師
は
第
三
階
人
は
み
な
五
逆
の
者
で
あ
る
と
言
う
が
、
こ
れ
ま
た
間
違
い
で
あ
る
。
逆
罪
を
造

ら
な
い
か
ら
具
戒
の
者
で
あ
る
と
言
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
二
の
難
。

　
未
だ
五
逆
を
造
ら
な
い
第
三
階
人
は
邪
定
聚
と
は
言
え
な
い
。
不
定
聚
だ
と
す
る
と
、
そ
の
全
て
が
除

か
れ
る
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
第
三
の
難
。

　
未
だ
五
逆
を
造
ら
な
い
け
れ
ど
も
造
逆
の
根
機
な
の
で
五
逆
者
と
名
づ
け
ら
れ
る
な
ど
と
言
う
の
は
、

浄
戒
を
具
足
す
る
者
は
聖
道
を
得
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
聖
道
を
証
す
る
前
に
、
我
は
聖
人
で
あ
る
、

正
定
聚
を
成
じ
た
と
言
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
第
四
の
難
。

　『
観
無
量
寿
経
』
に
五
逆
を
取
る
と
説
く
の
は
、
す
で
に
五
逆
を
造
っ
た
人
に
対
す
る
教
説
で
あ
り
、

本
願
に
五
逆
を
除
く
と
説
く
の
は
、
五
逆
の
根
機
に
対
す
る
教
説
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
道
理
に
合
わ
な

い
。
第
五
の
難
。

　
第
三
階
人
は
未
だ
五
逆
を
造
ら
な
く
て
も
五
逆
の
根
機
だ
か
ら
五
逆
人
で
あ
る
と
言
い
、
第
二
階
人
は

五
逆
を
造
っ
て
も
五
逆
の
根
機
で
は
な
い
か
ら
五
逆
人
で
は
な
い
と
言
う
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
第
六

の
難
。

　
第
二
階
人
も
根
機
に
約
し
て
造
逆
人
と
す
る
な
ら
ば
、
下
品
三
生
が
区
別
で
き
な
く
な
る
。
五
逆
を
造

ら
な
く
て
も
み
な
五
逆
の
根
機
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
開
花
に
早
晩
の
殊
が
あ

り
、
滅
罪
に
は
少
多
の
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
否
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
第
七
の
難
。

　
ま
た
一
説
に
は
、
五
逆
を
造
ら
な
い
第
三
階
人
は
、
け
っ
し
て
浄
土
に
往
生
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
と
も
言
う
。
た
だ
し
普
法
を
行
じ
て
は
じ
め
て
往
生
可
能
と
な
る
と
言
う
。
も
し
五
逆
を
造
る
者

は
、
た
と
え
普
法
を
行
じ
て
も
往
生
で
き
な
い
。
五
逆
を
造
ら
ず
、
普
法
を
行
ず
る
者
は
必
ず
往
生
で
き

る
。
よ
っ
て
信
行
禅
師
は
、
智
慧
広
弘
・
慈
悲
深
厚
に
よ
っ
て
、
穢
土
に
沈
淪
す
る
第
三
階
人
の
た
め
に
、

普
真
普
正
の
法
門
を
開
い
て
純
邪
純
悪
の
者
を
救
い
、
彼
ら
に
相
応
し
い
仏
法
を
学
ば
せ
、
極
楽
に
往
生

さ
せ
る
。
こ
れ
は
法
蔵
も
釈
尊
も
説
か
な
か
っ
た
教
え
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
で
も
、
や
は
り

太
過
の
難
は
除
か
れ
な
い
。
以
下
論
難
し
て
ゆ
こ
う
。

　
本
願
の
乃
至
十
念
の
教
説
が
、
普
法
か
別
法
か
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
普
法
だ
と

す
る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
と
い
う
別
仏
を
念
ず
る
の
で
、
普
法
と
は
言
え
な
い
。
一
難
。
普
法
だ
と
す
れ
ば

第
三
階
の
法
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
第
二
階
の
教
と
判
じ
た
の
は
な
ぜ
か
。
二
難
。
も
し
普
法
な
ら
ば
『
観

無
量
寿
経
』
下
下
品
の
十
念
と
ど
う
違
う
の
か
。
本
願
は
普
法
、『
観
無
量
寿
経
』
は
別
法
だ
と
い
う
主

張
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
三
難
。
普
法
が
第
三
階
人
を
救
う
と
い
う
の
は
、
逆
罪
を
造
ら
な
い
者
だ
け
を

救
う
教
説
で
あ
る
と
言
い
、
ま
た
別
法
が
第
二
階
人
を
救
う
と
い
う
の
は
、
造
逆
の
者
を
も
救
う
と
言
う

が
、
そ
れ
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
第
三
階
人
に
は
滅
罪
の
す
べ
が
な
い
と
言
う
の
か
、
あ
る
い
は
罪
を
滅

し
て
も
往
生
で
き
な
い
と
言
う
の
か
。
第
四
難
。

　
次
に
、
乃
至
十
念
の
教
説
が
別
法
だ
と
す
る
と
、
第
三
階
人
は
逆
罪
人
も
そ
う
で
な
い
者
も
、
別
法
で

は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
除
に
過
・
減
の
過
を
生
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
取
に
も
多
・
少
の

誤
り
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。一
難
。本
願
に
は
、た
だ
第
三
階
の
五
逆
謗
法
を
除
く
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
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二
種
類
の
第
三
階
人
を
除
取
し
、
第
二
階
の
造
逆
人
を
救
う
と
い
う
立
場
は
誤
り
で
あ
る
。
二
難
。
十
地

の
聖
人
で
あ
る
法
蔵
菩
薩
が
、
第
二
階
人
の
み
を
救
い
、
第
三
階
人
を
除
く
な
ど
と
誓
願
さ
れ
る
は
ず
が

な
い
。
三
難
。
法
蔵
菩
薩
は
、
第
三
階
人
を
敗
種
二
乗
と
同
じ
と
判
じ
て
、
往
生
の
分
な
し
と
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
四
難
。
あ
る
い
は
法
蔵
菩
薩
に
は
、
普
法
を
与
え
て
第
三
階
人
を
救
済
す
る
方
法
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
五
難
。
わ
か
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
惜
し
ん
で
説
か
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
か
。
六
難
。
そ
れ
と
も
自
ら
救
う
能
力
が
な
い
の
で
、
信
行
に
託
し
た
と
い
う
こ
と
か
。
七

難
。
そ
れ
な
ら
ば
信
行
に
遇
え
な
い
者
は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
八
難
。
釈
尊
が
第
三

階
人
を
見
捨
て
、
信
行
が
そ
れ
を
救
う
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
大
過
失
で
あ
る
。
ま
た
『
無
量

寿
経
』
が
別
法
だ
と
す
る
と
、
な
ぜ
法
滅
後
も
留
め
置
く
と
説
か
れ
る
の
か
。
九
難
。

　
釈
尊
に
加
え
て
十
方
諸
仏
も
、
第
三
階
人
を
見
捨
て
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
ぜ
広
く
普
法
を
説

い
て
、
第
三
階
人
を
救
う
こ
と
を
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
し
か
も
信
行
だ
け
が
普
法
を
述
べ
て
、
第
三

階
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
信
行
は
仏
よ
り
も
勝
れ
た
人
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
さ
ら
に
三
階
教
に
対
す
る
非
難
を
述
べ
る
。
も
し
五
逆
に
二
階
・
三
階
の
別
が
あ
る
か
ら
除
取
が
分
か

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
念
に
少
多
の
別
が
あ
る
か
ら
除
取
が
分
か
れ
る
の
で
は
な
い
と
言
う
な
ら
ば
、
な
ぜ

除
く
所
に
乃
至
十
念
と
言
い
、
取
る
所
に
具
足
十
念
と
言
う
の
か
。
除
く
所
に
第
三
階
、
取
る
所
に
第
二

階
と
説
か
れ
な
い
の
か
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
信
行
禅
師
は
次
の
よ
う
に
言
う
。『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
は
至
広
の
別
説
で
あ
っ
て
、

最
下
の
悪
人
に
具
足
十
念
と
説
く
。
一
方
『
無
量
寿
経
』
は
極
略
の
総
言
で
あ
っ
て
、
乃
至
の
中
に
、
一

念
善
人
の
法
と
十
念
悪
人
の
法
と
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
と
。

　
こ
の
説
を
論
難
し
よ
う
。
逆
罪
の
有
無
を
も
っ
て
善
悪
二
人
と
し
、
二
階
三
階
を
も
っ
て
邪
正
を
分
か

つ
と
す
る
な
ら
ば
、
邪
正
の
そ
れ
ぞ
れ
に
善
悪
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
善
人
に
正
善
・
邪
善
が
あ
り
、

悪
人
に
も
正
悪
・
邪
悪
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。『
無
量
寿
経
』
の
十
念
に
は
、
正
悪
を
取
り
邪
悪
を
除
く

と
説
か
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
観
無
量
寿
経
』
の
十
念
に
も
同
じ
よ
う
に
、
正
悪
を
取
っ
て

邪
悪
を
除
く
と
は
説
か
れ
な
い
の
か
。
両
経
と
も
に
十
念
を
説
き
な
が
ら
、
除
取
に
つ
い
て
見
解
が
異
な

る
の
か
。
信
行
禅
師
は
、
一
念
は
少
な
い
の
で
逆
罪
を
除
く
の
で
あ
る
と
反
論
す
る
だ
ろ
う
が
、『
無
量

寿
経
』
で
は
十
念
も
除
か
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
反
論
は
通
ら
な
い
。
仏
の
本
意
は
、
臨
終
人
が

仏
を
称
す
る
こ
と
一
声
乃
至
十
声
す
れ
ば
、
み
な
往
生
を
得
る
こ
と
を
明
か
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
上

で
、
た
だ
五
逆
謗
法
だ
け
は
除
く
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
経
の
意
は
、
一
声
で
命
終
わ
る
者
も
、

十
念
に
至
っ
て
命
終
わ
る
者
も
、
共
に
往
生
で
き
る
こ
と
を
明
か
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
仏
は
、
逆
罪
の

な
い
者
は
多
少
共
に
往
生
し
、
逆
罪
の
あ
る
者
は
必
ず
十
を
満
た
し
て
は
じ
め
て
往
生
で
き
る
こ
と
を
明

か
さ
れ
た
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
770
）
同
論
五
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、六
〇
頁
中
～
下
）、「
問
う
。
経
に
四
種
業
を
説
く
。
現
報
業
・

生
報
業
・
後
報
業
・
不
定
業
で
あ
る
。
前
三
は
定
業
、
後
一
は
不
定
業
で
あ
る
。
ま
た
八
種
の
業
を
説

く
。
一
に
報
定
時
不
定
業
、
二
に
時
定
報
不
定
業
、
三
に
時
報
倶
定
業
、
四
に
時
報
倶
不
定
業
で
あ
る
。

第
一
・
第
三
は
定
業
、
第
二
・
第
四
は
不
定
業
で
あ
る
。
経
に
は
五
逆
は
生
報
業
で
あ
る
と
言
う
。
つ
ま

り
時
も
報
も
定
ま
っ
た
業
で
あ
る
。
な
ぜ
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
五
逆
の
罪
を
滅
し
て
極
楽
に
往
生
で
き

る
と
説
か
れ
る
の
か
。
答
え
。
四
種
・
八
種
の
業
は
不
了
教
の
中
に
示
さ
れ
た
教
え
で
あ
り
、
大
乗
了

義
教
で
は
、
す
べ
て
が
不
定
業
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。『
涅
槃
経
』
第
十
九
巻
（
四
十
巻
本
、『
大
正
蔵
』

一
二
、四
七
七
頁
下
）
に
、
耆
婆
が
阿
闍
世
王
に
滅
罪
法
を
説
い
て
、
少
善
が
大
悪
を
破
す
る
こ
と
が
あ

る
と
言
い
、
巻
三
十
一
（
同
、
五
五
〇
頁
上
）
に
は
、〈
一
切
の
作
業
に
軽
重
あ
り
、
ま
た
軽
重
そ
れ
ぞ

れ
に
決
定
業
・
不
決
定
が
あ
る
が
、
重
業
で
あ
っ
て
も
報
い
の
軽
い
も
の
が
あ
り
、
軽
業
で
も
報
い
が
重

い
も
の
も
あ
る
。
智
慧
あ
る
人
は
、
智
慧
の
力
で
、
堕
地
獄
の
罪
を
今
生
で
軽
く
償
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

愚
者
は
、今
生
で
簡
単
に
償
え
る
罪
で
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
も
あ
る
〉と
言
う
。
阿
闍
世
王
は
懺
悔
に
よ
っ

て
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、鴦
掘
摩
羅
は
阿
羅
漢
の
悟
り
を
得
た
。『
瑜
伽
師
地
論
』（
不
詳
、

遁
倫
『
瑜
伽
論
記
』
巻
十
七
上
、『
大
正
蔵
』
四
二
、六
九
〇
頁
中
参
照
）
に
、〈
未
だ
解
脱
を
得
な
い
者

に
は
決
定
業
と
説
き
、
す
で
に
解
脱
を
得
た
者
に
は
不
定
業
と
説
か
れ
る
〉
と
言
う
よ
う
に
、
多
く
の
大

乗
経
論
に
は
、
五
逆
罪
な
ど
は
す
べ
て
報
い
の
決
定
し
て
い
な
い
行
為
で
あ
り
、
罪
を
滅
ぼ
す
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
は
大
乗
経
典
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
五
逆
罪
を
滅
ぼ

す
と
い
う
教
説
を
疑
う
余
地
は
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
771
）
群
疑
論
四
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、五
〇
頁
上
～
中
）、「
問
う
。
法
華
経
（
譬
喩
品
、『
大
正
蔵
』

九
、一
五
頁
下
）
に
は
、こ
の
経
を
謗
る
者
は
常
に
難
処
に
生
じ
て
仏
を
見
ら
れ
な
い
と
言
う
。
な
ぜ
『
観

無
量
寿
経
』
で
は
、
謗
法
人
も
往
生
し
て
見
仏
聞
法
で
き
る
と
説
か
れ
る
の
か
。
答
え
。『
観
無
量
寿
経
』

で
は
、
こ
の
よ
う
な
愚
人
は
地
獄
に
堕
ち
る
と
言
い
な
が
ら
、
後
に
、
念
仏
十
声
で
往
生
で
き
る
と
言
う
。

無
窮
の
苦
報
も
、
罪
が
滅
ぼ
さ
れ
る
な
ら
ば
有
窮
で
あ
り
、
常
に
難
処
に
生
じ
て
も
、
悪
が
消
え
れ
ば
仏

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
階
禅
師
は
、
第
三
階
人
の
罪
は
滅
除
で
き
ず
、
往
生
で
き
な
い
と
主
張
す
る

が
、第
二
階
人
が
法
華
経
を
謗
る
こ
と
を
許
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
往
生
が
可
能
だ
と
言
う
な
ら
ば『
法

華
経
』
の
教
え
と
異
な
り
、
往
生
で
き
な
い
と
言
う
な
ら
ば
、
謗
法
の
第
二
階
人
も
往
生
で
き
な
い
こ
と

に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
矛
盾
を
生
ず
る
」（
要
約
）
と
。

（
772
）
無
量
寿
論
註
解
上
曇
鸞
（『
大
正
蔵
』
四
〇
、八
三
三
頁
下
～
八
三
四
頁
下
）、「
問
う
。
天
親
菩
薩

が
回
向
句
に
、「
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
と
も
な
っ
て
　
安
楽
国
に
往
生
せ
ん
」
と
言
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な

衆
生
を
指
す
の
か
。
答
え
。『
無
量
寿
経
』
に
、〈
十
方
諸
仏
が
共
に
無
量
寿
仏
の
不
可
思
議
の
威
神
功
徳

を
称
歎
さ
れ
る
。あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
そ
の
仏
の
名
号
を
聞
き
、信
心
を
起
こ
し
歓
喜
し
、わ
ず
か
一
念
で
も
、

誠
の
心
を
も
っ
て
回
向
し
、
彼
国
に
往
生
し
た
い
と
願
う
な
ら
ば
、
即
座
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
て
、
不

退
転
に
住
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
、
仏
の
正
し
い
教
え
を
謗
る
者
は
除
く
〉
と
言
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う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
五
逆
・
謗
法
以
外
の
、
外
道
に
も
等
し
い
ほ
ど
の
凡
夫
が
み
な
往
生
で
き
る
。
ま

た
『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
段
に
は
、
五
逆
十
悪
等
あ
ら
ゆ
る
悪
業
を
な
し
た
者
は
、
本
来
悪
道
に
堕

ち
て
無
量
の
苦
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
臨
終
の
時
、
善
知
識
の
導
き
に
よ
っ
て
、
十
念
を
具
足

し
て
〈
南
無
阿
弥
陀
仏
〉
と
称
え
る
な
ら
ば
、
一
念
一
念
に
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
か
れ
、
金
蓮
華

に
迎
え
ら
れ
て
即
座
に
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
蓮
華
の
中
で
十
二
大
劫
を
過
ご
し
て

五
逆
罪
を
償
い
、
華
開
の
後
に
は
観
音
勢
至
の
教
え
に
よ
っ
て
菩
提
心
を
発
す
と
説
か
れ
る
。
よ
っ
て
下

品
の
凡
夫
も
、
正
法
を
謗
ら
な
け
れ
ば
、
信
仏
の
因
縁
に
よ
っ
て
、
み
な
往
生
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
問
う
。『
無
量
寿
経
』
に
は
五
逆
謗
法
を
除
く
と
言
い
、『
観
無
量
寿
経
』
に
は
五
逆
十
悪
も
往
生
で
き

る
と
言
う
。
ど
の
よ
う
に
会
通
で
き
る
か
。
答
え
。
五
逆
・
謗
法
の
重
罪
を
重
ね
た
者
は
往
生
で
き
な
い
。

十
悪
五
逆
を
作
っ
て
も
、
正
法
を
誹
謗
し
な
い
者
は
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
正
法
を
誹
謗
す
る
だ
け
で
、
五
逆
の
罪
の
な
い
者
は
往
生
で
き
る
の
か
。
答
え
。
正
法
を
誹
謗

す
る
者
は
、
ほ
か
に
罪
が
な
く
て
も
往
生
で
き
な
い
。
経
に
よ
る
と
、
五
逆
の
罪
人
は
阿
鼻
地
獄
で
一
劫

の
間
苦
を
受
け
、
謗
法
の
罪
人
は
阿
鼻
地
獄
に
堕
ち
て
苦
を
受
け
た
後
、
さ
ら
に
百
千
の
阿
鼻
地
獄
を
経

巡
っ
て
、い
つ
逃
れ
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
説
か
れ
る
。
誹
謗
正
法
の
罪
が
極
め
て
重
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
正
法
と
は
仏
法
の
こ
と
で
あ
る
。
謗
法
の
愚
人
が
仏
土
に
生
ま
れ
た
い
な
ど
と
思
う
は
ず
が
な
か
ろ

う
。
極
楽
の
安
楽
を
貪
る
た
め
に
往
生
を
願
う
よ
う
な
者
が
、
往
生
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

　
問
う
。
誹
謗
正
法
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
答
え
。
仏
な
く
、
仏
法
も
な
く
、
菩
薩
も
菩
薩
の
法
も

な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
自
分
の
見
解
で
あ
ろ
う
と
、
他
人
か
ら
の
受
け
売
り
で
あ
ろ
う
と
、

共
に
謗
法
と
呼
ば
れ
る
。

  

問
う
。
そ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
者
が
、
他
人
に
ど
の
よ
う
な
苦
を
与
え
る
と
言
う
の
か
。
な
ぜ
五
逆

よ
り
も
重
い
の
か
。
答
え
。
諸
仏
菩
薩
の
教
え
が
な
け
れ
ば
、
世
間
の
仁
義
を
知
る
者
も
な
い
だ
ろ
う
。

世
間
の
善
が
す
べ
て
途
絶
え
、
ま
た
出
世
間
の
賢
者
や
聖
者
も
消
滅
す
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
は
五
逆
が
重

罪
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
正
し
い
仏
法
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
五
逆
の
罪
が
生
ず
る
こ
と

を
知
ら
な
い
よ
う
だ
。
だ
か
ら
誹
謗
正
法
の
罪
が
最
も
重
い
の
で
あ
る
。

　
問
う
。『
業
道
経
』（
不
詳
）に
、〈
業
道
は
秤
の
よ
う
な
も
の
で
、重
い
方
が
ま
ず
引
っ
ぱ
ら
れ
る
〉と
言
う
。

『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
五
逆
十
悪
等
あ
ら
ゆ
る
悪
業
を
な
し
た
者
は
、
本
来
悪
道
に
堕
ち
て
無
量
の
苦

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
臨
終
の
時
、
善
知
識
の
導
き
に
よ
り
、
誠
の
心
を
も
っ
て
十
念
を
具
足

し
て
〈
南
無
阿
弥
陀
仏
〉
と
称
え
る
な
ら
ば
、
即
座
に
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
乗
正
定
聚
不

退
転
に
入
っ
て
、三
途
苦
難
を
永
遠
に
離
れ
る
と
説
か
れ
る
。〈
重
者
先
牽
〉の
義
は
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。

曠
劫
以
来
の
業
に
よ
っ
三
界
に
繋
が
れ
て
い
る
者
が
、
わ
ず
か
十
念
、
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
た
だ
け
で
三
界

を
出
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
が
な
か
ろ
う
。
答
え
。
あ
な
た
は
五
逆
十
悪
が
重
く
、
下
下
品
人
の
十
念
が

軽
い
と
言
う
。
し
か
し
業
の
軽
重
は
、
行
為
者
の
〈
心
（
心
の
拠
り
所
）・
縁
（
行
為
の
機
縁
）・
決
定
（
心

の
状
態
）〉
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
時
間
の
長
短
に
よ
る
の
で
は
な
い
。

　
ま
ず
〈
心
〉
と
は
、
造
罪
人
は
虚
妄
顛
倒
の
心
に
よ
っ
て
罪
を
作
り
、
十
念
は
善
知
識
が
教
え
る
真
如

の
法
を
聞
い
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
真
実
と
虚
妄
と
で
は
、
真
実
が
重
い
。
千
年
続
い
た
闇
も
、
一
瞬

の
光
で
破
ら
れ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　
次
に
〈
縁
〉
と
は
、
造
罪
人
は
妄
想
に
よ
り
、
煩
悩
虚
妄
の
果
報
で
あ
る
衆
生
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で
あ
る
。
十
念
は
無
上
の
信
心
に
よ
り
、阿
弥
陀
如
来
真
実
功
徳
の
名
号
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

毒
矢
に
当
た
っ
て
も
、
滅
除
薬
の
太
鼓
の
音
を
聞
け
ば
毒
が
除
か
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
〈
決
定
〉
と
は
、
造
罪
人
は
後
に
償
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
心
、
雑
念
の
交
わ
る
心
に
よ
っ

て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
十
念
は
後
が
な
い
と
い
う
心
、
雑
念
の
交
わ
ら
な
い
心
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で
あ
る
。
以
上
三
つ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、十
念
の
方
が
重
い
。
だ
か
ら
重
い
方
が
ま
ず
引
っ
ぱ
ら
れ
て
、

三
界
を
出
る
の
で
あ
る
。
両
経
の
義
に
矛
盾
は
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
773
）
遊
心
安
楽
道
元
暁
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
一
五
頁
上
）、「『
観
無
量
寿
経
』
で
は
五
逆
は
除
か
ず
、

謗
法
だ
け
が
除
か
れ
る
。『
無
量
寿
経
』
で
は
五
逆
・
謗
法
と
も
に
除
か
れ
る
。
ど
う
会
通
す
る
か
。『
観

無
量
寿
経
』
の
機
は
五
逆
を
作
る
が
、
大
乗
に
よ
っ
て
懺
悔
す
る
。『
無
量
寿
経
』
の
機
は
懺
悔
し
な
い
。

よ
っ
て
矛
盾
は
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
774
）
群
疑
論
三
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、四
七
頁
中
～
四
八
頁
上
）、「
問
う
。『
大
集
経
』
月
蔵
分
第

十
巻（『
大
正
蔵
』一
三
、三
八
〇
頁
下
）に
、〈
娑
婆
世
界
に
お
い
て
正
法
を
誹
謗
し
賢
聖
を
毀
呰
す
る
者
は
、

十
方
仏
土
十
方
仏
土
に
擯
棄
さ
れ
る
〉
と
言
う
。
擯
棄
の
衆
生
と
は
、
第
三
階
人
で
あ
り
、
往
生
で
き
な

い
者
で
あ
る
。
な
ぜ
第
二
階
人
と
同
じ
よ
う
に
往
生
で
き
る
と
言
う
の
か
。
答
え
。
三
階
禅
師
の
論
難
を

破
し
て
ゆ
こ
う
。
娑
婆
の
第
二
階
人
に
、
正
法
を
誹
謗
し
賢
聖
を
毀
呰
す
る
者
が
あ
る
か
ど
う
か
を
考
え

て
み
よ
う
。
も
し
あ
る
な
ら
ば
、
擯
棄
さ
れ
る
の
か
否
か
。
擯
棄
さ
れ
る
な
ら
ば
浄
土
に
往
生
で
き
る
の

か
否
か
。
往
生
で
き
な
い
な
ら
ば
、
な
ぜ
第
三
階
だ
け
が
往
生
で
き
な
い
と
言
う
の
か
。
往
生
で
き
る
と

言
う
な
ら
ば
、
擯
棄
さ
れ
た
者
が
な
ぜ
往
生
で
き
る
の
か
。
も
し
第
二
階
人
は
正
法
を
誹
謗
し
賢
聖
を
毀

呰
し
て
も
擯
棄
さ
れ
な
い
か
ら
往
生
で
き
る
と
言
う
な
ら
ば
、
聖
教
の
文
証
を
見
せ
よ
。
根
機
が
正
し
く

罪
過
が
軽
い
か
ら
往
生
で
き
る
と
言
う
の
な
ら
ば
、な
ぜ
『
無
量
寿
経
』
で
は
捨
て
ら
れ
、『
観
無
量
寿
経
』

で
は
取
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、娑
婆
の
第
三
階
人
は
み
な
正
法
を
誹
謗
し
賢
聖
を
毀
呰
す
る
と
言
う
の
か
。

第
三
階
人
で
も
誹
謗
毀
呰
し
な
い
者
も
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
擯
棄
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
今
生

に
は
毀
謗
せ
ず
と
も
過
去
世
に
毀
謗
し
た
と
言
う
の
な
ら
ば
、
第
二
階
人
の
中
に
も
、
か
つ
て
毀
謗
し
た

者
が
い
る
は
ず
で
あ
る
。
第
三
階
人
は
純
邪
で
あ
り
、
謗
と
不
謗
に
か
か
わ
ら
ず
み
な
往
生
で
き
な
い
、

第
二
階
人
は
邪
と
正
と
が
混
在
す
る
の
で
、
謗
と
不
謗
に
か
か
わ
ら
ず
み
な
往
生
で
き
る
と
言
う
の
な
ら

ば
、
太
過
・
太
減
の
二
失
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。
三
階
禅
師
の
主
張
は
い
つ
も
聖
教
の
教
え
と
異
な
っ
て

い
る
。
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う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
五
逆
・
謗
法
以
外
の
、
外
道
に
も
等
し
い
ほ
ど
の
凡
夫
が
み
な
往
生
で
き
る
。
ま

た
『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
段
に
は
、
五
逆
十
悪
等
あ
ら
ゆ
る
悪
業
を
な
し
た
者
は
、
本
来
悪
道
に
堕

ち
て
無
量
の
苦
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
臨
終
の
時
、
善
知
識
の
導
き
に
よ
っ
て
、
十
念
を
具
足

し
て
〈
南
無
阿
弥
陀
仏
〉
と
称
え
る
な
ら
ば
、
一
念
一
念
に
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
か
れ
、
金
蓮
華

に
迎
え
ら
れ
て
即
座
に
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
蓮
華
の
中
で
十
二
大
劫
を
過
ご
し
て

五
逆
罪
を
償
い
、
華
開
の
後
に
は
観
音
勢
至
の
教
え
に
よ
っ
て
菩
提
心
を
発
す
と
説
か
れ
る
。
よ
っ
て
下

品
の
凡
夫
も
、
正
法
を
謗
ら
な
け
れ
ば
、
信
仏
の
因
縁
に
よ
っ
て
、
み
な
往
生
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
問
う
。『
無
量
寿
経
』
に
は
五
逆
謗
法
を
除
く
と
言
い
、『
観
無
量
寿
経
』
に
は
五
逆
十
悪
も
往
生
で
き

る
と
言
う
。
ど
の
よ
う
に
会
通
で
き
る
か
。
答
え
。
五
逆
・
謗
法
の
重
罪
を
重
ね
た
者
は
往
生
で
き
な
い
。

十
悪
五
逆
を
作
っ
て
も
、
正
法
を
誹
謗
し
な
い
者
は
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
正
法
を
誹
謗
す
る
だ
け
で
、
五
逆
の
罪
の
な
い
者
は
往
生
で
き
る
の
か
。
答
え
。
正
法
を
誹
謗

す
る
者
は
、
ほ
か
に
罪
が
な
く
て
も
往
生
で
き
な
い
。
経
に
よ
る
と
、
五
逆
の
罪
人
は
阿
鼻
地
獄
で
一
劫

の
間
苦
を
受
け
、
謗
法
の
罪
人
は
阿
鼻
地
獄
に
堕
ち
て
苦
を
受
け
た
後
、
さ
ら
に
百
千
の
阿
鼻
地
獄
を
経

巡
っ
て
、い
つ
逃
れ
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
説
か
れ
る
。
誹
謗
正
法
の
罪
が
極
め
て
重
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
正
法
と
は
仏
法
の
こ
と
で
あ
る
。
謗
法
の
愚
人
が
仏
土
に
生
ま
れ
た
い
な
ど
と
思
う
は
ず
が
な
か
ろ

う
。
極
楽
の
安
楽
を
貪
る
た
め
に
往
生
を
願
う
よ
う
な
者
が
、
往
生
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

　
問
う
。
誹
謗
正
法
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
答
え
。
仏
な
く
、
仏
法
も
な
く
、
菩
薩
も
菩
薩
の
法
も

な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
自
分
の
見
解
で
あ
ろ
う
と
、
他
人
か
ら
の
受
け
売
り
で
あ
ろ
う
と
、

共
に
謗
法
と
呼
ば
れ
る
。

  

問
う
。
そ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
者
が
、
他
人
に
ど
の
よ
う
な
苦
を
与
え
る
と
言
う
の
か
。
な
ぜ
五
逆

よ
り
も
重
い
の
か
。
答
え
。
諸
仏
菩
薩
の
教
え
が
な
け
れ
ば
、
世
間
の
仁
義
を
知
る
者
も
な
い
だ
ろ
う
。

世
間
の
善
が
す
べ
て
途
絶
え
、
ま
た
出
世
間
の
賢
者
や
聖
者
も
消
滅
す
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
は
五
逆
が
重

罪
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
正
し
い
仏
法
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
五
逆
の
罪
が
生
ず
る
こ
と

を
知
ら
な
い
よ
う
だ
。
だ
か
ら
誹
謗
正
法
の
罪
が
最
も
重
い
の
で
あ
る
。

　
問
う
。『
業
道
経
』（
不
詳
）に
、〈
業
道
は
秤
の
よ
う
な
も
の
で
、重
い
方
が
ま
ず
引
っ
ぱ
ら
れ
る
〉と
言
う
。

『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
五
逆
十
悪
等
あ
ら
ゆ
る
悪
業
を
な
し
た
者
は
、
本
来
悪
道
に
堕
ち
て
無
量
の
苦

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
臨
終
の
時
、
善
知
識
の
導
き
に
よ
り
、
誠
の
心
を
も
っ
て
十
念
を
具
足

し
て
〈
南
無
阿
弥
陀
仏
〉
と
称
え
る
な
ら
ば
、
即
座
に
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
乗
正
定
聚
不

退
転
に
入
っ
て
、三
途
苦
難
を
永
遠
に
離
れ
る
と
説
か
れ
る
。〈
重
者
先
牽
〉の
義
は
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。

曠
劫
以
来
の
業
に
よ
っ
三
界
に
繋
が
れ
て
い
る
者
が
、
わ
ず
か
十
念
、
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
た
だ
け
で
三
界

を
出
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
が
な
か
ろ
う
。
答
え
。
あ
な
た
は
五
逆
十
悪
が
重
く
、
下
下
品
人
の
十
念
が

軽
い
と
言
う
。
し
か
し
業
の
軽
重
は
、
行
為
者
の
〈
心
（
心
の
拠
り
所
）・
縁
（
行
為
の
機
縁
）・
決
定
（
心

の
状
態
）〉
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
時
間
の
長
短
に
よ
る
の
で
は
な
い
。

　
ま
ず
〈
心
〉
と
は
、
造
罪
人
は
虚
妄
顛
倒
の
心
に
よ
っ
て
罪
を
作
り
、
十
念
は
善
知
識
が
教
え
る
真
如

の
法
を
聞
い
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
真
実
と
虚
妄
と
で
は
、
真
実
が
重
い
。
千
年
続
い
た
闇
も
、
一
瞬

の
光
で
破
ら
れ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　
次
に
〈
縁
〉
と
は
、
造
罪
人
は
妄
想
に
よ
り
、
煩
悩
虚
妄
の
果
報
で
あ
る
衆
生
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で
あ
る
。
十
念
は
無
上
の
信
心
に
よ
り
、阿
弥
陀
如
来
真
実
功
徳
の
名
号
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

毒
矢
に
当
た
っ
て
も
、
滅
除
薬
の
太
鼓
の
音
を
聞
け
ば
毒
が
除
か
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
〈
決
定
〉
と
は
、
造
罪
人
は
後
に
償
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
心
、
雑
念
の
交
わ
る
心
に
よ
っ

て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
十
念
は
後
が
な
い
と
い
う
心
、
雑
念
の
交
わ
ら
な
い
心
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で
あ
る
。
以
上
三
つ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、十
念
の
方
が
重
い
。
だ
か
ら
重
い
方
が
ま
ず
引
っ
ぱ
ら
れ
て
、

三
界
を
出
る
の
で
あ
る
。
両
経
の
義
に
矛
盾
は
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
773
）
遊
心
安
楽
道
元
暁
（『
大
正
蔵
』
四
七
、一
一
五
頁
上
）、「『
観
無
量
寿
経
』
で
は
五
逆
は
除
か
ず
、

謗
法
だ
け
が
除
か
れ
る
。『
無
量
寿
経
』
で
は
五
逆
・
謗
法
と
も
に
除
か
れ
る
。
ど
う
会
通
す
る
か
。『
観

無
量
寿
経
』
の
機
は
五
逆
を
作
る
が
、
大
乗
に
よ
っ
て
懺
悔
す
る
。『
無
量
寿
経
』
の
機
は
懺
悔
し
な
い
。

よ
っ
て
矛
盾
は
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
774
）
群
疑
論
三
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、四
七
頁
中
～
四
八
頁
上
）、「
問
う
。『
大
集
経
』
月
蔵
分
第

十
巻（『
大
正
蔵
』一
三
、三
八
〇
頁
下
）に
、〈
娑
婆
世
界
に
お
い
て
正
法
を
誹
謗
し
賢
聖
を
毀
呰
す
る
者
は
、

十
方
仏
土
十
方
仏
土
に
擯
棄
さ
れ
る
〉
と
言
う
。
擯
棄
の
衆
生
と
は
、
第
三
階
人
で
あ
り
、
往
生
で
き
な

い
者
で
あ
る
。
な
ぜ
第
二
階
人
と
同
じ
よ
う
に
往
生
で
き
る
と
言
う
の
か
。
答
え
。
三
階
禅
師
の
論
難
を

破
し
て
ゆ
こ
う
。
娑
婆
の
第
二
階
人
に
、
正
法
を
誹
謗
し
賢
聖
を
毀
呰
す
る
者
が
あ
る
か
ど
う
か
を
考
え

て
み
よ
う
。
も
し
あ
る
な
ら
ば
、
擯
棄
さ
れ
る
の
か
否
か
。
擯
棄
さ
れ
る
な
ら
ば
浄
土
に
往
生
で
き
る
の

か
否
か
。
往
生
で
き
な
い
な
ら
ば
、
な
ぜ
第
三
階
だ
け
が
往
生
で
き
な
い
と
言
う
の
か
。
往
生
で
き
る
と

言
う
な
ら
ば
、
擯
棄
さ
れ
た
者
が
な
ぜ
往
生
で
き
る
の
か
。
も
し
第
二
階
人
は
正
法
を
誹
謗
し
賢
聖
を
毀

呰
し
て
も
擯
棄
さ
れ
な
い
か
ら
往
生
で
き
る
と
言
う
な
ら
ば
、
聖
教
の
文
証
を
見
せ
よ
。
根
機
が
正
し
く

罪
過
が
軽
い
か
ら
往
生
で
き
る
と
言
う
の
な
ら
ば
、な
ぜ
『
無
量
寿
経
』
で
は
捨
て
ら
れ
、『
観
無
量
寿
経
』

で
は
取
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、娑
婆
の
第
三
階
人
は
み
な
正
法
を
誹
謗
し
賢
聖
を
毀
呰
す
る
と
言
う
の
か
。

第
三
階
人
で
も
誹
謗
毀
呰
し
な
い
者
も
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
擯
棄
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
今
生

に
は
毀
謗
せ
ず
と
も
過
去
世
に
毀
謗
し
た
と
言
う
の
な
ら
ば
、
第
二
階
人
の
中
に
も
、
か
つ
て
毀
謗
し
た

者
が
い
る
は
ず
で
あ
る
。
第
三
階
人
は
純
邪
で
あ
り
、
謗
と
不
謗
に
か
か
わ
ら
ず
み
な
往
生
で
き
な
い
、

第
二
階
人
は
邪
と
正
と
が
混
在
す
る
の
で
、
謗
と
不
謗
に
か
か
わ
ら
ず
み
な
往
生
で
き
る
と
言
う
の
な
ら

ば
、
太
過
・
太
減
の
二
失
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。
三
階
禅
師
の
主
張
は
い
つ
も
聖
教
の
教
え
と
異
な
っ
て

い
る
。
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問
う
。『
仏
蔵
経
』（
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
五
、七
八
八
頁
中
）
や
律
典
に
、
仏
は
破
戒
比
丘
を
指
し
て

我
が
弟
子
に
あ
ら
ず
と
言
っ
て
、
伽
藍
に
立
ち
入
る
こ
と
さ
え
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
言
う
。
ま
し
て
浄
土

は
聖
者
の
境
界
で
あ
る
。
破
戒
人
が
往
生
で
き
る
は
ず
が
な
か
ろ
う
。
答
え
。
経
律
に
は
、
開
・
遮
の
二

門
が
あ
る
。
小
乗
や
呵
責
の
教
で
は
、
あ
る
い
は
慚
愧
懺
悔
を
生
ぜ
ず
菩
提
心
を
発
さ
な
い
者
に
対
す
る

教
え
で
は
、
ま
ず
罪
を
説
き
、
造
罪
破
戒
を
止
め
、
堕
地
獄
を
免
れ
る
よ
う
導
く
。
浄
土
法
門
で
は
、
菩

提
心
を
発
し
慚
愧
を
生
じ
て
善
を
修
し
、
三
界
を
離
れ
よ
う
と
願
う
者
に
対
し
、
仏
の
本
願
に
乗
じ
て
滅

罪
す
る
こ
と
を
説
く
。
釈
迦
牟
尼
仏
の
持
戒
清
浄
海
の
中
で
は
破
戒
の
死
屍
と
な
る
者
も
、
阿
弥
陀
仏
の

浄
土
で
は
下
品
下
生
と
な
っ
て
阿
鞞
跋
致
を
成
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
釈
迦
が
摂
受
さ
れ
な
い
者
を
、
弥

陀
は
来
迎
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
厳
し
い
言
葉
を
浴
び
せ
て
叱
責
す
る
の
も
、
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
改
心

さ
せ
る
の
も
、
共
に
衆
生
を
救
う
た
め
の
真
実
の
教
え
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
775
）
群
疑
論
七
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、七
三
頁
下
）、「
問
う
。
こ
の
念
仏
三
昧
は
、
聖
・
凡
、
持
戒
・

破
戒
、
い
ず
れ
の
者
が
得
る
の
か
。
答
え
。
聖
・
凡
、
持
戒
・
破
戒
が
、
み
な
学
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

『
華
厳
経
』（
六
十
巻
本
巻
四
十
六
、『
大
正
蔵
』
九
、六
八
九
頁
下
～
六
九
〇
頁
上
）
に
、
功
徳
雲
比
丘
は

聖
人
大
菩
薩
の
念
仏
三
昧
を
得
た
と
言
い
、『
賢
護
経
』（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
一
三
、八
七
五
頁
中
）
に
よ

る
と
、
清
浄
持
戒
に
し
て
諸
行
を
具
足
す
る
者
が
三
昧
を
得
る
と
言
う
。
一
方
、『
観
仏
三
昧
海
経
』（
巻

九
、『
大
正
蔵
』
一
五
、六
八
九
頁
下
）
で
は
、
観
仏
三
昧
は
犯
罪
者
の
薬
で
あ
り
、
破
戒
者
の
護
で
あ
る

と
言
い
、
ま
た
後
に
は
（
同
、
六
九
〇
頁
中
）
に
は
、
仏
が
未
来
世
の
五
苦
衆
生
・
犯
戒
比
丘
・
不
善
悪

人
・
五
逆
誹
謗
の
た
め
に
滅
罪
の
法
を
示
そ
う
と
言
っ
て
、
観
仏
三
昧
の
法
を
説
か
れ
る
。
よ
っ
て
破
戒
・

五
逆
の
悪
人
も
、
こ
の
三
昧
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

安
養
集
第
十

　
右
は
宝
園
院
本
を
も
っ
て
こ
れ
を
書
写
せ
し
む
る
も
の
な
り

明
暦
二
丙
申
歳
八
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
州
栗
太
郡
芦
浦
観
音
寺
舜
興
蔵
　
印

【
考
察
】

　「
95
五
逆
謗
法
生
不
生
」
に
は
、
五
逆
・
謗
法
の
罪
人
が
往
生
で
き
る
の
か
否
か
を
論
ず
る
た
め
の
要

文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。『
無
量
寿
経
』第
十
八
願
文
に
、「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」と
説
か
れ
る
の
対
し
、『
観

無
量
寿
経
』
下
品
下
生
段
に
は
十
悪
五
逆
人
の
往
生
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
問
題
の
発
端
で
あ

る
。
た
だ
し
逆
謗
闡
提
の
代
表
で
あ
る
阿
闍
世
・
提
婆
達
多
を
ど
う
扱
う
か
は
仏
教
の
重
要
課
題
で
あ
り
、

大
乗
仏
教
で
は
阿
闍
世
の
救
済
を
目
指
す
傾
向
が
顕
著
と
な
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
本
項
が
仏
教

を
学
ぶ
す
べ
て
の
者
に
関
わ
る
論
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
浄
土
教
教
理
学
の
領
域
で
は
、曇
鸞
・

浄
影
以
来
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
諸
家
が
挙
っ
て
こ
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

　
比
叡
山
で
は
、ま
ず
良
源
が『
九
品
往
生
義
』（『
仏
全
』二
四
、二
五
七
頁
下
）に
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

天
台
『
観
経
疏
』（
本
項
（
749
））
よ
り
、人
・
行
の
二
つ
の
観
点
か
ら
除
取
の
根
拠
を
判
ず
る
文
、義
寂
『
無

量
寿
経
述
義
記
』（
本
項
（
763
））
よ
り
、
信
の
壊
・
不
壊
、
分
位
・
異
熟
の
定
・
不
定
に
約
し
て
除
取
を

判
ず
る
文
を
引
用
し
た
後
、懐
感
『
群
疑
論
』（
本
項
（
769
））
に
見
え
る
古
今
十
五
家
釈
に
言
及
す
る
が
、

良
源
自
身
の
見
解
は
述
べ
て
い
な
い
。

　
禅
瑜
『
阿
弥
陀
新
十
疑
』
で
は
、
第
六
疑
に
三
番
の
問
答
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
佐
藤
哲
英
編
著
『
叡

山
浄
土
教
の
研
究
』
資
料
編
二
五
〇
～
二
五
一
頁
、百
華
苑
、一
九
七
九
年
）。
ま
ず
第
一
問
答
に
お
い
て
、

『
観
無
量
寿
経
』
に
五
逆
人
の
往
生
を
説
く
こ
と
を
示
す
。
次
い
で
第
二
問
答
に
、
方
等
弾
呵
教
で
は
五

逆
人
の
往
生
を
許
さ
な
い
の
が
本
来
で
あ
る
が
、『
観
無
量
寿
経
』
に
五
逆
人
の
往
生
を
説
く
の
は
、
勧

進
の
た
め
の
方
便
説
で
あ
る
と
言
う
。
さ
ら
に
第
三
問
答
で
は
、
方
等
経
典
に
は
四
教
の
す
べ
て
が
説
か

れ
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
五
逆
謗
法
の
往
生
を
許
さ
な
い
の
は
通
教
の
立
場
、
許
す
の
は
円
教
の
立
場
で

あ
る
と
会
通
し
て
い
る
。
天
台
教
学
に
立
脚
し
た
見
解
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、
後
世
天
台
浄
土
教
に
お
い

て
尊
重
さ
れ
、『
安
養
抄
』
巻
二
「
五
逆
謗
法
者
生
極
楽
耶
」（『
大
正
蔵
』
八
四
、一
四
三
頁
上
～
中
）
の

項
に
引
用
さ
れ
る
ほ
か
、『
浄
土
厳
飾
抄
』「
五
逆
謗
法
者
生
極
楽
世
界
乎
」
の
項
で
は
、
結
論
を
示
す
際

の
証
文
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
資
料
編
四
八
五
頁
）。

　
源
信
『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
五
「
臨
終
念
相
」
の
第
八
～
第
十
問
答
に

こ
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。『
往
生
要
集
』「
臨
終
念
相
」
は
、『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
段
所
説
の

臨
終
十
念
に
備
わ
る
滅
罪
の
功
徳
を
検
討
し
て
、
極
重
悪
人
が
十
遍
の
称
名
で
往
生
で
き
る
こ
と
を
主
張

す
る
項
目
で
あ
る
。
十
三
番
の
問
答
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
第
八
問
答
に
、
逆
謗
除
取
の
問
題
を
取
り
上
げ
、「
智
憬
・
有
云
・
懐
感
」
の
三
説
を
挙
げ
た
後
、

源
信
が
私
見
を
述
べ
て
い
る
。
東
大
寺
智
憬
（
七
五
〇
頃
）
の
著
述
は
現
存
し
な
い
が
、
こ
こ
に
源
信
が

引
用
し
た
、「
五
逆
の
み
の
罪
人
は
十
念
で
往
生
で
き
る
が
、
謗
法
の
者
は
往
生
で
き
な
い
」
と
い
う
見

解
は
、
懐
感
『
群
疑
論
』（
本
項
（
769
））
に
見
え
る
十
五
家
釈
の
第
三
説
に
当
た
り
、
曇
鸞
『
論
註
』（
本

項
（
772
））
の
説
に
近
く
、智
憬
と
同
時
代
の
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』（
本
項
（
756
））
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

次
の
「
有
云
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、「
五
逆
の
不
定
業
を
造
る
者
は
往
生
で
き
る
が
、
五
逆
定
業
は
往

生
で
き
な
い
」
と
い
う
説
は
、『
群
疑
論
』
十
五
家
釈
の
第
十
一
説
に
一
致
し
、義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』

（
本
項
（
763
））
の
説
に
近
い
。
そ
れ
ら
を
含
む
十
五
家
釈
を
す
べ
て
否
定
し
た
懐
感
が
示
し
た
自
身
の
見

解
は
、「
逆
罪
を
造
ら
な
か
っ
た
者
は
一
声
で
も
十
声
で
も
往
生
で
き
る
が
、
逆
罪
を
造
っ
た
者
は
必
ず

十
声
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
往
生
で
き
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
三
説
を
挙
げ
た
後
、源
信
は
、

「
逆
罪
を
造
ら
な
い
者
が
十
念
で
往
生
で
き
る
こ
と
と
、
逆
罪
人
が
一
念
で
は
往
生
で
き
な
い
こ
と
と
は
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決
定
し
て
い
る
が
、
逆
罪
人
が
十
念
で
往
生
で
き
る
か
ど
う
か
、
逆
罪
を
造
ら
な
い
者
が
一
念
で
往
生
で

き
る
か
ど
う
か
は
不
定
で
あ
る
」
と
い
う
私
見
を
示
し
て
い
る
。
懐
感
よ
り
も
一
段
階
厳
し
い
立
場
で
あ

る
。
た
だ
し
自
ら
「
未
決
」
と
判
じ
て
、
こ
の
議
論
の
結
論
を
保
留
し
て
い
る
。

　
次
い
で
第
九
問
答
で
は
、
逆
罪
人
の
十
念
往
生
が
不
定
で
あ
る
理
由
を
問
い
、
答
え
と
し
て
、
過
去
世

の
善
行
の
有
無
や
、
臨
終
と
平
生
と
で
、
念
力
に
差
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。

　
第
十
問
答
で
は
、
五
逆
罪
は
順
次
生
に
罰
を
受
け
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
行
為
な
の
に
、
な
ぜ
滅
罪

が
可
能
な
の
か
と
問
い
、『
群
疑
論
』（
本
項
（
770
））
の
文
を
引
い
て
答
え
と
し
て
い
る
。
問
答
と
も
に

『
群
疑
論
』に
依
っ
て
い
る
。
懐
感
は
、大
乗
で
は
す
べ
て
の
行
為
が
不
定
業
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
り
、

源
信
も
そ
れ
を
承
認
し
て
、
逆
罪
人
に
も
往
生
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　『
安
養
集
』
は
、
以
上
の
よ
う
な
叡
山
浄
土
教
の
伝
統
を
承
け
、
こ
こ
に
「
95
五
逆
謗
法
生
不
生
」
の

項
を
設
け
て
、
二
十
八
の
要
文
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。

　
冒
頭
（
748
）『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
の
文
が
第
一
出
拠
の
経
文
で
あ
り
、以
下
（
749
）
～
（
760
）
に
は
、

天
台
『
観
経
疏
』
を
筆
頭
に
、主
と
し
て
『
観
無
量
寿
経
』
関
連
の
釈
文
を
挙
げ
て
い
る
。（
758
）
元
暁
『
無

量
寿
経
宗
要
』
だ
け
は
異
色
で
あ
る
が
、
原
文
に
「
観
経
宗
要
元
暁
云
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

考
え
て
、
書
名
を
間
違
っ
た
め
に
配
列
に
過
誤
を
生
じ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
次
い
で（
761
）『
無
量
寿
経
』第
十
八
願
文
、（
762
）『
無
量
寿
経
』本
願
成
就
文
が
第
二
出
拠
の
経
文
で
あ
り
、

（
767
）（
768
）『
大
宝
積
経
』
無
量
寿
如
来
会
は
、（
761
）（
762
）
の
異
訳
で
あ
る
。（
763
）
～
（
766
）
に
は
主

と
し
て
『
無
量
寿
経
』
関
連
の
釈
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
末
尾
の
（
769
）
～
（
775
）
は
『
群
疑
論
』
と
そ
の
他
の
釈
と
い
う
分
類
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
各
文
を
概

観
し
て
お
く
。

　
出
拠
の
経
文
（
748
）『
観
無
量
寿
経
』
に
続
き
、（
749
）
天
台
『
観
経
疏
』
よ
り
、
三
輩
段
の
釈
文
を
引

用
し
て
い
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
、
根
の
上
下
と
行
の
定
散
と
に
よ
っ
て
除
取
が
分
か
れ
る
と
い
う
見
解

は
、
良
源
『
九
品
往
生
義
』
に
引
用
さ
れ
た
箇
所
で
あ
り
、『
安
養
集
』
が
最
も
重
視
し
た
説
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
浄
影
『
観
経
義
疏
』
の
説
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。『
安
養
集
』
の
編
者
た
ち
も
、
そ

の
こ
と
に
は
気
付
い
て
お
り
、
次
の
引
文
（
750
）
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
の
後
に
、「
同
経
義
疏
恵
遠

に
云
ふ
、
問
ふ
て
云
ふ
、
天
台
疏
の
問
答
と
同
じ
」
と
記
し
て
い
る
。
浄
影
疏
の
踏
襲
は
天
台
疏
の
随
所

に
見
え
、
後
に
は
天
台
疏
を
偽
撰
と
判
ず
る
根
拠
の
一
つ
と
な
る
が
、『
安
養
集
』
に
は
真
偽
を
疑
う
よ

う
な
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。

　（
750
）
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
は
、（
749
）
の
釈
文
で
あ
り
、
天
台
『
観
経
疏
』
の
趣
旨
に
沿
っ
て
解

説
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
浄
影
『
観
経
義
疏
』
の
記
述
二
箇
所
を
挙
げ
る
が
、
一
つ
目
は
天
台
『
観
経
疏
』
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
で
、
引
文
を
省
略
し
て
い
る
。
二
つ
目
の
（
751
）
に
は
、
宿
世
所
発
の
菩
提
心
の

有
無
に
よ
っ
て
取
捨
が
分
か
れ
る
と
い
う
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　（
752
）
善
導
『
観
経
疏
』
で
は
、
抑
止
と
摂
取
と
に
よ
っ
て
除
取
が
分
か
れ
る
と
言
う
。
仏
の
慈
悲
を

力
説
す
る
立
場
で
あ
る
。

　（
753
）
天
台
『
観
経
疏
』
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
力
用
を
述
べ
た
箇
所
で
あ
り
、
逆
罪
人
の
救
済
こ
そ

が
本
経
最
大
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　（
754
）『
往
生
礼
讃
』（
755
）『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
は
、
共
に
『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
の
文
に
対
す
る

礼
讃
文
で
あ
る
。

　（
756
）智
光『
無
量
寿
経
論
釈
』は
、五
逆
の
み
と
五
逆
謗
法
と
に
よ
っ
て
除
取
が
分
か
れ
る
こ
と
を
言
う
。

後
掲
（
772
）
曇
鸞
『
論
註
』
の
文
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、『
往
生
要
集
』
に
引
用
さ
れ
た
智

憬
の
説
に
近
く
、
そ
の
源
流
を
指
摘
し
た
要
文
だ
と
言
え
る
。

　（
757
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、
先
制
・
後
開
と
い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
善
導
が
示
し
た
抑
止
・

摂
取
と
い
う
見
解
に
近
い
。

　（
758
）
元
暁
『
無
量
寿
経
宗
要
』
は
、
懺
悔
の
有
無
に
よ
っ
て
除
取
が
分
か
れ
る
と
言
う
。
浄
影
・
天

台
の
説
に
近
い
。

　（
759
）
龍
興
『
観
経
記
』
は
、
宿
善
や
懺
悔
の
有
無
、
一
念
と
十
念
の
違
い
等
に
よ
る
と
い
う
見
解
を

提
示
し
て
い
る
。

　（
760
）
道
誾
『
観
経
疏
』
は
、
菩
提
心
の
有
無
、
逆
罪
の
未
造
・
已
造
の
違
い
等
に
よ
る
と
い
う
見
解

を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
十
三
文
か
ら
、（
758
）
元
暁
『
無
量
寿
経
宗
要
』
を
除
く
十
二
文
が
、『
観
無
量
寿
経
』
関
連
の
要

文
で
あ
る
。

　
次
い
で
（
761
）（
762
）『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
文
と
本
願
成
就
文
と
が
第
二
出
拠
の
経
文
で
あ
り
、

（
767
）（
768
）『
大
宝
積
経
』
無
量
寿
如
来
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
異
訳
の
文
で
あ
る
。
そ
の
間
に
『
無
量
寿
経
』

の
註
釈
書
か
ら
の
引
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　（
763
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、
信
の
壊
・
不
壊
に
よ
っ
て
業
の
定
・
不
定
が
決
ま
る
と
い
う

説
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、『
九
品
往
生
義
』
に
引
用
さ
れ
、
ま
た
『
往
生
要
集
』
が
挙
げ
た
第

二
説
に
近
い
。

　（
764
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
は
第
十
八
願
文
の
釈
で
あ
る
。
憬
興
は
、
古
今
諸
家
の
見
解

を
列
挙
し
て
す
べ
て
を
否
定
し
、
私
見
と
し
て
、『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
人
に
は
逆
罪
人
を
含
ま
な
い
の

で
「
除
く
」
と
説
き
、『
観
無
量
寿
経
』
下
輩
人
は
五
逆
を
作
っ
て
も
具
足
十
念
に
よ
っ
て
往
生
で
き
る

と
説
く
と
い
う
見
解
を
示
す
。
た
だ
し
謗
法
人
だ
け
は
十
声
を
具
足
し
て
も
往
生
で
き
な
い
と
述
べ
て
い

る
。

　（
765
）
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
は
、
本
願
の
十
念
は
称
名
で
は
な
く
慈
等
の
十
念
で
あ
り
、
し
か
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決
定
し
て
い
る
が
、
逆
罪
人
が
十
念
で
往
生
で
き
る
か
ど
う
か
、
逆
罪
を
造
ら
な
い
者
が
一
念
で
往
生
で

き
る
か
ど
う
か
は
不
定
で
あ
る
」
と
い
う
私
見
を
示
し
て
い
る
。
懐
感
よ
り
も
一
段
階
厳
し
い
立
場
で
あ

る
。
た
だ
し
自
ら
「
未
決
」
と
判
じ
て
、
こ
の
議
論
の
結
論
を
保
留
し
て
い
る
。

　
次
い
で
第
九
問
答
で
は
、
逆
罪
人
の
十
念
往
生
が
不
定
で
あ
る
理
由
を
問
い
、
答
え
と
し
て
、
過
去
世

の
善
行
の
有
無
や
、
臨
終
と
平
生
と
で
、
念
力
に
差
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。

　
第
十
問
答
で
は
、
五
逆
罪
は
順
次
生
に
罰
を
受
け
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
行
為
な
の
に
、
な
ぜ
滅
罪

が
可
能
な
の
か
と
問
い
、『
群
疑
論
』（
本
項
（
770
））
の
文
を
引
い
て
答
え
と
し
て
い
る
。
問
答
と
も
に

『
群
疑
論
』に
依
っ
て
い
る
。
懐
感
は
、大
乗
で
は
す
べ
て
の
行
為
が
不
定
業
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
り
、

源
信
も
そ
れ
を
承
認
し
て
、
逆
罪
人
に
も
往
生
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　『
安
養
集
』
は
、
以
上
の
よ
う
な
叡
山
浄
土
教
の
伝
統
を
承
け
、
こ
こ
に
「
95
五
逆
謗
法
生
不
生
」
の

項
を
設
け
て
、
二
十
八
の
要
文
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。

　
冒
頭
（
748
）『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
の
文
が
第
一
出
拠
の
経
文
で
あ
り
、以
下
（
749
）
～
（
760
）
に
は
、

天
台
『
観
経
疏
』
を
筆
頭
に
、主
と
し
て
『
観
無
量
寿
経
』
関
連
の
釈
文
を
挙
げ
て
い
る
。（
758
）
元
暁
『
無

量
寿
経
宗
要
』
だ
け
は
異
色
で
あ
る
が
、
原
文
に
「
観
経
宗
要
元
暁
云
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

考
え
て
、
書
名
を
間
違
っ
た
め
に
配
列
に
過
誤
を
生
じ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
次
い
で（
761
）『
無
量
寿
経
』第
十
八
願
文
、（
762
）『
無
量
寿
経
』本
願
成
就
文
が
第
二
出
拠
の
経
文
で
あ
り
、

（
767
）（
768
）『
大
宝
積
経
』
無
量
寿
如
来
会
は
、（
761
）（
762
）
の
異
訳
で
あ
る
。（
763
）
～
（
766
）
に
は
主

と
し
て
『
無
量
寿
経
』
関
連
の
釈
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
末
尾
の
（
769
）
～
（
775
）
は
『
群
疑
論
』
と
そ
の
他
の
釈
と
い
う
分
類
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
各
文
を
概

観
し
て
お
く
。

　
出
拠
の
経
文
（
748
）『
観
無
量
寿
経
』
に
続
き
、（
749
）
天
台
『
観
経
疏
』
よ
り
、
三
輩
段
の
釈
文
を
引

用
し
て
い
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
、
根
の
上
下
と
行
の
定
散
と
に
よ
っ
て
除
取
が
分
か
れ
る
と
い
う
見
解

は
、
良
源
『
九
品
往
生
義
』
に
引
用
さ
れ
た
箇
所
で
あ
り
、『
安
養
集
』
が
最
も
重
視
し
た
説
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
浄
影
『
観
経
義
疏
』
の
説
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。『
安
養
集
』
の
編
者
た
ち
も
、
そ

の
こ
と
に
は
気
付
い
て
お
り
、
次
の
引
文
（
750
）
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
の
後
に
、「
同
経
義
疏
恵
遠

に
云
ふ
、
問
ふ
て
云
ふ
、
天
台
疏
の
問
答
と
同
じ
」
と
記
し
て
い
る
。
浄
影
疏
の
踏
襲
は
天
台
疏
の
随
所

に
見
え
、
後
に
は
天
台
疏
を
偽
撰
と
判
ず
る
根
拠
の
一
つ
と
な
る
が
、『
安
養
集
』
に
は
真
偽
を
疑
う
よ

う
な
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。

　（
750
）
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
は
、（
749
）
の
釈
文
で
あ
り
、
天
台
『
観
経
疏
』
の
趣
旨
に
沿
っ
て
解

説
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
浄
影
『
観
経
義
疏
』
の
記
述
二
箇
所
を
挙
げ
る
が
、
一
つ
目
は
天
台
『
観
経
疏
』
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
で
、
引
文
を
省
略
し
て
い
る
。
二
つ
目
の
（
751
）
に
は
、
宿
世
所
発
の
菩
提
心
の

有
無
に
よ
っ
て
取
捨
が
分
か
れ
る
と
い
う
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　（
752
）
善
導
『
観
経
疏
』
で
は
、
抑
止
と
摂
取
と
に
よ
っ
て
除
取
が
分
か
れ
る
と
言
う
。
仏
の
慈
悲
を

力
説
す
る
立
場
で
あ
る
。

　（
753
）
天
台
『
観
経
疏
』
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
力
用
を
述
べ
た
箇
所
で
あ
り
、
逆
罪
人
の
救
済
こ
そ

が
本
経
最
大
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　（
754
）『
往
生
礼
讃
』（
755
）『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
は
、
共
に
『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
の
文
に
対
す
る

礼
讃
文
で
あ
る
。

　（
756
）智
光『
無
量
寿
経
論
釈
』は
、五
逆
の
み
と
五
逆
謗
法
と
に
よ
っ
て
除
取
が
分
か
れ
る
こ
と
を
言
う
。

後
掲
（
772
）
曇
鸞
『
論
註
』
の
文
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、『
往
生
要
集
』
に
引
用
さ
れ
た
智

憬
の
説
に
近
く
、
そ
の
源
流
を
指
摘
し
た
要
文
だ
と
言
え
る
。

　（
757
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、
先
制
・
後
開
と
い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
善
導
が
示
し
た
抑
止
・

摂
取
と
い
う
見
解
に
近
い
。

　（
758
）
元
暁
『
無
量
寿
経
宗
要
』
は
、
懺
悔
の
有
無
に
よ
っ
て
除
取
が
分
か
れ
る
と
言
う
。
浄
影
・
天

台
の
説
に
近
い
。

　（
759
）
龍
興
『
観
経
記
』
は
、
宿
善
や
懺
悔
の
有
無
、
一
念
と
十
念
の
違
い
等
に
よ
る
と
い
う
見
解
を

提
示
し
て
い
る
。

　（
760
）
道
誾
『
観
経
疏
』
は
、
菩
提
心
の
有
無
、
逆
罪
の
未
造
・
已
造
の
違
い
等
に
よ
る
と
い
う
見
解

を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
十
三
文
か
ら
、（
758
）
元
暁
『
無
量
寿
経
宗
要
』
を
除
く
十
二
文
が
、『
観
無
量
寿
経
』
関
連
の
要

文
で
あ
る
。

　
次
い
で
（
761
）（
762
）『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
文
と
本
願
成
就
文
と
が
第
二
出
拠
の
経
文
で
あ
り
、

（
767
）（
768
）『
大
宝
積
経
』
無
量
寿
如
来
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
異
訳
の
文
で
あ
る
。
そ
の
間
に
『
無
量
寿
経
』

の
註
釈
書
か
ら
の
引
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　（
763
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、
信
の
壊
・
不
壊
に
よ
っ
て
業
の
定
・
不
定
が
決
ま
る
と
い
う

説
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、『
九
品
往
生
義
』
に
引
用
さ
れ
、
ま
た
『
往
生
要
集
』
が
挙
げ
た
第

二
説
に
近
い
。

　（
764
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
は
第
十
八
願
文
の
釈
で
あ
る
。
憬
興
は
、
古
今
諸
家
の
見
解

を
列
挙
し
て
す
べ
て
を
否
定
し
、
私
見
と
し
て
、『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
人
に
は
逆
罪
人
を
含
ま
な
い
の

で
「
除
く
」
と
説
き
、『
観
無
量
寿
経
』
下
輩
人
は
五
逆
を
作
っ
て
も
具
足
十
念
に
よ
っ
て
往
生
で
き
る

と
説
く
と
い
う
見
解
を
示
す
。
た
だ
し
謗
法
人
だ
け
は
十
声
を
具
足
し
て
も
往
生
で
き
な
い
と
述
べ
て
い

る
。

　（
765
）
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
は
、
本
願
の
十
念
は
称
名
で
は
な
く
慈
等
の
十
念
で
あ
り
、
し
か
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も
三
輩
に
は
逆
罪
人
が
い
な
い
か
ら
「
除
く
」
と
説
き
、『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
人
は
称
名
十
念
を

具
足
す
る
か
ら
逆
罪
人
で
も
往
生
で
き
る
と
説
く
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
憬
興
の
私
見
に
近
い
。

　（
766
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
は
本
願
成
就
文
の
釈
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
観
無
量
寿
経
』

に
は
邪
定
聚
の
往
生
を
許
す
と
す
る
説
を
否
定
し
、
ま
た
逆
罪
人
は
十
六
観
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
往

生
で
き
る
と
い
う
説
も
否
定
し
て
い
る
。（
764
）
の
補
足
で
あ
る
。

　
以
上
『
無
量
寿
経
』
の
文
が
二
文
、
異
訳
の
文
が
二
文
、
註
釈
書
か
ら
の
引
文
が
四
文
、
そ
れ
に
配
列

の
間
違
い
と
思
わ
れ
る
（
758
）
元
暁
『
無
量
寿
経
宗
要
』
を
加
え
て
合
計
九
文
が
、『
無
量
寿
経
』
関
連

の
要
文
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
後
、『
群
疑
論
』
か
ら
の
引
文
が
五
文
、『
論
註
』
と
『
遊
心
安
楽
道
』
各
一
文
の
合
計
七

文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　（
769
）『
群
疑
論
』
は
、『
九
品
往
生
義
』
や
『
往
生
要
集
』
に
言
及
さ
れ
た
部
分
を
含
む
長
文
で
あ
る
。

ま
ず
古
今
十
五
家
の
釈
を
列
挙
す
る
。
そ
の
中
に
は
、
本
項
所
掲
の
他
の
要
文
の
見
解
と
一
致
す
る
も
の

も
多
い
。
懐
感
は
十
五
家
釈
の
す
べ
て
を
否
定
し
、特
に
三
階
教
信
行
の
説
は
徹
底
的
に
非
難
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
私
見
と
し
て
、「
具
足
・
乃
至
」
の
言
に
注
目
し
、「『
観
無
量
寿
経
』
は
、
逆
罪
人
も
十
念
を

具
足
す
れ
ば
往
生
で
き
る
と
説
き
、『
無
量
寿
経
』
は
、逆
罪
人
は
乃
至
十
念
で
は
往
生
で
き
な
い
と
説
く
。

罪
の
な
い
者
は
一
声
十
声
み
な
往
生
で
き
る
が
、
逆
罪
人
は
十
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
で
も

欠
け
た
ら
往
生
で
き
な
い
」
と
い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。『
往
生
要
集
』
は
、
こ
の
説
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。

　（
770
）『
群
疑
論
』
で
は
、
業
の
定
・
不
定
を
論
じ
た
説
を
挙
げ
て
設
問
し
、
答
え
て
、
大
乗
で
は
五
逆

も
不
定
業
で
あ
り
、
念
仏
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。（
763
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』

の
説
や
、
懐
感
が
古
今
十
五
家
釈
の
第
十
一
に
挙
げ
て
否
定
し
た
説
を
、
修
正
し
た
見
解
で
あ
る
。『
往

生
要
集
』
は
、
懐
感
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。

　（
771
）『
群
疑
論
』
で
は
、
謗
法
人
の
往
生
を
認
め
る
立
場
か
ら
、
三
階
教
の
見
解
を
非
難
し
て
い
る
。

　（
772
）
曇
鸞
『
論
註
』
は
、（
756
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
と
ほ
ぼ
同
一
の
文
に
、
い
わ
ゆ
る
「
三
在

釈
」
の
文
を
加
え
た
長
文
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
関
連
の
要
文
と
し
て
、
本
来
は
（
756
）
の
前
後
に

掲
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
本
項
の
議
論
と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、『
往
生
要
集
』「
臨
終
念
相
」
の
第
四
問
答
に
は
、

天
台
『
十
疑
論
』
の
「
三
在
釈
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
三
在
釈
」
の
起
源
は
『
論
註
』

で
あ
り
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
書
巻
二
「
16
十
念
」
の
項
（
103
）『
註
十
疑
論
』
の
考
察
中
に
私

見
を
述
べ
た
。
本
項
に
『
十
疑
論
』
の
「
三
在
釈
」
を
挙
げ
な
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
『
十
疑
論
』
の
真

偽
を
論
ず
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。（
772
）『
論
註
』
が
、
本
来
位
置
す
べ
き
箇
所
か

ら
離
脱
し
て
い
る
こ
と
に
も
、
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　（
773
）『
遊
心
安
楽
道
』は
、（
758
）元
暁『
無
量
寿
経
宗
要
』と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、本
来
は（
758
）と
共
に
、

『
無
量
寿
経
』
関
連
の
要
文
の
中
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　（
774
）『
群
疑
論
』
は
、（
771
）
と
同
様
、逆
謗
人
の
往
生
を
認
め
る
見
地
に
立
っ
て
、三
階
教
を
非
難
し
、

加
え
て
『
観
無
量
寿
経
』
が
堕
地
獄
の
罪
人
を
救
う
こ
と
を
説
く
経
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　（
775
）『
群
疑
論
』
は
、
念
仏
三
昧
が
破
戒
・
五
逆
の
悪
人
に
も
開
か
れ
た
法
門
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。

　
以
上
七
文
の
中
（
772
）（
773
）
は
、
本
来
位
置
す
べ
き
箇
所
か
ら
離
脱
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

の
五
文
は
、『
群
疑
論
』
の
中
か
ら
逆
謗
除
取
に
関
連
す
る
論
述
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
項
所
掲
の
二
十
八
文
の
中
、（
749
）（
756
）（
763
）（
769
）（
770
）（
772
）
の
六
文
は
、
す
で
に
良
源
や
源

信
が
言
及
し
た
も
の
、あ
る
い
は
そ
の
源
流
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
本
項
所
掲
の
要
文
は
、

先
行
典
籍
中
の
引
文
の
検
討
と
い
う
範
疇
を
遙
か
に
超
え
、
当
時
流
布
し
て
い
た
浄
土
教
典
籍
の
す
べ
て

を
精
査
し
て
関
連
資
料
を
揃
え
た
も
の
と
言
え
る
。

　
天
台
宗
の
論
義
の
中
で
浄
土
教
の
諸
問
題
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
十
一
世
紀

以
降
の
こ
と
で
あ
り
、『
安
養
集
』
が
そ
れ
に
対
処
し
た
最
初
の
文
献
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
た
び
た

び
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
安
養
集
』
に
続
い
て
『
安
養
抄
』『
浄
土
厳
飾
抄
』
が
編
纂
さ
れ
て
天

台
浄
土
教
の
論
義
が
整
備
さ
れ
、
十
三
世
紀
に
は
通
常
の
義
科
の
中
に
、「
九
品
往
生
義
」
と
い
う
浄
土

教
の
論
題
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
必
ず
逆
謗
除
取
を
論
ず
る
項
目
が
存
在
し
、
そ
れ
が

現
在
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
こ
で
は
『
安
養
集
』
が
掲
げ
た
要
文
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
項
が
後
世
に
与
え
た
絶
大
の
影
響
に
言
及
し

て
、『
安
養
集
』
十
巻
す
べ
て
の
記
述
を
終
え
た
い
。
奥
書
は
各
巻
共
通
で
あ
る
。

〈
完
〉
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解
題

　
本
稿
で
紹
介
す
る
「
江
戸
書
状
留
」
は
、
河
内
国
河
内
郡
市
場
村
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

の
岩
崎
清
兵
衛
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
現
在
は
大
阪
大
谷
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
。
同

家
は
江
戸
に
い
る
旗
本
石
河
氏
の
知
行
所
支
配
を
担
う
立
場
に
あ
り
、
そ
の
業
務
に
関
す
る

や
り
と
り
の
記
録
が
「
江
戸
書
状
留
」
に
あ
た
る
。

　
大
阪
大
谷
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
岩
崎
家
文
書
は
い
ず
れ
も
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
も

の
で
、
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
度
か
ら
翌
五
五
年
度
に
か
け
て
、
三
次
に
わ
た
っ
て
受

け
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
岩
崎
家
文
書
そ
の
１
は
、
土
地
売
券
や
借
用
証
書
な
ど
の
金
融

関
係
の
史
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
専
用
の
木
箱
一
箱
に
対
象
と
な
る
地
域
ご
と
に
整
理
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
２
は
、
市
場
村
西
側
に
あ
た
る
玉
井
新
田
の
絵
図
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
３
が
本
稿
で
紹
介
す
る
「
江
戸
書
状
留
」
に
あ
た
る
。「
江
戸
書
状
留
」
は

三
冊
で
構
成
さ
れ
る
の
で
、
便
宜
的
に
古
い
も
の
か
ら
順
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
と
呼
称
し
て
お
く
。

本
稿
で
は
そ
の
う
ち
Ａ
を
翻
刻
し
、
続
き
は
次
号
に
掲
載
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　
旗
本
石
河
氏
や
そ
の
知
行
所
支
配
に
つ
い
て
は
、
川
村
優
氏
が
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い

る（
１
）。

そ
れ
に
従
え
ば
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
て
い
た
石
河
光
政
の
次
男
勝
政
が
旗
本
と
し
て
の

初
代
当
主
で
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
一
一
五
〇
石
余
の
知
行
を
得
て
い
る
。
ま
た
、

寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
は
五
〇
〇
石
余
の
加
増
を
得
て
、
下
総
国
香
取
郡
・
千
葉
郡
に

て
計
一
七
〇
〇
石
余
の
知
行
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
寛
永
一
〇
年
に
勝
政
が
堺

旗
本
石
河
氏
知
行
所
の
「
江
戸
書
状
留
」（
一
）

馬
部 

隆
弘
・
𠮷𠮷
𠮷 

真
平

奉
行
と
な
っ
た
際
に
、
市
場
村
全
村
の
九
二
一
石
余
と
横
小
路
村
の
う
ち
七
八
石
余
の
計

一
〇
〇
〇
石
を
河
内
郡
に
て
加
増
さ
れ
る
。
以
後
幕
末
ま
で
、
同
家
は
二
七
〇
〇
石
余
の
知

行
高
で
固
定
し
て
い
た
。
な
お
、「
江
戸
書
状
留
」
で
江
戸
へ
送
る
書
状
の
宛
先
に
み
え
る

伊
藤
六
右
衛
門
と
渡
辺
利
右
衛
門
は
、
石
河
氏
の
用
人
に
あ
た
る
。

　
一
方
の
岩
崎
清
兵
衛
家
は
、江
戸
時
代
後
期
に
国
文
学
者
で
歌
人
の
岩
崎
美
隆（
一
八
〇
四

年
～
一
八
四
七
年
）
を
輩
出
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る（
２
）。

早
く
も
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）

に
は
松
尾
耕
三
氏
が
美
隆
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
存
在
は
と
り
わ
け
折
口
信
夫
氏
の
紹

介
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（
３
）。

さ
ら
に
は
、
美
隆
の
文
芸
に
関
す
る
史
料
が

ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
関
西
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
史
料
群
の
研
究
は

積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た（
４
）。

　
岩
崎
清
兵
衛
家
が
一
族
の
岩
崎
平
兵
衛
家
と
と
も
に
石
河
氏
の
知
行
所
支
配
を
担
っ
た
こ

と
は
、
す
で
に
川
村
優
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
川
村
氏
に
よ
る
と
、
香
取
郡
須
賀

山
村
（
千
葉
県
東
庄
町
）
の
多
田
家
と
岩
崎
家
が
両
輪
と
な
っ
て
石
河
氏
の
財
政
改
革
に
関

与
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
多
田
家
は
、香
取
郡
八
ヶ
村
の
取
締
役（
郷
代
）を
主
役
と
し
、

加
え
て
勝
手
賄
（
金
子
賄
）
も
担
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
岩
崎
家
も
、
同
家
文
書
か
ら

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
勝
手
賄
に
就
任
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
岩
崎
家
文

書
の
引
用
は
こ
の
一
点
の
み
に
限
ら
れ
、「
岩
崎
清
兵
衛
は
本
来
、
市
場
村
の
庄
屋
（
大
庄

屋
的
性
格
）
と
し
て
次
第
に
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
の
ご
と
く
、
現
在
ま
で
の
現
地
調
査

で
は
、
厳
密
な
る
意
味
で
の
性
格
と
そ
の
様
態
を
明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る（
５
）。
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